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はしがき 

何とい ふ 題に しょうか I 談 された から、 『I 拳 人物』 としたら ドウ だら うと いら. 

なフッ キラ 棒な 題目が ある もの かとい ふので、 たうと いったら そん 

r^t  J:  ！  11 ぽ 島 •  攀』 とい ふことこ內まっ，^^0 

si. 正直に 答へ たの だが， 正直 I 々にしな くち やい かんとい ふの だ。 —つた 

十 數年來 書きた めた もの.. 中から. f かく も讀 めさうな もの. ぎ f ョ で 保存し 

だ： 拔"。 少し 意！ 應」 か 「I」 富" r 漏：き 

gi? . の i 卷さへ ひっくり返せ は 切拔 など もち 出さんで 濟 むので、 私 こ 

賨な もの.^ やう こ S.H^5!,、 、 た、 WTl え. J  ！:  1 不 ラ MPJ 

C  Im, はれる 力 ^し 出版者 ゃ讀 者に は あまり 重竇 でない かも 知れない。 .， 

明 洽文囊 刊も勿 論續 刊 する。 これ も I やって ゐ るん， , ら， れい Q 

li 或は ii 於 ける豪羅變遷』 とい r う purr 豫  1 

d る： ムそれ からい よいよ 塞の illillh 

l-li は， さう いふ わけで >  叢 5： の 臨 I 刊と いふ 意味で も あ 

涪 約され る もので も、 義 こ」 チ」 tj.-  3  r.  ,  .^-,« タ論^ f に 

はし fg めに 存在す る もので もない 。立派に 獨 立した 集と して 差し まへ がない 


舊 いもの も あり (多少 直した)、 新しい もの も あね、 書きたい ので 書いた の も， 他から K まれて い 

たの も 様々 だし • 內容も 彩色が とりどり だから、 皆が 皆、 何れもが 誰れ にも 面 由 いとい ふわけ にも 行 

くまいが、 讀み 通されたら、 何處 かに 面白い ところが 見付からぬ とも 限るまい。 また 一 節 一 一節 は、 、ノ 

ハ ァ と 首 すると ころも あらう かと 思 ふ。 

最初 切拔を 揃へ てみ たら- 何だか 豫定の 頁數に 達し さう もない やうに 兑 えたので、 附錄 として 「s_^ 

庭 篁 村」 の 傳記を 書かう、 「官報 時代の 二葉 亭四 迷」 を 書かう、 「維 氏 美舉」 の 研究 を S: かうな どと考 へ 

てゐ るう ちに、 頁數が 次第に 超過す る ことが 分って 來 たので、 新に 書き 加へ る 案 を やめた。 やめた と 

いっても、 此の 集の 附録に する こと を やめた ので、 書く こと は 勿論 止め はしない。 ：93 つけ m:: きため て 

新 稿 だけの 繽篇を 出す の も わるく はない と考 へて ゐる。 材料 は あるの だから 機，^ だけの 题だ。 多分 

實 現され やう。 

書名 や 引用句 をつ.^ む 括弧が 一 重だった り 一 一重だった りで、 統 一 を 失って ゐる。 これ は 多く は isi^ 

代りの 切拔 のま.^ に從 つて 無理に 統 一 しなかった からだ。 見苦しい とい へば 兌 苦しい が、 ：！： やら^々 

たる 夏草の やうに 自然な ところ も ある。 我慢して いた^かう。 

昭和 4.-1 年 夏 八月  物 田  n 水；！ 
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『副 島 稀 臣傳』 の 或る 一 章 

 f の 國 家社會 主義 的 思想 1 1 

ぉ斷 りして 置く が、 これ は 一の 斷篇 ともい ふべき もの だ. - 

何處 かに， 何人 かビ 書いた 「種 臣傳」 とい ふ ものが あって， それから 一 章拔 いて 紹介 するとい ふの 

ではない。 いな、 此の 蒼海 公の 傅なる もの は、 まだ 何處 にもない ので、 た^ 私の 頭の 中に 多少 芽が 吹 

いて ゐる といった 氣 味の ものな の だ。 私が 書きたい 蒼海 公の 傳、 私なら かう 書かう、 あ.^ 書かう とい 

ふいろ いろな 妄想が もやもやと 湧い て來る * さう いふ 妄想の 中に かう いふ 一 章 一 節 を 入れて 見たい、 

その 一 章な り 一 節な りと は、 副 島 種臣の 政治 運動 乃至 國家 社會 主義 的 思想に 關 する もの、 といった や 

うな 譯 であるつ 

維新 以來の 偉人 功臣で 大抵な 人々 は 大部な 傳記を も つ てゐ る、 傳 記がなければ 全集と か 何とか い ふ 

『1.^^種臣傳』 の 或る-一 章  1 に 


政治 篇  二 

名の 下に 關係文 獻の全 資料が 發 表された りして、 まことに 都合よ く 出 來てゐ る。 勿論 さう いふ もの、 

ない 人 も 多から う。 中には 何う でもい k やうな ものが 立派な 装釘で 見える こと も ある。 だが 何う して 

も 無ければ ならぬ のに、 傳記 も關係 文書 集 もな いのは、 副 島種臣 である。 

私 は、 種 臣の傳 記が 何う して 出ない のか、 不思議に 思って ゐる。 子孫が 零落した とかい ふので もな 

い、 崇拜 者が 少ない とい ふので もない， 資料 集めが 面倒と いっても 誰かぐ 奮發 したら (例へば；^ 贺出 

身 者の 會合 といった ものが 中心に なって やっても よから う) 出来ぬ こと はなから う。 ：^H1 は 稀々 な沾 

で 偉い が、 先づ國 家への 貢獻 として は、 對 外的に 國威を r 持し、 正義 を 示した とい ふ點が 第一 とされ 

やう。 明治 初年、 維新 草創から 間 もない 時代 は、 日本の 實カ はとても 今 どころ な もので はない、 ゥッ 

カリしたら 西 歐諸國 から 野 蠻國极 ひ をされ かねなかった (半分され てゐ た. V もい ひ るか も 知れない) 

たにこ、 に 一 蒼海 あり 身 外務 卿の 重きに ゐて、 正義と 威禮 によって 口木の！： の 力 を、 いな カ以 卜-の 

品位と いふ もの を外國 人に 始めて 知らせた の だ、 - 明治 四 五 年の 對外 史上に 稍 はの 屹然. V 立つ 姿 は、 ま 

るで 痛快な 四天王の 巨像の やう だ。 何れ は當 時日 本へ 寄越される 西洋の 使 はとい へ ば.  一 .：g も； ；， 孵ん 

ある 連中で あらう が、 その 連中が 種臣の 人物な り 威望な りに 悅 服して、 この 人。 下に 條約 改正の 談 f: 

する の を光榮 としたと いふ。 歷史に はさう ある、 何とい ふ 目 ざまし いこと だ。 その後：：：本の對外：|_-^^^ 

は 何十 年と なく 經ち、 愈々 益々 多端 複雜 にな， C つ は 行く が、 いつだつて 外！： 使 は を悅服 させて、 その 


人と 談判す るの を 心から 光榮 としたなん ていふ 大臣が 出た ことがあら うか。 さう いふ 種臣に 代表され 

た 新 輿 曰 本の 姿が、 外から 見て 何とい ふ 男らしい 立派な ものに 見えたら う。 

さう いふ 種 S だ。 今い ふ 通り 種 臣の偉 さはた こればかり ではない の だが、 先づ この 一 點 からい つ 

て も、 日本人， V して はいくら 頭 を 下げても 下げ足り ぬ 程の 人物 だ。 その 種臣に ともかくも ォ！ ソリチ 

ィ」 なるやうな 傳 記が 一 部 もない とい ふの は、 何う いふ ことになら-つか。 日本人が、 此の 日本人 中の 

日本人 をし つかりと 自分の ものにして ゐな いとい ふこと を 語る もの だ， - 

此の 次の ォ リム ビック 大會を 日本で やる とい ふこと が大 問題なん ださう だが、 何 うだらう、 これ は 

それ 程 問題 だら うか。 来れば 来ても ぃ&、 然し 来たくないなら 無理に 呼ばんで もい. --- 別に どうい ふ 

こと はない わけ だ。 だが 日本人の 中に 種臣に 似た 人間が 一人で も 多く 出来る とい ふこと は、 現 實の大 

問題 だら う，^ 種臣の やうに 日本の スピリット を、 いな 日本の Soul を體 得した 人間が 多い と 少ないで 

は、 曰 本と して は 大變な 問題 だ。 

それに は 種 臣の傳 記を讀 ませる に 限る の だが、 その 傳 記がない。 將來國 を 負荷す る靑年 達の 頭から 

種臣の 名な どが 拔 けて しまって ゐ る。 かう いふ ことで はい- r こと はない。 今日の やうな ォ リム ピック 

は 何う でもい.^ が、 種 臣傳は 是非 無ければ ならぬ。 私 はさう 思 ふ 0 

1- 副 島 種臣』 傳の 或る 一章  II マ 


副 島 種 臣の傳 記 的な もの は、 誰が 書いた ので も， 明治 六 年征韓 論の 時まで は 明瞭で あるが、 それ 以 

後 ははつ きりし ない。 明治 1 1 十五 年に 品 川彌ー 一郎が 選 擧干涉 で 喧しい 問題 を 起した 後 をう けて 内務 大 

臣 になった ことがあ るが、 これ は眞の 一時 だから、 先 づ征韓 論 以後 は大體 政治の 主流から 遠の いて ゐ 

る 形に なって ゐ る.^ これが 矢張り 漸次 世人の 記憶から 忘れられた 一因で あらう。 それ 位 * たからして 明 

治 十四 五 年の 交、 種 臣が板 垣の 自由 黨、 大隄の 改進 黨と相 前後して 矢張り 政治 運動 を 試み、 政： _ "改革 

意見 を發 表した ことな ども- 今では 誰 一人 知る 人が なくなって ゐる。 私が 今 こ&で 威張って 紹介し よ 

うとい ふの は、 此の 政治 運動 及び 政治改革 意見な ので ある。 

さて 種臣 は征韓 論で 官を やめてから 何う した か。 板 垣、 後藤- 江 藤 等と 共に 民選 議院の 運動に 加 は 

り、 明治 七 年の 有名な 建白に 署名して ゐ るの は、 人 も 知る 通り だ。 同志と 共に 愛 國公黨 とい ふ もの を 

作って、 それの 牛耳 をと ると いった 形で あり、 現に 愛 國公黨 の 「公 黨」 とい ふ 公の 字 を 入れさし たの 

も種臣 であると いふし、 公 黨の本 誓 式 は 彼の 家で やった 位 だから、 相應熟 心に やった もので あらう。 

だが 七 年の 佐賀、 九 年の 熊 本、 萩、 十 年の 鹿兒 島と 騒動が 接き、 民權 運動が 一時 仲び かねて ぼ】 した 


爲め、 愛 國公黨 も うやむやに 解消した." この間に 民權. としての 副 島 種臣の 名が 次第に 人の 記憶から 

去った。 然るに 西南 戰爭 の餘燼 もさめ てし まった 明治 十二 年 ra: 月、 ひよこり と 宮內省 御用 掛. 一等 侍 

講 になった ので、 世人 は }- 寸驚 いた。 これ は君德 培養の ため、 聖上の 御 側近に 一流の 人物 を 置く とい 

ふ 佐々 木 高 行の 主張から. 推 挽され てな つた ものであると いふ。 

元 來種臣 の 民 權論は 東洋 的な 王道 哲擧 から 割出された ものであるから、 結局 板 垣 等の 西洋 流民 權論 

を 主と した ものと 分れる に 至った の だとい ふ說 は、 事の 眞相を 穿って ゐる にしても、 その後の 副 島が 

政治 改進と いふ こと を斷 念した もので はない。 政治 を 改良して 上下の 幸福 を 計る とい ふ 理想 を棄 てた 

こと は、 片時たり ともなかった らう，) 何故なら それが 種 HI が 少年 時代から 叩き込まれた 學 問の 根本 だ 

つたから だ U  . 

武力 討伐 を 必要と する 騷亂 は、 鹿 兒島を 最後と して 先づ なくなつ たが、 然し 別の 意味で 天下が ざ は 

ついて 来た。 十一 年、 十二 年、 十三 年と なると、 民間の 政治 改良 運動が 絕 頂に 達した。 十 g; 年に は > 

政府 も 開 柘使拂 下と いふへ まな 一石 を 打った ばかりに、 その 防禦 陣にヒ 、マが 入り、 あはて- - 民間で 人 

氣 ある 大隈の 追 出し を 策して、 統一 をつ けたが、 それで 足らす 遂に 十月 十二 日の 聖詔 降下と なった。 

開拓 使拂下 事件 は、 所謂 藩閥の 横暴 を 露骨に 示した もの だ。 心 ある もの、 殊に 薩長 以外の 出身者 は 

官吏で ない 者 は 勿論、 官吏た る もの さへ、 痛憤して 國 家の 前途 を 危ぶんだ。 民 から はこの 橫 暴を喻 

『副 高 種 臣傳』 の 或る 一 章  ，.E 


政治 篇  六 

止める もの は 大隈の 外にない かに 見られた が、 聖上 側近の 元 田 永 字、 佐々 木 高 行な どと いふ 純 忠の人 

人の 側で も、 この 件で 政 1;^ の處 置に 不滿を 抱き、 政府 改良 を 希望す る考 へが 動いて ゐ たこと は、 「明 

治 聖上と 臣高 行」 を讀 めば よく 分かる。 

副 島 は 直接 政治に 關係 のない 閑職に ゐた (といへば いはれ やう) が、 然し政府の^^§1依小=の1」はに 

は、 何人に も 劣らす 憤慨して ゐ たに 遠 ひない。 十四 年の 八月 (？) 陛下の 御 巡」 中 先へ e: 人大 某 を^ 

はし、 有栖川 左大臣に 建白して、 あ、 いふ 參議共 は 一同 免官して 全然 政府 を 一新した 方が {儿 しいと い 

ふ 意味の こと を 申 上げた" これ は 勿論 その 內容 だけで も 明治 聖上の 御 耳に 入った こと \ 察せられる。 

是 より 先き、 種 臣は中 六 番町遷 に 舉舍を 設けて 人材 を 養って ゐ たの だ (十 年 四月 )o 政府で 火隈 ("ぶ： ル 

大隈黨 の 15! 別が 出来て 來 ると、 同鄕 だとい ふので、 副 島 は 勿論 大隈黨 にされ た。 然し これ は；^ は の 政 

治 行動 乃至 思想 を 全然 無視した 立場から なされた もので、 種臣の 本意に 背く こと 遠い ものであった リ 

種臣は 決して 政治 上 大隈に 雷同す る もので も 後塵 を拜 すろ もので もなかった〕 彼に は 彼 だけ； >k 治改 

革の 理想が あった。 それ は 一 種の 王道 政治 を 望んだ もので、 何れ かとい へば、 彼に 疑 il の^を 投げた 

佐々 木 元 田 等の 抱懐して ゐた ところ と^だ 近い もので あったらう。 

種臣が 政府 改造に 對 する 直接の 意兑 とい ふ もの は、 「明治 聖上と 臣高 行」 に 兌え る 依々 木の nli:^ で 知 

られ るが、 十 匹 年 十月 十 I 1 日の 條に 種臣 が三條 公へ 內閣 改造 を 建白した ことが 來 客に：； つて m ら て 


ゐる。 國會 開設と 共に 內閣を 全然 更迭し、 福澤の 外務 卿、 田 口の 大藏 卿、 沼 間の 司法 卿， 福 地の 何 卿 

等を實 現させよ といった とい ふ。 同 十月 十六 日に は 元 田の 談 として、 福 地 を 外務 卿、 田 口 を大藏 卿. 

板 垣 を 陸軍 大將 にせよ と三條 公に 建白した 事 は 確か だとい つて ゐる。 この頃、 種臣は 在野の 政論 家 達 

と 多少 交 ほした ものら しく、 明治 聖上から、 佐々 木に 對し、 副 島が 書生 等の 暴論に 同じて はいかぬ か 

ら， お前が 行って 忠告せ よと いふ 御內 沙汰 を 受けた" 別に 又 岩 倉から も 話が あつたので、 佐々 木 は 十 

月 三十日 種 臣に會 つて 御內 沙汰 を 吿げ， 忠告した。 種 Hll は聖 慮を勞 した 點は 一 も 二 もな く 恐れ入った 

が、 多少 辯 明す ると ころがあった。 自分 は 勤王 無二の つもりで、 政府の ために 有志 •： お を 鎮撫し、 現に 

自由 黨には 肥 前の 人間 は 入らせぬ やうに して ゐる位 だのに、 政府で は 無暗に 自分 を 疑って、 大隈黨 だ 

とか 何とかい つて、 探偵 を 入り込ませる、 これ は 我慢が 出來 ぬ、 從 つて 出入す る 書^ 輩に 對 しても そ 

の 不平が 多少 ほの 見えた こと も あらう。 從 つて 時には 壓制 家と も 見え 時には 急激なる 民權 家と も 見え 

たこと も あらう。 然し 本心 は 勤王 無二 だと 誓った。 佐々 木 も 安心して 歸 つた。 無論 話の 內容は 明治 聖 

上に 申 上げた こと」 思 ふ。 種臣の 本心 は、 彼の 言の 通りであった らう。 然し 數 度の 建白に 對 して 何の 

手 答 もな く、 却って # 一 慮を勞 し 奉った とい ふので、 種臣 は， 十五 年に 入って からすつ と 引 籠って ゐた 

が、 遂に 四月 辭表を 出した。 だが、 今 は 閑職に ゐる とはいへ 維新 以来の 功臣で あり、 聖上の 御 信任 も 

厚い 種臣を このま-^ 辭 させる の は、 政府と して は、 得策で ない と考 へた か、 極力 引と めて 辭表を 却下 

『副 鳥 種 臣傳』 の 或る 一章  七 
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した。 のみなら す、 種 の 理想 は、 王道 無 偏無黨 * 1 主義に 偏す ベから す、 漸な 臨機と いふので ある 

と 聞き、 俄に 岩 倉 等も赞 成の 意 を 示して， 副 島 入閣と いふ 風評が ばつと 立った。 然し これ は、 種々 一又 

對 する 人々 も あり-, 故障 も ありで 實 現されす に 止んだ が、 然し 彼に 出られて はと、 あはて た 人が 少な 

くなかった らう。 

その 頃の 話と して 傳 はって ゐる が、 明治 聖上 は、 副 鳥 邸に 探偵が 出入 するとお 開きに なって- f 

その 功臣に 對 する 無禮を 逆鱗 まし まし、 當 局に 旨 を 下された とい ふこと である。 

三 

稀臣が 入閣す るふ-か 何とかい ふ 風評の あった 直後の こと (十五 年 五月)、 稀- 臣の 門人が 屮心 となって 

奔走し. 改進 會と いふ ものが 出來 た。 改進 會 であって、 改進 黨 ではない、 早 八：： 點 して もらって は W 

る.^ この 上に 東京と 冠して、 普通 東京 改進 會と 呼ばれて ゐ るが、 これ は 束 京から 及ぼして、 各地に 支 

部 をつ くると いふ 意氣 込から、 東京の 改進 會と いふので、 東京 改進 會と いふ もので はない。 その.； f 體 

はたぐ 改進 會と いふの だ。 その 政治 理想 乃至 主義 は 種臣の 理想た る 王道 無 偏 無黨、 獨歩屮 ：.i- を 標榜し 

たもので あった， - 此の 運動 は 十五 年 三 四月の 頃から 進められて ゐ たらしい が、 だ：： ：- 淺 の ii: 、寺で 弋 


會を 開いて 結束 を 固めた" 私の 手許に は その 改進 會の約 書と いふ もの、 心得 書と いふ ものが あるが、 

左に 示して 置かう。 約 書に 曰く、  —— 

我輩 は 改進 者な り 蒙昧 を 改めて 善良に 進むな り 凡そ 事漸 にすべき あり 急に すべき あり 一 途に拘 はる 

可ら す漸 にすべき とき は 則ち 漸に する を 漸進 黨と謂 はれても 可な らん 風俗 敎 化の 如き は漸を 以て 成 

る ものな り、」 更 革の 際 は 急激に する 事 も あるべし 急進 過激 黨と謂 はれても 不可なら す」 尙も小 民 社 

約 |( 社會 とい ふこと) の 困難 は 解かし めん 事 を 要す 此小 民なる もの は 後が 後 ほど 多くなる ものな り 

今より 後人 ロ繁衍 せば 土に 開くべき の資 なくして 而 して 食 を 仰ぐ の 取るべき なけん 此の 時に 當 りて 

流離 顚沛 を餘所 目に 視 流す は 人類 同濟の 意に 非す.」 夫人 生る \ 時より 國 民の 名 を 被らぬ はなし 宜し 

く 亦 撰 擧被撰 擧の權 を 有すべき なり 此義を 以てせば 社會黨 なり」 我國 ありて より 君 父 あり 榮赏の 一 一 

字 を 君 父に 讓るぞ 忠孝の 本意なる 斯くて は 王黨と ある も 何の 不可 か 之 有らん」 道義 を 以て 起ち 道義 

を 以て 處る 我が 道義 は 天の 賦 する ま &の 自由な り 仁に 當 りて は師 にさへ も 讓らす 純然たる 自由 黨な 

り」 此の 數黨備 つて 而 して 後に 改進な り 偏 言 偏 行 は 完璧に 非ざる なり 且吾 之れ を觀る 王者に 黨 なし 

決 を 多數に 取る 苟 くも 此の 義を 推せば 天下の 公道 成る。 

我 會員は 右の 旨 趣に 基づき 以て 全國 一 社の 目的 を 達せん と 欲するな り 我輩の 說過 差と 認 むる とき は 

更に 諸君に 從 はん 諸君 是を是 とせば 此の 約 3 曰に 從 はれん と 我 は 信す るな り 夫 日本 全社 を 分 崩 離 折せ 

『II 島 種 臣傳』 の 或る 一章  九 
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しむる は 我 w と 諸； _f ^との 忠 なり 故に 約と す 

明治 卜 五 年 四月  東京 改進 會 

次に 改進 會の 心得 書と いふ ものが あるが、 それ は 左の 如き ものである。 11 


改進 會 心得  ， 

第 一 條 我 £ノ ま 一人 I 已 ヨリ 成立 モノ ヲ會 トス ルガ 故 一一 我， 於テ ハ身ノ 接近 ノ  5;I.ES チけ ヨリ，， .，-グ 

會 ヲ耍ス ルナ リ夫 村會 ヲ耍シ テ 而後 郡 會都會 ヲ 耍 シ テ 而後 驟 會驟會 ヲ 耍 シ テ 而资， ,r 々-. ^.H: ノ  :y スレ ノ 

1 卽チ f:i ン. セザル 可 カラ ザ ルナ リ HS 擧ルヲ ずナリ I ナル モノ ハ村ノ  ザ I コレ縣 

ザ 積數 n レ國き ァ而知 ル可シ =„> レヲ S5 レバ 交際 ノ 順序 ナリ抑 人 £-ヲ 乘數， 一 シテ數 へ"，， そ.， ハ H:^ 

人民 ノ積數 而國政 施行 ノ 順序 ノ反テ 割下 法 トス ルナ リ同ジ クー 算盤 や ーァリ 而シテ 単-一 一身 ヨリ r": む 

キ-ー S  一  身 S キ； 點 トス ルべ キナリ  .1 

第二 條 撰擧ノ 仕方 一村 ヨリ 三人 ヲ撰プ トキ 二 郡 百村ナ レバ コノ人 數合テ 一一 一 百 人 一郡 ヨリ 十人ヲ ラト ノテ 

モ ー縣 十莉ナ レバ コノ人 數合テ 一 百 人員 中 ヨリ 撰ビ ダス 議員 卽^ 侖： 議員 タルべ シ凡人ハ^^：^说；：：：タラルべ シ躋ー 

攀ノ權 ^ヨリ 有 ス可シ ト我ハ 信用 ス ルナ リ 

第；！； 倐 是等ノ  H 的 ヲ達セ ン爲メ 成立 セシモ ノ ハ卽 改進 會 

第四條 改. 迪會 ハ 义他ノ 全社 會 ，ー 差 支 へ ザル丈 ノ權利 自^ 卽 幸福 安 仝 ヲ渉ラ セン ヲ望 ムナリ 

第 ff- 條 我們ガ K 權 ヨリ 希望 ノ點ハ 一 議院-一 シテ W 而我 們ヲ善 ト認メ ラル、 以上 他ノ 行政 上-一 モ我 《 -ハ 採.. セ 一 

ラル、 ノ權 アル？ リ、 是 切- ー希望スー百 つ、 兩院 ノー f レドモ 他 二， 於テハ 我們人 ¥ -コ レブ 要 スルノ 


事ナ シ又コ レヲ耍 スルノ 權ナシ 故-一 我們 ハコ 、一一 干 涉セズ 

第六條 局部 ヲ分ッ -1 本部 末 部ノ名 アルべ カラ ズ我們 入 民 一一 ハ 本末 ナキガ 故 ナリ只 何村ノ 改進 會ト 言フ 等-一 シ 

テ 可 

第 七 fe^ 用達 ノ爲メ 一  時 ノ會議 ヲ開ク コト アルべ シ其 場所 モ 一 時ノ 用達-一 シテ 可、 ；牛常 之ヲ置 トキ ノ お ノ役 

所 ノ設ケ  一 I 模倣 ノ擦 アル ヲ恐ル 故-一 セズ 

第八條 其會議 人費ハ 其席ノ 出頭 人 ノ辨理  . 

右 ハ副島 種 臣氏ガ 說明ス ルト コ 口 而却テ 我們ガ 在中 ヲ言 ヒ出セ ル -ー似 タリ 仍テ 記ス 

東京 II テ ノ 改進 會 

兩方 共に 文章に 不束な ところが あり、 間々 意味の 取れぬ 如きと ころも あるが、 然し ともかく 改進 會 

の 目 勺 は 一種の 政ムロ 改革 を 望んだ もので あり、 その 旨 趣と して は 王道 政治の 思想 を 中心に (乃至 背景 

に) 置いた 國 家社會 主義 (乃至 國 粹社會 主義) の 分子が 可成り 多く 人って ゐる こと は、 これ を讀 めば 

首肯され るので ある。 

此の 改進 會は 政黨 運動と して は 種々 不備な 點が あり、 組織と しても いろいろ 申 分が あり、 且つ 西洋 

風の 政治 思想が 天下 を 風靡して ゐる のに かう いふ 東洋風な 王道 政治 を說き 出した ものであるから、 十 

分 申び すに 終った。 十五 年 五 以後、 時々 消息が 見え， 或は 佐 賀人を 中心に 結束す ると か、 或は 種臣 

. と 谷 干城と 一 1 人で これ を 勤王 黨に 組織し 替へ、 更に 十月 京都に 大會を 開いて 黨則を 附議す る笞 とか、 

『副 島 種 臣傳』 の 或る 一 章  11 
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その 爲 めに 遊 說員六 名 を 派遣した とか、 又は 藤 田 一 郞の中^-黨がこれに合流したとかぃふ『.^^5^が散兑 

して ゐるジ さう して 十五 年 十二月 十日に 柳 橋の 萬 八で 改進 會 懇親 會を 開いて ゐ るの だから (會侵 副 島 

外 1： 十 名 出席と いふ) 全然 線香花火 式に 立ち消え になった ので はない、 立派に 客體 とし 存在 を 8； けて 

ゐ たわけ だ。 た^ 一般 社會 からい つて、 流行に 反した 形が あるので、 ジャ I ナ リズム 方. かで は 餘り相 

手に— なかった だけで、 一 味の 人々 は 案外 熱心に 努力した もので あらう。 

四  . 

種臣 がかう いふ^ 洋的阈 家社會 主義の 思想 を 抱く に 至った の は 勿論 此の 十五 年に 至つ てから 俄に 考 

へつ いた. d ひ-はない 「 上代 支那の 政治 經濟 に對 する 知識に 根ざして ゐる こと だから、 极.； ^思想 は 少年 

時代に 考へ ついて ゐ たもので あらう つ その上、 當時の佐賀藩の政：_めに幾分さぅぃふ國{豕社^^ば主^的な 

ところがあった こと は、 撙 井藤 吉が 東洋 社會黨 の旗揚 をした ときに、 贺の 藩主 鍋 島 問3- 公の 政ユ. H を 

擔ぎ 上げたり して ゐた ところから 見て- あつたに 遠 ひない と 察せられ るの だが、 さう いふ こと も 稀-は 

の 頭腦を 固める に 役立った であらう。 i 洋社 會黨は 明治 十五 年 五月で あるが、 この 前 r が：：^^ 人？ S 岡.. 1- 

直が^ 京から 來て， 叔父 副 島 種臣め 命と- 稱 して 盛に 社會 主義 的 意！ 0- を 鼓吹した ので • 竹 お 井. i 吉 


は大に その 意 を. 强 くした とい ふ" 武 富時敏 氏の 說 によれば、 種臣 はもう 明治 卜 三 四 年から 社會 主義 的 

意見 を もって ゐ たもの だとい ふ。 これ を 裏書す る 文献が 一 つ 私の 手許に あるが、 それ は 明治 十五 年の 

舂 その 擧舍の 門弟 達に 對 して 種 臣が爲 した 演說の 筆記で ある" 勤勞 階級と 遊食 階級、 勤勞 階級の 權 

利、 普通 選擧の 主張 等に 言及した もの だ。 筆記の 文章 は 整って ゐな いが、 これ 又 種臣の 意思 を 見る に 

差 支へ ない。 11 

吾 は 天下の 諸君に 謝す、 人民 ありて より 社會の )„ ^を受 ると，^ も 聞く、 現在 我れ 諸君に 謝する 所の も 

の は、 我 社へ IE に 農民 も あり、 漁夫 も あり、 織 夫 織婦も あり、 大工 も あれば、 壁 塗 も あり、 豆腐屋 も 

あり、 莉藺帥 も あり、 器械 も あり、 道具 も あり、 牧牛 羊と か 云 ふ師も あり， 木 樵 も あれば 材木 も あ 

り、 薪 も あり、 烏 炭 も あり、 固より 鍛冶 も ありて 泡 丁 も鐵も 斧鉞 も 小刀 も 大刀 も 鐵炮も 鋼 鐵艦も あ 

り、 氣の 毒ながら 吾が 老 たる 偃蹇を 慰めん が爲 めに 问と かいふ 乘物も あり、 是皆 諸君の 功 勞社會 の 

便益， 何の 幸 か 之に 如ん 若し  一 R も 諸君に して 休業 廢業 せら るれば、 天下の 社 會は頓 に 匕み なんと 

する ものな り.' 如何にと なれば sas 君の 業と する 所の もの は、 皆 實學實 地に 實益を 生す るの 實學な 

り、 吾が 如きき 一一 一口 空談 を以. て 此社會 中に 介 まれた る もの は 徒に 諸君が 保護の 下に 立ちた る ものと 謂 

はざる を 得す、 諸君よ 吾 は 何の 勞を 以て 諸君の 勞に報 はば 則 可な らん か、 嗚呼 玆に 一事 あり、 國會 

撰擧の 事に 付きて なり、 恭しく 惟み るに 聖ト. 陛下 は 天下 を 更始 せん 事 を 思 召し 給 ふて か 来る 一 一十三 

『副 島 種 臣傳』 の 或る 一章  一 三 
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年 を 以て 國會を 開き 給 ふとの 御 事な り、 難 有 ゃ旣に 國會と ある 以上 は全國 一人 も 遣 さす 關.. ぼつ.^ 分 

に 入れ 給 ふに ぞ ある、 其 仕方 は、 天子の 胸中 推量り て は 如何 あらん なれ ど、 試みに いふて 以 

に對 して 恩 報じの 一端と せんとす るな り， 其 言 ひ譯、 是 までの ー國に 於て 被 撰 擧三叫 人 か i ム しく は 

五六 人 を 作らん とする 折に は、 ー國十 郡なら ば 試みに 一郡より 十 人の 撰擧人 を^ 出す とき は、 

都に して 都合 百 人、 其 中より 前い ひし 如く 幾數 人の 被 撰 擧人を 選ぶ 害な り、 是は Si3 ふに ル乂知 

る 所 なれ ども， 恩 報じら しく 言 ひ 出て たる は、 右 郡の 撰擧 人. V 撰擧 する の 小分けな り、 一：：" はビ 郡に 

百 村 あり、 一村より 三人 づ\ を 撰み とする が 法な り、 三人 づ i を 重て 百 村と H せば 都合 三百 人， ハの 

中より 十 人 を 撰 出すな り 如何に 公平の 仕方に は ござらぬ か、 上等と か 中等と か 云社會 らしき 人が 下 

等 社 會には 撰 擧被撰 擧の權 はなしと 謂 はれた もの..、 忽 地に 下等 社會 がな きものと ならばお ま、 も 

衣 物 も 家 造 も 如何にして 出来 ませ ふ、 滅多ら しき 話に は ござらぬ か、 抑 上等と か屮 等と か 云へば 金 

こそ 多 も あるべ けれ、 自 操作す る ことなき の 遊民 さまよ、 諸君 ありて 後の 金 持 さまよ- 北 (れ を^み 

すして 諸君 を輕 蔑す る 戯言 は、 吾代り て 謝す、 諸君 もまた 意と する ことな からん なり、 1^ 一  ひ-. ご 

以て 心と する が 天子の 職 なれば 御 震 筆と ある 御 憲法に も 大耍此 等の 旨 を^ ひ 給 はぬ が 故に 我 は， 一， U ふ 

なり、 同き 詔 文に も 我 國は我 國の體 ありと か 曰 玉 ひしと 聞く、 夫 惟み るに、 我 阈资裕 級. V いふ：： r- 

のこと ありし は 源平 以来な らん、 武家と か 公家と I が 中に も 攝家 とか 將軍 とか ありた る 可し、 


は 結句 御代々 の 天子の 意と は 聞かぬ、 後光明 天皇 以来 は 切齒扼 腕し 給 ひし^に 種々 の 難儀 も あらせ 

/1>れ たるよ しなり. しも、 明治の 今皇に 至て 是 等の 資格 を 瞬 息に 掃蕩し 玉 ひしな り、 今一 つきた なく 

いふて 據 多と 異名せ しも 明 詔 を 垂れ 玉 ひて 除かし めたり， 是 は又皇 上の 御恩ぞ かし、 諸君 も 吾 も 同 

く 被りし 恩ぞ かし、 左なければ 大方 は 各々 も倍臣 とか 倍々 臣 とか 又 其家來 とか 眷族と か 土百姓と か 

と ありた るなら む、 抑 叉聞延 喜の 聖帝樣 は 御衣 を脫 して 我々 先祖 にゃあら すらん、 I 寒 民に 衣せ ま 

ゐら 一せ しと 之 聞く、 斯く ありて ぞ 四海 一 家の 心地 もせら るれ 其に 今更 又復 資格 を 付けん との 可 笑 さ 

よ、 是は 諸^も 心して かし、 斯く いふ も 諸 转が恩 を 忘れす との 記念 狀 なり、 附言ながら も 斯に言 は 

ざる を 得ざる は、 近来の 習 はせ として 撰 擧權と 被 撰 擧權と 別々 に 資格 立す るの 論評 かし、 縱 令或國 

の 法に ありと 曰 ふ も 怪し、 夫撰擧 せらる、 人に して 撰 擧し能 はぬ と云理 はなき 笞 なり 縱令ひ 選擧す 

る 折に 混雜の 患な ど 恐る &說も あるべ けれども 初 筆の 撰 を村會 よりして 成立る 時は必 すし も 其つ ぼ 

に適當 する ものな り、 蓋し 一 村 一 町內 にも 五平 殿と か 六 平 殿と か 八兵衞 殿と か 必す淸 名の 人 ありて 

必 す 知られた るなる べし、 夫 さへ 擧げ れば大 迸れ はせ ぬ笞 なり、 夫に 付けても 衆皆淸 名の 士 たらん 

を 望む 他 國の例 を 引く こと 勿れ、 我 國は我 國の例 を 引く 害な り、 且人は 同等なる ものと 知りな が 

ら撰擧 も 被 撰擧も 同等に し 能 はぬ 折 は 純然たる 舊機 多の 地な り是を 附言と す敢て 謝す 

だが 種臣の 意見の 最も 纏まった もの は、 十五 年 八月の 諸 新聞紙 上に 公に された 「副 島 氏 意見」 なる もの 
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である。 これ は 種臣が 平素 子弟の 質問に 答へ て 論述した 持論 を、 その 姻戚のお！； 孔 一氏が^ 番に まと 

めた ものと いふ。 都合 九 項 あり、 —— 

^ 一  條は 政治の 目的に 關 する もの、 —— 

世界 は 日 新人 道 は 改進 天下の 政道 何ん ぞ 此れに 外な らん 何れも 蒙^ 發 野の 俗な 改めて 文明お U 良，^ 域 

に 進む こそ 此れ 其の 目的と，  能つべし 

ぉニ條 は社會 成立の 道德的 考察と もい ふべき もの、 國の、 王點は 個人に あり、 從 つて！：.： 〈.- の發展 に は 

個人の 自. &欞利 を 尊重し なくて はならぬ， 個人 1; 他人に 害 を 及さぬ 限り Q 分の^ ;1 安全 を 進めて 可 * 

人民の 幸福 安全 は阈 家の 幸福 安全で ある 云々。 東洋主義の 種臣 として は， 大分？： 洋風 ハ^へ 方 を 取 入 

れて あると ころが 察せられる。 種臣は 決して 固陋の 人ではなかった の だ" 第三 條. 政府の 干涉保 謹の 

眞意を 論じて 居る が、 それによ ると， 社 會の便 を 保護して 人々 をして，： In.H ならしめ るの が 保 謹千涉 

の 目的で ぁリ、 職業 等 を 取締る のが 目的で はない といって ゐる。 これ は當 時の 政府 常：！ の f んり 方に 對 

して 大分 諷する ところが あるの だ。 

第 四 條は租 稅に關 する 條 であるが、 これ は 長い。 大體. 机稅の 減ぜざる 可から ざる ler ェ 文部 

の 諸 省を廢 すべき 事、 陸軍 を 民兵 制と する 事、 地主 小作人の 關係 及び 土地 共お の^の ra:" に 分れる。 

(第一) 政 特は租 稅の减 額が 不可能の やうに 宣傳 する が、 元來稅 額が 增 加した とい ふの は 干 涉政ュ 川の 


結果で あるから して- 干渉 政治 を める と、 常 然減稅 が 出来る。 從 つて 減稅す るに は干涉 政治 を やめ 

なくて はならぬ。 そこで 第二 項と なる. - 元 來ェ農 商 及び 文部の 諸 省 は干涉 政治の 結 2^ 必要と して 置か 

れ たもので あるから、 旣 に干涉 政治 を やめれば か k る 役所 は 一切 入らぬ。 民間の 事業 は 民間に 委し- 

眞の 不正 を 取締る だけにせば、 かう いふ 役所 を 一切 止めても 可い とい ふので ある。 第三 項、 陸軍 を 民 

兵と する こと、 日本 は 地の利が あり、 國 情が あり、 外交 政策 を對他 不干涉 とすれば 可い。 對他 不干涉 

とすれば、 歐洲の 如き 兵備 は 要らぬと いふ。 これ は 然し 種臣當 時の 時勢と 日本の 現 狀に卽 しての 議論 

であり、 い つで もこれ を 墨守せ よと いふので あるまい 0( 種臣の 意見と して は喑に 米國の 制度に ならつ 

て、 人民 を 休息 させよ とい ふので あるら しいが、 その 米國 からして 大分 變 つた、 種臣 をして 今日の 米 

國を 見せしめたら 何とい ふで あらう か )o 第 四 項、 地主 小作人の 關係 及び 土地 共有の 事 • これ は 種臣の 

政治 思想と して 最も 異彩 ある 一部分で ある。 我が 國は農 を 以て 基と する が 十分 中 七 八 は 小作人で あつ 

て， 年中 艱難して ゐる、 今にして 地主 側で 反省して これ を勞 はって やらぬ と國家 疲弊の 基と なって し 

夫 民の 依て 以て 生き 國の賴 て 以て 立つ 所の もの は 皆 土地な り此 土地た る 日本 全力 を 以て 保有す る 所 

にして 則ち 社會の 共有な り 決して 一 人 一 家の 私有に あらす 今 民 友 地 私有地 官有 地 等の 名稱 ある も 其 

は 只 地面 上に 生す る 財物の みの 所有に して 云々 知るべし 地主 も 亦是れ 借地 人なる こと を. - 人の 地 を 
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借て 人の 國を泯 絶し 人の 民 を憔悸 す、 夫れ 將た之 を 何とか 云 はん 

これ は 實に聖 意の 仁惠に 背く ことが 甚し いもの だとい ふ。 これ は 一 つ は、 當時 小農の 困苦 を 慮っての 

曾で あらう。 が 地主 も 亦 借地 人と は、 何とい ふ 正大の 言 だとい ひたい。 

第 五條、 租 稅の鑌 きで、 こ-" では 分 頭稅を 主張して ゐ るが、 これ は 公平 を 求める 餘り 現在の 貧富の 

差 を 忘れた 言と 考 へられる、 分 頭稅の 不足の 分 は 地租から 取る ことにすると いふ。 こ- -には 勿 <1 他日 

の 工業 H 本の ことな ど考 へられて ゐな いわけ だ。 第 六條、 選擧 法、 能 ふ 限り 普通 選舉 としょうと いふ 

こと は、 前の 演說に 見えて ゐる 通り、 復 選で なく 直 選が 可い。 第 七條、 議院の 事、 議院 は 上下 二  W の 

必要なし、 一局で 可と いふので ある。 ー國 一社 會 * 貴族 庶民の 別な くた e 國民 あるの みとい ふ 立場 か 

らの 主張で ある。 

第 八條、 曰 本 は 天皇 中心で あるから * 苟も 天皇の 尊榮を 侵す もの- - ある こと を 許さぬ、 1:^ 時に この 

事は對 外的に も 同じで 日本の 國威 を墜す もの は國賊 である、 さう いふ 絡對の 立場から して 社 \ け .2: に 上 

等の 下等のと いふ 人民の ぼ 別が あってい 、わけはない、 自ら 下等と 侮つ て 人 も 下等 視す るの だから、 

決して 人間に さう いふ 區刖 をつ けて はならぬ。 第 九條、 人 は 道義に よって 生きる、 社^^も1:〔<.-も？^^ 

を 外にして は存 しない、 その 道義と は何ぞ や、 天賦の 自由 これで ある。 —— 

隨て發 言の 自由 出版の自由 願望の 自由 凡百 爲 善の 自. S 固より 之れ あるべき は 勿論な り 只 暴^の 行 非 


禮の言 は 我が 道義の 自ら 禁 すると ころ 自由 改進 を 主張す る 者 須臾 も 勿 諸に 付すべからざる は 此の 事 

なり。 

それが 結びで ある。 全文 を 掲げて 詳論す ると 頗る 面白い ものと ならう と 思 ふが、 文が 長過ぎる し、 

それ 程の 必要 も あるまい と考 へて 梗槪 だけ を 擧げて 置く。 然し これ だけで も、 種臣の 政治 が 如. 町 

に國 家社會 主義 的な 色彩の 濃い ものであった かとい ふこと がわ かる。 それ は 勿論 當 時の 政狀に 照して 

解釋 される べきで、 絕對 不動の 意見と いふ こと は出來 ぬが、 種 臣の爲 人と 敎 養と 理想と に考 へ、 當時 

の 政治の 現狀 を判斷 すべき 有力な 照夜燈 たる を 失 はぬ。 

顧 ふに、 副 島 種臣の 改進 會の 運動 及び その 政治 思想 も、 明治 政治 史上に 一 二 頁 を 埋めさせて 然る 可 

きもので は あるまい か。 

況んゃ 「副 島 種 臣傳」 に 於て を や だ。 

附言、 私が これ を 書いて から 數月 にして 丸 山 完治 氏の 『副 島 種 臣傳』 が K 版され た。 これに は種臣 

の 政治 思想の 大耍は 紹介され てゐ るが、 こ- -に いふ 改進 會 その他の 具體 的な 運動の 方 は 矢張り 書か 

れてゐ ない、 その 點で 矢張り 此の 篇は 研究家の 參考に はなる と 思 ふ。 (昭和 十一 年 一 月號、 我觀 十四 ノ 

I 號) 
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 社 會 運動 史の 一 側 面  

一 

社 會 黨 と 車 會 黨 

明治 十五 年 は、 日本の 社會 運動の 黎明期に 於いて 顯 著な 二つの 運動の 生起した 年で ある。 卽 ちその 

一. 井藤 吉 一成の 東洋 社會 黨、 その 二 は自. e 黨 闘士 を黑幕 とした 車 會黨の 運動で ある。 このい：^ 汴社 

命黨に 就いては、 田 中 您五郞 氏の 『東洋 社會 黨考』 があって、 委細の 考證. ^盡 して ゐ るが 車， V 叶 《化の 方 

は、 まだ 眞の 斷片 的に しか 知られて 居す、 運動の 性質の 割に は輕く 片付けられて ゐる倾 きがある。 率 

會黨の 運動 は、 表面的に は 一種の 勞働 運動と なって ゐ るが、 然し 根本 は、 自由黨左^闘士の5^^衝に成 

る祕密 革命運動 (芽 生に 止まった が) であった ソ 明治 政治 小說の 史的 發展を 研究し てんる うちに、 い 


つと はなく 車 會黨の 運動に 關 する 文献 的资 料が 多少 手に入って 来たので、 僕 は此等 資料の 許す 限リ， 

詳しく この 車 會黨の 蓮 動に ついて 語って みたい。 

自由 黨の 激化 

この 邊は 今日で は 殆んど 常識と なって ゐる位 だが、 順序 だから、 一言しょう。  ， 

明治 十三 年、 國會 期成同盟 會と いふ 漠然とした 政治 鬪爭 圑體 をつ くった 全國の 自由主義者 達が、 十 

e; 年に 入って フ ラ ンス 流の 自由 平等 を 理想と した 同志 を陣 營に迎 へる に 及んで、 鮮やかに 左傾して 來 

て、 遂に は從來 英米の 自由 思想 を 主として 指導 理論 をフ ラ ン ス 流の 過激 痛快な ものと 換へ るに 至つ 

た。 此等 左傾 自由主義者 達のう ちで 最も 急進的な 闘士が 主と なって 結成した のが、 自由 黨 である。 

自由 黨の 結成と 前後して • 廿 三年 を 期して 國會を 開設 するとい ふ 大詔が 下った が、 これに は 天下 を 

擧 つて 慶祝し 合った。 だが その 慶祝の 歡 呼の 下から、 もう 專制 政府と 民權 闘士の 親櫟が 新な 勢 ひで 開 

始 された。 今日から いって、 藩閥 專制 政府が 單に無 誠意な 駄 引から 國會 開設の 如き 大事 を 公約した も 

のと は 思へ ない が、 當 時の 民權 闘士の いきり 立った 心に は 勿論 此の 八，、 約の 實 現が 默 つて ゐて も出來 

る ものと は 信じ かねた。 殊に この 猜疑心 を 刺戟した もの は相繼 起した 宫權 の彈壓 である。 彈 壓 が 下さ- 
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れる 度に、 政治的 訓練の ない 血氣の 鬪士は 極端に 走る、 專制を 憎む 念 は 平等 理想の 卽行を 欲する。 十 

五-年 六月の 集 會條例 追加の 大彈壓 が 下されて、 政黨 としての 合法的 行動が 殆んど 不可能に なった 時 か 

ら、 自由 黨の 闘士 達の 間に は {IT 暴 自棄な 暴力革命 論 を 執る ものが 生じて 來、 それが 幹部の 手で 何う に 

も制黻 が出來 なくなった。 此等 鬪士を 理論的に 力 づけた ものに 浩汎な フランス 率 命 文献が あり、 實踐 

的に 感奮せ しめた ものに！ 1 シャ 虚無 黨の 潜行 活動、 アイ ルラ ンド獨 立黨の 反抗 運動が ある。 

自由 黨 闘士の 無彦 大衆へ の 呼びかけ 

此の頃の 無産 大衆 は 政治的に は nothing に 近かった。 全然 覺醒 もして 居らす 啓發も 受けて ゐ なかつ 

た。 こ& まで 高まって 來た 政治 闘爭 S 中心 勢力 は 封建 武士 出の インテリゲンチャ とお 產^^ 級、 殊に 

地方 有產者 階級であった。 自由 黨は、 自. m 民權 から 自由 平等に ス n  I ガン を換 へて 以來、 常然 無症大 

衆ぶ-接 觸し、 これ を覺醒 せしめ、 これと 提携して 進むべき 立場に なって 來てゐ たが、 その 抬 131^^ 逑に 

は まだまだ 封建的 签氣が 多分に 伴な つて ゐ たので、 內 心無 產 大衆 を 輕 侮し、 積極的にこれん-^^：：發する 

如き 態度 を 明示し なかった。 だが これ は 不合理で ある. - 靑年 鬪士逹 はこの 不合理に いつまで g が 付か 

すに ゐ はしなかった。 且つ は 肉 暴 自棄 的な 氣 持で 鬆 憤の：^ し 場 を 求めつ- r あった 彼等で ある。 Q 然、 


機 をみ て、 無産 大衆 を 煽動し、 その 革命的 理想 を實 行に 移すべく か-" つた ^ その！^^^^機關としては$ 

柄 創刊され た (九月) 緒 入 自由 新聞が 利用され た。 この 新聞に は * これ 等 闘士の 手に 成る 啓蒙 的 煽 S 

論文が 多數 あるが、 今 それ 等の 內容に は 立ち入らぬ こと、 し、 論題 を  一二 紹介す ると， — 

〇 勞カ 社會の 諸君に 吿ぐ 

〇 人間と 禽獸と 相 異なる 所以 を 論す 

〇 歐米各 闽勞カ 社會の 近狀を 記して 我 東洋 同社 會の 諸君に 吿ぐ 

等々 の 如き ものである。 

車會 糞の 先驅 

. 以上の やうに、 無產 大衆 を 爆 動して 革命 理想 を實 行しょう とい ふ計畫 は、 自由 黨の靑 年 闘士の 倉 案 

に 先立って、 その 鬪爭 支部と もい ふべき 土 佐の 立志 社の 鬪士 達が 試みて ゐる。 自由 黨の 計畫は 必らす 

しも これと 明白な 連絡が あるので もな く、 又 これに 動かされた 爲め ばかりで も あるまい が、 全然 無關 

^ではなかった らう。 十五 年 五 七日の 高 知 新聞 (二 九 六號) の 左の 記事 を 見よ。 

〇 天 行ま瞎 かなり 動て 息ます 腕に 覺 への 車夫 連中が 發起 となって 今度 新に 力役 自由 黨 といへ るを圑 
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結し 黨 首に 高 岸： 洗 三 郞副黨 首に 靑木茂 樹幹 事に 德弘馬 域郞の 諸士を 依頼し 總 總て 三百 餘^ も あり 

て 追々 加入の 人 も 多き よし 反 對黨は ソラ又 例の 車 魁 イナ 社佘： 黨が飛 出した かとの 御 心配 も ありませ 

う 力 其 規約 をみ るに 中々 左様の ものに あらねば 餘 計な 心配 は 御 無用/^ 

此の 幹事の 德弘は 立志 社の 靜々 たる 一 人で、 雄 辯 〔豕で 熱心な 鬪 土であった。 

この 後 間もなく、 これ を眞 似た もの か 或は 獨 立して 起った もの か、 名古屋 にも 愛！： 交 親 社と いふ 同 

種の 一 圑が起 つたと いふ。 これに ついては、 只今のと ころ、 僕の 手許に は オリ ヂナル な 資料がない の 

で 記さない。 

車會黨 の發端 j 志士の 密謀 

レは ゆる 「車 # 黨」 が 懇親 會を 名と して 八へ 然發會 式 を やった の は、 明治十五年十^^^！：^-リパ：^.^^ 

內に 於いて あるが、 こ& まで 來 るに は、 自由 黨 闘士の 間で 潜行 的に 種々 の 策励が 行は丄 たこと；. ハ、 

容易に 想 察され やう。 今日 正確に その 跡 を迎る こと は 勿論 出来ない が、 た^,この運勁の影にぉ5ぶぃ計 

晝 があった 證據 だけ を 擧げて 置く。 


明 台 十五 年 八 九月の 交、 時の 專制 政府の 大彈壓 に 憤慨した 自由 黨鬪士 の 一部が、 芝區三 田宗正 寺で 

數回 の 重大 祕密會 合 を 開 いた。 その 會 合した 人 々で 氏名の 傳 はって ゐ るの は 

小 林樟雄  新 井 章 吾  森 隆介  齋藤 壬 生 雄 

波 兵 庫  奧宮健 之  櫻 田百衞  富 松 正 安 

吉田文 造  雨 森眞澄  森 邦 某 

の 十一 名で あるが、 恐らく 他に もあった かも 知れない。 會 合の 目的 は 暴力革命 によって 專制 政府 を 倒 

さう とい ふに あつたに 違 ひ はない が、 如何なる 蓮 動 を 談合し、 如何なる 事項 を 決議した か、 ， ^論 判然 

しな ハ。 た^その 決議事項の 一 つと して、 無產 大衆、 いは ゆる 勞カ 社會を 煽動し、 その 力 を 利用し よ 

うとい ふこと が 決定され たらしい。 勞カ 社會の 中で も 人力車 夫 は、 當時 馬車 鐵道 敷設の 爲 めに 擧 つて 

失業 苦に 墮 する 恐れが あつたので、 その 生活が 最も 動搖 して ゐた。 一味の 闘士 はこ &に目 をつ け、 

づ 人力車 夫 を 結合して 示威運動 を 試み. 次第に これ を 大きく して 政治 鬪爭の 方に 引い て 行かう とい ふ 

根本 方針 を 定めた ものら しい。 

以ヒ 一 味の 鬪士 につ いて 簡單に 述べる と、 小 林 樟雄は 岡 山の 人、 古い 自由 民權 論者で 後年 大阪 事件 

の 立 役の 一 人 * 景山英 子 S 情人、 代議士と なった。 

新 井 章 吾 は 栃木 縣の 人、 これ も 自由 民權 論者 中の 古參 株で、 矢張り 大阪 事件 關係 者の 一人、 代議士 
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となる こと 數回。 

森 隆介は 茨城 縣宗道 村の 人、 これ も 古い 自由 民權 家で 後代 議士と なった。 一 目眇 して 雄 辯で あつ 

たので、 東洋の ガ ン ベックと いはれ た。 

齋藤壬 生 雄 は 前 橋の 人、 .cr 由 黨鬪士 の 有力者， 黨 幹事 を もっとめ た。 

仙 波 兵 庫 は 茨城 縣の 人、 後代 議士と なった。 仙 波 兵 庫、 森隆 介、 ともに 加 波山窜 件の 嫌疑 をう けた 

人 々である。 

奧宮健 之、 土 佐の 人、 自由 黨の 尖端 的 闘士- 車會黨 運動の リ イダ I、 名古屋 15^ 件で 入獄。 幸 德の大 

逆 事件に 坐して 刑死。 

櫻 田 百衞、 ^山の 人、 百 華 園 主人と 號 する。 自由 新聞、 繪入 自由の 記者、 政治 小說 「西洋 血^ 小 * 

風」 の 著者 (實 は譯 者)。 

富 松 正 安 は 茨城 縣下 館の 人、 加 波 山 事件の 首謀者。 

吉田文 造、 前 撟の舊 藩士で 本名 を 設樂權 五郎と いふ。 幼少で 父の 仇 を 討った とい ふ 人物， 櫻 m の 叙 

友で 自由 黨の 壯士。 

雨森眞 澄、 土 佐の 人で 自由 黨の 壯士、 奥宫の 配下。 

森 邦 某、 これ も 土 佐 人で 自由 黨の 壯士。 


右の 中で 車 會黨の 運動に 直接 關 係した の は、 奥宮、 櫻 田. 雨 森の 三人であった。 

車 會 黨 の 出現 

數 回の 秘密 會 合で 根本 方針 を 決定した 鬪士等 は 早速 實 行に かふった。 

此の ころ 駿河臺 の 西 紅梅 町に *.^i、 本名 を 三 浦龜吉 とい ふ 人力車 夫の 取締が ゐた。 此の 人 は 元來板 

垣の 後^ 役た る 竹內綱 (或は 大井 憲太郞 ともい ふ) の 抱 車夫であった ので、 元より 自由 黨最 負で あり、 

當 時の 車夫に 似合 はす 幾分 か 政治 上の 消息 も 分って ゐた 上に、 氣 骨に 富んで ゐ たつ 闘士の 方で は先づ 

此の 漢 子に 目 をつ けた。 それで、 或る tn 奥宫健 之と 櫻 田 百衞の 二人が 三 浦を訪 ふて、 自由 黨 側の 計畫 

を それとなく ほのめかし、 鐵道 馬車の 跋寝と 車夫の 無 氣カを 語って、 此の際 車夫 一同の 示威 を やった 

ら何 うかと もちかけ ると、 三 浦 は 勿論 一 も 二 もな く黉 成した。 そこで 第一 回の 示威の 場所 を祌 田の 明 

*u とし、 時日 は 十月 四日 午後 一時から と 定めた。 奥宫は 配下の 壯士雨 森眞澄 等.^ 車夫に 扮 せしめ、 

名 を 車夫 懇親 會に 托し、 集った 者に は 酒 を いくらでも 飲ませる とい ふ 意味の チラ シを南 は 品 川から 北 

は 千 住へ かけて、 全 東京に 撒布 させた。 發起 人に は 三 浦， 雨 森、 その他  一二の 名が 署 してあった。 

當 日になる と、 三百 餘の 車夫が 明 神 山に 集って 來た。 (六 七 百 人と 記した 新聞記事 も ある)。 明 神 境 
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内の 掛 茶屋 五六 軒 を 借 切りに して 幕 を 打ち. 菰樽 五六 本 を 並べ、 鏡を拔 いて， に 衆の^ 飲す るに 

住せた。 會場 では 三 浦が 祝 文を讀 み、 奧宫. その他が 演說 をした， 

春の 打扮は 腹掛 の 上に 紋 If 着し、 i 利 を 片手に 持って、 磨の I- に銜ヶ ち.， つた。 ほてる を徳 

利の 酒に S しながら 「I を 作る は 勝手で あるが、 天下の 公 ，線路き けて、 一お の 場所 を？， する ょ不 

者 合で ある、 我々 は 還して 、直に 向って、 線路 S 止させねば ならぬ。」 と 云 ふ 意味の §な繁 を やる。 

云々 (『明治 叛 E 傳 一一 一 五 〇： 良、 奧宮健 之の 450 

然し 表面 はかう 露骨に 攻擊 せす、 却って いかにも 車夫 懇親 會 らしく、 結合 を 盛んにして 各 nA/ を 

改め、 車夫 社會の 弊習 をー變 しょうと いふので 終始した ものら しい。 演說が 終って 各 n に，..^.^^ 

くこと、 毎月 一 冋 懇親 會を 開く ことな ど を 議決した とい ふ。 然し これ は 眼 口ではなかった。 I;:," 

の输入 自由 新聞に 三 浦が 此の 時 請んだ 祝 文が 揭載 されて ゐ るが、 これ を 請む と、 此の 懇叙 おの^お/ 

りげ な 正 體が朧 ろに 看取 出來 るので ある。 

吾黨 車夫 諸君 の 親睦 を 祝す るの 文 

三 浦 1^ 吉 

大凡 そ 人間の 此の世に 生る、 や 我人 俱に 裸體蟲 にして 彼 は 〈お 員此は ^失 彼 はお 者此 は^. - 人と 腹の 內 *  を 


持て 産れ 出る ものに あらず 只 其の 知 i と學 問との 有無に 依て 知識 ある もの は ヒリ て^き 位地に 立ち 又は 富豪と へ 

なり 知識な き 者 は 下りて 卑しき 貧乏人と なる の區別 あるの み官 員の 子 は 必ず 官員 となり 鲑の子 は 果してお に 化 一 

るの 道理な し我懷 車夫と 雖 ども 亦 皆 同等の 人間たり 己に 同等の 人間た る 上 は隨て 同等の 思想な かるべ からず 故 

に 我 藤が 比の 1$ とぶべき の 生命 を 仝 ふし 此の 重ず べきの 財. 度 を 肥し 他人の 爲に 我が 持て 生れし 虚の 自由の 權利ー 

を 傷つ けられ 或は 妨げられる 事な かるべきな リ而 して その 權利を 保ち 一 生 安樂に 暮 さんと 思 はぐ 各々 愛 國の心 

なかる ベ からず 愛^の 心と は 則ち 我 日本 國を 愛する とい へ る 事に て 今 その 道理 を說 かんに 譬 へば 支那の 如く 外 

國 の赤髯 奴に 辱 しめられ 我 儕にまで 豚 尾坊 頭と 笑 はる、 に 至りて は 恥づべ き悔 むべ きの^なら ず や 是跟竟 人 一 

民愛國 のしな く 其國の 弱き が 故な リ 人民 愛阈 心なく 其國の 弱ければ 外 國の侮 リを受 くる 決して 免れざる ところ 

にら *， 

なり 今や 我 日本の 如き 北に 恐る ベ き露西-亞ぁリ常に^^蛇の腮を開きて只 一 吞 にせん と 睥睨 へ 西に は英吉 禾佛蘭 

西 a 逸の 諸 國>? ^リに 猛虎の 牙 を ぎ 我 勝に 嗨潰 さんと 謀 リ陽面 は 親しく 交際 ど 笑の 中に 剌を 含み 隙 あらば 其虚ー 

て = ^こみ 奪 ひ le- らんとの 勢ぁリ 古歌に 「うつせみの 世 は 山 栗の 人 ご k ろ 笑 も 針のう ちと こそ 知れ」 と其危 きこ 

と 風前の 燈影累 ねし 卵も啻 なら 十此 時に 當 つて 人民 豈 安閑と 日 を 送る ベ けんや 金力 ある 者 は 金 を 出し 知お ある 一 

者 は 政蓽を 論じ 或は 新聞 或は 演說 おの く 國の爲 に 志 ざし を 盡し國 を 富し 國を强 からしめ 我が 最 とも 貴と . -最 

も 望ん ずる い^がし を 保存せ ざるべからず 然るに 我々 車夫 社會に 至りて は 知識なければ 金力 もな し 只 だ 腕に 鱟 

のカぁるのみ故に他曰國家に^^-ぁらば我懷は腕の附根の續かん限りその妨磚をなす奴原を椅棒取て擎倒さんとー 

す然 リと雖 ども 五本の 指の 交る，^ 彈 かんより は 一 拳の if に 如かず 心 を 合せ 力 を 協せ 多勢 一 度に 事 をな さば 其 一 

益 果して 幾許 ぞゃ 此れ この 親睦 會を 開き 一 同の 心を圑 結ん と 欲する 所以な り 聊か 祝辭を 述べ ぉて本^^！を壽ば.^ 

明治 十五 年 • 車會黨 始末  ニブ 


政治 篇  三 〇 

それから 此の 車き 黨と いふ 名で あるが、 これ は 後に こそ 公稱 となった が、 初めは新即記^<;1幽の通稱 

でい はぐ 俗稱で あった • 初めの 正式な 名 は 矢張り 人力車 夫 懇親 會と いふので あった。 

に  煽動 運動つ にく 

第 一 回の 懇親 會は 好結果に 終った" 

然るに 十月 六 H の 東京 綺人 新聞に は 故意 か 知らす にか、 「昨日 一 昨日 は 外 神 田 明 神 下の？ g| に 下等の ぎ 

.a ひ 

客が 其 處 にも 此處 にも ひよ ろつ いて 居る の は 如何した 譯 かと 聞いて 見る と 鐵道馬 會 社より； tm 明 神 

へ 神酒 卜駄を 奉納した ので 昨 曰 一 昨日 は 參詣の 者へ 其 下った のを飮 せた ゆ ゑ」 だと 書いた ので、 ポノ諌 

黨の連 屮は大 に 怒り、 事 も あらう に， 商賣敵たる鐵道馬車から酒を貰って飮んだとは何；^？-ぞとぃ ふの 

で、 會主 世話人 三 名 (恐らく 三 浦、 奥宫. 雨 森) が繪入 新聞社へ 押 かけて 談！： した， 殊に. 刚森は 腰に 

一 梃の 大釘拔 を 挾んで 乘 りこみ、 これで 噓 つき 記者の 舌を拔 くと 怒鳴りつ けた ト： 板 を 外して 叩き 

潰した。 繕 入 新聞社で は 事實を 揭げて 取消す とい ふこと で、 漸く ュ 〔まった。 

毎月 一 回 開く とい ふ 決議 はあった が、 然し これ は 何う でも 可い、 目的 は 車夫^ 級 を！^ 勁して-小 1;^ の 

氣を つくる にあった ので あるから， 越えて 十月 七日、 鍾町平河天祌境內に集^^し， 翌 八：：： に は 芝 山 


內に、 九日に は淺草 傳法院 に集會 し、 その都度 酒を飮 み、 演說 をして 氣 勢を擧 げた。 

此の 集會が 何日まで 續 いたか 分からな いが、 その 中、 いっと はなく 人力車 夫から 消防 火夫の 方に も 

手が のびて、 今度 は兩者 合同の 懇親 會が 催される に 至った。 十月 二十 二日の 自. H 新聞 (九 ニ號) の 記 

拿に かう ある。 

1 昨 廿日 の 夜 神 田 仲 町 福 田亭に て 人力車 夫 消防 火夫の 親方 共が 催 ほした る 懇親.^" に は 駭河臺 東 紅梅 町の 三浦龜 

吉松滞 半 兵衛雨 森眞澄 中卒 田 正 安 同 南甲賀 町の. R 杉 次 三 郞元柳 原 町の 海江榮 ニ郞、 宋廣 町の 渡邊 德ニ郎 小川 町 

の 潢山鐵 五郎 同町の 千 藏榮吉 鐡道局 車夫 樺澤幸 ニ郎烏 森の 田 中 金 次 郞高輸 の 吉川信 行 其 他の 者 ども そ 四十 名 

許 も 薬り し 中には 席 上演 說を爲 す 者 も ありて ほ 下の 務め 將來の 計 杯 を談じ 殊にお ハ 化なる を 感じた るが 如し 云々 

明白に 車夫と 消防 連中との 幹部 會 である。 それと 共に、 煽動の 形跡が いさ.^ か 眼 立って 來 たものと 見 

え、 漸く 識者の 注意 を惹 いた〕 その 一 例と して、 此の 會の 翌日 (一 一 十 一 曰) の 東京 橫濱毎 巧 新聞 ( 一 

八 八 ニ號) の雜報 欄に かう いふ 記事が ある。 

〇 大阪 なる 通信 者より 報ずる 所に よれば 同地 方に て は ギ權. s-ra 黨 なる 者 近々^ 殖 し！^、 民の 凝窟 とも 云 ふ 可き 長 

町邊に 至りて は 意外の 勢力 を 得 老幼 婦女の 區別 なく 口に 平 權を唱 へ ざる 者な きに 至れり 就て は 同地の 心 學者流 

は 醵金して 盛んに 道話 を 講じ 之 を 防ぐ ことに 盡 力して 居る 由 云々 此の 平！！ 黨 なる 者 は無資 の 破落戸が 生計に 窮 

する ょリ 人間 の 櫂 利 は 1^ 等なる^ にて 富者な りと て 財 產を專 有す る 道理 は なし 杯贫 K に 甚だ 感じ 易き 邪 說を流 
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布す る 者に て 歐洲の 社會黨 虚無 黨も 畢竟 此平 權黨の 强大に 至りし に 過ぎ ざれば 此 等の. ％ 加 する は 我^ 前^の 爲 

に は 實に憂 ふ 可き ことなり 東京 にても 此 風潮の 追々 浸漸し て 曾て 人力車 夫 の 橥會せ しも 赏に此 平權の 卞義 を 張 

る 者な りと 云ふ且 聞く 此車 會黨の 集會は 車夫 仲間の 親方 杯の 發 起に 係る が 如く なれ 共 其 货は或 (藤 (a.E 黨を い 

ふ) の 某氏 (奧宮 健 之) とて 少し は 世間に 知られた る 人の 敎 唆に 出る 者に て 某氏の 說には 巾 以.^ -の人 はは 多少 

の敎育もぁり容易に自說に同ぜざれ共下等社會に向っ て人類同權の說を吐けば耳に入り易くてーれ常^ひを^し^= 

已の 勢力 も 其 カを藉 りて 日 々強大に 赴く の 便 ありとの 主意より 出しとの 由なる が此說 して 俗なら ば 他 = の禍 

根を貽 す 者に て 某氏の 如き は 國を蠹 する の 罪 は 免る 可から ず 我輩 記者 も 其 肉 を 啖ひ其 皮に 虚す るも^ 嫌らぬ 

ことに 思 へ る 儘に 玆に 記して 讀 者の 注意 を 惹起す と 云爾 

都市 プ ル ジョァ と 地方 地主 を土臺 に し た 漸進 黨 の 改進 派 機關紙 の 言 ひ 分と して は 尤もで あ V J これに 

對 して、 車夫 仲間の 淸 水貞吉 とい ふの が、 大に 憤慨して、 反駁の 文章 を 十 バニ 十五：！： の紛 入，：：：. E に：^ 

げ、 痛烈に 「假 面民權 家」 を 罵倒した。 然し 一般 世間 はま だ 此の 運動に さう 注目し なかった が、 流石 

に當 局の 眼 は 光って ゐたと 見えて、 1 1 十日の 會 合の 後 警視 總監 から 管下 各， 察。.^ に對 して  

頃日 各所に て 車夫 懇親 會 などと 稱へ 集會を 開き 或は 演說等 をな す もの ある 趣に 付き 精々 注， 益すべし 

とい ふ 3111 が內 達された。 だが 車 會黨の 方で は それと 知る や 知らす や、 間 もない 卜 パニ卜 八 n に 一 

丁目 撟 本屋に 懇親 會 を^き、 例の 通り 席上 演說等 もあった。 來會者 は 三 浦、 松. "：^ 森、 渡^ 


稻垣 等の 主だった 連中 を 始め、 三百 餘 名で、 如何にも 盛會 であった. - 

十一月に 入って 暫時 消息が 見えない が、 二十日に 及んで， 三 浦 龜吉， 松 浦 半 平 (半 兵衞 ともい ふ) の 

發 起で.' 神 田 區內の 人 力 車夫 大 懇親 會 とい ふ ものが 同區 塗物 町 の 染川亭 に 於いて 四日 間に 亙って 大規 

模に 催された。 さう して 此の 會で 決議した もの か、 或は 前々 からの プログラム による もの か、 機 熟せ 

りと 見て、 俄然 政治 運動に 轉 向し、 その 第五 日 目 卽ち十 一 月 二. f- 四日 を 以て 淺草 井生 村樓に 車夫 政談 

演說會 を 開く ことにな つた。 

. 車夫 政談 演說 會 

• その 前日、 卽ち 十五 年 十一月 二十 三日の 自由 新聞 (一 一 八號) に 左の 如き 廣吿が ある。 

0 車夫 政談 演說會 

右 は 來るサ 四日 午後 三時よ リ淺草 井生 村樓 にお ゐて相 催 候 也 

但 切符 は 神 田 雉子 町巖々 堂 並に 當日 井生 村樓に 於て 賣 却す 

大 石正已  奧宮健 之  示 野  潤  小 笠； S 省 三 

松 浦 半兵衞  三 浦龜士 n  久野 初太郞  野中 久井 
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照 山峻三  雨 森眞澄  宮 崎富耍  植木 枝 盛 

神 田區駭 河臺西 紅梅 町 四 番地 三 浦龜吉 方. 宿 

十 一 月會主  雨 森眞澄 

同じ 號の 自由 新聞 本紙に は 出席 員の 演題が 見えて ゐる。 奧宫健 之 (下等 人に 政治の 思想 を j_ ^成せざる 

ベから す)、 永 井 潤、 (社會 の 秩序 は 「ベラ ンメ I」 の 力に 因て 保つ) これ は 廣吿に I： 小 野と ある 人で あ 

らう。 小 笠 原 省 三 (華 士族 は 如何なる 責任 を 負 ふべき を 知る か」、 松 浦 半 平 (恐るべき は獨 り^」.：^ 人の 

み)、 三 浦龜吉 (如何に 社會を 1211^ して 上下の 等 を 立る や)、 久野 初太郞 (腕力 論)、 野屮久 井ハ人 は樓義 

を 同 ふす るの 理を 明に する に隨ひ 開化に 歩 を 進む)、 照 山峻三 (良心 論)、 . 响森眞 澄 (腕力と 知" 力と 金力 

との 關係 y 客 員大 石 正 巳 (權 力の 平均)、 同宫崎 富： #:( 耐 忍と は 何の 言 ぞ)、 同 植木 枝成规 (八.' の：^ 榧 論者 

に 猶專制 論者 多し)、 以上で ある。 名 は 車夫 云々 とい ふ も、 こ、 に 並べた 辯士の 九分 通りまで は，： ：： 山 

《蒸の 鬪士 であり、 演題に も無產 大衆 煽動と 專制 政府 反抗の 意氣が 明らかに 兑 えて ゐる、 此 等の 辦士中 

大石 植木 は 有名な ので 誰も 知って ゐる、 宮崎富 要は 卽ち 政治 小 說{ 永 夢 柳 115 士 のこと である J 久野 は^ 

馬縣 人で 繪入 自由の 最初の 編輯 長で あり、 後 大阪國 事犯に 坐した 人物、 照 山 も 群馬縣 人、 後に 國 探 

偵なる こと を 看破され て黨 員に 慘 殺された (十七 年 四月)、 問題の 人物で ある。 奥お と は 仲が よかつ 

たものと 見えて、 こ&に 引出され たが、 この 時 はま だ 純た 闘士であった もの か、 それぶ-も 多少 は 臭 か 


つた もの か、 何れに しろ その 演題が 良心 論と は 面白い。 

だが 如何に 車夫 云々 と 看板 を かけた とて， 鵜 目 廳 目の 當 局の 嚴 重な 注意 を これで 逃れる ことが 出來 

る わけはない、 警察で は 届出の 辯士の 名と 演題と を 見て、 過激な 半分 を不 許可に し、 六 人 だけに 許し 

た。 

車會黨 の 方 は、 區の 車夫に 對 する宣 傳の ため、 チ ラシが 間に合 はぬ ので 東西屋 を數名 出して 駿河 

臺 から 遠く 新橋 邊 まで 觸れて 歩かせた。 この 東西屋の 服装が 叉 頗る 異形な もので、 頭に は 自由と 書き 

つけた 金 紙片 を 張った 黑の高 帽子 を かぶり、 身に は 車夫の 法被 半纏 を 着け、 袴 を 穿き、 車の 梶棒 を撗 

たへ、 その 先に 鑑札 を ぶら下げ、 高 聲に呶 鳴り 歩いた とい ふ。 

二十四日 午後 三時 開會 とい ふのに、 當日は 十二時 頃から 聽 衆が 綾々 入り込み、 約 三百 人に 及び、 猶 

ほ陸鑌 入って 來 るので、 會 主の 方で も氣 をき かして 少々 早目に 開會 した。 席に 居並んだ 六 人の 辯士の 

姿が 又聽衆 S 膽を拔 いた。 或る 者 は 牡丹 花の 模様の ある 大. g 袍を 着て ゐる、 或る 者 は 尻 切 半纏 を わざ 

と 目立つ やうに 穿て ゐ ると いふ やうに、 如何にも 自分 達 は無產 大衆の 一人 だとい ふ 印象 を强 める ため 

に亂 暴狼籍 な扮裝 をして ゐた。 やがて 會主雨 森 は 此の 會 開設の 祝 文を讀 み、 開 會の辭 にかへ る。 小笼 

原が 出て、 豫吿の 演題 中 六 名より 認可に ならなかった こと を 報告して、 いよいよ 三時から 賴說に 入つ 

た。 此の 時聽衆 ニ千餘 人と 注された。 
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第一 席 は 野中 久井、 これ は 兎に角 無事に 濟ん だが、 第二 席久 野の 腕力 論の 半 ごろに 入る や、 臨監の 

警官 はッと 立ち上り" 會主を 呼んで、 條 例に 牴觸 すると ころ ある を 以て 本會は 中止 解散 を 命 するとい 

ひ 渡した。 これ を 聞く と聽 衆が 囂々 と 湧き、 理. H を 聞かせろ と 呼び、 腕力 論の 實行 だぜと 煽動し 八" ふ 

有様で 一時 は甚 しい 騷擾 であった が、 會主雨 森 は 辛うじて 發 言して、 一 ト先づ 解散して、 この 後 懇親 

會を 開く ことにする からと 計って 聽衆 はこれ に贊 成し 幾分 鎭 まった が、 今度 は 直ちに その 場に 坐り こ 

んで、 さあ 懇親 會を 始めようと いふ。 警官 は 是非 一度 屋外に 出て 解散の 實を 示してから でない と 懇親 

會を 許さぬ と 主張す る。 落ちつき かけた 聽衆は 又 湧いて、 罵詈 嘲笑の 聲が 耳を聽 する ばかり、 ^おが 

何と 命じようと 徹底し ない。 そこで 警官の 方で は 不精々々 に 樓主を 拘引して 引 揚げた ので、 後 は歡呼 

の聲 と共に 例の 懇親 會の亂 酒と なり、 改めて 二三の 席上 演說等 もあって 日 暮散會 した。 

世評の  一二 

車夫 政談 演說會 は その 大掛 りなの と異 行な 東西屋 の {ー且 傳と俟 つて、 流石に 今度 は 世 11 の 目 を 敬 て し 

めた。 始めは. - 車夫 連中が 面白い こと をす る 位の 調子で 扱ら つて ゐた 一 般世 問の 人々 も、 こ、 に 於い 

て 此の 運動の 蔭に は 自由 黨が あり、 何 か 容易なら ぬ 大事 を 企て \ゐ るの だと 氣 がっき かけた"^ 尤も， 


前に 記した やうに 東京 撗濱毎 H 新聞 は旣に 一 月 も 前に 此の 運動 を 評して" 歐洲の 社會黨 虛無黨 の 如き 

ものと いったが、 丁度 自由 黨と 改進 黨が、 板 垣の 洋行 費 問題から いがみ 始めた ばかりの 時な ので、 さ 

う 問題に しなかった。 然し 今度 は 流石に、 さて は 何 か 遣る つもり かナ と、 何れも 豫 期の 眼 を 向けた。 

いは ゆる 御 ffl 新聞の 東京 E 々は、 十一月 二十 七日の 社說に 於いて 詳しく 此の 運動 を 論じた (三 二八 八 

號： T 日々 は 自由 黨の 連中から は 度々 辛い 目に 遭 はされ てゐ るので、 妙に 遠慮深い 慎重な 態度で くど 

くどと 述べた て、 ゐる ところが • 東京 橫濱 毎日の 開けす けに 言っての けて ゐる 點と對 照す ると、 頗る 

妙で ある。 數 段に le" る 長文で あるから * 要領 だけ 掲げて みる ことにする。 

「昨今 仳問 では 車夫 政談 演說 きを 大分 問題に して ゐ るが、 人の 語る ところに 依る と、 此れ は 皆 或る 一派の 人々 

が 人心 を動搖 させる 計畫 からだと いふ。 然し 確證 もな いのに 他人の 心 術 を 勝手に 判斷 する の は 不可と 思 ふから 

今^ 夫 政談 演說會 を 催した 人々 は、 下等 社會に 政治 思想 を懷 かし めんと する 善意から や つた ものと して 一 言し 

てみ る e 

此の 入々 の考 へに よると、 下等 社會の 人民 も 立派な 良 K である 以上 自由 權 利が ある、 た これ を 知、 b ずに ゐる 

の は 憐れむべき 譚 であるから、 これ を敎 導し、 自由 權利巾 最も 大切な 參 政の. を 目標と して 啓發 して 日本 國 

民の 本分 を辨 へさせて ゃリ たいとい ふので あらう。 此の 考 へその もの は， 別に 惡く はない。 然し その 手段と レ 

て、 車夫 を 集め て政談演！^^をする如きことをなすの は、 此の 考へ を. I バ行す る ことが 出來ぬ のみならず 或は 豫想 

外の 結 を 生ずる かも 知れぬ。 
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凡て 事 を！ くに は、 說く 方に 知識 經驗 がなければ ならぬ は 勿論 だが 聽く 方で も 相跑の 知識 €-問 を必. 要と する U 

然るに 我が 國の 下等 社 會 の 如き は 敎育も 知識 もな い 連中が 九分九厘まで である。 彼！ it に對 して 尋常に GI.W^ や 

權利 論を聽 かしても 分かる わけがない から、 若し 是非 彼等に 解ら せ やうと する に は、 頗る 節 易に^ かなくて は 

ならぬ。 简 易に 說 くと 大槪 は： i 端 粗 造な ものになる。 元 來道现 を 判 知す る 力が なく.. 政抬の 現狀を 知らぬ： ト等 

社會の 連中に して 一 」！^-さぅぃふ極端な說を信じたが最後、 恰度 愚 夫 愚^の 宗敎 信仰め いた ものに なり、 颇る始 

末にい かぬ。 

さう でな くと も 下等 社會の 連中 は 社會上 不平 心 を 抱いて ゐ るの で、 機が あらば と 思つ てゐる 者が 多い。 さう い 

ふ 速 巾に かう いふ 極端な； 就 を 信じさせ ると いふの は、 かう いふ 不平 心 を激發 させ 膨 ちな もの である。 彼の フラ 

ン ス大 革命の 如きが その 適例で ある。 だから 車夫 政談 演說會 を や つた 人々 の考へ は惡く はなく とも- ^果が 肚- 

會 的に 惡 いこと になる。 勿論 下等 社會の 政治的 進步は 拒む 理由 はない が、 それに は a ら順 序が ある。 ^ 一  に. 化 

を 重んじ 生活 を 計って、 自暴自棄の 心 をな くしなくて はならぬ。 かくて こそ 敎 育の 道に も 就き、 知識 を 發逮さ 

せる こと も 出來- 始めて 自由 權 利の 論 說も 解る とい ふ ものである。 だから 車夫 政談 演說 <J ^の 如き * 考へは 良く 

とも 手段に 於いて 得た る ものと はい へない」 云々。 

大體 かう いふ ものである。 議論 を 遠 廻し にもって 來てゐ るが、 要するに 不賛成 論反對 論で ぁリ、 且 

つ 自由 黨鬪士 達の 狙 ひどころ を 多少 感づいた やうな 物言 ひが 見える. - 


車會糞 運動の 挫折 

闘士の 方で は、 井生， 村の 大會に 大に氣 勢 を 添へ たので、 この 機 を 外さす 大に爲 す 所 あらんと して 計 

畫 して ねたら しいが、 不圖 した 事件から 蓮 動 全體が 急に 挫折す る ことにな つた。 

丁度 十一月 二十 八 曰の 夜、 リ イダ ー 奥 宫は三 浦と 照 山 を 連れて 吉 原に 出かけた。 恐らく 次の 大會か 

何 かの 打合せ をす るつ もりで あつたので あらう。 此の頃の 鬪士連 は 維新 志士の 癖を眞 似て 花柳の 巷に 

好んで 足 を 向けた のみなら す、 叉 同時に そこ を 策源地と しても 利用した のであった。 夜 も 九 時と いふ 

に、 この ころの 北 豐島郡 千 束 村の 小松撟 を、 高聲に 何の 歌 か を 唄 ひつれ て 通った ところ、 一人の 巡査 

が 三人 を 制止した。 大事の 前の 小事で、 默 つて 制止に 應 じて すむべき ところ を、 平生の 反感 を 酒 力 煽 

り 立てた から 堪らない。 三人と も 威 丈 高に 立ち直って 拙者 ども は 駿河臺 西 紅梅 町の 三 浦 龜吉祌 田 五軒 

町の 奥 宮健之 同 連 雀 町に 寄留す る 群馬縣 士族 照山峻 三と いふ 者で、 人力車 夫 演說會 を 斡旋す る 自由 改 

進の 有志で ある。 放歌ぐ らゐ のこと で 巡 茶 風情に 制止され る やうな 人間で はない と 抗言した。 かうな 

つて は 巡査 も 職務 上 捨て.^ 置かれす. 笠に か. - つて 說 論す る. M  二人 は 面倒 だと 思った もの か、 いきな 

り その 巡 杏 を 殿り つけ、 官服を 破り， 官燈を 叩き 碎 してし まった。 然るに 折 ふし 憲兵が 通り か.^ つた 
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上 * 加勢の 巡 茶 も かけつけ たので • 衆寡 敵せ す 三人と も 拘引され た。 さう して 翌 十二 CI- 二十 七：；：、 .^ 

式 裁判と なり • 大井憲 太 郞* 關幸太 郞の辯 41 があった にも 拘ら す、 職務 妨害の 名目で 處 刑され、 奥 {s" 

は 重禁錮 四 ヶ月と 二十 曰 罰金 七圓， 三 浦 は 同 四 ヶ月と 十日 罰金 五圓、 照 山 は 同 四月 罰金 五 圓とゅ 度 さ 

れ た。  - 

三人が 拘留 屮、 殘 つた 演說會 の 連中 は、 明治 十六 年 を 期して 大 活動 をす る ブラン を 立て だした。 先 

づ この 會を 公然、 車#黨 とい ふ ものに 組織し- その 黨則 を發 表した。 

(明治 十五 年 十二月 八日 束 京横濱 毎日 新聞 nM ハ三 三號) 過般 來 府下に 於て：^々 開きた る 車夫 懇親 < ^の義 に 就て 

0  0 〇 

は 種々 の 11 評 も ありし 所なる が 此頃 車會黨 な る もの を團 結し て 左の 如き 黨則を 編成した る . ^如 . ^にも 奇 なる 

黨名 なれば 其 儘 揚げて 讀 者の 一 覽に供 せん 

緖  言 

利害得失 ヲ 共-一 スル モノ ハ必 ズシモ 同情 相憐 ムノ 情ナ カル 可 カラ ズ其 レ然リ 此ヲ以 テ士ハ 常-一士 ヲ友 卜シ康 

ハ 常-一 鹿ヲ友 トシエ ハエ ト交リ 商 ハ商ト 和 ス夫ノ 親子 兄弟 夫 5^ 朋友 ノ 艱難 ヲ 供-一 シ 快樂ヲ  一- 1 スルモ 亦タ何 

ゾ此现  一 I 外ナ ラン ャ今ャ 我 車夫 ノ如キ 利害得失 ヲ共 -I スル モノ-一  シ テ何ゾ 同 情 相 憐ムノ 情/薄 キヤ 此ブ 以テ 

吾等 今般 廣ク 車夫 ヲ 結合 シ大 一一 同情 相憐ム ノ情ヲ 發起シ 舊來ノ 弊風 ヲ 一 洗シ闲 家ノ. は -ー  耻ヂザ ラ シ メン^ 

ヲ期ス 由テ其 規約 ヲ定ム ル事左 ノ如シ 

車侖： 黨 規則 總則 


第 一條 本 會ハ审 夫 箐業ノ 爲メ相 一 互 -I 懇 和親 睦スル ヲ旨ト シ名 ヅケテ 車會黨 ト利ス 

第二 條 本部 ハ假リ -ー 神 田 淡 路町壹 番地 ト定ム 

第三 條 會員 タラント 欲スル モノ ハ其 住所 姓名 ヲ 本部 一-申込 ミ會員 タル ノ 證券 ヲ受ク べシ (但シ 其 證券 ヲ持 

スル モノ-一  ァラザ レバ 決シテ 會員ト 見做 サ ズ J 

第四條 會員 タル モノ 他人 ノ爲メ 耻辱ヲ 蒙リ若 シクハ 損害 等ヲ受 クルト キハ其 情實- 一由 リ之ヲ 救助 スべ シ 

第 五條 ¥ ？ル モノ 途中- 1 於 テ乘客 ノ遣失 物 アル トキ ハ必ズ 本部-一 屆ケ 出ッべ シ 本部 ハ 遺失者-一之 ヲ 返却 

ス ヘシ 

第 六き 會員ノ 漸次^ 加ス ル 一一 隨ヒ 區每 -ー 出張所 ヲ 設立 ス へ シ 

第七條 本 會ハ營 業 上-一 關シ 毎月 五日 二十日 ノ兩 日ヲ期 シ小會 ヲ開キ 毎年 四季 毎-一大 會 ヲ催ス へ シ 

役員 ノ事 

第 一條 本會ノ 取締 トシ テ 元締 一人 世話人 十 名 ヲ置ク ヘシ  - 

第二 條 會員 タル モノ ハ總テ 元締 ノ 命-一 戾ル可 カラス 

第三 條 本會ー 1 關シ タル 賞罰 ハ總テ 元締 ノ指圖 二 從フ へ • シ 

本會 維持 方 

一條 會員 タル モノ ハ 毎月 十日 迄 一一 三 錢宛ヲ 出金 シ本會 維持 ノ資- 一 供スぺ シ 

第二 條 此ノ積 金 ヲ以テ 會員ノ 疾病 死亡 若 シクハ 負傷 火災 等 アル トキ ハ 世話人 其 實地ヲ 巡視 シ 元締 ト.^ き，』 ノ 

上 相 當ノ手 常 ヲ與フ ベ ン 
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四 二 

第 三 條 金 C 奴 遣拂ノ 計算 ハ 毎月 之ヲ 帳簿， I 製 シ會員 ノ需メ  -ー應 シ之ヲ 調査 セシム ベ シ 

これ を I と稱 する の は、 勿論 失 尊 あるが、 然し 目的が， 前と 同じく 車夫 同志の 籠に きにし 

て も、 前より は 大分 組織的に なって 来た。 その 如何なる プ n グラム を もって ゐ たかは、 トニ，.， 九 

東京 日々 (三 一 一九 九號) に —— 

〇 車夫 演雰 近.' ろ 府下に て 開きた る 車夫 I 會は來 一月より 今 川 橋の 染 川亭、 四 谷の 大？、  ^九， せ 

深 川の 高 Is ケ所 I 席と 定め 府下 共5夫|會 と S 名 を 以て nz^? る とのお な 7 ぶ. 人， - 

り 先 ごろ sf 井生 村樓 にて 開きし 時の 如 llf  11 として？ と 二 S 麵な るぶ >f に，， 2 

鹿 暴の 演 說を聽 かせて 益す ると ころ 何れに あるに や 

と あるので、 そ の邊 の 消息が いさよ 知られる が、 然し 何分 リイ f が 二人まで 入お して は、 この 返 

動 も 挫折せ ざる を 得なかった o( 宗正寺 密議で 奥 宫の片 棒を檐 いだ 櫻 ffl は 十六 年 一月 死去、 これ も此ソ 

蓮 動の 挫折に 多少 關 係が あると 思 ふ。) か \ る 詰らぬ 事件から、 こ& までの 苦心 を 水泡に， が ^ た鬪士 

達の 遺憾 はいふまで もなかった らうが、 當 局から いへば 全くの 幸運であった。 

ミ 

餘  波  一 


宗正 寺の 密議に 關 する 資料 は 文献に はない。 僕 はこれ を 中 村 菊 也 (紀 州新宫 現在) とい ふ 老人から 

聞いた。 中 村 氏 は 自由 黨で 鳴らした 栗 原亮， 一 の 弟で、 櫻 田， 百 衞の死 水 をと つた 人で ある。 宗正 寺の 密 

議ゃ 車會黨 裏面の 祕密 は、 皆 櫻 田から 聞いた もので あらう。 

さて 車 會黨の 運動 はこれ で 一頓 挫を來 したが、 裏面の 虚無 黨的 革命運動 はこれ で 死んだ わけで はな 

い。 何れ 手を變 へて 現れる に 違 ひなかった。 然るに 此の 裏面の 大事が いつしか 警視 廳の國 事 探偵の 知 

ると ころと なった。  . 

ぁ處に 於いて 诏-" 山峻 三の 名が 此の 運動 中に 兒 える のが 益々 くさい ものに 思 はれる。 當時國 事 探偵の 

頭目と いふべき 人物が 二人 あり、 一は 本 鄕森川 町の 岩 野英昌 (假名)， 一は 芝 愛宕 町の 大村乾 (假名)、 

とい ふ、 照 山 は その 何れ かの 配下で あつたに 違 ひない (と 中 村 氏 は 語る)。 鬼に 角， 宗正 寺で 密議した 

自由 黨鬪士 達の 身上に 危急が 迫って ゐる ことが 分かった。 それが 何う して 分った かとい ふと， 一寸 こ 

こで 中 村 氏の 身上 話と なる が 11 

中 村 氏 は、 此の頃 栗 原 をして 後顧の 憂 をな からしめ るた めに 父母の 扶養 を 引う け、 その 爲め身 を 指 

. 物 職人に 落して 働いて ゐた。 然るに 中 村 氏の 母が 信 州 松 本の 松澤 いよ 子と いふ 婦人 を 中 江 兆民の 妻 君 

に 世話し、 本 鄕龍岡 町に 世帶を もた した。 此の 中 江の 借りた 家の 家主が、 右の 岩 野英昌 だった ので あ 

る。 ところが 岩 野の 妻 君と 中、 江の 妻 君と は同鄕 であった ので、 夫 同志が 何う いふ 關係 になって ゐ るの 
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かも 知らす に 親密な 交際 を 始めた。 自然 中 村 氏へ もこの 緣で岩 野から 指 物の 註文 も 来る、 屮村氏 も 出 

入す る。 そのうちに、 岩 野の 妻 君 は、 中 江の 妻 君に 向って. 自分の 娘數江 (假名) も 来年 はゅ佼 (お 

茶 水) を 出る が 中 村さん を數 江の 婿に 貰へ まい かとい ふこと を 話した。 中 江の 妻 君から この 話 を M い 

た 中 村 氏 は、 勿論 岩 野の 警視 鹿へ 出入す る こと も 少し 臭い 點の ある こと も 知って ゐ たので、 婿になる 

氣 はなかった が、 時世が 時世 だから 何 かの 場合 役に立つ かも 知れない と 思って、 はっきり 斷り もせす 

瞹眛 にして 置いた。 岩 野の 方で は內々 話が 出来る ものと 思って、 中 村 氏 を 犬に 優待した。 殊に 本人の 

數 江さん がその 氣でゐ たらしい。 此の 數 江さん が、 何う して 聞き 知った もの か、 警視 廳が ^：巾 黨岡士 

の祕密 運動 を 睨んで ゐる こと、 中 村 氏 も それに 捲き 込まれる 恐れの ある こと を 知って 大に 驚き、 屮村 

氏に 密告した ので ある。 中 村 氏 は 急いで 宗正寺 密謀の 連中に 知らせて、 それぞれ 身 を 避けさせた 上， 

自身 も森隆 介の 實弟新 三 郞の家 (下 總宗道 村) に隱れ た。 新三郞 は^ 洋自. S 新聞の 株主と なった 一 人 

で 矢張り 兄に 似た 自由 民權 家であった 〔この 新三郞 は、 隆 介が 一時 襲名した もの だとい ふこと が 後に 

分った。〕 數 江さん は 中 江の 妻 君 を 介して 中 村 氏に 手紙 を 出し、 衷 京の 消息 を 知らした。 中 村 氏 は 探 

偵の 手が まだ 延びさう なので、 思 ひきって 北海道に 渡って 根 { 节に 落ち 付いた" 以上 は 明 十六 年から 

十七 年へ かけての 出来事で ある， - 十七 年の 加 波 山 事件、 十八 年の 人阪 事件 等 は屮村 氏が 根- >: に ゐる頃 

に 起った が、 宗正寺 密議の 闘士 は 多く これに 連坐した。 


此の 點 からして， 僕 は、 繼 起した 自由 闘士の 異動 は 裏面に 於いて 何 か 共通な もの を もって ゐ ると 言 

ひたいの である。 他日 この 點を 今少し 調べて 見たい。 

車 會黨の 蓮 動 は 東京で はかくて 挫折して しまったが、 その 餘 波が 多少 地方に 及んだ ものら しく、 明 

治 十六 年 七月 十九 日 土 陽 新聞 (二 六 三號) に 左の 記事が 見える。 

〇 東京の 車夫 懇親 會の 影響が 宮城 藤 下に 及びし もの か 同 驟仙臺 の 車夫 齋藤 次郎卞 X- 沼 良 平等 数名の 發 企に て廣く 

同志を寡り{„^城車夫協和會と云ふを設け每月數回演說或は親睦會を開き舊弊を 一 洗し 假令車 を 挽く にもせ よ 人 

間の 道 を辨へ て 文明の 民た るに 愧 ちざる 樣致 すべ しとて 目下 盡カ 巾の. E 

然し これ は 形を眞 似ても、 精神に 於いて は 果して 車 會黨と 何う であった か。 

(昭和 七 年 十 一 月 •  H 本國民  一 ノ七號 ) 
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政治 講談 事始 

政治 講談の 起リ 

明治 十五 六 年の ころ、 自. S 黨の 志士 闘士が 政治 思想 宣傳の I 手段と して 自ら 講談師に なり、 大衆の 

政治 思想 開 發に大 に 資した ことがある。 これ は 伊藤 痴遊 氏の 講談の 好题 目の 一つで， 「痴遊 仝^」 にも 

牧 まって ゐ るから， 大抵の 人 は 知って ゐ よう。 さう いふ 生き 證 人が ゐ るのに、 M じ题 n について. 等 

かの 形式で 文筆 を 弄する こと は 私と して 少なから す氣の ひける こと だが、 ^藤氏の は 主として その 賓 

見 的 回想が 材料と な つて ゐ るの. に、 私 は 偶然 調 ベ 上 つた 文獻的 材料 によって 語らう とい ふので あるか 

ら、 多少 立場の 相異が ある U 伊藤 氏の 講談の 面白さ は 私が 度々 讀ん でよ く 知って ゐる が、 かう いふ 異 

つた 立場から 成された 私の 調べ も、 調べた もの だけの 輿 味 を與へ はしない か 0 少くと もこれ を 請んで、 

^藤氏の 講演の 面白さ を 減じさせる どころ か、 表裏して 益々 面白い ものにする こと は^, M である。 そ 

めつ もりで これ を 出す の だ。 


講談の 起った 動機 は、 伊藤 氏に よると 自由 黨首板 垣 退 助の 勸獎に 出た ものと なって ゐる。 退 助 

はこ を 昔の 軍談 講釋 から 思 ひついた ものと いふ。 これ を 裏書す る 文獻は 未だ 私の 知る ところではな 

いが、 伊藤 氏の 談 だから， 何 かさう いふ 傳說か 聞込み かあつた もので あらう， - 先づ これ はこれ で眞實 

として 置く として、 私 は 政治 講談の 實 現に は， 初めは 落語家で あり、 後に 壯士 役者に なった 福 井茂 兵 

衞の 力が 蔭で 犬に 動いて ゐ たやうな 氣 がする。 とれと て 然し 直接 これ を 裏書す る 程の 文 獻はー つもな 

いがた. にかう いふ 事情 を 知って ゐる" それ は 政治 講談が いよいよ 具體 化した の は、 明治 十五 年 一月 土 

左 高 知に 於て 坂 崎紫滅 等の 手で なされた の だが、 この 時 一 1 井 は 高 知に ゐ たし. 且つ 元来 坂 崎と は 特^ 

關系 があって、 一時 親分 子分の 如き 關 係で 厄介に なって ゐた。 だから 原案 は 板 垣から 出た にしても、 

實 行者た る 坂 崎 は、 福 井に 相談し， 福 井から 經驗と 智慧 を かり、 蔭で は 犬に 福 井の 力 を用ゐ たこと 疑 

ひなし だ、 - 

此の 話し を 板 垣が 出した の は、 坂 崎の 件 を 考慮に 人れ ると 明治 十四 年 以前と 見なくて はならない。 

元 來高知 立志 家の 靑年 連中 は、 自由 民 權の宣 傳 普及の ために は あらゆる 手段 を 利用した。 民權 歌謠、 

民權 踊り * 車 挽き、 芝居、 小說、 かう いふ もの を 何でも 利用して 社會 大衆の 政治的 啓蒙に 資さう とし 

たメ 講釋 など も 當然 早くから 考へ ついてい」 もの だ。 だから 坂 崎の 時の は 誰か 靑年 連中が 考へ 出した 

ものと 見ても 可い ので、 此の 時の 試みが 必す しも 板 垣の 勸獎に 成った ので はない としても 可から う。 
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板 垣 は 此の 時の 坂 崎の 試み を 知って ゐ たので、 それ を 後で 東京の 自由 黨 本部の 壯士 連中に す&め たも 

のとしても、 板 垣 發案說 の解釋 がっく。 卽ち板 垣 は 高 知の 試み を 東京 本部へ 移した の だ。 脇 氏の 板 

埴發 案說も かう 解すべき だ ら う。 

政治 講談の 起り とい ふこと を考 へる 場合 先づ板 垣と 並んで 坂 崎 福 井の 名 を 想起して いた ビ きたい。 

坂 崎 紫 漏の 「東洋 一 派民權 講 釋」 

政治 講談の 元祖 は、 今 もい ふ 如く 坂 崎紫瀾 だ。 坂 崎 は 今日 政治 講談で だけ 引合に 出される が • それ 

だけの 人間で はない、 熱烈な 自由の 闘士で * 板 垣の 右筆 格 乃至 參 謀の 一人で あり、 漢^の 造お i も あ 

り、 詩文が 上手で、 小說俗 謠演說 何でも 一 人前 以上に やっての ける。 「汗血 千里 駒」 の 一 篇を もつ て 明 

治 初期の 文壇に 歷史 小說の 一 體を拓 いた こと は 人 も 知る ところ だ。 

明治 十四 年 八月、 板 垣 退 助 は 海 南の 草廬を 出て 京阪から 京 を 經て鬼 北に 遊んだ。 この 時 土 陽.. M 

記者だった 坂 崎 も攀を 載せて 隨； 仃 した。 遊んだ といって もた の 漫遊で はない。 風雲 視察と いふと こ 

ろ だ。 その 結果、 政黨 結成の 機運が 促進され て 十 rn: 自由 黨の 出現と なり、 板 垣 は 止まって，：：：. E 《ゆ 總现 

の 大役に ついた.^ 坂 崎 はこの 形勢 を實 13- して 逐一 新聞に 書き送つ たが、 それだけで 足らす， の 


末 急いで 歸國 し、 自由 黨 結成の 吉報 を大々 的に 報告して 廻った つ これが その 筋の 忌諱に ふれた 力 忽 

ち 十 U: 年 十二月 十五 日附で 一 年間 高知縣 下で 政談 演說 禁止の 厳命 をう けた。 この 一 年間の 政談 演說禁 

t、 これが 民權講 釋卽ち 政治 講談 案出の 原因と なる の だ。 

紫瀾 はこの 禁止 をう ける と共に、 禁止 は 禁止と して 置いて うまく 自由 思想 宣傳を やる 工夫 はない か 

と考 へた。 さう して 前に 述べた やうに 福 井 あたりの 智慧で も 借りた かして 講談と いふ もの を カム フラ 

1 ジュ こっかった 大衆 宣傳を やる ことにき めた。 さう きめる と、 氣 早の 坂 崎 は 十五 年 一月 3「ェ に 遊 

藝稼 人の 鑑札 を 受け、 同時に 友人 や 同志の 二、 三 を 味方に して 東洋 一派お 權講釋 とい ふ 一座 を 組織し 

た。 當 時の 慣習で 遊藝稼 人は變 つた 藝名 を用ゐ たが、 坂 崎 自身 は 馬鹿 林 鈍 翁と いふ、 思 ひきった 藝名 

を 名乘 つた。 坂 崎 以外の 面々 は ii 

馬鹿 林 鈍 突 (岩 神 正矣) 

同 鈍 子 (西 森 拙 三と いふ) ■ 

同 鈍々 (和 田 稻_£) 

同， 鈍 柳 (宫崎 夢 柳と いふ) 

同 鈍澤 (波 越 四郞) 

と名乘 つたが、 これが 何れも 土 陽 新聞、 高 知 新聞の 靜々 たる 記者 や 立志 社の 青年 志士で ある。 この 外 
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に 本職の 講釋師 一 二 名、 幅 井な ども 加 はった とい ふ。 

此の 一 座 は 鈍 翁の 坂 崎を眞 打と して、 十五 年 一月 二十 一 日の 夜、 高 知の 玉 水 新地、 廣榮 座と いふの 

で 初舆行 をした。 一座の 中、 鈍 柳 鈍澤の 二人 はいよ いよとい ふ 間際に 尻込み をして 出なかった とい ふ 

が、 他 は 何れも 素人く さい 口振りながら 熱心に 两 洋民權 百家傳 ゃフラ ン ス大 革命の j$ 蹬ゃを 一^ づ.， 

やった。 人 氣の點 は 大成功であった。 二十 二 曰の 夜 も 同所で 二日 目 を 開講した。 前 極の 鈍 突が 一席 や 

つて 鈍 翁が 出て 西洋 民權 家のう ち ブル タス 俥 を 講釋し • 更に 鈍 子が 出た ところ * 數 名の， {=2 が 突然 や 

つて 来て 講釋に 中止 を 命じ， 聽衆を 解散 させ. 坂 崎と 座主 大鹿某 を 拘引して 引上げた， 坂 崎の^ おは 

陛下に 對 して 不敬の 言 を 弄した とい ふので あるが、 判決文に 明白に 出て ゐる ところに よろ と、 .，け| の 

冒頭た る 道化 文句 をい ふ 際に、 講釋師 は 偉い もので、 高座に ゐて報 を 得る ところ は 帝王に 似て ゐ ると 

いったと いふ。 この 帝王の 語 を， わが 天皇陛下に 當 たる ものと して 拘引と なった のだリ 坂 崎 は それ は 

遠 ふと 種々 抗議した が- 一 向 採用され す.. 禁錮 三 ヶ月 罰金 二十 圓、 監視 六 ゲバの 判決 を 下された (紫 

瀾は 大阪に 控訴した が、 取 上られす、 十六 年 三月に 下獄 就 刑した リ) 

坂 崎の 民 權講釋 は 由来 誇大に 傳 はって 居り、 曰 本 全國を 打って 廻った かの 如く 書いた 本 も あるが、 

正體は 以上の 如く 僅々 二 夜で 禁止され たの だ。 勿論 民 權講釋 はこれ 絡え てし まった ので はなく、 こ 

の 後 も 殘 黨 によって 本物の 講釋を 入れて 鑌 けられて ゐ るが、 それ は 坂 崎と は關 係がない つ 坂 崎のお W 


講釋が 誇大に 傳 はった の は、 當 時として は 文字通り 空前の 事件で あり、 立 役が 坂 崎 自身で あり. 官尘凝 

の暴橫 とい ふこと も宣傳 された ので、 世人の 記憶に 實に 深刻な 印象 を與 へたから だ。 然し 事實を f へ 

てみ ると 正體は 以上の 如くで、 これ だけで いふと 聊か 大山鳴動の 感が なく もない。 

, 坂 崎の 模倣者、 講釋師 の 自由 熱 

事實は 何う にしろ， 此の 坂 崎の 民讓釋 とい ふ ものと、 それの 經緯と は、 中央 及び 地方の 志士に 可 

成り 强ぃ 影響 を與 へ、 坂 崎 を 模倣す る ものが 幾つ も 出来た。 模倣者の もっとも 大きい のが 東京に 於け 

る それ だが、 地方に は 小さいながら 東京より 一足先き に 出た。 その 例 を 一 つ 二つい ふと、 岡 山地 方で、 

は、 十五 年 三月 頃、 前 川南溪 とい ふ 者が 民權 講談 を 始めた とい ふ (山陽 新報)、 福 島縣は 高知縣 につい 

で 自由 民權 論の 盛な 土地で あるが、 同地 方の 自由 黨〕 貝 岡 野知莊 は- 十五 年 八月、 有名な 亂暴縣 令 三 島. 

通庸 のために 一年間 縣內 S 政談 演說を 禁止され たので、 開化 噺の營 業 許可 を 願 ひ 出で、 藝名を 奇妙 法 

王と 薛 する ことにし たとい ふ。 又 十五 年末の 新聞記事 によると 新 潟の 自由 黨員佐 藤 和 四藏、 新 善 太 良 

の 二人 は 十六 年 一月から 落語 輿 行す るから とて 鑑札 を 願 ひ 出た 皆が 見えて ゐる。 十六 年 二月、 山梨驟 

甲 府の峽 中 新聞社 員 小川 定 明が 講釋師 の 鑑札 を 受けて、 自由 亭皆 春と 號し、 近日 寄席へ 出て 「佐 倉義 

政治 講談 事始  五一 


政治 篇  五 二 

民 傅 、 「佛圃 革命 史」 及び 自由 新聞 所載の 「自由 乃 凱歌」 を講釋 するとい ふ 新聞 記 察が 兑 える (小川 

の 分 は 後で 不 許可に なった とい ふ )o かう いふ 小さい 地方 的 模倣 を經て 遂に 東京に 於け る； 太が かり.. < 

な 政治 講談 出現と なった の だ。 

東京に 於け る 政治 講談 を 一語る 前に 一寸い つて 置きたい こと は、 明治 十五 六 年頃に は 木 職 "釋師 のみ 

にも 自由 熱と もい ふべき ものが ボ ッボッ 出て 來た 事實 だ。 講釋は 大衆の 嗜好 風習 を 一 半 以上の 生命と 

して ゐ るから， 大衆が 政治 熟に うかされて 自由 民 權で騷 ぐと 講釋も 幾分 これに 釣られる。 釣られす と 

も事實 問題と して、 當時 一代 を 風靡した から は 政治 熱と 全然 沒交涉 な講釋 ばかりして ゐ たので は、 人 

衆の 支持 を 失 ふば かりだ。 だからい やで も應 でも 政治 熱に ふれた 話 をし なくて はならぬ ことになる. - 

明治 十五 年 四月 一 1 十七 日、 大阪 講談 帥 組合が、 諸 大家の 著書 を 手本に して 民權 淡，； IT 山， ほ を 一 席づ、 加 

へる こと を 決議した などと いふの も、 この 邊の 消息 を 語る もの だ。 然し 講釋 師の屮 でも： ：4 のきいた 

中 は、 分から 進んで 自由 民 權論を 吹き込んだ 講釋 をした。 明治 十六 年 一月の 総 入自. H に は， 松林 们 

知の 自由 新聞 講談なる ものが 見える が、 これ は 自由 新聞に 出た 民 權小說 を 講談に して 演すろ もので あ 

る。 伯 知 は 伯圓の 弟子で 割に 進んだ 頭 を もって ゐた。 それから 同じ 伯圓の 弟子で 松林； これ も ほ 

.H2^ 權 講談 を 得意と して、 「八歲 越 自由 新 論」 などと いふ もの を 好んで _ ^じたつ 勿論， これ 等 は 一 二の 


例で、 これ 以外に も 自由 民權の I 全氣 が、 講釋師 ハー 間に 可成り 行渡って ゐ たものと 思.^  . 

自由 黨 志士， 講談師と なる 

明治 十五 年 五月の 日出 新聞に よると、 大石正 已の發 起で 下曆大 f 啓蒙す る爲め 寄席で 演 I を 開 

き 落語家 を 二三 名 交へ て平談 俗話で 民權說 を解釋 する 由の 記事が 見える が、 越えて 六月の 明治 曰 報 

は 「講釋 自由 黨>  とい ふ 題で 次の 記事が 出て ゐる  j 

〇 ほ 由黨を 養成す る は先づ 下民より 始 むとの 趣意と 見えて 自由 黨に は此頃 頻りに 講釋師 をして 自ぉ 

I かし めんとの 目論見 中と 聞きし が 若し 之れ が 成就して 自由 黨議 師 部な る者 でも S たなら ば 

松林 伯圓 杯は眞 先に 部長に でも 推擧 せらる K ならん (明治 新聞 文庫 所藏、 明治 日報 二 七 七 號。) 

これで 見る と、 自由 黨の 本部で 講釋を 利用して 自由 民權 の宣傳 をしょう としたの は、 明治 十五 年の 半 

ば ごろから 議 された も S らしい。 大霊已 の 名の 出て 意の は大 石が is をう け， のと 見て 

可い。 ^單獨 の 田 5 ひ附 きで は あるまい。 然 かも 注意すべき は、 この 自由 黨 本部 側の 講釋 利^-^ 坂 崎 ひ 

如く 言論 禁止 をく.^ る カム フラ I ジュ 的な 意味で なく、 讓 的に 下曆 大衆に 呼びかける S 機關 とし 

て 利用しょう として ゐた點 だ。 恐らく 最初の 目的 はこの 積極的 大衆 宣傳 とい ふので あったら しく 從 
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つて その 局に 當る もの も 本職が 多い。 これが 次第に 言論 禁止の 彈 壓が强 くなる ので、 (この 年^" と 六 

月に 改正 條例發 布) 大に カム フラ I ジュ的 色彩 を帶 びて 來、 志士の 講 釋師轉 向が 多くな つた もので あ 

らう。 (奥宫 健 之の 政談 禁止が、 政治 講談 開始 後な の をみ て あこれ がわ かるの だ )0 

- この 時 自^ 黨 本部に は 福 井茂 兵 衞がゐ て 志士の 講談 術 練習に 骨 を 折った とい ふ。 又 m 井の m 力で 此 

等 志士と 松林 右圓と 結びつき、 それで 志士が 講談師の 仲間入り をす る 切掛け が 出来た とい ふ。 この 逾 

の 事 は 伊藤 氏の r 國 翕 開設 政黨祕 話」 の屮の 政治 講談 關 係の 項に 詳しい から、 私 はこ &で繰 返す まで 

もなから う。 

自由 黨 本部の 志士で この 政治 講談に 關 係した 人々 は、 前後 靈の g は あるが、 大 f の 人々 だ。 

奥 宫健之 (先醒 堂覺， 明) 

奥 宫 健 吉 (森林 黑猿、 松林 伯 圆のモ ヂリ) 

福 井 茂兵衞 (東 山) 

小 勝俊吉 (靑年 壯士の 親分株， 警視 廳の スパイで あつたと いふ) 

照山峻 三 (後に， 視廳の スパイと して 慘 殺された 人物) 

龍 野 周 一郎 (先 憂 亭後樂 、後代 議士) 

池 澤 萬壽吉 (自由 亭 〇〇- 後川 上 音 ニ郞も かく 號し たとい ふ) 


和 田稻， 積 

山 口 俊 太 (後代 議士 ノ山ロ 熊 野)  - 

勝 山 孝 三 

渡 邊作我 (虚無 庵 天福)  . .、 . 

これに 自由 新聞、 繪入 自由 新聞の 關係 者と して 宫崎夢 柳、 渡 邊文京 等 も 時々 參 加した もの 1 で。 等 

の 志士の 中心 は 奥宮健 之であった。 

政治 講談の 旗揚げ 

當時 自由 新聞の 別 働 嫁 を 以て 任じて ゐた繪 入 自由 新聞の 報す ると ころに よれば、 明治 十六 年 七月」、 

日の 夜， 外 神 田末廣 町の 千代 K 亭で 開場され た 通俗 演舌會 が、 この 政治 講談 卽ち 通俗 自由 講談の 第一 

聲 だとい ひ 得る。 演者 は 旭堂 南慶、 松林 伯 知、 松林 右圓 等の 本職に、 奥 宫健之 等が 加 はった。 奥宮は 

「經國 美談」 の 一 節. 「自由 乃 凱歌」 の 一節 を 演じた が- 三日間 客留 とい ふ 大成功であった。 それに 氣 

を 得た 面々 は 七月 十五 日から 同じく 千代 田亭で 十日 間、 tn 本橋芳 町の 自由 亭 (元は 森 川亭) で 十日 間 
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演 する ことにした J 顏觸れ は 千代 田亭へ 出た 連中に 奥宮 健吉、 宫崎夢 柳， 小 勝 俊 吉等數 名 を 加へ たも 

ので、 兩所 とも 同じ 顏 であった。 

にあり ふれた る講釋 などと 違 ひ、 自由の 大義 を 明らかにし. 憂國の 精神 を 喚起せ しむる を大 趣意 

にして、 西洋 古今，： n 由 家の 傳記等 を 婦女子に も 通俗 解し 易き 樣演述 せらる." と 言へば やん やの 喝采 

を 取らる k は 屹度 請 合 

と は繪入 自由の 提灯 記事：」 ある。 開場して から 二日 罔、 十六 日の 夜、 奥 宫健之 は その 講釋の 冒頭と し 

て 「頃日 は 殊の外なる 大暑に て 殊に 今夜の 如く 聽衆 諸君 も充滿 したれば 中々 煩 熱に 耐えられ まじ か、 

る 時には 髙樓大 直 或は 叉凉 しき 座敷に 端 居して 漣 波 戰ぐ靑 簾 を 掲げ 空氣の 流通 を自 出なら しめ 一" ム々」 

と 述べた ところ、 監督の 警官 は. 只今の 講談 は 政治に 亘 つたから とて、 會を 中止 解散せ しめ、 奧_ "い を 

久松町 警察に 同行して 種々 訊問した 末、 其方の 講談 中、 大暑 云々 は壓 制に 譬へ たもの、 rtl 出の { な-^ 云 

云 は自， H を擴充 せんとす る もの だとい ふので、 講演 を差控 へ、 謹慎して 沙汰 を 待てと いって^した。 

だが 元々 そんな こと は覺 悟の 連中 だから 議愼 命令な ど 何とも 思 はぬ。 九月 廿  一 n から- 史に三 n 問 n 

本 橋區南 茅場 町 伊勢 多樓で 通俗 學術渖 舌會を 開いた。 出席の 辯士 及び 宿題 は 奥 宮他之 (A 出家の 傅つ.""、 

日， UJ^ ヒ由來 )• 小 勝俊吉 (怫國 十八 世紀) 奥 宫健吉 (商業 論)、 和 田稻積 (通俗 社會 論、 ：；^ 人ケ. ^お^ 

情 fiv 度 邊文京 (河 野 廣中君 小傳) 等. これに 講釋師 の 松林 右圓. 松林 伯 知、 伊 m 燕 m の 三人が 加 人 


した。 

越えて 八月 二日から 日本 橋 久松町 舊久松 座に 於て 奥宫. 小 勝- 宮 崎. 渡邊 等の 顏 振で 通 浴學術 自由 

講演 等 を 開いた が- これ は 第 四 席の 辯 士小勝 俊吉が (敎育 論) とい ふので ルイ 十四 世の 攻擊か 何 か を 

や つ た 時 • 條 例牴觸 で 監督 の 警官 か ら 中止 解散 を された。 

かく 演者 は 迫害に 屈せす に鑌 ける。 新聞 は 同情の ある 筆で 煽動 的 同情 記事 を 書く ので、 自. 講談の 

氣 勢が 大に揚 つた。 折 柄- この 運動の 中心た る 奥 宫健之 は 前 月の 自由 亭に 於け る條例 違犯の 結果と し 

て 八月 四日 輕 禁錮 一 月に 處 せられて 入獄の 身と なった o( 久松 座で 中止 解散と なった 小 勝 は、 裁判の 結 

果 禁錮 二 ヶ月に 處 された が、 直に 責附 となった ので. - 事情 を 知る もの はこの 頃から 彼の 行： て 疑問の 

目 を 向けた )o 

健 之 はかくて 一時 退いた が、 彼の 同志 は 挫折し ない。 それ どころ か 益々 奮發 して • 奥 宮健吉 の 如き 

は 正式に 講釋師 の 鑑札 を 受け、 森林 黑 猿の 藝 名で 一 曆華々 しく 打って 廻った。 その 手始めと して 八月 

十九 日から 三十 S 迄 自由 亭で、 右圓 その他 本職 五六 名 を 加へ て 開講し、 黑猿 自身 は 福 島 事件 高等 法院 

筆記、 三菱 會社內 幕 話、 日本 開化の 由 來等を 演じて 大喝 采を 博した。 

政府で もこれ に は 一寸 手を燒 いたらし い。 それで 今度 は 講演者の. 彈壓を 案外 無效と 見た か、 八月 三 

十 曰 講談師の 頭取 田邊南 龍、 一 龍齋貞 山、 伊東 燕 尾 外 一名 を 召喚して、 近來 講談師 を雜 へた 通俗 演說 
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^が 流行して 來 たが、 その 方 共 は よくよく 同業 を 戒めて 政談が ましき こと は演述 せぬ 様と いふ 意味 を 

懇々 と 諭 達した。 更に 府下の 寄席 營 業者 一同へ も 同様、 さう いふ 會 合に は 成るべく 席 を 貸すな とい.. t 

意味の 御 達が あった" だが 政府で は、 それだけ では まだ 不安心で あつたと 見えて、 集會條 例、 出版 條 

例の 例に なら ひ、 特別に 十八 ケ條 から 成る 講談 條 例と いふ もの を 制定し ようと、 「目下 協議 中の 由」. 

十六 年 九月の 土 陽 新聞に 見えて ゐる。 

生首の 引 幕 

奥 宫健之 は 十六 年 九月 初めに 出獄して 来た。 出獄す ると、 今度 は 公然と 講談師の 鑑札 を 取って 講談 

を やる ことにした。 先 醒堂覺 明と いふ 藝名 を用ゐ たの はこれ からで ある" 九バ^十五=1の夜から浅草^^ 

小路の 淺草亭 で、 十七 日から 日本 橋 通 二 丁目の 若松 亭で 開場され た 自由 講談に は 早速、 先醒 堂^ 明で 

出席し、 淺草亭 では 西洋の 新 小 說物ゃ 東洋 民權 百家傳 等、 耳新しい もの を やり、 若松 亭 では 術 小：.^ 

「空中 旅行」 - 「全世界 一大 奇書」 (ァ ラビ ヤン ナ イツの こと)、 「高等 法院公 1^ 傍！！ 筆記」 等 を講： 奴した Q 

森林 黑猿 ゃ右圓 その他 もこれ を 助けた。 この 演題で 昆て も， 最初より 大分 川 心 深くな つて 來て、 露骨 

に 政府 を 諷刺す る やうな 眞似 はしな くな つたこと が 分かる。 いは ビカム フ ラ— ジ ュ に义カ ム フ ラ I ジ 


ュを かけた 趣が 見える。 だが 講談 は 先度に 增 して 人. 氣に 投じ、 客 は何處 でも 每晚 大人々々 であった。 

そのうち. に、 in 醒 堂ファ ンの 一 人なる 新橋 藝妓が 匿名で、 引 幕 を 送って くれたが、 それ は 物凄い もの 

であった。 幕の 眞 中には 革命 暴動 を 表象した 蓆 旗 を 染めぬ き、 その 旌の 右と 左の 肩のと ころに は、 鮮 

血 淋漓たる 生首が 一 つ 宛 描いて ある。 さう して その 旗 をし ばりつ けた 竿が 又、 竹槍 を かたどつ たもの 

で、 今し方 竹 藪から 切った ばかりと いふ やうな 眞靑な ものである。 奥宫が 此の 前に 立って 福 島 事件 傍 

聽 筆記 や 東洋 民權 百家傳 を、 雄 辯滔々 と講 する の だから、 講 する 奥宫の 得意 も 思 ふべ しだが、 聞く 客 

の 方で もつ ひ 昂奮して. 政府への 反感 を 湧かす とい ふ 思 ふ壺へ はまって 來る。 然し さらで も 用心深い 

警察が かう いふ こと を 長く 放任して 置く わけの もので はない。 健 之の 先 醒堂覺 明、 健吉の 森林 黑猿は 

十月 一 一 日附 で、 「演說 に 紛ら はしき 軍談」 をな したと いふ 廉で、 軍談 講釋の 營業を 禁止す る 3 曰 申 渡され > 

席 主の 藤本 某、 山 本 某 も 矢張り 營業を 禁止され た。 且つ 今まで 新聞に 自由に 揭載 させて ゐ た傍聽 筆記 

を， 講釋師 連中の 口で 自. e 民 權宣傳 に 利用され る 恐れが あると いふので， 今後 褐載を 禁止し 且つ これ 

を 講演す る こと は 一 切罷 ならぬ となった。 

東京よ リ 地方へ 
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東京に 於け る 政治 講談 は、 かく 兩奥宮 が 講談の. Gn.a を 奮 はれた 形に なった ので、 全盛の # り で 一 

寸 つま づ いたわけ だ。 だが 此の頃までに は 地方の 自由 黨 員が 東京に 於け る 政治 講談 流； 仃. れ 〈似て 

樣な 試み をし 始めた。 その 主な もの をい ふと、 先づ 名古屋 では、 十六 年 十 si:  二十  一口から 村 卜：^ ー郞 

遊佐發 などが いろは 民權 自由 講談 を 輿 行した (五條 橋 西 橋 詰 座)、 さう して 村 上 は 「讀 經國 美談」、 「愛 

國眞 意」 とい ふ もの、 遊 佐 は 「福 島 事件」， 「日本 義民 談」、 「民 權自. a 論」， 「西 海 血潮 小： i 風 一、 「 自.^ 

乃 凱歌」 など を 講演した とい ふ (餘り 長く は 精かなかったら しい)。 村 上 は 後で 名 古！^: 件の 關係 おと 

なった ので 有名で ある. - 卜 七 年 一 月に は 信 州の 上田で 龍 野 周 一郎、 渡邊 作成の 二人が 先づ 講談師の 鑑 

札 を 受けて 本式の 自由 講談 を 始めた。 龍 野 は 先 憂 亭後樂 * 渡邊は 無 i^lK 幅と いふ 藝名 を川ゐ て、 「來 

洋民權 百 家傳， rr 經國 美談」、 「憂世の 涕淚」 等 を やった。 後に は 飯村宗 正， 松 本 佐 古な どと いふ 人々 も 

加 はって 頗る 盛大に 赴いた とい ふ。 龍 野 は 後に 東京に 出て 本部の 志士 連屮と 合流す る。 叉 十七 ハ やに 入 

つて は • 高 知で も 政治 講談 を 復興した と 見えて、 三月 頃に は 坂 崎 紫 iT 小. c^s^, 安藝 淸^ 等が おで、 

通俗 講談 會を よく 催して ゐる。 私の 手控 へた 同月 二十 九日の 會 (新 高 町 旭 席) では 安藝が 「^^義人 

傳」、 小島が r 經國 美談」、 坂 崎が 「百人一首 並に 西 行 法師 傳」 を やって ゐる。 

東京の 自由 黨 本部の 通俗 講談 連中 も、 東京で は 一時 手 も 足 も 出 なくなった ふ-反 對に 地方から は^々 

招聘され たと 見えて、 よく 出張した つ その 中 私の 手控に 記されて ゐる もの だけ をい ふと、 十六 年 十：^ 


二十 八日 は 上 州 高 崎で、 奥宫健 之， 照山峻 三の 連中が 通俗 自由 政談 會を 開き、 照 山が 「浮世 夢物語」 

とい ふ 題で 三 島縣令 を攻擊 したので、 中止 を 命ぜられ たと ある。 又 十七 年 五月、 奧宫健 之， 同 健吉、 

平野 友輔 等が 八 王子に 招かれて 通俗 自由 政談 演說會 を 催し、 中止 解散 を 命じられ たと ある。 勿論 この 

二 件 だけでなく、 地方 出張 はもつ ともつ と數が 多かった もので あらう。 

通俗 開化 11 談會、 通俗 自由 講談の 再與 

東京に 於け る 政治 講談の 元祖と もい ふべき 奥 宫健之 は、 十七 年 六月 飄^と して 東海道 漫遊の 途 につ 

いた。 彼 去って 政治 講談 も 立ち消えになる かと 思 はれた が • 同志の 奮發が あり、 新手の 加入が あった 

ので 昔の 全盛 活 澄な 勢 ひとまで 行かぬ が、 先 づまづ 命脈 は 一 通り とりとめた。 

十七 年 七月 十六 日 馬 喰 町 群 臺樓で 松林 伯 知， 福 井茂 兵衞 (卽ち 東 山) の 二人が 通俗 開化 講談 會 とい 

ふ もの を 開き、 「東洋 義人 百 家傳」 と r 怫蘭西 太平 記 鮮血の 花」 (自由 燈) を 演じた が、 これが 先づ 通俗 

自由 政談 卽ち 政治 講談 復 輿の 第 一 歩であった かと 思 ふ。 八月 十 一 曰 十 1 1 曰 は 日本 橋 本 町 三 丁目の 龜 リ 

尾で 通俗 自由 政談 演說會 が 開かれ， 龍 野、 奥宫 健吉、 和田稻 積、 その他 數名 出席， これ は 演說と 講談 

を 交へ たもので、 講談で は 龍 野が 「自. a 乃 凱歌」、 「東洋 義人 傳」 中の 戶谷新 右衛門 傳、 奥宮は 「露國 
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虚無 黨 奇談」 を， 演じて 頗る 聽 衆の 感動 を 博した。 この頃 からこの 政談 兼 講談 會を 少し it 礎 立った もの 

にし、 辯 士も增 して 各所で 開演す る プランが 建てられ たが、 これ は 恐らく 《 ^亨の 盡カ による もので あ 

らう。 

八月 十六、 十七 兩日は 本 鄕だぷ 昌士町 千代 本亭 にて 開催 * 奥 宮健吉 (國會 準備、 紳士と 贫乏人 • 經^ 

美談)、 和 田稻積 (利害の 辯、 釣合の 說)， 福 井茂 兵衞 (轉 ばぬ 先の 杖， 411! 由 乃 凱歌) とい ふ： g じ 物で あ 

つたが、 これが 非常な 大受けであった ので、 綺 入 自由の 如き は 社 會の氣 運が それ を然 らしめ たの だと 

し、 犬に 祝して ゐる。 同月 二十  一、 二十 二の 兩日 w 谷の 某亭で 開演した が、 矢張り 籠 野， 奥.：^：: 

の顏觸 で、 「自由 乃 凱歌」 「虚無 黨 奇聞」 等 を やった が、 提燈を 出し 幕 を 張る とい ふ大： * なュ であつ 

た。 

九， 月に 人って 八、 九の 兩日外 神田廣 小路の 待合 福 田家で 開會、 和 田、 小 勝、 佐 伯 正 明、 f 能 野 

等が 出席、 主として 當 時の 國際大 事件た る淸怫 事件 を 面白く 解說 して 聞かした。 十六、 十 じ， rA, 

十九の 四日 は 八 王子に 遠征、 和 田、 龍 野、 山 口 俊 太， 奥宫の 額觸れ だ。 その 中で 奥せ：： は淸佛 件 を， 

龍 野 は 「東洋 義人 傳」 中 松 木 長 操傳を 演じて 客に 大曆 感動 を與 へた。 九月 末に は 一寸 趣向 を變 へて、 r 

住 南 組の 貨 座敷 上田 樓で 講談 會を やった が.， 出演者 は 和 田、 奥宫、 龍 野， ^崎. 坂 崎、 ^林 じ 之 助. 

山 口 俊 太の 諸氏 だ。 これ は 貸 座敷へ 人 を よんで 聞かした ので はなく、 、王に 娼妓 相手に C 山の 道理 を？ 1  ぱ 


いた ものであった とい ふから、 辯士總 出の 觀が あるの も 成る 程と 首肯され る。 

十月 五日に は 谷 門外の 大泉亭 で 開演した が、 この 時 福 井茂 兵衞が 舌蝸を かひ、 府下で 演說 する こ 

と を 禁止され た。 十月 十 一 日 京 橋 曰 吉 町の 起 文 館で 開演、 十 一 日の 夜 第 一一； 席池澤 萬壽吉 の演說 「言 ひ 

様 聞き 様」 とい ふの が條 例に 牴觸 して 會は 中止 解散され、 池澤は 拘引され た。 此の 時 11 衆の 騷 ぎが 甚 

しかった ので， 龍 野 周 一郎が 特に 「東洋 義人 百 家傳」 を 長講して、 漸く 聽 衆の 怒り を 和めた とい ふ。 

十月に は 千 住 及び 品 川の 貸 座敷で 開會 する もの 數回、 顏觸は 大抵 同じ。 然し 此の 時 はもう 娼妓 だけ/ 

のお 說敎 ではなく、 普通の 聽衆を 入れて 講演した ものら しい。 品 川での 開會 が、 意外な 成功であった 

とい ふ。 

かくて 此の 年士 1H、 この 會の 花形 龍 野 間 一 郞が飯 田 事件へ 參 加した とい ふ 嫌疑で 捕縛され たが、 

これ を 機に 又も 漸次 衰微に 赴き、 十八 年頃に は 通俗 自. a 政談 演說 なる もの はいつ-と はなく 解消して し 

まったら しい。 

政治 講談の 傳統 

- 自由 黨 志士の 政治 講談の 終末 は， かくてい さ \ か 龍 頭 蛇 尾の 感じ を與 へぬ でもない が、 その 大衆 的 
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啓蒙に 役立った こと は 可成り 大きい ものである。 政治 講談の 傳統 は， 然し これで 斷 絶して ゐは せす、 

奥 宮健吉 その他に よって 血脈 を 守られて、 明治 二十 年 以後に 及んで ゐる。 例へば 二十 三年 十月に 浪人 

滿村良 太郞、 前 田 耕 造 等が 講談師の 鑑札 を 受けて 正式に 講談師と なった" 場所 は 芝 三 田 金本亭 で、 演 

題 は 「怫阈 革命 史」 (滿 村)、 「政治 小 說鶯宿 梅」 (前 田)、 「雪中 梅」 (江 澤猛) 等々、 滿村は 、とい 

ふ藝 名、 前 ffl は 夢の. 舍 有無、 江 澤は雜 魚怫庵 芝阿彌 といった。 又 同じ年 十月に は、 民 植小份 伊脇 剛な 

る ものが 弓 町の 某亭で 講談 會を 催した。 演題 は 「加 波 山 察 件」、 r 壯士 志士 列 傳」、 「爆裂 奇談」、 「經^ 

美談」 等であった とい ふ。 伊藤 痴遊 氏が 始めて 講釋師 の 仲間に 入った の もこの 年で ある。 二十 三 ハキ. r 

月 十六 日から、 双 木舍痴 遊と いふ 名で 橫濱萬 竹亭を 振り出しに 演じ 始めた もので， 最初の： 奴题は 「政 

海 波瀾 壯士の 末路」 とい ふ ものであった. - 

政治 講談に ついて 書きたい こと は、 まだまだ 澤山 あるが、 明治 十七 年で もう 一段落と なった ので、 

「事 始」 とい ふ 題目から して この 邊が切 上 どころ だと 思 ふから * 今回の 分 はこれ で 打ち切り、 何等か 

の 機 會に追 補 するとしょう。 (九 、十一、 三) (昭和 九 年 十二月、 傳記 一 ノ 三號) 


政治 小說 に 現れた る 國 會選擧 

明治の 政治 小說は 明治の 憲政 史と 密接な 關係を 持って 居り、 その 內容を 裏返しに すれば 立派に 一部 

の 明治 憲议 發達史 が出來 ると 思 ふ" 只 憲政 史の發 達が 二十 三年の 國會 開設 を 境と して、 二つに 分けら 

れる やうに 政治 小 說の發 達 もや はり そこ を 境と して 二つに 分けられる。 さう して 政治 小說は 概して 民 

間に 於け る 政治 運動の 武器の 一 つと して 出た ものであるから、 その 前期、 卽 ち國會 開設 前の 作品 は、 

勿論 民間 政治家の 理想の 現れで あり、 從 つて 政府 攻撃に 於ても、 自黨宣 傅に 於ても 現實 的と いふより 

も 空 想 的な 分子が 强ぃ。 明治 十五 六 年 迄の 政治 小說 は、 殊に それが 甚 たしい。 十八 九 年の ものになる 

と、 國會 開設が 次第に 近づいて くる 爲に その 內容 も國會 とい ふ ものが 中心として 組立 てられる 事に な 

hv> 從 つて その 小 說の內 容全體 も 幾分 現實 的な 具體 的な ものになる。 この 國會 とい ふ觀 念が 政治 小說 

の 中心になる につれ て、 政黨 とか 選擧 とかい ふ 事 も 小 說內容 となって 稍々 具體 的に 取り上げられて 來 

る。 今選擧 とい ふ 事に 關 して 言へば、 これ は 政治 小說の 方から いって 非常に 廣く IB- つた 問題で あり， 

政治 小說に 現れた る國 會選擧  六 五 


政 治： 篇  六 六- 

-十八 九 年後の 政治 小說 になら 大抵の ものに 引か、 り を 持って ゐ るので ある。  だから 若し： 「政：^ 小？^ に 

現れた 國龠 議員 選擧」 とい ふやうな 問題 を 徹底的に 論 やる となれば、 結局 その 點 から はた 政治 小說史 

を 書く 寧に ならう。 然し 今の 場合、 特に 「選 擧」 と 言 ふ 事に 力を入れて ゐる政 ：！^ 小說 だけ を. M る こと 

とすれば、 さう 六ケ 敷い 事で もない。 

扨 さう いふ 政治 小說を 語る 事に 私の 主題 を 限定す る 事と し、 それにしても 實 際の 舉は 一 ； 十三 

年 七月で あるから、 それ 以前の ものと それ 以後の ものと に 分れて くるの は {：： 然 であらう。 この 二； 額 

の 作の 大體 ぜ徵を 言へば * やはり 國會 以前の もの は 理想的， 想像 的、 啓蒙 的、 岡 (小 的で あり、 1X1: 

以後の もの は現實 的. 暴露 的 • 冷笑的、 警吿 的で ある。 これ はどうして さう いふ 遠った^ 色が 生じた 

かと 言へば、 國會 開設 以前に 持って ゐ た國會 理想と いふ ものと 1 1 十三 年に 赏 現された Mkt との f;^ ひが 

可な り甚 しい ものであった ので、 一種の 幻滅 作用が 働いた からに 外ならぬ。 つまり この 幻！ 作 川の！ 

果、 從來 の 政治 運動 に 於て 中心的 勢力 となって ゐた インテリゲンチャの 政 治 熟が 俄然 醒 めた からで あ 

る。 これ を 醒めさせた 事に は 勿論 それだけの 理由が あるので、 今 此處で それ を 詳しく 解いて ゐる譯 に 

いかぬ から 簡單に 一 言して 置く、 所謂 ブル ジ ョ ァ金 持の 地主 實業家 連 はこれ 迄 インテリゲンチャ. V 支 

持し 後援して 來 たのに、 いよいよ 國會 開設と なるや インテリゲンチャ を 押しの けて、 分卞 ばが 謹：：： 常 

選權の 大部分 を 奪って 仕舞った， とい ふ インテリゲンチャ 側の 考 から 來てゐ る J さう して 勿論 ある s^i 


虔迄は それが 事實 でもあった ので ある。 かう いふ 譯で 政治に 對 する ィ ン テリ ゲ ン チヤの 態度の 相違が 

出て くる、 それが 反映して 政治 小說の 方に も かう いふ 違った 特色が 出て 來 たので ある。 

そこで 此の 態度の 相違が、 政治 小說の 中に 描かれた 選擧 問題と 何う いふ 交涉を もって 來 るかと いふ 

と、 つまり 二十 三年 前 は、 國會 とい ふ ものに 鬼 も かく 希望 を もち、 これ を 以て 民意 暢達. 政 台 革新の 

機關と 見なして 居り，， 從 つて 選 擧と いふ ものに も 一種の 理想 を もち 種々 な 註文 を 出し、 選擧は 本来 公 

正に 行 はるべき もので あり、 事實 一部分に は 不正が 行 はれる にしても、 民黨 側に 於 ハては 大體は 公： 止 

嚴 重に 行 はるべく、 その 事が 又民黨 側の 一 つの 勝利 だとい ふ 風に なって ゐ るえ 然るに 二十 三年 後に 於 

て は、 現 實の國 會に對 する 態度が， 幻滅 的絕望 的な もので あり、 選擧 とい ふ もの は 本質的に 不公正な 

もので あるかの 如く 取扱 はれ、 選擧 そのものが 一 種の 惡事 であり 犯罪で あるかの 如く 描かれて ゐる。 

極く 大ざっぱ なお 話で あるが、 つまり 政治 小說 から 見た 國會 選擧 とい ふ もの は、 大體 こんな もの だ 

とい ふこと を 承知して 頂きたい。 

そこで、 これ だけ を 前書と して、 國會 選擧と いふ ことに 特に 力を入れて ゐる 政治 小說の 幾つかに つ 

いてお 話す る。 
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一一 二十 一二 年 以前 11 久松義 典， 『代議 政談 • 月 雪 花』 

1 一十三 年 以前の 政治 小說で 特に 選擧 とい ふ 問題に 力を入れて 說 いて ゐる もの は、 何とい つても 久松 

義 典の 明治 二十 年刊 『代議 政談 • 月 雪花』 を擧げ なくて はならない。 二十 三年 以前の もの は、 先づこ 

れで 代表して ゐる といっても 可い ので ある。 

此の 久 松と いふ 人 は、 政治 系統 は 改進 黨に屬 する 人で あり、 その 政治 思想 は 英米 自山 主義から 進ん 

でゐ る。 それで 久松 氏が その 政治 小說を 書いた 目的 は、 改進 黨的 政治 思想の 宣傅 のために 逮 ひない が 

何よりも 先づ 改進 黨 流の 國會 理想， 選擧 理想 を 述べ、 選 擧に關 する 1： 民の 概念 を，：：：！ め、 その 公： 止 を 期 

し、 これによ つて 理想的 國會の 實現を 欲する 意を寓 した ものである。 

この頃 卽ち 明治 二十 年頃の 政黨 分野 は， 小黨 分立に は 遠 ひない が、 政治 系統で 整理す ると、 

系、 改進 黨系、 保守 黨 系の 三 系統と なる。 それで 久松 氏の この 小說 でも 急進 (自. H) 黨、 改進 凝、 保守 

黨の三 派が その 各自の 主張に よって 選 擧を爭 ふこと になって ゐる。 雪 江 急 太郞は <:.6 進黨を 代表し、 月 

形 進 は 改進 黨を 代表し、 花房 保 は 保守 黨を 代表す る 人物で あるが、 此の 三人の 意兑 なり 議論な り Jig 動 

なりが、 この 小說 の內容 となって ゐ るので， かう いふ 題名が 出て 來 たので ある。 


上野 公園に 落ち合 ふ 此の 三人が (三人 は 一 面 親しい 友人で も ある)、 晩餐の 卓を圍 みつ k 政治 論を始 

める。 唐突 だが これが 發端 となる。 政治 論 は先づ 議院 論に 集中され る" 卽ち 一 局 議院と 一 一局 議院の 問 

題で ある。 花房の 二院 說に對 し • 雪 江 は 一 院說 で反對 する。 これ は、 明治 憲政 史 でも 可成り 古い 問題 

であるが、 下院 卽ち代 議院に 對し 上院 卽ち 元老院 を 設ける ことの 否で、 雪 江 はこれ を 設ける 耍 なし， 

下 隙 一 つで 澤 山と いふ 持論で ある。 上院 はた だ議 政手續 を繁雜 にし、 費用 を 喰 ひ、 その 上議 政 權に往 

往混雜 を 生じ、 且つ 折角の 民權の 圓滿な 活動 を 妨げる のみで あり、 且つ 强 てこれ を 組織しても、 その 

資格 如何によ つて は殆ん どこれ に 入る 人物がない とい ふ有樣 である。 だから 何れにしても 不要 無益 だ 

とい ふ。 花房が 上院 必要 論の 論據 は、 これ を 以て 皇室の 藩屛 とし • 下院の 過激 を 抑制 するとい ふー點 

に 在る。 月形 も 二院 論で あるが、 それ は 花房の 主張と 遠った 根據 から 出て ゐる、 月形の 主張 は、 上院 

に は、 政府と 下院の 間に 立って 直接の 衝突 を 回避せ しめ 國政 運行の 圓滿を 期す ると ころに 獨自の 使命 

が あると いふので ある。 且つ 皇室の 藩 屛云々 は全阈 民の 任であって 獨り 上院 だけの 任で はない、 か. - 

る现 由で 花房が 上院 必要 を 主張す るの は 間違って ゐ ると いふ。 雪 江 も 花房 も、 月形の 說に 服す る (月 

形に 服 するとい ふの は， 改進 黨 主義の 勝利 を 意味する)。 

多くの 政治 小說 がさう である やうに、 この 小說 にも 若干の 人情 小說 めく 分子が ある、 だが 今 は 何も 

此の 小說を 特に 研究して 何う するとい ふので はない から 、その 邊 のこと に は 一 切觸れ す、 政治 思想の 
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展開の 方 だけ 大股に 迪 つてみ る ことにする。 やがて 第一 回の 總選擧 になる と、 此の 三人 は 何れも それ 

ぞ れの黨 から 候補者と して 出馬す る。 そこで 選擧 制度に 關 する 知識 を 織り込む ことになる。 選舉： £1： の 

こと、 候補者と 選擧 民の こと、 候補者の 數 と競爭 とい ふこと が、 通俗的に 說 明され る。 轉 じて 候 捕-者 

の 演說會 の 光景と なり、 雪、 江 急 太郞の 演說が ある。 彼 は 政見と して、 地租 輕 減、 兵役 短縮， 1： お 巾 張 

等と 主張し， 反對 者に して 屈せ ざれば、 決闘 (腕力) によっても 屈せし める とい ふ。 保守 凝 は： が^.^ 妨 

害の 策に 出て 成功す る、 それと いふの も 急進派に 運動の 銃】 がない からで ある。 a つ 保守派 は {：： 横の 

力 を 介して 郡 村の 吏員に 結び 必勝 を 期して ゐる。 こ- r で 作者 は、 人民の 選擧 運動に 對 する 無 を悲 

み、 特に 選擧が 一圃 政治 上の 重大 事で ある こと を說 いて ゐる、 選擧は 一 國の立 法官た る 代議士の 選舉 

であり * 人民の 參政權 はこれ によって 實 行に 移される ので ある、 よく 考 へられる やうに：；！^ の 一 私^^^- 

でな く 一 國の議 政 者 を 進退す る 重大 公務で ある、 從 つて 選擧 人の 投票 は、 政府から 官吏に^ 令 を 渡す 

と 同じ ものである、 だから 鄭重に しなくて はならぬ 云々。 さて それから 普通 選擧 とお 限 ilssi:! と 

直 選、 間 選と 選擧 委員、 日本の 選擧の 有限 直 選と 定まりし 理. 5  (勿論 憲法 發布 以前で あるから 攸想的 

なる もの) を說 いて 來る。 急進派 は 普通 選擧を 理想と し、 女子に も植 利を與 へようと する、 改進 中： 止 

派 はこれ に反對 し、 政治 敎 育が 不完全の 際 だから、 普通 選擧に すれば 如何なる 大事に ならん ともおら 

ぬ、 よって 有限 選擧 が至當 であると いふ。 歐米諸 國の例 も、 多く はこれ を：：： 几認 して ゐ ると いふので • 


長々 と 引 が あるが、 小說 でかう いふ こと をす るの は A.?- しいつ 

さて 愈々 開票と なるや、 景氣 のよ かった 雪 江 は 案外に も 落選し、 地方の 金 持 阿部 諛吉 が當 選す る。 

との 人間 は 獨自の 意見 さへ 立てられぬ 原案 黉成 主義者で あるが、 地方 宫の歡 心と. 無分別な 選擧 民の 

賈牧 によって コッ ソリ當 選した ものである。 宫權 の干涉 と 買牧と は、 選擧 にと つて 實に 致命的の 妨害 

を與 へる ものである 云々 o( 作者の 豫想 によれば、 候補者が 立候補の 爲 め保證 金納 付の 登記 制 をと つて 

ゐ るのと、 選擧 方法が、 連記 式で あるの は 面白い )o 作者 は， 選擧に 際し、 豪農 商の 引 込 思案 を說き 

地方 有志の 無益な 遠慮 を說. S てゐ るが、 この 豫想は 第 一 回 總選擧 だけに 限って いへば、. 先づ當 つたと 

いへやう。 その他 • 運動費 等の 支出 を 躊躇して 候補 を斷 念した 人々 も あると、 豫 想して ゐ るが、 かう 

いふ 氣分 もあった かも 知れない。 作者 は、 かくて 候補 は 概して (半宫 議員、. 銅臭 議員の 外 は) 財産の 

點で 不十分で あるから、 その 友人た る 金 持 達が 費用 を分擔 して 彼 をして 十分 志を遂 しめる ことが 出来 

た、 何事 も 智力と 金力の 結合で なければ 成就し ない 云々 とい ふ。 此 S 智力と 金力 i 合と いふ こと は 

改進 黨の モット ー である、 自由 黨は 反對 に、 腕力と 智力 を モト I とする。 

『月 雪花』 の 後編に は、 花房 保と 草 野 昇の 元老院 組織 論が 戰 はされ る。 さう して 結局 草 野の 「天下の 

人材 IK 下の 皇家 I めて 天下の 歸敬 すると ころ」 とせよ とい ふ 議論が 勝つ ことになるの であるが、 

とれ は 主題と 少し 離れる から あまり 立ち 人らぬ こと.. する。 前編 末 段 は 月形の 經歷と 立候補の 心事 を 
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述べて あるが、 この 篇 では、 月形 は、 選擧 15! に 向 ふ 途中、 或る 山中に 高士と 國 事を談 すると ころが あ 

る、 こ、 で、 .i^cH 咼士 をして 當 時の 志士の 不眞 面目 を 痛論 させて ゐ る。 叉國 會に對 して 餘り 大きな 希 

望 を もっと 失望す ると 豫言 さして ゐ るが、 これ は 炯眼であった といって 可い。 月形の 立候補 满說 は、 

地祖輕 減、 稅法 改革. 敎育擴 張、 海軍 擴張、 國權仲 張 等に 一 つたこと、 暴 客が 脅迫に 來 て失收 した こ 

とが 說 かれて ゐ るが、 こ.， で考 へさせる 問題 は、 代議士と 地方 利害の 問題で ある、 代議士 は、 地方の 

刹 害 を 代表す る もので なく、 全國 的な 性質 を もつ ものと いふ こと を， よく 覺悟 しなければ ならぬ と敎 

へられて ゐる。 

かくて. 月形 は 見事 當選 する、 又 花房. 雪 江 も 結局 當選 となって、 三士 揃って 國會に 入る ので ある 

が， こ.^ で 此の 小說 は， 新 政府の 組織、 國 會の駔 引と なって、 選擧 とい ふこと から は 逸する ことにな 

るので、 先づ この 邊で筆 を 止めて 置く。 この 小說 は、 素人 小說 で、 いかにも 小說 として は 拙い もので 

あるが、 選擧 とか、 國會 とかい ふこと に關 して、 思 ひきって 啓蒙 的な 熊 度 をと つて ゐ るので， その 邊 

に 特色が ある。 前にい ふ 如く 作者 は、 代議士 選擧に 多少の 不一 止 や 干涉が あるが、 大體は 公平に 行 はれ 

る ものと 豫 想して ゐる、 明治 二十 年 前後に はま ださう 豫 想出來 たもので あらう、 然るに^ 際の 總選舉 

に は 比の 小 說で豫 想の 出來 ない 甚 しい 墮 落の 例が 數々 行 はれた。 それ は、 追々 に 語る ことにする。 


一一 一 一一 十三 年 以後 —ー 福 地摆痴 の小說 

さて 少々 飛ぶ が、 次に 福 地 櫻痴の 政治 小 說をニ 三つ 吟味して みる。 

纓痴の 選 擧に關 する 小說は 幾つ も あるが、 その 重な もの は先づ 『もしゃ 草紙』、 『仙 居の 夢 『 『嘘 f:!- 

百』 の 三つで ある。， その 中 『もしゃ 草紙 i は 二十 三年 以前の 作で あるから， その 中で 述べて 居る 選擧 

に關 する 條は 勿論 想像 上の ものであるが， 後の 二つ は 現實の 「選 擧」 に關 する 手痛い 諷刺で ある。 

元來 この 著者の 樱痴 は、 學問も あり 見識 も あり 才能 も 充分に ある 人物であって、 最初 はかなり 進歩 

的な 政治 理想 を 持って 居た ので ある。 明治の 初め 政府に も 立ち、 いろいろな 貢獻 をして 居る。 ところ 

が自. e 民權の 議論が 最も 盛な 頃 * 情實 にかられ て、 政府の 御用新聞 記者と なった ので、 ひどく 人氣を 

なくした。 然し 櫻痴 自身 は、 それに 拘 はらす 出來る だけの こと をして、 政府の 御用 をつ とめた。 だか 

ら 政府 側から 言へば、 その 功勞を 相當に 認めて やって い、 ので あるが、 同じ 政府の 中に も、 櫻 痴を好 

きな 側と 嫌 ひな 側と あり、 必， f しも 櫻痴 のした 事 を、 善くば かり は 受取らなかった。 櫻痴に 運が惡 い 

事に は、 彼に 好意 を 持たない 側の 勢力が、 後に なり 次第に だんだん 强く なって 來て、 その 結果 樓痴が 

政府 側から 見離される 様になった。 つまり 櫻痴 から 言へば、 折角の 努力に も拘 はらす、 ドタ； V 場で 實 
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られ たとい ふ 事になる。 それで それ 以後 櫻痴は * 政治と 言 ふ ものに 對 して、 呪 ふ な 感じ を 持って く 

る。 さう して 一種 腹い せに 似た 氣 持から 冷笑的な 暴露 的な 政治 小說を 盛に 書き出して、 政治と いふ も 

のが 高 尙な 一面と 共に、 如何にみ にくい 裏面 を 持って 居る かと 言 ふ 事 を， あばいて 兑 せた。 然るに 樱 

痴は文 才 は 言 ふまで もな く、 多年 政治 界の 表裏に 出入して. 種々 な蔡を 知って：： S り、 その 知識 を倾け 

て小說 にした ので あるから、 櫻痴の 書いた 小說 は、 政治 世界の 實狀 を^った 極めて 而 白 いものと なつ 

て CS る。 この種の 暴露 的 政治 小說 として は、 代表的な もので あらう。 

. 『もしゃ 草紙』 は 明治 二十 一年の 作で 言 は ビ櫻痴 の處女 作で あり： 政治 小說 としても 總論 的な 立 に 

あり、 R; つ 一予 は 如何にして 政治 小說 家と なりし か」 を 語る 述懐 的艇ハ 味が 可な り 深いから、 これ を詳 

しく 語る と 面白い と は 思 ふが、 然し さう もい かぬ から、 主題に 關 係の ありさうな 點 だけに^って， 話さ 

う。 元 々未来 記 風の 構想になる もので あり、 時代が 明治 三 4- 六ハ やの 率に なって ゐ るから、 闽會 の^や 

議《^ 選擧の 事が 出て 來て も不 S ゎ議 ではない。 主人公 は淸水 潔と いふ 人物、 永く 外！： に て 初めて： u 本 

へ歸 つて 來た ので、 學問は あるが 世間の 事が 一 向不案 內な靑 ギ純士 である。 それが 夢 野. ぽと 一； n ふ 新 M 

記者 上りの 老練家に 引き 廻され ていろ いろな 經驗 をす る。 その 記錄が 『もしゃ 草紙』 であると 忽 つて 

頂け-まよい。 

言 ひ 添へ て 置く が、 『もしゃ 草紙』 の 世界が 明治 三十 六 年の isif になって ゐる とはいっても * それ は^ 


面 だけの 事で あり、 實際 はこの 小說の 出来た 當 時の 社 會、 世相， 政治 等 を 諷刺す るの が 目的で ある 事 

はいふまで もない。 淸 水が 宫. Is- から 實 業界に 入り、 政治に 近づいて 行く 迄の 經歷 がいろい ろ あるが、 

. それ は 述べない。 又 夢 野が 淸 水に 對 して n 本の 政治 界、 政黨 運動、 及び 自分の 政治的 經歷を 語る と/ 

ろ は、 樱痴 その 人の 前半 世と 對 照して * 極めて 面白い ものであるが、 その 邊の isl- は 一切 飛び越えて 主 

人公淸 水が 政治 界に 入る ところから 語らう。 

淸水 がどうい ふ 動機から 政治 世界に 入った か。 それ は 一 言で いふと 金 持 達の 御都合主義 からと 言 ふ 

に 外たら ない。 櫻痴が この 小說で 語る ところに よると、 その 頃の 曰 本の 金 持と 言 ふ もの. は、 ひたすら 

• 自分の 利益 を增 加す るに は餘 念がない 有様で ある。 それで 最初 は 政府 部內の 有力者と 結合して 自分の 

利益の 增進を 計った の だが、 國會と 言 ふ ものが 出来て 議員が 議場で 國 家の 政治 を 論議 するとい ふ 事に 

なって は、 政府の 勢力と 言 ふ もの も 大いに 制限され て來 る、 從 つて 金 持 連 も 只今 迄の 様に 政府の 有力 

者 だけと： i 台して 居た ので は 思 ふ 様に 利益 を 得られなくなる。 又 議員の 態度に よって は * 旣に 持って 

ゐる 利益 も 失 ふ 恐れが ある。 それで 一 つ は 自分の 利益 を增 進す る爲又 一 つ は 自分の 利益 を 保護す る爲 

に， 金 持-: f も 議會に 勢力 を 持つ 事が 甚だ 必要になる。 その 結栗淸 水の 主人 筋の 金 持 連 も 自分 達の 政黨 

なり 議員な り を 持つ 事が、 必要と なって 來た譯 ビ ある。 そこで 自分 達の 手先に 使 ふのに 都合の よさ そ 

うな 淸水を 自分 達の 力で 議員に してやる とい ふ 事に なった。 だから 淸水は 初めは 金 持 連の 手先と して 
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議會に 入る 譯 である。 

これ は來 るべき 議會の 議員 選 擧に對 する 樱痴 ハ」 豫想 であるが、 この 豫 想が 單 なる 豫 想に 終らす、 次 

で 現れた 實 際の 選擧に 際して、 それが 如何に 現實 性に 富んだ ものである かとい ふ 察が、 次に 述べる 二 

つの 小說 によって 明白に される であらう。 勿論 かう いふ 議會ゃ 議員の 見方 は. 樱痴の 様な い 終 験 を 

なめた 人間の、 偏した 考 へから 出て 來る ものである にせよ、 議會 なり 選擧 なりが、 一部の 人々 によつ 

て かう いふ 風に 考 へられて ゐ たとい ふこと は * 事實 である， - 

勿論 この 小說 だけで 言へば. 淸 水の 選擧と いふ 事が かう いふ 見に くい 動機から なされた が、 然し 淸 

水 は なかなか 金 持 連の 手先に 甘んじて はゐ ないで、 議會で 正義 を 主張す るので、 佘持述 から 恨まれて 

彼等の 援助 を 失 ふが、 然し 結局 正義の 人々 の 助 を 得て 理想 選擧で 再選され る 車に なって ゐ る" 

t ほ 議場の 有様 や 政 黨の內 幕 等に 關 しても、 いろいろ すっぱ 拔 きがある が、 それ は 略して S く" 

ついで 二十 三年 作の 『仙 居の 夢』 に 移らう。 

像 Iss 卽ち ■i- であり、 その 創作の 年代から 見て 明治 一 一十三 年の 第 一 回 總選擧 を 指して ゐる は 勿 

論で ある。 卽ち第 一 回の 總選擧 の 大部分の 裏面に 行 はれた 笑 ふべき * 憎むべき * 排斥すべき * 攻^す 

べき、 種々 樣々 な igf 柄に 對 する 暴露 的 諷刺が この 小說 である。 

. この 小說 も、 全體の 構想 は 作者の 晝寢の 夢と いふ 事に なって ゐる 3 作者 樱痴が S の 午後^お をして 


居る、 そこへ 道士め いた 男が やって来て、 夢の 中の 櫻痴を つれ 出して 仙 居の 國の 有様 を案內 して 見せ 

る。 この 仙 居の 國が卽 ち 所謂 選 擧區の 事で ある。 勿論 かう いふ 小說の 性質 上、 何 郡の 選擧區 とい ふ 事 

はハ ク キリ 書いて ない、 大方 搂痴 が當 時の 新聞な り 何なりで、 昆 聞した 澤 山な 事件 を 或る 假想 的選擧 

區に 盛り こんで、 この 小說を 書いた もので あらう。 同じ様に、 この 選 擧區の 候補者 も 各派 备黨の 代表 

的な 候補者 タイプ を 一箇所に 寄せ集め たものと 言って よい。 その 重な 候補の 名 をい ふと 第一 が 頓田山 

四郞 * これ は 愛 身 塔の 候補者で ある。 愛 身 塔と 言 ふの は 勿論 改進 黨の 事で あり、 頓田山 ra: 郞と 一一 一一！： ふの 

は、 飛んだ 山師と 言 ふ 意味で ある。 第二の 候補 は 望 梨 之 助、 これ は 似 雄 塔の 候補者で ある。 これ は 勿 

論自. S 黨の 事で、 望 梨 之 助 は 望 無し、 卽ち當 選 絶望と 言 ふ 事になる。 第三の 候補者 雪往 御隱， これ は 

雲往 きを 見る とい ふ 洒落で あらう。 これ は眞劍 一派の 候補者と なって 居る。 眞劍と は 神權の 意味で あ 

り、 保守 國粹の 一派で ある。 第 四 はせ 居 仁 太， これ は 暗 雪 伯爵の 甥で 大地 主で あり 大金 持で あると い 

ふ 外に は、 別に 政治 上の 主義と 言 ふ もの はない。 甘 居 仁 太 は 勿論 甘い 人物と 言 ふ 事で ある。 第五 は大 

根津 絞內、 これ は利權 派で ある。 これ も 政治 上の 主義と 言って は 別にない。 大根 津は 卽ち大 熱で あり 

絞內は 醒めない に 通す る。 第 六 は 今 出 羽遲勘 平、 これ は 何 派と 言 ふ 事 はない。 この 名 を ひき 直す と、 

今ではもう 遲 からう と 言 ふ 意味になる。 政黨 に對 し、 議員 候補者に 對 する 櫻痴の 鋭い 嘲弄の 意が、 此 

等の 名前に はっきり 出て ゐる。 
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そこで 先づ各 候補の 政昆、 主義. 選 擧逼動 をの ぞいて 見よう 0 

先づ 第一の 頓田山 W 郞、 これ は 改進 黨の 若手 才子で 且つ 博識 { 豕 であるが、 所謂 輸入 候 袖で ある。 公 

正なる 選 擧，. 非 腕力 主義、 言論 戰を 看板に して 居る。 親分の 阿 濃 園 伯の 持論た る 紙 « インフレ 政筑の 

實 現を當 てこんで ゐる 連中が 此を 後援す る、 頓 田の 後援者の 中に 地方^ 識^ 級が 多い が、 その 巾に 二 

三の 金融 资 本家が 肩 を 入れて ゐ るの も、 この インフレの 實 現を當 てこんでの Is:- である。 

第二の 望 君 は、 自由 黨 ばりの 悲憤慷慨 家で、 「我に 正義 あり」 の 一枚看板と、 非常 乎 段と 稱する 腕力 

を惯 用す る、 表面の 意 氣が盛 だが 内實は 極度に 運動費の 缺 亡に 惱 んでゐ る。 これに は 金 持 方面の 後拨 

は 全然ない。 

雲往御 朦 は 土地の 名望家、 和漢の 學に 秀で • 相當 S 富 も ある。 これ を f 薦す るの が K りら 十：： 風な 保守 

門閥 である。 なにしろ 大 變な舊 家で 平安朝 以来と 言 ふので あり、 その上 の や 分 某 は ^良^ 以來の 

門閥 〔\么 であり、 これ も 勿論 大金 持で ある。 阔擧 者、 漢擧 者、 愤侶ゃ神主がこれに味方して：：^る。 この 

一派の 主義 は 所謂 國粹 主義で 神州の 元氣- 尊皇 奉怫、 愛阔 敬神、 政府 は 天 與 なり、 ；？；； 威 は神椒 たり、 

虑士の 横議 は亂 階な り、 その 位に あら ざれば その 政は議 せす、 云々 とい ふの がキ； 張で ある。 先 づは政 

府黨の 志願 別働隊と 言 ふところで あらう。 

甘 居 仁 太 は 自ら 政黨の 外に 超然 獨立 するとい ふ觸 込みで、 治. iJ の 主義 も 只 八， 明 いふ どけで 


ある、 强 ひて 言へば 無能. なる 中立主義と いふと ころ だが、 在 朝の 暗雲 伯の 甥と いふ 點で * . 勿論 政府と 

連絡が ある。 その 邊 から 叉區 内の 金 持 紳士 達が 擧 つて 彼 を應援 する。 その 第一 の 11:^ 押 役た る 堕 辛 長者 

の 言に 曰く， 我々 の 代議士に は、 身代 も 碌にない くせに 議論ば かりして ゐる 新聞記者 や 法律，； } ^みた や 

うな 入物 を 出す に は 及ばぬ • 云々。 その 得意の 手段 は 金力の 利 M であるが、 勿論 時々 は 宫權の 力 も 加 

はるので ある。 

大根 津絞內 君 は、 政治 上. Q 主義 は 不明で あるが、 大體は 利權黨 で， 自分から 政椅 方と 相 通じて ゐ 

る。 選擧の 武器 は 金力 あるの み。 

今 出 羽 遲勘平 君 は 主義の 上で は頓田 一派の 改進 主義に 近い？ 

櫻痴 によると * この 選擧 IhM の 代議士 は 一名で あるのに 候補者 は 右に 擧げ たもの 六 名、 その外に 十二 

名 都合 十八 名 あると 言 ふ。 然し その 運動の 語られて ゐ るの は、. 以上の 六 名で ある。 この 六 人の 選擧運 

動の 內幕を 詳しく 物語る とな かく 面白い が、 こ、 では 極々 の 荒 筋 を 述べる 事に する。 頓田派 は 前に 

いふ 通り、 表面 は 言論 戰 であって なか， 立派で あるが • 裏面で は 多少の 買收を やる * これ は 他派へ 

の 對抗上 仕方がない ところで ある。 さう して 自由 黨の望 派に 演說の 妨害 をされ て、 大いに 閉口して ゐ 

る、 望 派 は 一方 頓田 派.^ 腕力で おどかして おいて、 その 一方 甘 居 派へ 言論 戰を 挑む. - ところがせ 居 派 

, に は 古 狸 の 策士が ついて ゐて， 表面 望 派に 1 歩讓 つた 如く 見せかけて、 望 派と 頓田派 を 大いに 爭 はせ 
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自派は 漁夫の利 をし めようと か.^ る。 甘 居 派と して は、 金力が あり 官權の 力が あり、 更に 巧妙な：^ 略 

が あるの だから、 少しも あはて ない、 手 ごはい ものに は、 郡長 あたりから 說 かせる。 慾の ある ものに 

は 金 を やる。 又 郡長で も金錢 でも 動かない もの は， 待合に つれ 込んで 軟 かくする。 實に 至れり？^ せり 

である。 

選擧が 近づく につれ て、 諸派の 競爭が 益々 甚だしくなる。 頓田派 は 今 出 羽 派 を I 只收 し、 候補を^^^ 

させる。 望 派 は雪往 派の 候補 辭退 廣告を 出す。 選擧ブ a 1 力 ー が 横行す る。 買牧が 益々 盛になる。 そ 

れ もこの 頃 は 未だ 初心な もので、 現金 買牧 とい ふ 事 は 流石に 出て ゐ ない。 投票 Isj- について 米 一 伎と 

言 ふの が 最高で あり、 御馳走 政策が 最も 多く， 鰹節の 切手、 菓子の 切手、 手拭 等が 川 ひられて おる。 

中で 望 派 はもう 金 も 策 もつ きたので、 暴力 脅迫の 一 手で ある。 かう いふ 競爭 をした^ 2^ 誰が 選す る 

かと 思 ふと、 甘 居 仁 太が 當選 する。 これ は 政治 上の 主義と か • 候補 1<; 自身の 學 問經感 とかい ふ ものよ 

り も、 金力、 官權の 力、 さう いふ ものが 如何に 有力に 働く かと 言 ふ 事 を. 明白に 示す もので あらう。 

只 買收の 如き も 公然と は 行 はれて 居らす、 金力 だけで は必 すし も 言論 戰- 勝てない とい ふ 15^ が 示され 

て 居る (言論 戰の頓 田が 次點 者で あるのに 注意せ よ)。 又 官權の 干涉を 監督す る H も ーだ嚴 であつ 

て、 さう 無闇に 干涉 する 事 を 許さない。 かう いふ 點が鬼 も 角 後々 の 選 擧とは 遠って ゐ ると いへやう。 

選擧の すんだ 後で、 當 選者が 選 擧に用 ひた 手段が、 正々 堂々 たる もので なく、 且っ甘：1^5^111身に  一 ！1 


の 政治に 參與 する 資格がない とい ふので、 他の 各派 候補者から 當選辭 退の 勸吿狀 をつ きつけられる ノ 

流石に 第一 回の 總選擧 だけに 候補者 も 選 擧民も 相 當元氣 が ある。 これに 對 して 甘 居 は， ゃ& 恐縮した 

態度で、 逆に 抗議 はせ す、 相手 を 避ける 風 を 見せて 居る。 だから 甘 居の 如き 手段で 當 選しても、 當選 

者 自身 も、 か \ る 手段 を 當然な 事と 威張る 程 無 良心ではなかった ので ある。 これが 後になる と 全く 違 

つてく る。  . 

二十 五 年の 作 (二十 七 年刊れ) の 『嘘八百』 は. この 年 S 總選 擧、 卽ち 時の 內務 大臣 品 川 癜ニ郞 の 干 

涉 事件で 有名な 1 1 十五 年 二月の 第 一 一回 總選 擧に關 する 暴露 的 諷刺 小說 である。 

この 小 說には 多少 背景 的說 明が いるか も 知れない。 議 會開會 以來、 民黨の 勢力が 可な り强 くて、 政 

府も 度々 手 こすった が、 然し 民黨 側の 運動に 統一が とれて 居ない ので， いざと 言 ふ 時には 政府 側に 負 

けた。 民黨 側で は、 これで はならぬ と 悟った もの か、 二十 四 年の 議會に 於て は、 改進 黨と自 .S 黨と聯 

合して、 共に 政府に 當る ことにな つた。 その 結果、 二十 四 年 十二月の 議會に 於いて 極力 政府 反 對の態 

度に 出で、 國防 問題、 鐵道 問題 • 地價 修正 問題. その他 色々 な 問題で 政府と 正面衝突 を來 して、 終に 

解散と なった" そこで 民黨の 態度に 怒った 政府 側 は、 政府の 味方た る 所謂 吏黨の 議員 を 積極的に 增さ 

うとして、 內務 大臣 品 川が 公然と 全阈 官吏に 對 して. あらゆる 手段に よっても 吏黨の 候補者 を 當選さ 

せる 樣 命令 を 下した。 同時に 民黨の 候補者に 對 して は 壓迫. 干涉、 離間、 中傷 等、 手段 を盡 して その 
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常 選 を妨齊 した。 その 爲 めに、 二十 五 年 二月の 總選擧 に は 各地に 騒擾が 續發 し、 所に よって は 流血 亂 

鬪の慘 劇 を 演じ、 軍隊 憲兵が 出動したり した。 これ は 品 川の 選 擧干涉 件と いって、 明、 ^史 卜： せ 

名な 不祥 件と なって 居る。  . 

こ の 時 は 政府で 何でも 多數さ へ とれば よいと い ふ 態度 であった ので、 吏 黨の候 拙^ は 隨 分 酷 い 乎 段 

に 訴人た。 民黨 でも、 相手の 態度に つられて、 同様な 手段に 訴 へた 所も少 くなかった。 選舉の 武器 は 

第一 が 金， 第二が 御 馳定- 第三が 威力、 それから 泣 落し、 拜み 倒し、 脅迫 暴行、 その 醜 汚、 一 ii に 絶 

した ものであった。 民黨の 名士の 中には これに 屈せす、 言論で 對抗 し、 見|?^常選した^<;も少くなかっ 

たの は、 流石で ある。 この 小說は 暴露 的な 一面に 力 を 注い. で 居る ので、 さう いふお 凝の 立派な か乂の 

. 方に は 觸れて 居ない。 主として 扱って 居る の は、 吏黨の候補者とロ和兑候柳^^；の内幕でぁる。 

^^^黨候補の代表的人物は、 里 軒 大人で ある。 里 軒の 利權に 通じる 事 は 言 ふ 迄 もない， - ごの 派 は 收 

御馳走 * 叩頭 政略、 その他 如何なる 見に くい 眞似 をしても 當 選しょう とする。 政府の 味方と 霄 ふので 

あるから、 明白な 主義が あるかと 思 ふと、 それが さう でもない。 別に 確 呼た る 主義.：； ル兑 があって W 

.. を 助ける とい ふので はなく， 有權 者の いふ 事なら ば 何でもす る、 地惯 修正 をし ろと 言 ふなら する、 き 

. 租を 減じろ とい ふなら ば それ もす る、 .鐵 道 を 買 上げろ と 言 ふなら それ もす る、 風紀 振 肃<1 がいかんと 

いふなら それ を やめ もす る、 待合の 取締が 八 釜し 過ぎて 困る とい ふなら 宽大 にもしょう、 1^ 博 • チイ 


ハ ー の 規則 を ゆるめろ とい ふなら ゆるめ もす る。 御無理御尤も- 御 註文 ハイ ハイ。 何でもかんでも 當 

題 さしても らふ， それが 里 軒 氏の やり方で ある。 主義がない の だから、 政府 方と しても 心細い 譯 であ 

る。 然し 里 軒 氏に 言 はせ ると、 この 主義 を 出さない ところが 政治家の 政治家た る 所以 ださう である。 

里 軒 氏の 味方に は、 土地の 金 持、 實業家 等々 が 多い。 それ は、 此の頃に なって 議會が 益々 金 持 連の 思 

ふ 様に は 動か なくなって 來 たので、 「政治 は 政治家」 「實業 は實業 家」 とい ふ 從來の 考へを 捨て 政 

治 も 自分 達の 手で 自由にし なくて は、 自分 達の 利益 を 保護す る 上に 甚だ 不都合 だと、 悟った からで あ 

る。 さう いふ 金 持 連の 多く は 金の 力と いふ 事し か 知らないので、 何でも 金で かた 付けよう とか \ る。 

この 實業 家の 力が 議會を 支配す る やうに なった 事が、 議會墮 落の 大きな 原因の 一 つに なって ゐる。 こ 

れ^ 明治 憲政 史上の 明白なる 事實 である。 つまり 政治に は單 に經濟 的な 力 だけで なしに、 多分の 倫 現 

性道德 性がなければ ならぬ のに、 此等金 持 連の 政治的 進出に よって、 大切な 倫理 性. 道德 性が 無視 さ 

れて、 議會 政治が 全くの 經濟 政治と なって 來た" その 邊の 消息が この 『噓八 百』 とい ふ小說 にあく 迄 

も 描き出されて 居る。  —— ■ .  • - 

勿論、 余 連が 選 擧を墮 落させた と 言っても， それ は 人の 問題で あるから、 誰もが さう だとい ふの 

ではない。 中には、 變節 候補 襟元 搗內が 御用商人の 句 ひ を かがして 味方に しょうと しても 動かない 執 

中 某の 如き は、 同じ 實業 家で もなかな か 立派な 人物で ある。  . ， 
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ゑん さ.？' ほ い ざ、 フ 

同じ 吏 黨の遠 坂 布 衣藏、 これ は 叉 一段と 醜陋な 男で 昔な じみの 待合 女將に 智惹を 借り、 實業 {豕 の； n| 

頭 1^ 辛 長者に 取 入って 當選 さして 貰 はう とする。 それに 鹽 辛の 愛妓を 利用して 鹽辛を 動かさう とい ふ 

ので ある。 愛妓の 運動 效を 奏し、 事が 半分 成就し かける。 ところが 違 坂が ゥッ カリ 色氣を 出して その 

愛 妓と關 係 をした ので、 壟 辛の 怒りに 逢 ひ、 大 失敗 をす る。 鹽辛は その 爲 めに 政治：： 猿と いふ ものが あ 

てに ならぬ とい ふ 事 を、 益々 信す る樣 になる。 

勿論 吏黨 だけにい か^はしい 候補者が あるので はない、 民黨 にも 隨分出 鰻 目な ごまかし 候 袖が なく 

とんだり 

はない。 櫻痴 はさう いふ 候補 を、 富 足 跳太郞 L '代表 させて ゐる。 彼 は民黨 でありながら： sip^ の、： 十； 載、 王 

張 はかく 別 何とも 思って 居ない。 彼が 吏黨 に反對 する の は、 吏黨に は霄業 家が 多くな つたので、 ：！： 時 

迄 も 吏黨に 天下 を 取らせて おく」 利ハ俭 をす つかり 吸 ひ 取られる 怖が あるから である。 それ だから 彼の 

、王 張に よれば、 何でもかんでも 早く 吏黨を 打破り、 政府 を 倒して * 民黨の 天下に し、 さう して W 心ふ存 

分 儲けろ とい ふ 事で ある。 民黨の 有權者 は民黨 だけあって * 富 足 を 大いに 叱りつ け、 引き 下らせて し 

まふ 0 

吏黨 側に は 金 持 連が 多い から 選擧 費に は先づ 事を缺 かないと して、 民黨側 は選擧 費の 調 f_ はに 種々 苦 

心 をす る。 その 內幕を 楔痴は 面白く 穿って 見せて ゐる。 同じ 民黨 でも、 改進 黨 では 幾分 か樂 に選舉 * 

の 工夫 をつ ける が、 自由 黨に 至って は 一番 甚だしい。 尤も 改進 黨の 工夫と いっても：： 利^から 惜 りる 


か 又は 自 派の 信者た る 金 持 連に 獻 金させる かの 二つで ある。 然し いづれ にしても 充分に はレ くわけお 

ない。 その S に肯 論の 力 I 計に t 出す とい ふこと になる.^ 自由 黨に 至って は獻 I どと いふ 事 

は 全く 考 へられぬ ので、 借りる 一方で あるが、 これ とても 內閣を 取った 後での 利 權か何 か を抵當 にし 

ての 事で ある。 その 足りない ところ は、 言論と 腕力と で、 殊に 腕力で 補？ i 

豪と i とが 死物 狂 ひに 爭 ふの は 勿論で あるが、 民黨 自身 も I、 自由の 兩黨の 間に 於いて 可な 

り 激しい 競 爭を演 する。 この 例が 改進 黨の 候補者 河 合 惣太、 自由 黨の 候補者 燒野洋 八なる 民黨 同志の 

同志 打に よって 示されて 居る。 

選擧 妨害の 事 も 多く 語られて 居る" 吏黨の 妨害 策の 第一 は買收 である。 それ も 今度 は 鰹節 切手 ゃ菓 

子 折 等の 生やさし い 手段で はない、 「買收 は 現金に 限る」 と、 現金 を 振 廻して 居る のが 甚だ 目立つ。 買 

收策も * 惡ぃ 意味で 可な り 進歩して 来たと 言 ひ 得る。 それから 有效 なの は 交通 機關、 人力車. カゴ、 

宿屋 等の 借 切で ある。 それから 新聞 利用、 利權| 手形、 郝便 による 離間、 脅迫、 演 Is 等 種々 

ある。 然し その 多く は 今日で もよ く 用 ひられて 居る 事で あるら しいから、 細かい 事 は 述べな レ 

最後に、 これ は 果して 事實 であるか、 それとも 櫻痴の 想像 的 警告になる もので あるか、 それ は 分ら 

ない が 選擧墮 落の 甚だしい ものが 二つ 議 、、へられて 居る。 その 一 つ は、 改進 黨の 候補者の 參 謀と 自由 

黨 候補者の 參謀 とが、 相談の 結 栗， 表面 は自 派の 候補者の 爲に 運動 をして ゐる 如く 見せかけながら、 
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竄際は 二人とも 三黨の 候補者の 爲 めに 運動し、 大 儲け をす る。 これ は 實に選 舉墮， 洛の極 な ものと 

いってよ い。 今一つ は、 一寸 聞けば、 一條の 笑話と しか 考 へられぬ ものであるが-もし これが：^. びで 

あつたと せば、 これ また、 選擧墮 落の 極端な ものと して 慨歎すべき であらう。 つまり 或る 村で 村.^: を 

II き、 公然と 投票 賣 込の 決議 をす る。 それ は 村の 有權 者の 投票 を 全部 村お に 寄附させる。 さう して そ 

の 投票 を 一 まとめに して、 賫込ブ 口，' 力 I- の 手 を 用 ひて、 なるべく 高價で 希^者に：： Ji:.- す、 さう して 

その 金 を 村の 共有 基金に すると 言 ふので ある。 まさか この 最後の 事 は事實 である まいと mb. -、 おそら 

く イタ ヅラ 者の 樓痴が こんな 事 も あったら 可笑しから うとい ふので 考へ 出した もので あらう， いづ 比 

にしても、 選擧の 裏の 嘘八百な 事 をほぢ くり 出 たと 言 ふので、 かう いふ 题を 付けた もの e ある。 

此の 二十 五 年 一 1 月の 第二 回 總選擧 は、 終に 吏黨 及び 政府の 敗北に 終った 事 をつ け 加へ て！^ く 0 

四 坪內 逍遙の 『小 吳魏蜀 誌』、 末廣鐵 腸の 小說 

t ず ごとさん ごくし 

『小 吳魏蜀 誌』 坪內 逍遙の 作。 

この 小說 も、 二十 三年の 總選 擧に關 する ものであるが、 選舉は 七月で ありこの 作 は 六：：！： のおで ある 

から" 嚴 重に 言へば 豫 想小說 である。 然し 總選擧 進行 中の 新聞 雜報を 種. 1. にして fli: いた もので あるか 


ら、 殆ど 現實の 總選擧 について 構想した ものと いっても よい。 

場所 は 何 所と もい つてない が、 先づ 東京の 近所と 見て よい。 栗 橋 町と 言 ふの が 選 擧區の 中心で ある 

が、 れが實 際の 栗 橋 町 を 指した もので は あるまい。 この 町 を 中心に 四 郡に わたる 選擧 151! で 三つの 黨 

派が マー に當 選を爭 ふ。 それで かう いふ 題名 をつ けたので ある。 その 三人の 候補者と 言 ふの は、 第一 に 

法學 士猿投 某、 これ は 輸入 候補で ある。 第二 は 同じ 土地の 兒島 某、 第三 は大歲 某で ある。 猿投を 助け 

るの は 土地の 靑年 有力者 角 組 亜 四郞、 兒島派 を 助ける の は 俵 子 某で ある。 猿 投派は 言論 戰を 第一 とし 

代議士 選擧は 一 自治 體の 問題で はない から 宜しく 國家 第. 一 主義 をと り、 全國 的に 信用の ある 人間 を 選 

ばなければ ならぬ と 主張して、 他の 1 1 人の 候補が 選 擧の競 爭に乘 り 出す 資格がない と 言 はんば かりで 

ある。 角 組 はこれ を 助ける に、 多少の 腕力 を 持って する。 大歳 派も壯 士を賴 みこんで、 金と 腕力で 當 

選しょう とか M る. - 兒島派 は意氣 上らす、 專 ら賈牧 で對抗 する。 その 買牧が 下手な ので、 角 組に 尻尾 

を摑 まれ、 大 騒動と なる。 角 組の 叔父 網 懸友高 も 猿投の 有力な 後援者で ある。 大歳派 は 普通の 乎 段で 

は猿投 派に 勝てない ので、 叔父と 甥の， 間 を 割かう とか \ る。 丁度 選擧 運動の 方法に 關 して、 老巧な 友 

高と 血氣の 亞四郞 との 間に 意見の 相違 を來 たした の を 喚ぎ つけ (友 高 は 腕力 主義 を 排斥し、 Isj^ 郞は 

腕力 主義で 押し切らう とする)， 亞四郞 の 所へ 人 を やって、 友 高が 猿 投に娘 を やる 約束 をした とか、 猿 

投が亞 四 郞の惡 口 を 言った とか、 いろいろな 事 をい ひ 立て、 isj 四郞を 焚きつ ける。 友 高の 娘 は 亞四郎 
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の 最愛の 戀人 である。 亜四郞 はこれ を 聞いて 大いに 怒り、 友 高の 家へ 暴れ込む が 友 高に おさ へられて 

しま ふ。 選擧 運動 は兒島 派が 兒込 無しと 見て、 候補 を辭 退し、 猿投派を助ける^s^fになったので、 猿投 

の當選 • 大 歳の 敗北 は確實 となる. - それで 友 高の 家で 祝賀 會を 開く この 會の疑 中に 狂亂 した： 亞 叫 郞が 

乘り 込み、 友 高 を 傷つけ る。 友 高 は そこで、 自分の妾ぉりっと大歲の^^計を語り、 娘 は 元々！ 0=;^: 郞に 

やる 積り だと 言 ふ 本心 を 明に す。 その上 亞四郞 に 向って， 國 家の 爲め 立派な 代議士 を 選んで くれと^ 

言す る。 この 騷 ぎに 亞四郞 は正氣 にかへ る、 さう して 自首しょう とする が， 友 高の 傷が 致命的で ない 

事が 分り、 結局 めでたし めでたし となる。 

この 小說は 春の 屋 主人の 筆になる だけに 大分 小說 的に 軟 かく 出 來てゐ るが、 然し政：！^小？^^としては 

どう 見ても 消極的で あり. 作者の 政治的 主眼 は 明確に は 知り 難い。 大體 として は 地方 感情に とら はれ 

す、 全國 的に 信用 ある 人 を 第一 とし、 擧識 才智 ある 人 を選擧 し、 無 學者名 #娥 鬼 は選舉 せしめぬ やう 

にせよ、 代議士 は 國家第 一 主義 を とるべし と 言 ふので ある。 この 主義が 勝って、 猿 s: 郞 方の tr 抆^ 士 

の 勝利と なると 言 ふ 事が、 作者の 理想で あらう。 卽ち 一一 一一！： 葉を換 へて 言へば、 ィ. ン テリ ゲン チヤ を以っ 

て 代議士 候補者の 第一と し、 金 持 連中 等に は あまり 出しゃばって 貰 ひたくない. V 一一 一；：： ふので ある。 その 

他 選 擧の爲 めに は、 御馳走 政略 を排 し、 買收、 暴力、 脅迫、 鬪爭を 不可と し、 專ら1百論を^£.-んじ. 正 

道に よる 事 を 主張して ゐる ものと 見て よい。 


最後に 末廣鐵 腸の 政治 小說 一 1 1 について 簡單に 語らう" 

鐵 腸の 小 說は、 いづれ も 政治 小說 とみて 可い ものば かりで あるから、 その 中で 選 擧に觸 れてゐ る も 

の は澤山 あるが、 特に 選擧を 主題に して ゐ るの は 『國會 開設の 前後』 である。 これ はもとの 題 を 『二 

十三 年 六月 後の 日本』 と 題した もので、 この 題に よっても 內容が 第一 回の 總選 擧に關 する ものた る 事 

は 明かに 知られ やう。 その 內容 は、 一 一十三 年 七月の 議員 選擧 前後から 十 一 月の 國會 開設に 至る 迄の 政 

治 世界の 裏面 表面 を 諷刺 的 スケッチ 風に 一 場 一 場づ. - 描き 鑌 けた ものである。 それ だから 一 貫した 構 

想 も 人物 も あるので はない。 それから 選 擧の時 迄 は 種チは あるが、 選擧の 後の 世界 は 想像で ある。 

場所 は 何處か 地方の 小都會 である、 何處 だか 分らない が、 先づ 作者の 田舍 での 出來 事と 假定 して 讀 

ん でもよ からう， - 內容は 以上 諸家の 小說 とさう ひどく 違った もので はない。 候補者の 大盤振舞， 選擧 

プ a  I 力 ー としての 村長、 候補者と 高利 貸の 掛引、 應援 辯士の 失敗 * 代言人の 新手 買牧策 (事件 無代 

引受). 候補 資格 欲し さの 俄か 養子、 運動員の 候補者 脅迫、 表面 運動員の 裏面 自薦 者、 宗敎 利用， 落選 

金 持 候補の 腹い せ (借金の 催促)、 同志 を賣る 候補者， 貴族院 議員に なって 華族 氣 取りの 田舍 大盡， 演 

說會 妨害と 投票箱 奪 ひとり、 新 議員の 滑稽 生活、 以上 は先づ 種子の ある 方で ある。 これ 以下が 種子の 

ない 方になる。 選擧 祝賀 會と 買收 議員の 拘引、 落選 候補者の 支拂 ひの 苦み、 新 議員の 俄勉強と 無學、 

運動員の 後ね だり、 選擧 あてこみの 俄 新聞、 新 議員の 紳士 生活、 大臣の 夜會、 大臣 達のお 世 辭>  無 所 
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屬 議員の 相談、 保護金 會 社の 議員 買收、 新 議員の 色 分、 案外に 多い 意外の 當 選者、 新たに il 設 された 

國會 議場の 光景、 等々" この 議場の 光景の 方は鐵 腹の 有名な 小說 『二十 三年 未來 記』 に 出て ゐる もの 

と大體 同じで ある。 然し 今 は そこ 迄 紹介し なく ともよから うから、 やめて S かう。 『阈會 開設の 前後』 

とい ふ小說 は、 先づ かう いふ 內容を 持った ものである。 前の 樓痴ゃ の 屋の場 八：： と逮 ひ、 鐡 腸-: u 身 政 

治 家で あり、 新議 -In!! の 一人で ある 以上 は、 まさか 選擧 騒ぎ を 種子に 單 なる 暴露 小說を 書いた と は 思 は 

れ ない。 これ は 多分に 警吿 的な もの を 含んで ゐ たと 思 はれる。 つまり 旣往の 失態 は 二度と 繰り返さぬ 

やう 又將 來に對 して はか- * る 事實の 無き やうと， いふ 注意から 書いた もので あらう > 

元來鐵 腸の 主張から すれば、 議員の 第一 の 資格 は舉問 經驗の ある 人でなくて はならない、 卽ち イン 

テリ ゲ ン チヤ 中の ィ ン テリ ゲ ン チヤでなくて はならない。 然るに 實 際の 議： W は 只 金 持 ふ 前 吏の 人が 

多かった ゥ 然も これ 等の 金 持 や 前官 吏 は 國政國 策に ついて 格刖に 理想が あるので はない、 或る人 は 地 

方 人に 威張れる 名譽 ある 地位 だからと いふので、 又 或る 者 は 立身出世の 手^だ からと いふので、 又 或 

る 者 は 割の よい 商賣 だからと いふので、 議員になる 事 を 望んだ と、 鐵臈 がい ふので ある。 此處に イン 

テリ ゲ ン チヤ 政治家と しての 鐵 腸の 憤りが 見えて ゐる。  - 

一一 目 ひ 忘れた が、 鐵腸 はこの 小說の 中で 女權の 事を說 き、 女子と 選 擧權の 問题が CI. 晚 解：^ されな け.. 

ばなら ない とい ふこと を豫 一一 一一 n して ゐる。 


二十 六 年に 鐵腸は 『明治 四十 年の 日本』 とい ふ 政治 小說を 書いた が、 この 中で も 彼 は 選擧の 問題に 

觸れて 居る。 この 時は鐵 腸が 選擧に 落選した 時であった ので、 多少 選擧區 民への 憤慨の 氣 持が 出て ゐ 

る。 長い間 外國に 居た 主人公 玉 野 成 章が 日本へ 歸 つて 来て、 當 時の 日本の 現 狀に對 して 憂慮に 絕 えす 

先 づ議會 政治の 革新 を 志し、 代議士に 出ようと する。 ところが 當 時の 選 擧 151: 民が 全く 墮落 しきって 居 

て、 只 金錢で 投票 を賣 買す. る 事 を 知る のみで 眼中 個人的 利益 あるの 外 • 國家も 國民全 體の事 も 何も 考 

へない 有様で あるから、 玉 野 は 呆れて 選擧 運動 を やめて 仕舞 ふ。 かう いふ 一節が. あるので ある。 これ 

で 見ても、 選擧界 * 選擧區 民の 墮 落とい ふこと が 年.々 甚だしく なりつ、 あつたと いふ 事が 想像され る 

ので ある。 

餘談 めくが • 鐵 腸が 二十 八 年に 書いた 政治 小說に 『戰 後の 日本』 とい ふの が ある" これ は 別に 特に 

選擧を 何う とか かう とか い つた 話で はない が、 今 曰 政黨と 軍部が 仲が 惡 いと か 何と か い ふ 風に 新聞 雜 

誌な どに は 出て ゐる。 さう いふ 签 氣と對 照して 讀 むと、 一寸 面白い 小說 である。 つま.^ 政黨者 流が、 

戰 後の 太平に 慣れ、 利權 漁り や 勢力 爭 ひに 浮 身 を やつす だけで， 全然 報國の 誠意と いふ もの もな く， 

國家將 來の爲 に備へ ， 大計 も 忘れ 栗て ゐる。 それ を 有志の 靑年 軍人と、 民間 壯士が 奮起して 國論を 呼 

び醒 し， 政 黨內閣 を 排斥して、 軍人 內閣 をつ くり、 日本 國家 をして 南北に 大發展 を 遂げし める とい ふ 

、王 皆の もので、 所謂 非常時の 签氣を 反映した 點が、 . 今日で も 一 應讀 める ものにして ゐる。 
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鐵 腸の 政治 小說 は、 丁度 樱痴と は反對 に， 眞 正面から 本氣で 政治改革、 國權蟥 張 をめ ざした ものが 

多い、 そこ は 全くい.. r コ ン トラスト をつ くって ゐる。 小說 家と しての 老練 は、 樓痴に は 及ばぬ かも 知 

れ ぬが、 自由 黨以來 の 理想主義 的憂國 家に 特有な 熱 を 示して ゐる點 で、 これ 义 政治 小 說界の 積極的 方 

面 を 代表す る ものと なって ゐる。 

私 はこ、 で 筆を撊 くが、 以上 だけで も、 政治 小說に 映った 選擧 問題の 如何なる もの かとい ふこと が 

大體想 察される と 思 ふ。 その 墮 落が 何う いふと ころから 來 たと 當 時の 人々 が 解した か、 當 時の 人々 の 

觀 察が 必ら. f しも 悉く 當 つて ゐ ると はい へぬ にしても、 以上に よって その 片影 は搠み はしない か、 

乃至 これ を摑 む參考 となり はしない か。 選 擧の墮 落 は 古い、 選擧 あって 以來墮 落が 伴な つて ゐる とも 

いへ る。 さう いふ ことが、 此 等の 小說を 通しても 感じられる， 但し 然 らば 如何にし てこれ を肅； 止す ベ 

きか、 それ を 論す る こと は 私の 任で はない し， 又遣憾 だが 政治 小說に は、 そこまで 書かれて ゐる もの 

がない ので ある o( 昭和 十 年. 九月、 帝 國敎育 六 八 〇 號) 
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先づ 最初に 政治 小說 について 申 上げます o 

普通 政治 小說と 申します と、 唯一 口に 何も彼も 一緒くたに 言 ひなされ て 居った のであります が、 我 

我が 多少 調べました 結果、 それ はさう ではなし に、 その 背後に 出て 來 ます 藤 史的 事 賢と 一緒に， 僅か 

十 年く らゐの 間の ことであります が、 或 程度 迄歷 史的に 發 達して 來て 居る とい ふこと が 解って 來 たの 

であります。 

. それで 明治 初期 頃の 政治 上の 動きに 就て は、 無論 御 承知の こと &思 ひます けれども、 一口に 自由 民 

權 運動と 云 ひましても、 最初の 漠然とした 民權 運動から 一番 最初に 起って 來 たのが 國會 願望 (明治 十 

三年) とい ふ 運動でありまして、 平たく 申せば 早く 議會を 開いて 吳れ とい ふので あります が、 その 次 

の 運動 段階と しまして は政黨 による 政治 運動で ございます" この 政黨 による 政治 運動の 方で は、 一番 

初めに 出て 来ました のが 板 垣さん の 自由 黨 (明治 十四 年)、 その 次が 大隈 さんの 改進 黨 (明治 十五 年) 
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であり ますが、 それが 十七 八 年頃： 吶方 とも 色々 な 事情で 一 度衰 へます。 それから 又 十九 ハ から 政黨 

の 勢が 盛になります が、 それ は 詰り 所謂 大同 團 結と す 運動が 出て 參っ たからであります。 さう して 

この 大同 運動から 間もなく 二十 三年 國會 開設と なる わけであります。 然るに 政治 小說 は、 それと r 庞 

相 並んで、 寧ろ これ を 背景と して 發 達して 來て 居る のであります。 そこで 先づ 今日の 研究で 巾し ます 

と、 政治 小說の 一 番 最初に 出ました の は、 明治 十三 年 六月に 戶田欽 堂と 申す 人が 「情：^ 波 ii」 と 巾す 

小說を 書いて 居ります。 情 海 は 政 海に かこつけ たもので、 それが只今の處では小説らしぃ政：^^^小，：^^の 

最初と いふ ことが ー應 決められて ゐる譯 でございます。 丁度 その 小說が 出ました 時 は、 今 巾し ました 

闽會 願望の 運動が 一番 盛に なりました 時で、 これが この 小說に 反映し まして、 政".^ と 人：^ が つて、 

八 民が 勝って、 國會 が出來 ると いふ こと を 入 情 本式の 調子で 書いて あります が、 それ を：；^ 初に 致し ま 

して、 それから 十四、 五 年の 自由 黨の 時代になります とい ふと、 自由黨の若ぃ^|5:年^_让が频りに政ュ山小 

說と いふ もの を 書き出しました。 これ は 主として 自由 黨の 政治 思想 を宣傳 する 爲め 辔 かれた もので ご 

ざいます。 それ を 書きました 作者 は 櫻 田 百 衞と宫 崎 夢 柳. これ 等 は 文學史 等に も 出て 居ります が、 さ 

うい ふ 人達と それから 坂 崎 紫 潤、 これ は 今の 文理 科大學 教授の 坂 崎 侃さん のお 父さんで ございます。 

さ、 つい ふ 人達が 出まして 自由 黨の 思想 を宣傳 する 政治 小說を 書きました j それが 今 巾す 如く r 度 明：^^ 

十四 五 年から 十六 七 年頃に かけての ことで ございます， - こ の 時代が 自. S 黨の 全盛時代であります が、 


十七 年に 自.5 黨 が解黨 しまして， その 前後 殘 つたの は * 改進 黨だ とい ふ 形に なりました。 一般的に は 

政黨は 非常に 衰 へたので あります が、 それと 反對に 政治 小 說の方 は 非常に 盛んになって 參 ります。 そ 

れは 政府の 方で 政黨に 色々 壓迫を 加 へ 、 言論の 自由が 得られなかった とい ふ 事情が 影響して 居る ので 

あります が、 兎に角 政治 小說の 方が 政 黨の衰 へたのと 反對に 逆に 盛んになって 參 りました。 そして 矢 

野 龍溪の 「經國 美談」、 あれ を 最初と して、 今の 尾 崎 行 雄の 「新 日本」、 それから 亡くなりました 藤田嗚 

鶴の 「濟民 偉業 錄」 とか、 ぁ& いふ 偉い 政治家が 政治 小說を 書きました。 殊に 大隈 さんの 懐刀と 言 は 

れた小 野 梓 先生まで 政治 小說 「愛々 草紙」 を 書かれる とい ふやうな 勢 ひで、 政治 小說 とい ふ ものが 非 

常に 盛んになって 來た。 そして それが 丁度 全盛に なりました のが、 柴 s: 朗の 「佳人 之 奇遇， r あの 有名 

な 末廣鐵 腸の 「雪中 梅」 とか 「花 間鶯」 とかい ふ もの. - 出ました 時代に 當 ります。 これ 等の 小 說は皆 

樣の 中に も 御愛讀 になった 御 方が あらう と 思 ひます が、 さう いふ 有名な 人達の 政治 小 說が績 々現 はれ 

て 世 問の 大喝 采 博して 來 ました。 これが マァ 政治 小說の 全盛時代と 云 はれて 居る 頃であります。 そ 

して 了 度 その 頃が さっき 申しました 所謂 大同 圑 結の 運動が 起り ました 時で ございま すから、 末 廣の政 

治 思想 は 大同 團 結の 方の 政治 思想 を 反映して 居る 譯 であります。 

さう いふ 具合で 二十 三年の 國會 開設まで 來 るので あります が、 この 國龠 開設 を 境と 致しまして、 政 

治 小說の 風潮が 更に ガラリ と ー應變 つて 參 りまして、 こ- -ま では 政黨 の宣傳 であると か、 或は 理想の 
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國會を 描いて 見る とか、 鬼に 角 理想の 國會を 描いて 人民 或は 大衆に 見せる とい ふこと が 政治 小 說の主 

なる 目的であった のです が、 議會 が開會 されてから は、 別の 風潮の 政治 小說が 出て 來た譯 で ございま 

す。 それ は、 二十 三年に 出來 た議會 はどう かと. S. します と、 どうも 今迄 自分 達の 理想に 描いて！ IJ^ た議 

畲とは 可成り 遠い ものが 出來 たと 思 はれる。 それで 議會 そのものに 對 する 色々 な 失望、 或 ひ は 今 n の 

言葉で 云へば 幻滅、 つまり 暴露 文擧 とで もい ふやうな ものが 出て 參 ります。 これらの 風潮の 巾で  一^ 

有名な 作者 は 福 地 櫻痴で ございませう。 福 地 は 最初 は 御用 記者と： S はれる 位、 政府の 肩を持って 色々 

やって 居った のであります が、 なかなか 妙な 立場であった らしく、 例へば 長 州 側の^ 膝 公、 井上 公の 

受け はよ かった にも 拘ら す、 薩摩 側の 人達から は 非常に 嫌 はれた。 マァ 色々 な關 係が あつたので せう 

が、 それで 段々 政治 上に 於け る 福 地の 勢力と いふ ものが なくなって 來た。 遂に 政府から；：： 几 てられる 

やうな 悲慘な ことにな りました。 この間の 福 地の 境遇が、 彼の 政治 小説の 上に 出まして、 詰り 議，^ t 孜 

治、 延いては 一般の 政治に 對 する 失望、 幻滅と いふ やうな もの を 描いて 示しました 譯 であります。 

それからもう 一 つ 新しい 風潮が 強く 出て 參り ますが， これ は 曰 本の 自. E 民權遝 動の 非^な：：：^ ハ ぬで ご 

ざいます が、 西洋で は民權 とい ふ もの は 國權と 衝突して 居る 場合が 多い のであります。 ところが 我が 

國 では 初めから 民權 と闺權 とが 非常に ビッ タリ くっ付いて 居る。 詰り 國權 の爲 のお 複*  EE 時に：^ 横の 

爲 の阈權 とい ふやう に、 終始 兩 者が 密接に 連絡して 同じ やうに 發 達して 來て aig るので あります。 それ 


で 明治 二十 三年 後になります とい ふと、 この 民權の 方が 國會 開設で ー應 成功した， といへば 可笑しい 

のです が、 マァ 成功した やうな 形になります。 そこで 今度 は その 民權の 成功の 上に 立つ 阈權仲 張小說 

とで もい ふやうな ものが 出て 參 ります。 それで 議會 開設 を 中心に 致しまして、 一方 は 暴露 文學、 一方 

は 議會を 承認した 上での 國權 小說、 かう 云 ふ 二つの 風潮が 新しい 政治 小說の 風潮と して 現 はれて 来る 

. のであります。 この 國權 小說の 方の 代表者 は 末廣鐵 腸でありまして、 「南洋の 大波 瀾 とか 「明治 11 十 

年の 日本」 とか、 「戰後 (日 淸) の 日本」 とかい ふ もの は、 皆 日本が 如何にして 外に 膨脹すべき か、 北 

に 行くべき か、 南に 行くべき か， 丁度 その 當 時の 政界の 問題 を その 儘 小說に 反映して 居る やうに 思 は 

れ ます 

今迄の 研究で は * 政治 小說は そこで 切れた ことになります が、 實は 切れて 居りません ので • すっと 

後の 社會 主義 小說 とい ふ ものまで 績 いて 来る のであります。 然し 普通 は マ ァ 大抵 そこで 政治 小 說は切 

れ たこと にす る。 詰り 日 淸戰爭 前後で 普通の 意味の 政治 小 說は打 切って あります から、 私の 政治 小說 

の 發達も そこで ー應打 切って 置きたい と 思 ひます。  . 
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次に この 政治 小 說の發 達が 明治の 新しい 文學 運動と どうい ふ 風に 關 係して 居る かとい ふこと を、 王と 

して 申 上げたい と 存じます。 今迄 申 上げた の は 政治 小 說の發 達の 極大 略で ございます。 先づ それの 絡 

口と いたしまして 明治の 文舉 改良 蓮 動の 歷史を 少し 申 上げて 見たい と 思 ひます。 文舉 改良 運動と 巾し 

ますの は、 普通に かう 申して 居ります が、 これ は 文 寧史 又は 研究家の 一定した 公の 名稱 ではない ので 

あります。 只 我々 の 研究の 便宜上 さう いふ ものが あつたと する。 又實 際さう いふ ものが 现象 として あ 

つたので あります が、 文學 改良 蓮 動と いふと 一種の 蓮 動の やうに 考 へられて 居ります けれど、 パ W ほ-.^ 

確に 申します と、 これ は 寧ろ 文舉 改良 意識の 流れと もい ふべき もので ございます。 詰り 一般に n 本の 

文學を どう 改良して 行く かとい ふ 日本人の 意識の 流れであります" それ を 我々 は 文 改良；. 動と 研究 

の 便宜上 申して 居る のであります。 . 

明治の 初期の 文 學の觀 念が 功利的 だ、 功利主義 だとい ふこと はよ く 言 はれる ことでありまして、 成 

程 一 應は 功利的、 功利主義と いふ ことに 違 ひ はない ので ございませう。 併し マァ ー應 それ は 4= (儿 する 

として、 唯 それ を その 儘 漠然と 功利的 だと か 何とか 言って 居った だけで は、 何も彼も 同じに ゴ チヤ ゴ 

チヤに なって しま ふ 惧れが ある、 同じ 功利的と いふ 中に もう 少し 分析 を 加へ て、 どうい ふ譯で 功利的 

かとい ふこと を考へ て 見ません と、 矢張り 文舉 思想の 方の 歷史が 非常に 書き 難くな り はしない かと 忍 

ひます。 さう いふ 毘 方から、 私共 は それに 多少の 分析 を 加へ て 見た のであります が、 先づ 明： _屮 初期の 


文 學觀と 申します と、 先づ 一番 有名な の は福澤 さんの 文 學觀で ございませう" これ は 勿論 どなた も 御 

承知の 通りで、 例へば 「學 問の す &め」 とか、 慶應義塾の 文 學會雜 誌に 載りました 演說 とか、 その他 

雜誌 等に 依って 福澤 さんの 文 擧觀は 窺 はれます が、 どうも 文學 とい ふ もの は 何の 役に も 立たない， 詩 

を 作る より は 田 を 作れ、 風流の 學問は 駄目 だとい ふこと を、 到る 所で 福澤 先生が おっしゃって 居り ま 

す。 これ を 一纏めに 功利主義の 文 學と言 つて 居ります が" 成る 程 文學は 役に立た ないから、 利益が な 

いから 駄目 だとい ふの は • これ は 健かに 功利的であります。 然し これ はよ く考へ て： nj- ますと いふと， 

こ の文擧 とい ふの は 一 般の 文舉を 目標と して 居る ので はない ので、 福澤 先生の 例へば 「學 問の す、 め」 

だと か、 今 申 上げた やうな 慶應 文學會 員に 對 する 演說 とかい ふ もの は、 その 時代の 文，.、 所謂 「戯作」 

とか、 詩文と か、 さう いふ やうな もの を 目標と して 文學は 役に立たぬ とおつ しゃって 居る に 違 ひない 

と 思 ひます。 一般の 文學が 全部 役に立たぬ とい ふので はなく、 その 當時當 面の 日本 文學が 駄目 だ、 戯 

作文 學は 駄目 だとお つし やった に 違 ひない ので ございませう。 それで 福澤 先生の 文學觀 は福澤 全集の 

中に も 窺 はれます が、 全集の 「精. 篇」 の 方に ございます 「建 置と 經營」 とい ふ斷 章の 中に 福 澤 先生の 

文 寧觀が 出て 居ります。 舊ぃ 文學、 所謂 舊文舉 とい ふ もの は勸 善懲惡 主義で、 主として 風 敎に關 する 

ことが 多い、 —— この 風教と いふの は 詰り 今日の 言葉で 言へば 倫理 觀 念で ございませう 11 文學 とか 

風敎 とかい ふ もの は、 日本の もの も 西洋に 劣らない、 唯サ イエ ンス だけ は 西洋に 敵 はぬ から、 大いに 
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やらなければ ならぬ とい ふこと を 繰返し 言って 居ります が、 福澤 さんの 文學觀 とい ふ もの はかう 

いふ 考へ 方から 來て 居る と考 へたい のであります。 詰， り 文學が 役に立たな いとい ふの は、 科 的 Isiw 

的 知識 を ちっとも 與 へない からで ある。 文學が 役に立たな いとい ふこと を、 さう いふ 立場から 割出し 

て 居る ので はない かと 思 ひます. - 

福 澤 先生 はさう いふ 立場から 文學は 役に立たな いと 言 はれた のであります が、 それに 對 しまして、 

福 地 櫻痴、 成 島 柳 北と いふ やうな 長老が あって、 文舉は 役に立たぬ もので はない、 役に立つ もので あ 

ると， いふ こと を 盛んに 主張し ました。 卽ち成 島 は 朝野 新聞の 論說 に、 幅 地 は 鬼 京 日々 新 の 論！！^ に 於 

て、 文學は 役に立つ とい ふこと 頻りに 主張して 居ります。 詰り 福 地 や 成 島 や 專ら两 洋の文 m を 主^と 

して 文明 史的に 觀て、 文學 にも ー應の 役割 は ある、 文學は それ を 立派に 菜して 05 ると 巾す とい ふので 

あります。 文學 にも 社會上 色々 な 役割が 與 へられて 居る、 文學は その 役割 を ra^ して 居る、 それ を 5;- し 

て 居る 以上、 文擧は 役に立つ ものであると いふ 風に、 西洋の 文學を 主眼と した 文明 史的の 考 へが 大分 

そこに 入って 來て 居る やうに 思 ひます。 これが 丁度 文擧は 役に立たな いとい ふ； i 澤 さんの 考へ に對し 

て， 文學は 役に立つ とい ふ 福 地、 成 島の 考 へであります" 

これに 對 しまして、 もっと 極端な 文 學有寄 論と いふ ものが 刖に唱 へられて 居ります。 それ を. とし 

て へました の は 屮村敬 宇 先生で ございます. - 屮村敬 宇 先生 は その 傳記等 を拜兑 しましても、 文^に 


關心を 持たない 方で はなしに、 相 常 文 學に關 心 を 持 たれた J 「中 村 正直 傳」 とい ふ ものに あります が， 

井上 博士の 書かれた お 手紙 か 何 かの 中に.. 晚 年に はゲ ー テ を愛讀 したと か、 ドイツ 文 拳 を 何う したと 

か 述べた 所があります から、 文 學には 相 t 田 關心を 持って 居られた やうであります が、 その 先生が 丁度 

明治 ト年 前後に は 極端な 文 梨 有害 論を唱 へられて 居ります。 それ は キリスト 敎の雜 誌に、 東京 新報と 

いふの がありまして、 その 紙上に 中 村 先生が これ も當 時の 所謂 戯作で ございますな、 これ を 極端に 攻 

擊 されて 居ります。 何でも 四箇條 ばかり 條件を 上げて ございま すが、 マ ァ社會 の 風敎上 害が あると い 

ふこと がー つ、 それから 小說 ばかり 讀んで 居る と 身體が 弱くな つて 始終 病氣 をす る。 さう いふ やうに 

小說は 心身 共に 害あって 益がない とい ふこと を 頻りに 唱 へ て 居ります。 こ の 中 村 先^の 思想 を： t 乂けま 

した ものが、 その 當 時の 新 撋ゃ雜 誌の 論文に 多少 散見して 居りまして、 人情本 を 禁止すべし、 あ.^ い 

ふ もの は 政府の 力で 取締らなければ いかんと いふ 說を唱 へ て 居る ものが あります (例へば 東京 新 誌の 

如き) が、 それで 中 村 先生の 主張の 根據 として 擧 げられ て 居ります の は 何かと 申します と、 中 村 先生 

のお 譯 しにな りました ス マイルズの 「セルフ ヘルプ」 卽ち 「西國 立志 編」 であります、 あの 中に 小說 

を攻擊 して 居る 章が 一 つあります。 それ を根據 として 「西洋人 も かう 言って 居る ぢ やない か」 と 言 は 

れて 居ます が、 あれ はちよ つと 愛嬌の あると ころで、 原著者 スマイル ズ が攻擊 して 居る の は、 ボビュ 

ラ ー リタ ラチ ュ ァで. 極 通俗な * 今日の 言葉で い へば 大衆 小說 の， やちな もの を あまり 讀んで いけな 

政. 治 小 說の發 達と 文學 改良 運動  一 0 三 


文學篇  一 Gs 

い、 大衆 小說を あまり 讀 むと 性格が 荒む し、 時間が 無駄になる からい けない とい ふこと が 書いて ある 

ので ございます。 それ を 中 村 先生が 直ぐ 一般の 小 說* 文學の 方に 持って 來て しまった らしい。 それ を 

根據 とし、 それから キリスト 敎の 方の 思想 を 採り 入れて、 今 申し上げる やうな 文 お (舟 論 を へられ 

たものと 思 ひます。 大體 明治 初期の 文 學に對 する 識者の 考へ は、 かう いふ 三種で 代表され る やうで ご 

ざいます。 

それからもう 一 つ 別の 立場から 見られた 文學觀 がー つ あるので あります が、 丁度 今 中 上げました ー禍 

地 や 成 島の 說を 逆に 曰 本文 學の 立場から 裏書した やうな 說が 一 つ 出て 居ます。 それは有名な^ロ§^^^- 

先生の 「日本 開化 小史」 の 中に 出て 来る もので、 田 口先 生 は 今日の 言葉で 中し ますと、 唯 物史觀 とい 

ふやうな こと を 多少 考 へて 居たら しいので あります。 それで あれ を讀 みます と、 例の 「英 1： 文明 5,<j 

の 著者 バックルから 學ん だと か 何とか 言って 居ります が、 假に バックル から^んだ としまして、 さう 

いふ 社會 的の 立場から 文擧を 見る、 さう いふ 特殊な 立場から 極簡單 では ございま すが、 n 木 文 の f3 

史を あの 中に 一章 か 二 章 書いて あるので ございます。 あれ を讀 みます と- 丁度 さっき. E. 上げました 

島 や 福 地の 說、 詰り 文明 史的に 文 寧に は文學 としての 一 つの 役割が ある。 それが ある 以上 文め は ex に 

立たぬ と 排斥す るに は當ら ぬ- 矢張り 日本の 文學も 日本の 歷史に 於て、 日本の 文舉 として それだけの 

役割 を 果して 居る- それ を して 居る 以上 は、 文學は 決して 無用な もので はない。 ls^に^?:^乂^とぃふ 


もの は 有用な もの だとい ふ 意味 を、 あの 「日本 開化 小史」 (明治 十一 年刊 行) の 中で 暗示して 居る ので 

ございます。 これが 丁度 日本 文擧の 立場から. 文擧は 役に立つ とい ふ 福 地 や 成 島の 考へを 裏書して 居 

る譯 であります。 

三 

以ヒ： q て來 ました いろいろの 考へ、 いろいろ S 文擧觀 が、 その 頃の 一般の 新聞 雜 誌に 色々 の 意見と 

なって 發 表さ て 居ります が、 それ を 纏めて 見ます とい ふと、 文學が 若し さう いふ やうに 役に立つ 有 

用な ものである ならば * ある 一 つの 社會 的の 役割 を 持って それ を 栗す とい ふやうな 有用な ものである 

ならば、 現在の やうな 文學 —— 詰り 明治の 初年の 主として 戯作 文學 — では どうも 不充分 だ， これ を 

もっと 改良して、 本當に 有用な ものにしたら よいで はない か。 それで 初めて 一 つ 文學を 改良し よ うぢ 

やない かとい ふ考 へが、 こ、 となし に、 彼處 となし に 一時に 出て 參 りました。 響應と 申します か、 呼 

應と 申します か、 あの 頃の 新聞 雜 誌の 特徴の 一 つで ございまして、 誰か 一 人 言 ひ 出して それに 賛成 を 

すると、 それが 至る所に 反響 を 起して、 文擧 改良と いふ 聲が 非常に 盛んになって 參 りました。 これが 

T 度 年代で 申します と • 矢張り 十三、 四 年頃から 十五、 六 年に かけて で ございませう。 丁度 その 時分 
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から 文 學 改良、 卽ち 文學を 改良し なければ いかぬ とい ふ 意識が 確！： と 出て 參っ たのであります。 

それで 鬼に 角 現在の 文學を 改良し なければ ならぬ とい ふ 意識 は 出て 參り ましたが、 當時は 未だ 文學 

など は 詰らぬ もの だ、 小說は 詰らぬ もの. だとい ふ 士族 流の 考 へがす つかり 拔 けない もので ございます 

力ら * それ ぢ やその 文舉を どうい ふ 風に 改良す るか、 どうい ふ 具合に 改良した らい、 かとい， 4 ことに 

なります とい ふと、 今 申 上げました やうに 色々 な 文舉觀 がありまして、 どれ を どうい ふ^に 改， は 人す ベ 

きか、 意見が 皆區々 で、 大した 成案がない、 その 中 マ ァ大體 纏めて 見ます と、 その 一 つ は 今 H の f 菜 

で 申せば、 現實 派と でもい ふやうな もの、 これが 一 つと、 それから 今一 つ は ゥ理! &と でもい ふやうな 

ものが 一 つあります。 これ は刖 に- その 當 人達が さう いふ 名稱を 使って る譯 ではない のであります 

力 便宜上 かう 云 ふ 一 一 通りに 分け もれる と 思 ひます。 それで この 現實 派と いふの はどうい ふの を屮し 

ます かとい ふと、 これ は その 時代の 文 學に卽 して ございます ネ、 詰り 當 面の 文 ゆに 卽 してそ^. V 改 

造して 行かう とい ふので あります 3 服部撫松の^^京新誌とぃふ雜誌がござぃましたが* あれな どに 出 

ました 考へ にも 大分 此の方の 忍 想が あるので あります けれど、 鬼に 角現竄 派と 申します の は， ^在の 

文 導 を土臺 としまして、 それ を 逐次 改良して 行かう とい ふ考 へで ござ： ます。 これの 方 は、 主として 

從來 の文學 がー 一枚看板 になって ゐる のがい けない とい ふ點に 力を入れた ものが 多い のでして、 つまり 

もっと 役に立つ 文,^ としたい と 申す こと は、 それが 現實 派の 改 であり-す J それに 對 してん， 一 つ 


の 理想 派と いふ Q はどうい ふの を 申します かとい ふと、 それ は 西洋の 文學を 理想と して，、 あ、 レふ. K 

學が 欲し ハ、 あ k いふ 文學に 改良した いとい ふので ありまして、 西洋の 文學を 理想と して 居ります か 

ら、 理想 派と 言 ふべき ものに 違 ひない ので ございます。 これが 今少し 徹底し ますと いふと、 例の 坪內 

： 先生の 「小說 神髓」 とい ふ ものが 出て 來る のであります、 卽ち こ. から 小說 の寫實 主義、 西洋 流の 所 

： 謂 リアリズムの 主張と いふ ものが 出て 來る譯 でございますが、 始めから さう いふ 萠芽 はもって ゐたゎ 

けであります。 これが 言 は 文舉 改良 運動の 理想 派でありまして、 一つの 理想 を 立て. - その やうに な. 

りたい とい ふので あります。 かう 云 ふ 風に 大體 二つに 分けられ ると 思 ひます。 然し 今 申 上げた やうに 

文學 改良と いふ 議論 は なかなか 盛んであります が、 どうも 實 際の 問題に なって、 「それ ぢ やお 前小說 を. 

書く か.， r 「一 つお 前 小說を 書いて 見ろ」 とい ふこと になり ますと， 矢張り 小說は 詰らぬ もの だとい ふ 

考 へが 肚の 中に ある ものです から、 議論 はしても あまり 實 際に 書く 人がない。 現實 派で も 理想 派で も 

議論 だけ は大變 盛んで ございま すが、 どうも 具體 的の 作品、 小說 とい ふ もの は なかなか 出さない。 そ 

れで大 體文學 を 改良し なければ ならぬ とい ふこと は 誰でも 言 ふので あります が、 さう いふ 具體 的の 作. 

品が 出ない ものであります から， 幾らか {4U1 といった やうな 形が 見えて 參 りました。 丁度 その 時に で 

す、 これ は變態 的の 現象で ございま すが、 文學 上の 新 傾向と して さっき 申しました 政治 小說が 盛んに 

なって 參 りました. - それが 丁度 明治 十五 六 年頃 以後で ございます。 その 頃から 政治 小說 とい ふ も. のが 
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.:^^a.eに盛んになりまして、 これが 日本の 小說の 一形 態として 變態 的に 非常に 進んで * その 時... -ハ， 乂举 

改良 意識の 具體 的の 作品と しての 役割 を 努める ことになります。 當時 政治 小 八.^ が 現 はれて  一 4 ちんな 

に 全盛 を 極めました 原 因 は 色々 ございませう けれども. 要するに マァ意 兌と して 發表 すると 政府から 

咎められる、 それで 小說 として 發 表する、 詰り 今日の 言葉で 言へば カム フラ I ジ ュ でございますが、 

その 意味が 大分あった やうに 思 ひます。 です が、 それだけで なしに、 今一 っは丁-瓦^§|.の^々ト.^^を 

書きました 總理 大臣の ヂスレ ー リが 明治 十 年に 死んで 居ります が、 n 本の 新 ig が ヂスレ I リ の：,.； を 

書きまして、 あれ は總理 大臣で あつたが 政治 小說を 作った さう だとい ふこと を大變 不思識 さう に い 

て 居ります。 さう いふ 記事 を 見た 知識階級の 人達 は、 大臣が 小說を 書いても 可笑しくない のか、 それ 

ならば 我々 も 小說を 書いて 差まない ぢ やない かとい ふやうな 考 へから、 段々 政治 小說等 をい，. き 出 i,- や 

うにな つたと いふ 傾き も 多少あった やうであります。 それで 今 巾し ます やうに、 こ"" ズム： ：ト おの： zr:^ 

は 無論 變態 的の もので ございます けれども、 鬼に 角 この 政治 小說の 出現と いふ ことによ りまして， .た 

迄唯議 41 倒れに ならう として ゐ た文學 改良 運動と いふ ものが. 俄かに 眞劍 味を帶 びた 述勁 になって 參 

りました。 そして 冋 時に 又 その 改良 小說の 役割 を^し ます 政ュ ^ 小說と いふ もの も 文^ 改， ：^;.^ 動の 影^ 

を 受けて 眞劍な 幾分 文學 的な ものに なって 來 たのであります。 最初の 政： 小說 とい ふ もの は、 ；； n は！. 

遊り 牛 分 戯談 半分の 様子が 見られる のであります けれども、 それが 文舉改 ^{述 防の 「い、 文 ゆ を 作 


る」、 「い-. 小說を 作る」 とい ふ 10- 識が 非常に 影響 致しまして、 政治 小 說の方 も眞劍 味を帶 びて 參りま 

すし、 叉文擧 改良 運動の 方 も 新しい 政治 小說 とい ふ もの \ 出現に 拍車 を かけられて 一 曆眞劍 味 を帶び 

て來 まして、 お 互に 政治 小 說の方 も文學 改良 運動の 方 も 相 影響し あって 非常に 眞劍 になって 參り まし 

た。 つまり その 頃の 人々 の考 へで は， 政治 は 人 問 唯一 の 高尙な 仕事と 考 へて ゐて、 文 學は男 一 疋、 立 

咬な 人間の する 仕事で はない と考 へて ゐ た。 然るに その 文學が 政治と 結びつい たので、 始めて 文 寧と 

いふ もの 、眞の 力が 知られて、 文學は 決して さう 輕 蔑すべき もので はない とい ふこと を具體 的に 覺っ 

たのであります。 こ- r で 二つの 改良 主張が 政治 小 說に合 一 される とい ふこと にもな つて 參 りました。 

その 結果 政治 小說を 書く 政治家の 側で も、 眞 面目に 小 說論を 堂々 と 始める とい ふ 様になりました。 最 

初 政治 小說を 書いた 人々 は 矢張り 今日の 言葉で いへば 大衆と か、 婦人と か、 子供と かいふ 人々 に 政治 

思想 を宜傳 する 爲 にこの 小說は 書く の だとい ふこと を 言って 居ります けれども、 政治 小 說の效 き 目が 

非常に 强く、 それから 文舉 改良 運動が 眞劍 になって 參 ります と、 言はビ 知識階級で ございます ネ、 こ 

の 知識階級と いふ ものが 俄かに 小說の 方に 乘 出して 來 まして、 さう いふ 眞 面目な 蓮 動で あり、 小說と 

いふ もの はさう いふ 立派な ものである ならば、 我々 が 一 つ それ を 試みようと いふので、 この 先識 階級 

が 政治 小說を 書く やうに なりまして、 同時に 叉文擧 改良 運動の 意識が 加 はりまして、 政 洁小說 に 依つ 

て 文擧を 改良して 行かう とい ふ 新しい 一 つの 考へを そこに 出して 參 りました。 さう いふ 例 は 色々 ある 
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のであります。 例へば 大阪 に、 その 頃 矢 張 東京の 自^ 黨に 匹敵す る 日本 立憲 政黨 とい ふの が ありまし 

て、 その 機關 被に s 本 立憲 政黨 新聞と いふ もので ございま すが、 其 紙上な どで 數问 に-夏って 文 g 〈は大 

事な もの だ、 小說は 大事な もの だ、 小說を 改良して これで 以て 日本人の 政^ W 心 想 を改， おする.^ 一 礎と し 

て 行かなければ ならない とい ふやうな 意見が 度々 述べられて 居ります， これ は 一 例で ございま すけ.， 

ども • その他に も 東京の 新聞な どで も、 例へば 繪入 自^ 新聞で あると か、 報知 新即、 睛. i1 新 M 等に 色 

色な パ說論 力 知識階級の 手で 堂々 と 41 じられ る やうに なりました。 これが 明 台の 文學 改良 i ゆの 流し 

から 見ます と、 こ、 迄 来れば もう 非常な 進歩になる 譯 でございます。 

この 邊の事 は 私の 本の 「政治 小說 研究」 にも 少し 書いて ございま すが、 この 知識^級が 政： i め 小，, ^の 

創作に 乘 出して 來る、 それと 同時に 文擧 改良 運動の 方 も 段々 拍車を掛けて 來る、 その is^ が 又 一而から 

申します と、 世人の 今迄の 小 說觀と 言 ひます か、 或は 文 舉觀と 言 ひます か、 さう いふ もの をお 化させ 

て、 その 當 時の 唯 婦人 や 子供の 翫具、 婦女 童 蒙の 弄び 物と いふ やうな 考へを 改めさせる やうに なり ま 

して、 その 結 某 世間の 人の 文 擧ゃ小 說に對 する 考 へが 大分 變 つて 參 りました。 かう 云 ふこと が 同 ゆに 

知識階級の 愈々 文學の 創作に 乘 出して 來る こと を剌戟 する やうに なった 譯で ございまして、 お ガーに 相 

影響して 進んで 來 たので あ，^ ます。 當 時の 實 情より 申します と、 明治の 新 文畢の 誕生に は 何う しても 

政治 熱と いふ もの \ 洗 禮が 必要で あつたと 申したい のであります。 つまり 政 ユ^ 小說 とい ふお 態 的な 文 


擧 現象 を經 過して 文 學が 革新され なければ ならなかった のであります。 これ を具體 的に 申します と、 

丁度 卷廼舍 おぼろ 卽 ち坪內 先生が 明治 十八 年 新しい 小說 として 「當世 書生 氣質」 とい ふ もの を 持って 

そこに 出て 來る、 それで 丁度 日本の 新しい 文學 運動 は先づ 一段落と いふ ことになるので あります。 さ 

うい ふ譯 で、 政治 小 說の發 達と いふ もの は文學 改良 運動に 可成り 大きな 影響が ある。 それから 叉 ^様 

の 意味で、 政治 小 說の發 達と いふ ものが 坪內 先生の 「小 說 神髓」 及び 「常世 書生 氣質」 の 出現 を 刺戟 

する ことになるので あります が、 それ は 何故かと 申します と、 政治 小說の 側の 色々 な 議論が 非常に 極 

端に 眞劍 になって 參 りまして、 政治 小 說萬能 論と いふ やうな もの 迄 出て 来ました。 それ は 何でも 改良 

された る 小說は 政治 小說 でなければ いかんと いふ 議論が 政治 小說の 側から 出て 來た のであります。 そ 

れに對 して 前々 からの 文事 改良 運動 者が それで はいかん、 それで は 本當の 文舉の 改良に ならぬ、 何も 

彼 も 政治 小 說萬能 論で はいけ ない。 これ だけで は 駄目 だとい ふので * そこで 政治 小 說萬能 論に 對 する 

反對 として、 それから 又 政治 小 說萬能 論 を 訂正す る 意味 を もつ ものと して * 坪內 先生の 「小 說 神髓： 

とい ふ ものが、 新しい リアリズム を 標榜して 現 はれ、 その 主張 を具體 化した 「當世 書生 氣質」 とい ふ 

薪し い 小說が 出て 來る と 見られる 譯で ござい ます。 

具體 的な 細かい 例な ども 色々 あり * 又 政治 小說の 本質 如何、 改良 文學は 如何な ど、 申す 問題 も ある 

ので ございます けれども、 あまり 細かい 事 は 興味が ございますまい、 若い 人達に は 非常に 興味が ある 
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かも 知れません が、 その 頃に 實際 生きて おいでになられ たやうな 方々 も 大分お いでの やうで ございま 

すから、 一 々細かい 事 を 我々 が 申 上げましても * 却て 鳴 呼が ましい と^じまして、 此の 例の 方 はぐつ 

と 省略 致しました。 

どうも 生来の 拙 辯 鈍才、 それに 生憎 私の 家に 昨今 ちょっとした 取込みが ございまして、 おへ をう ま 

く 纏める ことが 出來 ませんで、 甚だ まづ いお 話 を 申 上げました。 殊に 露の 大體論 一 斑 論で ございまし 

たから、 或は 茫漠 として 捕捉に 苦しむ とか、 もう 少し 突 込んだら とい ふ 印象 をお もちに なられる とこ 

ろが いろいろ ございました らうと 存じます。 御靜 11 を 汚し、 甚だ 恐縮に； する 次第で ございます。 

(昭十 年 十二月 二十 三 日、 丁酉 偷现會 研究 會 講演、 同 十 一 ギ 二月、 丁 西 偷现 sligi^-g::ciln 


『小說 神髓』 の 成 • 立 

一 はしがき 

此の ー篇の 目的 は 全く 文獻 的な もので、 明治 文舉 革命の 經典 たる 「小說 神髓」 の 成立 年代 を 文獻的 

に考證 して、 成る 可く 正確に して 置きたい とい ふ點 にある。 

「.^ 立」 とい ふ 語 は * 語 そのもの として は 何等 曖昧な ところの ない、 よく 分る 語 葉で あるが、 今の 

やうに 「小說 神髓」 の 成立と いふ 風に 熟した 場合、 幾分 抽象的に 解釋 されざる を 保し ない。 それで 本 

來 ならば 避くべき であるか も 知れない が、 題目と して は 簡潔で 含蓄 も あるから 慣用 的に 題した までの 

こと、 具體 的に いへば、 動機、 起稿、 成 稿、 發表、 これ だけの 過程 を ふくむ， ものと 諒解 ありたい。 從 

つて、 以下、 動機， 起稿、 成 稿、 發 表と 四 項に 分けて 叙べ る ことにする。 

四 項の 中、 發表 年代の 考證 について は、 私 は 前に 書物 展望 (六 年 七月) に 書いた こと も あり、 叉 明治 

文 擧會の 研究 會の 席上で 發 表した こと も あり • 又 著作 動機の 年代に ついても 藝術殿 (七 年 九月) に 於い 

ていさ. - か考證 めいた こと をした ことがある。 この 篇で 主として のべた いのは、 起稿， 成 稿の 年代に 
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關 する 考證 であるが、 い k 序で あるから， 發表、 動機な どの 年代に ついても 繰り返して、 文獻 として 

まとまった ものにして 置きたい。 

二 著作 動機 

「小說 祌髓」 の 著作 動機 (といっても 直接の 著作 動機) のこと であるが、 それ は 著者 坪內 先生のお 言. 

葉が あるので、 疑 ふ餘地 もな く 明白で ある、 よく 引用され る 一節 だが 「回 憶 漫談」 (「逍遙 選槳ー ^卜 

ニ卷) の 一 節に かう ある。 

(前略) シ ェ ー タス ピャの 「ハム レツ ト」 の 試驗に 王妃 ガ ー ツル I ドの キラ クタ ァの 解剖 を 命ぜられ、 

初めての 時には 其 意味が 解り かね、 「性格 を 評せよ」 とい ふの だからと、 、； 小-として^ 義評 をして * わ 

るい 點を附 けられ、 それに 懲りて、 圖書館 を 漁り. はじめて 两洋 小？^ の 評論 を滅み 出した。 

これ も 最初 は 半 峰 君の 指導に 負 ふたもの だ。 東大の 圖書館 も 其 頃の は だ贫； ^で、 、ン HI クス ビヤ 

の 註釋は ロルフと、 やっと 出 はじめて ゐた クラ レ ンド ン 版ぐ らゐの もの、 小 說もヂ ュ ー マ、 スコッ 

ト、 リットン- ヂッ ケンス などが キ. 位 であり- 軍 行 木の 文 學論ゃ 美術 論は英 IS では it 無、 修^ 卞： ：： も 

ベインな どが 第一で あつ. たらう コ さう いふ 有様であった から、 私 は 性格 解剖の 卷 考七 して は、 ，H- と 


して 近著の 外國雜 誌の 文學 評論の 部 を， 或は 英文 學史類 を 手當り 次第に 拔き讀 みして， 解った 限り 

を杪譯 したり 何 かした。 後に 「小說 祌髓」 として 揑ち 上げた 材料の 大概 は此 間の 捃據で (あった )。 

著作の 動機 はこの 一節 を讀 みさへ せば、 實に 明白な ものである。 然し われ 等 は それが 何年 頃 か 知りた 

い、 また 私の 研究 主義から せば 知る 必要が ある。 抑 も 先生が か- -る 動機に 會 はれた の は 何年 頃で あら 

うか。 先生のお 言葉に よると、 明治 十三 s: 年頃-推 察される、 先生 は大體 さう 喑 示して ゐられ るが、、 

それ 以上 年代 を 明らかに はして ゐられ ない、 先生 は あ、 いふ 御氣 性の 方で あるから • 何 かお 手許に こ 

れを 確め る 資料が ありと せば、 はっきりと 仰 言ら れ るに 違 ひない、 してみ ると、 此の 點を 確め る 資料 

は 先生のお 手許に もない わけで あらう。 私 はかう 考 へて、 逆に 東 京大 學文學 部に 於け るシ H 1 クスビ 

ャの 課目の 方から 確め やうと か.^ つた、 さう して 明治 十三 年度から 十四 年度への 東京 大學申 報に 於い 

てこれ を 確め 得た ので ある。 此の 年度 は 坪 内 先生が 文學部 第三 年 級で あるが、 英文 擧敎 授ホ ー トン は. 

申 報して 曰く —— 

文 . 第三 年 級 一一 講授 專修セ シメ シ書ハ ハム レット • オフ ：ン H キス ビヤ ノスべ ンサル 氏 所著ノ フ H リ 

クヰン 第一 卷、 チヨ— ナ ル氏 所著ノ カン タブ リ—  • テ ー ル ス中プ 口  ログ 及 ヒナ ヒッテ I ルス ノ 

篇、 ミルトン 氏 所？ 者 パラダイス •  口-スト ノ第 六卷、 並 一一 アレグロ、 ぺ ンセ nl ソ、 リシ ダス 等ノ. 

諸 篇ナリ 云々， - 
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卽ち 此の 第三 舉 年に 於いて、 坪內 先生 はホ I トン 敎授の 「ハム レット」 講義 を聽 いたわけ である。 さ 

うする と 問題の 「試 驗」 は 此の 年度の 末， 卽ち十 g; 年 六 七 s: の 交で あらう から、 この 試驗に ：5i- ぃ點を 

とって、 始めて 注意して 「西洋 小說の 評論」 を讀み 始めた の は. やはり 十 ハ牛、 •.ra かも 新舉 期の 九：：： 

頃と 見て 可い。 それで 「小說 祌髓」 の 著作 動機の 年代 を， 大體 明治 十 叫ハ 牛 九 パ 前後と 报斷 して 人した 

間違 ひ はない かと 考へ るので ある。 

三 起稿 年代 

これ は 著作 動機の 年代が 推斷 される と 自然 解決され る やうに 思 ふ、 卽ち 十四 年屮 にある こと は f や-像 

出來 る。 材料 直 集と 第一 稿の 起稿が 殆んど 同時と 推定され るからで ある。 然し 假 りに 「^ 洋小ァ ばの， 評 

論」 を讀み 溜め" 又 「外 國雜 誌の 文學 評論の 部 を， 或は 英文 寧 史類を 手當り 放， f 拔き みして、 解つ 

た 限り を抄譯 したり」 した 時代と、 これ 等の 拔き讀 みと 杪譯を 基礎と して 「小^に 關 する^ 論と 

でもい つた もの を」 次第 もな くノ  I トに 緩り 始めた 時代との に 多少の 境界 を くと したと ころが、 

十五 年 早々 の 起稿と 見ざる を 得ない。 「同 憶 漫談」 の 引績く 一  節に 曰く 

リットン や スコット ゃヂ ッケン スを半 峰 君に 勤められて. 迪り讀 みながら、 ぉひ^^^)ぬみ忱るゃぅ 


になった の も 其 時分から である" 「湖-上の 佳人」 を 「春 江奇緣 (出版 S 題名 は 「春 窓綺 話」 明治 十七 

, 年) と 命題して、 同 君と 共に 服 部撫松 式に 譯 したの も、 ， 九 代 目 團十郞 に心醉 して 彼れ の 假聲で 「文 

章 軌範」 や 「源氏物語」 の 下讀み をした の も、 「小說 神髓」 の 第一 稿 を 起した の も 天 缝羅屋 「松 月」 

へ髙 田， 市 島、 香 坂、 石 渡 等の 諸 同窓と 共に、 11 其 仲間 も 誰れ かの 懷に 少しで も 餘裕が ある 時に 

は 11 一週間に 二三 度 も 出かけて、 追 込みの 席上で、 憲法 論 や 貨幣 論 ゃ小說 論の 大混戰 で 左右 前後 

の 客 を 口 水れ させ、 それが 募って、 めい. /(\ がぁッ ちこッ ちに 借金 を 持へ たの も、 其 結 娱、 時の 總理 

補の 濱尾新 氏に 呼び 附 けられて 叱られた の も 其 頃であった。 

これが， 十五 年 卒業 前の こと & いふから、 遲 くも 十五 年 五六 月 以前、 早くば 十四 年 秋 冬の 交に 第一 稿 

が 着手され たと 見るべき ではない かと 思 ふ。 それに は —— 

明治 十四 五 年頃に は 後に 「小說 神髓」 として 纏めた 隨感隨 論と でもい つた もの を、 ふと 思 ひ 立って、 

だら しもな く 書き 緩って ゐた云 々 

とい ふ 「曲亭 馬 琴」 論 (選集 十二 卷 「新 舊 過渡 時代の 文 學」) 中の 一節 も • この 推斷を 裏書きして ゐる 

かと 思 はれる。 

但し このぎ iil 云々 とい ふ點で 注意すべき は、 これ を、 一 小說 神髓」 となるべき もの を 起稿した と 解す 

ると、 明白に 「.^ 說 神髓」 と 題す る もの を 起稿した と 解 するとで、 年代の 相違が あると いふ 人 も あら 
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う。 坪內 先生の 上記 「回 憶 漫談」 引用 中の 起稿 や、 私が こ、 でい つて ゐる の 意 は 前者の 意で ある 

が、 世間に 行 はれて ゐる 起稿 年代 は 後者の 意で あるか も 知れない。 然し これ は 一寸 考 へれば 分る こと 

で， 若し 此の 後者の 方と すれば、 今の 場合 嚴密 にいって 第一 稿の 起稿と はいへ ない わけで ある。 これ 

は 前項から 讀 んで來 ると 自然 分る ことで あるが、 今の 場合 ♦ 後者 は 再 稿 乃至 三 SI とはい ふべき も、 ^ 

一 稿と はいへ ない。 從 つて 起稿の 語 を 正しく 解し さ へ せば、 別に 混亂の 恐れがない 苦で ある。 

四 成 稿 年代 

「はしがき」 にも 述べた が、 この 篇の 眼目 はこの 第 四 にある。 私 は 最近 「小 說 神髓」 の 成 S? 年代 を 確 

める 好個の 材料 を 入手した ので、 これ を 紹介したい ためこの 一 篇を書 き 始めた ものと いっても 可い。 

そ の 材料 は 次に 全部 紹介す るつ もりで あるが、 この 材料に よって 私 は先づ かう 斷言 して S きたい。 曰 

く  

「小說 祌髓」 の 第一 稿 乃至 第二 稿 は 明治 十六 年 九月までに ー應ぉ 稿して ゐ たもので ある。 此の 成 稿 

は， その 思想 叙述の 根本に 於いて 今日 流布の 「小說 祌髓」 現行 本と 略 ぼ 同じ ものであった、 とつ 

從來、 「小說 砷髓」 の 起稿 成 稿の 時日に ついて  一 ニの說がぁる，(それを知るにはぉ京堂版，，小.^^^神敏」 


についた 神代 種亮 君の 解題 を 見る と 便利で あるが、) 從來 信じられて ゐ. たの は 明治 十七 年 起稿 說 で- こ 

れは 「小說 祌髓」 の 本文の 終り * 坪內 先生の 跌 語の 中で 明言され てゐ る。 さう して 先生 はこれ を. 祌代 

君に 對 する 直話 (右 解題 所 引) によって かう 補って ゐる。 

草稿 は 其の 前年 十六 年に 成れる ものにして、 東 京大 擧在學 中、 雜 記帳に 書きつ け 置きし もの 云々 

この 補足 的い e 話 を 普通に 解 すれば 十七 年說の 取消し、 十六 年說 主張で あるかに 思 はれる が， むしろ こ 

れは 「起稿」 云々 に對 する 說 明と 見るべく、 先生の 御 記憶で は、 「小說 神髓」 が 今日の 流布本の 如く 纏め 

られ るに 至った の は、 r 當世 書生 氣質」 より 後の ことで ある やうに 考 へ て ゐられ たらしい。 

作の 方が 多少 先 きに出来、 論の 方が や. n 後れて 取纏められ もし、 仕上げられ もした からで 云 々(「回 

情 漫談」) 

卽ち これ を 綜合して 考へ ると、 十 六 年中に は 「小說 神髓」 の 萠芽と も 材料と もい ふべき ものが 脫 稿して 

ゐた、 これ を 十七 年中に 「小說 神髓」 として 起稿した- . と 解され るので ある。 

然るに、 今度 私が 入手した 材料に よると、 明治 十六 年 九 2： までに は、 「小 說 神髓」 の 萌芽で も 材料で 

もな く、 明白に 今日の 「小 說 祌髓」 と 略 ぼ 同じ ものが 脫 稿して ゐた、 と 確言が 出來 るので ある， 

いよいよ 材料 明し をす るが、 それ は 「明治 協會雜 誌」 とい ふ ものに 出て ゐる。 この 雜誌は 改進 黨員 

乃至 その シンパ サイ ザァ の圑體 たる 明治 協會の 機關雜 誌で、 非賫 品で あるが、 明治 十六 年 一月 二十日 
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^ー號 を 出して ゐる (明治 二十 一 年刊の 「明治 會雜 誌」 と 混同して はいけ ない )o この 雜誌 の^;; 十五 

號 以下 一 一十 八號 (九月 三十日-— - 十月) 一十 日) に 至る までに、 「小說 文體」 の 一 文 車が 速 戦され て おり、 

筆者 は 「ま 汀： 辻 史」 として ゐる。 然るに 編輯 者 はこの 一文 を 紹介す るた め篇 初に 數 t 一：： を 記して ゐ るが- 

これが 驚くべき ^要な ものである。 〔紹介者 は 高 田 半 峯か山 田 一郎 * 藝汀は 坪 内 先生の 常時の 號〕 

會友 某氏 此頃小 說祌髓 の 著 あり 左に ものす る 一 篇は 之が 中より 抄錄 して 送 寄せられ しものに 係り，：， 

說の文 體を說 く 最も 深切なる を覺ゅ 乃ち 本欄に 愼 めて 全員 諸君の 劉 覽に供 ふること，' なりぬ 

私 はこれ を 見て 少なから. f 驚いた 然し 此の頃 同じ 改進 黨のシ ンパ サイ ザァ で、 「.^?^^种髓 - なる 斑 を 

書いて ゐる人 は 二人と はない。 署名 は 如何程 異様な もので あらう とも， 私 はこれ が 坪 内 先^の ものに 

ほかなら ない と 信じて、 「小 說 文體」 の 本文 を讀ん だ。 讀 終って はもう 疑 ふところがない- 「小 說： t 髓」 

の 第一 稿 乃至 第二 稿の 一章た る ことが 明白と なった。 

私 は. 蓼 汀迂史 -の小 說文體 の 全文 を 左に 紹介す る。 

小 說文體  蓼 汀迂史 

文 は 思想の 機械な り また 装飾な り 小說を 編む に は 最も 等閑 にすべからざる ものな り 趣向 いかほど 巧妙な りと い 

ふと も 文お さなければ 其義 通せず 文字 如意なら ざれば 模寫も 如意に ものし がた し 支那 及び 泰 の諸洲 にて は 言 文 


槪ね I 途 なる ものから 殊更ら に 文體を 選む の勞 なしと 雖 も皇國 にて は 之れ に 異なり 文體 にさ まぐ の 差異 ありて 

各 々一失 一 得 あり 利 不利 その 用 ひ 所に よりて 異 るよ しあり 是れ 小說に 文體を 選まざる 可から ざる 所以な り 勿論 文 

は 脚色 周備の 後に 入用なる もの なれ ど 結構 布置の 具合な ど は 大に其 文の 性質に よりて 前後 繁簡の 差な きを 得ざる 

ものにし あれ ぼ先づ あらかじめ 用 ふ べき 文體を 定め 置て さしての ちに 趣向 を設 くる を もて 可とす 白 fj. 國 にて 古より 

小說に 用ひ來 りし 文體は 一定なら ね ど 要するに 雅と 俗と 雅俗 折衷の 三體の 外に は あら じ 詳細なる こと は 小 說文體 

變遷の 部に 說く ぺければ 爱には 此の 三體の 優劣 を 辯 じても て讀 者の 參考に 供すべし 

雅俗 體は卽 ち 俊 文な り 其 質 優柔 嫺雅 なれば 婉曲 富 麗の文 を 作す に はおの づ から 稱 ひたりと い へど も 惜ひ哉 活潑豪 

{ 石の 氣 なし 俗語 もて 評すれば こ をな よくと して 氣 力なく 風に もまる \ 柳の ごとしと やい ふ ベ からん 之れ を 人に 

ふれば 玉 簾のう ちに ありて 瘦に なやめる 上臈の ごとし されば 此 質の 文 は 特にう ち 見し 所の 幽艷 なる のみならず 

-其音 調 もお の づ か ら 古雅なる も のから 豪 宕激切 の 情 態 を寫す に は 便なら ず ま し て や 殺伐 慘擔 の狀に 至り て は 文 を 

巧みに して 寫 さんと ほりす る ま X にます く 失 ふ 所 多 かり 是れ 雅文 體の 一 大 不利と いふべ し  • 

按す るに 皇國に は 遠く 上つ 世の 比より して 文武の 官に別 あり 文學 は專ら 文弱なる 大宮人の 手に のみな りしから 

文に 激切豪 宕の氣 なき は 自然の 斑り なりと や いふべ からん ことに 皇國の 文 學<Hi 盛の 日 は 彼の 文弱 淫靡の 世と て 

人 も 知りた る 藤氏 專權の 日と 時 を 同 ふし 後世 倭 文の 師表と なる ベ きもの は 多く 此の 比に い で來 しかば そ を學び 

て 現世の 風俗 倩 態を寫 さまく ほりす るは甚 しき 雅文 體の 迷惑なる ベ し 

紫 女が 雅文 體を用 ひて 名 を 得た る は 文の 質の 時世の 質に 適へば なり 小說 の文體 はもと より 千古 不拔 ならず 當 時の 

風俗 人情に 適 じて 改良せ ざる 可らず 折衷して 更らに 一 機軸 を 出さ るべ からず 蓋し 小 說は情 態 を 寫すを もて 主眼 
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晋髓 と^せば なりよし や 紫 女の 大筆を もて するとい ふと 雖も 雅文 體を もてして は 現 時の 情 態 を^し がた かるべし 

左の 拔文を 見て 其の 一 斑 を 窺 ふぺし 

源 語 若紫の 卷 紫の まだいと けなくて おはせ しころ 源氏の 君の これ を 問 ひ 給 ふ條に 

0 紫 詞小納 言 艦 職 I- よな をし きたりつ らん は いづら、 宫, J で ^ おはす るかと てより おわ L たる 御 こえいと ろ 

うたし 

源 訶宮に は あらね ど 又お も ほし はなつ ベう も あらず こちとの 給 ふ をはづ かりし 人と さすがに き、 なして あしう 

いひて げりと おぼして めのと にさし よりて 紫訶 いざかし ね ふたき にとの 給へば 云々 

艾 葵の 卷 源氏の 君が 大臣 をと ひた まひて 藥の 上の かくれた まひし を 嘆き 給 ふ條に 

ながき 人 だに あらば 見 はて 給なん 物 を 命 こそ はかな けれと て 火 をう ちな がめ 給 へる まみの， T ちぬれ， 拾へ.， 0 

ほど ぞ めでたき とリ わけてら うたく し 玉し ちいさき わら はのお や 共 もな くいと 心細げ に 思へ る こと はりに 见玉 

^ ぐ 

,3 て源訶 あて き^ね は 今 は 我 を こそ 思 ふべき 人な めれ と の 玉へば いみ じくな く 云々 

艾 榊の 卷藤壺 の 方の 御ぐ し をお ろし 給 はんとお ぼした ち 給 ひて is^ 、宮 をと ひ 袷 ふ條に 

C 藤訶 御らん ぜ で ひさし からん ほどに かたちの こと ざまに てうた てげ にか はリて 侍らば いか！.， お ぼ さるべき と 

聞へ たま へば 御 かほ をう ちま もりて 東宮 訶 式部ば；^ が やうに やい かで かさ は なリ たま はんと ゑみての たま 

ュ いふか ひなく 哀れに て藤訶 それ は老て 侍れば 見に くき ぞ さは あらで 髮は それよりも みじかくて 8；：; き 衣な ど を 

ョ 丼 

きて 夜 居 の^の やうに なり 侍らん とすれば 見た てまつ らんこと もい と V ひさし かるべき ぞ とてな き 給へば まめ 

おちて 東宮 訶 久しう おはせ ねば 戀 しきもの をと て淚 のお つれば はづ かしと やお ぼして さすがに そむきた ま、 る 


御ぐ し は ゆら/ \ ときよら に てまみ のな つかしげ に 匂 ひ 給へ る さまお となび たも ふま、 にた かの 御 かほ をぬ 

ぎす ベ 給 ヘリ 云々 

雅文 體の質 は槪ね 前に 揭 ぐる もの ごとし 是れ 所謂る 古文なる ものにして 現世に 用 ふ 可らざる ものなる は 讀老も 

おめ づ から 合 點 すべし 近江縣 物語、 西 山 物語、 筑紫船 物語 等の 如き は 此體を もてして 小說を 編み 其 功 を 奏せ ざり 

しもの なり 讀 者の 予が說 を 非す る もの は 右の 三 書を讀 みて 更らに 其の 得失. を考 ふべ し (は 下嗣 出) (二十 五號) 

俗文 體は 通俗の 言語 を もて 文 を 做した る ものに て 啻 だに 平易 明晰に して 讀 者の 其 義の 解し 難き に 苦しむ の 恐れ 

なきの みならず 且つ 自然 活動の 妙 ありさる からに 泰西 諸國 はいふ も 更ら なり 漢土の 如き も 小 說には 地の文の 外 は 

なるべく 通俗の 語を庸 ひて 事物の 動作 形容 を 生ける が 如くに 寫 さん こと を こそ 望む めれ 俗文 體の 利已 でに 斯の如 

くなる もい かに せん 特に皇 國の 文章 はもと より 俗言と は 氷炭の 相違 ありさな がらに 俗言の ま >t に 文 を 做す とき は 

§1 俚に 流る >, の 患 ありて 或る は 其 調の 保 腐に 失し 或る は 其體の 野なる に 失しい と 雅びたる 趣向の 小說 もこれ が爲 

めに 賤 しく ひなび たる ものと なること あり こ >f を もてい か 程 そ の 文 は 巧みな りと も 學者は 之れ を讀ま ん こと を 厭 

ふ 可く 又た 不學の 者と 雖も これらの 文 を もて 師表と なすこと を 欲せざる べし a つ 泰西の 諸國 とこと か はりて 言語 

の 變遷： H に 月に さはなる から 時代物の 小說を 編む に は 勿論 此の 體の 文は庸 ひがたし ひとり 現今の 世話物" ま？ をう つ 

す. にの みいと よく 稱 ひて 用 ひ 得 可し とい へど もこれ もまた 幾分の 斟酌 をな さ V る を 得ず 爲 永 派の 作者と 雖も 折々 

は 演劇の 臺詞 めきた る 詞を假 りて 其 不利 を 補 ひたる を 見て 知るべし 曲 亭馬琴 嘗てい へらく 「唐に て 俗語 もて 綴れ 

る 書に 正文 あり方 言 ありし から ざれば 兩を爲 さず 又た 儒 書 方 書 佛敎は 正文なる べき 者 なれ ども そが 中に 俗言 ある 

は 二 程 全書. 来 子 語類、 俗語 を もて 凝りし は 奇功新 事 傷 寒條辨 虚堂錄 光明 藏の 類な ほ あるべし 先輩 已で にこの 辨 
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文學筒  I  二 四 

ありか-一れば 彼が 文 泰 ある も 言 魂の 資を 借ら ざれば 文 を EI- すに 如意なら ず^ん や 亦た 辜： 國の 文章 は 和漢 雅俗 今古 

の 差別 ありさる を 今 文 場に 遊ぶ 者 孰 かよく^ 通せん いと かたしと も 難から ず や 意 ふに 古昔の 艸子 物語 竹 採 宇 通 保 

源氏物語な ども 作者 勉め て その 詞を あなぐ り 撰ても て 綴れる に は あらざる ベ し 必是當 時 大宮人の 常 語 方言 さ へ そ 

がま. -に 載た めれ ど 古言 はおの づ から 鄙 俗なら ず 且つ 宮 鐘の 詞には 雅俗う ち 任した る も あれ ど 才子 ネ女は その 品 

殊にて は 俗語 もて 綴れる を 思 ふべ し 和漢 其 文 異なれ ども 情 態 をよ く寫し 得て その 趣を盡 せる 者 俗. おなら ざれば 成 

す こと 難 かる 彼我 同じく 一 揆 ない. されば とて 今此 間の 倕言 俗語の 轉訛侏 11 の甚 しき を そが 儘 文に なす 可から ず 余 

が駁雜の文ぁるはこの侏^1鄙俗を遁れんとて也云々」 とい へり 俗言の 不利 塞と に 馬 琴の 言の 如し さはれ もしよ く 

其 中 をと り 便 俗の 方言 を 除き 侏 腐の 語 を 省き (地の文に は敢 てこれ を 用 ひんと せで) 唯々 詞 のみ を寫 すと きは仉 ^is 

物語に は 最も 妥當 の文體 にして 其 功 を 奏する に 誤らざる は 灼々 として 火を觀 るが 如くなる ぺ しされば 方つ H 通語 を 

まじ ゑて 物語 を編述 なす は皇國 の 文壇の 至難 技に してた やすくな し 得 可き 事に は あらず 爲永 派の 人悄 本の. S き は 

其 主旨 もとより いと 鄢 なびて 漸く 男女の 情話 を寫 すに 渦ぎ ずと い へど も それすら 流暢， U 在の 筆に あら ざれば 描し 

得て 功 を 奏する こと は 難 かるべし しかる を 世の 生 作者 等 は 俗文 體の斯 までに 至難なる ものなる 所以 を 悟らず して 

妄りにお さなし ともお さなき 似而非 文を缀 りて 得意が ほなる はいかに ぞゃ これら は 勿論 大人 君子に 讚ません とて 

の 所 爲には ある まじければ ものく しげに 咎め だて せん 時な かくに 無 仁な らんが 事の 序に 一言す るの み (以下 

嗣 出) (二士 ハ號 ) 

左に 爲永 派の 人情本の 拔文を 擧ぐ讀 見て みづ から 其 得失 を考 ふべ し 

〇 ぼ 孝道 無二の ますら をながら なまじ 倩に 引かされて そが ま、 長者の 許に 庚り 義瑰 ある 父と 忠 太夫に せ め て 一 


筆 書き 遺さん と硯引 寄せ 摺リ 流す 墨 も！^ にに じみが ち樣子 知らねば 娘のお 梅 唐紙 明けて 手 を つ か へ 梅 「今日は 

ぉ寺參 りから どちらへ ぉ往 遊ばしました 源： 慈母の 佛參 から 久しぶりで 諸 > -步 行て 來 ました g 源 「ハ ^ 

く それでこそ 武士の 妻 卑怯 未練の 源 太 左衞門 何程の 事が あらう 本望遂ぐ_^^^まか ぃぃ.^^^>、かぃゃ.|!.ロ^-かゃ 、 

いやれ とい ひつ 、雨 In- ♦i- 細目に あけ 外面 を 詠め て 源 「思 ひの 外に 夜 も 更けた 樣子 今から 出掛る から 父上と 忠太 

夫に t. 書 置 を 差し あげて 猶委敷 はお 前から 能ゥ くお はなし 申て ぉ吳れ 梅 「それで はモ ゥ お出かけ 遊ばします か 

隨 (刀お 身 を 大切に 源 「お前 もから だに 氣を つけて ト を 源 「ぉ牧 さんが 下され 物 をう つかりと. M な マ r 

おとつ  ー  一  ^ 

ラに其 外お 牧 さんから 父上さん にあげる 物に も氣を 注け て 身 を 大事に 時節 を 待ちな 梅 「畏 りました 左樣 して/ P 

召 は 源 「此 儘で 宜ぃ其 腰の物 を 梅 「ハ ィと返 面て 取いだ す 刀なら ね どもし 此ま  にきれ もやせん かと 柄 糸の 

唯つ かの 間 も 忘られず 割弃の 別れても いっか 下緒の 結ばる k 時 こそ あれと 兩の 眼に 浮む 泪を 見せ じと て 云々 

(松亭 金 水) 

右に 載す る 所 は 所謂 人情本 體 (卽ち 俗文 體) の 文 を もて 稗史を 綴りた る もの 也 勿論 地の文 は 雅俗 折衷 文に て 凝り 做 

したれ ど 這は皇 國の言 文の 不都合に いでたる ことにて 殊更に 咎む 可き ことに あら じ 唯々 詞に 演劇の 臺詞 めきた る 

語を揷 みたる ぞ 面白から ざる、 これら は 俗文 體の 骨髓 たる 活動の 妙味 を壞 はして なか/ \ になべ て 雅俗. 斤 衷の文 

もて 綴りた る ものに も 劣りて おさなし 小說の 面白き と 面白から ぬと は 元より 趣向の 巧拙と 作者の 才否 とに W る も 

のにて 强ち 文體に はよ る まじ けれど 前の 文面 を 彼の 八犬傳 なる 信 乃濱路 訣別の 條に比 ぶれば 情 も肇も 二つながら 

無下に 劣れり 思 ふに 其 原因の 一 ッは其 文の 性質に 在る 歟非 献开は 兎も角も 俗文 は 訛 言 便 語 多く  a つ 其 音調 も 侏； g 

甚 しければ 到底 華 文の I 派と 稱し 美術の 一 門と も 號づく 可き 小 說を缀 るに は賤 くもまた ひなびた る文體 にて 從來 
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文學篇  一二 六 

のま >t に は 直ちに 用 ふべ う も あらず されば 俗文 體を 善用せ まく ほりせば 地の文 を 雅俗 折 i?^ の 文 を もて 缀り詞 な 俗 

語 もて 綴る にしく はなしされ ども こも また 容 3； がからぬ わざに て 其 折衷 鹽栴は 至難 枝 中の 更らに 至難なる ものな り 

一 ッ I ッに例 を 撃げ て 分解 せん も 煩 はしければ 其實に 然る ゃ然ら ざる ゃは讀 者が みづ から 判斷す るに して 唯々 

其 大略の み をい ふとき は 先づ第 一 に 雅俗 折衷の 地の文と 全く 俗言 もて 綴りた る詞 との 接績曜 ^ 梅に： 小^合 あり 1^ へ 

ば 馬 琴 得意 の 文體も て 地の 文 を も のした る 續き へ 直ち に 爲永 得意 のべ ラン メイ、 シ ナマシ など やうの 詞を 凝り い 

ださば 地と 詞 とほと く撞 藩す る 勢 ありて 句 調 もお のづ から 穩 かなら じされば とて この 撞着 あら ざら しめんが、 ね 

めに 地. の 文 をなる ベく 俗體 にかたよ らしめば 到底 彼の 爲永 派の 人情本 文體の 如くな りて 同じく  ai 好の 譏 あらん^ 

れ 第一 の難點 なり 其 他 地の文に 用 ふる 物の 名と 詞の 中に 用 ふる 物の 名と 相 接近して 音訓^：^しく^！：るときはぃとき 

きぐる し譬 へば 地の文に て 襖と いひ て 直ちに 接續 きた る 詞には 唐紙と いひ 額づ くと いひ また お 蹄 する とい は t 

さながら 別種の 物の やうに 思 はれて 讀 者もう ちかた ぶきお こづくべし 勿論 前の 換は 地の文に 唐紙と 割ます るも强 

ち 鄙 但に墜 つると もい ひ 難 けれど 辭 儀す ろと 脅く とき は 大方 は辭 返す る 意に なりて 額づ くと いふ 意と は 思 はれず 

これら はもと より 臨機 應變 の才鼙 もても の するとき はさまで むづ かしき ことに は あら ざ めれ ど 左 も あらぬ 入の 心 

得に も なれ かしと 說置 くの みされば 俗文 體を 用ゐ i とせば 宜しく 一機軸の 文 を 做すべし 決して mTiJk*- の 文と^ 永の 

文と 合併して 地と 詞とを もの せんと 企つ ぺ からず さる 業 せん はもとの ま- -に 人情本 を 凝る にも 劣りて 拙し 俗. おな 

ど はは かなき もの \ や ふなれ どな かく に然ら ず 作者 ナ- らん 者 はよ くこ、 らを考 ふ べし 前に 俗 H は诛 .：！| の 多く 

訛 言 鄙 語 多し とい ひしから 續者 はかならず 俗言 を德 もな く 利 もな きものと 賤む ぺけれ ど それ も 亦た 宽 なり^な り 

俗 f=a は 不利 も 多 けれど 利 も 多し 一； 目 は 魂ない 文 は 形な り 俗言に は 七 こと <\ く 化^ を ほどこさ ずして ^は ろれ ど 


文に は 七 情 も 皆 紅粉 を 施して 現れ 幾分 か 實を失 ふ 所 あり 俗言の ま >r に詞 をう つせば 相對 して 談話す るが 如き 興 情 

あり 雅俗 折衷の 文 もて 言 を 凝れば 書簡 を讀 むの 思 あり 俗言 豈に 利な からん や 方言 豈に賤 む 可 けんや 唯だ憾 むらく 

は 世に 其 不利 を 除く の 法な し 嗚呼 吾黨の 才子 汝歟 他歟誰 そや この 法を發 揮す らん 予は 今より 頸 を 長う して 新文體 

の 世に いづる 日 を 待つ 者な り (以下 嗣出) (二十 七號) 

よみ ほん  くさ ざ、 r- し 

雅俗 折衷の 文體は 一 にして 足らず 今 大別して 二種と 做し 假に I を 稗史體 と稱し I を 臭 双紙 體と稱 す 

臭 双紙 體は槪 ね 京阪の 俗語 を 斟酌し 間々 雅言 まじえて 詞を 綴り 俗言 八 分の 雅俗 折衷 文 もて 地 を ものした る ものに 

して 體裁ゃ \淨 瑠璃の 文體 に似てお のづ から 雅 なる 所 あり 其 質、 雅文 瞠 より は. 野に して 俗文 體 より は 優な り 

(因 云 現今 傍訓 新聞な どの 雜報績 き 話に 用 ふる. 文體 はこの 臭 双紙 體の 俗文 體と相 混じて I 變 したる もの X 如し) 

譬 へば 花柳の 巷に 任俠 とて 稱 へらる X 少年の 如し 優な りと い へど も艷 ならず 活 澄なる が 如くに して 雄偉の さまな 

しさる からに 富麗豪 { 石の 狀は 双つな がら 充分に この 體を もて 寫 さん は 難し 此 質の 文 はもて 婦女 稚 童の 爲に 作り 設 

けし ものに て 偏に 假名 文字の み を 用 ひしから につと めて 漢語 を まじ ゆる こと を 忌み 偶々 これ を庸 ふること ある も 

多く は 演劇の 臺詞 などに て 耳慣れた る 語の み を とりま じゅる こと せりされ ば この 點に 於て は 前に 述べた る 雅文 

俗文と 不利 を 同う せる もの とい ふべ し 左に 一 ini の拔文 を擧ぐ 熟讀し て 彼我の 得失 を 比 ベ 見る ベ し 

〇 それお そばへ とっき やられみ ゆき ははた とこけ か、 り 「まァ あにさん のにく らしい かう く くらず ともよい こ 

と を さぞ かしお 手が いたみ ませう ぶしつ けながら * と むすびめの 堅き に齒 まで てつだ ふて やう，/. \- ほどけば ご 

ん三も にっこり 「まちが ふて その >- ち はとん とおめに か X り ませぬ お すこやかで おめでたい 乂 そのうちに とた 

つの を ひきとめ 云々 (種 彥) 
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0 「いな-/,^ それ は い つ はりな らん 姿は賤 くや つす ともお こと は 正しく 匹婦に あらず あまつ さ へ 女子に にげな 

く 心のう ちに 大望 を 思 ひた つ 身と 見た は ひが 目 かお のれ は 年 ごろ 世の 人 を 相す る を 修行な し 廿： (術 妙 を 得た る ゆ 

ゑ 最前お ことが 街道に 馬 ひきな がらた- <  ずむ を 1 ト目 見る より 凡人なら ぬ 者と は 早く も见き はめて 窃に とふべ 

きこと あれば 進る 言葉 を 幸に 馬 かりうけ しも 人と だ へ しこの あたり へ 来りし うへ 素志 をと はん はぞ かし.^ トー W 

葉を盡 してい ふ をき  >- 少女 はしばし 默然 たりし が や 》 あって 泰然と 形 を 改め 翁に 向 ひて おん^が 叨. X- 感じ 人る 

星 を さした る 其 言葉 今 はつ 、まん やう あらねば いかにも まこ とを吿 ぐべ きが それよ リ 先に 姿 もまた おこと にと 

はんもの こそ あれき、 いれて たま ふべき やと 言葉 も 俄かに あらたまり 云々 (！！n) 

臭 双紙 體は槪 ね 上に 揭る もの X ごとしされ ど 彼れ 此れ 較らべ 見ば さながら 別派の 文體の ごとく 殊に 11 の 如き も ほ 

とほと 其 調 を 失 ひて 雅致に 乏しき を覺ゅ 此の 外 同時代の こと を 記し 同國の 人のう へを寫 せる にも 共の _1、 ャぉ 勢な 

どいた く 其 趣 を 違へ て 前後 不都合の こと V も 多 かり か、 ろ 齟齬 も 臭 双紙に は ゆるすべし とい へど も ^術中の 一 枝 

ともた >1 ゆべき 小 說稗史 にて はお もしろ からず か、 る 不都合なる 文 をな さん は はじめより 偏に 俗文 3^ を 川 ふるに 

しかず しから ざれば 雅言 六 分の 雅俗 折衷 文 を 用 ふるに 劣りて 拙し 思 ふに 臭 双紙の 作者と いへ ども こ. -らに 心つ か 

ざるに は あら ざり しならん が 一 種の 文體 のみ を 用 ひて は 充分に 其 意 を 述ぺ盡 しがた き 由 ある を もて かくは ぬ 文 を 

ものせ しならん 开を思 ひ はからず して 臭 双紙の 作者 を 難ず る はな かくに^ 酷き 第なる ベければ 彼等 を非識 する 

に は あらね ど 臭 双紙 體は つまり 俗文 體に ひとしき 不利 なれば 時代物 語に は 妙なら ず (二十 八號) 

これ を 流布本 「小說 神髓」 に 比較す ると、 下卷 の文體 論に 相 當 する 事 は、 一 讀咬然 である。 今 兹で詳 


紬に對 比する 餘裕 はない から， それ は讀者 自身で 試みられる として、 大 體の處 をい ふと.' 叙述の 顧 序 

と 根本の 考へ方 は 同じで あり、 引用の 小 說も略 ぼ 同じで あるが、 行文に 增補 訂正した 處、 前後せ しめ 

た處が あり、 引用の 數も 現行 流布本に 比較す ると この 文章の 方が 少ない。 且つ 終りに 雅俗 折衷 體を說 

き、 稗 史體と 臭 草紙 體の 二種 ありと いひつ &臭 草紙 體 をのみ 說 いて 稗 史體に 及ばない、 これ は 然し こ 

の 時に 「小說 神髓」 が 未成 稿であった ので はなく， 此の 雜 誌への 送稿が 中 絡した ものであると 解す ベ 

きで あらう。 

さて この 文章の 發 見で、 「小說 祌髓」 の 第 一 稿 乃至 第一 一 稿が 明治 十六 年 九月までに 成 稿と なって ゐた 

こと は 明白に 斷 言され るが、 殘 つた 問題 はこれ が 第一 稿 か 第二 稿 かで ある。 これ は埒內 先生に お 伺 ひ 

してみ ると よく 分る と 思 ふが、 〔遣憾 にももう 出來 ない： r 只今の 私の 考へ では、 先 づ上來 述べて 來た 

「小說 祌髓」 の 起稿の 順序が 最初から 系統 立って 組織され たもので ない 點 から 推して- 第二 稿で ある 

かと 思 ふ。 卽ち 十四 年 (乃至 十五 年) 第 一 稿 起稿 以後 十六 年 九月までの 中間で、 第 一 稿が 一 先づ 纏め 

られ、 それが 引つ .ご いて 十六 年脫 稿した 「小說 神髓」 に 整理され たものと 見る のが 當 つて ゐ はしない 

か。 そこで 此の 十六 年 九月 脫 稿の もの を 第二 稿と すると 第一 稿 はいつ ごろ 一先 づ 纏った もの か。 これ 

は 推測の 材料が ないから 何ともい へない が、 只今 漠然と 考 へられる ところでは、 何う も 十六 年の 卒業 

七月 前 を もって 第 一 稿が 一 先づ 打ち きられ、 それから 比較的 急速に 第 1 1 稿に とり か. -っ たもので あら 
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うとい ふ氣 がする。 第二 稿の 起稿 卽ち 第一 稿の 整理 は 十六 年大舉 卒業の 直後から 始まり、 此の 年 九月 

頃 一先 づ脫 稿と なった もので あらう。 これ は 然し 只今のと ころ かう 漠然と 考 へて ゐる だけで、 何れ 先 

生に お 伺 ひするな り、 叉 新 材料が 出るな りしたら、 訂正され るか も 知れない。 

此の 十六 年 成 稿の 「小說 神髓」 を 第二 稿と すれば、 今日 流布の 「小說 神髓」 は第三稿乃：4f:l=i^叫^lと 

なる。 何故 第三 稿と いふかと いへば、 「小說 神髓」 の 現行 本 は、 明：^>^十八年ニ月十 一 日から綴り始めら 

れ たもの なること は、 先生の 日記 杪 (「幾む かし」 と 題す) に 明記され てゐ るからで ある。 卽ち この 日 

記抄、 一 1 月 十 一 日の 條に 11 

此 日より 小 說神髓 を 綴り 始む 

の 文句が あり、 これに 先生が 自註して 「綴り 始 むと は 起稿の 意に あらす、 寫し 直す の 意」 と ある。 先 

生の 冩し 直す とい ふお 言葉が、 第三 稿 着手に 相當 する わけで ある。 では 何故 第^ 稿と いふの か。 これ 

は 前に 引いた 「神 髓」 の践 語に ある 明治 十七 年 起稿 を考へ 直しての 言で あるが、 十七 年に 起 々の 

御 記憶が 間違って ゐな いとすれば、 此の 時 十六 年の 成 稿 を 訂正し 直した ものと 思 はれる。 さう すると 

十七 年の 成 稿が 第三 稿と なり、 十八 年の ものが 第 四 稿と なる 順序で ある。 然し 只今のと ころの 十七 年 

の 成 稿なる ものが 刖に 成就され たと は考 へられな いから、 十八 年の 成 稿 を もって 第三 稿と すべきで あ 

ら- つ。 


最後の 問題 は、 十六 年の 成 稿と 十八 年の 成 稿との 間に 叙述 文章の 差異が あるが、 これが 何時 起った 

もの か、 普通に いへば、 十八 年に 淨寫し 直す 際に 加 へられた ものと 考 へられる が、 恐らく この 寺 一度 

に 加 へられた もので はなく、 十六 年 成 稿 以來、 十七 年 十八 年と 不斷 にか i る 訂正 を 加 へられて 來 たも 

ので あると 思 ふ。 かう 考 へる ことによって、 十七 年 起稿 云々 の 記憶 混亂が 無理の ない こと， t 解され る 

ので ある。 卽ち 十六 年の 成 稿に、 十七 年 十八 年と， 先生の 讀書 研究の 進む につれ て 叙述 引用 その他に 

訂正 を 加へ て 行き、 十八 年 二月に 至って、 これ を淨 書し 直して 第三 稿と した もので あらう。 

五發表 年代 

この 項 は 比較的 簡單に 年表 式に 述べ る。 

r 小說 神髓」 の 最も 早く 發 表された もの は- 何とい つても 今度 私が 發 見した 「小說 文體」 の ー篇で 

ある。 これが 明治 十六 年 九月 I 十月で ある。 それ 以後の 發表 順序 を 年代に 從 つて 述 ると， — 

明治 十七 年 十月 「^ 牡丹 燈籠  >  序文 〔再版〕 

これ は必 すし も 「小 說 神髓」 の 一 節と いふので はない が、 一 種の 小說 論と して、 背後に 「神 髓」 

を控 へ てゐ ると いふ 意味で/ J  に 揭げて 置く。 
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明治 十八 年 二月 「錢簡 慨世 士傳」 はしがき 

これ は 「小說 の 主眼」 を 主と し、 「神 髓」 を 要約した る ものと いって 可い。 

明治 十八 年 三月 r 假作 物語の 變遷」 (中央 舉術雜 誌) 

三月より 五月に 及ぶ、 その 爲 めに 「神 髓」 全部が 此の 雜 誌に 連載され し 如く： S はる、 も然ら す、 

これ は 「神 髓」 の 中 「小 說の 變遷」 の 部分な り。 但し 行文に 現行 本と 多少の 差異 あり" 

明治 十八 年 三月 此の 篇に いふ 第三 稿の 訂正 脫稿" 

間もなく 東京 稗史 出版社 主 中 尾 某と 出版 を 約す、 上下 一 ー卷 にて 五月 刊行の 豫定 (廣吿 あり )o. 三 

月」 の 序 あり。 但し 組版、 刷 出 終り たれ ど、 中 尾の 失敗に よって 出版 刊行に 及ぶ 能 はす。 

明治 十八 年 七月 著者、 印刷所より 「神 髓」 の 原稿 を取戾 す。 

著者 日記、 十八 年 七月 二十日 「金玉 社へ 行く。 小 說神髓 の 原稿 を復 す。 時事 新報へ 投齊 せん- - 

するな り」 (著者 自註。 金玉 社 は 印刷所な り。 「書生 氣質」 と 同時に 出版 せんとせ しもの が 中絶 

となりし 爲め、 全部 を 一 日 も 早く 世に 公に せんとして 斯る 企を爲 したるな り。 但し^して 投害 

したる か 否か 記憶せ す)。 

明治 十八 年 八月 自由 澄に 「小 說論 一 斑」 と總 題を附 して 「小說 の、 王 眼」 を發 表す。 現行 本 「神 髓」 

の 「小說 の、 王 眼」 の條と 同じ。 


時事 新報に 發 表せ ざり し は、 時事が 「書生 氣質」 を 書きし ことにつ き惡評 をい ひした め、 投寄 

の 志を飜 せし なるべし。 然るに 一 方 早く も 「書生 氣質」 に 感服せ し 自由 燈 社員 齋藤賢 (綠 雨) 

の 訪問せ る あり、 か i る緣 故にて 遂に 自由 澄の 如き 反 改進 黨 的なる 政治 新聞に 揭載 さる- -に至 

れ るなる べし。  . 

明治 十八 年 九月 「小 說 神髓」 松 月 堂より 分册 式に て發刊 さる。 稗史 出版社の 印刷せ る もの を その ま 

ま分册 式に て發刊 せる ものな り。 

豫定 册數は 初め 七 册、， 中 ごろ 十册、 結局 九册 にて 終る。 

九月 1 1 十六 日 第三 册に て 一 時中絕 す。 

明治 十九 年 三月 第 四 册續刊 

著者 日記、 十九 年 三月 三十日 條、 「中絕 せる 小 說神髓 前週より 世に出 づ。 中々 に 迷惑な り」 

迷惑 云々 と は、 これが 出た ころ は、 種々 の點で 「神 髓」 に不 滿を覺 えて 來 たからで あらう。 

明治 十九 年 四月 第五 册 I 九册 

著者 日記、 四月 十四日の 條 r 此頃 小說神 髓發刊 終る」 云々。 

明治 十九 年 五月 全部 合册 として 刊行す。 

以上 を 「小 說 神髓」 の 正確なる 發表 年代と する、 こ-. - までつ きとめる のに、 私 は 多少の 苦心と 時間 を 
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費した が、 それだけに 又 かくつき とめ 得て いさ \ か 得意 を 感じない でもない， 然し か.. -る 得意 は 徒 

の 末席を汚す 身と して は 笑 ふべき ものである かも 知れない。 

六 小 說神髓 拾遺に ついて 

「小說 祌髓」 の 本文 末尾に 次の 附言が ある。 —— 

此の 論い まだ 盡さ ざれ ども 書肆の ため 急がされて 限 ある 日限に 限な き 論 辯 をば 得盡 すべう も W し は 

ざるから 一 團筆を こ-に 止めて 更に 拾 遣 論 を ものす る 折 漏れた る 議論 を も 捕ぶべし 云々 

叉 「文體 論」 の條に 11 

我 國の小 說文體 のこと にっきて はおの れ尙 別に 論 あれ ども あまりに 冗長に 涉るを 恐れて こ. --に は 

全く省きたれども後日神髓の拾遣をものして更に文體の變遷ょり其改^：^をも論じっべし 

と 見えて ゐる。 何れにせよ、 坪內 先生が 「神 髓」 の 補足と して 拾 遣 を ものす る 意志の あった こと は 明 

らか である。 それで は、 さう いふ 拾 遣 はものされ たか。 然り、 鬼 も かく ももの され はし てんる- 例へ 

ば 明治 十八 年 五月の 中央 學術雜 誌 第 六號を 見よ、 そこに は 11 

「小 說神髓 拾 遣 • 時代物 語の 論」 


なる ものが 發 見され るで あらう。 又 一， 拾 遣」 と 題され ぬ 抬遣論 は 可成り 數 多く あると 恩 ふ- 

明治 十九 年 1 1 月 11 十月 「稗 史家 略傳 世に 批評」 (中央 學術雜 誌) 

明治 十九 年 五月 11 七月 「文章 新 論」 (同誌) 

明治 十九 年 九月 11 十 一 月 「美と は何ぞ や」 「Mfr 藝雜 誌) 

等々 は 皆 「小說 神髓」 の 拾 遣に 充 つべき ものである。 然し これ を盡く あなぐ り 求めて 列べ 立てる こと 

は、 この ー篇當 面の 目的と は 離れた ことになるから、 まづ この 邊で 一 旦筆を 止めて 置かう。 

(九、 1、 1 六、 明治 文學 研究 第二 號) 
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いは ゆる 績き 物の 嚆矢 「金 之 助の 話」 

にっきて 

明治 文 學の發 達が 新聞 雜 誌の 流行に 負 ふところの 多い こと、 いふまで もない が、 殊に 小說に 至って 

は、 明治 初期の 新聞の いは ゆる 鑌き物 を搖籃 として 生れて ゐる。 そこで 明治 文 舉硏究 家の 問で は^き 

物 を文擧 史的に 云爲 する 人々 も 出て 來、 同時に、 よく ある 何々 の 嘴 矢、 卽ち この場合 では 「t4^ き 物の 

嚆矢」 とい ふ 問題が 喧 ましく いはれ 出した の も、 當然 のこと であらう。 

それで 喧しい 調 杏の 結果 何う いふ ことにな つた かとい ふと， 故老の 記惊 にもとづいて 明治 九 年 十 一 

月 東京 繪人 新聞に 出た 前 田 夏繁の 「金 之 助の 話」 とい ふ ものが 綾き 物の 嘴 矢 だとい ふこと になった" 

もっとも 後で、 この 年代が 十一 年 九月で はない かとい ふ 訂正 說が 出て、 これに 赞成 する 人も少 くない 

が、 依然として 九 年 十 一 月の ま- -で 未だに 濟 して ゐる 人々 も ある。 

ところが、 少し 困る ことに は、 十 一 年 九月で は嚆 矢と はい へない ので ある。 十 一 年 九 以前の 新 M 

にも 核き 物が 可成り 見られる (例 は 後に いふ： T だから 若し 「金 之 助の 詰」 が 果して^ 矢で あると せば、 


年代が 十 一 年よりも つと 以前で なければ ならす、 若し 十 一 年 九月が 正確で あれば 鑌き 物の 嚆 矢と いふ 

看板 は 下ろさなくて はならぬ。 

この頃 明治の 柳亭 種彥、 卽ち高 畠 藍 泉の こと を 調べる 用事が あつたので、 東京 繪入を 何年 分か 通覽 

したが、 この 時 序でに 問題の 「金 之 助の 話」 も 調べて 見た。 さう して 漸く 正確な 褐載 年代 を 知る こと 

が 出来た。 

- この 調べに よると、 九 年 十一月と いふ 年代 は大 間違 ひ、 十一 年 九月 は 犬に 近いが これ も 違 ふ、 事實 

は 十 「年ル i: である. - 十一 年 八月 二十】 日 東京 緣入 新聞 第 九 五七號 から 掲載され、 同 二十 八日 一 且休 

揭、 九月 三日から 叉揭げ 始めて 九月 十 一 日 第 九 七 五號に 至って 終って ゐる J 十一 年 九月 說は 九月まで 

續 いて ゐ たこと が 記憶に 殘 つて ゐた爲 めで あらう" その他 心づ いた 事 を  一 二い ふと、 「金 之 助の 話」 と 

いふ 題 は 別に あるので はない。 最初 は 普通の 鑌き 物の 雜報 的に 見出し 無しで 書き出され、 第二 回 以下 

は 「昨日の 繪 入金 之 助の つぐき」 と カツ コ されて 見出し 代りに されて ゐる。 記者の 署名 は 勿論ない。 

れを前 田夏繁 だとした の は 恐らく 想像で、 これ は 前 田が 此の 新聞の 局長 (事實 上の 編輯 長) で 紙 尾 

に 署名して ゐた ところから 出て ゐ るので あらう。 然し 同じ 想像で 行くなら、 僕 は 前 田と 同じく 紙 尾に 

印刷と 署名して ゐる染 崎 延房卽 ち 二世 爲永春 水の 筆 だと 想像したい。 それ は、 問題の 續き 物の 文章 を 

ー讀 すれば、 全く 人情本 作者の 手に 潤飾され た雜 報なる ことが 分かる からで ある。 

いは ゆる 續き 物の 噶矢 「金 之 助の 話」 について  ニー I 七 
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そこで かう 分って みると、 いは ゆる 「金 之 助の 話」 が 明治 繽き 物の 嚆矢 でない こと は、 最 n 十 や 明白 

である。 何故ならば 「佘之 助」 に 先立つ 續き 物が 無數 にある からで ある。 例 をい へば、 先づ 「金 之 助」 

の 出た 東京 繪入 新聞 を 取って みると、 明治 十 年頃に は 一 ニニ 回 位の 綾き 物 は 毎日 續ぃ て 枚 擧出來 ぬ で 

あるが、 長い 例に は 明治 十 年 十月 十八 日から 一 一 十六 日まで 十回 繽 いた 久留米 藩士 IS 橋 某と- C 鄉降 盛の 

關係を 大衆 的に 書いた ものが ある。 又姥 原八郞 君の 研究 を 一寸 借用す ると、 十一 年 五月 二十 二 n 以降 

K 阪 新聞に 出た 「伊勢 土 產」、 同 六月 二十日 以降 同 新聞に 出た 「五月雨 物語」 (高 藍 泉) • 同年 六 バニ 

十五 日 以降 かなよ み 新聞に 出た 「花 裳 柳 絮綜」 (假名 垣魯 文) の 如き ものが ある。 それ どころ ではな 

い、 有名な 續き 物で、 十 一年 八月 以前に 單行 出版され てゐる もの も 幾つか ある。 阿 松 海 h 新^」 

は 十 一 年 一月 (十 年 十 一 月よりか なよ み 新聞に 載る)、 「夜嵐 於 衣 花 仇 夢」 は 十 一 年 六月に 出版され て 

ゐ る。 これ 以上 例 を擧げ るまで もなから う。 

では 何う して 「金 之 助の 話」 が績 物の 嚆 矢と 考 へられた もの か。 この 噤矢說 は 今 n 故老の 記 惊遠ひ 

とされて ゐ るが、 然し この 說は その 前から ある。 早稻 田文學 第二 期の, ぶ 一 一十 五號 (三十 年 一 ::::) 以ド 

數號に 明治 文學 一 覽 とい ふ附錄 がつ いて ゐ るが、 その 明治 九 年 十 一 月の 條に. ^の 記 jei?^ 等兑 える J 

. 此の頃 『繪 入』 に 「金 之 助 S 話」 と 題し 虛實 混合の 物 を 載し 好評 • これ 新聞 小說 の^. K なり 

恐らく 故老の 記憶 も、 年代の 點で はこの 記事に 根據 して ゐ るので は あるまい かと G は.^ るソ 然. ^お 


說 はいかに も 間遠 ひで は あるが、 それに はかう いふ 記憶 違 ひを來 すだけ の 理由 は あるので， 實は金 之 

功の 物語 は その 文章の 優美と 內容の 人情本 的濃艷 さの 爲め に當 時の 續き 物と し て は拔 群な 人 氣を示 

したから、 他の 綾き 物の 記憶が 失 はれても この 物語の 印象 だけ はいつ まで も 失せない、 此の 人 氣の記 

憶が いつの 間に か、 金 之 助の 話を數 ある 繽き 物の 記憶 中 第一 の ものにし たので あらう。 嚆矢說 の 間違 

ひ はこ こから 生じた もので あらう と 思 ふ。 金 之 助の 話が 讀 者に 人 氣の あった こと は * 大變な もので、 

！ 元 來* 東京 新 右衞門 町の 道具屋 澤瀉屋 の 次男 染谷金 之 助が 藝妓小 蝶に 金を使つ たので 東京に 居ら 

れ なくなり、 大阪へ 行って 一 ト 旗擧げ ようとし たのに、 惡漢に 欺され て 進退に 窮 して 死なう とまで 思 

ひつめ たと ころ を 小 龍と いふ 藝妓に 救 はれ、 二人の 女性の 實 意で 自立の 決心 をす る、 とい ふ 物語で あ 

るが、 これの 出た 當座 は、 金 之 助を眞 似て 大阪へ 飛び出す 靑 年が 殖えて 困った とい ふ、 その 例 は ニー  二 

新聞に も 見えて ゐ るが、 それ 程の 人氣 だった ので ある。 且つ この 績き物 を燒き 直したり 引き 冩 したり 

した 小說が 可成り 澤山 出たら しく、 僕の 記憶して ゐ るので も、 次の 五 種 ある。 

そめこが ねり や、..' ふの も だ 9 め  ， 

〇 染金 兩婦仇 (小 本 三册， 若 狹屋) 

刊年 未詳 だが、 恐らく 十 一 年中で あらう" 東京 鰭 入の 文章 を抄錄 した ものである。 

in^lni  ？  み さ を くら ぺきんせ き し だん 

05^ 隨 ill 貞操 競 金石 志談 

轉々 堂 鈍々、 卽ち高 畠 藍 泉の 著で あるが、 刊否 未詳、 恐らく は 刊行され すに 終った もので あら 

いは ゆる 續き 物の 嚆矢 「金 之 助の 話」 について  ニニ 九 
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う。 十 一 年 十 月刊 「日月 星亨和 政談」 の 廣吿に 見える のみ。 

〇 藻汐草 近世 奇談 (三 編 九 册， 篠 田仙果 綴) 

十一 华 十一月. 第二 編の 下卷 以下が 金 之 助の 話で ある。 序文に 繪 入の 箱 田 千代 太 大人の 乎に 成 

C ると あるが * 箱 田 は 編輯 名 儀 人 だから さう いった だけで あらう。 

〇 . 霞 黃金乃 双 蝶 (洋 一 册、 若松 永 胤 著述) 

明治 十三 年 五月. - 若松 氏 は 織 田 純 一 郞の實 弟で ある。 

〇 蘆の 一 節 (十三 年 十 一 月， 繪入 人情 雜誌、 第八號 以下 轉載) 

これで 如何にも その 人 氣の拔 群だった こと は 分かる であらう j だが 如何 ほど 人氣 があった にせよ • 

研究の 結 衆 それが 嚆矢 でない と 判然した 以上、 今日 以後の 文 舉史に は 再び 明治 九ハ キト 一 の 「金 ラ 

助の 話」 が 明 治績き 物の 嚆矢 だな どと 記されて は 困る。 この 機會に 切言す る 次第で ある。 

(昭和 八 年 七月 號 「文^」 一 ノ  SIIS) 


明治 文壇 に 於け る 俳諧 精；^ 


ゥ マイ 題目が つかん ので かう 假り につけて 置く、 然し 決して 明治 文 學と關 連 さして 俳句の 藤 史を書 

くので はない、 そこ は 誤解し ない ことにして いた^きたい。 

私が 俳句の こと を 彼是い ふの は、 元々 柄に ない ことなの だ。 私の 兄が 麼雪 派の 古株で、 もう 何十 年 

か 井泉水 氏に 師事して ゐる關 係 上、 私 も 時々 「» 雲」 をよ む 位の こと はする。 それから 放 哉の 句集 だ 

とか、 鬼 城の 句集 だと かいふ もの を、 或る 事情で よんだ こと も ある。 叉 古い もので は、 笆蒸、 蕪 村 * 

一茶 • 明 台で は 子規、 その 邊の 極めて 普通 平凡な 知識し かないの だから、 俳句の 發展 の歷史 など 書け 

る わけはな いし、 叉 書く つもり もない。 私が これから 述べる の は、 明治 文學 諸家と 俳句と いふ もの、 

關 係- 關 係と いふと 少し 可笑しい が、 明治 文學 諸家が 俳句の 力に 何う 動かされて ゐ るか、 その 諸家の 

仕事に とって 俳句が どうい ふ 意味 を もって ゐ るか、 諸家の 業績に 俳句が 何れ だけの 役 をして ゐ るか ゐ 

ないかと いふ やうな ことにつ いて、 ホンの いさ- -か 感じて ゐる こと だと 思へば、 間違がない。 或は 遼 
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東の 豕と いふ やつで、 もうと つくに 諸君の 方が 知悉して t 陳 i も 知れない が、 き 鏡 人 だから 

お 手 柔らかに 願 ふこと にす る。 

漫談 だ、 文字 ど ほりの 素人の 漫談 だと 思って いた きた CO 

II 

文壇 人と 俳諧の 置 は、 大抵 H&s く 捌かれて ゐる。 私 はこれ に 疑問 を もつ もの ビリ ごも 

つと いふよりも、 むしろ 一律 的な 餘技說 に は 大分 不服な ので ある。 勿論、 中には., ら餘 技と 號し、 乂 

ノカ らも I 餘技視 されて 然るべき 例 は 多くあって、 それ は、 私が 何もず へ 一 々持ち出す C は 及.. 

ぬ t これ を 綜合して、 文壇 對 俳諧の 問題と して 考 へる ときに、 俳諧と いふ もの は、 文 g に は ぞ 

餘技 以上の 役目 を 茶して ゐ 

ると い ふ^ 單 ら., H ハ。 

此の 結論が、 殊によ く あてはま るの は、 明治 文壇で ある。 とい ふよりも 正^に &狀 すると、 明ム" 文 

壇 諸家の こ と を 多少 調べ てみ て、 實 はさう い ふ 非餘技 說を考 へ 出した わけ だ。 

先づ 極々 初期から 考 へて 行かう。 

初期 文舊 代表 を 着 垣魯 文と し、 染崎春 水 延房 とし、 高 I 彥 (I) とする。 こ. i おえで は 


ない 通說 だから、 動くまい。 そこで、 此の 三人の 文擧 にと つて は、 俳句， 俳諧 は 何う いふ もので あつ 

たかと いふと、 實に 接な 關係 にある。 此の 時代 は、 俳諧 は 文人の 文學 修業で 是非し なくて はならぬ 

課目の 一 つに なって ゐる。 單 なる 嗜 みと か 好みと か、 人眞 似と かいふの ではない、 是非 必要な requl 

irements の 一 つと なって ゐる。 和歌 和文の 嗜みも 勿論 あれば あるに 越した こと はない が、 それよりも 

文壇 人の 文壇 入りの 資格と して 第一に 必要な もの は 俳諧 だ。 俳諧と いっても 廣義 でい ふので、 必らす 

しも^ 蕉の 正風 乃至 その 傳統を 云々 する ので はない。 それ 以前の もの も 可し、 狂句、 川柳 •  文の 類 

を も 含めて 可い。 鬼 も かく 俳諧の 嗜 みは、 文擧 者と して 必須の もので、 これな きを 恥ぢ た。 魯 文が 本 

式に 俳諧に 遊んだ こと は その 傳 「假名 反古」 に 詳しく 見えて ゐ るが、 藍 泉と て、 それに 劣らす 本式に 

事んで、 一生 これ を棄 てない。 春 水の こと は、 詳しく 知られて ゐな いが、 これと て 矢張り 一通りの 心 

得が あつたの は、 勿論の こと だ。 この 人々 は 何 を 俳諧から 舉ん だかと いふと、 世情の 觀 察と、 穿った 

表現と、 字句の 驅使 法と、 音調に よる 文飾と、 その他 いろいろな もの を學ん だに 違 ひない。 その 影響 

は 三 家の 作品な り 文章な りに 見えて ゐる、 殊に、 魯* 藍 二 家の ものに 强く 俳諧の 風味が 出て をり、 そ 

の爲 めに その 文章 を 實に輕 妙 洒^な ものにして ゐる。 それ 自身の 作 も それぞれ 多少 あり、 就中 選者 ま 

でした 藍 泉に 最も 多い が、 それだけに その 小說の 地の文 章に は 極めて 俳諧の 薫染が 多く、 到底 俳諧 を 

引離して 彼の 小說ケ 一考へ 得ない。 且つ 古人の 一 句 を 種に して 一 場の 趣向 を考 へたり、 一 章の 骨子と し 
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たりす る 小說の 內容の 方にまで 感化が 及んで 居り、 た^-に表現ゃ文字ゃを借りるとぃふだけには止ま 

ら ない。 

更に 過渡期の 二 文 星 だとい はれる 饗庭篁 村と 須藤南 翠、 この 二人の 作物 を讀ん でみ ると、 g.; 村の 場 

合、 俳諧の 敎 養が 某 礎と なって ゐる こと：^、 直に 首肯され る。 俳 書 を 幾分 硏究 的に a んで、 こ 乜をゃ 

や 近代的に まとめて 論じた 人 は， 篁 村が 第一で あったら うか。 それだけに、 俳諧の 附け 味が 深く その 

作品に しみこんで ゐ るの は、 『むら 竹』 二十 卷を 通讀 せす とも 察知し 得られる。 彼 は 一度なら す 俳諧ぬ 

きの 小說を 試みた が、 その 度に 失敗した。 それ 程 彼と 俳諧の 關係は 緊密で ある。 ^村に 比すれば， 15：： 

翠の方 は、 遙 かに 俳諧 分子が 少ない が、 それでも 也 有 あたり を 先生と して、 頻りに 3 點 似た 時代が あつ 

たつ 勿論 得意の 句 も あり、 さう お 先 眞喑な もので はない。  . 

文 でも 引く とい- -の かも 知れない が、 スぺ I スの關 係で さう も 出来ない から， それ は 遠慮す る。 

ミ  ， 

明治の 新 舆文學 は、 坪內 逍遙の 出現から であると し、 先づ その 前後から、 口 本の 文^が 近代 文 ゆら 

しい 色彩 を帶び 始めた.^ 


ところで， 成る 程 明治の 初期に は小說 家と 俳諧 ふさう 緊密に 關 して ゐ たと しても. 近代 文學的 色彩 

を帶 びて 來る 明治 二十 年 以後の 文 擧とは 何う か、 最早 ゃ小說 家の requirements の】 つと して 39- きばと 

いふ やうな もの は 要求され なかった ので はない か、 寧ろ 西洋 文擧の 如き、 非 俳諧 的な 教養が 要求され 

たので はない かとい はれ やう。 成る 程 これ は 表面 は その 通りと いっても 可い が、 然し^ 樣の 意味で.. 

俳諧 は 矢張り 文壇と 緊密に 關 係して 居り、 諸家の 作風な り、 作品な りに 生きて ゐる。 その^ 揖の 意味 

と は、 精；^.^ とい ふ 程の こと だ。 つまり 形式 上の 十七 文字に 纒 つた 句と いふ 形 を 離れた 一種の 俳諧 精 

とい ふ ものが、 はっき リと 生かされて 來る。 丁度 ポエムと いへば チャンと 形の 整った 詩句 を 意味す 

るに 對し. ボヱ トリ， - といへば 文字 表現の 詩句 を 離れて (離れる とい ふ 語 葉が いけない とせば、 その 

文字 表現の 根底に 横溢して ゐる) 詩歌 的 精神 を 意味す る やうに、 十七 文字の 詩的 表現 を 別と して、 そ 

の 十七 文字の 詩的 表現の 根本 を 成して ゐる 風流 騷雅の 精神. いは^ 俳諧 精神と いった もの &好 さが、 

深く 時代 文壇の 創作 精神に 喰 ひ 込んで 來てゐ る。 

此の 俳諧 精神の 好 さに 對 する 肖 覺が、 所謂 文學 史上の 國粹 時代に 現れた こと は， 當然 のこと に 違 ひ 

ない。 ^諧 精神の 如き は、 純然たる 日本的 ボ H トリ ー で、 支那で も、 西洋で もない、 これ こそ！： 粹的 

詩興の 發 露たり 得る ものである。 明治 文學 史上、 この 國粹 時代が 最も 詩的な 時代で あり、 散文が 詩 化 

された 時代で あり、 若い 天才 紅葉 露 伴が、 その 若々 しい 血潮の 沸く に まかせて、 天上 地上、 人間 社會 
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. の 百 物に 托して、 超凡 {.^i の， 大 俳諧 歌 をうた つた 時代 だ。 豈獨 り、 一 子規の 出 现を以 つて 俳^^の 隆 

興 を 卜せん やで ある。 

俳諧 精神の 生かされた 時代と して、 此の 如き は先づ ない。 これ は、 後 來文舉 史を寳 くもの.， 深く 洞 

察しなくて はならぬ 一面で あらう。 つまり 初めは、 學ぶ ところが 形而下 的であって- 十七 文字の， は 

に何處 まで も卽 して ゐた。 表現の 文字、 觀 穿の 力、 さう いふ もの を舉 ぶ、 それが ためにい 說 (糸の リク 

ワイ ヤメ ンッの 一 つと されて ゐた。 然し 國粹 時代の 到來 と共に、 それが、 闽粹的 詩興の 發. 述と いふ 立 

場に 還元され て、 時代の. ij- 藝を 更に 根本的に 精神的に 動かした わけ だ。 

子規の 俳諧に 對 する 熱意が 此の頃から 始まって ゐる こと は、 何も 私な どが 巾 上げる まで も い。 然 

しこの 頃 俳諧 精神の 理解 把握に 精進して ゐ るの は、 彼 一人で はない。 逍遙 然り、 不知^ 然り、 . ぉド 人" 

り、 紅葉 然り、 他に も澤 山あった と 思 ふ。 

逍遙が、 晚年 俳句 を ものした こと は、 人の 書いた ものに も 見え、 又 揮毫な どで も 知られる が、 ^  ノ 

初期の 逍遙と 俳句と を 結びつける こと は 少し 無理で はない かとい はれる かも 知れない。 然し^. れ、 追 

遙は、 二十 二三 年の 頃、 篁 村と 不知 庵な ど を 先達と して、 俳諧 紫の 勉強に 一 心に なって ねク V  #1 

菜り を熟讀 したり、 曉山 集を拔 書したり、 その他 種々 の 俳 書 を 借りたり、 實に 熱心に 努めて ゐ る。 少 

し 前で あるが、 也 有 を愛讀 した こと も事實 である 0 逍遙の 俳諧 研究 は、 もう 此の 创 作の， を^め て 


ゐた 彼と して は、 作の 上で は毘 えなかった が、 その 文章の 上で は效 果を擧 げてゐ るかに 見える。 

不知 庵 も 西洋 文擧畑 出身で、 俳諧の 方と は緣の 遠い 人で あるかに 思 はれる が、 然し その ビブり オフ 

アイ ル としての 最初の コレクションが 俳諧 書で あり、 叉 後年 立派な 『芭蕉 傳』 を 書いた ので も、 造詣 

は 知られる し、 その 隨 筆の 根底に は 俳文の 味 ひが 何 所まで もつ き纒 ふて ゐる こと を、 見逃し 得ない。 

然し 不知 庵 自 身の 眞に 好きな の は、 笆蕉 ではなくて 其 角であった らしい 節々 が、 その 書いた ものに よ 

つて 覼 はれる。 圭角 稷々、 覇氣 の强ぃ 江戸 子の 不知 庵と 其 角と は、 いさ、 か 同型と いってい.^ ところ 

が あり はせ ぬか。 不知 庵 は、 逍遙に 對 して 『五 元 集』 を讀 むべき こと をす. -め、 『五 元 集』 の 面白さ を 

度々 說 いたと いふ。 

誰も 知って ゐる やうに、 一 r 二葉 亭 全集』 の 第 四に は 俳諧 日錄 とい ふ 句集が あり、 その他 文學 修練 上、 

連句 を愛讀 するとい ふ 語 葉な ども 見えて ゐ るが、 この 連句 愛讀 はいつ ごろから か。 恐らく 矢張り 閾粹 

時 if あたりから 始まって ゐ るので はなから うか。 それにしても、 『浮 雲』 の 作者が、 七 部 集の 連句 ゃ宗 

因の 蜀令を 愛して、 これから 文字 上の イン スビレ I ショ ンを 求めた とい ふの は、 案外と いふ 氣 がする 

が、 本人が さう いって ゐ るし， チャンと 證據も あるから、 如何に 案外で も、 それに 違 ひない わけ だ。 

さう いへば、 『平凡』 の 中には、 見やう によると、 大分 俳諧 氣 味の 部分が なく もない やう だから、 二葉 

亭の 俳諧 道への 熱心 も 町 成り 深かった らしい。 その 俳句 も、 凝り 家の 彼の こと だから、 數は 少ない が 
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推敲され たもので ある やうに 讀 まれる。 連句の 試み も 面白い。 .然..：^^ の 作 句 は、 如. E- にも 小手 调 ベと 

いふ 調子が あり、 空想に 成れる 句が 多く， 形 を 整へ たと ころ を 見て くれと いふ 風な 技巧的な もの も あ 

P, 文壇 風-雲 兒 の胸懷 を直寫 したと いった もの は、 見られない。 が. それが 見られす とも • 一： 儿々 4,义 と 

して は^に 不本意で はなから う。 

四 

紅葉の.^ 說と 俳諧の こと は、 刖に いふ 必要の 無い 程 周知の ことにな つて ゐる らしい ので、 3^ 々伐 は^ 

いても い \ の だが、 明治 文壇の 俳諧 精神 を 論じて 紅葉 を 省く の は、 服 玉 一 っ拔く 位の さが あらう か 

ら、 矢張り 殘 して 置かう， - 

紅葉 は 西 鶴から 文藝 道に 入った。 その 西 鶴の 小說 は、 俳諧 道、 俳諧 精神と は 切っても きれぬ^ 1^ に 

あると いふ。 西 鶴に 心醉 した 紅葉が、 俳諧に 於いても 西 鶴 風の 行き方 (攛林 風； を ん だの は、 先^ 

のい ふところ だ。 同じ 西 鶴の 影響 をう けたに しても、 紅葉 は、 主として 文字 上の 影 の 方 を 強く,, ズけ 

た。 彼 は、 西 鶴の 文字 を假 りて 明治 新 社會の 人情 世態 を 描破しょう とした。 初期の 紅葉の 作風 は その 

通りで あらう a 從 つて 西 鶴の 俳諧 道の 感化 を 受ける は 受けても， 技巧的、 表現 的 * 文字 上、 觀^" き； i ス 


上の 感化が 多かった。 初期の 彼の 句、 例へば、 「稻妻 や 二 尺八 寸ソ リャ こそ 祓いた」 などと いふ ものが 

一方から は、 西 鶴 だ. 奇警 奇警と 矢 タラに 奇警 がられた が、 一方 極端に ィャ味 がられ、 惡 趣味 がられ 

たの は、 この 爲め であらう。 然し 紅葉と て 】 代の ォ子 だ、 何時何時までも 西 鶴に へ パリつ いて ゐ はせ 

ぬ、 ^は 小說 道に 於いて 立派に 自流を 開いた と共に、 俳諧 道に 於いても 西 鶴 宗を脫 して 紅葉 宗を 建て 

るまでに 精進した。 この間の 進歩 は相關 的に 行 はれた ものた る こと は， いふまで もない。 『拈華 微笑』 

から 『隣の 女』 など を讀 むと、 その 邊の 消息が 知られ やう。 叉、 一般に 紅葉の 小說 が、 その 中に 現れ 

てゐる 世態の 見方、 人生 觀、 社會觀 等に 於いて 俳諧の 影響 を 受けて ゐる こと は、 俳諧の 方に さう 深い 

造詣 を もたぬ 人に でも 分かる。 紅葉の 小說に 見える 俳諧 精神 は、 然し 矢張り 當 初の 西 鶴宗の 感化の 迹 

を いつまでも 止めて ゐて、 文字の 遊び、 趣向の 遊び、 ュ ー モア、 何に せよ 遊びと いふ 點を 離れない。 

その 精神に 於いて 通俗で あり、 樂易 であり、 洒脫 であり、 奇警で あるが、 高と 大 とか、 正雅と 力い ふ 

ものに なると、 いさ- -か缺 けて ゐ ると いへやう。 

その 道の 人の 話 をき くと、 紅葉の 句 は 流石に 立派な もので これ だけで 一派の 宗匠た るに 足りる とい 

ふ。 決して 所謂 餘技 とい ふべき 程度の もので はない らしい。 だが 正直に いふと * 私 は 紅葉の 餘 所行の 

句 は餘り 好きで はない。 餘 所行の 句と いふの は 可笑しい かも 知れない が、 つまり 古人 を 眼中に 於いて 

意識的 技巧 を 凝らした やうな、 先生ぶ つた 句の こと だ。 さう いふ 句 は 『俳諧 新潮』 あたりや 「秋 聲」 
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などの 中に も 少なから I 得る。 可成り 謹され てゐる もの も あるら しい。 この 豪で、 ^^1 

の 句、 「死なば 秋 露の ひぬ 間ぞ 面白き」 とい ふ 句 は あまり 感心して ゐ ない。 美 ，( と は W し :.: r 

世の 句に して は、 古典的な 取りす ました 冷た さが ある。 それより は、. 死ぬ 年の 春に よんだ— 

目 を 閉ぢて 嗚呼 われ 花に 疲れたり 

とい ふ 句の 方が、 イクラ 紅葉ら しいか 知れない と 思って ゐる。 私 は 「死なば 秋」 I して 格 川 I し 

ケカ この 「目 を閉ぢ て」 をよ むと 實に 痛まし さ、 それ も 花 謝し 鶯徂 くと いふ， の：， m まし さこホ 

人の 末 路を 思 ひべ て、 痛恨の 情が 胸 をう つの 臭える。 これ は、 紅葉の 病因 も 略 ぼ不， "あつ I ト 

六 年の 四月、 高 田 半峯が 主催で 鳥に 紅葉 慰藉 會 I した 時の 句 だ， 尊の 「面白き」 て 俳人り，， 一び 

力 あり、 後者の 「疲れたり」 に、 一見 戯れら しく ボカした 本音が 出て ゐ るからで は あるまい か。 

も ハ I が 七 八十の 老人 だったら、 丁度 アベ n ベの 感じ を 受ける だら うと 思 ふ。 

概して 佐 渡 旅行 中の 句 は 好きだ。 それ は眞 情 流露、 人間ら しい 紅葉が 出て t からだ〕 J お/い 

のぎ いつもの 「橫寺 町の 先生」 ではない。 お 糸と 別れる ときの 一汗なん ど 拭いても らう 1 しけ 

り」 の 句な ど、 實に 一 唱 三嘆、 李 白の 五 古 も 及ばぬ 味 ひが ある。 

露 伴が 文證の 師も西 鶴で あつたと いふが、 それ はー應 さう 見えた として、 紅 f 場 言 は 少し 遠 

ふやう に 思 はれる j 紅葉 は 慕の 文 f 得た まふ,, f、 露 f 西鹤の 風ず #-ん だと X。  I 


は 比較の 爲 めの 比較であった としても， 紅葉と 露 伴が 西 鶴から 學ん だもの 違って ゐ たこと は 事實で 

ある。 紅葉が 1: 鶴の 俳諧に 學ぶ ところがあった こと は 今 もい つたが、 露 伴 は その 點で 別に 擧ぶ ところ 

がなかった らう。 露 伴の 小說 にも 多分に 俳諧 精神が 入って 居り、 現に その 出世作と いはれ る r 風流 怫』 

の 構成が 俳諧に いふ 虛實の 手法 を學ん だものと いふ 位で あるが、 その 學び 得た 俳諧 道 は.' 西 鶴で はな 

くて 芭蕉の 正風であった。 露 伴の 藝術觀 は、 芭蕉の 感化に よって 屹と 定まった ともい ひ 得る。 

露 伴の 藝術も 勿論， 所謂 風流から 出發 した もの だ。 だから 初期の 作品に は、 『風流 禪 天魔』、 『風流 

怫』、 『風流 魔』， 『風流 悟』、 『風流 艷 魔傳』 等 風流と 題した ものが 多い。 勿論、 この 風流 卽文學 とい ふ 

考へ は、 當 時の 文擧 者の 誰し も考 へて 怪 まなかった ところ だが、 露 伴 はやが てこの 考へ に 疑問 を もつ 

に 至った の だ。 風流 卽文學 なら 風流 卽文學 でい. - として、 今日の 所謂 風流の 文學 では 文擧も 大した こ 

と は 無いで はない か。 要するに 假 幻の 文學、 あそびの 文學、 小さな、 表ッ 面の 文擧 だ。 然し 何う も 文 

學 とい ふ ものがた さう い ふ ものであって 可い わけはない、 文學 とい ふより はもつ と 眞劎な 深い もの 

でなくて はならぬ と 思 ふ。 大眞 如界の 表現、 卽 ちま 然と 人生の 眞の 姿を捉 へて， これに 詩歌 的 精神 を 

吹き込ん だもの、 それが 文擧 でなければ ならぬ。 文舉卽 風流と せば、 眞の 風流 も そこになくて はなら 

ぬ、 若し さう とせば 今の 今まで 口癖に されて 來た 風流の 二字 は眞の 風流で はない、 いな 事 實は大 無風 

流の 極な の だ。 これが 露 伴の 藝術的 覺醒の 大略 だ。 それ は 丁度 二十 三年 頃の こと だ、 露 伴 は その 煩悶 
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の 解決 を笆 蒸の 心境に 求めた • さう して 此の 年の 夏 一部の 『俳諧 一葉 壤』 を 抱いて 赤 城 山屮に 去り、 

細かに 正風，： 俳諧 精神 を 味 はって、 そこに 悟る ところがあった。 その 心境 は 常時 報知 新^社に ゐる先 

輦 友人 宛の 書翰に も 見えて ゐ る。 凡そ 藝術 家の 心境に 東洋 的 西洋 的の 二つの 例が あると せば， 東.^ リ 

藝術 心境の 極致が 露 伴に 見出される。 さう して その 露 伴の 藝 術の 心 を 養った ものが 色 燕の 俳諧. ゆ 神で 

あった こと は、 誠に 意味 深い 事實 だとい はなくて はならぬ。 

露 伴と 子規との 交り、 子規の 露 伴崇拜 のこと は、 子規 自身で 書いた ものが ある。 又 子規と 述句を 作 

つたこと も、 露 伴の 隨箪に 見えて ゐる。 露拌の 句が 發 表された のが 少ない から、 これ を 紅^の 如く 宗 

匠視 する こと は 出来ぬ かも 知れぬ が、 その 俳諧に 關 する 理解、 研究の 點 からい へば、 先づ 俳^ 风， と 

して 第 I に 指 を 屈しなくて はならぬ。 『七 部 集』 の 評釋が これ を證 して 餘 りが ある。 

露 伴の 作が 慕 西 行の 風 骨 を 得て ゐ たこと は、 例へば 『對 謹』 の 如き 、 『こいものがたり』 の 如 

きもの をー讀 すると わかる が、 その 句 も 亦笆蕉 から 露 伴 化した ものと 受け とれる， ニー 私の 記傥 して 

ゐる句 を擧げ ると、 —— 

老子 かすみ 牛 かすみ 流沙 かすみけ り 

沈の 香の 杜 詩に 沁む夜 や 雪の 聲 

など、 いふの が ある。 「沈の 香」 の 句に は、 青年時代の 1K 才 的な 露 伴の 面影がない が、 免： やのお 作 5： 〈乂 


の達人振りが實にそっく.=^出てゐる。 此の 句 も 私の 大好きな もの \ 一  つ だ。 

五 

鷗 外の 集 を讀 むと、 彼が 和歌の 方に 造詣が あった 割に、 俳諧の 方に は 親まなかった らしい ことが、 

はっきり 看取され る。 作 句 も、 「うた 日記」 中に 多少 出て ゐる 外、 特に 纏った ものが あるか 何う か、 よ 

しあり とする も， 俳諧 精神 は、 鷗 外の 業績に は 遂に 緣の 遠い もので あらう。 鷗外は 多少の 創作 も ある 

が、 寧ろ 飜譯家 紹介 家と して 殘る ベく  (だからと て鷗 外の 業績 を アン ダァ ヴァル ゥ する ことに はなら 

ぬ、 飜譯 家で も 創作家 以上の 價値を もち 得る 例 は厦々 ある)、 而 かも その 飜譯 の價値 は、 彼の 特殊な ス 

タイルに ある こと 勿論で ある，' 然し その スタイル は 俳諧と は 血緣の 遠い ものた る こと は • ー讀 して 知 

られ やう。 和歌 和文の 擬古 的 高踏的な 調子と 俳諧と は 調和し ない" 鷗外 は、 或る 意味で わざと 俳諧 振 

り を 避けた のか も 知れない。 

鷗 外の 和歌に 對 して、 綠 雨の 文章 は 小唄の 味 を 基調と した もので、 これ 叉 俳諧で ない。 綠雨も 時々 

わぎと らしく 人眞 似の 俳句 を 作って ィャ がらせ をしたり した 時には、 頓ネを 示す が、 然し 自分で 大眞 

面目に 作った ものな ど 平々 凡々、 根が 腹に 毒の ない、 口先ば かり 毒 針 を もった 彼 だ、 總 體が淺 手で、 
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古人の 屈^ を 俳諧 を 通じて 體 得するな ど& いふ 大 それた こと は 出来ない、 それ 程の g 熱も^ 极 も，, え 胸 一 

も あり はせ ぬ- - 

綠雨は 少年 時 永 機 宗匠の 所に 遊び、 そこで 魯 文に 紹介され たとい ふ 位 だが、 その 藝は 名人 藝 でも， 一 

，器用  一 f  QH 夫で、 露 伴な どの やう S 的 修養と 5 ふ ものが 足りな" 從 つて， It ゆんだ 一 

もの は、 十七 文字の 俳諧 以上に 出なかった らしい。 小 根 小唄と 無暗に ォッ がって 通が つて、 我と お" 【一 

ら狹ぃ 世界に 落ち、 文藝の 大道と いった もの を 遂につ かみ 損なった の は 綠雨だ j といったら 怒る か』 一 

知れない が、 他人の クサ 味 を 笑った 彼 も、 自分の クサ 味が 鼻に なじんで 氣 がっかなかった らしい。 可 一 

愛らしい 男 だ。 

六 

露 伴、 子規と 同じ 頃、 俳諧 を 味 解して 詩歌 精神に 徹した かと 思 はれる の は、 文^界の 或る人々 だ、 

透 谷， 藤 村、 など はさう いへ よう。 殊に 藤 村の 如き は， 若い 頃の、 感情の 强 ぃ笆蕉 といった 面影が あ 

づた 『春』 の 如き は、 書き直された 『奥の 細道』 といって いへ ぬ こと はない。 透 谷の 色 燕に 關 する 文 

章 も 洞察に みちた もの だ、 此の 連中 さま 看 X 立場 t 詳しく 論す き、 面 まものに なり は 一 


せぬ かと 思 ふが * 然し 先が 急がれる ので * 讀者 諸君の 爲 めに 宿題と する。 

子規 は 明治 俳諧 道中 輿の 祖師で あり、 子規 以後 俳諧の 發達 は、 それ 以前に 比して 革新的な もので あ 

る こと は事實 であるが、 その 發展の 際、 他の 藝 術と 感化 影響し 合って、 種々 に 分科し、 その 結果 發達 

し はした が、 表面 も 內容も 専門化して、 刖の 意味で むづ かしくな つて 來た。 これが 俳諧が 文壇から 離 

れて 行く 第一歩 だ。 それから 叉、 文壇 それ 自身が 變 徵を來 した。 日 淸戰爭 後 • 言文一致の 勢力が 盛ん 

になって 來、 表現 技術の 革命的 更新と 共に、 俳諧 を 文壇 人の リク ワイ ヤメ ンッの 一 つと する 理由 も 一 

半 を 減じた。 やがて 文壇が 自然主義の 流行と なる に 至って、 社會觀 察の 態度、 人生 觀も、 妙に 上づっ 

た * ダル，.' ミィに 緊張した ものと なって 來 ると、 俳諧 精神の 把握の 如き さへ、 問題外と なって 来た、 

いな、 却て さう いふ 精神 は、 自然主義 流の 文藝 からい へば 邪道 視 され、 少く とも 傍流の 叉 傍流 視 され 

て來た (その. 1 岩 野 泡 鳴な ど、 本人 は 意識せ ぬながら 案外な 俳味の ある 作家で ある， これ は 自己に 對 

する セ ンチ メンタ リズ ムが 極端に なくなって ゐ ると ころから 出て ゐ やう)。 

此の 時漱 石が 出て、 俳諧 精神の 把握から 文藝 道に 入り、 非 自然主義の 一 派 を 開いた。 漱石 は、 子規 

の 同志で あり、 子規と 露 伴が 精神的に 似て ゐる だけ、 明治の 文擧 者と して は 露 伴に 似て ゐる。 露 伴の 

理想主義 ふ- 漱 石の 非 自然主義と は 何やら 一脈 似通った ところが ある。 作の 發展の 傾向 も、 技巧的 主觀 
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&な ものから、 次第に 客觀 的な ものに なって 行く あたりが、 露 伴に 甚だ 似て ゐる、 『明 一  は、 『風流 

微 澳藏』 の異 案と いっても い、 位な ところで ある。 鬼 も 角、 歉 石の 小 說も、 俳諧と 漢詩と を 離れて 論 

じられなぃ ことは^^實でぁらぅ，^ 

俳諧 精神 は漱 石から 芥川龍之介 を經て 大正 文學に 入って 來る。 芥川を 俳人と 兑る ことに は 與論が あ 

るに しても. 又芥 川の 作 句が 意外に 少ない としても、 芥 川が 立派に 俳諧 精神 をつ かんで ゐた g 〔は， 彼 

の 作品 を讀む 者の 疑へ ない ところ だ。 だが 芥川 は- 私の 記述の 範圍 外に あるから、 筆 を ふれす に： ぬく 

力 漱石を 今少し 詳しく 書くべき であった。 然し どうも 道草の ムクヒ で それの 出來 なかった のま、 仕 

方がない。 で • 元々 漫談 だ、 何處 まで 行ったら まとまる とい ふたち の もので はない， こ..， 等 e 切った 

とてい &ゎ けだ。 か.^ かう 書いて ゐる 間中、 誰かに、 お前の いふ 俳諧 精神と は 何 だ、 と^かれ さうな 

氣 がして 仕方がなかった。 

若し さう 聞かれたら、 何う する。 仕方がな いから、 かう でもい はう。 俳諧 は 文 藝逍の 易 行. a、 ，ヒ 

門 だ。 

嫩 石の 所謂 卽天去 私 も、 俳諧 精神の 極致の 現れ だ。 

抱 月 は 自然主義の 理論 指導 家 だが、 不思議に 面白い 語 葉 を 吐いて ゐる、 臼く、  觀の 世界 也、 味に 

徹した る 人生 也、 この 心境 を ft 術 とい ふ この 心境に 入る 日本人に とっての 3. ヌ仃 道が 俳^だ i ふ 。 


だが、 正直のと ころ、 私 は 素人 だから 知らない、 た.^ そんな こと だら うと 思 ふだけ だ。 (十一、 三 コー) 

(附記) 此の 稿 を 書いた 後で、 偶然 調べ もの をす る 必要が あって 讀賣 新聞の 明治 二十 三年の 條を のぞいたら、 

矢張り この ころ 俳諧の ことが 大に 論議の 對象 となって ゐる。 中で も 代表的な ものと いふべき は、 鹪鶴 子と い 

ふ 人物 (靑年 時の 前 田 林 外)、 が 「漢詩 和歌 新體 詩の 相容れ ざる 狀況を 叙して 俳諧に 及ぶ」 と 長い 論文 を數回 

のせて ゐる。 その 主 a 曰 は、 一言で いふと、 日本人に ふさ はしい 詩形と して は 俳諧に 限る とい ふので、 勿 諭 根 

本 は國粹 主義 的な 思想から 出て ゐる もので は あるが、 その、 王 張の 一 根據 として 見の がせない こと は、 俳諧が 

平民の I だから 明治時代の 靠に ふさ はしい もの だとい ふ點 である。 この 點 はは 後人が よく 吟味して よい 

ところで あらう。 文學 史的に も、 た.^ 國粹 的と か 何とかい ふだけ でな く、 西 鶴に しろ、 又 俳諧に しろ、 平民 

の 豪 だとい ふ點 で、 霞され 支持され たとい ふところ も、 見の がして はならない。 本文に は、. それだけ 書き 

漏して ゐ るから- 1 寸こ 、で 添へ 書して 置く。 (昭和 十一 年 四月、 俳句 研究 三ノ 四號) 
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明治 大正 期 文藝雜 誌の 變遷 

一時 代區劃 

私の 書く の は歷史 とい ふ 程 大袈裟な もので はない が、 題目が 題目 だけに、 やはり 時代 g 割 をつ けて 

置いた 方が 可から う。 大正 はま づ短 かいから それなり でい.. として、 明治 は 少なくとも 三 期こ乂 分 さ 

れ よう、 (第一) は發芽 期、 (第二) は 群生 期、 (第三) は 統合 期、 それから 大正 を s-s: 期) ふ-して、 こ e 

を轉換 期と いはう。 年代 的に いへば 第一 の 發芽期 は 明治 初年から 先づ 二十 年 前後まで、 第二の 群 化 期 

は 明治！ 一十 年 前後から 一 一十 七 八 年 日 淸戰爭 まで- 第三 は 日 淸戰爭 から 以後の 明： の 末年まで が 入る、 

もっとも 末年 前の 數 年間 は、 分裂 期と して 第 四の 轉換 期の 前後になる もの だが、 然し さう いろいろ 細 

力に 分けす ぎる の も 煩 裁な こと だら うから、 先づ この 邊 にして gjl  一く  0 

二 發芽 期の 文 藝雜誌 


. およそ 歷史 現象の 變遷を 一 瞥す るに 最も 便利な もの は 年表で あるが、 明治の 文藝雜 誌の それにして 

も 矢張り， 同じ ことで、 蛇 原八郞 君の 「明治 文 擧雜誌 年表」 を 手に される と重寳 であらう。 

發芽 時代の 文藝雜 誌に は 何う いふ ものが あるかと いふと ノ 大體雜 誌の 盛んにな つたの は 新聞より 少 

し遲 く、 明治 十 年 前後から であるが、 明治 十 年 前後から 二十 年頃までの 間に は 勿論 今日い ふやうな 文 

藝雜 誌な ど あり はせ ぬ。 た ピゎづ かに 今日の 如き 文藝雜 誌まで の び て 来る 可能性 の ある 發芽 があった 

の. だ。. 少し 名 を 擧げて 見， ると， 「東京 新 誌」 (明治 九 年； r 「花 月 新 誌」、 T 魯文珍 報」 (明治 十 年： r  r 芳譚 

雜 誌」、 「小說 一夕話」 (明治. T 一年)、 「歌舞伎 新報.」 (明治 十二 年： r 「人情 雜誌」 (明治 十三 年； r 「春 野 

草 誌」 (明治 十四 年)， 「群 芳新 誌」 (明治 十五 年) の 如き もので あらう。 

今！！： 諸君が 此 等の 雜誌を あけて みたら、 これで も 文 藝雜誌 かと 驚く ことが 多いだら う T 芳譚雜 誌」. 

「人情 雜誌」 の 如. き は. 小說 中心の 雜誌 だかち まだし も. 「東京 新 誌」， 「花 月 新 誌」 の 如き ものに 至って 

は、 . こ. れが して 文 藝雜誌 かと 考 へさせる やうな のが 多い。 けれども 此の ころ は、 「文 藝」 とい ふ もの 

の 概念が 今. 曰と は 大分 違って. ゐ るので、 これで.. f 當 時の 概念で は 文藝雜 誌と いはれ 得た ので あり、 讀 

者 も文藝 雜誌視 して 怪し. まなか. つたので ある。.  _ 

文 藝雜； It の發芽 は、 明治 初期に 於け. る， 一 般ジャ I ナ. リズムの 異常な 發達. に 負 ふが、 これ は何處 だつ 

て さう いふ 現象 かも 知れない。 だが、 明治 初期の 文藝雜 誌の 發芽狀 態 は 全然 新聞. への 寄生 狀 態から 出 
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てゐ るので 特に 注意 さるべき であらう。 例へば 「花 月 新 誌」 は 朝野 新聞の 餘 力に 成り *  r 芳 譚雜； ¥1」 は 

元 來は寳 丹 宣傳雜 誌の 變 態で あり， 「人情 雜誌」 の 如き は 京緣入 新货の 小說の 蒸し返し であり、 その 

他 大抵 何等かの 新聞 ふ 緣故を もたぬ ものが 少ない。 その 間に 當 つて 服 部 誠 一 の Hse: 小 新 誌」 の 如き は、 

たと ひ 『東京 新 繁昌 記』 の餘波 をう けた ものと しても， や.^ 異色 ある ものに 屬 する。 

旣に 寄生 狀態 にあり、 從 つて 多く は 趣味 を 本と した もの、 卽 ちお 道樂の 文藝雜 誌た る を 免れない。 

いは^ 手工業、 家内工業と でもい ふべ く、 資本主義 化した 獨 立した ものと はなって ゐ ない。 勿論 抱 ft 

も 主義 も 編輯 方針 も あるで はない， 多く は その 時々 の 思 ひ 付き か、 様に よって 葫 を 描く とい ふ もの 

が 多い。 

內容は 詩歌， 小說、 戯文 等々 に 分れて ゐ るが、 多少 批評 論文め くもの も ある。 (ns- 京新サ i」 所 の 

もの & 如く)。 詩歌 も 狂詩 や 狂歌の 類が 多い。 戯文の 滑稽が 殊に 多く、 中には 猥髮と n すべき もの も あ 

る。 か.-る文藝雜誌の執筆者は多くは明治維新とぃふ政治的大變動の敗北^<?でぁり、 明 ュか新 社， の 主 

役者ではなかった ので、 向 然 世事 を 冷眼 視 して 戯笑 三昧に 耽る とい ふ 傾向 もあった ので あらう。 鬼に 

かく あらゆる 點で 積極的に 社會 なり 文壇な り讀 者に 働き かけて 動かさう とい ふやうな 分子が 殆ん どな 

い。 いなか. -る 分子 は 却て 野暮の 骨頂と して わざ ふ 避けられ たもので あらう。 小說 とて 多く は^ 聞の 

讀 物の 轉 載で あるが、 こ k では や- - 新味が ある.' それ は、 新聞に 出る 小說 よりも 雜？ I に 出る 小^の 或 


る ものに、 や 上 咼尙な 文 致が 認められ、 性格 描寫 や、 種々 の點で 趣向 も 凝らされて 居る ところから 來 

る。 往々 西洋 小說の 飜譯、 政治 小 說等も 載って ゐ るが， これ は 新聞の 側から 刺戟され たと もい ひ 得よ 

うから、 雜誌 側の みの 工夫と はい ひ 得ない。 

, 装釘 や 形式な どに も、 和紙 唐紙 等 を 用 ひ、 和 裝唐裝 をした ものが 勢 を 占めて ゐる。 

： この 期の 代表的 文藝雜 誌と して は、 先づ 前記のう ちょり 「東京 新 誌」、 「花 月 新 誌」、 1; 芳譚雜 誌 」• 

「人情 雜誌」 の 四！^、 を擧ぐ ベ き で あり、 こ の 四 種 を ひ も とけば 先づ 明治 初期 の 文 藝雜誌 の 如何なる も の 

か^ 大體 分かる。 

た^ 注意 を 乞 ひたいの は、 文藝雜 誌で はない が、 雜誌體 の文藝 刊行物が この頃 行 はれた 事で ある、 

それ は坪內 先生の 「書生 氣質」 などの 原版に 見る 連册 式の 刊行 形式で ある J 當 時は雜 誌と いふ 槪念 がよ 

く 人の 頭に 入って ゐな いので、 か. -る 刊行 形式 を さへ 雜 誌と 見た 人 もあった らしい、 然し これ は嚴密 

には雜 誌と 見るべき ではな からう。 

此の頃 は 文壇な どと いふむ づ かしい ものはなかった にしても、 幾つかの 作家 的ブ ロック はあった リ 

純文藝 でい へば 柳亭 派と いふの が 最も 勢力が あり、 爲永 派が これにつ ぎ、 假名 垣 派 は 明治 十 年 以後 は 

や、 劣勢であった。 以上の 文 藝雜誌 はかう いふ ブ a ックの 何れ かと 連絡が あり (例へば r 芳譚雜 誌」 は 

柳亭派 • 爲永派 は 「人情 雜 誌」 とい ふ 如く)， その 勢力の 消長 を 示す 指標の 役 をして ゐた。 
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_ 三 群生 期の 文 藝雜誌 

明治 十八 年、 硯友社 連の 「我樂 多 文庫」 の 編成 は、 明治の 文藝雜 誌の 藤史 からい へば 制 期 的な ものに 

なると 思 ふ。 「女 寧雜 誌」 の發刊 もこの 年で ある。 もっとも この 二つと も- 文^史 的に： K 獻を 始めた の 

は 二十 年頃から であるが、 それにしても 十八 年頃から 群生 期に 入る 兆候が あった わけで ある。 

に 入って、 や. -水 格の 文藝雜 誌が 出現す る ことにな つた。 

此の 期の 主 婴な文 藝雜誌 を擧げ ると、 「都の 花」、 「やまと 錦」、 「小 說萃 錦」 (明； 一十 一 ハ 4f ズ 「新ト 

「しがら み 草紙」、 「小 文擧」 (明治 二 十二 年； r 「曰 本 之 文 華」. 「江戸 紫」 (二十 三年). 「千 紫 mi」、 

「葦 分 船」， 「なに はがた」、 「早 稻田文 學」、 「青年 文舉」 (明治 二十 §： 年) T 武藏 野」.. 「詞 l;^-- 「ト^ 誠」. 

「裏 錦」 (二十 五 年)、 「文 擧 界」、 「評論」、 「三 籟」、 「思想」 (二十 六 年) 等々 である。 叉文醉 i 誌と はいへ 

ぬまで も當 時の 文藝に 多少の 貢獻 をして、 準 文藝雜 誌と 見られて ぃ& ものに、 前記の 「女^ 雜 誌」、 「以 

良 都 女」、 r 圃民之 友， r 「日本 評論」、 r 城 南 評論」、 「同志 社 文學」 の 如き ものが ある。 

明治 二十 年頃の 新 文壇 は. 全く 新開地であった。 古い 意味の 文藝 ではもう 次， ぶに 汕川 しない。 それ 

力と いって 新しい 時代の 指導 的文學 はま だ 出 はしない。 妙な 言 草 だが、 千 3f 喊 一で- を：： ろつ 也と 


.ぃ ふ感 があった らう。 それで 春の やが 政治 方面から 轉 向して インテリ 文學の トツプ を 切って 以来、 我 

ふ 思 はんもの、 政治に 志 を 得ぬ の を文學 改革で 滿さ うと 欲する 人々、 又 西洋 文 學に對 比して 日本 文擧 

の 不振 を慨 する 人々、 さて は 西洋の 手本 を 借りな くと も 日本 文學は 成立つ と 國粹を 誇る 人々 などが、 

思 ひ 思 ひの 旗幟 を 立て- r、 この 文壇の 新開地に 殺到した。 以上に 擧 げた 文 藝雜 誌の 各々 が、 卽 ちそれ 

ぞれ その 旗幟に 當る もので あり、 若々 しい 意氣に 燃えた 勇士の 群が 腕 だめし に 根 かぎり その 旗幟 を ひ 

ら めかして 呼號し 合った とい ふ 趣が ある。 群生 期と いふの はこの 爲め である。 丁度 明治 初期 以後、 發 

芽 期の 間に 蓄積され 暖められた 力が、 こ- -で 機會を 得て 一時に 口 を 切った と 見られる。 

旣に旗 熾と されて ゐる 以上、 この頃の 文 藝雜誌 は 自家の 旗色 卽ちー つの 主張 を もち 主義 を もって、 

他に 對 して 抗 敵した。 又， 主張 を戰 はす 以上 * 前期の 文藝雜 誌の やうに ぉ道樂 式の 暢氣な ことで は 通 

ら ない、 大體は 積極的に 我が 特色 を 申 明して 幾 歩で も 有利な 地歩 を 占めよう とする。 從 つて 又 一方 か 

らいへば 利 („ ^問題な ど さう 問題で ない、 我が 言 ふところ をつ くす とい ふの が 主眼で ある。 世間な り讀 

者な りに 追隨 せす、 世間な り讀 者な り を 我が 主張に 傾聽 せしめ、 あはよ くば これ を 指導して わが 旗下 

につけよう とする。 そこで 惡 くいへば 喧々 囂々、 空前の 犬猿 戰爭 ともい ふべ く、 よくいへば 百花 燎亂 

錦を陳 ねる 美し さが あると も 評され やう。 尤も かう いふ 主張の 爭 をつ けて. 行く うちに、 そこに 自ら. 

文藝の 進歩が 成就され てゐ たこと はいふまで もない。 
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主張が 本體 である だけに、 この頃の 文 藝雜誌 は 個人 中心、 英雄主義、 乃至 個人 組織で ある。 經！^ の 

方から いっても 個人が 編輯 も 經營も かねて ゐ るか、 さもなくて 他の 資本に よっても 純然たる 资木、 王義 

になる もので はなく、 半 資本、 王義化 乃至 經營 とい ふ狀 態で あるの が 多い。 (これが 又大體 この の 日本 

社會の 資本主義の 狀 態に 對應 した もので もあった らうが)。 もっとも、 さう いふうち にも、 雜誌 の资本 

主義 化が 漸次 底流 的に 行 はれて ゐ たこと は、 明治の 雜誌王 博 文 館の 成長の を兑て も 知られよう。 

代表的な ものと いって は、 「我 樂多 文庫」、 「國民 之 友」、 「都の 花」、 「しがら み 草紙」， 「女 si- 雑誌」、 

「以良 都 女」. 「文 學 界」、 「評論」、 「早稻 田 文擧」 の 九 種 を あげるべき であるが、 然し 群 半： 期で はかつ い 

ふ 代表の 選び 方は穩 かで ないか も 知れない。 殆んど その 數 だけ 無数に 獨自 の、 王 張 特色が あるから であ 

る。 だが 先づ 以上の 九 種 を 拾ひ讀 みせば、 この 期の 文藝雜 誌が 如何に 野心 强ぃ、 王 張 を 根本に もった も 

ので あるかと いふ ことが わかる であらう。 

この 主張の 戰 ひで、 この 時代の 文 S 一 ギ雜誌 はわが 國 人の 文事 思想 を どれ 积 陶^し、 一：；^ 潮せ しめ， C 蒙 

せしめた かわからない。 明治 文擧の 爾後の 進歩 は 全く この 時代の 文藝雜 誌に 負 ふところで あると いつ 

て 可い" 

形式 は 全然 洋式と なり、 表紙 その他に 人目 を ひく 工夫が 凝され， 或は 四 六 版 倍大と いふ 如き 大形の 

ものが 出現した が、 これ 等 も、 その 生命た る、 王 張の 戰 ひの 現れと 見て い- 


文壇の 現勢で いへば、 一 見 先 づ新舊 混沌た る もので、 群雄 割據の 形で あるが、 時代 當然の 推移と し 

て 新人に 有利に 展開して 來 る。 從 つて 新人の 團體 勢力た る 硯友社 一 派が (その 本来の 一 人 一 色 主義に 

係らす) 漸く 中心 勢力と ならう とする 傾向が ある (これが 明治の 雜誌 王た る 博 文 館 及び 文藝 出版 中心 

の 春陽 堂なる もの \ 生長と 歩 を 合せて ゐ たの を 注意され たい)。 不思議な こと はこの 新人 團が 社會 的に 

いって 最も 批評 的で ない、 明確な 批評 的 指導 的 主張 を もたない 圑體 である こと、 むしろ 時代 迎合 的な 

存在で あるかの 如く 見えた こと を 知らなくて はならぬ。 この 派 は 空論 はい はすに 實カ 養成 を專 一 とし 

た。 從 つて 他が 主義 主張の 戰 ひに 夢中に なって ゐる うちに、 能 ふ 限り ジャ I ナ リズム (敢て 文 藝雜誌 

とのみ いはぬ が) を 利用して、 いつの 問に か 文壇に 廣く實 勢力の 根 を 張って しまったの だ。 これに 對 

して 早稻田 派と か、 千駄木 派と か、 根 岸 派と か、 文學界 派と かいふ ものが あつたが、 始めの 程 はとに 

かく、 この 期の 終 頃に は、 何れも 文壇 的 勢力で は硯友 社の 敵で はなくな つて ゐた。 

かくて 主として、 硯友社 を 介して 文壇と いふ ものが 文藝雜 誌と 結びつく ことにな つたので、 爾後 當 

分 は 文藝雜 誌の 變遷 によって 文壇の 消長が わかる ことになるの である。 

. 四 統合 期の 文 藝雜誌 
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專門 家の 研究に よると、 日本の 經濟 生活 は、 日 淸戰爭 後から 本式に 資本主義 的に なって 來 ると いふ 

が、 その 現れの 一 つと して ジャ— ナ リズムの 方 も 此の頃から 明確に 资本 主義 化された ことが 表面に 出 

て 来る。 * その 顯 著な 特色が 卽ち博 文 館なる 雜誌 王國の 出現 だ。 

文 藝雜誌 も 勿論 群生 期 を脫 しきり はせ ぬが、 一面 この 事態に 影響され て、 ^數 は統 八" 的な もの を 杉 

成して 行き、 他 は 或は これに 附き、 或は これから 離れる とい ふ 方に、 屮 心が 出 米、 机^め いた ものが 

出来. て 来る。 勿論 文壇に は 文壇と しての 事情が あり、 新 勢力の 發生 交代が あり、 さう {; 兀全 に屮 心的 勢 

力の 支配に 伏して ゐ はしない ゥ 從 つて 此等新 勢力の 旗幟た る 文藝雜 誌が 矢張り 後から後から 出て 來て 

二 面に は 矢張り 群生 時代た る 觀を失 ひ はしない が、 然し 中心的 勢力が 出 來てゐ るので • これ をめ ぐつ 

て 乃至 これに 對抗 しての 戰 ひとなる ので、 前期の 如き 群雄 割據狀 態と は 遠 ふ。 これ を 具 體 的に いふと 

大 資本家の 博 文 館 を 中心とした 「太陽」、 「文藝供樂部」それとこれも可成りの资本家たる^|^陽^の 「新 

小說」 (第二 期) が先づ 文壇 勢力の 代表 機關 とい ふ 形で 文藝雜 誌の 中心と なって ゐる。 新 小 說は文 

樂 部と 對抗 する 意識で 生れた もので (これ を 生んだ の は 非硯友 派の 總帥 であるかの 如く 0 されて ゐた 

幸 田 露 伴で あ る)。 從 つて 元来 は 文 藝俱樂 部 や 太陽と 鼓應 したり 表 一 51^ したり 述盟 したりす る ャ：： の もの 

ではなかった が、 いつの 間に か 露 伴が 退いて、 硯友 派の 勢力圏に 入り、 その 前から C 派で^ つてん た 

文 藝倶樂 部の 方と 歩調 を 合せて、 文壇の 代表的 機關 となった。 この 時までに は 文，：？； i の 大^が 说灰 針-奴 


になび いて ゐた A,- とはい ふま. でもない。 こ-" にも 硯友 社の 實カ 主義の 收穫が ある わけ だ。 

それで 雨後 十 年間、 創作 方面で は 「文 藝俱樂 部」 と 「新 小說」 が 中心と なり • 言論 批評 方面で は 鬼 

も かく も 「太陽」 が 中心と なって 文壇の 統制 をと つた 形に なった。 この 中心 勢力 をめ ざして 戰っ たも 

の、 つまり 博 文 館， 春陽 堂の 雜誌を 相手に 文壇 革新 を 目 ろんだ もの、 彼 取って 代るべき なりと 奮闘し 

たもの は 無 數に澤 山あった が、 そのうちで 「新 聲」， 「文庫」、 「青年 文」、 「中央 公論」 などが 自然 反對 

勢力の 小 中心と なるとい ふわけ * その後 「中央 公論」 は雜 誌と して 大成し、 「新 聲」 は 「新潮」 と變身 

してから その 社が 出版 書肆と して 勢力 を 得て 来て、 博物館 春陽 堂と 對等 にせり 上がり、 遂に は 對手を 

凌ぎ 了せ たとい ふこと になる。 これ は 然し 勿論 此の 統合 期の 問に 起った 現象で はない、 もっと 後々 の 

ことで ある 0 

統合 期 十 年間の 文藝雜 誌と いへば 、「文 藝俱樂 部， r 「帝國 文 學」、 「文 庳」， r 靑年 文」 (明治 二十 七 年： r 

「新 小 說」， 「新 聲」， 「めざまし 草」、 「新著 月刊」、 「新作 文庫， r 「よしあし 草」 (三十 年； r 「太平洋」， 

「明星」、 「小 1K 地」 (三十 三年)、 r 秀. IV 文壇」 (三十 四 年： r 「文 藝界 」• 「萬 年 草」、 「白百合」 (三十 五 年)、 

「女子 文壇」 (三十 八 年) 等々、 それから 純 文藝雜 誌と はいへ ない が、 文壇に 勢力の あった 雜誌は 前 

記の 「太陽」、 「世界の 日本， T 後に は 「中央 公論」、 などで ある。 「國民 之 友」、 「早稻 田 文學」 は 此の 期 

の 始めまで 殘 つて ゐ たが、 間もなく 廢刊 した。 
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r- 以上の 文 藝雜誌 を 通して みると、 當時 これ 等の 雜誌は 二様の 戰ひ をして ゐ たもの. - 如く 兄え る。 一 

つ は 今 も. いふ 如く、 文藝 雜誌界 に、 雜誌 として 統合 的 勢力 を 振って 來た博 文 館 その他の 资木家 的な も 

のと， 非资 本家 的な、 主張 第一 の、 戰鬪 的雜誌 (「靑 年 文」、 「文庫」 殊に 「新 聲」 の 如き) との 戰 ひで、 

博 文 館 その他の 資本主義に 對し、 非 資本 側 は 大衆 後援 * インテリ 動 caj を 試み、 投寄 中心と いふ ェ火を 

して、 維持の 方法 を 計った。 これ は 或は 成功し、 或は 失敗した が、 然し 成功した 場合に は 立派に 共： I 

經營的 形態と 生長し、 有力な 武器と して 資本 横暴と 戰 へた。 今 口から この頃の： € 派の 戰 ひを頓 みて み 

ると 實に 面白い。 ところで、 今一 つの 戰 ひとい ふの は、 やはり 上記の 戰 ひに 關迚 して ゐ るが、 これが 

旣 成文 壇對 新人の 戰 ひと 發展 して 來 たこと だ。 資本家 側は旣 成文 埴と 結べば、 非 资本側 は 新人 側を應 

援し、 勇敢に 戰 つた。 旣成 文壇の 中心た る 硯友社 派 も、 これ や 新人 派の 猛烈な 攻 维 に は少々 した 

らしく、 かう いふ 論 戰には 赤門 派の 或る 者， 早稻 K 派の 或る 者 を 抱き込んで 論鋒 を 防いで もらった 形 

が ある。 

文 藝雜誌 を 通して みたところ は 以上の 如くで あるが、 今一 っ戰 ひとい ふので はないけれ ども、 從^ 

の 「早稻 田 文學」 中心の 早稻田 派と いふ ものに 對 して、 明確に 「帝圃 文舉」 中心の 赤 門 派と いふ もの 

が 擡頭し、 大體 として 早稻田 派の 所謂 現實 主義に 對 して、 一種 浪漫主義 的 精神に 立脚して. ^ま^を つ 

て對抗 した ことで ある。 對抗 といっても、 文藝雜 誌の 方面 だけで は， 赤門 派 は ：， 帝^ 文學」 とい ふ 木 


據が ある 外に 「太陽」 をも獨 占して ゐ たのに、 早 稻田派 は本據 のない 散兵だった ので， 一 時 は 五分の 

太刀 打が 難 かしかった ともい へやう" ノ 

然し 以上の 凡ての 戰 ひの 背後に は、 何の 程度 か 知れぬ が、 此の頃 漸く 社 會の關 心 を ひくに 至った 社 

會 主義 的氣 分が 浸潤し てゐ たこと は事實 である。 勿論 文藝雜 誌と し て 特に 社き 主義 を 看板 にした もの 

などな かつ だが、 T 靑年 文」 の 田岡嶺 雲の 文 や 「文 靡」 や 「新 聲」 の 或る 文章な ど を讀ん で、 その 浸 一 

C 事實が 知られる。 

曰 露戰爭 以後 も- 私 は 前の 區分 では 統合 期に 入って ゐる やうに 述べた が、 或は こ ひ 期 を 前後に して 

一 を 統合 形成期、 二 を 統合 崩壞 期と でもして 述べた 方が よかった かも 知れない。 事 Is 二十 九 年に なつ 

て 「早 稻 田文學 J が 再刊され、 「中央 公論」 が 犬に 驥足 を 伸して 來、 「新潮」 が 本格の 文藝雜 誌と なって 

來 るに 及んで、 文藝 雜誌界 S 統合 的中 心 勢力が 次第に 崩れて 來、 一時 は 以上 三雜 誌に 「太陽」， 「文章 

世界」 (三十 九 年) 「新 小說」 を 加へ 此等 六雜 誌の 間に 分割され た 形で、 文壇 中心の 平衡 狀態を 現出し 

た。 これが、 日露 戰爭 後から 明治 末年 前後へ かけての ことで あるつ 而 かも， 此の 時までに は 文壇に は 

大きな 變 化が 起り、 浪漫主義 的旣 成文 壇の 勢力が もろく も 去って 新人が 覇欞を 握った。 この 變化 を^ 

したの は、 自然主義 運動の 大波であった。  ： ， ， 
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此の際、 上記 各 雜誌， 就中 太陽、 文章 世界、 早稻田 文擧が この 波に 乘 じて 敢然 進出し、 編輯お，：： 

- (天 溪. 花 袋、 抱 H) 先頭に 立って 奮闘した。 さう して 自動的に 文壇 をリ イドした ものである。 勿論 • 

「中央 公論」、 「新潮」 も それ 相應に 努力した。 獨り 「新 小說」 のみ は 主筆 後藤 街 外が こめ 時 硯友社 派 

の 客員め いた 文壇 的 立場に ゐ たので、 この 運動に 反對 したが、 とても この 大波に 抗 しきれる もので は 

なく、 却って 宙外 自身 文 一!? 的 立場 を 失って しま ひ、 「新 小說」 の聲價 が大に 減じた。 

この 時文 藝雜 誌が 文壇 をリ イドした 聲の すさまじ さから か、 (新聞 そのもの &文 學に對 する 態度の 變 

つて 來 たこと も 一因. であらう し、 更に 根本的に は文舉 そのものの 變 調が 最大 原因で あらう が) 從來新 

聞 中心に 見られて ゐ たいは ゆる 文壇なる ものが、 爾後 文 藝雜誌 を 中心とする やうに 移動して 來 たかに 

見える。 

然し 此の 大波 も その 高潮に 達した 後 は 早く も 引き潮で、 明治の 末年 まだ その 勢力の さう 一お へ をみ せ 

ない うちに、 もう 自然主義と 反對の 人道 派 餘裕派 新 理知 主義 その他、 表面的に は 非 自然 主龜 と： ：5- られ 

る 「白樺」、 「ホ トトギ ス」、 「新 思潮」 等が 旗色 鮮明に 起ち 上って ゐた (r ホトト ギス」 はもつ と 古いの 

だが、 文藝的 小說を 入れ 出した の はこの 頃から だ。) 

「靑 韜」 の 創刊 も 此の頃 だから、 女性が 本格的に 文壇 をめ ざして 進み出し たの も、 やはり 明：！ 年 

頃 を 境と して ゐ よう。 


^Hiv . 五 轉換 時代の 文 藝雜誌 ： 

• 大正時代 を 瞥見 1- る。  ， 

大正時代 は 十五 年に 過ぎない が、 然し、 文 學轉換 の 有様 を 細かに 觀 察して ゐ ると * 明治時代 全部よ 

り も それが 激しから う。 從っ てこ， の 時代 を 代表す る 文藝雜 誌の こと を、 納得 出來る 位に 書く に は相當 

詳細な 調べ を耍 する。 ， . . 

； • ハ 大正時代 を 前後に 通じて 代表す る 文 藝雜誌 乃至 準 文 藝雜誌 は、 前 時代から 持ち越し たもので は 「太 

陽」， 「中央 公論」、 「早 稻田文 學」、 「文章 世界. r 「新 小 說」、 「新潮」、 「白樺」 等々 であるが、 新に 創刊 

された ものと して は、 「改造」、 「大 觀」、 「解放」、 「三 田 文 學」. 「アル ス」 等で あらう。 特に 目立つ の は 

純 文藝雞 誌が 比較的 少ない こと、 殊に 數に 於いて は 鬼 も かく 勢力に 於て 大に 劣る ことで ある。 文學の 

爲め の 文 舉的興 妹 はも • うこの 時 は 社 會的關 心の 對象 ではなく なって ゐた もので あらう。 

. 以上のう ち雜 誌と して 殊に 勢力の あつ. たの は 太陽、. 中央 公論、 改造の 三種で あるが、 これが 何れも 

純， 文藝雜 誌で もない のに、 その 對 世間 的 勢力 を 利用して 文壇に 多大な 影響 を與 へた ものである。 然し 

此の 一 二 誌 も、 初めは 略 ぼ 勢力が 平均して ゐ たが (改造 は 出足が 遲 かった ので 幾分 後輩 視 された)、 歐洲 
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大戰 前後 自出 主義、 デ モク ラシィの 思想が 社會を 風靡した 際、 中央 公論 は、 遂に 太陽 を IT: して 進出し 

た。. 大戰 後、 ー轉 して 左冀 思想、 プ レタ リア 思想が 起る や、 改造 はこれ と 握手して 大に 勢力 を 仲し 

先 筆た る 二 誌 を 凌ぐ 程に なった。 それに 應 じて. 「中央 公論」、 「改造」 の 二 誌の 文壇に 對 する 勢力が 與 

常な 强さを 加へ たこと は爭 はれぬ。 然し これ は對世 的の 問題で， 文壇の うちにあって は必 すし も此 

の 二 誌が 徹底的に 牛耳 をと つて ゐる わけで もな く *  - 新潮」、 「早稻 田 文學」 その他の 史附の 文 蘇 雑誌 

に 案外な 潜勢力が 認められ もした ので ある。 

大正の 後半， プ a レタ リア 思想 を强く 標榜した 「種 薛く 人」、 「文 藝戰 線」 の 如き 文藝雜 誌が 出て、 

いは ゆる 「ブル ジョァ 文壇」 と 「プロレタリア 文學」 と對 立す る 端緒 を^いた が、 從 來のケ た M 侧では 

自衛 的 乃至 宣傳 的、 或は 同情 的に 澤 山の 文 藝雜誌 (不同 調、 文藝 行動、 文藝 ^場 等々) を 出した。 文 

藝 復興と は 呼ばなかった が、 正に それに 相應 はしい 賑やか さがあった。 

これより 先 「文藝春秋」 の 創刊 は、 その 編輯 形式が 文藝雜 誌に 割 期 的 新味 を 持ち込ん だものと して， 

世間の 注意 を ひいた が、 然し 大正時代 だけで いへば、 その 末年 迄に はま だ 文 as を 左お する？ とい n 

今 曰 程の 勢力 を もって はゐ ない。 

大正 文壇の 一 特徵 として、 大衆 文 學の獨 立と いふ ことがあ るが、 この 氣 運と 照應 して、 いろいろと 

大衆 文 學の雜 誌が 出た、 先驅 として 「講談 俱樂部 一、 「人情 俱樂 部」. 「苦 樂」 等が 数 へられよう。 


文 舉史と 文藝雜 誌の 問題 は、 文擧 史上の 基礎的 研究の 重要な 一面 を 成して ゐる。 これ は文學 が社會 

機構と 連關を もつ に 至る 重大な 媒介 役 をつ とめる からだ. 他國 の文學 とて さう いふ 點は あらう 力 明 

治文學 (一般にい つて 近代 日本 文學) を 研究す る 際に は、 特に この 感が 深い。 しっかりした 文 藝雜誌 

興亡 變遷史 がつ くられ. -ば 利益 をう ける 人が 多い こと-" 思 ふ。 (昭和. 年 十 一 月、 新潮 第三 十一 年 十二 號〕 
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大衆 小說 源流 

I 大衆 小 說と非 大衆 小說。 『小說 神髓』 の 非 大衆 文舉論 

此の 種の 課題 は、 明治 文舉 研究の 方から いふと、 殆ん ど處女 地た るに 等しく、 木 村 毅^の せ 2^5." で 

あり、 纏った 研究 參考物 も、 木 村 君の 『大衆 文擧 十六 講』 とか、 改造 社 版 n 木 文 gcfs,M 巾の 大衆 文 

篇 とか.^ ある だけ、 f つて この種の 課題に ついて 何 か 書く とき は、 必然的に木村^；；なり上記のゃ^物な 

りに 負 ふところ あらざる を 511- ない。 

これ を 前提と して、 私の 考へ なり 見た ことなり を • ほんの 少々 書いて みる。 

今 此の 課題 を 正面から 扱 ふとき は ：—— 

1 、 大衆 小 說とは 何ぞゃ 

1、， 明治時代に 大衆 小說 があった かなかった か 

1、 あつたと せば 何う いふ 性質の もので、 いつ 頃から 發 生した か 

とい ふやうな 研究 手鑌 をと るべき かも 知れない が、 かう 眞 正面から ぶっかる に は 用意 不足して おり 


時間 もさうな い、 だから さう いふ 手績の 問題に は 一切 眼 をつ ぶって. 私の 頭の 動く ま \ に 書いて いく 

ととに する。 

- 今日 「大衆 小說」 とい ふ もの は 文壇の 主潮から 離れた ものに 考 へられて ゐる 。大衆 的なら ぬ 小說、 

藝 術小說 とい ふか、 何とい ふか 要するに 一種の 非 大衆 小說 それが 文壇の 主流に あり、 大衆 小 說は何 か 

傍流 か 底流 かの やうに 扱 はれて ゐる。 別に 價 値の 批判 をす るので はない が、 これ は 現在の 文壇の 事實 

である。 勿論、 大衆と いひ 非 大衆と いひ 條、 さう はっきり 峻別され る もので な いのは 知れき つて ゐる 

が、 鬼に かくさう 別れて、. 傳銃 的に 一 は 主、 1 は 傍と いふ 勢 を 成して ゐる (何方の， 勢が 强 いか は 今 問 

題 外と しょう) 。ところで 今日 「大衆 小說」 乃至 大衆 文 學と銘 うった 一 種の 文事が 新な 意識の 下に 非大 

衆小說 から 分れて 來 たの は、 大正の 初め 頃からで あると 研究家 諸氏 はいふ。. 私自身 白 井喬ー 一氏の 小說 

を雜 誌で 讀んだ ころの 記憶 を迪 つて みても、 大體 此の 年代に 間違 ひ は あるまい。 然し これ は 大衆、 非 

大衆 とん R が だとい ふよりも、 本當は 大衆 小 說が非 大衆 文學の 多年の 横暴に 對 して 叛旗 を 立て 丄思識 的 

に 敢然 對抗的 態度 を 示した と 解すべき で、 大衆. 非 大衆の 分離の 期 は， もう 少し 遠く さかのぼ るので 

ある。 

私 は、 明治の 小說は その 初めから して 大衆 小說 であった とい ひたい。 もっとも 長 谷川 伸 氏 は 『竹 取 

物語』 に 大衆 小 說の發 芽 を 認め、 直 木 三十 五 氏に 至って は • 更に 遠く 遠く 古 ギリシャの 史詩 (『ィ リア 
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ッド』 や 『ォ ヂッセ ィ』) に その 端 を 求めて ゐる。 そこまで 極端に 行かす とも、 江戸 文 導に 大衆 小^の 

傳統を 訪ねる 千 奪龜雄 氏の 所見 は 妥當な ものである" 江戸 文 學を繼 承した 明治 文 學は、 そもそも！： g 初 

から、 或る 意味の 大衆 文學 であった に 不思議 はない わけで ある。 試みに 明治 初期、 十五 六 年から ニト 

年頃 迄の 小說 界を考 へて みるが 可い。 文壇の 大勢 は、 江戸 文 學を繼 承した 合卷^ 双紙 式の) 物で 支. g 

されて 居り、 內容 的に も 講談 や 芝居の 如き 大衆 藝 術と 密接に 關聯 して ゐる。 (#: 文、 藍^:^  Ji^ 等の 小 

説に 如何に 講談の 燒 直しが 多い か、 芝居 筋 書が 多い か を 見よ) 。その他、 今日い ふ 「文 一  の範 でい 

へば 非 大衆 文學は 全くない、 全く 大衆 的で ある (當 時の 非 大衆 文學は 今日い ふ 「文 學」 の 範^ 外に あ 

つた)。 これ は 必然的に さうなら ざる を 得なかった。 何故なら 小 說の讀 者！^ はい は ゆる 大衆に のみ おら 

れてゐ たから だ。 勿論 强 ひていへば、 當時 とて 幾分の 程度で 大衆 的 非 大衆 的と いふ はあった (例 

へば 魯 文と 藍 泉と 比較して 見よ)。 然し、 それ は 意識的で はなく 又とり 立て、 いふ^の ことで もなか 

つたり 

ところが 明治 十四 五 年、 政治 熱が 盛んになり、 政治 思想 普及の 機關 として この 小？^ が 取り 卜： げられ 

た。 非 大衆の 知識階級 は 小說の 研究な り 製作な りに 着手した。 その 結 rak、 「政 ュ" 小說」 なる ものが 夥し 

く 出現す る ことにな つたが、 これが 明治 文 巢界で 最初の 人爲的 (とい ふか 意識的と いふか) 大衆小„^^ 

である。 然るに、 こ S 「政治 小說 J なる 新 大衆 小說の 流行と 西洋 文攀 知識の 移 人から、 從來の小^^^  & 


ち舊 大衆 小說) に對 する 不滿が 生じて 来て、 知識階級 自ら 小說 そのもの & 改良に 熱心し 始めた。 文學 

史上、 月 台 十六 頃から 「小 說 改良 論」 なる ものが いろいろ 出始める が、 こわ 力 知識階級 のづ^ 改 

良 意識の 現れで ある。 

此の 知識階級の 小說 改良 論が、 大衆 小 說と非 大衆 小說 の岐れ 目と なる。 卽ち この 改良 論の. 結 架、 及 

び 「お 台 小說」 流 の 反動と して、 明治 文壇に 初めて 意識的に 非 大衆 小說が 出る ことにな つたからで 

ある。 

卽ち 言葉 を かへ ていふと、 明治 十八 年の 『小說 祌髓』 の 出現が、 非 大衆 小說 出現の 機緣 であり. 非 

大衆 小說の 出現と 共に、 從來 大衆 的に 統一 されて ゐた小 說界は 二つに 分離し、 從來の 小說は 「大衆」 

と銘 うたぬ 大衆 小說 として 進展す る ことにな つた、 とい ひたい。 

『ト說 お^』 について は、 讀者も 周知の 書物で あり、 事々 しい 分析 はしない が、 この 書の 所論に つ 

いての 常識的 知識で いふと、 これ は 馬 琴 風の 文舉 思想 を排 した もので あり、 道德的 敎訓を 主眼と した 

小 說を排 し、 道徳的 敎訓を 目的と せぬ 小說を 書く こと を 主張した ものであると いふ。 手 もな く當 時の 

大衆 文 學排擊 が 目的であった とい はれても 仕方がない。 又事實 それが 目的で あつたので ある。 馬 琴が 

江 戶文學 以後 大衆 文學 第一 の 花形で あるに 論 はない し、 又 大衆 文學の 根本 要素 は道德 的敎訓 であると 

いふ (木 村 君の 『大衆 文學 十六 講』 の 一六 頁、 大衆 文學 と道德 性)。 此の 二つ を排 し、 これと 反 對の小 

大衆 小說 源流  一七 七 


1?- 學篇  一七， > 

說の 出現 を 要望した 『小說 神髓』 の 結論 は、 立派に 非 大衆 小說 論の 開祖で あると い ひ^ゃう。 さう し 

て、 大衆性が 多分に あるに も拘ら す、 坪內 先生の _『 書生 氣質』 が、 明治 小 說界で 意識的に 作られた：^ 

初の 非 大衆 小說 となった こと も、 同様に 眞理と 見て い X。 

.  一 I 南翠. 外史の 大衆 小說論 

. 『ぺ， ln^ 神髓』 の 非 大衆 小說 論に 對 して- 大衆 小說の 側から 一 種の 調和 論 を 出し、 當 時として は 出；^ 

な 大衆 小說 論を唱 へた ものが、 南翠 外史 須藤 光暉で ある。 

南翠は 從來の 文學史 では ひどい 目にあって ゐる人 だが、 これ は 硕友社 全盛時代の 餘波 をう けた 明 ム：： 

文擧の 見方から なされた 評價 で、 實際 はさう 馬鹿にすべき 人で ない。 殊に 大衆 小 說を論 するとき は、 

むしろ 明治 初期 第一の 大衆 小說 家と して 大に 重視すべき 作家で ある， 今後、 本氣で 大衆 义^ を睬， - 史的 

に 研究す る 人 々 の 注意 を 乞 ひた い。 

南翠 の小說 は、 ィャ 味の 多い、 ケ レンの 多. いとい ふ 缺點も あるが、 大衆 小說 改，： して 小說 改,^ 

め 註文に あてはめ， 一種 淸 新な 改良 大衆 小說を 作った とい ふ點 で、 十分 功 は ある。 又 その 改 ウベ 人 衆 小 

說も 大抵 は 面白い。 『新粧 之 佳人』、 『綠簑 談』 その他 は f か、 小說 らしい 小說 として 今 n でも 一請 


南翠は その 得意の 小說に 大抵 卷頭 論文め くもの を 一章 づ" つけて、 小說 の本ビ 日な り， 作法な り を i 柳 

じた。 『金 香露』 の 如き.. 『籠 飼の 黃鸛』 の 如き、 『照 日 葵』 の 如き • 『綠 簑談』 の 如き、 皆 か i る 小說論 

がつ て ゐる。 さう して それ 等が 綜合され ると、 立派に 南翠 自家の 改良 小說の 立場 を 辯 護した 大衆..^ 

說論 となって ゐ るので ある。 根本に は 『小說 神髓』 の 透き 寫 しが 大部分 あるし、 意見と して 混沌 不透 

明な ところ も あるが、 然し 敢て 大衆 文學の 傳統を 守らう とい ふ意氣 込み は 買って やるべき であらう。 

南翠の 小說論 は、 大體、 小說 原則 を 語った ところと 自分の 創作の 態度 を 主と したと ころと、 二つに 

分れる。 先づ 原則の 方から いへば、 彼 は 小說の 目的 を. — 

小 說稗史 は 消閑の 神藥也 

といって ゐ る- 叉 小說の 理想 を 論じて、 1 

小 說に尙 ぶ 所の もの は、 主として 當 時の 人情 風俗 を神變 不思議の 間に 寫し 出して 暗に 諷刺の 意を寓 

し 薦に世 道 人心 を 補 ひ 讀者を 想像の 夭 地に 導き 空中の 樓閣に 誘 ひ 追風 捉影 も啻 ならざる 妄誕 虚構の 

事項 を 叙して 恰 かも 身 其の 境に 在る が 如く 讀來 り讀 去る の 間 知らす 識らす 眼前に 横 はる 事實の 如き 

感を 生じて 或は 怒り 或は 怨み 或は 歡び 或は 憂 ひ 或は 笑 ひ 或は 哭 かしむ る を 以て 妙の 妙なる ものと な 

す. - 

大衆 小說 源流  」 J  3 


文學篇  一八 〇 

之れ を 要するに 小說 は、 讀 者を驅 つて 無形の^ 乾坤に 奔馳 せし むる にあり て歡樂 のうちに ^^ら.ぽ 益 

を 稗 補す る を 以て 極 美 上乘の ものと 謂 ふべき なり。 

南翠の 立場 は 折衷主義 であり、 『小說 祌髓』 に反對 はせ ぬが、 然し 存從 せす して、 その 勸徵 的^ 德主 

義を 『祌 髓』 と 調和 させ 對立 させ、 獨自の 小 說論を 作らう としたと ころが 見える。 

更に 自家の 創作 態度 を說 くに 及んで、 一 歷 その 大衆 作家た る 面目 を 示して 來 る。 

小 說に尙 ぶ 所の もの は、 主として 立案の 確定と 卿 色の 玄妙 奇拔 なる にあり 意匠の 深遠と 按. 配の.^ 好 

適當 なる にあり 文章の 優美と 詞 調の 平易 婉曲なる にあり 伏線の 起伏. 照 應の對 格、 ^^のい.：、、 主 

格の 位置、 省，， 拳の 用法、 抑揚 頓挫の 所 由 • ともに 其の {且 しき を 得る にあり 正 記變 叙： お 2^ 寫の^ 法 

其 の 宜しき を 得 るに あり 云 々 。 

これ 自ら 當 時の 理想的 大衆 小說の 作法 を說 いた ものである。 更に 又、 （I 

小 說に尙 ぶ 所の もの は、 锖消兩 極の 精神な り 極 美極惡 の精祌 なり 幽逮， ：：wpn の^ 神な り^ 極の 心なけ 

れば 則ち 人情の 最善 を 語る 能 はす 消極の 心なければ 則ち 人情の 最： 您を 語る 能 はす 極 美の 心 は 以て，^ か 

準 的の 人物 を 形く るべ し 極 惡の心 は 以て 懲戒 的の 人物 を 形 くるべし、 而 して 幽逮 {:m 膽の心 を 以て 之 

を狗爛 紛繽の 上に 彰は」 枯凋索 落の 裡に 潜め 讀者 をして 遂蹶 奔走の に勞れ しむる を 以て 力 ありと 

稱 すべきな り j 


,u れは 直ちに 大衆 小 說創 作の 際の i 精神 を說 いた ものと いひ 得る であらう。 彼 は 更に 逆に 當時 滞く 

成 孤ん になら うとして ゐた非 大衆 小說を 罵って かう いって ゐる。 

ト說 は猶ほ 彫刻の 如し、 然る を 近時 說を爲 す 者 ありて、 曰く 小說は 人情 を 祕密藏 裡に發 掘して 形體 

に 露 はれざる 境 を 叙述 すれば 足れり、 奚ぞ 徒らに 苦んで 脚色 を 費す を 要せん やと、 又 曰く 小 說は主 

說を蟠 I 節のう ち S 列す る ものな り、 乃ち 我が 錦 心讓を 水花 管 i し 出さば 可な り 奚んぞ 

苦んで 人情に 阿ねる を須 ひん やと、 嗚呼 此の 論者 は小說 をして 索然と して 無味 淡泊に 歸せ しむる も 

のな り 云々。 

これ は 心理 描 寫を專 一 と 心得た 作家、 作者の 主觀 を描冩 せば 讀 者の 好 惡を 顧みす とも-口 とい ふ 作 (ダ 

を そしった もので、 何れも 非 大衆 小 說反對 の 論た る こと、 明白で ある 3 

南 翠の小 說論は 更に 描寫 その他の 細部に も 入る が、 こ&で それ 程 迄に 及ぶまい から やめる として、 

要するに 南 翠は當 時坪內 先生に ついだ 小說 論の 持主で あり、 而 かも 大衆 小說 家の 立場から 『小 說神髓 一 

の 論 を 是正し、 調和し、 對抗 しょうと した (幾分に せよ) こと を 認めて いた.^ ければ ぃ&。 

三 明治 文學 史上の 發展 

1 八 一. 
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かう して、 『小說 神髓』 の 出現と 共に、 明治の 小說は 理論的に も實行 的に も 大衆 小說、 乍 大衆 小說と 

岐れ た。 岐れ たといっても- 前に もい つた やうに 峻刖 され はしない が、 一方 は 依然 傳統 その ま \ に大 

衆の 娱樂を 目的と し、 一方 は大體 として 新興 知識階級の 自己 表現 を 目的と する ことにな り、 或は 近づ 

き 或は 離れ、 相互に 影響し 合 ひ はしても、 とにかく 併 立 的に 盛衰 消長の 道 を迎る ことになる。 さう し 

て 種々 な 事情で、 非 大衆 小說が 純粹な 文學で 明治 文擧を 代表す る ものと され、 明治 文风 V 史の木 流なる 

もの は、 十 中の 九まで は 此の 非 大衆 文 擧の藤 史を傳 へる ものに なった。 この 邊 のこと は、 私が^々 し 

く 繰り返す まで もなから う。 

私が 今 種々 な 事情と いったが、 これ は 社會狀 勢- ブル ジョ アジ ィの 發展、 大衆との 對立 その他 をい 

ふので、 本來 ならこれ を 十分 說明 しなくて はならない の だが、 かう いふ 問題 は それだけ でむ：？ -:: 人り rt- 

であり 他に 人が あると 思 ふから こ- r では 說明 しない ことにする。 

作家の 名 を 擧げて 此の 對立的 現象 をい へば、 坪內 逍遙、 尾 崎 紅葉、 此の 二人 は 大衆性 も 可成り 多分 

にもって はゐ るが、 共に 非 大衆 小說の 開山で あり、 二葉 亭、 美妙、 嵯峨 の屋、 露 伴、 ^外、 綠附、 一 

葉、 これ 等は當 時として は 非 大衆 文舉を 代表す る 人々、 從 つて 明治 文舉史 の大立 物で ある。 これに 對 

して 裏から 浪六、 弦齋、 桃 水、 I、  #、 霧 等の 人々 は、 大衆 的 作家で、 明 沿 文 S 上 I 邪 

道視 され、 全然^ 扱 ひ をされ- 碌々 讀 まれす に (むしろ 讀 むの を 恥と されて ゐる租 に) 不 常な 低；，. を 


うけて ゐる 連中で ある。 

然し 此の 大衆 派の 小說 も、 文擧 史的に は 取り上げられて ゐ ない にせよ • 獨 自の發 展を續 けて 來 たこ 

と は、 木 村 君の 硏究を 一瞥しても 知れる。 發展 につれ て社會 小說、 俠客 小說、 歷史 小說. 冒險 小說、 

探偵 小說、 家庭 小說 等々 となり、 大衆の 安全瓣と なり、 慰安 を與 へ. - 健全な 趣味 を 鼓吹し、 國民的 元 

氣 を剌戟 するな ど、 いろいろな 役割 をして 來 た事實 は、 これ 亦 こ- f で 一 々繰り返す まで もない。 

この 意味で 從來の 非 大衆 小說 主眼の 明治 文事 史に對 立して、 「明治 大衆 文 擧史」 とい ふ ものが 立派に 

かける と 思 ふが、 何う であらう か。 これ は 殆ど 處女 地で ある だけ 骨 は 折れる が、 然し 早晩 何人か^ 書 

かなくて はならぬ もので あらう。 私達 も 心がけて 資料 は 積んで 置く から、 こ- -は 一番 若い 研究家 諸君 

に 大成して いた くこと にしたい。 

それにしても、 その 研究 はあくまで 民衆の 動向. 大衆の 道德 性、 社 會的狀 勢に 卽し たもので なくて 

はなるまい。 非 大衆 文學 でも 勿論 その 必要 は あるが、 大衆 文擧に 至って は 益々 その 必耍が あらう。 

明治の 晩期、 自然主義 文學が 全盛 を 競った。 然し これ は有體 にい ふと 知識階級 文擧の 行詰りで あつ 

た。 非 大衆 文學の 方で は、 人道主義に 轉 する ことによって 打開 を 求めた が、 大衆 文學が この間に 反動 

的に 進出して 來て、 遂に 一種 意識的の 再組織 を 行 ひ、 遂に 所謂 「大衆 文舉」 とまでな つたこと は、 旣 
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記の 通りで ある。 

四 外國 大衆 小説と 報知 叢談 

この 稿に 手 をつ ける 最初、 萬 事 散記體 です.. - める つもりで ゐ たが、 書いて ゐる うちに 妙に 理論 張つ 

て 大衆 小 說發達 史論に なり さう になった。 然し 發達史 41 を かくの は 私の 本 志で もな く， 又 この 課题を 

私に 與 へた Respected  Editor の豫期 外の ことで あらう から、 以下 散 記 體に戾 して 心づ いた こと を 二 

三い ふ。 

明治の 大衆 小 說っ發 達に は 外國の 大衆 小說の 紹介が 與 つて 力が ある。 これ は 木 村お の 指摘した：^ り 

だ。 ところで 明治 初期に 最も 大規模に 外 國小說 の 紹介 を 試みた の は， 郵便 報知 新聞の n 船 坡^: 

知 叢談』 である。 これ は餘り 人の 知らぬ 事で あるから、 少し.！ かに 話さう" 

これ は 實は矢 野 龍溪の 報知 新聞 改革と 關 係が ある ことなので、 その 方から 說 かなくて はならぬ かも 

知れぬ が、 その 邊の 原因 や 經過ゃ 何 か は 一切 拔く として、 先 づ明ュ m 十九 年 • 矢 野 龍 溪が泎 行から ^ つ 

て 報知 新聞の 改革 を 試み、 その プ n グラムの 一 つと して 『報知 叢談』 の總^ 名の 下に 幾多の .€ 洋小ゾ W 

を 連 月 紹介した とだけ 記憶して 頂きたい 3 さう して その 紹介され た 小； おは： E れ もジュ I ル .ヴヱ ルヌ 


等の 大衆 小說 であり、 種 も 精選され て、 面白い ものが 多く. 譯し 振り も先づ 上手の 方であった" 紹介 

に 筆 をと つたの は、 御大の 矢 野 氏 を 始め、 令弟の 矢野貞 雄、 股肱の 森 田 思 軒、 僚友 藤 出 鳴 鶴、 尾 崎舉 

堂、 箕浦 靑洲、 加 藤 城 陽 (政 之 助)， 技 元虬岳 (長 辰)、 芳 川春濤 (俊 雄)， 曾 宫米華 (祿 介)、 井上 孤山 (寬 

r 郞) などで あつたと いふが、 此の 連中が 悉く 自身で 筆 をと つた か 何う か、 然し 豫吿に はさう 出て ゐ 

るから 執筆の 豫定 ではあった らう。  . 

最初に いって 置きた いのは i これ は 幾 十の 小說の 紹介で、 その 個々 の 小說は 別に 連絡の ある もので 

はない が、 『デ カメ 口 ン』 の體 になら つて、 『嘉坡 通信』 として 一 括して ある ことで ある。 ある 富豪の 外 

國 人が 奇事 異聞 を 欲する あまり、 シ ン ガボ，' ルに 一 大旅舍 を 設け、 旅客 をして 一 奇事を 語らし め それ 

を 採録した とい ふ 形式に なって ゐる。 丁度 王朝の 宇治 大納言の 故事 を、 そっくり 明治 式に 燒 直した と 

いっても 可い。  . . 

紹介され た 作物 を擧げ ると、 11 

〇 志 別 土 商人の 物語 天峯 居士 譯 (十九 年 十月) 

譯者 IK 峯 居士 は 矢 野龍溪 自身で あると いふ。 原作 は 未詳で あるが、 『ァ ラビ ヤン ナイト』 あたりの 脫化 

らし 

〇 印度 太子 舍 摩の 物語 笠 山 樵客譯 (十九 年 十月) 
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ししり ものが 仁り 

〇 志々 利譚 空々 生譯 (十九 年 十月 I 十一月) 

- 空々 生 は 矢 野貞雄 氏、 原作 はルサ I ジ ュ 『ジル • ブラス 物語』 中の 一 章、 後に 村 井弦齋 はこれ を飜 

案して 『沖の 小島』 をつ くった。 恐ろしく 執念き 戀愛 物語 だ。 

〇 金驢譚 不語 軒 主人 譯 (一 1 十 年 一 月 II 1 月) 

不語 軒 主人 は龍溪 であ ると いふ。 原作 は、 芥川龍 之 助 も愛讀 した とい ふ アブ レイ ァスの The  Golden 

A8S』 のうちから とった もの。 

〇 英國 士官の 物語 譯者無 署名 (二十 年 三月) 

〇 怫 曼ニ學 士の譚 紅芍園 主人 譯 (二十 年 三月— 五月) 

譯者は 思 軒、 ジュ I ル • ヴ H ルヌの 『The  BegunVs  FortuneJ を譯 した もの、 『鐵 世界』 と 改题し 

て單 行され た。 科擧 的愛國 小說， 押 川春浪 等の 一先 驅 である。 

〇 天外 異譚 大 塊生譯 (二十 年 五月 I 七月) 

〇 貧 福 薔薇園 主人 譯 (二十 年 八 H:) 

〇 煙波の 裏 獨 醒子譯 (二十 年 八月 I 九月) 

b'7  »0 く し しゃ 

〇 盲目 使者 羊 角 山人 譯 (一 一十 年 九月— 十 一 1 月) 

これ も 思 軒譯、 原作 はジ ュ ー ル. ヴ H ルス の 『ミ シ H ル* スト a ゴッフ j、 『聲 使者』 と 改題して S 堪行、 


後 大正時代に 前 田 曙 山が 翻案して 『糸の みだれ』 となした もの。 

, 〇 夢 中 夢 覺 後庵 譯 (二十 一年 一月) 

.:,〇大 氷 塊 靜廬 外史 譯 (二十 一年 二月. Is: 月) ： 

これ もジュ ー ル. ヴェルスの 『毛皮の 國』 の譯 だとい ふノ 

〇 幻 影 笠峯 居士 譯 (二十 一年 四月 I 七月) 

〇 定 數 蕉陰 散史譯 (二十 一年 八月) 

〇 炭 坑祕事 紅芍園 主人 譯 (一 一十 一 年 九月 I 十月) 

思 軒譯、 原作 はジ ュ ー ル • ヴェルスの 『洞窟の 子等』 とい ふ ものら しい。 原 抱 一 庵 はこの 小 說を讀 

んで 感嘆 措かす、 出版 月評に 批評 を 書いた。 さう して これが 緣 となって 思 軒 門下に 加 はり、 文壇に 出 

たもので ある。 

〇 女 旅客 臥禪 居士 譯 0 1 十 一 年 十 一 月) 

〇 密 封書 同， (二十 一年 十二月) 

■0 元  曰 同.  (同)  . 

〇 猫  同  (同) ，  • 

0 倫 敦钍馬 車 同  (同) 
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〇 時計 獄同  (同) 

此の 數篇は 何れも 短 かいもので 多く は梗槪 である。 臥禪 居士と は 何人 か 不詳で あるが、 案外.^ 名 を 

聞く とよく 知られて ゐる人 かも 知れない。 (嘉坡 通信』 は 二十 二 年に つ く、 これが 轉 じて 別册 附錄 

の 『報知 叢 話』 が 出来て、 浪 六の 出世と なり (『三日月』 はこの 附錄に 出た もの)、 更にの びて、 f 叱溪 

の 「報知 異聞』 卽ち 『浮城 物語』 の 出現と なった。 外圃 大衆 小說の 紹介、 大衆 文學 趣味の 鼓吹と いふ 

點で、 この 『嘉坡 通信』 の 如き、 もっと 注意され てい- - ものである。 

五 二三の 作家と 作物 • 

作家 や 作物に 卽 して 明治の 大衆 小說を 語れば 涯 際がない が、 記憶に 殘 つて ゐる もの i うち 成るべく 

あまり 人の いはぬ もの を I 一三 J 

幕末から 維新の 大變動 を 大衆 的 作物に したの は、 坂 崎 紫 潤の 『汗血 千 s^i 駒』 (十六 年) となって ゐる 

が、 それと 略 ぼ 同時に 小窒 案外堂の 『新 編 大和 錦』 が あり、 それ 等より すっと 古く 松 村^ 輔の il^ 作が 

ある。  ：. 

||^^輔の作では『復古夢物語』 (明治 六 年) 『近世 櫻田紀 聞』 (明治 八 年) など あるが、 一 桥；^ 名な の は 


『開明 小 說， 春雨 文庫』 (明治 九 年) であらう" 新選 組と 勤王 志士との いきさつ、 幕" 肘 方 有志の 苦衷， 

勤王 書肆 橫田 淸兵衞 のこと など を 挿話的に 集めて ある 面白い ものである。 元祖 呼 はり も 可笑しい が、 

髯物 大衆 小說の 元祖と 見て 可い。 染崎春 水の 『近 世紀 聞』 よりも ズッ ト小說 的に なって ゐる。 

案外堂の 『新 編 大和 錦』 は 春 水 ゃ春輔 などの 幕末 物と 違って 全然 創作で あり， 此の 點で 大衆 小說 の 

歷史 では 注目すべき ものであると 思 ふ。 幕末 を 舞臺に 平野 八郞 * 武藤次 郞のニ 壯士を 躍らし、 目 あか 

に 文吉ゃ 三本 木の 妓千 束な ど を あしらった 純然たる 大衆 小說 であるが、 た^ 案外堂が これ を 創作した 

主 皆 は民權 運動 {ー 且傳 にある ので， 時々 時 政に 對 する 諷刺が あり、 大分に イデ ォ n ギィ 的な ところが あ 

る。 最後に は 二士が 日本から 朝鮮、 滿洲に 渡り、 東亞 經營 に從 事す る豫定 になって ゐる。 創作と いふ 

點に 重き を 置けば、 この 『新 編 大和 錦』 こそ、 創作 大衆 小說 の先驅 ともい ひ 得る。 . 

明治 二十 年頃から 朝野に 日本の 海外 發展 が唱 へられ 出し、 最初の 着眼 は 南洋であった。 當時ひ 日本 

に は 種々 の點で 南洋と 交渉が 深い ものが あった。 南洋と いっても 廣 ぃ範圍 で、 日本の 小 笠 原 島から 今 

日の 南洋 は 勿論、 ヒリ ツビ ン、 ボル ネオ、 シン ガボ I ル邊を 含めての ことで ある。 それで この頃から 

よく 南洋 を舞臺 にした 冒險 大衆 小 說が讀 まれた U 須藤 南翠の 『旭 章 旗』 久松義 典の 『南溟 偉蹟』 など 

は その 先驅 といって よいが、 今日で は 人が 忘れた 小 宫山天 香 1： 卽眞 居士と もい ふ、 水戶 人、 偉い人で 

大衆小！^^源流  一 八 九 


文學篇  一九 〇 

ある) とい ふ小說 家に 『聯島 大王』 とい ふの が ある。 これ は單行 本が なく 改進 新閜に 載った ま、 なの 

で、 あまり まれ もしない が • 此の方 面の 冒險的 大衆 小說 では 稀に 見る 面白い もので あつたと 思 ふ。 

大分 前に 讀ん だので 人の 名 も、 事件 も 細かい 點は 忘れて しまったが、 面白さ だけ は殘 つて ゐる。 何で 

も 退役 小ノ壯 士官が 國家 のために 發 奮し、 ボ a ボ a 汽船に 同志 をのせ て 南洋に 航し、 千 辛 iGS 苦の 末に 南 

洋の 王と なって 日本の 版圖を 開拓 するとい ふ 筋で、 後の 『浮城 物語』 や 『南巒 大王』 など 趣 ，：！： の 

小說 であるが、 文章と いひ 氣魄 とい ひ、 なかなか 立派な もので あつたと 記憶して ゐる。 

『胡沙 吹く 風』 これ は 半 井 桃 水. の 代表作で ある。 今では 一葉が 序 歌 を 書いた とい ふので 人が 名前 だ 

け 知って ゐる ぐら ゐ であらう が、 然し これが 叉 面白い 小說 であった。 曰淸役 前の 朝 gi を 舞？， IS として、 

日本の 志士 林 正 元の 活躍 を 描いた もの ひ 林に 對 する 韓國 佳人の 戀が あり、 俊臣遂人の1^$惡， 水滸傅 

的 ー授、 日本 志士の 義俠 などが、 平生の 桃 水と は 違った、 張りき つた 筆で 書いて ある。 可成り のお 篇 

で、 部厚い 單行 本で、 ニ册 あつたと 思 ふ。 桃 水 は 失意の 志士で、 彼 も 初めは 海外に 奇功を Si てようと 

し、 成らす して 文筆に 隠れた 人で ある。 一 葉の 師 とか 彼女の 戀愛 とか だけで 記惊 される に は； S の 毒な 

人で あると 思 ふ。 


大倉桃 郞の諸 作 も 私の 好きな ものである。 有名な 『琵琶 耿』 や 『舊 山河』 ゃは刖 として. 時代 小說 

の 『萬 石 浪人 r これが 實 によかった と 記憶して ゐる。 幅 島の 浪人 吉村又 右衛門が 二十 年間 自分 を」 萬 

石に 買 ふ 主人 を まつ 物語で、 いかにも 古武士ら しい 點に、 何ともい へぬ 感激 を覺 えた。 

小 杉 天外の 『緣 外緣』 日露 戰爭 の產物 だが、 いは ゆる 露 探の 娘と 凱旋軍 人の 哀戀を 書いた もの、 こ 

の 種の もので は 何よりも 面白かった と 思 ふ。 甘い 點 では 勿論 大甘 もの かも 知れない が、 底に は 綿々 と 

讀 者の 心 をう つ pathos があった。 

跪 柿の もので は、 へ 長篇も 佳い が 比較的 短い 『俠 足袋』 をと る。 美 濃の 金森騷 動の 歷史 小說 だ。 

雲に 一 つ。  一 

私 どもの 年輩の ものが 少年 時代 中舉 時代に 最も 愛讀 した もの は 何かとい へ ば * 押 川 春 浪の諸 作で あ 

る。 私な ども 全く 文字通り 心醉 した もので、 兄に 擧 用品 を 買 ふと ゥソを ついては こっそり 舂浪 物を輸 

入した ものお。 勿論す ぐ 見つかる の だが * 然し 寛大な 兄 は 別に 怒り もしなかった。 そのうち でも 殊に 

『海底 軍艦』 から 『武俠 の 日本』 『新造 軍艦』 『武俠 艦隊』 『新 日本 島』 『東洋 武 俠圑』 とつぐ く 六部 作 
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に は 全く 參 つた。 何度く り 返して 讀ん だか 知れない。 おかげで 今でも 人物 も 事件 もま だ 記憶して ゐる 

が、 あの 頃と して は春浪 もよ く 調べて 書いた もの だ。 主人公 柳 河 龍 太郞， 樱木 大佐. 松， 经 大佐、 ^大 

尉、 武村 兵曹、 濱島武 文、 稻村巖 太郞， 濱島 日出 雄 少年. ェ學者 一條 武雄、 老 英雄 两鄕、 發毋 伙容投 

原劍東 次、 ァギナ ルド 將軍 。眼 をつ ぶる と、 かう いふ 豪傑 佳人の 面影が うつ すらと 浮んで 來く。 こ& 

にあげた これ 等の 名に 懷 しい 思 を 起す 人々 も 少くは あるまい。 段 原 劍東次 は 此の 種の バ說 では 全く - 

つの キャラクタ ァを 創造した もので、 その 素 暗ら しい 强 さは、 活動 寫眞の 快漢 口" ー など 足 許に もよ 

りつけ ない。 その外 春浪 もの は、 『塔 中怪』 にしろ 『銀山 王』 にしろ 大抵 よんで、 何れに も 感心した。 

別に 當時 面白かった 恩 報じと いふので もない が、 春浪 のこと だけ は 少し 調べて 書いて みたい と W 心つ 

てゐ る。 仄かに 聞けば、 往年の ァギナ ルド 將軍は 目下 マー ーラ に隱栖 して ゐ ると いふ 力 マ浪の „ ^の..^ 

說に 自分が 出て ゐる とい ふので、 讀 みたがって ゐ ると いふ。 折が あったら 自藏本 を 贈っても い &と思 

つて ゐる。 少々 大げさ だが， マー ーラの 國立圔 ま： 館に 國寶 がー つ 殖える かと 思 ふと わるい ぐ. - がしない。 

嘗 たい 事 は滾々 と 出て 來て、 いつまでも 書け るが、 我れ 面白 程 も 度 問題で あらう から、 こさ-で 

失禮 とする。 私と して は讀 者の ため 文獻 的に 多少 參考 になる やうに 書いた つもりで あるが、 ^してや 

うか、 その 邊に おぼつかない ものである。 


Ami 己。 

逍遙と 南翠が 理論的に 明治 初期の 非 大衆 文學と 大衆 文學を 代表す る こと は旣 記の 如く だが、 今一 つ 

か&る 面白い 對立的 議論が ある。 明治 二十 三年 矢 野 龍溪が 『經國 美談』 以後 久しぶりで 『浮城 物語」 

を 公に する や、 當 時の 文擧會 員に 乞 はれて 『浮城 物語』 の 立案の 始末 を演說 した ことがあった。 龍溪 

の 小說論 は、 小 說とは 不善なら ぬ娛 If 、を 世人に 與 ふるもの とい ふこと を 主旨と した もので、 いは 大 

衆 文擧的 立場 をと つた 議論で ある。 然るに 當時 批評家と して 日の出の 勢 ひの あった 不知 庵 內田貢 はこ 

れに 手痛く 反對 した。 勿論 非 大衆 的 立場から 龍溪の 大衆 的な 小 說觀を 排撃す る こと を 主眼と した もの 

であった。 

不知 庵が いふの は、 それ は 戯作者 時代の 考 へで、 今日い ふべき ではない。 今 曰かう いふ こと をい ふ 

の は 小說を 以て 豆藏輕 業と 同一視す る もので あり、 小說 家を輕 業師と 同視す る ものである。 小 說は人 

生 を 示す ものである。 決して 人間に 娛 樂を與 へる 具で はない。 人生 を 示し さへ せば 小說の 目的 は 達し 

たもので あり、 娛 樂は與 へようと も與 へす とも、 それ は 肝心な ことで はない、 とい ふ 意味で ある。 

いは ゆる 文壇 は 不知 庵の 議論が 勝った ものと して、 昂然と 威張った であらう が、 今日の やうに 明白 

に 大衆 文擧の 立場が 認められて ゐれ ば， 龍溪の 議論と て さう 不知 庵の やうに 輕 蔑した もので はない。 

だが 二十 三年 前後 は、 非 大衆 文擧の 勢力 擴張 期で あるから、 不知 庵の 論が 喝采され、 非 大衆 文擧 側の 

,TS 衆 バ說、 源：：^  1 L  , 二 
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勝利と. なつ. たやう に 見えた の も 止む を 得なかった。 

こつ 封 立 は、 大衆 文 舉發達 史上 一顧す る價 値が ある ものと 思 ふ。 それで 餘 白に 追記す る。 

(九、 三、 二 七、 ) (昭和 九 年 五月 號 新潮) 


逍遙 先生 書 志 源流 (未定稿)： 

明治 十二 年 —— 明治 二十 三年 

序 【昭和 九 年 十二 E:】  ■  1/、 ： - 

以下の 一篇 は、 「書 志 源流」 と は 題した もの.^ * それ は 私が いっか さう いふ も Q をつ くらう とい ふ氣 

が 多少あった からで、 元來は 一種の 著作 年表と いふべ く、 書 志な どと、 大きな 顔 をして いへ る もので 

はない。 いさ-か 註記 を 加へ、 整理して 書 志ら しくしょう とも 考へ ぬではなかった が、 偶々 多 亡で あ 

つたり 風邪に か、 つたり したので、 それ を實 現し かねた。 第一 これ だけで は 材料が、 私の 必要から 調 

ベた ものに 始終して ゐる點 だけで も、 不完全な もの だ。 然し 今 はもう 何う にも 致し方がない ので、 こ 

のま、 未定稿の 形で、 何の 註記 もな く發 表して、， 他日の 追 補 を 期したい。 それとも、 その 間に 又 篤志 

の 人が ゐて、 もっと 完全な 「逍遙 先生 書 志」 を こしら へて ゐる かも 知れない。 それにしても， この 稿 

はさう いふ 篤學の 人に とって さへ、 多少の 參考に はなる と 信じて ゐ る。 

逍遙 先生 書 志 源流  ！ 九 五 
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逍遙 先生 は來年 七十 七の 賀齢 である、 いづれ 先生の 諾否に 係らす、 種々 な 形式で 祝意が 表される で 

あらう から、 この 稿の 如き も， その 際に は、 全然 あるかな しかに 忘れられ てし まふで あらう.^ 然し 私 

のつ もりで は. これで その 賀の前 祝 ひ をしたい とい ふので ある。 急いで 發表 にか i つたの も、 その 邊 

に 理由が ある。 

いろいろ 無理 を 聞き入れて くれた 少雨莊 〔齋 藤昌 三〕 老人に 感謝す る。 

逍遙 先生 書 志 源流 

先生 は 十代の 初め 頃 兄 から 漢詩の 手解き をう けたと いふ (藝汀 は その 號)、 恐らく 文^様の もの 

も， 早い 頃に あつたと 思 ふが、 今日 その 何れも 存否が 知れない。 叉 豫備門 時代に 友人 赤 井 雄 氏 等と 

筆 寫雜誌 を 乍った とい ふ、 益々 もって 逸文の 存在が 明白に される わけ だが、 これと て 今日^ 志 中に 

入れ 得る 可能性 は 全然ない。 それで 止むな くこの 稿の 起點を 明治 十二 年と する。 

明治 十二 年 二八 七 九 年) 先生 二十 一歳 

冬サァ • ゥォ ー タァ. スコットの 「ラム マ アム，.' ァの 新婦」 の 初頭 を意譯 す。 


明治 十三 年 二 八 八 〇 年) 一  一士 ) 歲 

『春風 情話』 (「ラム マ アム I ァ の 新婦」) 中島 精 一 出版、 四月 

橘 顯三譯 の 署名 あり、 橘 氏 は 學友橘 槐次郞 の 兄な り。 大 學在舉 中なる を 以て 氏の 名 を 借用せ るな り 

とい ふ。 

明治 十四 年 (一八 八 一年) 二十 三 歳 

サァ • ゥォ I タァ • スコットの 『ザ • レディ • ォヴ • ザ • レ— ク』 (湖上 美人) を 散文 體に譯 す (高 田 

半 峰と 分擔 して)" 『春 江 奇緣』 と 題して 刊行 せんとして、 成らす。 (內務 省、 版權 書目) 

『小說 祌髓』 の 材料 を 且つ 拾 ひ 且つ 讀 みて ノ ~ トに 手記し 始めし も 此の 年 〔九月 頃〕 よりなる べし， - 

明治 十五 年 (一 八 八 二 年) 二十 1: 歳 

「M お I 淸治湯 講釋」 東京 緣入 新聞に 發表 (九月 十三 日 11 十二月 二十 六日、 全 十回) 

麥湯 店の 老爺が 清 治 湯を寶 るに 托し、 政治 (卽 ち淸 治)、 政體 を講釋 するとい ふ 趣向の 戯作、 ず、 Gi^ 

おぼろの 號を 用ゐた 最初で ある。 

逍遙 先生 書 志 源流  一 九 七 
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r 。フ r となる 勿れ」 (十一 t_I- 十 一 曰、 內 外政黨 事情 第 十三 號) 

n ン ン ンク ワイ  f  '  r  .  .  T  J  / 

「狐 親會」 (トー 月 十九 日 同 第 十七 號) 

夏より シ ヱ I タス ビヤ 『シ， I ザル』 の 飜譯に 着手す とい ふ。 

『小說 祌髓』 進行 中" ， ， 

明治 十六 年 二 八 八 三年) 二十 五 歳 

『該撒 奇談』 飜譯績 行.、 十 1 一月 譯了。 

『遊學 八 少年』 を 案ず、 先生と 同時 名古屋 地方より 上京せ る 八 人の 少年 を 主人公と して 『八 笑 人』 式 

の 戯作と せんとせ る もの、 蓋し 『當世 書生 氣質』 の 原型な り。 

「小說 文體」 (九月 三十日 I， 十月 二十 曰、 明治 協 會雜誌 二十 五號 —— 二十 八 號)、 蓋し 『小^^祌髓』 

初 稿の 一 部分 也。 〔此の 年 九月 以前 初 稿 成れる 也〕 

〇 此の 年、 新聞 發 表の 雜文 左の 如し、 何れも 政治的 寓意 あり j 

「家の 爲 にな^ぬ 乳餘」 ( 一 月 十九 日、 內 外政黨 事情 第三 十 一 號) 

「鐵道 馬車」 ( 一 月 1 1 十 一 日、 同 第三 十一 一 號) 

「順逆 兩臣の 名」 ( 一 月 一 一 十七 日、 同 第三 十五 號， - 


服 活泰 
部 劇 西 


「蓄妾の 目的」 (一月 二十 九日、 同 第三 十六 號) 

「tf 守の 職務」 ( 一月 三十 一 日， 同 第三 十七 號) ■ 

「奥様が たや 且那樣 がた の 御注意」 ( 一 月 二十 三！！：、 東京 繪入 新聞) 

「政黨 政治」 (一 一 月 一 一日、 同) 

r 政黨の 目的」 (二月 十四日、 同) 

「地方 黨 J  (三月 一日、 同) 

以上 は 主旨に 於て 「淸治 湯 講釋」 の 追加と も 見るべし。 

r 眞 成の 生徒」 (三月 四 曰、 同) 

明治 十七 年 (一八八^年) 二十 六 歳 

春窓綺 話』 ( 一 月刊 行)、 坂 上半 七發行 

. 誠 一 (撫 松) 署名 _ 實は 前記 『春 江 奇緣』 の 改題 變形 せる もの、 高 田 早苗 氏 三 四 分、 先生 六 七 

分の 割合にて 共譯 す、 譯詩中 * 長篇 漢詩 體の もの 三 四 は、 天 野爲之 氏の 手に 成る。 

『IM 自由 太刀 餘波 鋭鋒： (五月 刊行)、 東洋 館發行 

此の 題名 は 出版の 際 改めし もの か。 本文 中、 アン ト- ーィ の演說 は、 友人 山 田 一郎の 手に 成る。 
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文クヌ 學 篇  二  ◦,◦ 

リット ン. 1 史小說 『リ H ン ジィ』 七月 起譯、 トー 一月 前半 臉稿、 義譯な 

『小說 神髓』 此の 年 その 第二 稿 成る とい ふ. - 

『遊學 八 少年』 六月 東洋 館と 出版の 約 成る。 

0 此の 年 新聞に 發 表せし 文章、 余の 見し は 次の ー篇 也" 

「敢 て當 らす敢 て當ら す」 (六月 十 一 日、 讀賨 新聞) 

蘆 原生と いふ 人に 『自由 太刀』 を 褒められし 答へ なり。 (蘆 原生の 文 は 六月 六 曰 社說、 同) 

明治 十八 年 (一 八八孔 年) 二 卜七歲 

『12 慨世 士傳』 (二月 刊行)、 晚靑 堂發行 

前年 譯 出せる 「リエ ン ジィ」 なり。 序の 小說論 は、 『小說 神髓』 の 輪. S を 示せる ものと してお ノ. - 

『當世 書生 氣質』 (六月 第 一 册 刊行： r 晚靑 堂發行 

此の 年 月 起稿、 前 々年来の 案なる 『遊學 八 少年』 の 趣向 を變ぜ しもの なり J 述册 TH に發 行して 

翌年 一月に 及ぶ。 全 十七 册 j 

『^yli^ 物語」 (七月 11 A 月、 中央 學術雜 誌 第 九、 十號) 

「小 說神髓 I へ. 九.^ 第一 册 刊行)、 松 月 堂發行 


二月 舊稿を 修訂、 三月 東京 稗史 出版社と 出版 契約 成る、 同社の 失敗に て實 現されす、 一部分 を 新聞 

紙上に 發 表せる こと、 後に 記す ると ころの 如し。 翌年 四月 第 九册に 及んで 完結す。 

『^小 學讀 本』 (十二月 刊行.)、 香 雪書屋 (金玉 社) 發行 

『I 妹と 背 鏡』 (十一 一月 第 一 册 刊行)、 會心書 屋發行 

案 は 『書生 氣質』 脫稿後 間もなく 立てし ものと いふ。 十九 年 八月に 及んで 完結す、 全 十一 一 册。 

『I 絲未來 の 夢』、 九月 起稿と いふ。 

『m 京 わらん ベ』、 十一月 起稿、 此の 年中に 脫稿リ 

〇 此の 年 新閒雜 誌に 發 表せる 文章 大略 左の 如し。 

「假 作物 語の 變遷」 (三月 11 五月、 中央 擧術雜 誌 第一 , 第二、 第五 號)、 大體 『小說 祌髓』 の歷史 

條と 同じき もの。 

「小 說神髓 拾 遣 • 時代物 語の 論」 (五月， 同 第 六號) 

「詩歌の 改良」 (五月 十三 曰、 讀賣 新聞) 

「小 說を 論じて 書生 形氣の 主意に 及ぶ」 (八月 四日 • 五日、 自由 燈) 

「粹 の釋 義」、 「粹敎 の 活用」 (五月 11 六月、 讀賣 新聞) 

「小說 論 一 斑」、 小說の 主眼 (八月 十 s: 日 11 一 一十 六日、 自由 燈) 『小說 神髓』 の 一 部分な り。 
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文. 學 篇  一 10  二 

明治 十九 年 二 八 八 六 年) 一 1 十八 歳 

『^5 未来の 夢』 (四 „ ^第 一 册 刊行、 晚靑 堂發行 

全 二十 册の 豫定 のと ころ、 此の 年 十月、 第十册 にて 中絶、 中止の 理由 を 知る 資料 は 明治 二十 年の 條 

を 見るべし。.  . 

『書生 氣質』 合本 刊行 (三月/ 晚靑 堂發行 

『小說 神髓』 合本 上下 一 ー册 (五月 刊行)  . 

tm 京 わらん ベ』 (六月 刊行)、 大阪日 野 書 館 

「巢 守の 妻」 (六月 11 一  一 十 年 三月、 女 舉叢誌 第一 一 十九 號 — 第五 士 ー號) 

京 本 未詳， 或る 外 國雜誌 所載の 小 說を飜 案ぜる もの。 

『sa£ 朗蘭 夫人 傳』 (十月 刊行)、 大 阪帝國 印書 會社發 行 

丈夫 傳 

グ \ 1ス • ホヮ I トン 『ク ヰ- 1 ンズ • ォヴ. ソ サイ ティ』 の 中より マダム •  e 1 ラン の^を，！ jstu サ 

る もの、 三月 起譯、 四月 譯了。 

『妹と 背 鏡』 合本 一 ー册 刊行 (十月)、. 會心書 屋發行 

『新雙 六 淑女 鑑" (十二月)、 山 本 松 之 助發行 


晚靑堂 主 間野秀 俊の 作の 如くな り をれ り。 小林淸 親畫- 雙 六と はいふ も 一種 雙六體 の小說 也。 須藤 

南翠の 『I 籠 飼の 黃鶸』 (改進 新聞) はこれ を 種子と せる もの。 

0 

「西洋史」 (五月 以降， 政 寧 講義 錄) 

. 政舉 講義 錄は卽 ち 後の 早稻 田大學 講義録の 前身と もい ふべき もの。 『逍遙 選集』 の著譯 年表に よれ 

ば、 古代史、 ギリシャ 史の 一部に て中絕 せし とい ふ も、 引っ^き 中世 近世まで 及べる が 如し。 坊間 

往々 合 緩 本 あり。 

「裏店の @.」 (嵯峨 の やおむ ろ 作) を删 正す、 八月。 (今 曰 新聞に 揭載 か) 

「神經 S 罪」 (嗟峨 の やおむ ろ 作) に 加筆す、 十月。 (今日 新聞 揭載) 

〇 此 の 年 諸 新聞 雜誌 に 發表 せる 文章 大略 左の 如し。 

「稗 史家 略傳 並に 批評」 0 1 月 11 十月， 中央 學術雜 誌 第一 一 十 1 11 三十 九號) 

總論は 批評 論に して 『祌 髓』 と參 照すべき もの。 

「粹敎 の 活用」 (三月 一 一 十六 日、 讀賣 新聞)  • 

「文章 新 論」 (五月 ——七月、 中央 學術雜 誌 第一 一 十八 號 第 三士 一 號) 

「非 天狗の 辨」 (八月 十七 曰、 讀寶 新聞) ■ 

「美と は何ぞ や」 (丸 月 11 十 一 月、 擧藝雜 ^第一 一 —— 第一 ハ號) 

m 遙 先生 書 志 源流  if6 一一  一. 


文學篇  一 lost 

『祌 髓』 の 根本 を 補正せ る もの。 

「妹と 背 鏡の 讀者」 (十 W 五日、 讀寶 新聞) 

「末 松 君の 演劇 改良 論を讀 む」 (十月 二十日、 讀賣 新聞) 

「チヨ ボは 改良すべし 廢 すべから す」 (十月 二十四日、 同) 

「再び 末 松 君に 質す」 (十 月 二十 六日、 同) 

「1$ び チヨ ボと傍 言 を 論す」 (十月 二十 九日 11 三十日、 同) 

「河 竹 默阿彌 翁に 吿ぐ」 (十 一 月 十四日、 同) 

朧 庵と 署名す， - 先生の 變名 也。 

「河 竹 翁よ 乞 ふ 世間の 好 尙に媚 る 勿れ」 (十 一 月 十九 日、 同) 

朧 H 庵主 人と 署名す。 

「河 竹 翁よ 乞 ふ 脚色 を 重ん する 勿れ」 (十 一月 二十 一 日、 同) 

「河 竹 翁よ 乞 ふ 外形 を 重ん する 勿れ」 (十 一 一十 六日、 同) 

〇 以上の 外 今日 新聞、 浪華 新聞 等に も雜文 論說等 ありと 信 すれ ど、 見る に 及ばす。 

明洽 二十 年 (一 八 八 七 年) 一 一十 九歲 


r 交際 之 女王』 (五月 刊行)， 自由 閣發行 

『朗蘭 夫人 傳』 を 改題せ る もの。 

f 可憐 孃 (十一 1 月刊 行)、 呤松 堂發行 

「巢 守の 妻」 を 改題して 單行 本と せる もの。 

「旅 ごろ も」 (一 月、 讀賣 新閜) 

「M£ 美人の 面影」 (嵯峨 の やおむ ろ 作、 二月、 浪華 新聞) 

先 あ 時々 補助 加筆す。 

r 此處 やかし こ」 (二月 —— 五月、 繪入 朝野 新聞)  . ， 

第二 篇七 回に て 中絕。 この 年 四月 創刊の 「うでくらべ」 なる 小說雜 誌に 無斷褐 載。 この 作に て 先生 

言 文 一 致 を 試む。 

r 不如 死」 (嵯峨 の やおむ ろ 作)、 九月 補 筆して 大阪駸 々堂に 渡す。  . 

i 後 『無味 氣』 と 題して 單行) 

「種 拾 ひ」 (十月、 讀寶 新聞)  - 

「两 洋史」 及び 「論理 活用」 (十月 以後、 政學 講義 錄) 

「小 說 頓傳」 (十 一 月— 十一 一月、 頓智 協 會雜誌 第 七、 九號、 中絕) 
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文學篱  二  o 六 

ー蹵 金つ かひ」 (十二月、 請賫 新聞) 

アンナ. キヤ ザ リン • グリ ー ンの 「X  .Y  .Z 」 の 自由 譯 

「忘年 會」 (同月、 同)  . 

〇 此 の 年 新聞 雜誌 に 發表 せる 文章 大略 左の 如し。 

「美術 論」 ( 一 月、 中央 擧術雜 誌 第 四十 五號) 

藝術 論な り、 此の 年 一月 十六 曰同攻 藥術會 にて 講演せ る もの、 筆記、 諸 t の雜 誌に 轉戟 さる。 

r 實傳 (バイオ グラヒ I) 論」 ( 一 月、 敎育雜 誌 第一 一十一、 二十 ニ號) 

「貴重なる 新聞紙 を 借用して」 (四月 九 曰、 讀賫 新聞、 「未来の 夢」 中止に つきて) 

「最貭 眼 道 人に 答 ふ」 (四月 二十日、 同、 「こ、 やかし こ」 にっきて) 

「小說 の 手段」 (四月 一 一十 二日 11 1 一十 八日、 同) 

「美術 論」 の 繽篇と 見て 然るべき もの。 

「未来 記に 類す る 小說」 (六月 十 g; 日、 十五 曰、 同) 

1 般 的に 未來記 小說 の小說 として 成り立ち 難き を 論ぜし もの。 

「批評の 標準」 (九月、 中央 學術雜 誌 五十八 號) 


明治 二十 一年 2 八 八 八 年) 三十 歲 

_1  ー蟹貨 つか ひ』 (八月 刊行)、 駸々 堂發行 

『松のう ち』 (八月 刊行)、 駸々 堂發行 

, 前 年末 讀賣 新聞へ 揭 載せし 「忘年 會」 と 今年 一 月 同紙と に 掲げし 「松のう ち」 と を 合せて 單行 本と 

せる もの。 

「赤 星屋 物語」 ( 一 月、 新 潟 新聞)、 一 一回に て 中絶す、 

翻案 もの かと 思 はる、 も 未詳。 

cT 無敵の^」 (二月 —— 四月、 新 潟 新聞) 

ノ飜譯 もの、 原本 未詳、 外 圃雜誌 所載の 小說の 自由 譯也、 十九 回に て 中 絡 か (一 回 分 は 又 上中下 等に 

分る)。 大 ナボレ オン 時代、 ナボレ オンに 抗敵 する 貴公子 を 中心に、 ナボレ オン 部下の スパイ 連中の 

活躍 を 描け る もの、 此の 貴公子が 一 管の 筆に. よって ナボ レ ォ ンを 痛撃す るより 此の 如き 題 あり。 

「外務大臣」 (四月 1— 六月、 讀賣 新聞) 

. 第二 十九 囘 にて 自ら 中止す， - 共醉 居士 翻案と 署名。 此の 年 二月 大隈重 信が 外相と して 入閣せ し 前後 

： の 事情 を 骨子と せる もの。 本 舞臺に 入らす して 止む， - 
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文學篇  二 〇 パ 

「細君」 十 一 月 起稿. 十一 一月 漸く 成る。 

0 此の 年 新聞 雜誌 にて 發 表せる 文章。 

「極 美小說 にっきて」 (四月、 社 會之顯 象 第 一 編) 

「學生 諸君」 (七月 十七， 十八、 十九 曰、 讀賨， 新聞) 

「ゥ ヰッ トとヒ ュ ー モルとの 厘刖」 (十 一 月、 專門學 會雜誌 第一 一 號) 

「少年の 心に 於け る 『宇宙』 の 變遷幷 に危險 なる 『宇宙 ヒ (十二月、 少年 園 第三、 五 號) 

0 讀寶 新聞に は尙ほ 幾篇の 論說雜 文等揭 載され たる 如く 推さる. -も， 署名な く、 或は 變名を 用 ひられ 

たるら しく、 今 明白なら しむる こと を 得す。 

明治 二十 二 年 (一 八 八 九 年) 三十 一 歲 

「論理 實習」 ( 一 月)、 東京 專門學 校 出版部 發行 

初 名 「論理 活用」、 講義 を 筆記 編輯せ る もの、 編輯 人 利 光 孫 太郞、 原本 は英 人力 ロル 氏の "C;ame  of 

JLOgic: とか 題す る もの、 よしつ 

「細君」 (， 一 月、 國民之 友 第三 十七 號、 七月 「國民 小說」 第 一 册收 載.) 

「大憲章」 (二月、 憲法 雜誌) 三回に て中絕 


例の マ ダナ • カル タ 宣布の 顚末 を實錄 めかして 書け る もの 

「中央 都府」 を 立案す (二月) 

此の頃 ジ ヨゼフ. ァヂゾ ンの 文章 を 愛し、 彼が スベタ テ I タァ 誌に なら ひ、 題名の 如き、 スケッチ 

雜誌 風の もの を發 行す る 案 を 立つ、 當 時の 首都の 各方 面 人士の 生活の 內幕 をば 穿たん とせる ものな 

り。 この 案は實 現され ざり しも、 これ を 小規模に せる もの を 「壹 ^紙幣の 履歷ば なし」 とす ノ 

「姓名 不詳 奇病 者」 (五月、 憲法 雜 誌) 

〇 此の 年 新聞 雑誌に 發 表せし 文章、 中 稿 者の 見し は 次の 一 篇 のみ。 

「いろいろの 文學の 話」 (一 月 —— 四月、 專門學 會雜誌 第 四 11 七號)  > 

從來の 「文學 J の 槪念を 分析し、 純文學の概念をづくらんと試みたものな&^0  J 

明治 II 十三 年 (一 八 九 〇 年) 三十 二 歳 

「豐^ 紙幣の 履歷 ばな し」、 (二月 一 日 11 三月 二十日、 讀賨 新聞)。 全 二十 回ノ 

00  0. ま * つ 一とさん ごくし 

「^^^ 小 吳魏蜀 誌」、 (六 H 一  —— 二十 g 日、 讀賫 新聞、 一 1 十 S 回 )o 

第一 冋 總選擧 あてこみの 政治的 諷刺な り.^ 

「を かし」， (八月 十八 日 —-- 九月 九日， 讀寶 新聞： r 
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泰西 文壇 笑話と いふべき もの、 全 四十 七 則。 

「政界 叢 話」， (九月 一 日 —- 九月 十六 日、 讀寶 新聞)、 全 三十 六 則。 

第一 選 擧を當 て 込み、 英國 政治家、 選擧界 等の 面白き 逸話 を 集めた る もの。」 

〇 此の 年 新聞 雜 誌に 發 表した る 文章 は大 5^ の 如し。 

r 讀賣 叢譚」 (一月 一日、 讀賨 新聞) 

「羽 機」 ( 一 月 一 一 曰、 同) 

「我國 竞にシ H 1 クス ピャ 無 からん や」 ( 一 月 八日、 同)  . 

「擬 投書」 (一月 十日、 同) 

「明治 一 一十一 一年 文學 上の 出来事 月 表」 ( 一 月 十三 曰、 同) 

「明治 一 一十一 一 ¥ 文舉界 の 風潮」 ( 一 月 十四日、 同) 

「明治 二十 二 年の 著作家」 (一月 十五 曰、 同)  ， 

「新聞紙の 小說」 ( 一 月 十七、 十八 日 同) 

「博 覽會餘 所見 記」 (^月 g; 曰より 以後、 同) 

「兄弟 文學」 第一 (三月 二十 七日、 同)、 第二  (四 月 二十 g: 日、 同) 第三 (五月 一日、 同： y 

:( 五甩 九日、 同)  . 


第 
四 


「ホワイト 氏譯 『天 路歷 程』 の 評」 (五月 十八 日、 同)  ,  お 

「綠雨 醒客を 評す」 (六月 二十 九 曰、 江湖 新聞)  ： 

「文 舉界の 反動」、 (七月 三十 一日、 八月 一日、！ 一日、 同)  . 

「今年 初期 文擧界 風潮」 (八月 四日、 同)  . 一 

「， 一 一^ は 兩舉士 合著 『日本 文 擧史ヒ (十 一 月 十四日 上卷、 同 三十日 下卷) 

「百 家說 林」 (十二月！ 曰、 同) 

r 藝 I;!;" 旣發 § 合評」 (十 1 一月 七日 11 十五 日、 同) 

總評 (小 說三派 論) 及び 『勝 閧』 と 『桂 姬』、 『此 ぬし』 と 『敎師 三昧』 の 四番の 評より 成る. - ■ 

年代 不明 (大 擧在學 中の 筆と いふ.). 

「眞 田大 助の 弟」 (假 題) . 

馬 琴 「俠 客傳」 に模し 草せ る もの、 豐臣家 後日 物語り、 二三 回に して 止む。 

「鴻 ノ臺 紀行」 (假 題)  . 

大學 時代、 友人 數 輩と 鴻ノ臺 に 遠足せ し 時、 その 紀行 を 『花 曆八笑 人』 式の 戯文に て 記せし もの q 

(昭和 九 年 十二月 • 書物 展望 四ノ  4- ニ號) 

遙 先生 書 志 源流  一一， rri 


黑岩淚 香 著譯小 說目錄 (未定稿) 

淚 香の 飜 譯小說 は、 私が 昔から 愛讀 して 來 たもので ある。 然 かも その後 種々 な 人々 と 交際す るに 及 

び、 私と 同じ 淚香 狂が 意外に 多い のに 驚く と共に、 これ 程の 人氣 ある 淚 香に 全集 もない のが 何とも a 

憾に思 はれた ので、 學校を 出て 出版 方面に 多少 關係 する や、 機會 ある 毎に 『淚香 全维』 を 现 せんと 試 

みた。 先年 春秋 社主 神 田 氏 は、 私 どもの 勸誘 を容れ て、 淚 香の 徹底的な 全集に 着手し、 堂々 と發^ す 

る 間際まで 至った が、 遂に 心なき 某 書肆と 版權 問題が 生じて、 全 計畫を 抛棄す るに 至った。 此の 時 は 

私 は 勿論 喜んで 奔走 編 蟇の 勞を 執った ので * 春秋 社の 物的 損失 もさる ことながら、 赏 现；^ ひなし と！：： ：5 

じて ゐたビ けに 私の 落 膽は强 かった。 そこでせ めて は淚 香小說 の目錄 でも 作らう と考 へ、 此の 時 種々 

調 杏した 資料 を 基礎， V して、 その後 增 補に 增補、 訂正に 訂正 を 重ね、 漸く 次に 褐げる 如き もの を 作成 

した。 元より 原資 料た る 新聞 を 悉く は 見て 居らす、 又 單行本 も  一 二 初版 不明の もの も あるので 完全と 

はいへ ない が、 これ だけで も 纏めて 置けば、 その 纏めた とい ふだけ で 後の 研究家の 井 &礎、 同好 〔<. -の參 

考 になる に 違 ひない。 これが 敢て 不完全と 知りつ- -、 この 目 錄を發 表した 所以で ある。 就中^ 憾 なの 


は、 外 國文學 を 専攻した 私と して、 淚香 小說の 原本の 半 數を， 暗黒に 委した ま、 にせざる を 得 力つ 

た點 である、 これ は 大方 諸君 子の 助力 を 得て 確かめて 行く より 仕方がない。 

此の 目錄 作成に 當 つて、 藤 倉浩吉 君、 木村毅 兄、 齋藤昌 三 君. 姥原八 郎君、 西 谷 常 太郞氏 等から 種 

種な 示敎、 資料 を 得た こと を 深く 謝する ものである。 

尙ほ繪 入 自由、 江戶 新聞、 その他 は帝大 明治 新聞 文庫 主任 宮武外 骨 翁の 好意で 觀覽 する を 得た もの 

である、 併せて 銘記す る。 

明洽 十九 年頃 

二葉 草  今日 新聞 (月 未詳) 

原. ip ま英國 小說、 戯作者 某 (彩 霞 園 柳 香) に 口授せ しものと いふ、 (淚 香會 『黑 岩淚 香』 1 「新聞 

に 志せし 動機」 第 八、 探偵 小 說の處 女 作の 條參 照)。 

明治 二士 一 年 八月 三十日 刊行、 全 一 册 (署名， 彩 霞 園 柳 香)。 . 

黑岩淚 香 著譯小 說目錄  二 一 一一 一 


文學篇  一二 四 

明治 一一 十 年 

法廷の 美人 ，  今 曰 新聞 (十月と いふ) 

英國 作家 ヒュ 1*コ ンゥ エイ、 『後 暗き 日』 とい ふ もの。 明治 二十 二 年 五月 十三 日單 行. 全 ー册。 

1^ 耶鬼耶  今 曰 新聞 (月 未詳) • 

新聞 記載の 年 は 或は 二十 一 年 かも 知れぬ。 明治 1 1 十一 年 十 一 月 十四日 單行、 全 一 册。 ェ ミィル • ガ 

ポリオ ー、 『寡婦 ルル I ジ ュ 事件』。 

明治 二十 一年 

有罪 無罪  搶入 自由 新聞 (九月 —— 十 一 月) 

全 六十 六 回、 角 書 一 怫蘭西 小說」 、明治 二十 二 年 十 一 月 五曰單 行， 全 一 册リ H ミィル • ガボリオ ー 

『伯爵の 秘密』， 一 名 『命から がら』 (within  An  Jnch  of  JHis  Life) 

似而非  繪入 自由 新聞 (士 一月) 


指 奇 銀 小 裁 


『惡黨 神士』 と 改題し 單行、 全 一 册。 フ オル チュネ H  • デュ • ボァゴ ベ ィ 『封 ぜられ し 唇』。 


1 1 十 一 年度 分と 思 はる- f も 9 

^ 大盜賊 

浙 他人の 錢 

環 


繪入 自由 新聞 


明治 二十 二 年 


魔術の 賊 


槍 入 自由 新聞 ( 一 月 1— 1 1 月) 


r 銀行 之賊』 と 改題して 單行 • 全ー册 J 米 國小說 で、 『ドナ ルド • ダイク』 とかい ふ もの- - よし。 

海底の 重罪  都 新聞 (一月 ！-  二月 一-  - 

明治 一 一十一 一年 九月 十四 H 單 行、. 全 一 册。 原作 は ボア ゴ ベ ィ作 『無名 漢』 (Nameless  Man) 

梅花 郞  繪入 自由 新聞 (一 一 月 —— 四月) 

全 四十 回、 明治 二十 三年 一 月單 行、 全 ー册。 ジョォ ジ* マ ンヴィ ル*フ H ンの 作と いふ も、 フ ェ ン Q 

何とい ふ 作 か 未詳。 

黑 3t 淚香 著譯小 說目錄  ニ  ー  H 


美人の 手  繪入 自由 新聞 (五月 11 七月) 

全 五十八 回、 改題 單行 『片手 美人』、 全 ー册。 フ オル チュネ K  • デュ • ボァゴ ベ ィ 『冷き 手 (義手)』 

無  慘  小說叢 (七月) 

淚 香の 創作 物 也、 築地 海軍 原の 殺人事件 を 扱 ひし もの、 明治 二十 三年 二月 二十 一 日單行 (二十 六 年 

十月 再版、 『三 筋の 髮 j と 改題) 

3 萬 ッ 晴  鰭 入 自由 新聞 (八月 I— 十月) 

全 六十 三回、 明治 一 一 士 一 年士 一 月 二十 三曰單 行、 全 一 册 j 米國 女流作家 ァ ン. キヤ ザ リン. グリ イン 

女史 『リ イヴ ンゥァ I ス 事件』 を譯 した もの。 

決 鬪の果  東西 新聞 (九月 —— 十 一 月) 

南 舵 隠士の 署名 を 用 ふ。 明治 二十 四 年 五月 十二 日單 行、 全 ー册" フ オル チュネ ェ. デュ. ボアゴベ ィ 

『決闘の 粟』 とい ふ もの。 

緣  貴女の 友 (十 一 月 J> 六五號 

美人の 獄  搶入 自由 新聞 (十月 11 士 一 月) 

丸亭 素人と 共譯 し、 十六 回迄淚 香、 十七 回 以後 は丸亭 素人 譯也 • これ は淚 香が 都 新聞へ 入社せ し爲 

め 也。 


明ムョ 一十三 年 八月 一 一十 五日 單行、 全 ー册。 フロレンス. マリ H ット 女史 『メ ー ブリック 事件』 とか 

いふ もの & よし。 

.to  ^  ^  .  江戶 新聞 (二十 二 年 十一月 —— 二十 三年 一月) 

明治 二十 三年 四月 二十 五日 單行 『塔 上の 犯罪』 と 改題、 全 ー册。 ボアゴベ ィ 『鐘樓 の 天使』 (The 

Angel  of  the  Chi ョ es) の譯。 

劇場の 犯罪  都 新聞 (月 未詳) 

明治 一 一十三 年 一 月單 行、 全 一 册。 ボア ゴ ベ ィ 『オペラ ハウ ス の 犯罪』 

裁判 大. 戎  全 一 册  檎入 自由 新聞 (恐らく 一 一十 一 年 か) 

バ 說 

明治 二十 二 年 四月 十日 眾行、 エミイル. ガボリオ ー 『書類 百 十三 號』 

繊随 他人の 錢 全 i  都 新聞" 

明治 二十 二 年 五月 五日 單行、 原本 ヱミ ィル • ガボリオ ー 『他人の 錢』 

指  環  全ー册  都新閜 

明治 二十 二 年 十一月 日單 行、 原本 ボアゴベ ィ作 『猫 服 石の 指環』 

0  靈 . 全ー册  都 新聞 (二十 二 年中 か) 

明治 一 一十三 年 一 月 八曰單 行， 原本 不明。  - 

黑岩 5^ 番著譯 小 說目錄  一 ニヤ 


文學 篇  一一 一 八 

美少年，： 全 一 册  都 新聞？  (二十 二 年中な らん) 

明治 一 一十三 年 一 月 一 一十 ra 日單 行。 原本 は ボアゴベ ィ作 『ゼノ ビア は何處 に？』 (where  is  ZenoBia? 

とい ふ もの. よしなる も、 詳 ならす。 . 

明 治 二 十  一二 年 

活 地獄  都 新聞 (七 月) 

明治 二十 三年 十二月 二十日 單行、 全 ー册ノ 原本 ボアゴベ ィ作原 名 「大金の 爭」 とのい ふ。 

片手 美人  全ー册 

『美人の 手』 改題、 明治 一 1 十三 年 一 1 月 十七 曰單 行。 

惡 黨 紳士  全ー册 

明治 二十 三年 三月 二十 五日 單行、 『似而非』 改題。 

塔 上の 犯罪 _ 全ー册 

『此 曲者』 を 改題せ る もの、 明治 二十 三年 四月 二十 五日 單行. - 

淚香集  全ー册  都 新聞 


明治 二十 三年 七月 十日 單 行- 收 むる ところ 「金剛石の 指環」、 「恐ろしき 五分 間」、 一 婚姻」、 一 糾士三 

人」， 「電 氣」， 「生命 保 險」、 「探偵」、 「廣 吿」， 原作者 何れも 不明" 

尙ほ 「探偵」、 「廣 吿」 のニ篇 獨立單 行し、 『探偵』 とい ふ もの あり。 

妾. の 罪  全ー册  都 新聞 

明治 二十 三年 九月 十九 曰單 行， 米 人 某 原作と いふ。  に 

念  全ー册  都 新聞 

明治 一 一十三 年 九月 一 一十 四曰單 行、 原本 ボア ゴ ベ ィ作 『囚徒 大佐』 (The  Convict  COJOnso 

銥 行の 賊 全ー册 

『魔術 之賊』 の 改題せ る もの、 明治 二十 三年 十月 十五 日單 行。 

仇う ち (上下 二回)  都の 花 

明治 一 1 十三 年 十 一 月 二 曰 「都の 花」 第五 十號。 

か く れ 簑 

此の 譯淚香 かいな か 不明、 二十 三年 中 都 新聞に 載りし ものと 白 石實三 氏の 年表に あり (春陽 堂 版 明 

治 大正 文學 全集の 淚香 集に 附 載す)。 參考 のた め錄 す。 

黑岩淚 香 著譯小 說目錄  ニー 九 


文學篇  ニニ 〇 

明治 二十 四 年 

玉手箱  都 新聞 ( 一 月 以後) 

明治 二十 三年 五月 十九 日單行 * 全 一 册。 原本 ボアゴベ ィ r 閉ぢ られし 扉』 とかい ふ。 

死 美人  都 新聞 (十 一 月 以後) 

明治 二十 五 年 四月 11 五月 單行、 全 一 ー册。 ボア ゴ ベ ィ 『フ ラ ン ス 探偵 ビ H ドウ シ ュ J 

E 魁來  全ー册  都 新聞 

明治 一 一 十四 年 八月 一 一 十八 日單 行、 原本 ボア ゴ ベ ィ 『脚の 幽靈』 (The  Phantom  Leg) 

如 夜叉  全 一 册  都 新聞 

明治 二十 四 年 十 一 月 二十 六日 單行、 原本 ボアゴベ ィ 『彫像 M の 娘』" 同時に 上下 ニ册 もの も 出しと 

いふ 0 

明治 二十 五 年 


七月 か) 

r ノズ作 『堀 井 紳士の 變死 事件 顚末』 


惡因緣  者の f.- , 

明治 1 1 十五 年 一 月 十七 曰 「都の 花」 第 七十 五號第 一 回。 

Hp  h  S  都 新聞 (四月—— 

明治 一 一十 五 年 八月 一 一 十日 單行、 全 一 册" 原本 ウィル キイ • コ 

とい ふ もの、 由 j 

^  (未き  都 新聞 I 萬 朝 報 (<  月 以後) 

明治 二十 五 年 八月 二日より 都 新聞へ 載る、 淚 香の 都 退社と 共に 中絶。 十一月 萬 朝 報の 附錄 として 出 

づ、 何篇迄 出し や 不明、 第二 篇迄は 現存。 原本 は ウィル キイ， コ リン ズ 『無名』 (No  Name) とい ふ C 

血の 文字 

明治 一 1 十五 年 八月 十 一 1 日刊 小說集 『綾に しき』 中に 收載 されし もの。 

大金 塊  萬 朝 報 (十一月 —— 十二月) 

明ムぶ 二十 六 年 二月 三十 曰單 行、 全 ー册。 原本 は フランス ものとの みあり て、 不明で ある。 

载假面  萬 朝 報 (二十 五 年 十二月. I 二十 六 年 六月) 

明治 二十 六 年 六月 七月 單行、 全三册 *  g 三十 七 回。 原本 ボアゴベ ィ作 『鐵假 面』 とい ふ。 

何  者  全ー册 

黑岩淚 香 著譯小 l^EH 錄 ， 


塵 


文 ゆ 篇，.  ニニ 二 

明治 二十 五 年 十月 十三 日單 行、 原本 ボアゴベ ィ著 ともい ひ、 ビィ •  H ル*フ アジ ヨン 著と もい ふ. 恐 

らく ファ ジョンの 『自滅の 人』 (self  Doomed) とい ふ もの か。 

明治 二十 六 年 

羅纖 白髮鬼  萬 朝 報 (六. 十一 I) 

全 百 〇 六 回、 明治 二十 七 年 一月 (前)、 11 二月 (後) 單行， 全 ニ册。 原本 メリ *コ レリ 作 『ヴ H ン 

デ ッタ』 

I 籠孃 一代  で  萬 朝 報 (十二月 11 二十 七 年 三月) 

全 五十 五 回、 明治 一 一 十七 年 六月 二十 七日 單行、 全 一 册" 原本 はバ アサ • ェ ム. クレイ 1； 本文、 ンャ— 

ロット •  H ム • プリ，' ム) 女史 『ダントン 氏令孃 實傳』 とい ふ もの.^ よし J 

明治 二十 七 年 

-  一，.. -.  、 . 

人 の 運.  萬 朝 報 (三バ —— 十月) 


全 百 〇 一 回. 明治 一 一 十七 年 十 一 月 (初) 11 1 1 十八 年 一 一月 後) 單行 • 全 一 0. 原本 ミス • ブラ ッ 

ドン Hostages  to  Fortune か。 (同 女史 著 『レディ • ォ I ドレイの 祕密』 とい ふ ものとの 說 ある も 

然ら ざるら し )o 

捨 小舟  萬 朝 報 (二十 七 年 十月 ，—— 二十 八 年 七月) 

全 百 五十六 回， 明治 一 一十 八 年 七月 (上) — 八月 (中) I -十 一 月 (下) 刊行、 全 三册。 原本 ミス • 

ブラッド ン作 『ディア ヴ オラ、 一 名 No  wody ぶ Daughter』。 

明治 二十 八 年 

怪の物  萬 朝 報 (七月 —— 九月) 

全 五十 回、 明治 二十 九 年 三月 二十日 單行、 全 ー册。 原本 H ドヮ 1ド*ド1-ー ィと いふ 人の 小說 のよ 

し、 序に ドクトル • エマ ヌ H ル 原著 云々 ともい ふが • これ は假 托せる もの か。 

秘密の 手帳  . .  萬 朝 報 (九月) 

女 退治  萬 朝 報 (十月 11 十一 万) 

全 ra 十一 一回 • 明治 一 一 十九 年 七月 三日 單 行- 全 ー册。 ウィリアム. エド ヮ I ド. ノリス 作 『獨身 者の 

黑岩淚 香 著 譯小說 H 錄  二  二三 


文學篇 

策』 也と いふ も、 ^に 同氏 作 ，rlle  Septative  Lady 也と もい ふ" 

萬 朝 報 a 一十 八 年 十一 一月. 


I 女 庭訓 

. 全 五十 一 回 

も • 未詳 U 


ニニ 四 


九 年 三月) 


明治！ 一十 九 年 十 一 ：：：： 十五 日單行 * 全 一 册。 原本 はミ ス • ブラッド ンの ものな りと いふ 


明洽 二十 九 年 


人 外 境 

全 百 五十 回. 

ルフ • ベロ 


萬 朝 報 (二十 九 年 三月 11 三十 年 二月) 

明治 三十 年 二月 (上) -i 五月 —— (中) —— 八月 (下) —— 刊行 全 三 册.' 原木 アド 

- 『黑 きヴ イナ ス』。 


明 洽 三 十 年 


武士道 


萬 朝 報 (一 1 月 11 八：！：；： ン 


明治 三十 一 年 四月 一 日單 行， 全 一 ー册。 原本 ボアゴベ ィと いふ も、 未詳な り。 

露國人  萬 朝 報 (九月 —— 士 一月) 

全 二十 三回、 明治 三十 二 年 十一月 單行、 全 一 册，^ 原本 ノリス 作と いふ も • 原 名 何とい ふか 未詳。 

• 明洽  一二 十一 年 

、心 と ふ  萬 朝 報 (一月 11 十二月) 

全 ra 十回、 明治 三十 二 年 六月 八日 單行、 全 一 册-^ 原本 リタ 女史の 作、 原 名 未詳。 

明 洽 三 十一 一年 

繪 姿  萬 朝 報 (一月 11 二月) 

全 三十 一 同、 明治 三十 二 年 十二月 十日 單行、 全 ー册。 原本 パ アサ • クレイ 女史 著と いふ、 原 名 未詳。 

、古 王宮  萬 朝 報 a  1 11 .^M^w 

全. 五十 El 回. 明治 三十 三年 八月 一日 單行、 全 ー册。 原本 バ アサ • クレイ 女史 『わが 身との 戰ひ』 (At 

黑岩淚 香 著譯小 ^目録  ニニ  }^ 
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war  Witli  Herself) とい ふ もの X よし。 

0  g  萬 朝 報 (五月 11 八月) 

全 三十 九 IHI、 明治 三十 六 年 六月 一 日 單行， 全 一 册。 原本 バ アサ， ク レイ 女史 『雪女 王』。 

J 靈 答  萬 朝 報 (三十 二 年 八月 11 三十 三年 三月) 

全 百 二十 一 回、 明治 三十 四 年 一月 (上) 11 五月 (中) — 九月 (下)、 單行、 全 一二 册。 原本べ ンヂ 

ソン 夫人 『幽靈 塔』、 この 作 は 野 田 良 吉原譯 とい ふ。 

明 洽 一一 一 十三 年 

野の t  萬 朝 報 (三月 11 十 一 月) 

明治 十 一 一年 一 月 (前) 11 五月 (後) 11 刊行、 全 一 0O 原本 ハ ー ディ 夫人 『母の 心』。 

人の 妻 •  萬 朝 報 (三十 三年 十 一 月 11 三十 四 年 三 =-) 

全 七十 四 回、 明治 三十 九 年 十 一 月單 行、 全 一 册。 原本 バ ァ サ.ク レイ 女史 『女の あやまち」。 

明治 三十 四 年 


.昔 々-の ことぶき 

昔話し 11 (小 說)  萬 朝 報 (三月 十七 日) 

>, 1 回に て 完結す。 

1^ 巖窟王  萬 朝 報 (三十 四 年 三月 11 三十 五 年 六月) 

全 二百 六十 八 回、 明治 三十 八 年 七月 (一) 1 九月 (二)  11 三十 九 年 三月 (三) — 六月 (四) 

刊行し、 全 四册。 原本 ァ レキ サン ドル • ヂ ユマ 『乇 ンテ クリスト ォ伯』 

明治 一一 一十 五 年 

I 花 あやめ  萬 朝 報 (六月 11 十月) 

全 五十六 回、 明治 四十 一年 一月 單行， 全 ー册。 原本 バ アサ • クレイ 女史 『母の 罪』 とい ふ もの。 

噫 無情  萬 朝 報 (三十 五 年 十月 11 三十 六 年 八月) 

全 百 五十 回、 明治 三十 九 年 一月 (前) ！ 四月 I, 後) 刊行、 全 ニ册。 原本 ヴィク トル .ュ1 ゴ I 『レ .ミ 

ゼラァ ブル』 (不幸なる 人々) 
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明 洽 三 十六 年 

政治家  文 S 界 (一月) 

翻 譯小說 也、 原作 不明〕 . 

新 4^  a- 荒 (月來 庵主 人譯と 署名) 萬 朝 報 (六月 — 十 一 月) 

全 八十 七 回 * 明治 四十 三年 二月 十五 日單 行、 全 一 册， ジョ ォジ. グリフ ヒ ス 『空中 新婚旅行」 

史 王 已の怨  ， 萬 朝 報 (三十 六 年 十 一 月 11 三十 七 年 三パ) 

談全 四十 九 回、 單行本 なき 如し。 原本 未詳、 第 十四 世紀の スペイン を舞臺 とする 置 小 說也^ 

明治 三十 七 年 

逸 人情き .  萬 朝 報 (三月 1 四月) 

全 四 回、 大正 四 年 六月 三日 『ひとよの なさけ』 と 合刊" 

奇  一 ^仅 のお E  萬 朝 報 (四月 II 五月) 


全 二十 六 回、 大正 四 年 六月 三日 單行、 全， 一 册， - 

晴黑 S  萬 朝 報 (五月) 

全 二十 一回、 明治 三十 七 年 九月 七日 單 行- 全 ー册。 原本 米國シ モン •  -ュ I カム 『世界の果て』 と. 

いふ もの、 萬 朝 社譯と 署名す。 科 學小說 也。  、 

^と 水：  萬 朝 報 (三十 七 年 五月 —— 三十 八 年 四月) 

全 百 三十 五 回、 明治 四十 年 一 月 (前) II 四月 (後) 刊行、 全 一 ー册。 原本 は フランク • バ.. 'レツ ト著. 

『ハイ • エンド • デイブ』。 一名 『佳人 ビディ 姬 の傳』 ともい ふよし。 

明治 一一 一十 八 年 

露 人の 娘  萬 朝 報 (四月 ——九月) _ 

百 〇 七 回 中絕、 單行 本な し。 原本 フランク .バー レット 著 『オルガの 罪 y とい ふ もの。 に 

明 洽 一一 一 十 九 年 

萬 朝 報 ( 一 月 ——六月) 

一二 二. 


謂 や /、親 ：. 

.黑 岩淚香 著譯， 小 說目錄 
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四十 四 回 中絶、 單行 本な し。 原本 未詳 也。 

明洽 四十 年 

鄕土柳 子の 話  萬 朝 報 (四十 年 十 一 月 1 四十 一 年 三月) 

五十六 回、 明治 四 4« 1 年 六月 五日 單行、 全 一 册。 原本 未詳" 

明治 四十 一年 

柳 子の 其 後  萬 朝 報 (三月 — 四月) 

『鄕土 柳 子』 へ合刊 す。 

大 £ 元 年 

三百 年後の 社會  婦人 評論 (九月より 十 一 回) 


八十 萬 年後の 世界  萬 朝 報 (月 未詳) 

回數 不明、 大正 一 一年 月單 行、 全 ー册。 原本 _4チ • ジィ • ゥ ヱルズ 『タイム • マ シ ン』。 

島の 娘  萬 朝 報 (六月 11 未詳) 

回數 不明， 大正 三年 セ月 (初) 一 I 十 一 月 (後) 刊行， 全ニ册 原本 はサ ァゥォ I タァ • ベザント 

作、 原 名 <<Armorel  of  Lyoness 一、 o 

大正 七 年 

今の 世の 奇蹟  萬 朝 報 (八月 —— 未詳) 

回數 不明. 創作 小說、 大正 八 年 六月 五日 單行. 全 ー册。 當 時の 世相 不安と 「米騒動」 なる もの を材 

料に したる 奇小說 也 J 

(昭和 十 年 七月， 書物 展望 五ノ 七號) 

黑岩淚 .4#. 譯小^ 目錄  二  ？ 
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ュ ー ゴ 1 の 日本に 及ぼ ゼる 影響 

ュ I ゴ. I が 亡くなって から、 今年で 五十 年になる ( 一 八 八 五平)。 いづれ フランス では 記念の 祭典と 

か、 展覽 とかいった ものが 賑やかに 行 はれたら うし. 日本で もちよつ とした 催しが あった やう だ。 ュ 

I ゴ— と 日本の 政治 界、 思想界、 文學 方面との 交涉は 可成り 深い ものが あるから、 シヱ. 'タス ビヤ 祭 

に 及ばぬ まで も、 今少し 大規模な、 社會的 一 般 的な 性質の 記念祭ぐ らゐ やっても よかり さうな， ものと 

思 ふが、 案外 誰も さう 騒がない" 

誰も 騷 がない から、 おれが 一人で 騷 ぐと いふので はない が、 死後 十ハ やとい ふ T 度い- * 切れ EI に來 

たの を 幸 ひ、 ュ ー ゴ ー と 曰 本文 學 との 交涉を 鳥瞰 圖 式に 振り 顧って 見やう。 

ちなみに、 ュ ー ゴ I の なくなった 五月 二 卜 二日 は、 坪內 逍遙の 誕生日 だ。 これ は 吾々 に は 記 惊に便 

利 だと 思 ふ，^ 

ュ ー ゴ I と 日本との 交涉 は、 文學 よりも 问 よりも 先に 政治 方面から 始まる。 


ュ I ゴ I の 名な り、 彼の 傳記 的事實 の斷片 なりが 日本に 入って 來 たの はいつ ごろ か、 正確に はた ど 

りかね るが、 先づ 明治 初年で あると し、 十 年頃に は怫 國にュ I ゴ I とい ふ 偉人が ゐる とい ふこと 位ゐ 

は、 少数の 人々 の 間で は 常識と なって ゐ たらう。 だが 十 年 以後 • いは ゆる 自由 民權 時代に なると， 自 

由 平等の 福音の 傳道者 (と 彼等 は 解した) として、 人道の 偉人と しての ュ I ゴ 1- は、 當 年の 有志 家， 殊 

に 自由 黨の 志士 達から は、 崇敬の 一 標的と なって ゐた。 それで、 自由 黨總理 板 垣 退 助が 洋行した 時な. 

ども、 第 一番に ュ 1- ゴ ー を 訪ねて 敎へを 請うた もの だ。 

板 垣の 洋行 は、 明治 十五 年 十 一月で、 この 年の 十 1 1 月に パリに 着いて ゐ るが、 年末の こと だから、. ■ 

板 垣が ュ ー ゴ— を 訪ねた の は、 この 年の 中で はなから Ars、 恐らく 翌 十六 年の 春で あらう と 思 ふ。 丁度 

ュ ~ゴ1 の 歿する 二 年 前の ことで、 もう 八十 を 越した ュ.. 'ゴ I は 大分 弱って ゐた。 だが 東洋 自由主義 

のさき がけた る 板 垣の 訪問 は、 彼の 心から 喜ぶ ところと なったら しい。 その 面會の 際の 光景 は、 板 填 

の隨員 栗原亮 一の 口から 傳 はって、 自由 新聞紙 上に 出て ゐ るが、 ュ. I ゴ 1- が この 遠來の 珍客 を 大いに 

優待した ので 「座 客 頗る 之 を諮異 す」 と ある、 客が 皆、 不思議が つたと いふの だ。 その 時ュ I ゴ I は 

かう いった、 君が 東洋で 自由主義 を 主張して 多年 苦闘して ゐる こと は、 わ しもよく 知って ゐ る。 • また 

先日 そのために 刺客の 手に か、 らうと した こと も 聞いて ゐる。 今や 萬 里遠來 してお 訪ね 下され、 たの は 

何よりの こと ぢ やが、. わし はもう 老年の ことで， 永く 談話して 居られん によって、 ニー 一一 n で わしの 衷情 

ュ. I  h  の 日本に 及ぼせる 影響  二三 三 • 
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を盡 して 上げたい、 いはくた^ 進め、 退く 勿れ、 これ ぢゃ。 とい ふと、 行く 方に 大 磐石が あっても 身 

を もって 打當れ とい ふの だと 思 ふか も 知れぬ が、 それや 違 ふ、 たと ひ大 磐石が 前に 横た はらう とも、 

我が 進まん と 欲する 精 祌が撓 まなければ、 その 大 磐石に は、 必す 我の 乘 すべき 隙が 出來る もの ぢ やよ 

と" 板 垣 は 感激して 歸 つた。 

二 

この 時ュ ー ゴ ー は 板 垣に い、 こと を敎 へて くれた。 これ は 政治 小說を 盛んにし ろと いふ こと だ。 ユ 

- 'ゴ ー がい ふに は、 自分が 日本の 現勢 を觀 察して ゐ ると、 何う も 人民の 政治 思想が 不足ら しい、 人 

を 「感奮 舆起」 させる に は 何う しても、 歐米 自由主義の 政治 小 說の類 を 新聞 雜 誌に 記載して 盛んに^ 

ま 亡る が 第一 ぢゃ。 そこで、 板 垣 は、 これ はい、 こと を 伺った、 それで は 早速^って 一. ぼ 行に か、 ると 

しょうが， 先づ第 一 に 先生の 御高 著 を 紹介 するとして、 それに は 何 作が 一 番 よろしう ござり ませう か 

と 訊ねた ところ、 ュ ー ゴ I は 首肯して、 わしの 小 說を讀 ますの は 可い， だが わしの 小說は 時代の 感情 

と 推移った もの ぢ やから、 何れで も 同じ やうに 役立つ とはい へん、 先づ わしの 小說を 持って 歸 らうし- 

いふなら、 この 十年來 書いた もの を 先にす るが 可から う、 といった。 


板 垣 は K 直な 人 だから、 ュ ー ゴ ー の 勸吿を 文字通りに 受け いれて、 常時 手に入る だけの 政治 小說 を- 

山の. やうに 賈 入れて 歸國 した. - さう して それ を自. H 黨 中の 讀書人 たちに 片 つばし から 讀破 させ、 面白 

いもの は、 どしどし 譯 させて 自由 新聞 * 政理 叢談、 繪入 自由， 自由 燈 などに 記載させる ことにした。 

. ^その 第一に 選に 上った の は、 ュ I ゴ ー の 『九十 三年』 であった。 

ュ I ゴ I の 板 垣への 勸吿 は、 明治 初期 政治 小說の 全盛 を 来す 重大 原因の 一とな つて ゐる。 さう して 

政治 小說 全盛と 明治 新興 文 學の發 達と は 緊密な 關 係が ある わけ だから • ュ ー ゴ I もまた 明治 文 擧の育 

ての 親の 一 人と いふべき だ。 

.ュ1ゴ1の 『九十 三年』 が譯名 『修羅の 衝』 となって 自由 新聞に 出て 以後、 日本に 紹介され たュ. I 

ゴ I の 作品に ついては、 拙著 『明治 初期の 飜譯 文學』 において 可成り 細かく 論究して おい. たから、 若 

し 詳しく 先りたい 方 はこの 書に つかれる の を 可とする。 今 こ. >r でさう い ふ もの を 考證的 兼 年弋記 式に 

述べた て. -ゐ る餘裕 はなから うから • それ はしない。 た 主要な 事實 に、 あまり 人の 話さない 譯本ゃ 

紹介者の こと を 交へ つ >s し を 進めて 行かう。 

それにしても 不思議な の は- 自由 黨が あれ 程 崇敬した にか & はらす、 自由 黨 側の 大々 的宣傳 にか \ 

はらす、 その 頃はュ ー ゴ ー の 作が あまり 讀書 階級に 歡迎 されなかった らしい こと だ。 それ は 『九十 三 

年』 が 二度 紹介され かけて 二度と も 小 部分で 立 消えに なった ので 知れる。 日本人に ュ！ ゴ— が や.. T 本 

ュ I ゴ I の 口 本に 及ぼせる 影響  二三 五 
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式に 分り かけて 來 たの は、 明治 二十 年、 森 田 思 軒が 文壇に 出^して 以後の ことに 属する。 二十 年 以前 

において は、 あの ュ —ゴ ー の キリスト 敎的 人道 思想 を 基調と した 口 マ ンチ シズム が、 時人に はの みこ 

めなかった の だ。  . 

ミ 

時人から 飜譯 王とまで もち 上げられた 森 田 思 軒 (文 藏) は、 日本に おける ュ— ゴ I 紹介者の 二の 

功勞 者で あるが、 生前 文壇に もって ゐた. 力の 反動と して * 死後 や、 不當に その 業 紐が 下贬 されて ，3 

る。 その ュ ー ゴ ー 紹介の 如き も、 高山 樗牛 などから 「フランス語 も讀 めんで ュ ー ゴ I 紹介 もない もん 

ぢ やな いか」 など、 嘲弄 的に 評されて ゐ るが， か 一に.^ 思 軒の ュ ー ゴ —紹介に は 幾多の ハ ンデ キヤ ッ 

ブ がっくで あらう。 しかし 思 軒の 態度の ぼ. 摯と氣 魄とは * さう いふ ハンデ キャップ を 超越して、 ュ！ 

ゴ I の 祌髓の 若干 をつ かみ 得た ところがあった。 それ は * 田ね 軒の 「社會 の 罪」 とい ふ 隨筆を 1-- ほんでも 

首肯 出来る。  ' 

a 軒が ュ ー ゴ ー に 接した の は、 何う いふと ころから であらう か。 恐らく 政治的 興味が 最初で はな か 

つた か- - 思 軒 は文舉 者と して 名を殘 したが、 彼の 初志 は 求 來の大 政治家と いふ 口 マ ン チックな もので 


あった。 さう して その 用意 を充實 させる ため 明治 十八 年， 立憲政治の 本場た る英國 に留舉 した。 それ 

が 丁度 ュ， 'ゴ IV の殘 した 翌年で、 歐洲の 批評 壇が 故人の 頌德に いそがしい 時であった。 思 軒 はこ X で 

始めて ュ ー ゴ I の 著書に 接したら しい。 それ も 第 一 に 手に 取った の は 遣 稿と して 出版され た 『隨 見錄』 

asses  \-ues  (革譯 Things  seen) であった とい ふ。 『隨 3- 錄』 は ュ，' ゴ ー の數 ある 著書 中、 政治的 分子 

の 可成り 多い ものである こと は、 面白い。 後に 思 軒の 譯 文集 『ュ I ゴ I- 小品』 に牧 めら れ たもの は、 

多く この 著作 中の ものである。 

思 軒 はしかし ュ I ゴ ー の 小說の 中で は、 『懷 舊』 (Bug-jargal) と 『死刑 前の 六 時間』 の 一 ー篇 より 紹介 

して ゐ ない。. 彼 は 平生 『おれが 四十に なったら 哀史 を譯 する』 といって ゐ たとい ふ。 事實 その 支度に 

英譯の 『レ • ミゼラブル』 を 二度 も 三度 も讀ん だもので、 Ei^ て は 彼が 英語 講師 をして ゐた錦 城 中學校 

でも これ を 講義した りし. た。 だが、 四十に ならす に 死んだ ので、 つ ひに 『哀史』 の 譯には 手が つかな 

かった。 

最も 彼の 門下生 格の 原 抱 一 庵と いふ 變り 者が、 彼の 生前， 國民 新聞 かに 『ミ ゼ. ラ ブル』 の 一部分 を 

飜譯 して 揭げ たこと があった が、 それ は * 思 軒の 意 を 承け たもので あつたか どうか、 疑問 だ。 然し * 

抱 一 庵の 創作 小說 『闇 中 政治家』 に ュ I ゴ I  くさい ところが 强く 出て ゐ るの は、 事實 である。 . 

明治 二十 年 に ：：Histoire  CTUn  crime" が 『五日 紀變 • 英雄 之 肝 膽』 と 題して 全譯 されて 出て ゐ 
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る 。。全 ii とい ふ點で 日本 ュ ー ゴ ー 紹介史 に 特筆され るべき もの だが、 h 下ニ册 の豫定 のと ころ、 上篇 

だけより 刊行され てゐ ない。 譯者は 佐 賀縣の 人で 野 田榮城 (藤 吉郞) とい ふ。 友人！ S 村 天囚 が. ぼし、 

有賀長 雄が 校閲して ゐる。 ちょっと 讀み 辛い が、 先づ 佳い 譯の方 だ。 

また、 井上勤の 名 は 明治 飜譯 文擧 史上 可成り 大きな ものであるが、 彼はュ I ゴ ー 紹介者と しても 特 

筆され てい. - ので、 つまり 一 代の 傑作 『レ • ミゼラブル』 を 誰よりも 先に 日本に 飜譯 紹介した の は、 

彼で あるから だ。 『寸斷 分裂. 美人 之 腸』 と は 『ミゼラブル』 の譯 名と して 隨分 妙な ものであるが、 し 

かしこれ は 正に 『ミゼラブル』 の譯に 相違がない。 しかも 眞 面目な、 逐字譯 で. 一 應は讀 める" それ 

は 二十 一年から 二 年へ かけて、 彼が 主宰した 飜譯雜 誌 『文 寧 之 花』 に 連載され てゐ る。 

四 

森 田 思 軒が 主として ュ ー ゴ I を 紹介した の は、 『國民 之 友』 の 誌上で- - あるが、 ^に 岡お 之 友に はュ 

1 ゴ I の 人道主義、 平民主義 を歡迎 する 雰圍氣 があった。 統領の 德富蘇 峰 はこの 時 はま だ靑 年で a マ 

ン チックな 社會 革新 熱に 燃えて 居り、 『九十 三年』 の愛讀 者であった。 弟蔥 花に 至って は、 その ぶい 

眼と 茶色の 眼』 をよ めば、 その 青年時代 如何に 『ミゼラブル』 を愛讀 して、 ュ ー ゴ ー の 人類愛、 10 


精神に 如何に 深く 動かされ たか^ 察知され る。 事實 また 初期の 作物に 可成り 强ぃ ュ ー ゴ ー 精神が 見ら 

Jdfc- う。 Gs- 方に よって は、 ュ ー ゴ ー と トルストイ を 打って 一丸と し、 二分した とい ふ氣味 もな く はな 

い。 更に 同社の 人 見 市太郞 は、 まとまった 點 では 日本で 最初の 『ュ ー ゴ ー 傳』 をお ほやけ にして 犬い 

にュ I ゴ トに關 する 知識の 輸入に つとめ、 ュ 1 'ゴ I 精神の 鼓吹に つとめた (たと ひ 英國版 文豪 傳 叢書 

中の マルツ ィァ ー レの 著作の 燒き 直しと いふ 批評 をう けたに せよ )。 もっとも 傳記 として は 自由 黨員 

丄咼隱 基 一 の 著した 『愛國 偉勳』 の 方が 古い こと は 古い。 さう して 人 見 氏の 傳に もさう いふと ころが あ 

るが、 この 高 橋 氏の 傳記 は、 ュ I ゴ I の 傳記を カム フラ ー ジュ にして、 時の 政府 を手强 く攻戯 I' して ゐ 

る。 その 點で 幾分 政治 小說 めく ものが あって 面白い。 

雜誌 『日本人』 は その 思想 的 立場に おいて、 『國民 之 友』 と 相反す る ものと されて ゐ るが、 この 派の 

人々 もュ ー ゴ ー に對 して は 同じ やうな 熱愛 を 抱いて ゐ たらしく 見える。 領袖の 一 人 三 宅 雪嶺 もっとに 

ュ ー ゴ I を愛讀 したら しく、 日本人 か 日本 新聞 かに 『ミゼラブル』 の 中ゥァ ー テル ロウ 戰爭の 條を譯 

して ゐる。 また 別 天と 號 した 長 澤說 は渺茫 生の 名で 『ミゼラブル』 を 紹介して ゐる. - だが 最も 有名な 

の は、 磯野 依綠軒 主人 だ。 主人の ュ I ゴ ー 癖 は 有名な もので、 依綠 軒の 依 は ィゥゴ ー の 依で あると い 

はれた。 その 隨筆 『依綠 軒漫錄 3 の 半分 はュ ー ゴ I の 紹介で 滿 たされて ゐ るが、 彼はュ ー ゴ I の 大著 

名作 を 大概 讀 破した ものと 見えて 『ノ ー トル ダム』、 『九十 三年』、 『海の 勞カ 者』 『笑 ふ 男』 等の 梗概 
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を 克明に 說 いて ゐる。 彼はュ I ゴ ー の 作に 小說の 理想 を發 見した、 彼の 語に いふ、 11 「小 說は 人間 

の 愛 を 本と する ものな り， 小 說家は 宜しく その 義務と して、 愛の 正當 なる 標本 を 示し、 以て 世 道 人心 

を 救 正す るの 一 助と なさん こと を務 むべき なり」 と。 民 友 社 派の 總帥蘇 峰 もまた、 「愛の 特質 を說 いて 

我 邦の 小說 家に 望む」 とい ふ小說 論に おいて 大いに ュ ー ゴ— を說 き、 我國 の小說 家が 人 愛 を 描かん 

こと を高唱 して ゐ るが、 こ- r において、 二 派の 思想が、 ュ I ゴ， I に 調和 點を た 形に なって 來る。 こ 

れは 明治 思想 史 乃至 文擧 史上、 特に 考慮 を 要する 點 であらう。 

國民之 友、 日本人 以外， 『曰 本 評論』 の 人々 もュ I ゴ ー を說 くこと において 人後に 落ちなかった、 少 

くと も、 この 批評 的 態度 乃至 文學觀 において ュ 1ゴー的なものを眼中にぉぃてゐたことは|5^實だ。 

尙 ほュ， 'ゴ ー 精祌 の高唱 者と して は、 若い 北 村 透 谷の 名 も 輝 やかし い 一 つ だ。 だが、 现^ 〈奴の 朝 比 

奈知 泉が 矢 張 ュ-. -ゴ ー に心醉 して 『渡海. 難』 (卽ち 『海の 勞カ 者』 のこと) の譯筆 をと つたと いふ こと 

はちよ つと 意外で あらう。 

五 

以上 は 主として 政治 思想 文學 思想の 方面の こと だが、 更に 別の 或る 種の 人々 に對 して は、 命 { "^な 


ら， ぬかん ュ I ゴ I が 豪華 沈營な 口 マ ン チック. • リズムで 無比の 魅力 を もって ゐ た。. それ は、 土 井晚？ 

を 生んだ 『帝國 文學』 の 若人 達， を 代表と 見て ぃ&。 

ュ ー ゴ ー が 思想 的に 壓他的 勢力 を もって ゐ たの は、 先づ I 一十 年代から 三十 年代の 初頭へ かけて で 

三十 年代 もや，， 深くな つて 来て、 本物の 社會 主義が 進出して 來 ると、 ュ I ゴ I 的 人道主義 はや、 揚棄. 

された 如き 態に なって 來る。 だが 文藝 方面で は 却って 消化され * 理解 を 深めた 形 だ 。『レ • ミゼ ラブ 

ル』 の 梗概 を傳 へた 黑岩淚 香の 『噫 無情』 や、 尾 崎 紅葉の 全譯 『鐘樓 守』 (ノ ー トル ダム .ド. パリ) 力 

意外の 成功 を かち 得た の は、 若干 か- -る 空氣の 原因で も、 また 結 某で も あらう と 思 ふ。 (尾 崎 氏の 釋 

は 長 田秋濤 の 原譯を 文飾した ものであると いふ、 しかし いづれ にしても まれに 見る 名譯 である)。 

思想 上に は社會 主義が、 文藝 上に は 自然 キ： 義が 流行し 始める 頃に は、 ュ ー ゴ I 熱 は 勿論 表面的に は 

去って ゐる といって よい。 だが ュ ー ゴ I 熱の 盛んな 頃 云々 された ものが * 相當 深く 人の 心に しみ 込ん 

でゐ たので、 表面的に はュ I ゴ ー 熱が 去っても ュ ー ゴ ー の 感化が 日本 文壇の 各方 面から 消滅した ので 

はない。 いな、 消滅 どころではない。 巧みに 消化され 吸收 されて、 實を むすぶ ことおな つて ゐた。 社 

會小說 とい ひ、 社會 主義 小說 とい ひ、 通俗 小說 とい. ひ、 家庭 小說 とい ひ、 一時に 大 流行 を 極めた 文舉 

の 蔭に は、 必すュ ~ ゴ ー 思想が ひそんで ゐる のが 分かる。 た^ 全く 自分の ものら しく 消化され てぬる 

から、 簡單 明瞭に これ はュ ー ゴ ー だと、 指摘す る ことが 出來 ないだ けの こと だ。 作家で いへば 廣 くわ 

ュ一ゴ .1 の 日本に 及ぼせる 影響  二 四 一 


文學篇  二 四 n 

たって ゐて、 た^に 一 蘆 花、 ー魯 庵、 一 幽芳、 一掬 汀 だけの 問題ではなかった。 

自然主義 全盛と なって は、 ュ ー ゴ I 熱 は、 勿論 表面的に は 日本 文藝 から 手 を 放さなくて はなら なく 

なった。 實 在の ュ ー ゴ ー は 恐ろしい 古い 昔の 人の やうに 見え 出した。 だが、 自然、 王義が 去って 人道 主 

義の 名が 文藝 の、 干： 潮に 名づ けられ、 トルストイの 面影が そこに くっきりと 浮ぶ と共に、 ュ ー ゴ I の餘 

映が、 何 かしら 二重 寫眞の やうに、 薄つ すりと 再現され て來 た。 丁度 その 頃の ことで ある、 『卜 ルス 

トイ 全集』 に 綾いて、 『ュ I ゴ I 全集』 が計畫 され、 しかも 可成り な 成功 を收 めた の だ。 大正 七 八 年 

このと でもあった らう。 

勿論 ュ ー ゴ ー は、 それ 以後 も 今 も 曰 本文 藝の 何の 分野のう ちに も 生き 殘 つて ゐる。 私 は， ある 意 

味で、 現今の 大衆 文藝に はこと ごとく ュ I ゴ I のい きが か- - つて ゐるも のとい ひたい。 『大菩 _i^』 は 

勿論い は ゆる 大衆 小說 ではない が、 ある 意味で 爾後の 大衆 小說 一 切の 母胎と られ ると ころが あると 

もい ひ 得 やう。 しかも 『大 菩薩 峠』 G 著者 中 里 氏はュ ー ゴ ー に心醉 する ことの 久しかった 人で あり、 

今日で も 大版佛 文 原本の 揷綺 入り 『ュ ー ゴ— 全集』 が、 氏の 書齋の 一隅 を占據 して ゐる。 兩 者の 微妙 

な 脈絡が、 この 邊 にもう かビ はれ はせ ぬか。 

ュ I ゴ I の 思想、 ュ I ゴ ー の 文學、 ュ ー ゴ ！• の 生涯、 さう いふ もの は、 表面上 は 今日の 五！： 等と 如何 

にも 緣遠 いかの やうに 思 はれる が、 その 內容 はもうと つくに 消化され て、 立派に fjii! 等の 血肉と なって 


ゐ るの だ。 吾等が 古い 人 だと 思 ひながら も、 ひどく 馕 かしい 氣 がする の は、 そのため である。 今 彼 

五十 年忌 を 記念す るに 當 つても、 まるで 他國 人の 事の やうな 氣 がせす、 吾等 自身の 老 祖父、 「い- -ぉ 

爺さん」 を 祭って ゐる やうに 思 ふ。 さう して 吾等が 進歩的で あり 理想 を もち、 善 S 事を爲 さう として 

ゐる 限り、 ュ I ゴ I は いつまでも 吾等の 「い.^ お爺さん」 であるで あらう。 

(昭和 十 年 六月 十四日 I 十八 日、 報知 新聞) 
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『鬼 啾啾』 に關 して 

虚無 黨小說 『鬼 啾啾』 について は、 かって 木村毅 君が 明治 文化 研究 第四卷 第二 號 及び、 『明治- ズ化全 

集』 繽飜譯 文藝篇 中の 同小 說の 解題で 詳しく 書いて ゐ るので、 あれ 以上の 立派な 研究が わたくし など 

に 出来る もので はな. S が、 此の頃 古新聞 を いろいろと 調べて ゐる うち、 偶然な ことから 『鬼 啾啾』 に 

關 する 文献 一二に 接した ので、 これ を 機 會に木 村 君の 記事の 誤 fl の 補正 旁々、 その 文献 を 同好の 士に 

出来るだけ ひろくお 目に かけて 置いた 方が よから うと 思って、 忙中 拙文 を 草す る。 

先づ 補正から 始める。 木 村 君 は 『鬼 啾啾』 を 繪入自 .m 新聞に 連載され たといって ゐる。 これ はわた 

くしな ども さう 聞いて ゐ たし • 又 現に 明白に さう 書いて あるの を、 先輩の 文章の 中で 讃んだ ことがあ 

る。 ところが 今度の 發 ：13^ で、 これの 連載され た 新聞 は緣入 自由ではなくて、 自. S 燈 である ことが わか 

つた。 卽ち、 自ホ燈 の 第 百 三十 四號 から 第二 百 二十 五號 まで、 時間 的に いへば 明治 十七 年 十二 バ十は 

から 同 十八 年 四月 三日まで (中間 褐 載され なかった 日が あるが)、 七十 三回に わたって 出て ゐる. - わた 

くし は、 その 時 別に どうと いふ 考へ もなかつ たが、 單行本 を その ま- - 採った 『明治 文化 全 菜』 本と 新 M 


のま- -の 原作と を 仔細に 對 校して 讀ん でみ た。 處々 字句の 異同が あり、 悲憤慷慨 めいた 修飾 的 文句 は 

全集 本の 方が いさ &か 少ない が、 根本に いたって は 同一な こと を 確かめる ことが 出来た。 たぐ 新聞の 

方に は 殆んど 毎回に 壯烈 な、 叉 は 凄慘な 揷繪の 見事な のが 入って ゐる、 これ だけ は、 單行 本に 見られ 

ない 面白い ところで ある。 署名 はない が、 芳年 とそつ くりの 筆つ きで ある。 單行 本の 方の 廣吿 によれ 

ば 何う しても 芳年 であるる らしい。 

『鬼 啾啾』 の單行 本と なった の は 明治 十八 年の、 何年 何月 か 不明で あるが、 同年 十一月 出版 届が 出 

され- 十二月に は 本に なって ゐ たこと は 確かで あるから * 十一月の 末 ごろで は あるまい かと 思 ふが、 

事實 然し もっと 早かった かも 知れない。 いづれ にしても、 此の 本 は祕密 出版で はない。 新聞に 連載 さ 

てゐる 七十 三回のう ち 一 回 も 禁止 を 食って ゐ ないから、 何も 祕密 出版 をす る 必要はなかった ので あ 

る。 いや 祕密 出版 どころ か、 却って 堂々 と 新聞で その 出版 豫約 のこと を廣吿 して ゐて、 例へば 自由 燈 

の 明治 十八 年 八月 十 ra: 日の 條 (第三 百 三十 八號) にかう いふ 廣吿が 出て ゐる 11 

宮崎夢 柳 著 月 岡 芳年書 

つ 虚無 黨 Ir^ 秋；^ 西洋 装最 美本 

◦ 實傳記 ^  ft  ^ 凡 二百 五十 IH; 

右 は露國 虚無 黨員 い"、 0  "ハ 氏が 先年 脫 逃して 英京 倫 敦に港 伏中自 から 同黨の 起原より 主義 H 的の 變遷 進化 

は 勿論 政府が 之ビ對 して 施す 所の 政略 及 其 領袖と 仰がる、 人々 の 最も 秘密なる 手段 行爲 並に 入獄 就 刑の 景況 ま 

『盥 啾啾』 に關 して  二 四 五. 
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で を 詳細 記述せ し 1 書に 基き 近時 西 字 新聞の 傳 ふる 所 をも湊 合して 新たに 小！^ 體に 書き 緩ら れし 者な リ故 に此 

編 を 一 讀 せば 其 身 親しく 露國に 遊び 彼の 虛無黨 と 相往來 して 之が 現 狀實勢 を目搫 する が 如く 人 をして 或は 泣き 

或は 笑 ひ 或は 怒り 或は 喜ばしむ 今回 壯士 諸君の 需に應 じ 自由 燈 より 抄出して 尙ほ 著者 夢 柳 氏に 十分の^ 補訂 正 

を 乞 ひ 三百 部 を 出版す るの 舉 あり 然るに 印刷の 手 數等は 部數の 多寡に 因て 格別の 勞逸 なし 故に 江湖 他に 此の 編 

を 望まる  方々 の爲め 五百部 を楦刊 せんとす 望みの 方々 は來 九月 十五 日 迄に 豫 じめ 正惯五 ト錢を 送ら るれば 翌 

十月 十日 限 必らず 納本す ベ し 尤も 正 價の外 府下 は 配達料 三錢 地方 は 郵便 挽 十八 錢を 要す 此段廣 ホ：： 攸也 

東京 銀座 三 丁目 二十 番地  旭 橋 活版 所 

以上が 廣吿の 全文で ある。 十月 十日 限り 本 を 送る といって ゐ るから 大體 その 通り 實 行した ものに 逮 

ひなから うが， 十 一 月 七日に 出版 屆が 出て ゐ ると いふから * 或は 遲れ たの かも 知れない。 然し いづれ 

始めから 禁止 を覺 悟で 出版に か i つたら しい 形跡が あるから、 十一月 七日の 25 とい ふの も 一 つの^ 引 

と 見られな いこと もない。 卽ち 禁止の 手 を 出来るだけ 延ばす 策だった かも 知れない。 それにしても、 

十九 年に 入って まで もま だぐ づぐ づ賣り 出して ゐる などと いふの は、 やり方が 確かに まづ かった。 

そこで 從來は 『鬼 啾啾』 は祕密 出版の 廉 で發賣 禁止に なった とい ふやう に 信じられて ゐ たが、 以上 

で祕密 出版で ない と 分った ので、 從來の 信じられて ゐた ところから いへば 發寶禁 .i- の现. ^が なくなつ 

たやう に 見える。 ところが 事實は 矢張り 禁止 を 喰って ゐ るので ある。 十八 年 十二 バニ 卜 八 n 一成 發. 黄 

禁止 をく はされ、 それでも 懲りす にやって ゐ たので、 十九 年 一月 十四日に 叉 禁止 をう け • これにも^ 


りすに まだ やって ゐ たので、 十九 年 三月に 至って 關係者 一 同 は 罰せられた 明治 十九 年 三月 十七 日、 

東京 曰々 新聞 第 四千 二百 九十 六號に 次の 記事が 見えて ゐる (此の 切り 拔き 記事 は、 宫武外 骨 先生の 秘 

密 文庫の 底から 出て 來 たもの を冩 しとって 置いた もの だ)。 

〇 鬼 啾啾の 裁判 (自由) 燈 新聞 見晃 社の 持主 兼 印刷人 武藤謹 1*、 芝區仲 門前町 三 丁目 一一 一番 地、 活版印刷 業 田 村 

伊助、 祌田區 表 神 保 町 三番 地平 民 無職 宮崎富 要、 翹町區 上 六番町 四十 二番 地 書籍商 喜 多 島 喜 三 郞の四 人 は 昨 十 

八 年 十 一 月 七日 虚無 黨實傳 記 鬼啾々 と 題す る 小！？^ を 出版 屆を 出した る も 納本せ ず 其 上 同年 十二月 二十 八日 出版 

發賣を 禁ぜられ たる 末 更に 本年 一 月 十四日に 至り 同-書の 出版 發賣を 禁止せられ しに も拘 はらず 同書に 版 主の 記 

名な きもの 都合 二百 七十 五 册を賣 渡し 又 買 取りて 販賣 したる 科に 據り謹 吾は輕 禁固 三十日、 伊助 富 要は 同三ケ 

月、 喜 三 郞は同 十五 日に 處 せられ 其の 賣得金 は 各沒收 せらる 旨 一 昨日 (三月 五日) 東京 輕罪 裁判所に 於て 宣 

吿 せられたり 

右の 記事 中 一考 を 要する もの は 「版 主の 記名な き」 云々 のと ころで あるが、 この 事 は その 時の 二百 

七. 十五 部 だけ を さす もの か 前々 からの ものに も 及ぶ もの かの 一 點 である。 然し 旣に 出版 屆も 出し 出版 

廣吿も 出て ゐる 以上， 最初の もの は 版 主の 記名 を かくす 必要はなかった らうと 思 はれる から、 最初の 

ものにまで は 及ぶまい と 思 ふ。 一度 發賣禁 止 を 喰って から 版 主の 記名の ない もの を こしら へ、 これが 

祕密 出版と 見られる ことにな り、 重ねて 罪に と はれる ことにな つた もので あらう。 だから 若し 問題 を 

『m 啾啾』 に關 して  二 四 七 


文學篇  二 四. < 

こ & だけに 限って い へば、 祕密 出版 云々 も， あながち 無稽の ことで はない ので ある。 然し 嚴 正にい へ 

ば、 記名の ない 云々 の祕密 出版 以前に 一 度發賣 禁止 を 喰って ゐ るので あるから、 理由 は 他に 求めな く 

て はならない。 

上記 日々 新聞の 記事に よると、 納本し なかった とい ふこと も發賣 禁止 をう けた 一 條 らしく 受け とれ 

る。 だが こればかり では あるまい と 思 ふ。 もっと 強い 理由が あったらう。 卽ち 內容關 係に 何か發 ぶ：：； 禁 

止の 理由に なること はない か。 何う もた つた 一 つで あるが、 あるら しく 思 はれる ことがある。 

わたくし は 前に 此の 小 說の全 七十 三回 中 一 回 も 禁止 をう けて ゐな いとい， つた。 それ は その：^ りで あ 

る。 ところが、 たった 一回、 或る 部分 を 抹殺され てゐ ると ころが ある、 原作で い へば|5^;ハ十九：|： (明 

治 十八 年 三月 二十 九日 條) 文化 全集 本で いへば 第 十二 回 (四 五一 頁) に、 虛無黨 が a シャ官 廷の尔 Mil に 

人知れ す 入って， a シャ 皇帝に 御 目に かける ための 血染めの 上奏 書 を そっとの こして 行く、 その上 歩、 

書の 中の 文句が、 八 箇所、 合計 三百 字ば かり 抹殺され てゐ る。 もとより 口シ ャに關 する ことで ある、 

今日から い へば 取る に 足らない 程の 文句で あるが、 當 時の 監督者の 眼から い へば 大歷 もない もの だと 

思 はれた かも 知れない。 ところが、 此の 箇所が 單行 本で は、 原文 通りで はな いまでも 原文に 近く t "め 

ら れてゐ る。 この 點が、 第一に 當 局の 忌諱に ふれた ので はない かと 思 ふ。 

(昭和 四 年 六月、 愛書 趣味、 三 / 一：； 號) 


明治 以後の 敎 育と 外 國文學 

明治 以後の 敎 育と 外 國文 學、 この 二者の 關係 はとい へば、 敎育 側で 外 國文學 から 何 を 受けと つた 力 

外 國文舉 側で 敎 育に 何を與 へた か、 にある こと、 いふまで もない。 

かう い へ ま 如. 可に も簡單 明瞭に 片づ けられる らしく 見える が、 事實 はさう 簡 單に片 づき はしな レ， 

それ は 何故かと いふと、 敎 育の 二字に 問題が あるから だ。 この 際にい ふ敎 育と いふ こと を、 制度 上 か 

らい ふ 形式的な 狭義の ものと 見る か、 それとも 制度 を 離れた 廣義な 精神的な ものと 見る か、 これ をき 

めて か&ら なくて はならない。 その 何れ かにき める ことによって、 その 答へ も 違って 來 やう。 先づ敎 

育 を、 形式的な、 制度に 縛られた、 狹義 的な、 學 校に 卽 した ものと せば、 何うな るか。 

その 場合の 答へ は簡單 だ。 その 場合、 外國文 學が敎 育に 與へ たもの. は、 優秀な 敎科 書と いふ ことに 

つきる。 或は 高大な 思想の 斷片に 接せし め、 道義 的 規範の 相 遠 を 暗示し、 文章 修辭の 妙を敎 へた かも 

知れぬ が、 要するに 外國語 修得の ための 優秀なる 敎科書 をば 提供した とい ふだけ で、 それ 以上に 出 ま 
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い。 萬 事 はか.. 'る 敎科書 を 通しての ことで ある。 

だが 敎育 を廣義 に 解し、 制度に 束縳 されぬ ものと せば 何うな るか。 

その 際に は. 外國文 擧が敎 育に 與 へたと ころが 頗る 大きい、 或る 意味で 根本的に 敎育を 動かす 程の 

大きな 影響 を與 へ たとい ふべ きで ある。 

以下に いふ 敎 育の 語 は、 暫 らくこの 廣義の ものに 解 さしていた きたい。 

二 

外國文 學と敎 育の 問題 は、 根本的に 論す ると なれば、 藝 術と 敎 育と いふ 大 問題に 觸れ なくて はなる 

まい。 藝 術の 目的， は 何 か、 これ を先づ 研究し 規定す る、 敎 育の 目的 は 何 か、 それ を 研究し 規 する、 

さう してから、 此の 二つの 目的が 何う いふ 點で 接觸を もっか、 乃至 接觸を もたせ 得る か、 接觸を もつ 

た 結果 何う いふ 風に 敎育を 動かす かとい ふこ に 論及して、 さて 上記の 外 國文擧 の 問題に 及ぶ のが 常 

法で あらう。 然し それで は 私の 如き 敎育 方面の 門外漢で は 出 來る藝 で • ないし、 よしや m 來 たにして 

も、 時日の ない ー篇の 論文で は、 手に 餘 つた 仕事と ならう つ だから さう 根本的な je^ に は 筆 をつ けない 

が、 た^ 藝 術の 社 舎 性と いふ こと X、 藝 術の 何う いふ 點が敎 育に 影響す るかと いふ ニ條. たけ、 一寸 概 


令；！ を 定めて いきたい。 勿論 一寸で い、。 

藝 術の 社會性 とい ふこと も、 難 かしく いったら 私の 手に 及ばぬ 問題と なる が、 こ、 では 藝 術に は 何 

. 等 かの 意味で 皆社會 性が あると いふ だけで 濟む。 社會 性の 有無 は 何う かとい ふこと が 問題になる ぢゃ 

いかと い. 4 人が あるか も 知れぬ が、 然し 今日 藝 術に 社會 性が あると いふ こと を 疑ったり 全然 否定し 

たりす る 人 は先づ あるまい。 藝術 は藝術 だけの 社會 性が ある、 社會的 職分 を もって ゐる。 その 存在が 

.叮4 かの B で うい ふ 風に か 社會と 交涉を もって ゐる、 社會の 役に立って ゐ る。 藝術 それ 自身 一 の敎 

育 的 勢力 を もつ。 かう いふ こと は先づ 今日の 藝術 常識の 初歩と いってい.. -と思 ふ。 この 社會 性の 問題 

が 決する と、 藝 術は敎 育に 貢獻 すると きめてし まっても、 さう 獨斷 とはいへ ぬ ことにな らう。 

それで は敎 育が 藝 術から 受けと る ものに 何う いふ ものが あるか." 

私の 考へ では、 金子 馬 治 博士の r 敎 育の 根 本義と しての 文藝」 (論文 集 『藝 術の 本質』 所收) をー讀 

されたら、 もう それで 十分な 解答と なる。 だが 讀者 諸君の 便宜 を 計って、 博士の 論 3 曰 を 要約して こ \ 

に 出さうなら、 —— 

(第一) 文藝 は、 活 きた 人生 を廣く 深く * 全面的に 敎 へる。 

(第二) 文藝 は、 感情 陶冶の 力に よって 眞の 意味での 人格 救 育 を 行 ふ。 

(第三) 文藝 は、 人間に 創造的 刺戟 を與 へ、 人間の 創造性 を 富ます。 
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とい ふこと になる-^ これ を 細分 すれば 夂幾 グ條 かに 分れる と 思 ふが、 今 は それ 程までに する 必要 はな 

いから、 大體 金子 博士の 擧 げられ た 三 ケ條の 根本 條件 だけで ぃ&。 これが， 藝術 が敎育 に與 へる 极本 

利益な の だ。 

ところで、 今 此の 藝術， 乃至 文藝 とい ふ もの を 外 國文學 と 置き かへ てみ て、 さて こ- -に擧 げた 根本 

的 利益 は變 化する であらう か。 明治 以後の 敎 育と 外 國文學 とが 關係 する 限りに 於いて は，. この 三つの 

根本 條件は 動かぬ やうに 思 ふ。 

以下 * 私は歷 史的 觀察 によって それ を證 する であらう。 

ミ 

何時の 時代に も その 時代 を 支配す る社會 意識と か社會 心と かいふ ものが ある。 それ は 必すー つの 賜 

、ふ 所、. 一 つの 目的、 一 つの 理想 を もって ゐる。 明治 以後の 日本 社會の それ は、 何かとい ふと. 正しく 

世界的 日本 をつ くると いふ こと だ。 神武の 古に 復る 云々 とい ふ 思想が 一 面に あつたと しても、 これ は 

退却、 保守 だけの 意味に 解すべき ではなく、 祌武 帝が 非常な 進取 的な 日本 擴張を 行 はれた やうに、 あ 

-の御 精神に ならって 萬 事 進取 的に やれと いふ 意味 を 一 面に 有つ としなくて はならぬ： この 世界的 闩本 


をつ くると いふ 理想の 最も 明瞭に 表現され たの は、 あの 五ケ 條の御 誓文 だ。 御 誓文の 誓と いふ 意味に 

ついては 異論が あるが、 然し これが 自らに して 當 時の 國民的 理想の 發 露した もので あり、 當 時の 社會 

心の 動向 を 表した 標喊 である 點 について は、 誰し も 異論が あるまい。 明治 新 社 會の目 ざすと ころ は、 

從來の 孤立 鎖國的 態度 をす て \ 世界 進歩の 大潮 流に 合する ことであった。 一切の 明治 文化、 明治 社會 

の 文化 現象 は 皆 これ を 規準と して 論じられなければ ならぬ。 文學然 り、 敎育然 り， 政治. 法律 * 軍事 

も、 むろん 然り。 

今 主題に して ゐる敎 育に しても、 明治 初期 以來 幾多の 變 遷を經 たが、 その 一切に 進歩的であって、 

今日 鬼 も 角 世界的 水準に 併行す るに 至って ゐる こと は 一 應 認めなくて はならぬ。 制度と して 現れた か 

現れなかった か、 それ は 鬼 も 角と して、 その 根本に 横って ゐる敎 育 精神と いふ ものに 甚だ 進歩的な 意 

識が 動いて ゐ たと 斷ぜ ざる を 得ない。 而し てこの 敎 iiac 精神 をして 進歩的 方向 を 持せ しめた もの は、 勿 

論 幾多の 必然的 原因が あつたの だが、 大體 からい つて、 その 原因の 一 つに 文學、 殊に 外 國文擧 を 敷へ 

て も 無理で はない。 

敎 育の 理想 は 時代に よりて 變 する。 明治 以後の 敎育 とても、 思想 的に いへば、 實擧 思想の 敎育、 功 

利 主義の 敎育、 主知的 敎 IIE、 道 德的敎 育， 歐 化的敎 育、 個人的 敎育、 國 家的敎 育、 日本 主義 的敎 育、 

文化 敎育、 .01.5 敎育、 その他が、 交る 交る 興起して ゐる。 だが 大體の 傾向と して は 何うな るかと いふ 
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と、 維新 前の 虛文 的敎 育に 對 して、 功利的 實 學の敎 育が 獎勵 され、 それが 強制的 偏 知的 敎育 となる に 

及んで、 又 その 弊が 唱 へられて， 文化的、 自由 的、 人文 的敎 育が 唱 へられた。 この 推移 を， 世界的 立 

場から 見て、 進歩的 だとい ふので ある。 さう して か.^ る 進歩 推移の 根柢に は 文藝の 力が ある、 殊に 外 

圃文學 の 力が 潜んで ゐる。 スマイル ズ、 ル ソォ、 ュ I ゴ I、 力 ー ライル、 トルストイ、 ニイ チヱ 等の 

著作が 生み出した 感激の 火が、 か V る 進歩 を 促す 動因の 一部分と なって ゐな いと は、 誰が、 王- お出 來ょ 

う。 文藝の 力が 更に 認められ るに 及んで は、 藝術敎 育、 創造 敎 育の 唱道と 發展 して 来る。 かう いふ、 王 

張 は 一般的な もので ない としても、 文藝の 影響に よって、 やがて は 敎師の 人格 趣味が 高められ、 ゆ 科 

目に 文藝 精神が 宿り、 日本人 をして 國際 的、 人道的、 世界的と もい ふべき 一種の 文化 心を费 成せし め 

る 結果と なる。 明治 以後の 敎 育に 對 する 文藝， 殊に 外 國文藝 の 力 は、 深く 觀察 すれば する 大きい も 

のが あらう。 

四 

かう いふと、 外 國文學 は 直接 敎育 のために 作用した かの 如く 解され るが、 それ は^ 斷 過ぎる。 外國 

文學の 力が 直接 敎 育に 及ぶ こと も 勿論 あるが、 多くの場合 間接で あると 承知され たい。 外^文^ は 先 


づ 時代の 風潮 を 動かし * 時代 思想 を 形成す る、 その 時代 思想が 敎 育に 反映し、 敎育を 刺戟す る、 とい 

ふ 場合が 先づ 多い。 今 外 國文學 が 時代に 與へ たもの を 綜合して いふと、 明治 二十 年まで は大體 啓蒙 的 

な 役割で、 知識 的 乃至 幾分 感情的に 何物 かを與 へる ことが 主と なって ゐ るが、 明治 二十 年後 は、 道惠 

的、 感情的、 宗敎的 方面から 時代 生活 を豐 富に したと いひ 得る。 ゃ& 後れて だが 創造的 活動が 盛なら 

しめられ るに 及んで、 殆んど 一 の 新しい 人生 を 創造す る 程な 刺戟 を 時代に 與 へた。 それが それぞれの 

意味で 時代の 敎育 精神 を 動かして、 敎育 そのもの にも 結 茶 を 示した ことい ふまで もない。 

それ を 年代に 卽 して、 歷 史的に 今少し 詳しく 語らう。. 

明治 元年から、 二十 年 前後 あたりまで は、 一切の 明治 文化に とって、 まづ 播種 時代、 萠芽 時代と 見 

て 可い。 この間、 西洋文明の 移入 攝 取が 時代の 主な 仕事で あるが、 西洋 文學 も， 幾分 附隨 的に 移入し 

て、 犬に 西洋文明の 理解 を 助け、 その 普及 傳播に 役立った。 この頃に 西洋 文擧の 知識が 何程 も 入って 

ゐ なかった とい ふの が、 從 來の說 であるが、 調べて みると、， 相當豐 富に 入って ゐる。 その 總 糞の 如. 可 

程で あるか は、 今 こ- -で陳 ベ 立てる 必要が ないから その 勞を 省く が、 先づ 可成り 豐 富に 入って ゐ ると 

して、 それ 等が 合して、 或は 西洋文明の 知的 方面の 理解 を. 助け、. その 說 明の 不足 を 補 ひ、 或は 曰 本人 

をして 西洋の 風俗 習慣に 接せし め、 西洋人の 內面 生活 を觀 察せし め、 感情 思想 等 を も 窺 はしめ などし 

た。 さて は 又、 自國の 文物との 比較から 曰 本人の 心 を 批評 的なら しめ、 他日 創造的 活動に 入る 素地 を 
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成し もした。 

著しい 例 を 取って 見れば、 此の頃 最も 多く 讀 まれて、 時代 人の 心に 强ぃ 感化 を與 へたと m 心 はれる も 

のに * 先づス マイルズの 『西國 立志 編』、 デフ ォ ー の 『ロビ ン ソン • クル I ソ I』、 ジ ュ ール.ヴ ル ヌ 

の 科 擧小說 が ある。 『西國 立志 編』 の與 へた もの は 何 か、 十九 世紀の 實踐的 功利主義と 個人^ ボの m 心 

想で ある。 『rl ビンソン • クル ー ソ ー』 は 胃 險的 功名心、 自立心 等々 の 外に 發明的 刺 戦を與 へる、 これ 

にも 實踐的 功利主義の 思想が こもって ゐ るの はいふまで もない。 ジュ 1ル • ヴヱル ヌに 至って は. そ 

の 或る もの は 『ロビンソン J を 近代化して 示した もので あり、 他の もの は科擧 文明 を 巧みに 小^化し 

て 消化よ くこね 上げた もので あり、 而 かも その 範圍 が天界 から 地球、 學術、 機械，， 人お，：：： 然の 一切 

に 亙る 廣汎な 主題で ある。 『月世界 旅行』、 『地底 旅行』、 『大 氷塊 r 『穴」 -中 旅行』、 『鐵 世界. r  r 海 hKi^ 

行』、 その他 幾 種と なく あるが、 一 々擧げ るまで も あるまい。 

歷 史小說 家た る スコット、 リットン、 ヂュ I マが 歡迎 された の は、 两 洋歷史 の 知識に 對 する 補 ひと 

なる. のが 第一、 それから 多少の 政治的 啓蒙が 得られる-のが 第二， 種々な風俗1^:|3の活一;«が多ぃのが^ 

三で あらう (形式が 日本の 稗史に 類して ゐ たの も 大きな 原因に はなって ゐ る)。 此の時代の^^も流行し 

た小說 『花柳 舂話』 の 緒言に も かう ある (十六 年 版の 方)。 

比に 於て や 摩 康隸の 言に 從ひ 漢土の 書 を讀ば 則ち 併せて 其 小 說を閱 し歐米 の^を 见れば 則ち 亦 其稗史 を？^ む 


(中略〕 蓋し 史を學 ぶ 道な り (中略) 故に 余 嘗て 英國 より 還の 後此 書を譯 して 以て 英史を 讀む人 をして 其 近世の 風 

俗人 情 を 知らし め (中略) 以て 啓蒙 英史の 風俗 篇に 充ん とす 云々 

何ん な 精神で、 當 時の 人達が かう いふ 西洋 文學を 紹介して ゐ たか、 これ は 一例 だが- 一例で も 大體を 

推す る ことが 出來 る。 

ルソ ォゃス ペン サァの 自由 思想が、 『民約論』 その他 を 介して 何れ だけ 時代の 人 を 動かした か、 そ 

れ だけに 又、 直接 敎育 方面に も 影響して、 敎育は 自由 敎 育でなくて は 困る * 干 涉敎育 や 强制敎 育 はい 

力ぬ とて、 この頃の 自 .2 民櫳 側の 論客に よって 大に 唱道され たと ころであった。 

初期に 於て は 又、 シヱ I タス ピャが 可成り 澤山 紹介され て ゐる。 シ H  ！ タス ビヤ は 何を與 へた か、 

人間 生活の 廣 さと 深味、 性格の さまざま、 人間に 對 する 複雜 な考へ 方、 さう いふ もの を 味 はし あたで 

あらう。 その 豐 富な 想像に よって 創造的 刺戟が 生れる こと、 これ を讀む 人々 に 批評 的 情操 的 感化 を 及 

ぼす こと も、 想定され て 可い。 西洋 文豪の 中で 人間 心理 を 知る こと、 シ HI クス ビヤに 如く ものな し 

とい ふの だから、 この 點で 時代の 人々 が敎 へられる こと 少 くはなかった らう リ 

他に 自由主義、 人道主義 を敎 へた ものに、 ヴィク トル. ュ， 'ゴ I が ある。 ュ ー ゴ I の 作品の 紹介 さ 

れ たもの は、 さう 澤山 とい ふこと は出來 ぬが、 その 感化 は 大きかった。 殊に、 二十 年 以後に 於て よく 

理解され て、 眞の 信者 を 得たら しい。 彼の 名 も 到底 逸する ことが 出来ない。 

明治 以後の 敎 育と 外 國文學  二 五 七 


文 學篇.  一一 五八 

明治 二十 年から 三十 年頃までの 一期 は、 紹介 移入され た 外 國文學 の 調子から いへば * 理想、 H.:1 ^的な 

n マン チックな ものが 多かった から、 さう いふ 方面で 時代 人に 修練 を與 へ、 時代思潮 を Sli 宫な 複雜な 

もりに して ゐる。 バイ u ン との 接 觸は、 屈した 火の やうな 壯大な 感情 を經驗 させた に對し * ゲヱテ 

は、 時々 の 悲劇的 憂愁 は 示しつ、 も、 悠久な 圓融 した 心境の 消息 を傳 へて、 シ 1 タス ビヤと は fi^ つ 

た 意味で、 人 問 生活 を觀 する 眼に 深さ を 加へ しめたで あらう。 ダンテの 紹介 は、 ^に 人^ 解 IS に ー投 

深 酷な 宗敎味 を さへ 添へ たのに、 時人 は 驚いた ことで あらう。 

ヮ ー ヅゥァ ス、 シ ヱ レ ー その他、 英國ロ マ ン チック 詩人が 漸く 流行し かけた の も、 此の であり、 

此等 n マン チック 詩人の 自然 哲學 が、 ツル ゲ ー ネフの 如き n シ ャ小說 家の. E 然描 おと 相俟って、 ゆ 代 

の 人々 に 自然 を 見る 新な 態度 を敎 へた。 叉此等 n マン チック 詩人の 影響と して、 3- 愛に 對 する 新な 態 

度が 見られ、 女性 崇拜の 風潮 も 移入され たこと に 注意し なくて はならぬ" 

これと 前後して 紹介され た 力 ー ライル、 H マァ ソンの 思想が、 宇 帘 を 背景と して 人生 を =  ルるこ との 

• 意義 を闡 明し、 力 ー ライルの 英雄 觀 人生 觀、 H マァ ソンの 藤史觀 自然 觀が、 深い 影 1- を、 殊に レ； W ハ 牛に 

對 して 及ぼした こと は、 忘るべからざる 事實 だ。 

以上に よって 見ても、 外 國文學 によって、 時代の 人々 が 人生の 解釋を 新に 發 見し、 n 分.！：：^ に對し 

人诩的 こ覺醒 し、 自 也の 行動に 對 しても、 單に 善惡の 標準からで なく、 反省 的に 批判す る 態度に なつ 


て 從來と は 大分 變 つて 来た" 殊に 注意 さるべき は、 女學雜 誌、 文 學界- 評論 その他に 據 つた 青年 文 

士の ー圑 で、 外 國文學 の 感化 を 如實に 示した その キリスト 敎的 情緒 主義の 言論 は、 大に 時代の 反響 を 

生じた ものであった。 この 派の 人々 の 一部 は 公然 敎訓的 價値を もった 外 國文學 を 移入した が、 その 中 

特別に 著しい 感化 を與 へた ものに は、 ミス. マ n ックの 『紳士 ジョ ン • ハリファ タス』、 バ ァ ネット 女 

史の 『リットル •  口 ード • -フ アウン トル ロイ』 の譯 『小 公子」 が ある。 

『ジョン • ハリファ タス』 は 理想の 男性、 眞 誠の 紳士 を描寫 して、 男性に 對 する 理想 を 述べた もの 

であり、 これが 普通のお 座な りの 敎訓 小說 ではない、 ぐっと 强ぃ 感情 を こめて 書かれた もので あり、 

且つ 主人公 ジョ ンの 出身から 立身の こと を考 へる と、 一 種の 階級 打破 的な 痛快な 觀 念が こめられて ゐ 

るかに 思 はれ、 小說 としても 立派な ものである。 性に 對 する 理想と いふ 以上 * これに 理想的 結婚と 

か、 家庭の 問題が 附隨 して 來 るの は當然 であり、 女性 重視の 新な 態度と 相俟って、 家庭 小說 なる 一新 

ジャ ンルを 生む 原因が この 邊 から 出て 來る であらう. - 

『小 公子』 の譯者 (若松 しづ子) は、 最初から 敎 職に ゐた人 であり、 多年 キリスト 敎學 校で 敎ヒ^ 

仕事 をして 来たので、 その 理想 は 家庭 改良、 社會 改善に あり、 より 良い 人生 を 作らう とする 努力 を 費 

けて 来た。 彼女が 文 學に筆 を 執らう としたの も、 この 理想の 實 現に 幾分で も 貢献した いとい ふ 心算 か 

ら だった、 從っ てこの 女性の 樣々 な雜 誌に 發 表した 幾 十篇の 飜譯、 小說 • 雜文 など は、 いづれ も 皆い 
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い 意味で この 理想の 實現を 志 ざした ものであった。 若松 しづ子の 名 は、 文 學の敎 育 的 價値を 膝 史的に 

冊す る 寺、 、めす ゃ脫 して はならぬ ものである。 

『小 公子』 はい はビ ー篇の 少年 家庭 小說 であるが、 以上の 理想の 實現も 畢竟 は 少年少女の 敎 育から 

とい ふので、 者が 新に 取り上げた ものである。 この 小說の 感化 は 大きかった， その 少年少女に 及ん 

だ こと は 勿論で あるが、 大人に 對 しても 深く 博い 印象 を與 へた。 その 例と して、 一 批評家の 一一 n 紫 を 引 

かう か Q 

小 なる もの は 必ずしも 道徳の 具に は 非ざる ベ し然れ ども 若し 之に よりて 世敎を 益すべく ば 蓋し 此リ の.^ く^ 

惠 ある もの あらざる ベ し 如何と なれば 此 書の 主人公 は 實に此 世に 向って 平和と 善意 を傳 ふるの 一人 使 なれば なり 

而 して 著者 は 此の 主意に 基き 正に 是れ r 孩提を 我に 来せよ 祌の國 に 居る もの は 断の 如き 者な り」 との 一部の つお 

敦を なせる ものにして 恰も 獒麗 なる 春の 草木の 自然 を說く 如し 我 邦の 人心の 如何に 冷淡なる にもせ よ r マ そ此福 

音に 耳 を 傾け ざらん や 其德に 感ずる もの は 巳に 靴 磨の 少年 荒物屋の 主人 若 は 彼の 老^ 族の みに あらず おて 傲慢 

なる もの は 之 を 讀で其 罪 を改べ く 貧して 薄命なる もの は 之 を 讀で其 苦 を 慰むべく 應に世 を • て 悉く フォ ン トル 

口. -ィの 親友なる べし (女 學雜誌 第三 W 號) 

その他 當時 文壇の 名流. 坪內 逍遙、 森 K 思 軒 等が 筆 を 揃へ て賞讃 した ものである。 私の 請んだ 範圔 

でい ふ も、 一 篇の 小說で これ 程 人の 心 を 深く 動かした もの は 少ない と 思 ふつ 

同じ 譯者 には^に 叉 『忘れが たみ』 とい ふ 遣 稿 集が ある" 飜譯 小說、 創作 小說、 小品が.^ を^め たも 


ので あるが、 これ また 敎育、 殊に 家庭 改良、 少年少女の 敎 養の 方面から は 注目すべき もの だ、 島 崎 藤 

村が 『忘れが たみ』 を推稱 して かう いって ゐる。 

して 見る と、 家庭の 讀物 として 是非とも 缺 かされな いこと は、 物語の 無邪氣 とい ふが 第 一 でせ う。 趣味 も 滑稽 

も、 愛情 も、 すべ てこの 無 邪氣を 離れて はお 職に 適 ひません。 『忘 形 E^』 を御覽 なさい。 その 選んだ 話から 筆づ 

かひが、 そっくり 爱へ はまって 居ます。 無 邪 氣な讀 物 を飜譯 して、 新 趣味 を 家庭へ 入れたい とい ふ 精神が あり 

ありと 出て ゐ ます。 

實際藤 村の 推稱 する だけの もの は ある。 敎 育と 直接 關係 ある 文藝 として は、 有數の もので あらう。 

以上 『小 公子』 及び その 譯 者の 業績の ことが 意外に 詳しくな つたが、 これ は 然し、 それだけの 價値 

が あるからで、 一 つ は 直接 敎育を 目的と して 成功した 小 說な爲 め、 一 っは譯 者の 名が 漸く 忘れられん 

として ゐる爲 めから • 多少 特別に 力を入れた 次第 だ。 

『十五 少年』 (ジュ I ル. ヴヱル ヌ、 森 田 思 軒譯) も、 少年に 自治、 剛健、 不屈 等の i を敎 へる 小 

說 として • 有名な もの だ。 小說 としても 面白く 出来て ゐる。 

此の 他 少年の ため、 少年 敎育 重視の 現れと して メルへ ン物 など 種々 紹介され たが、 今 これ を 一 々擧 

げてゐ る 暇 はない。 

以上、 外 國文學 が、 鬼に 角總體 として 人間に 關 する 種々 な 知識 を與 へ、 全面的に 深く 博く 人生 を理 

明治 以後の 敦 育と 外 國文學  二 六 j 


文 學篇  二 六 二 

解させる ための 助けと なった 點、 又 感情の 動きに よって 人格 的敎 育の 行 はれた 點も、 或る 程度まで は 

認められ やう。 更に 叉 創造的 刺戟 も * 幾分 かづ V 多く 認められて 來 たこと も、 事實 である。 三十 年以 

後に 及んで、 それが 益々 强く 明白な ものに なって 來る。 

三十 年後に 於て 紹介され たもの は • 大陸 文學、 殊に 露獨佛 の文學 であるが • それ 等が それぞれ 時代 

の 風潮な り 思想な りに 大きな 影響 を與 へた。 もう 一 々細觀 して ゐられ ないから、 一瞥す る のみでと め 

るが、 その 中で 特刖 いふべき もの は， 一一 イチ ヱと トルストイ である。 これ は 前代の 力 I ライルと H マ 

ァ ソンに 比較 さるべき 位地 を もつ もの だが、 その 勢力な り 感化な りの 點 では、 遙に 深く 且つ 大きな も 

のであった。 

ニイ チェ の 影響 は 日露 戰爭 前後まで 際立って 大きかった。 一一 イチ ェ の 主張 を 要約す ると、 

發揮、 自我 發展の 福 昔 だ。 從來の 權烕， 典據、 さう いふ ものに 對 して 個人の 思想 感 を Si 服 させぬ、 

自我 はあくまで も 立て通す、 とい ふの が 主旨で ある。 獨 り-イチ ヱが これ を敎 へたの みならす、 -ーィ 

チヱと 相 前後して 紹介され た 外 國文學 、殊に イプセン、 ハウプトマン、 ズ ー デルマン、 ブランデス、 

キエ ルケ ゴ ー ル、 ゴリ キイ 等が 皆. これに 動かされ るか 乃至 これに 近い 思想 を 傅へ、 ^代に 對 して 自 

我 主義の 風潮 を 捲き 起した。 

-1 イチ 二 主義が 直接 文藝の 進歩に 何れ 程與 かつ たかは 今 こ --で 論す る 限りで はない が、 餘 りに も大 


きな 影響.^ 與へ たこと は 誰も 否定 出來 まい。 敎育 方面で も 直接 これに 對 して 種々 動いた。 その 多く は 

反動的、 反對 的な もので あつたが， 然し 肝肾の 自我 發展、 個性 發 揮と いふ 點で、 敎育 精神の 根本に 可 

成りな 動 搖を與 へ、 以後の 敎育界 に、 それが 何等か 變 形して 現れ 出た ものが あった こと は、 疑 ふこと 

が 出来ない。 

. これに 引っ^いて は 自然主義 思想で ある。 これ も 外 阈文學 が 主と なって 捲き 起した 大嵐の 一 つで あ 

るが、 これ を E 本 だけに 限って いへば、 一一 イチ H 主義 一 精神的 連絡が ある ものと いふべき だ。 自然 主 

義 の文舉 として ゾラ その他の 大陸 文學が 移入され たが、 それが いは ゆる 罪惡を 描出 するとい ふので、 

敎育 方面で は 大分 反對の 火の手 を擧 げた。 然し これ は 自然主義と いふ もの- r 罪で はなく， これ を {ー 且傳 

しょうと した 人々 の 中に 公衆の 顰蹙 を かふ やうな I  ニニ 氏が ゐた爲 めと 見るべく、 今日から 平 心に 考へ 

てみ て、 自然主義 時代の 現實 重視の 態度が、 矢張り 敎育 精神に 相當敎 へる ところが あつたに 違 ひない 

と 思 ふ。 敎 育と 遣傳 とい ふこと も、 略 ぼ 此の 前後から 特に 注目され るに 至った かと 思 はれる。 

勿論 一一 イチ ュ 主義に も ゾラ 主義に も その ま& 日本に 取 入れる ことの 出 來ぬ點 (必ら すし も惡 いとこ 

ろと はい はぬ まで も) が 種々 あり、 その 爲 めに 敎 育と いふ 點 から は 迷惑した と AJ ろも少 くなかったら 

うと は 察せられる。 然し 今日 利と なって ゐる 影響 も 多く あると 信じて 可い。 

尙ほ 自然主義 文學 が、 その 逆作用と して 一種の 社會的 正義と いった 觀念を 鼓吹した ところが ある。 
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社會の 罪. とい ふこと は、 自然主義 文 寧の 影響より 前、 ュ I ゴ I あたりから 傳 はって ゐる 思想 だが、 兎 

も かく 敎 育と いふ もの -眼を 現 實社會 に大に 向けさせた 點 は事實 である" 

綾いて トルストイ 文學の 感化 だが、. トルストイが、 日本の 思想 文學界 にもって ゐた 勢力 は、 この^ 

外 國文學 の 影響と して は 最も 長い、 最も 大きな もの \ 一  つであった かに 思 はれる。 トルストイ ゾ 想 

が、 、汪 目され ると いふ 程の 意味で 注目され 出した の は、 日露 戰爭 前後の こと だが. 然し こ、 まで 來る 

に は 長い 歷史を もって ゐる。 トルストイの 著作が 日本に 最初 入って 來 たの は、 明治 十 年代に 遠 ひない 

が、 日本の 讀書 人が これに 親しみ 始めた の は、 明治 二十 年頃 だ。 だから か. -る 大勢 力 を 5:- るまで は— 

何年 間の 潜在 期 を 經てゐ る わけ だ。 先づ 思想 的に トルストイ を 傅へ た 先輩と して は. 植村 一.^ 久 ^富 

蘆 花、 內田 不知 庵 (後の 魯晦) 等が ゐる。 蘆 花の 『トルストイ 傳 は 誰でも 知って ゐ るが、 (これ さへ も 

今日で は少 くな つたが)、 植村 正久が 日本 評論で トルストイ を 盛に 紹介した こと は 知らぬ 人が 多い。 

日露 戰爭 と共に トルストイの 名が ボピ ユラ ー になり、 彼の 文擧、 思想 を 研究す る ものが 多く • いや 

しく も 外 國文舉 を 論す る もの は、 トルストイ を讀 まなくて は 問題と ならぬ ぐら ゐ になり、 わが^に は 

今までに ない トルストイ 研究の 專門雜 誌まで 出来た。 かくて 人道主義の 大波が 滔々 として 《.2 時の 文 ゆ 

界 思想界の 一切 を 押しつ. -ん だ。 白樺 一派の 文學、 新しき 村の 出現、 或る 點 では 新 思潮の 人々 等、 新 

時^ を 荷ふ靑 等 は 皆， 直接 間接に (。マン.。 ー ラ ン等を 介して) 卜 ル スト ィグ汐 ^をけ/ 


この 人道主義 的 思想が 何で 敎育界 に 反映せ すに ゐ やう。 殊に トル ス トイ 自身 は敎育 問題に 與味を も ■ 

ち、 自ら 擧校 事業 を も 試みたり したので、 餘 計に 若い 敎育 者の 關 心する」 一 ころと なった" 「小 舉敎師 

としての トル ス トイ」 を 論じたり、 その他 種々 の 人々 が 種々 の 方面から トル ス トイの 敎育 思想 を 扱つ 

てゐ る。 特に トルストイ 流の 敎 育が 現れる ところまで は 行かなかった が、 根柢た る敎育 精神に は 人道- 

主義の 上から 甚大な 影響を及ぼして  ゐる。  隣人愛の 福音 を 基調に した 一 分子が 敎育 方面に 目立ち 始め 

たの は、 正しく トルストイの 感化 を 示す もので あらう." 

トルストイの 影響 は、 大正 年代に 入っても っ^き、 歐 洲大戰 の勃發 する まで 日本の 文壇、 思想界の. 

1 半 を 支配す る 勢力が あった こと は、 旣 記の 通り だ。 

外 阈文舉 の 移 人 紹介 は、 種々 な 人々 が、 種々 な 文 擧を無 目的に 取り入れ るので、 その 時代の 人々 に 

對 する 影響 は あるが， 鬼 も かく 複雜 混沌た る ものた る は 止む を 得ない。 從 つて 外國文 學の敎 育に 與へ 

る 影響 も、 以上で 知られる 如く、 一見 複雜で 混沌 を 極めて ゐ る.， - 然し それに も拘ら す、 私が 先に 金子 

博士の 說 から 抽出した 三つの 利益が、 分量 は 別と して、 それぞれ 得られて 居り、 それが 基本と なって 

敎 育の 改良 進歩と いふ ことが 試みられて 來 たので ある。 

倉卒の 際の 走 筆と て， 書き落し や、 書き 漏し が 非常に 多い。 又 知りつ k 書け なかった 邊も ある。 ？！^ 

者の 寬恕を 乞 ひたい。 だが それでも 「明治 以後の 敎 育と 外國文 學」 の 題意に は 甚だしく 背かなかった 
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と考 へても 可から う。 

これ は 然し 大 問題 だ， 誰か 一つ 本氣で 調べて みたら 面白い。 

(昭和 十 年 一 月、 岩波 「敎 育」 第 111 ノー  號) 
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櫻痴 居士 福 地 源 一郎が 死んで 今年 (昭和 十 年) の 1 月が 丁度 三十 年 だ、 櫻痴 のこと は譯 あって 先頃から いろい 

ろ 調べて ゐ るし * 又い つも 如何にも 氣の 毒な 人 だと 思って ゐ たので、 追っ付け 何 か 書かう と は 思って ゐ たが、 

三十 年 だとい ふこと はすつ かり 忘れて ゐた。 今朝 不圖 そのこと を 思 ひつ いたので、 何だか 急に 櫻痴 居士の こと 

を 書きた くな つた。 勿論 まだ 用意が 十分で ない ので、 あの世の 櫻痴の 浮ばれる やうな 大 文章 はとても 書け つ こ 

はない が、 いくらか 櫻痴の 記憶 を 掘 起す 位のお 役 は 出来る。 1 つ その 邊で 我慢して もら はう。 

わ 力 櫻. b 觀 

いろ いろな ことが ゴ チヤ ゴ チヤと 頭に 入らない 先に、 私が 櫻 痴を氣 の 毒 だとい ふわけ を 聞いて 頂き 

たい。 

豐 富な 才能と か 聰明と かいふ 點 からい つても、 その 生涯に 成した 仕事の 量 や 種類から いっても、 櫻 
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痴は 確かに 常人が 梯を かけても 及ばぬ だけの もの は ある。 だが 死後 は 勿論、 生前から して； に 冷遇 

されて、 その 働きが 額面 價値 だけに 通用し なかった の は、 何故か。 宫人 として、 記者と して、 文.； 豕 

として、 政治家と して、 擧者 として、 劇界の 人と して、 小說 家と して、 それぞれに 自家の 特色 を發^ 

して、 その 或る 方面で は 優に 明治時代 第一流の 人材た る實を 示し、 その 得意で ない 方而 でも 19 二流 を 

下らぬ 才力 を 現 はして 萬 能 選手の 意氣を 見せて ゐる。 それ だのに、 人 は その 能 は 認めても その 人 を 

はう としない。 それ は 勿論 櫻痴 の不德 のた め 不品行の 爲め ともい へばい へやう が、 不 tiS 不 n§ 行が 樱. 1 

以下であった， V 思 はれない 人々 にも、 立派に 明治 史上 第一流の 名を殘 して ゐる のが ある。 述不述 とい 

つても * 蓮 は その 人の 意志 次第で 或る 程度まで 左右 出来る もの だから、 それだけ でもない。 私 は、 こ 

れは 畢竟 一 種の 性格 悲劇 だとい ひたい。 

樓痴の 才能 は豐 富だった が、 それが いさ \ か豐富 過ぎた、 櫻痴の 聰明 も 人に 絶して ゐ たが、 いさ、 

かそれ を恃み 過ぎた。 彼が 岩 倉 公に いった 言葉で 「四 人 分の 仕事」 が 出来る と {mc- して ゐ たのが 分か 

るが、 口で は s: 人 分と いっても、 實 際の 四 人 分 は 大變な もの だ。 かう いふ 才能 や CI:::^ のために 彼に は 

世間が 馬鹿に 見えて 仕方がなかった らう。 才を恃 むと、 人から 服され る 一面 は 人に 愤 まれる。 而 かも 

自分自身 として は、 何 をな しても 人 一 倍出來 ると いふ 萬 能 的 矜持と 環境の 不如意との；^ 機から、 一 種 

の 一一 ヒリ ス チックな 心境になる。 その上 櫻痴に は、 彼 自身の い つ てゐる やうに、 恐ろしく 人情に 脆い 


弱點が ある。 情に 脆 いのも * 程々 に 調節され ると 美點 だが、 程 を 過る ともう 立派に 道德 的弱點 といへ 

る。 それが やがて 操守がない とい ふ 結果に もなら う。 この 情の 脆 さが 叉、 今い つた 一 I ヒ リス チックな 

心境で、 益 々強められ 是認され て、 任 他 的 無 操守 無理 想 (何う でもい- -ゃ) とい ふ社會 人と して は 極 

めて 信頼 出来ぬ 一 種の 性格が 出来 上る。 

櫻痴の 生涯 を 見る と、 かう いふ 性格に あくまで 祟られて ゐる やうに 思 はれる。 公人と して 彼の 致命 

傷と なった 芳原牧 賄 事件 を考 へて 見ても、 又寶節 云々 で攻擊 される 御用 的 態度に ついても、 大蔵省 四 

等 出仕 を氣傣 我儘から 投げ出した 無責任 さに ついても、 凡て 同じ ことが いへ るので、 天分の 動く ま- - 

に 失脚して 行く とい ふので は、 これ を 性格 悲劇と よんでも， さう 間違った ものと はいへ まい。 

眼 先き が 見えな く はない から、 かう すれば かう なるとい ふこと は 十分 わかる、 それで ゐて 情でから 

んで 来られる と、 ころりと 負けて しま ふ、 負けた と 知りつ- - 根が 怜悧者 だから、 それ を 負けた ので は 

ない と 理窟で 飾らう とする。 その 才力で 立派な 理窟 を 生み出す。 だが 何う しても 無理が 出來 る。 自繩 

自縛と なる • 社 會の攻 擊を買 ふ、 いつでも 損な 役 廻り をして 內心 得意がって ゐる。 今に 瞭然 分る から 

(俺の 心事 は 知る 人ぞ 知る) とか 何とか 澄して ゐ るが、 知る 苦の 人が 何れも 彼 を犧牲 にし 放して、 決し 

て 責任 分擔 はしない。 損 はいつ も 彼の 頭にば かりかぶ さる。 さう して、 その ま- -で 後世に 殘 され、 定 

評と いふ 恐ろしい ものになる。 櫻痴の 場合が 全く 好い 手本 だ。 
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情に 脆い とい ふこと は、 世間 一般的に は 乃至 或る 場合に はい- - ことか も 知れない、 然し 撄. 1 の 場合 

に は、 極めて 惡 いこと であった の だ。 櫻痴 自身 も それ を 知って ゐた、 知って ゐ でも 何う にも 出來 なか 

つた。 

私が 樓痴を 氣の毒 だと 思って ゐ るの は、 樓痴 のかう いふ 性格と 環境が はっきり つかめる からだ。 樱 

痴を 批判す る ときには、 先づ これ だけの こと を 頭に 入れて 置いて 頂きたい。 

さて 理窟 はこの 位に して、 後 は 漫談 式に やらう。 

明治 以前の 櫻痴 居士 —— 天才 的 早熟 兒 

いくら 正式に 傳記を 書く ので はない にしても • 餘り のつ べらぼう でも 困らう から、 生歿の 年月日 だ 

け は 明らかにして 置かう.^ 櫻 痴は天 保 十二 年 三月 二十 三 曰、 長 崎の 本 石灰 町に 生れて， 明；！^ 三十 九 年 

一 月 四日 芝 愛宕 下の 寓に したの だ。 

櫻痴の 父の 福 地苟庵 (號 石橋) は儒醫 だが、 中々 の 人物であった" 樱痴の 幼少 時 は、 その後 ハヤの 行 

動から 想像され る やうに、 天才 的 早熟 兒 であった らしい。 最初の 敎 育は漢 ゆだけ だが、 卜 にならぬ 

うちに 奇童 神童の 名 を 得た。 殊に 又 能書な ので 人 を 驚かした とい ふ。 今日で も 彼の 十歲 前後の ^iiil 本と 


いふ ものが 傳 はって ゐ るが、 その 書の 立派な こと は 成人 を 凌ぐ 位 だ • 『還 魂 紙 料』 に 見える 『二十 四 

孝』 の 如き その 代表的な I つ だ。 十二の 時にはもう 立派に 漢文で 『皇朝 二十 四 孝』 を 著して ゐる。 

十五 歳で 大通辭 名 村 八 右衛門に ついて 蘭學 を勉强 したが、 この 方 も 熟達が 早く、 一年 經 つかた &ぬ 

にもう 稽古 通 辯と なった。 この頃 からして 才に慢 じて 同僚に 憎まれた とい ふこと だ。 安政 四 年の 冬 上 

京、 當時 江戸に ゐて、 通 辯 御用 頭取 をして ゐた森 山 多 吉郞に 英語 を 學ぴ、 一年 置いて、 六 年 五月通 辯 

御 W として 幕府に 仕へ る こと & なった (本式に 御家人と なった の は， 萬延 元年 だ )。 文久 元年 竹內 下野 

守 一行に 隨 つて 初 度の 洋行 • 同 三年 歸 朝した。 この頃 は內外 多事だった ので、 櫻痴は 西洋 新歸朝 者の 

眼光で 時事 を 論す る こと を 好んだ が、 身分が 卑しい ので 公式に は 何う にも 出來 ぬ" 元 治 元年 柴田 日向 

守に 隨 つて 再度の 洋行、 この 行 は 佛國が 目的地だった ので、 櫻 痴は怫 語 を學ん だ。 中々 拔 目がない。 

慶應 元年 十月に， 外國 奉行 支配 調 役 格、 通 辯 御用 頭取と いふ ものに なり、 御 目 見 以上の 士分に なった。 

この 前から 開國 とか 攘夷と かいふ 論が 盛んにな つたが、 櫻痴は 勿論 開國 論者だった ので、 會ふ人 毎 

に 開 國の是 なる を說 き、 西洋の 事情 等を說 いたので、 犬に 鎖！； 連中から 憎まれ、 度々 危ぃ 目にあ はう 

とした。 勿論 功名心 もあった から 此の 時勢に 一仕事 をしょう とい ふ考へ はあった が、 老母の 爲め それ 

は 止めた。 かう して 時事が 急迫 を吿 るに も 係らす、 幕」 < ^の 政治 は 依然 凡庸な 人物の 手に 出て ゐる、 さ 

うかと い つ て櫻痴 位の 身分で はま だ その 不平 を 幕政 當 局に 面陳 する 程で もない。 その 邊の 不平から 風 
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流 を 喜び、 遊蕩 を盡 し、 自分で 江 左 第一 風流 才子と 稱 して、 盛に 花柳 街に 出入した もの だ。 彼^=身の 

言に よると、 慶應 元年から 三年の 間に， 外交問題の 事に ついて 建白書 を 出した ことが 十 餘庞に 及んだ 

が、 一度 も 探 用され す、 寧ろ 不首尾ば かりだつ たので、 もう 一切 建白な ど 出す もの ぢ やない と W 化^し 

たとい ふ。 

明治 元年 鳥 羽 伏 見の 役に は、 櫻 痴は大 阪にゐ て、 性懲 もな く 頻りに 戰略 軍議な どに 口出し をして-^ 

たが、 固より 採用され はしない。 幕軍が 敗北して 歸 東の 後、 江 戶城內 で 和 戰の大 評議が あつたので 樱 

痴 はこの 時 も主戰 論を唱 へたが、 誰も 聞き手 はなく、 降伏と 一決した。 そこで 彼 はせ めても の， 腹い せ 

として、 「江湖 新聞」 とい ふの を發刊 して * 依 幕 開園の 議論 を 公に した。 新聞 は 大歡迎 で、 栅」  1 も屮々 

得意だった が， 上野 戰爭の 後、 官軍に 害 ある 議論 を 草して 人心 を 漏 動した とい ふ廉 で、 鎮將府 に 捕へ 

られ、 危く 斬罪になる ところ を * いろいろな 人々 の 奔走で 助かった。 

明治 以後の 櫻痴 居士  is 業 成らん として 成らず 

明治に なって、 櫻 痴も舊 幕府の 人材の 一 人 だとい ふので 政府に 徵 された が、 病と 稱 して 就かす、 一 

寺靜 岡に 移った。 然し 靜岡 にも 留まって ゐられ す、 間もなく 出京して 淺 草に 寓居 を 卜し、 夢の 舍 主人 


(遊女の 家 市 五郎と も) と假號 して 浮世 を 茶に した 生活 を 始め、 戯 i 飜譯で 生計 をた てた。 假名 垣魯. 

文、 山々 亭 有人な どは當 時の 交遊 仲間 だ。 花柳の 遊び は 益々 盛んだ つたが、 それでも 幾分 冥加 を考へ 

たもの か、 湯 島に 日新舍 (後に 他人の 經營 となって 共慣 義塾と 改める) とい ふ 英怫語 學敎授 の 擧校を 

起した。 一時 は 福 地の 名で 繁昌した が、 然し 先生の 櫻 痴が吉 原へば かり 流連して ゐ るので 長く はつ V 

かす、 生徒が 憤慨して 擧 校の 財産 を 叩き 賣 にして 引上げる とい ふ 奇觀を 演じた とい ふ" 

明治 三年の 冬、 跪 澤榮ー の 紹介で 伊藤博文と 會 つたが、 二人とも 犬に 意氣 投合し、 櫻痴は 大蔵省の 

役人に なった。 これが そもそも 明治 政府と 櫻痴 との 腐れ 緣の 始め だ。 

此の 年 俘 藤と 共に 米國 行、 會計法 を 調べて 國立 銀行、 公債、 貨幣制度の 方法 を 見 分して 歸 つた。 歸 

朝 後、 國立 銀行 條例 その他、 櫻 痴がカ を 致した ものが 多い。 

明治 四 年 十二月 岩 倉 一行に 從 つて 一等 書記官で 四 度 目の 洋行。 六 年 七月 歸朝。 然し 政府 當 局と 財政 

上の 意見に 相違が 出來 たり、 征韓 論の 騷動 となった りして、 漸く 役人 生活が 面白く なくなつ たので、 

大藏省 s: 等 出仕、 紙幣 權 頭と いふの を 弊履の やうに 棄 て.^ しまった。 それが 七 年 三月 だ。 伊藤が 氣の 

毒が つて 引 留めた が、 きかす に 野人と なった" もっとも、 櫻痴は 明治 政府の 役人に なっても 舊幕 時代 

同様の 議論 好きで 誰でも かま はす 議論 をし、 氣に合 はぬ と、 元老 や 先輩 達に 對 しても 直 參氣質 を 出し 

て 「陪臣の くせに」 と 罵る ので、 重寳 がられつ \ も 皆から 憎まれて ゐ たの だから、 何の 道、 役人で 
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身す る こと は 出来なかった の だと もい ふ。 

櫻痴 はこれ から 又々 世の中 を 面白くな く 思って、 再び 風流 遊び を 仕事に したので、 元 々多く もない 

財產 だから、 皆 なくなって しまった。 

東京 日日 新聞 

本に よると * 櫻痴が 東京 日々 の 創業 當 時から 關 係して ゐ たやう に 寄いた もの も あるが、 ^^《"時 は 

洋行 中で 居 合さなかった。 櫻痴が 日報 社の 株主 連から 交 涉 されて 入社 を諾 したの は、 明 沽七ハ や 十二  U: 

だ" 櫻痴 は、 廟堂で 仲べ る ことの 出來 なかった 抱負 經綸 を、 新 文明の 利 (俭 たる 新 is 紙を惜 りて-: 小さう 

とした、 さう して 鬼 角の 非難 は 受けた が、 ー應は 立派に 成功して、 n 々新 g の 福 地と いふ 名 を： 人 下に 

重から しめた。 

入社に ついて 面白い 話が ある。 日々 の 株主が 櫻痴を 尋ねに 来て、 入社して 新 の 改良に 常って くれ 

まい かとい ふと、 承諾 はした が、 月給 は イクラ 出す かときいた、 n 々では、 常 分 巧13 としてお し 方 

が 入社して から 毎日の 刷 高が 三百 枚增 したら 百 五十 あげよう とい つた。 すると 樱痴は 一一 ャリと ：_ズ つ 

て、 それで は 同じ こと だから 月給 を 百 五十 圓 にして くれ 給へ、 若し 入社して ハ！ ^曰 一二 百 枚^さなかった 


ら 五十 圓 返す からといって、 百 五十 圓で 入社した。 彼の 入社が 聞え る や、 三百 枚 以上 增 したの W 勿論 

だった から、 五十 圓 返す どころ ではなかった" 

今日の 百 圓ゃ百 五十 圓は、 新聞記者の 報酬と して 感心す る 程の もので はない が、 明治 七 年の 百圓は 

今日の 七 八 倍 乃至 十倍に 使へ たらう から、 換算したら 大變な もの だ。 それで 福 地の 名が 餘計 天下の 人 

人 を 驚かした。 

此の頃 は 記者に 立派な 人物が 少く • 大抵 は 戯作者 一派の 古手め いた 連中だった ので、 世間に は 新聞 

記者なる もの を さう 尊重し なかった。 櫻痴の 日々 入社 を 知った 知已 友人 達 は、 代る代る 止めに か k つ 

て、 福. ffi とも ある 者が 戯作者の 魯文 輩と 肩 を 並べる と は 何事 だと 頻りに 諫めた が、 櫻痴は 十分な 決、 も 

でか- - つたこと だから、 ィャ魯 文は魯 文、 福 地 は 福 地 だとい つて 斷然 入社した。 さう して 日々 の 紙面 

を 改良し、 署名の 社說を 書いて 犬に 時務 を 論す ると 共に、 岸田吟 香に 雜報を 書かし め、 編輯の 體裁も 

工夫 させた ので、 忽ち 世間の 耳目 を 一新して 犬に 新聞の 貴重な こと を覺ら せた。 この 點 では 碎に櫻 

に嚆 矢の 功が あると い へる。 

櫻痴の 政治 思想 
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櫻痴の 得意 時代 は 東京 日々 の 入社と 共に 始まる の だが、 その 前に、 彼の 政治 2 わ 想 を 語って S く。 

櫻痴の 政治 思想と いふと、 一 概に 漸進 論の 御用 主義と 片づ けられて 問題に も 何もされ ない のが 常 だ 

が、 櫻痴 にい はせ ると、 それに は それだけの 理由が あるので、 この 理由 を 買って やらぬ と樱 .1 が颇る 

可哀 さうな ことになる。 

櫻痴 は、 その人柄から考へ てもさぅでぁるゃぅに元來が極めて激しぃ自由主義論^<;だ。 その 政：^ 山 <1 

の 舉問的 基礎が 英米の 政治 書で あり、 英怫の 歴史で ある 上に 再度の 洋行. 殊に 元 治 元年 怫國滯 在屮に 

聞いた 說が 猛烈な 民權 自由 論であった ので、 舊幕 時代から 旣に 極端な 進歩 論で、 常 is: から 共和、 王教ぉ 

と 晩 まれた 位だった (感情的に は 周圍に 釣られて、 王戰 論を唱 へたり したが)。 明治に 入っても • 屮々 此 

の 思想が 改まらす、 明治 四 年 米 國にゐ たころ、 旅館で び 藤 博 文と 口 本將來 の政ュ ^ について 大 論を始 

め、 日本の 將來は 帝王 を 上に 戴いた 民主政治でなくて はならぬ、 今 曰の やうな 制」 は 格式 はすつ かり -M 

めなくて はならぬ と 主張し- 芳川顯 正、 睦 奥宗 光の 應援 で、 三日間 も 議論 をつ ビけ たこ. V もあった 位 

だ。 だから 今や 新聞記者 として 政治 を 論す るに 當 つても、 本来なら 當 時の 设も 激 な尺權 n.E 論^に 

伍して、 藩閥 政府 打破、 時 政の 根本的 革新 を 叫んで 然るべきだった し、 叉 彼 n 身 もさう したかったら 

う。 ところが 彼 は 案外に も そこに 出です、 却って 生ぬるい 漸進主義 を i? へ、 御 川つ とまで られ 

に 至った、 これ は 何故 だら う。 それと いふの も、 一 つ は、 所謂 藩閥 政府に ついては、 藩閥-リ！^-滿足し 


てゐ なかった こと を 知って 居り、 叉 一 つに は餘 りに 聰明な 彼 は、 民權 自由 論の 利と 共に 害に も 着服せ 

ざる を 得なかった からだ。 彼 は、 在 朝 四 五 年の 間 藩閥 諸 公に 親んで、 その 眞 意なる もの を 知り 得た。 

櫻痴 によると、 彼等 は 決して 自身で も 藩閥 政府 を 喜んで、 いつまで もこれ を 維持し、 自 派で 政 權を獨 

占しょう とする 心 を 少しも もって ゐ ない。 彼等 は 漸次 立憲 政 體を我 國に行 はう とい ふ 希望 を もって ゐ 

る。 現に 木戸の 如き は、 民選 議院 建白よりも 先に 國會 開設 議を 政府に 建白した 位 だ。 それに 又 その後 

の 度々 の 洋行で、 民權 主義に も それぞれ 利 弊が あり、 代議 政體 * 政黨 政治の 如きに もい つも 利害が 相 

伴 ふ もので あり、 政治 上の 急激な 革新 は必 すし も國 民の 幸福で はない、 自由の 語 は 美 は 美 だが、 その 

名に よって 如何なる 暴虐 を も 行 ひ 得る 恐れが ある こと を 知り 得た。 だからた とひ 個人 感情と して は激 

烈 な民權 自由 論 を 欲して ゐた としても、 これ を 新聞に 主張し， これが 實行を 所期す るに 於て は、 如何 

にしても 水 を まぜた 漸進主義 を 取らざる を 得ない。 

そこで 櫻痴は 日々 を 主宰す る や、 急激な 革新 說に 反對 し、 極端な 自由 論 を 抑へ、 國へ it 開設 は 勿論 同 

意 だが、 先 づ民會 (町村 會) を 起し、 府縣會 を 起して、 それから 國會を 開設す るが 可い とした" 又 自由 

論に 關 しても、 人民 參 政の 自由 は 勿論 緊要 だが、 その 前に 先 づ身體 の 自由、 人文の 自， a を 漸次に 擴め 

て、 參 政の 自由に 至る 路を拓 く 可し と 論じた。 そこで 他の 自由主義の 新聞 は、 漸進の 意義 を 認めす、 

直に 櫻痴と 曰々 新聞に 保守主義の 名を與 へた、 櫻痴は 勿論 それに 屈せす、 抗 論した。 この 抗論 は、 上 
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の やうな 理. a で 漸進主義 を 執った 櫻 痴 からい へ ば正當 至極な ものに 見えたら うが、 他の 人々 から は 無 

節操 {豕 の 詭辯と 見えた。 

その上 櫻痴 は、 新聞記者と なっても、 在 朝の 大官 連と 交際 を 止めぬ。 止めぬ どころ か、 政府の 方針 

が 彼の 意見と 合致した もので あれば、 進んで 黉 助し、 政府に 利用され て 一種の 御 川 新^と なること を 

寧ろ 希望し さ へ した。 御用 記者の 稱が こ、 に 於いて か 生れた こと は當然 でなければ ならぬ。 

だが 當 時の 政府の 組織 上、 御用の 名のみ かち 得て， 實 が擧ら なかった の は、 樱， 1 にと つて：：？^ のい： 仙で 

あった。 櫻痴も そこに 氣が ついて、 漸進主義 こそ 棄 てなかった が、 やがて 一 種の：：疋々非々主^^に立ち 

歸 つた。 

彼の 政治 思想 はこの 位 にして置くが、 彼が 本來 激烈な 自由主義だった とい ふ 「m.:=:^ は， 明治 卜三ハ やの 

國約 憲法 論に も 十四 年の 開拓 使拂 下問 題の 際の 態度に も 見られる ^ 彼の 漸進主義 は、 一而 聰明と 赏 

に 絡まれた {nI.H 主義者の 一一 ヒ リス チックな 妥協と い へばい へる の だ。 

全盛 得意の 時代 

櫻痴の 全盛時代と いふの が、 明治 八 年から 十四 年までと 見て 可い。 この？ i 彼 は、 數^ 洋行の 新 知識 


として、 文壇の 木鐸と して、 政府 大官 の氣に 入りと して、 有能な 前官 吏たり し 經歷の 持主と して 操 

觚、 政：^ 口、 實業 * 花街 等 社會の 有らゆる 方面に 羽振りよ く 出入し、 いは ゆる 流行 兒 として 大分 得意の 

境界に 入った。 その 得意の 事柄 を 二三 擧げ よう。 

明^ 八 年 六月、 初めて 地方 官會議 が 開かれた 時. 櫻痴は 議長 木戸 公の 希望で 同會議 書記官と なって 

會議の 池 行 を 斡旋した。 會議が 終って から、 櫻痴の 談話と して、 今度の 地方 官會議 は、 議員の 擧 動な 

り發 論な りの 點で 全く 成って ゐ なかった が、 議長 木戸 公と 書記官の 條の おかげで やっと 外面 だけ 會議 

らしい ものに なった 云々 とい ふこと が 傅 はった ので、 關係者が§^:憤慨したが、 然し 櫻 痴の言 は 恐らく 

正直な ところだった らう。 

明 合 九 年に は 益 田 孝， 漉澤榮 一、 成 島 柳 北 等と 共に 東京 會議 所の 議事 役 をつ とめた. - 

十 年 西南の役に は、 伊藤博文の 許可 を 得て 戰地. に 赴き 戰況 通信 を 日々 新聞に 揭 げた。 櫻 痴は參 軍の 

山縣 有^と も 懇意だった ので、 軍團 御用 掛と いふ 名目 を 貰って 山縣の 書記の 役目 を 勤め、 自. a に本營 

に 出入 出来た ので、 戰況も 早く la つ 詳しい もの を 入手 出來 たので、 日々 の 通信が 特に 光って ゐた (報 

知の 犬 養の 通信 は刖の 意味で 極めて 目立った ものだった が、 然し 一 般 の戰況 通信と して はとても 櫻痴 

に は 及ばなかった。) 戰爭の 峠を越し たころ、 櫻 痴は歸 東し， 大阪で 木戸 公に 會 つて 戰 地の 土産話 を 

したと ころ、 木戸が、 それ は 面白い から 京都へ 行って 陛下に もお 話 申し上げて くれと いふので、 櫻痴 
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は 御前 講演の 榮を 荷った。 此の 時、 明治天皇 は 玉 簾 を褐げ て、 親しく 櫻. 1 を 御前に 召し、 戰 場の. ほ を 

二 時間 餘も 傾聽し 給うた とい ふ。 獨り 記者 連中ば かりで ない、 當時 天下 を擧 つて 樱. 1 の 光榮を 羨まぬ 

ものはなかった。 

十 一年 四月 再び 地方 宫會議 が あり、 伊藤博文が 議長で、 櫻 痴が又 書記官 長と なった。 この 時 も 脇 

を 笠に 被て 議員 を 凌 いだと いふ や うな © が 出た。 

十二 年、 下 谷 151： 選出 東京 府會 議員に (nE 選、 更に 福 澤論吉 と 議長 を爭 ひ、 幅 澤に 勝って 議長に 常 選し 

た。 (この 爲 めに 福澤が 憤慨して 議員まで 辭 したと 傳 はるが、 それ は 恐らく， テマであった らう )o 名- 镳 

の隆々 たる 思 ふべ しだ。 府會に 於け る櫻痴 の功鑌 は、 當 時の 會議 日誌に 明らかで ある。 

此の 年初 夏、 米國の 前大統領 グラント 將 軍が 来遊した ので、 樱痴 け^ 澤榮 一 等と 共に 接待 や x::: の 一 

人と して 府民を 代表して 奔走した。 又、 此の 年、 天皇陛下の 上野 公園 行幸 を 願 出て 嘉納され た 時 も， 

櫻痴は 府民總 代と して 最も 奔走した ので、 反對 派から 府 民の 名 を 濫用す との 非難 を ：父 けたり した。 そ 

の 他 此の頃 彼の 關 係して ゐる 事業 は、 東京 商法 會議 所、 橫濱 取引所、 株式取引所、 ； iw.$::、  ly^, 

博愛 社 等々 が ある。 當 時下 谷 茅 町に あった 彼の 家 は 池 端 御殿と 稱 されて、 度々 大 官常 豪 を 招 した も 

の だ、 彼 自身 それに 因んで 池 端の 御前と 呼ばれ、 至る所の 花柳界で 大 もてに もてた。 常時 彼の こと を 

評した 文章に、 「嗚呼 君ャ 文壇 一一 上 レバ 則チ 大元帥 ト稱セ ラレ 花街 一一 遊べ バ則 チ大 通人 ト： t セラ ル況ン 


ャ 進ンデ 勃奏 ノ顯宫 ト伍シ 返ィテ 大家 豪商 ト肩ヲ 並 ブ布衣 ノ光榮 寧 a 君ノ 右一 1 出 ル者ァ ラン ャ」 とい 

. つて 居る の は、 誠に 全盛時代の 櫻痴 をよ く 描いた もの だ。 

社長 兼 主筆の 樓痴の 羽 振の よくなる につれ て、 東京 日々 もよ く賣れ た。 明治 八 九 年に は 七 千 八 千に 

なった が、 十 年に は戰爭 のお かげで 一 萬 を 突破し、 十三 年から 十 s: 年に かけて は 一 萬 二 千に 昇った。 

今日の 何十 萬に 比べて は 可笑しい 位の 數 だが、 當 時の 新聞と して は レコ！ ドだ。 それに 四 頁で 月 七十 

錢、 八 頁で 八十 五錢 とった 上、 編輯 費が 非常に 少なかった ので、 社の 儲 は 大變な もの だ。 それだけ 櫻 

痴の 方へ も餘 潤が 出來 ると いふ ことになるから、 自然 池 端 御殿 も 出來、 池 端 御前 も出來 たわけ だ。 

十四 年 以後の 櫻痴 

明治 十四 年 は、 明治 初期の 歷史 では 十 年に ついで 重大な 歳 だ。 北海道 開拓 使拂下 事件から 政府に ヒ 

ビが 入り、 民間 有志の 反對氣 勢が 大に揚 つた 歳 だ。 

櫻痴 は、 十三 年の 春 頃から、 何 か 政府と しっくり しないと ころがあった らしく  (官報 一件で ベ テン 

をく つたと もい ふ) や. - 御用 記者の 態度 を 改め、 是々 非々 流の 論調で 政府の 遣り口 を 評して 來 たが、 

に 至って 飜 然として 拂下反 對を唱 へ、 民間 有志に 合流して 反 對演說 する までに 豹變 した。 元來櫻 
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痴は沼 守 一 の 友人で * 嘤鳴社 草創の 一人だった から、 此の 社 を きっかけに 民 問と 握手す る こと は容 

易に 出來 たわけ だ。 彼が 民間 運動に 合流す る や、 流石 は 福 地 だとい ふので、 從來 失った 人^ を 大分 恢 

復 した。 殊に 此の 年 八月 新 富 座の 大演說 に 出て、 反 對の大 雄 辯 を 揮って 幾千の 聽 衆に 感激 を與 へて か 

らは、 却て 民 蓮 動の 一 花形と された。 

ところが だ、 そこ へ 動いて 來 たのが、 政府の 魔手 だ。 櫻 痴のィ ン テリ 的 二 ヒ リズ ムと人 さと か 

ら、 又も 32 々と 抱き込まれて、 コ n リと 政府 側へ 鞍替 をし、 民間 有志の 花形が 見る 兑る うちに 元の 御 

用 記者の 先鋒な り總 元締な りに 旌を 塗り かへ、 以前の 味方たり し 民 問 有志の 方 を、 党々 と攻 し 始め 

た。 これに は 皆 も 呆れた。 そこへ、 痴の 敵の 口から、 彼が 先に 民 側に 味方した 如く 兑 せかけ たの 

は、 內幕を 伺 ひに 來 たの だとい ふ さへ も 出て、 彼 はこの ー擧で {1 兀 全に 人氣を 失墜し、 . ^、操^、  ^節 

漢と いふ 恪印を 終生 押される ことにな つた。 賫られ たと 知った 民衆の、 彼に 對 する 愤怒 は^ま じい も 

のであった。 櫻 痴の寶 收費は 十 萬 圓と傳 へられた。 

それ だから 鑌 いて 起った、 王欉 論の 論爭で 彼が 各 新聞の 袋叩きに \ 浮 ひ、 大 に苦戰 したの も 止む を な 

い。 だが 民衆の 憎惡 は當然 だから 別と して、 櫻痴 として 何より 心細く 思った の は、 肝心の 宵^ 社，^ * 

所謂 吏 黨が櫻 痴に對 して 冷淡だった こと だ。 政府が 櫻痴を 助けた といっても、 一致して 彼 を 支持した 

とい ふので はない。 政府 內 でも 長 州 派 は 彼に 善かった が、 薩州派 は 彼が 大嫌 ひだった J だから 歩調が 


揃 はぬ の も 仕方がなかった。 

自由 黨が 出来る、 改進 黨が 出來 る、 何れも 政府への 脅威 だ。 櫻痴も 見て 居られす (一 つ は自衞 上) 

丸 山 作樂、 水 野 寅次郞 等と 相會 つて 立憲 帝政 黨と いふ 御用 政黨を こしら へた， ところが、 折角の 御用 

政黨が 政府から 犬に 迷惑 がられて、 解散 を 望まれる 有様 だ。 政府で は、 超然 主義 だから 政黨の 力で 政 

黨と對 等に 戰ふ 必要な どは考 へない、 とい ふ根據 だった。 

そこへ、 多年 懸案だった 宫 報が 政」 肘の 手で 出た ので、 自稱 官報の 東京 日々 が 大打擊 をう けた。 全く 

十四 年の 賣節 云々 が 境目で、 それ 以後の 櫻痴は 表面的に は 如何で あらう と、 社 會の實 勢から いへば も 

う 下り坂 を迎る 一方だった。 然し 若し 櫻痴が 更生し ようとい ふつ もりなら、 出來 なく はない、 斷然そ 

の 御用 的 態度 をす て&、 自由 改進と 握手 をし、 藩閥 政府 を 敵と して ー戰を 交へ る こと だ。 これが 出來 

れば、 櫻痴 も滿更 すてた もので はない とい ふので、 一部の 味方が ついた かも 知れぬ。 ところが 櫻痴は 

こ- r で 又も 情に 負けて、 伊藤、 山縣、 井上 等に 對 する 多年の 情誼に 殉じ、 甘んじて 新聞社 會 から 葬ら 

れる ま- r になった。 彼が 孤影 蕭 然と 東京 日々 を 關直彥 の 手に 渡して 退いた の は、 明治 二十 年だった。 

劇、 小說、 歷史 
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失意の 櫻痴 は、 文藝に 逃避した。 彼 は 團十郞 と タイアップして 演劇 改良に 於て 可成り な 功緒 を^げ 

たこと は 知る 人が 多い。 演劇の 改良 は 明治 初年 以来の 彼の 素志だった。 彼の 劇 改良の 詳細 は、 5^1^ 氏 

その他の 人々 の 「明治 演 釗史」 に讓 つて こ \ では 述べない が、 『舂日 局 賢 女鑑』 『俠客 春雨 傘』 を 始め、 

傑作が 頗る 多い とい はれて ゐる。 

樱痴は 演劇 改良に 熱中す る 一方 盛に 小說を 書き出した。 彼の 小說 は大體 三種に 別れる が、 一  は 主 

として 幕府 時代に 取材した 歷 史小說 (翻案 も 少し ある)、 第二 は 現代 物の 世話 小說、 第三 は 政治 小ァダ S 

刺小說 だ。 そのうち 歷史 小說は 多く やまと (又は 日出 國) 新聞に 掲載され、 政治 小說 諷刺 小 說はボ 々小 

日々 新聞に い- - ものが 揭載 された。 第二の ものに は 見る に 足る 程い-. - ものがない が、 藤史 小^に： す 

る もので は、 『天竺 德兵 衛』、 『岡 村 掃 部』、 『水 野 閣老』 • 『鳥居 甲斐』、 f 車 善 七』、 『山 縣大 l^r 『小幡 

山』 などが 有名で あ. os、 小說 として は 概して 淡泊 平凡す ぎる 趣向 だが、 史實が 正確に つかんで あり、 

事 を 叙す る 間に 何ともい へない 妙味が あるので、 讀者を 倦まし めない。 晩年に は 折 柄勃發 した n ヤぉ戰 

爭當 時の 軍國氣 分に 應 すべく、  二十 年 苦心して 蒐集した 秘材を 傾けて 『元寇 物語』 及び 『鎮. S 對 外談」 

の 雄篇 を 『やまと 新聞』 に發 表した 。これ は櫻痴 一代の 傑作と いふべ く、 兩篇 とも 稻： 時^なる 鍋. 内 

武士が その 子 時 良 へ の 昔語り の體 となって ゐ るが、 時々 意見 を 挾んで 幾分 政治 小 說的氣 味も兑 え る。 

物語 は 時義の 祖父の 時代、 元寇に 力 をつ くした ことに 始まり、 時義 がその 復饕と 日本海 外發展 のた め 


倭寇の 張 本と して 大 活躍 をす る ことになるの だが， 惜し いかな、 『鎭 四對 外談』 は 完結し. なかった。 こ 

れは餘 り 人の 讀 まぬ 作らし いが- 然し 櫻痴の 小說を 云々 する 人々 は 是非とも 一. 讀 すべき もの だ。 (こ 

こで 一 寸 やまと 〔日出 國〕 新聞 ふ 櫻 痴の關 係 をい ふと、 彼が やま， V 新聞へ 小說を 書き出し たの は 一 一十 

四 五 年が 最初 だが、 その後 次第に 關 係が 濃くな り、 松 下 軍 治が 社長になる に 及んで、 更に 師弟の 關係 

から 入社 を 懇請され た * だが 彼 は 終に 入社 はしなかった が、 顧問 格で 社外から 援助した。 三十 三年 か 

ら三 十七 年 迄 は 最も 密接な 關 係であった)。 

第三、 卽ち 政治 小說、 諷刺 小 說に屬 すべき ものに は、 處女作 『もしゃ 草紙』 以後 無 數に澤 山 あるが、 

その 中で 『煨 芋の 烟』、 『外國 巡 禮』、 『仙 居の 夢 r 『都 見物』、 『嘘八百』、 『田舍 めぐり』、 『秘密 機關』 

(大 策士)、 『女 浪人』、 『人生 X 光線』 など を 代表作と する。 これ 等 は 見様に よって は 樓痴の 對社會 態 

度の 特色 を 大に發 揮した ものと いふべ く， 自嘲、 皮肉、 冷罵、 諷刺、 交 も 交 も 至る 賑やかな もので、 

櫻痴に 背負 投げ を 食 はした 政府、 吏黨、 プル ジョァ 達 は、 こ&で 何れも 思 ひきり ひどい めに 會 つて ゐ 

る。 よく 心得て 讀 むと、 こんな 面白い ものがない と 思 はれる 程 面白い もの だ。 

櫻 痴は晚 年 本式に 幕末 史， 卽ち德 川慶喜 公の 傳記を 修める つもりで、 もう 腹案が 定まって， 前々 記 

として 德川歷 世の 略史、 官制 法度の こと、 前記と して 外交の 變遷、 水戶 事情な ど 大部分 脫 稿し、 慶喜 

の 傳記も 一部分 出来 上った が、 だが 遂に 完成に 及ばす して^した。 遣 稿 『德 川史』 として やまとに 出 
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てゐる ものが その 形見 だが、 これ は 知らぬ 人が 多い。 刖にぞ の 部分的 書きと もい ふべき 『^w^ 亡 

論』、 『幕末 政治家』、 『高 島 秋 帆』 等が 遣され てゐ るが、 これ 等 は 何れも 好 史論 好 傅 記で、 ィ名 でも あ 

り、 jnHlg 三讀に 値する。 『懷 往事 談』 は 一種の 自傳 だが、 これ 叉 頗る 面白く 且つの 有益な もの だ 

逸話の 持主 

櫻痴は 多方面な 活動家 交際家だった ので、 夥 だしい 逸話の 持主だった。 それ を 一通り 维 めたら それ 

だけで 『櫻痴 居士 逸話 集』 がー 册も ニ册 も出來 やうが、 こ k では そんな 暢氣な 露 似 もして ゐられ ぬの 

で、 種の ぃ& 面白さう なの を少々 紹介す る。 

櫻痴 はよ く 遊んだ、 維新 前 は 勿論 維新 以後 も實 によく 遊んだ もの だ J 維新 前 は 二 n も 三パも i5 つ.^ 

け するとい ふ 徹底ぶ りだつた が、 維新 後 は 流石に 多少 控へ 目に して ゐた とはいへ、 m 日 待べ" 入り や 

廓 遊び をせ ぬ 曰はなかった。 そんなに 遊んで ゐて よく 新聞記者 など 出來 たと 誰し も 思 ふだら うが 然 

しいくら 遊んでも 自分の 書く もの はきつ と 書いた。 毎日 一時 近く  n 報 社に 出る、 編 科の ぼ 〈屮 でさつ さ 

つと 二分 犬の 細字で W 五 枚の 社說を 書いて しま ふと、 大聲 でさ ァ もお 仕舞と いふ、 さう して さっさと 

新 慮な り、 吉原 なりへ 馳 けさせた。 その 仕來 りが 永い こと 判で 押した やうであった とい ふ j  ^痴は 新 


蘭 記-. c 中 第一 の 遊び 手で もあった が、 又 新聞記者 中 第一 の 勉強家で もあった、 記者で 一年 三百 六十 五 

日 社說を 書き 通す 人が、 櫻痴の 外になかった からだ。 

それで は * そんなに 遊び 好きな 樓痴 が、 酒 も相當 いけたら うと 思 ふだら うが、 さう 思ったら 大違ひ 

で、 カラ キシの 下戸、 (少年 時代 大酒 をして 病氣 してから 下戶 になった もの だと もい ふ)、 藝妓を よん 

でも 酒 は用ゐ す、 大福餅と 燒芋を か はせ る ことが 多かった" 

遊び 振り も 一風 變っ たもので、 多勢 藝妓 ゃ霄 間な ど を よんで 置きながら、 三味線 は 決して ひかせな 

い、 素咄 ばかり、 氣が 向かぬ と、 懷 中して ゐた 外字 新聞 を 出して 何時間で も默々 とよみ ふける とい ふ 

風であった。 

維新 後 はさう でもない が、 維新 前に はよ く 遊ぶ 金に つまった" それで 茶屋 小屋に 借金が 澤山 出来た 

が、 然し 決して 先方に ィャ な顏を させた ことがなかった。 それ は 櫻痴は 金の ない 時 は、 茶屋の 雜用を 

氣輕に 手つ だ ふとい ふやう に 敏捷に 立 廻った からだと。 

非常な 早口で、 別に 相手の 機嫌 をと る やうな 様子 もなかつ たが、 妙に 女 をロ說 くの が 上手だった。 

吉 原で 盛に 遊んだ 頃關 係した 女 は 百 を 以て 數 へる .0 中で も 佐 野槌、 金 瓶大黑 のニ樓 では 花魁の 新造で 

彼の 手の つかぬ のが 一人 もなかった。 又 藝妓ゃ 茶屋の 女中に 手當り 放題い ふこと をき かせる 腕 は、 眞 

-似 手の ない ものだった。 先頃 死んだ 信 世 氏 は、 仲 町藝妓 おはん の 腹に 出来た もの だとの こと だ。 
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櫻痴が 全盛時代、 吉 原の 大門に 「春 夢 正 濃 滿街櫻 花」 「秋 信 先 通 兩行燈 影」 と 書いて やった こと は^ 

名な 話 だが、 それ を 書いて 屆 けてから 會 所へ 揮毫 代 を 請求した。 會 所では 一照 イクラと 吹つ かけて 來 

る だら うと 內々 待って ゐ たので、 早速 開封して みると、 驚く 勿れ 二 千關！ とあった。 これに は 人 を^ 

つた 吉 原の 會 所の 連中 も、 開いた 口が ふさがらなかった" 

櫻痴の 全盛時代に 相應 はしい 話が 一 つ ある。 芳 町の 藝妓奴 (川上 貞 奴の 前代の 奴) が氣に 入り、 W 成 

り 金を使った 揚句、 落藉 させて 妾宅 を 構へ、 赘澤の 限り をつ くさせた。 だが 問 もな く 奴が 肺-おに なつ 

て 死んだ ので、 櫻痴の 落膽は 大變な ものだった。 この 奴が 病氣 のころ 妙な- S で 金時計の 蓋 を 。ハチンと 

あける あの 音 を 好んだ ので、 櫻痴は 東京 中の 時計屋から 金時計 を かひ 集めさせ 時の こと だから ィ 

クラ もなかつ たの だら うが)、 奴の 枕元で バチン バチンと やって きかした。 あまり 度々 パ チン バチン 

やる ので、 暫時す ると パネが きかなくなる、 すると それ を やめて 別の 時計 を バチン バチンと いはせ る 

といった 風、 奴の 死んだ 時、 金時計の パネの こ はれた のが 二十 幾つ 枕元に ならんで ゐ たとい ふ。 

もう 一 つ 全盛 を 語る 話。 櫻痴の 第一 の 道樂は 美服 をつ ける ことだった、 だから 柳梳 のお 阅 とい ふ藝 

妓 から 「衣紋 竹 野郎」 など K 罵られたり した もの だ。 櫻. 1 が 歌舞伎 座の 失敗から 池 端 御殿 を 立^く 時、 

古着 屋を 呼んで 衣類 を寶 つたが、 その 時 小紋 縮緬の 三枚 重ね だけで 十八 組あった ので、 一軒の さお！^ 

では 買 ひきれ す、 仲間 を 呼び集めて やっと 買った とい ふ。 


福 地の 愛讀書 は、 英書で は ギボンの 『nl マ 衰亡 史』、 マカウ レ I の 著書、 漢書で は 五代 史. 日本で 

は 平家物語が 大好きだった。 

殊に、 此の 平家物語 は、 た^ょむ だけでなく 琵琶に ひくまでに 凝って、 原 口春 之 市と いふ 盲人 を師 

匠に して 勉強した (此の 盲人 は 柳 北の いふと ころの 原 口 喜 運で あらう )o 然し 講！ t の 割に は 上達し なか 

つたので、 櫻痴が ドレ 一曲 をお 聞せ しょうと いひ 出す と、 大抵な 長居の 客で も 逃げ出し たとい ふ。 

口の わる いのは 彼の 一生の 癖で、 死ぬ 間際まで なほらなかった。 

樓痴の 持って ゐる 印のう ちに 「老 書生」 とい ふの が ある、 叉 門人に 自ら 老 書生 を もって 任じて 居る 

旨 を懇々 と說 き、 人 は 死ぬ まで 修業すべき もの だと 敎 へたと いふ。 若い 頃は老 書生で ゐる どころ では 

なかった の だから、 これ は 彼の 晩年の 心がけで あらう。 然し 彼は老 書生た るべき に は 世. jv 俗智が 多す 

ぎた から、 して さう 思って ゐても • 老 書生で は 通せなかった らう。 彼が 池 端 退轉の 後、 巷に ゐた 

ころで も、 書生 や 家人 をして 御前と よばし めて ゐ たとい ふ。 その 點 から 見ても なかなか 老 書生で 終始 

出来る 人間ではなかった らしい。 然し 殊勝な 心がけで はあった。 

晚年又 何 か 心に 期す ると ころがあった らしく、 今に 見て て くれと か 何とか 人に いって ゐ たとい ふ 

が、 これが 政治 上の 活躍 を 意味した とせば、 時勢と 自己 を 知らざる 謀叛 氣の甚 しい もの だ、 三十 七 年 

に 色氣を 出して 東京 巿 選出の 代議士に なった が •  ^にこれ とい ふこと も 仕出さす に殁 した。 、 

樱痴 居士す け つ ちんぐ  二. 九 一 
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.sf  士 になった 痴は * 大成 會 あたりの 連中 を 動かして 何 か 面白い 仕 _ ^を 企てようと いふ g が あつ 

たらしい が、 然し 政治 活動で は. 彼の やうに 執着 力の ない 人間に 大成 は 望めない。 且つ 彼 はい は ゆる 

政治 上の 札附 人物と されて ゐ たから * 本氣に 彼と 行動 を 伴に する ものが 多くなかった らう。 此の 點で 

櫻 節 は失改 せる ミラ ボ ー とい ふ 感じが ある。 ミ ラボ ー の. IV 能 は 何人も 認めた が、 その 行動に：^ がな か 

つたので、 フランス 革命の 際 大業 を 成し 損なった。 徵 痴はミ ラボ I 程の 大野 心はなかった らうが 卞能 

の點 では ミラ ボ ー 的 だ。 然し 半生の 行動に 信の 一字 を缺 いて ゐ たので (外から 2- ての 話し だが)、 晚年 

胸中に 如何なる 經綸 があった にしても， 實現 は出來 なかった" 

外の こと は 鬼 も かくと してた ^ 『幕末 史』 の 完成し なかった の は吳々 も 惜しい と 思 ふ J 

撋舉こ 臨ん ご、 瀆者 諸氏に お 願 ひする、 こ、 で 何う かもう 一度 「わが 樱 痴觀」 のと ころ を". 讽 

ていた^きたい、 成る 程と いふと ころがい さ、 か は あらう からだ。 

(昭和 十 年 二月、 傳記 ニノ ニ號) 


逍遙 先生 神髓 

一 自傳的 文章 

逍遙 先生の 自傳的 文章 は 可成り 多い、 むしろ 豐 富と いふ 感じさへ ある。 I 逍遙 選集』 の 第 十二 卷約ー 

千 頁 は 殆んど 全篇 自傳的 文字と いっても よい 上に、 隨<1 集た る 『柿の Ski にも、 更に 雜誌藝 術 殿へ 寄稿 

中の 雜箪 中に も 散見して ゐ るから、 分量 的に は 可成り 澤山 ある。 さう して その 豐 富な 肖傳的 文章の 約 

三分の 二 は、 大學 卒業まで、 乃至 文壇に 出る までの 追憶で ある。 逍遙 先生 を 眞に識 るに は此 等が 第 一 

の 資料と なって 來る わけ だが、 これ を 絕對に 正しい ものと して、 これの みに 依る こと は、 無理 だ。 何 

んな 人で も 時日 事件の 記憶 違 ひ、 忘失な ど- r いふ ことがあ るし、 又 自傳に は 感情的 Affectation が- 

何等かの 形で 加味され がちの もの だ。 だから 逍遙 先生の 自傳的 文章 を讀 むに も、 多少の 研究と 注意 を- 

要する。 殊に 注意 を 要する の は、 先生が 自身， のこと を 語る 場合、 よく 自嘲 的 態度な りロ氣 なり を 示し 

てゐる こと だ。 よく 自身の こと を、 何の 才能 もない、 まるで 何 一 つ 成就す る 力 や 意志 もない、 ひどい 

なまけ 者で も あるかの やうに 話されたり、 書いたり して ゐる。 これ は 先生が、 自身の 種々 な リミテ 
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1 ショ ン ゃ缺點 のこと をよ く 知って ゐられ るから、 それ を や- - 感情的に 誇張して. BIi$:--n 嘲され るの だ 

が， 先生と して は眞實 さう と 信じて ゐられ たもので あらう。 然し 讀者 たる 我々 が、 正^に その 通り受 

取ったら、 それ は 大きな 間違 ひで、 此の 卑下、 謙！ f の點 では 十分 用心して、 逆に 割引して つな けれ 

ばなら ぬ。 研究 を 要する 點 について は、 本文 を讀 むに つれて 出て 來る であらう。 

二 先生の 偉 さ 

一一 一一 一 "でい つたら、 逍遙 先生の 偉 さが 何處 にある か。 これに 對 する 解 釋は、 先. 逝去^ 後の 新^紙に 

諸家の 談話と していろ いろ 提出され てゐ る。 根本的に 異 つた 見方 もない らしい が、 さう かとい つて . 

から 十まで 一致して ゐ るので もない。 いは ゆる 群盲 象を模 すと いふので、 校す る 象が あまり 大き 過 

ぎる と、 何う も かう いふ ことにな り 勝ち だ。 といって， これ を 評する 人々 の 一一 n が 悉く つて ゐ ると 

いふので はない。 恐らく 自家の 印象の 關 する 限りで は 正しい ので あらう が、 の 印象 だけで 先^の 

業鑌を 概括され す、 それで 種々 少異を 生す る。 恐らく 此等 一 切の 評言 を 合したら、 近遙 先生の 明：！ r 

大正、 昭和 三代に i る 大きな 足跡と いふ ものが、 初めて sf^x とする ので あらう。 

その 肓 群の 一人と して、 私 は、 逍遙 先生の 偉 さとい ふこと を かう 考 へて ゐる。 


卽ち、 獨自の 立場から 日本 文學の 革新に つとめ、 この 革新 事業に 理論と 方向 を與 へた こと、 これが 

第一 に 偉い 點、 それから 第二に、 更に 偉い 點 はとい ふと、 こ S 革新 事業 を高唱 した 責任 を 一身に 荷つ 

て 回避せ す、 この 大事 業の 進歩に 身 を 以て 當り、 この 大事 業の 進歩 を 持 綾す るた めの 勢力 を 養って、 

數十 年間 少しも 撓 ます、 遂に 日本 文擧 をして 世界的な レヴ H ルまで 引上げる ことに 成功した こと、 こ 

れ だと 思 ふ。 一言で いふと、 文擧 革新 事業に 身 を 以て 當り、 その 責任 を 避けす、 遂に 成功した とい ふ 

點 だ.^  - 

勿論 此の 文擧 革新の 事業 は、 文學^ 的に 見れば、 單 一な 個人の. 意志に 萠芽した もので はなく， 明治 

社會 の大變 動に 基く 波動 的 運動の 一 と 見るべき であるが、 然し 人間 社會の 運動 は、 自然界の 蓮 動の や 

うに 物理的 原因で だけ 動く ので はない、 偉大な 個人の 意志、 乃至 幾多の 意志の 合 集 力が 推進機 發 動機 

の 役 をつ とめる。 だから、 文擧 革新と いふ 運動 を 動かした の も、 幾つかの 意志の 力で あつたに 違 ひな 

いとしても、 逍遙 先生の それ は、 全く 壓他 的に 偉大な 役割 をした、 だから 後世から いふと、 此の 運動 

が 全く 先生 獨 力で 起った ものと 見られても， 止む を 得ない 次第 だ。 

思 ふに 先生が 大擧を 出られた 時 は、 確かに 文擧 革新の 機運が 動いて ゐた" こ， れは 今日 文獻 的に も 明 

白に 立證 出来る。 だから 此の 機運まで も 先生が 造った ものと する に は 無理で あらう。 いは^ 先生が 出 

られ たのが、 この 機 蓮に 乘 じたと いへ る。 然し 先生が 出られて. 此の 機運に はっきりした 方向 を 指示 
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した こと も事寶 だ。 いはぐ 先生 は * 此の 機運に 乘 じて 出られて、 此の 機運 を 指揮され たわけ だ。 先生 

の 指揮で、 それまで 迷ひ氣 味の 明治 新 文 學が、 |9^^角ゴールをめざして迷はすに進むとぃふことにな 

つた。 先生 は、 なほ 此の 進歩 を確實 にす るた めに， 文 藝敎育 を 企て、 文舉 革新の 仕！^ を 徹底せ しめる 

こと を 努められた。 事實 又、 先生の 敎育 事業の 普及と 共に、 文擧 革新の 結 架が 完成した の だ。 此の^ 

業に 責任 を もつ 意味で、 先生 はいつ もこの 革新 事業、 敎育 事業の 先頭に 立 たれた。 このために 乂、 斷 

す 自分 を敎 養し， 自ら を 鞭撻して、 自己の 缺點 のた めから 此の ^業の 進歩に 支障 を 米さぬ やうに ％ め 

られた J 

. この 意味で、 早稻田 文科の 坪內 でも あつたが、 より 多く， 坪內の 早稻田 文科で あつたの は 常然だ 

早大 文科と いふ もの は、 いは^ 坪 内の 私塾の 逍遙 塾であった。 さう して 此の 迸遙 塾の^ 生が、 明ュ、 

大正、 昭和 三代の 文壇に 對 して 如何なる 役割 を 演じて 來 たかを 考 へる とき、 先生の 文舉 革新 _ ^まの^ 

功 を 思 はざる を 得ない。 

明治 以後の 文 學を歷 史的に 研究す る こと は、 今日 可成り 盛で あり、 今後 も 種々 な 立場から 盛んにな 

される であらう。 然し 日本 文擧が 今後 益々 進歩 を繽 ける とし、 それが 如何なる 程度の 高さに 述す るに 

せよ、 明治 以後の 文學を 明治 以前の 文 擧と對 比する 時、 文學觀 の點、 テク-一 ク の點、 文^の 點、 その 

他 幾多の 點で、 前者が 總體 的に 進歩して ゐる こと は、 何人も 認めざる を 得ぬ であらう。 明治 文 ゆ は、 


曰 木文壤 史上、 殊に 顯 著な 飛躍的 發展を 遂げた 一 段階た る は、 如何なる 史家 も 否定され まい。 果して 

然り とせば、 前後 幾 十 年の 永い 間、 か- -る 進歩的 文擧 運動の 中心と なって ゐた 一 つの 偉大な 靈魂 (む 

しろ 緊張した 魂) は、 いついつまでも 史家から、 作家から、 文學 愛好者から， 一般 文化人から、 いな 

露 人から、 つねに 敬虔の 念 を もって 記憶され て 行く に 値せぬ であらう か。 

古 哲ヒボ クラ テ ス の 言と して 傳 はる ars longa,  vita  brevis はよ く 引かれる 句 だが、 今邀籩 先生の 

生涯 を考 へる と、 更に 「藝 術ハ 長シ、 生命 ハ コレト 共 一一 長シ」 とい ひたい。 

三 シ ェ，. 'タス ビヤ か レッシング か 

一 つの 疑問が ある。 

逍遙 先生の こと をい へば、 すぐ 對 句の やうに シ ヱ I タス ビヤの 名が もち 出される。 それ は、 先生と 

シヱ ！クス ピャと は 永い 馴染みで あり、 飜譯 もし、 講義 もし、 作劇の 手本に もし、 遂に は 全集の 飜譯. 

とまでな つた。 だから 此の 聯想 は 決して 無理と はいへ ない。 だが よく 考 へて みて 此の 對比は 架して 何 

う. であらう か。 あれ 程までに 愛好され たとい ふ點 からい へば、 先生と シ ヱ， 'タス ピャと 心的 境遇に 相 

似た ものが 必 やあった に 違 ひない。 だが その 一生の 事業の 性質な り、 人間的 性格な りから いって、 逍 
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遙 先生と シ H 1 'クス ビヤと は 可成り な 相異が あり はせ ぬか。 生涯の 事業の 性質が 遠 ふこと は、 これ は 

マ して 分かる" 先生の は 主として 演劇 改革 運動で あり、 シ -  I タス ピャの は而. G い 戯^ S 创作、 M 

出と いふので、 仕事の 式 は 同じで も、 主眼な り 精神な りが 違 ふ。 シヱ ー クス ピャが 現.；^ を：：： がけて ゐ 

るに 對し、 先生 はいつ も 將來と 云 ふ 方 を 主眼と して ゐる。 さう して、 シヱ I 'クス ビヤの 一?!=-^ は (此の 

ー點 では 先生より 偉大 かも 知れぬ が) この ー點に 止まる に對 し、 先生の は、 劇 以外 s^g 々な 方面に 及 

んでゐ る。 人格から いっても、 シヱ I タス ピャ は 詩人 兼 俳優 兼 マネ ジャ I とい ふので， 人と して 異 

常に 高い 天分 を もって ゐ たが、 同時に 觀 衆に 媚びる とか、 パトロンに 世辭 をつ かふと か、 金もうけに 

ホ クホク すると かいふ 卑俗な ところ も ある。 そこ は 同じ 詩人で も ミルトン などぶ-遠 ふ >  況ん や^ を 

もって 1 代の 師表と 仰がれる など は、 考 へても 見られぬ こと だ。 だから 近遙 先生に、 シ T:I クス ビヤ 

を擬 する の は、 私 はいろ いろな 點で躊 躍す るつ 世界 文舉 史上で 強て 先生の 立場な り^ 業な りに 似た も 

の を 有する 人 を 求める と、 レッシングの 方が 却て 似て はしない か。 ドイツ 文 ゆの^ 礎 を，： 几め た 點、 新 

文 藤 觀を宣 明した 點、 演劇 改良に 努力した 點， ン H 1- タス ピャ を 味 請した 點、 舉德で 尊敬され た點、 

シヱ ー クス ピャよりも レ ッ シ ンゲ の 方に 似た ところが 多い つ 私 は 別に 先生 を：：： 本の レ ッ シ ング だな ど 

とい ふので はない (先生 はかう いふ 對比 がきら ひであった)、 た^ シュ ー タス ビヤよりも * より 冬く 似 

たと ころが あるので はない か、 とい ふに 止まる。 


これ は 私に も 疑問 だから、 疑問と して 提出して 置かう" 

四 遺傳と 環境 

いささか 議論が ましい 筆 を 弄した が.' 先生の 骨 未だ 冷やか ならざる 今日 だ、 纏った 批判な ども 出來 

はしない。 又、 後生の 禮 としても 今暫 らく 差控 へるべき であらう。 だから 以下 * 先生の 生涯の 輪廓 を 

スケッチ する ことによって、 先生の 大きな 足跡の 記憶 を 幾らかで も 新に したい。 紙 數の關 係 上 * 古い 

時代に 比較的 詳しく、 新しい 時代 を 棘に する の は、 蓋し 止む を 得ない ところ だ。 . 

先生 は 今年の 五月 一 一十 二日で 七十 七の 賀 齢に なられる 箸だった とい ふ" 七十 七の 年月と い へば、 時 

間 的に も相當 長いに 違 ひない が、 先生の 場合に は、 實 際よりも もっとも つと 長い やうな 氣 がする、 先 

生の 七十 七 年が、 まるで 百年に も 百 五十 年に も相當 する やうな 氣 がする。 それ は 一 に 先生の 生涯が、 

內容 的に 眞に充 寳 して ゐて、 一 身で 三代の 文運の 中心に なるとい つた 關 係から 生す る 印象 だら う。 

先生の 生れた の は、 安政 六 年 五月 二十 二日。、 li^ 張 藩士 だが、 生れた 土地 は 美 濃 加 茂 郡 太 田 村 (今 は 

町に なって ゐ ると いふ) で、 そこにあった 尾 張 藩の 代官 所の 次 役 (調 役) 坪 內平之 進 (初め 平 右衛門) 

信 之の 三男と して 生れた の だ。 雄藏 とい ふの は、 後に 改めた ので、 初めは 勇藏 といった。 大擧 時代 も 
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初め 頃 は與藏 となって， ゐる。 名 乘りを 信 賢と いったと は 先生の 直話 だ。 名 古 1^: 藩士 坪內 

それが 後年の 明治 新文學 の 開祖 逍遙 先生で あらう と は！ 

坪 內〔€ は徒士 格と いふの だから、 いは^ 小身， 輕格 だ。 だが、 それが だよ かった ので、 ふ 右し 坏. S: 

家が 大身 重役の 武家 だったら， 他日の 逍遙 先生が 生れなかった かも 知れない、 武家も格が^^.*くなれば 

なる 稃 封建的 慣習に 縛られて、 時代の 文藝的 {4! 氣と 接する 自. S が 少なくなる からだ。 

逍遙 先生 はよ く 自身に ついて、 何の 天分 もなかつ たやうな 語 葉 をい はれて 居る し、 叉 努力 Si 進 

によって 大成され た點， 3 見える 方で あるが、 然し 藝術的 天分 を 確かに その 血液 屮 にもって. e.: れ たもの 

に 違 ひない。 さう いふ 藝術的 天分の 遣傳 も、 主として は 母、 矢 野 氏 ミチ 女の 方から 授っ たものと 推さ 

れる. - 矢 野 氏の 血族に は 風流に 遊び、 藝術， を 好む 士が 多かった。 

此の 母 氏が 先生に 稗 史小說 と 演劇の 面白味 を敎 へた。 

母 氏. と 同時に、 先生に 藝術的 趣味 を 鼓吹した 人と して 記憶し なくて はならぬ の は， li^ 二の 兄 郞 

(後に 義衞 とい ふ、 士行 氏の 父君) とい ふ 人だソ 

それから 先生 自身. 自 .1^ の藝術 上の 「心の 故鄉」 といって ゐられ るの は、 eH: 木屋 大惣 である。 ^生 

はこ k で德川 時代の 稗 史小說 (馬 琴 中心) を 博く I 讚んで， 無意識的に 文舉的 修業 をして ゐた" 

かう して、 先生に 傳 はった 藝術的 血液が、 適當な 環境に あってもう 立派な 一 っの純な^|_-、術愛：&心を 


形造って ゐた〕 先生の 一 生の 事業 は、 此の 心が 種々 な 刺戟に あ ひ、 機會 にあって， 發 展し變 形して 行 

-っ たものと 思へば 間違 ひ はない。 \ 

先生 は、 自ら 年より .1 手だった とい はれる が、 それ は 一般的な 社會 事象に 對 する 知識な り經驗 なり 

の 上の ことで、 藝術 乃至 文藝 とい ふ點 からい へば、 年より は遙 かに ませて ゐ たと 思 ふ。 大惣の 貸本に 

夢中で 讀み 耽った 十五 六の 頃、 すでに 「小說 の 分類」 とい ふやうな こと を. 頭に 考へ 浮べたり して ゐ 

た 程 だ。  . 

五 敎 育 —— 上 京 

先生の 表面的な 敎育 は、 最初 は 家庭で、 次に は 寺小屋 (名 古屋 時代)、 それから 白水 擧 校と いふ 漢學 

塾、 それから 縣立 英語 擧 校と いふ 順序になる。 英 ITl 擧 校へ 入った の は、 東京 大學 (初め 開 成 所) に 入 

學 する 爲 めで あり、 これ は當時 東京で 役人 をして ゐた 長兄 鐵馬 (後に 信 益). の 意見に よる もので あつ 

たらし， い。 此の 英語 擧 校で. 先生 は 初めて 西洋 文舉を 知り、 シェ ー タス ビヤ を 知り、 H  E1 キユ I シ ヨン 

を敎 へこまれた。 さう して 西洋 敎師 が敎 へて くれる 芝居が、^ の レシ テ ー ショ ンに與 味を覺 えたと い 

ふ。 これ 叉、 先生の 魂の 發展上 注意すべき 一項 だ。 
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先生の 上京 は 明治 九 年 八月 二十 二日、 w 曰 市から 千年 丸と いふのへ 乘船、 途中 御"： i 岬と 相 校 灘でニ 

度 難船し、 八月 二十 六日 東京に 着いた。 宰顧 役の 加 藤 高 明の 外、 同行した 少年 八 人、 八 代 六郞- 野呂 

(濺 松) 景義， 鈴 木 某、 小 出 某、 位 久間正 一 、 阿部 1 1 郞、 鳥 ig サ r その他 一名 (失名〕 で、 一 行新梳 

で 別盃 を 酌み、 そこから 思 ひ 思 ひの 志望の 方に 向った。 この 時 * 先生 は 坐 興に 此の 八 人 を 八 犬 何に 擬 

し、 假に 義兄弟と なった つもりで、 後 十 年 を 期して/ に再會 して、 各 その 功名 乎抦を 一語り 八：： はう と 

一一 一一 口った ので、 一 同大に 興に 入った とい ふ。 

出世作 『當世 書生 氣質』 の 初 案 は、 『遊學 八 少年』 とい ふの だが、 それ は 此の 時の 八 少年に 發端 する 

害だった。 

六 開 成學校 —1 1 東京 大學、 大學 生活 一 斑 

明治 九 年 九月 開成擧 校入學 ( 一 ッ 橋)、 卜 年 東京 大學と 改稱。 先生は文舉部舉生として政ュ^^を^^修 

した。 文學 部と いっても、 今日の 如く 純 文 舉を奪 門に 敎投 したので はない、 所謂 武に對 する 文で. お 

だ範 圍が廣 く、 (第一 科) は 史學、 政治、 理肘學 (經濟 )、 哲舉の 三 科 を 奪！： とし、 (^二 科) は 和^. vsf^>' 


科で あつたが、 何れも 古い 和漢の 文擧 だけで、 新しい もの はない. - だから 大擧の 組織 上 純文學 だけ を 

やる とい ふわけ に は 行かなかった から、 政治な ど を 選んだ。 先生 は實 は， 化擧が 面白さう だから 化擧 

を やらう としたが、 史擧に 氣が變 り、 哲學に 行かう としたが、 フェノロサの 雄 辯に 閉口して、 つ ひ 政 

治學に 向った の だとい ふ。 旣に 先生の 本心が そこになかった 以上、 先生が 身 を 入れて さう いふ 學科を 

勉強し なかった の も 無理がない.' 

學 科に 身 を 入れぬ 割に、 小 說熱文 學熱は 依然として 强 かった。 上京 前、 すでに 馬 琴に 會 つた 夢を見 

たとい ふが、 上京 後 も、 小說家 志願の 氣を 起し * 當時 名聲を 得て ゐた 假名 垣魯 文の 弟子に ならう とし 

たりした。 然し 弟子に は 到頭なら なかった が、 馬 琴 等の 稗 史小說 に 耽り、 魯文珍 報， 圑々 珍聞 等の 戯 

文雜誌 を愛讀 し、 芝居に 赴き、 寄席に 出入す る、 それが 嵩 じて は、 眞田大 助の 弟 を 主人公に した 歷史 

小說を 書いて みたり、 『八 笑 人』 風の 紀行文に 名 を 揚げたり した もの だ。 西洋 小說も 十一 年頃から そろ 

そろ 味 ひ 出した とい ふ (高 田 半峯が 先生 株だった)。 その 紀念 として 今日 『春風 情話』 (十三 年刊)、 『春 

窓綺 話』 (十七 年，) などの 飜譯 文學を 止めて ゐる。 

同窓の 親友 赤 井 雄 氏と 筆 寫の回 覽雜誌 をつ くったり した" 此の 赤 并氏は 開成學 校から 大學 にかけ て 

第一 の 親友で あつたと いふ、 私 は 度々 先生から さう 伺って ゐるリ , 

先生 は當時 俳優に は 九 代 目 圑十郞 が最展 で、 敎科 書の 『文章 軌範』 や 『源氏物語』 の下讀 みに、 彼 
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の聲色 を川ゐ た。 

當時， 信夫恕 S が漢 舉を敎 へ、 『文章 S 範』 の 講義で は 天下一品と いはれ たが、 その 又 朗い说 法が とて 

もよ か £^ とい ふ、 先生 は 信 夫 氏の 物眞 似で は 級 中 第一で、 よく 大聲に まねて を 笑 はした もの だ。 

祌保 町の 天 缝維屋 「松 月」 に 友人と 一週 ゆに 二三 度 も 行って は * こ」 を 溜りに 憲法 論 ゃ货^ 論 や 小 

呛 。 論 を 交して い、 氣 になって ゐる うち、 大擧の 副 總理濱 尾 新に 呼びつ けられて ひどく 叱られた の も、 

此の頃 だ。 

「稚氣 と 暢氣と 無 主義」 で 始終した とも， 極樂 トンボ、 風 吹 がらすと も、 G 分で， n 身 を.^ して ゐる 

が、 幾分 さう いふと ころもあった であらう。 然し 自己の 天職た る文藝 への 精進 は、 必す しもお つて ゐ 

なかった らしい。 

七 『小說 神髓』 の 結成 

だが、 大學 時代の 活動 中 最も 重大な 結晃を 生んだ の は、 『小說 祌髓』 の 結成 だ。 さう して これが シ- 

I 'タス ビヤと 大關係 を もって ゐる。 

元來 先生 は、 大 寧に 人る 以前. 立派な 江 戶文學 通で あり、 從 つて 火舉に 入って. 曲洋 文^に 親 ひに つ 


れて、 先生の 頭腦 中に 東西 文學の 比較が 自然に 出來、 兩 者の 相 異、 西洋 文學の 進歩と いふ ことが 感じ 

られ たに 違 ひない。 だから 他日 必す この 點 に基づいて 一書 を 著さう とい ふ氣持 は、 あつたに 遠 ひない 

0 だ。 然るに その 氣持 を如實 にす る 機會が 意外に 早く 來た。 そこに シ ェ I タス ピャとの 因緣が ある。 

明治 十三 年 九月から 十四 年 七月に 至る 大擧 第三 年生の 時 だ。 英文 學敎 授ホ I トン はシ ェ 1 クス ビヤ 

の 『ハム レット』 その他 を 講じた が、 學 期試驗 に、 「王妃 ガ I トル ー ド」 の 性格 解剖 を 問題に 出され 

た。 先生 は 前に もい ふやう に， 西洋 小 說には 多少 親しんで ゐ たが、 かう いふ 西洋式 文擧 批評の 問題に 

は出會 つたこと がなかった。 それで、 「性格 を 評せよ」 とい ふの だからと いふ 0> で、 主として 東洋 流の 

勸善 懲惡的 見方で 道義 批評 をした。 すると ホ ー トン は 先生の 答案に 惡ぃ點 を くれた。 先生 はこれ で 初 

めて 西洋の 文擧觀 念、 文舉 批評と いふ ものが、 東洋の それと は 違 ふ もの だとい ふこと に氣 がつ いて、 

眼が 覺め たやうな 氣 がした。 それで 圖書 館に 入って 本氣で 西洋 小說 や、 文學史 や、 外國雜 誌の 文學評 

論の 部分 を 漁って、 鬼 も かく も 新しい 文學觀 を捉ん だ. - この 際， その 有って ゐた江 戶文學 戯作 小說の 

知識が、 犬に 比較の 役目 を果 した こと だら うと 思 ふ。 明治 文 寧 革命の 宣言書た る 『小說 祌髓』 の 萠芽 

は、 かう して 出来 上った ので ある。 

『小說 神髓』 が 何う いふ 經路で 成立して 行った かとい ふこ ふ は、 明治 文擧 研究 第二 號に 出した 私の 

成立 考に 詳しい から 〔本書 文 擧篇參 照」、 こ- - では 省略して 置く.^  ., 
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た^ 1 つ 指摘して 置きた いのは、 此の 『小說 神髓』 を 作り 卜： げる 方法に ついて だ。 逍遙 先^ は、 ，ほ 

料 を澤山 集めて それから 歸納 するとい ふ 方法 をと つた。 つまり 簡單 にい ふと、 一 稀の 科 S- 的^ 驗論的 

文舉 批評 方法 だ" これ は森鷗 外の 遣 方と 全然 遠って ゐる。 鷗 外が ハルト マ ンを尊 奉した 機緣 は、 彼， 门 

身の 言に よれば、 行當り パック リな ものだった。 いきなり ハルトマン をよ み、 爾後 これ を^ 準に し、 

これから 演釋 して 文學 批評 を やった。 いは ビ哲學 的 先 驗論的 遣り方 だ。 此の 邊 からして >  後た や^ ュ出文 

壇 を 震撼させ たとい ふ あの 「沒 理想」 の 大論戰 の 種子が、 もう まかれて ゐ ると m 心 ふ。 

先生 は、 單 k 形式的に 科學的 方法 を 取った ばかりでなく、 心理的に 文舉 とい ふ もの もっとつ きつめ 

て 見ようと する 意圖が あ， つたと みえ、 明治 十四 五 年頃から 心意 生理 學の 本な ど を 耽 請して ゐる ノ^^ 

集 『神の 獰』 の 七 五 I 七 六 頁。) 此の 點も、 後年の 先生の 藝術 理論の 立て 方な どを考 へる とき、 與味 

ある 事 富 だと 思 ふ。 

今 一 つ、 此の 前後に、 先生の 心意 鍛鍊の 上に 重大な モ メ ン 卜が 出て 來た。 それ は 先生が (フ 丁：  ノ" 

サの 課目が 得點 不十分だった 爲め、 簡單 にいへば、 正課に 怠って ゐた爲 め) 十： ムパ 牛九パ の 卒業 試驗に 

^第した こと だ。 この 事が、 「始終 醉 つて ゐる 人」 と 評された 先生の 頭に、 冷水 三 斗 を あびせる 位の 效 

目 はあった らしい。 先生 は， こ、 で 現實の 人生の 敎訓 に、 はたと 打も當 つたの だ o( この 落第が， 火- 大 

側の 资料 では、 明 {II に 十四 年に なって ゐ るが.' 今 は 事々. しい 考證に 立ち 人らない。 ン 


この 落第に は、 或は 『八 犬傳』 を讀み 過ぎた 爲 めだと か、 或は 有 賀長雄 氏と 喧嘩した 爲 めだと か (少 

少 馬鹿々々 しいが、 祌氏 種亮氏 S 說く ところ だと、 つまり 先生 は 幾分 綺が 上手だった ので、 有賀氏 Q 

請. ひで いつも. ボ オノ グラフ ヒ ィを寫 してやった、 その代り 英語の 得意な 有賀 氏が、 先生の 答案 を 代筆 

してやって ゐた、 ところが 或る時 喧嘩して、 ボ オノ グラフ ヒィの 提供 を 怠った ので、 英語の 答案 も 出 

來 なかった とい ふの だ)、 いろいろの 傳說が 伴な つて ゐる。 

八 政治的 戯文， 

先生の 大擧 時代の 生活に， 政治的 戯文の 寄稿 家と いふ あまり 人の 知らぬ 一面が ある. - 

先生 は文擧 熱， 小說 熱の 高かった 割合に、 正課た る 政治 學、 經濟學 (その 頃 は 理財 學と いった) に 

餘り 熱心し なかった。 それだけに 叉、 政治と いふ 實際 運動に も 極 冷淡であった (後に はむしろ 嫌 ひで 

あつたと いふ)。 だが 先生の 親友に 數 へられる 山 田 ー郞、 高 田 早苗 • 布 島謙吉 などい ふ 人々 は 皆 政治 熟 

心で、 小 野 梓 を 中心に、 鷗渡會 とい ふの を 作って 改進 黨の 理論 指導部め いた 役 を 買って出て ゐ たし、 

世間の 政治 熱と いふ ものが 大變な ものであった しする ので、 先生 も 甚だ 消極的ながら * いつしか 改進 

黨の シンパ サイ ザ I とい ふ 立場に た.^ される に 至った の は • 自然な こと だ。 先生の. 政治的 戯文と いふ 
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の は、 この 際に 書かれた もので、 先生と 政治との 關係を るに は， 極めて 面白い もの だ。 題名 だけ 揭 

げ よう。 

〇 發蒙攒 眠 • 淸治 湯講釋 (十五 年 九月. —十一 一 月、 東京 繪入 新聞) 

明治 初期の 一景 物た る麥湯 店の 爺が、 淸治 湯を賣 るに 托し、 政治 (淸 治) 卽ち立 小お 政體を 講釋す 

ると いふ 趣向、 春の やお ぼろの 戯號を 用ゐた 最初の 作 だ。 

〇。 フ。 ィ となる 勿れ (十 一 月、 內 外政黨 事情)  ノ 

コン  シン  ク ワイ  ， 

〇 狐 親 會 (同、 同) 

〇 家の 爲に ならぬ 乳母 (十六 年 十月" 同) 

〇 鐵 道 馬車 (同. 同) 

〇 順逆 兩臣の 名 (同、 同) 

〇 蓄 妾の 目的 (同、 同) 

〇 干 守の 職務 (同 同) 

〇 政 黨 政 治 (二月， 同) 

〇 政 黨の 目的 (同、 同) 

〇 地 方 黨 (三月、 同) 


. 以上の 三篇 は、. r 淸治湯 講釋」 の增 補と も 見るべき もの. - 

〇 眞 成の 生徒 (三月、 同) 

〇 奥様が たや 旦那 様が たの 御注意 (十六 年. 一 月、 東京 鎗入 新聞) 

大體 かう いふ もの だ。 (同じ 頃の 名古屋 新聞に も、 同じ 性質の 政治的 戯文が 載って ゐ るが、 それ は 略 

さう )o 中で も 「鐵道 馬車」 の 如き ものが、 もっとも 强く 改進 黨 讃美の イデ ォロギ I を 出して ゐる。 

かう いふ 政治的 戯文 を 投書し てゐ たので * 大學當 局 側で は、 先生の こと を 一種の 危險 人物 視 して ゐ 

たらしい。 新聞紙の 傳 ふる 如くん ば、 當時大 擧當局 は、 學 生が 政治 運動に 奔る こと を 嫌 ひ、 何とか 保 

護， を與へ るか、 職を與 へる かして、 政治 界に 入る こと を 防止しょう とした。 然るに 十五 年度に は實に 

潷山 政治 界に 入った 卒業生が あつたが、 今年 (十六 年) 卒業生で は、 危險な 民權家 は、 坪 內雄藏 一 人 

^けだ、 と 安心の 態 云々。 政治 嫌 ひの 先生が 危險 人物 視 された と は、 全く 恭聞 である。 

九 文藝 へ、 文藝へ —— 文學 革新の 大 施 

十六 年 七月、 先生 は 東京 大學を 卒業して 文擧士 となった。 

ノ. 率 業と 共に、 大藥當 局の 懸念 を 裏切って、 政治 界には 入らす、 眞し ぐらに 文 寧の 世界に 入った。 こ 
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； d は 一 つ は、 當 時の 先生の 境遇が 急速に 自活 を 必要と して ゐた爲 め もあった らう。 

卒業後の 數年は 恐ろしく 多忙な 緊張した 生活だった。 先生 は、 飜譯 創作の 筆 を 執る 一方 舉 校の 敎師 

となって， 東京 專門擧 校 を 始め、 進 文 寧 社、 その他に 掛 持で 敎鞭を とった。 

先生が、 明治 十四 年 以来 手 をつ けて ゐた 『小說 神髓』 は 明治 十六 年に 一先 づ脫 稿した が、 それ を. 尘 

に 練った 上、 十八 年 五月い よいよ 發 表される ことにな つた。 そこで 先生の 流儀と してた V 理論 をのみ 

抛げ 出す こと はせ す、 その 理論 を實 行した ものと して、 新作 『當世 書生 氣質』 を も 併せて 發 する こ 

とに した。 ところが、 出版 書肆の 都合で 『神 髓』 の 方 は 五月に 發 表されす、 九月に 及んで 漸く 出版 さ 

れ たので、 理論が 先で 作品が 後と いふ 順序が 狂って、 作品が 先で 理論が 後と いふ ことにな つた J 

『書生 氣質』 は當 時小說 改良 S 機運が 動いて ゐた爲 めと、 時代の 注目す る 書生^ 級の^ 活を 描破し 

た點 と、 作者が 文擧士 だとい ふ 點がロ をき いて、 大に うれた。 その 人氣の あると ころに 『祌髓 J を W 

したの は、 却て 策の 得た ものであった かも 知れない。 

『神 髓』 の 排勸懲 主義、 寫實 中心の 新しい 文 舉觀が 大きな しっかりした 勢力と なる に は 多少の 時 = 

を 要した。 然し それ は、 公に された 當 時から して 讀む 人々 の 心に 革命的 ショ ッ クを與 へた こと はお 

だ。 (4 「頃 を輭 ふて 一 々引證 しない)。 前に もい つた やうに 常時 文舉 改良の 意識が 動き、 その 試み も ぼ 


つぼつ 出かけて ゐた。 然し その 改良と いふの は、 いは ビ當 時の 文學と 遊離し かけて 來 た勸懲 主義 目的 

主義 を 更に 徹底させる ための 改良と いふ 點 があった。 そこへ もって 來て， 同じ 文學 改良の 機運に 乘じ 

て 出た 『神 髓』 が、 勸懲 主義 を 否定して 根本的に 文 學觀を 新な ものにしようと 企てた の だから、 讀む人 

が大に 驚いた の も 無理 はない。. 

鬼 も あれ、 爾後の 文擧 とい ふ文學 は、 いっとな く 『神 髓』 の 文 學觀を 根柢と して 書かれる やうに 成 

つた。 かくて 明治の 文擧 が、 新與 日本に 相應 はしい 革命的 發展を 遂げる に 至った。 この 功に よって 先 

生 は 「文藝 の 父」 と 呼ばれ， 明治 文擧の 新な 頁が 先生と 共に 開かれる 事に 至った。 これが 偏へ に、 天 

成の 藝術 愛好 心と 數 年間の 苦心と 努力に よる 賜物なる こと を、 吾等 は、 こ ではつ きり 認める 要が あ 

らうと 田 i3 ふ。 

一 0  二葉 亭四迷 

この 邊で 先生の 生涯に 二葉 亭四 迷の 影が 映る。 思 ふに、 先生と 二葉 亭の i は、 形式で は先犟 後輩 

の關 係であった らうが、 正しくい へば 相互 的に 影響し 合った もので はない か。 二葉 亭を 文擧 者に した 

のが 逍遙 先生の 影響で あると せば、 逍遙 先生の. 方で も、 二葉 亭 から 文 學觀、 人生 觀 その他で 可成り 影 
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響され たもので ある.^ これ は、 先生 自身 ちゃんと 認めて ゐられ るから 明白 だ" (『姉の^ i 六 一 —— 六 

四 頁 )。 先生 は、 二葉 亭に 接して、 「自分が 作家と して 不眞擎 であり * 處 世人と して 輕^ だった こと を 

自然に 反省せ しめられた」 といって ゐられ る。 「主義な き 理想な き 自分 を愧 ぢ.」 自己 改造の 必 耍を感 

じたと いって ゐられ る。 先生 は 二葉 亭に 於て 始めて 近代 人に 接した、 近代 人の 露實の 烦悶の 生きた. は 

例 を 見た もの だ。 その 結 菜. 此の 新しい 文學觀 の 首唱者 は、 又 新しい 人生 觀を もった 近代 入と なら ざ 

る を 得なかった。 

二葉 亭 との 交友 は、 十五 年の 大學 落第 以後の 重大な 影響 を、 先生の 生涯の 上に 殘レ たの だ。 

一一 批評家 的 一面 

『小說 神髓』 公刊 後 >  先生 は 自家の 文學 上の 意見が 變 化する 毎に、 種々 な 形式で 發.^ して、 『神 髓，： 

の 所 說を增 補訂 正す る こと を 忘れなかった。 さう して その 態度が、 前に もい つた やうに 飽くまで も 科 

學的 歸納的 經驗論 的で あらう と心掛 たと ころに 特色が あった。 今此 等の 文獻を 詳しく げて 解^して 

ゐる がない ので、 た ^- 何う いふ ものが あるかと いふ こと だけ を 示して 置かう. X 明： i9 十九^ 以後の み 

を 示す〕" 


o 稗 史家 略傳 並に 批評 (十九 年 二月 ！ 十月， 中央 擧術雜 誌) 

これ は德川 文學の 再吟味、 總論は 批評 論に して 『祌 髓』 と參 照すべき もの 

0 文章 新 論 (五月 11 七月， 同雜 誌) 

0 美と は 何ぞゃ (九月 一 卜 一 月、 學藝雜 誌) 

『神 髓』 の 根本 を 補正せ る もの 

< ^樊術 論 (二十 年 一月、 中央 擧術雜 誌)  _  . 

藝術 である、 ノ 

〇 小說の 手段 - 四月， 讀 賫- 

「美術 論」 の 鑌篇と 見て 然るべき もの。  _ 

0 未來 記に 類す る小說 (六月、 同) 

〇 批評の 標準 (九月、 中央 學術雜 誌」 

〇 極 美小說 にっきて (二十 一年 W 月， 社 會之顯 象) 

.0ゥィ ッ とヒ ュ f モ ル との1?^_別 (十一 月. 專門 擧會雜 誌〕 

0 いろくの 文 學の話 (一 1 十 一 1 年 一 月 11 四日、 同) 

從來 の、 武に對 する 文と. S ふ 如き 廣義な 文學の 概念 を排 し、 近代的 純文组 
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試みた る もの。 

〇 新聞紙の 小說 (一 一十三 年 一 月、 讀寶 新聞) 

•〇 小 說三派 (十二月、 同) 

〇 梓 t 子 (二十 四 年 夏) 

擧げれ ば まだまだ あるが、 さまで はと 考 へて 止める ことにする。 

一二 演劇 改良の 努力 

文舉 改良が 略 ぼ 一段落と なるや. - 先生の 志は漸 宿 好の 演劇 改^{ の 問題に 向った。 その ハ がー の 現れ 

は、 明治 十九 年 十月 末 松 謙 澄の 演劇 改良 論 を 批評した もの、 績 いて， 河 竹默阿 彌に與 へて 近代 刺の 精 

神を說 いた 書な どで あらう。 然し 演劇界に は 文學界 以上の 因鼹が 多く、 叉 先 の 起ち 方が 少し；^ かつ 

たので- 容易に 功 を 奏しなかった が、 然し 先生 は屈撓 せす、 文舉 革新の 場 八：： と 同？^ に、 现論 的？， 1^ 明か 

ら 作例 を 提供して、 遂に 獨 得の 新 史劇 を 結構し 出す に 成功した。 然し これ は 可成 後， 牛の こと だ。 

私 は 最初 本稿に 手 をつ ける 始めに、 何う で 逍遙 先生の 全生涯 を へる こと は出來 まいから、 せめて 


は 初期の 先生の H ッセ ン スを傳 へようと した。 私の 心算で は、 沒 理想の 論戰 * 早稻田 文科の 創設 「早 

稻田 文畢」 發刊、 シェ I タス ピャ 研究の 始め 等のと ころまで 及んで 撋筆 する 箸であった。 ところが、 

意外に 記事が のびて 來 てもう 紙數 がない。 そこで、 私は此 等の 件々 について 說 くこと は 止める が、 よ 

ろしく 『偉人 傳 全集』 第二 十三 卷 「坪內 逍遙 傳」 (千 葉 龜雄氏 著) によって、 それ 等に 關 する 知識 を 得 

られ たい。 殊に 沒 理想論 戰 について は 一 言したかった。 私に は 私自身の 見解が あり、 逍遙 敗 戰說に 反 

對 だから だ。 然し 此の 論戰 も， 畢竟 は、 古來 の客觀 主義と 主觀 主義の 爭 ひが、 英國 思想と 獨逸 思想の 

對立 となって 明治 文學の 分野に 出た ものに 外ならぬ。 私 は 勝敗 を 云々 する よりも、 ハルトマンて ふ大 

ダン 平 を 振りかざした 鷗 外に、 いは^  (多少 躊躇 氣味 にせよ) 素手で 向 ふと もい ふべき 逍遙 先生の 懸 

命の 防戰の 方に、 一種 悲壯 な健氣 なと ころが あつたと 思 ふ。 

明治 二十 三年 以後の 逍遙 先生に ついては、 更に 多く 語るべき 事が ある。 だが 先生の 一 生の 事業 は、 

もう 此の 初期の 間に その 方向 も 性質 も、 確然き まって しまった やうに 思 ふ。 此の 後の 先生の 活動 は、 

いは^ 以上 初期に 播 いた 種子 を 生長 さして 行く 努力 だけだった といって よい。 敎育 家と しての 先生、 

批評家と しての 先生、 倫理 研究家と しての 先生、 樗 牛との 應戰、 演劇 革新、 演技 指導 家と しての 先生 

等、 種種の 重大な 意雜を もつ 方面に、 肇を つける ことが 出来なかった の は遣憾 だが、 然し 以上の 意味 

で敢て 「逍遙 先生 神髓」 と 題した の だ。 (昭和 十 年 四月. 文 藝三ノ 四號. 逍遙 號) 
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「此處 やかし こ」 そのほか 

お M とわ， ON 

肇記 はむ づ かしい。 今度 逍遙 先生のお 話 を 筆記す るに 當 つても、 先生のお 話 を その ま、 アト ラン ドムに^.,, -し 

なまな か 

たなら 却って 幾分の 眞を模 し 得た かと 思 ふが、 僕が 生 中 筆記 をと 、 の へ 直して W 序 づけた、 d め、 感^に； 《 か 

出來 たり、 嘘が まじったり、 用語の 不用意が あった リ、 どうも 先生に とんだ 御迷惑 をお かけした こと を^ 縮 千 

寓 衷心から おわびして ゐる。 殊に先生は御^^氣巾だ ったにも係らず、 俊の is 槁 を披閱 されて、 E 通った^ 所 を 

朵 正された。 先生に は 入 H; く 御禮の 言葉 もない" なほ 先生のお 身 體の御 都合で (或は 僕の 维 記の 惡 スタイルに^ 

を 投げられた のかと も 恐縮して ゐ るが) 「美妙と 自分」 以下 は 全部 僕の 文章 その ま、 である、 维記 總體 としての 

文責 は 勿論 僕に あると はい へ、 「美妙」 以下に 至つ て は 殊に さう だと 思って 讀んで いた きたい。 

「此 a やかし こ」 


明治 文 學硏究 熱の 昂 まるに つれて、 若い 研究家の 間に 自分の 「此處 やかし こ」 まで 問題に なつ. たん 

です か。 文體が 特異 だからで すって。 自分 は、 「細君」 以後 小 說には 筆 を 絡ちたい と 思って ゐ たの だ 

が、 勿論 生活の 必要から 全然 絕筆 とい ふわけ にもい かなかった。 とい ふわけ で この 作に 限らす あの 頃 

の 作 は 一切 忘却に 委す のが 例でした から 「此處 やかし こ」 の 追憶 をと 問 はれても、 取り立て、 お 話す 

るが もの はない。 自分が 此の 作に ついて 明瞭に 記憶して ゐ るの は、 明治 二十 年 四 五月の 頃 >  當時前 田 

香 雪 君の 主宰して ゐた繪 尺 朝野 新聞に 揭 載され たとい ふこと 位の もの、 故あって 中 絡と なった こと は 

記憶して ゐ るが、 その 內容の 如何な もので あつたか、 人物 性格の 如何な ど は 頗るお ぼろげ です。 

此の 作 は (赃 記者 註。 r 此處 やかし こ」 • 明治 二十 年 三月 二十 五日より 綺入 朝野 新聞に 揭載、 同年 五 

月 十四日 第一 一 篇第七 回を以 つて 中絶と す)、 今 もい つた やうに 繪入 朝野に 出た もの だが、 それが 総 入朝 

野に 出た の は 一 寸 した 因 緣が あつたので^  それ はかう だ。 當時綾 入朝 野の 主筆 をして ゐた前 田 香 

雪 君 (名 は 夏繁) に は大學 時代に 一 寸 世話になった ことがある。 明治 十五 年の こと だ。 自分 は 當時は 

大學で 英語の 出來た ドイツ人 〔ラ ー トゲ ン〕 に 就いて ドイツの 立憲政治の 組織 を 綿密に 聞かされたり 頻 

りに パジ ヨットの 憲法 論 だの、 ミルの 代議 政 IT たの を讀ん だり して ゐ たが、 折 柄 * 間 は 自由 £ 權ゃ國 

會 請願で 騷 いで ゐ たので、 自分 も かぶれた 形で、 憲法と か 代議 政體 とかい ふ 政治 論 を 俗解して 戯作 體 

の 「淸治 湯講釋 A 筆記者 註 o「M ほ 淸治湯 講釋」 明治 十五 年 九 十三 日 東京 鎗入 新聞に 榥載、 十二月 二 

「比處 やかし こ」 そのほか  三 一七 
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十六 口 第 十回 を 以て 完結す) とい ふ もの を 書いて 友人の 高 田 君巿島 君な どに 見せた ところ、 これ は而 

白い から 何 か 新聞に でものせ たら キット 受ける とい ふ 話. た、 そこで 自分 は その 氣 になり、 一 の紹 

介で 當時 東京 擒入 新聞の 主筆 をして ゐた前 田 君のと ころへ これ を 持ち こんで、 同 新聞に 报_^§ された こ 

とが ある。 それ以来 前 田 君と 知り合 ひに なった。 さう いふ 譯で、 自分が 「書生 氣^」 を發； して 幾分 

世間 的に 虚名 を 得た 後、 かねて 繪入 朝野へ 轉 じて ゐた前 田 君から、 自分の 新開へ も 何 か 小^ を いて 

くれと 頼まれて、 前々 からの 關 係上斷 はりきれ すに 書いた、 それが この r 此處 やかし こ」 です。 

容 について は、 詳しい こと は 忘れて しまったが * 何でも 少年 ゃ舉 塾を點 出して あるの を えてん 

る。 この 少年 を 主人公に したの は. ぃは^自分が當時愛讀してゐたヂッケ ンズの^^鄉：だともぃ へる" 

自分 はこの 頃 ヂッケ ンズが 好きで 彼の いろいろな 作物 を愛讀 して ゐた、 殊に 少年 を 主人公に した 「ォ 

リヴ ァ • トウィス ト 「「デ イヴ イツ ド. カッパ ァ フヒン ー ル ド」、 「一一 コ ラス •  -I クル ビィ」 などが：： 湫に 入つ 

てゐ た。 勿論 ヂ ッ ケンズ といへ ばす ぐ 「力 ッパ ァフヒ I ルド」 とい はれる やうに、 これが ヂッ ケンズ の 

代表作に 違 ひない の だが、 自分 は 何方 かとい ふと、 「オリヴ ァ」 と 「一一 コ ラス」 の 方が 好きであった〕 

一 つ は 或は、 讀書 力の 不足と いふ やうな こと も あり、 「ディ ヴ イツ ド」 よりも 此の 二 作の 方が |！ ほみ よか 

つたの かも 知れない。 然し それ は 何れと しても、 さぅぃふゎけで^：：分は自然かぅぃふ少^を主人公と 

した 小說に 感化され、 问時 となく 自分 も 一 つかう いふ 少年 中心の もの を 書いて みたい など、 K 夕 想して 


ゐた。 それ を、 丁度 この 機 會に實 現して 見る ことにな つたの が、 この 「此處 やかし こ」 なの だ。 題名 

は r 此處 やかし こ」 となっても、 當時は 地理 的 經驗の 狭い 自分 ハこ とだから、 さう 方々 に 舞臺が 移つ 

てはゐ ない. - 先づ 話の 筋の 發生 する 「かしこ」 は， 東京より 西の 或る 都會 となって ゐ るが、 これ は 恐 

らく、 自分の 故 鄕の名 古屋を 頭に 入れて 趣向 を 立てた もので あらう、 r 此處」 は 勿論 東京の こと だ。 趣 

向中に 取り入れた 苦の 學塾は 多分 「11 コ ラス. ニクル ビィ」 の 中の 私塾 を モデルに して 描き出し たもの 

であった らう C その他 內容の 如何に ついては、 殆んど 記憶す ると ころがない (後出 筆記者 註を參 照)。 

この 作 は、 繪入锁 野に 一 月餘も 連載され たが、 然し 前にい つた やうに 「故あって」 中絶した。 

それ も 今なら さう 大して 力む 程の 「故」 でなかった かも 知れぬ が、 かう いふ 次第 だ。 繪入 朝野で は、 

新聞の 方から 頼んだ せゐも あつたか！ て、 大に 自分 を 優遇して くれ、 その 頃で 月額 五十 圓の 稿料 を 先 

拂 ひで 渡して くれた もの だ。 これ は當 時として は 異例であった ので、 自分 も 最初 は その 點は滿 足して 

ゐた。 0 分の 家に は その 頃 矢崎嵯 峨の屋 君が お 客分 格で 住 込んで ゐ たが、 此の 小 說が繪 入朝 野に 揭載 

されて 暫 らくして から、 或る 新聞 (多分 讀賫 だった か) に、 この 小說の 批評 を 書いた。 勿論 矢 崎 君の 

つもりで は、 日ごろの 恩返しの 心から、 自分の 小 說の爲 めに 提灯 を もって くれる 好意で 書かれた に 遠 

ひない。 自分 は 同 君が 自宅に ゐる だけ 少々 迷惑な やうに も 感じた、 然し 强て 咎める ことで もない ので 

その ま&で 置いた。 ところが それから 數曰 過ぎ、 前 田 香 雪 君が 社用で 自分の 許 を 尋ねて 來た、 多分 二 

r 此處 やかし こ」 そのほか  三 一 九 
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月 目の 先拂 稿料 を持參 されたり であった かと 思 ふ。 折 柄 饗庭篁 村 君 も 遊びに 來ら れてゐ たので 力ね 一 

て 熟知の 間柄で ある 兩君 は、 氣輕に 談話 を 交 はし 始めた。 その 談話の 際に、 變 庭^が 「この は 大分 

お 盛んの やうで」 といった やうな 稷挨 をした に對 して、 前 田 君 は何氣 なげに、 「ィャ 近 は 大分 .s. 秘ゾ 一 

寶り 込みが i でして. -、 中には まく II 傳 上手 も 居まして、 前以て lif ぶ f せて お 

いてから 原稿 を 送る 人 もあります よ」 とい ふ 意味の 返事 をした。 傍に ゐた 自分 はこれ を^に すると も， 

なく 耳に して、 フト 妙な 氣 がした。 それ は、 あの 矢 崎 君の 提， 灯 記事 を 思 ひ 出した からだ j 勿論^ m パ 

は 温厚な 人で あり、 自分の 面までの ことで も ある、 必ら すし も 自分に あてつけて いったので なかった ： 

かも 知れない、 然し これ を 聞いた ま 分の 頭に は、 何 かしらん ひどく 不愉快な 印象が ムラ ムラと^ いて 一 

来て、 もうあと を 書く 氣が なくなった。 それで 早速 前 田 君 を 訪ね、 丁度 腦充 |味£ つて ゐた ころ 

なの だから， それ を 理由に して、 もう 何う しても 書き 繽 けられな いからと いふので 强 つて 後の 分の 稿 一 

キ中 三十 圓を 返却して、 それで 一寸 切りの い 、ところで 早々 と 切り上げて しまった。 かう い. -リ 

ナこ、 この 始末 だけ は 割合に 明瞭に 覺 えて ゐる。 今なら 何とかな らう もの を、 何しろ まだ 三. の？ 

い 頃の こと だから， 無茶苦茶に 肝瘕を 破裂 させた の も、 まァ 止む を 得なかった のさつ  ： 

問題の 文章 は、 言文一致と いふ 點で 研究家に 注目され てゐ ると いふが、 これ は 『小に 口" =^ 霄文ー 

致體 とい. - よりも 寧ろ 一種 不卽 * 个離體 ともい ふべき もの を 主張して 見た の だ。 自分が ともかく か、 るん 


薪 文體を 試みる ことにな つたの は、 全く 二葉 亭の新 工夫に 刺激され たものに は 違 ひない が、 然し 自分 

に は 又 自分の 理想が あり、 何も 一 一葉 亭ゃ 美妙 齋の 主張の やうに あくまで 純然たる 口語 的 言 文 一 致に せ 

すと も、 今少し 文語に 近い、 卽 ち不卽 不離 體 でい、 のぢ やない かと 當時 内々 頭 張って ゐた。 その 自分 

一流の 理想 を 二葉 亭 流の 主張 ふ-窃かに 對立 させて， 試作して みょうとした ものが、 あの 文章で ある。 

自分と して は己惚 時代の 負け惜しみの 記念と もい へ るが、 然し 言 文 一 致 文の 歷史 を迪る 人々 にと つて 

は、 かう 正 lei にいった 方が、 却って 參考 になる であらう。  , 

a 素 記者 註 一 。 明治 二十 年 三月 二十 五日 緣入 朝野の 社告に 「看客 諸君よ" まだ かくと 度々 御 催促 を 蒙りし」 

云々 と あり、 又中絕 以後の 同紙 上に 於いて、 諸君から 續稿を 頻りに 催促され るが 春の 屋 先生 は 腦； おで 續肇出 

來 ぬからと 度々 斷 はって ある、 「此處 やかし こ」 は當 時の 人 氣小說 の 一 つであった らしい、 そのこと は當 4^ か 

新聞 人 氣小說 を拔萃 した 「腕 くらべ」 (二十 年 四月 創刊) の卷 頭に この 作が 入って ゐ るので も 分かる。 

(筆記者 註 ヒー。 明治 二十 年 三月 二十 五日 緣入 朝野に 褐 載され てゐる 「此處 やかし こ」 の 口上の 屮には 一種の 拂 

+ 勸懲、 H.; 議論が 現れて ゐて T 小說 神髓」 中の 所^. と相應 ずる ものが あるかと 考 へられる ので、 左に その  一 だ 

け拔 いて 髭く。 

r 總 じて 世の中の 物事と いふ もの は 傍から 見る と當 人が 見る と は ゥッテ ン バ ッテ ン の 相^が ある もの で 已こ自 

惚と何 病と やら は 誰し も ある も のぞと 世間の 諺され ぱ 傍から 見て は惡ぃ 事と 思 へ ど 存外 當人は 美事の 積 甘く 

しての けたと したり 額なる が 常な： y 冷淡なる 人の 心より 見れば これら は 笑 ふべ きの 數に 入る ベ く 笑 4- 爾伙？  Q 

「此處 やかし こ」 そのほか  三 二 一 
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限りなら むが さ W とて 常人の 心に なリて 見れば 決して 其 檬に笑 はれ やうと は 思 はで 殊に は： i 々の惡 人の 外 は 

惡 パ と 承認し て 惡ぃ事 を 無 悲と 心得て 無慈悲 をす る の は in ど 無しと いふの もよ い 位なる べし そ こ 、り を 餅 酌 

レて考 ふれば 妄に 從來の 作者 衆の 如く 何も 怨 のない 人物に 向て 「件の 奸侫 なる 曲 とか 乂 はやおなる 小人」 

とか 草紙の 地の文に て 罵る の は 非理な り 故に 私 は 此邊を 思 ひて 始終 地の文で は 人 を 譏らず 成るべく 保 庇 ふや 

うに 批評す る 心得、 ついては 時々 に は 無慈悲ら しい 窜をも ジッと 常人 を 心 を. して 「s. る 慈悲 深い」 と^す 

る こと も あるべし 必竟 すると ころ 該撒 奇談の 例の 「アン ト -1 ィ」 の 口吻 を 學んで 人 を さぬ やう^つ けぬ や 

う 飽くまで 粹 めかして 書く 存念 云々 

- (箪 記者 註) 三。 明治 二十 年 四月 十三 日讀賣 新聞 三 六 七 四號に r 學術 上より 春の 屋、 人 を 篤る」 とい ふ 

人の 寄書が、 この 中で 「此處 やかし こ」 の 文章に ついて かう いって ゐる。 

「ナンダ あの 書 ざま ァ煮 きらぬ 俗語で 下卑た 文章 前の 文章が ズ ー トま しだ 緩せば よいに 难 〈-- "を 減して ボッ く 

が 成ッて 底で ベ n  くになつ たと えて 御 赏人恐 悅の讀 者 迷惑 まるで 偽阐洲 よろしくの 文法 か を い ニグ だ 力 

ゴ ッ くギチ く眞に 下り 漉り 腹の 御 病人 同然 通じません と は 氣が附 かぬ か い」 • ヘム々 

これに 對 して 同年 四月 二十日 讀賈 新聞 三 六 八 〇 號に 春の 屋、 王 人の 答 辯が 出て ゐる。 

「主、. H 强 ちに 却 鑑定の 如く 得意で 俗文 を 緩る 譯には あらず 『俗語と いふ 者 は 果して 太來 が^ 卑な る" なリ. f- 

^ ひ 方と 辍リ 方に 依て は 優美 高^に 思 はる  >- や 果して 野卑な りと 定まりた らんに はせ の も改. あせざる 

可から ず 果して 野卑なら ずと 定まりた らんに は 言 文 一途の 緒 を 開く こそ {=5 けれに ト ^：！！：门 おした る. E*^ る 

ゆ ゑ 果して 何れ か を實驗 せんが 爲 めに 一 寸郭^ を氣 取りた るまで なり 故に 其 語句の 調 はざる は 勿論. 作の 


多き も餘 儀な きに 出たり 作者が 未熟なる に由來 するな りさり とて 本來の 目的た る ゃ文學 研究の 爲め たるに 外 

なし 俗人 は 暫く 措き 學術を 鼻の 先に 褐 げた まふお 人 は 暫く 御 辛抱 をな すった とて 別に 御 不都合 も ある まじき 

與 それとも 俗言 は 文 をな さず とたし かに 悟りた まふ 由 あらんに は 何卒 吝 ずして 示した まへ」  一！ 

〈筆記者 註) 四。 r 此處 やかし こ」 の梗 槪を涵 簡略に 記して 置かう。 主人公 は 富吉賛 平と いふ 十六の 少年、 明治 十 

六 年の 頃から 物語が 始まる。 第 一 編 は、 贅平 母子が 東京で 父の 死に 會 つて、 仕方なく 故鄉 なる 西の 都 〈1: へ と尋 

ねて 來、 父と は 不仲だった 兄 佐 手 島 夫婦の 厄介になる。 兄 夫 は 勿論 快よ く 置いた ので はない ので、 賛 平と 

おのお 嫌 >  妹お 繼は 一日と して 樂 しいと 思 ふ 口 はない。 そのうち 賛平 は、 歸 省した 佐 手 島の 長男 冠 次 11^ と 共 

に 上京して- 冠 次 郞の學 塾 を手傳 ふこと になる。 第二 編 は、 賛平 上京 後の 消息で、 賛平は 骨身 をせ まず 冠 次 

郞を 助けて 學 塾の 爲 めに 働ら くが、 冠次郞 の懶惰 から、 學 塾が 日に日に 左前になって 行く、 そのうち にも 故 

?.^{の母から* その 身が 病に か、 つた 悲しい 手紙が つくので、 賛平は 氣が氣 でな い、 ところが 拾る 神に 助ける 

祌 のた とへの やうに、 學 塾の 近くの 樫 滞 某と い ふ 軍人が、 ふとした 事から 賛 平の 哀れな 身の上 や 年の 割合に 

學 問が あつ て 感心な 少年な こと を 知り、 學塾を やめさせて 自分の 邸に 引と つ て 書生に 匱い て やる。 賛. 牛は感 

激 L て勉强 する、 とい ふところまで 屮 絡して ゐる。 第一 編の 七 回 八面、 賛 平と 妹お 繼が ひそかに 別離 を惜 

むと ころ、 第二 編め 六 回 • 賛 平に 宛てた 母親の 手紙な ど、 讀者を 思 はず ホ 口 リ とさせる ところが 多い ので、 

續筆を 催促され たの も 無理がない。 

「此處 やかし こ」 そのほか  S 二… 
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「牡丹 燈籠」 の 序文 

自分の 所謂 言 文 一 致 は 以上の やうな 趣旨で 書かれた もの だが、 一 一葉 亭ゃ 美妙 齋の言 文 一 致に は 三 遊 

亭圓 朝の 講釋の 影響が ある。 この 事 は， 前に 自分が 何 かに 書いた こと も あり、 义 他の 啓 物に も 出て ゐ 

る やう だから、 何も 今 こ \ で そのお さら ひ をす るつ もり はない が、 この！！ 朝に ついて、 この 機 今-に 一 

寸 いって 置きたい ことがある。 それ は、 御 承知で も あらう が、 自分 は 本屋に 顿 まれて M-n.: の -ネ す 泣 

籠」. に 序 を 書いた ことがある。 あの 序 は、 叢ね ていふが 全く 本屋に 賴 まれて ma いたので 圆朝 に^まれ 

たので も 何でもない。 自分 は擧生 時代. 圓 朝の 講談 や 何 か を 好んで 聞いた もの だか、 然し^-ゆ 七 仰 人 

的に 知り合った ことはなかった 3 だから 直接 圓 朝から 序な ど賴 まれる わけ も あり i:^ ない 3 ところ 力 化 

«s は 少^もので、 この 事に ついて 大變な デマが 飛んで ゐる らしい。 先年、 者 新聞 力，^ 力で rv, 力 III 際 

i ぼんだ ことがあ るの だが、 此の 序文 を 書いて やったら、 圓朝は ひどく 喜んで、 一夕，： ：3 分と 本お の 主人 

と を 或る 料亭に 招いて、 盛宴 を 張った とい ふ 記事が あつたつ 盛宴 を 張った まで はま だい、 として、 そ 

ウ^が 大變 なの だ。 自分 も圓 朝の 好意に 喜んで 大 に酪酊 し、 座興と して 座蒲^ か 何 かを^ね つて 女 姿 

を まねて 何やら を 踊りぬ いたと いふの だ。 以ての外な こと だと 思 ふ。 自分で なから うが、 誰で あらう 


が、 いくら 何でも 大藝 人の 圓朝 などの 前で， そんな 座興の 出来る 人間が あらう 笞は ない こと は、 いふ 

まで もない の だ。 取る に 足らぬ といへば いって 濟 ませられる 事柄 かも 知れぬ が、 苦し こんな デマが 事 

實 とされたら、 大變な 迷惑 をす る。 やはり 機會の ある 時に 取り消して 置く に 如く はない。 圓 朝の 名 を 

思 ひ 出した ついでに 一言す る 0 

美妙と 自分 

話が 美妙に ふれた の . 思 ひ 出す が、 この頃 は 又、 遣 作 r 祇王」 が發 表されたり、 美妙 號 みたい な雜 

誌が 出たり して、 美妙が 妙に 復活され て來 た。 

美妙と 自分と、 多少の 交際の あった こと は事實 だが、 餘り 深い こと はない。 初對面 は， はっきりし 

ない が 矢張り 明治 二十 一 年の 文擧 研究 會ぁ たりで あったらう ゥ (筆記者 註。 美妙の 「明治 文壇 叢 話」 そ 

の 二の 中で、 矢張り さう いって ある)。 會 ふと、 人間 は 極 おとなしい 若旦那 風の 型で、 ri 數も 少なし、 

決して 人に ィャに 思 はれる やうな 人物ではなかった が、 會は すに 文章ば かりで 知って ゐ ると、 實に午 

ザな、 ィャ 味の 多い、 その 癖 野心の 强ぃ、 人 を 甘く見た もの k いひ 方 をす る やうな 人間に うけとられ 

て、 大變な 損 をして ゐた。 美妙の 有名に なった の も あの 特異な 表現 を もった 文章なら、 美妙 を 不人氣 

「此處 やかし こ」 そのほか  三 二 五 
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にした の も 同じ 文章 だとい ひ 得よう。 自分から いふと、 あの 「武藏 野」 張りの 文？^ 中 は、 何う もシ ヱ I 

クス ピャの r ヴィ ナスと アド オニス」 や 「ル— クリ I ス」 など を 下手に 模し たものと しか 思へ ない。 

當 時の 美妙 はシ ュ ー タス ピャの かう いふ 作 を愛讀 して ゐて、 「ヴィ ナスと アド ォ 二 ス しの i 部分 を 何 か 

の雜 誌に 飜譯 したりした 位 だ。 こ-、 は 重ねて 美妙 研究家の 一考 を 煩 はして i!^ く。 樊妙が^^友社に叛ぉ 

を飜 した 爲め、 後 來硯友 社の 勢力が 文壇に 强 まるに つれて 美妙が 次第に 文麼に 不遇に なった と は、 よ 

くい はれる 說 であるが、 然し これ は考へ 様に よる ことで、 美妙が 硯友 社に 叛旅 を飜 へさな くと も、 美 

妙と 紅葉で は、 文 學の發 足點も 着眼 點も 違って ゐ たの だから、 何う で兩 立出來 はせ ぬつ それに 欧化， ョ 

義の 畸型兒 たる 美妙 は、 國粹的 思想が 盛り返して 來た 文學界 では、 矢張り n 十晚 時の 肷者 となるべき 一 

素因 を もっても ゐ たの だ。 

美妙と 自分と は、 今 もい つた やうに、 何 かの 會 合の 席で は 數回會 つて ゐ るが、 その外に， カ^.^ 

の 家 を 訪ねた ことが 二度 ある J 一度 はよ く 美妙の 全盛 話に 出る 祌 田^. 水 町の 〈z# であった が、 一度 W リ成 

つて ゐ たかと 思 ふ。 出不精の 自分が 何ん な 用事で わざわざ 美妙の 家 を 訪ねた もの か、 その - びお は 

つきり 理由が わかって ゐ るが、 今一度の 方 は 分からない。 或は 早 稍 E 文^への 少な 稿で も赖 みに 行った 

もの かも 知れない。 はっきり わかって ゐる 理由の 方 は、 次の やうな こと だ。 

何で，， - 自分の 演劇 改良 熱が 可成り 高潮に 達して ゐ たころ だから、 明治 一 一 卜 六 七 年 のこと であった 


らう (筆記者 註。 明治 二十 七 年 四月の こと)。 當時 洋行 歸 りで 演劇 改良に 熱心して ゐた長 田秋濤 のと こ 

ろに、 美妙、 依田 擧海、 それに 自分が 會 して 大に 演劇 改良 を 論じ 會 つた ことがある o( この 事に つ (て 

. は、 『柿の 藉』 の 中の 依田 學 海に 關 すると ころに も 書いた 害 だ )o ところが、 そのこと が 妙に 宣傳 され 

. て、 二三の 新聞に 學海、 美妙、 秋濤と 自分の. 四 人が 演劇 改良 同盟 を 組織して、 寫寶 主義 を揭げ て舊劇 

.攻 擊に當 る 旨の 記事が 出た ので、 自分 は 驚いて その 間違 ひで ある こと を 公表した。 自分と して は 元々 

vst 邸の 會談の 時で さへ、 別に 同盟す ると か 何とかい ふこと に は 賛成 も 約束 もして ゐ なかつ. のさ。 

演劇 改良に ついても、 自分に は 自分 だけの 考 へがあった。 だから 四 人 同盟 成立 云々 の宣傳 を默認 する 

こと は、 自分の 素志と は 甚だ 違った 結果になる ので、 自分が か&る 取消の 態度に 出た こと も 止む を 得 

なかった わけ だ。 ところが 同盟 成れり と考 へて ゐた 他の 三 君 は、 自分の かう いふ 態度 を、 何 か 約束に 

背いて 怪しから ぬと いふ 風に 取った ものら しい。 それ か あらぬ か、 常時 岡野碩 君の 主宰して ゐた 「歌 

舞 伎 新報」 に、 自分の 此の 態度 を 不道德 だとい つた 意味の 記事が 出た。 岡 野 君 は元來 自分が かって 敎 

鞭 をと つて ゐた 進文擧 社の 生徒で あり、 又演藝 矯風 會 時代に もよ く 自分の 許に 出入した 人で あるし、 

その後 とても 自分と は斷 えす 接觸 があった 間柄な の だ。 それが 自家の 主宰して ゐる雜 誌に かう いふ 記 

事 を 出した の は、 自分から いふと * 心外に 思へ た。 それで 立腹の あまり、 直に 車を蘊 つて 岡 野 君を訪 

ひ、 右の 記事の 取消 を 要求し、 a つ その 出 所 を 詰問した〕 すると！： 野 君 は.. 美妙 君のと ころで 聞いて 

「此處 やかし こ」 そのほか  .  三 二 七 
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來 たま、 を 書いた の だとい ふ。 それで 餘 憤の さめぬ 自分 は、 ： 斑に 車を驅 つて 美妙 を その 家に 訪ひ ィ 

道德 云々 と は 何事で あるかと 詰問に 及ん たが、 美妙 は 頗る 煮え 切らぬ 態度ながら * そんな こと はい ひ 

はしません といって ゐる。 それで 自分 は、 何でもい、 から 岡 野^のと ころまで 來て くれ 丁-へと、 ^妙 

を 引 張って 草に のせ、 叉 岡 野 君の 家へ 行き、 岡 野 君と 美妙 を 突き合せた ところ、 何う も 突 妙の 方が^ 

しい。 然し この 時 岡 野 君が 責任 を 負 ふ 態度で、 誓って 取り消す といった ので、 それならと. .21 分は納 

得して 歸 つて 來 たこと があった。 これまで は、 文章の 臭味 は 嫌 ひながら も. おとなし ぶりの 人柄に 釣 

られて 可成り 美妙 を 好 遇して ゐ たが、 この 事件 以後- 美妙の 人格と いふ もの を.^ ん じない やうに なつ 

た。 

よく 人が 知って ゐる石 井 某 女との 問題が 萬 朝 報 かで 暴露され たと きも、 美妙の 辯 解の 態^が も 少し 

アツ サリ した 男らしい もの だったら、 あの 頃の こと だから、 あ、 まで 突 妙の 致命傷と ならす に 終んだ 

こと だら うと 思 ふ。 ところが、 あ ひ 調子で あの 大見得 をき つた 辯 解が 出た から 堪らない、 文 跑の M 情 

とい ふ ものが 全く 去って しまった。 自分の、 小 說家は 「實驗 を 名と して 不義 を 行 ふ權利 あり や」 の 一 

文な ども、 正直 をい へば、 美妙の あの 變な 大見得 を 切った 態度に ムフ としたから^ いた、 七い つてい 

ぃ點が ある。 . 


美妙と ゾラ 

內田魯 庵 君の 書いた ものと かに、 美妙の 小說 「いちご 姬」 は 自分が 美妙に 貸した ゾラの 小說 から ヒ 

ン卜を 得た もの だとい ふ ことがある さう だが、 これ は 自分に ははつ きりした 記憶がない。 もつ ぶ も S 

分 は 「いちご 姬」 とい ふ もの を讀 んでゐ ない ので (讀ん だに しても 讀 んでゐ ない と 同じ やうに もう 忘 

れて しまって ゐ る)， それだけ 餘計 はっきりし ないかと も 思 ふ。 自分が ゾラの 小 說を. 當 時の 新 文學と 

して？ 読んだ の は、 明治 二十 二三 年頃の こと だが、 その 時讀ん だの は、 「生の 悅 び」、 「ナ、 」， 「ム I レ 

和 卜； 墮罪： の 一一： 篇 であった と 思 ふ。 それで 若し 自分が 美妙に す X めて 讀 ませた とせば、 此の 三篇 のう 

ちから だと 思 ふが、 「生の 悅び」 は、 「いちご 姬」 など.^ いふ 小說の 構想と は 違 ふやう に 思 はれる から、 

これは^ 物と する、 さう すると r ナヽ」 か r ム I レ和 上」 の 一 ー篇 のうちと いふ ことになる。 或は r ナ 

ナ」 の 遣傳を 造り かへ たもの か、 それとも 「ム I レ」 の 方 を、 男 を 女に 作り かへ て 使った もの かも 知 

れ ない。 「生の 悅び」 の 方 は、 大分 後で 中島 孤島 君が 譯し、 自分が 譯 文に 手 を 入れて、 早稻田 大學の W 

版 部から 刊行 させた ことがあった。  . . 

ゾラの 英譯 本な ど 日本に 移入され て來 たの は、 正確に はもつ と 前 かも 知れない が、 恐らく 自分が ゾ 

r 此處 やかし こ」 そのほか  一 ニニ 九 
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ラを讀 み 始めた ころが、 最初で はなから うか。 面白い こと は、 自分 達が 買った 最初の 顷の 英譯に は、 

ゾラの 小說 でよ く 問題になる 筒 所 も、 一 箇所 殘ら す譯 されて あった こと だ。 その 後澤 山 入る やうに な 

つてから 來 たの は、 皆 如何 はしい ところ を省譯 してあった。 

美妙 を 思 ひ 出した 序に、 魯庵 君の 言と いふの を 思 ひ 出した ので、 これ も 一寸い ひ 添へ て m はく。 

(昭和 九 年 八月、 國 語と 1- 文學 「明治 大正の 文 ^：ハ を^る」。) 


逍遙 先生の 漢詩 


逍遙 先生の E 犬な 足跡に ついては、 種々 な 人々 が、 種々 な 方面から 書かれる こと X 思 ふが、 然し 先 

生の 明治 以後の 文學 史上に 殘 された 足跡と いふ もの は、 いかに 種々 な 人々 が 種々 な 方面から 書い て も 

書きつ くされない 程 大きい。 全く  r 一  代を蔽 ふ」 とい ふの は、 先生の やうな 方 をい ふので あらう。 假 

に 先生 を傳 するとして 完全な もの を 書かう とせば、 實に澤 山の 資格が いる。 第一、 擧問 だけで も、 和 

漢洋を かねなくて はならない、 第二に 幕末 明治 以後の あらゆる 文學の 分野 はもち ろん、 社會雜 事に 至 

るまで も、 一 通り も 1 1 通り も 心得て ゐ なくて はならない。 一 寸數 へたば かりで も 恐ろしい 位で ある。 

況んゃ 後輩の 吾々 が、 先生に ついて 何 を 語れる もので はない。 文字通り 群盲 象 を 摸す る だけに 過ぎ ま 

い。 だが、 また 考 へやう によって は、 群盲の 摸した 象の 印象 もこれ を 合せる と * ともかく 「象」 の概 

念 をつ かむ 便りに はなら うとい ふ もの だ。 この 意味で、 私 どもの 書く 逍遙 先生 觀も， 全然 無意義で は 

ない と 思 ふつ 

13 遙 先生の 漢詩  三 三 一 
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勿論、 先生の なくなられて 問 もない たビ 今、 此の 亂れた 頭で 何 を： 11 つた 事が 書け やう わけがない の- 

で、  それ は 止める として、 さて 先生の 傳記、 生涯の 事業、 逸話 等に ついては、 方々 の 新^ 雜；？ I にも 概 

略 見えて ゐ るから、 さう いふ 正面からの スケッチ ングは 避け. いさ、 か 側面？ i ぎる 誹り は あらう が、 

あまり 誰も 手 を かけさう にないと ころ を 拾 ひ 上げて みる。 

それが 卽ち、 逍遙 先生の 手に 成った 漢詩の こと だ e 此の 一 文に や. - 特種 的惯 値が あり はせ ぬかと 考- 

へる の は 手前味噌 だら うが、 先生から は、 「またい たづら を 始めた」 と 叱られる かも 知れない (； はか 

つて 先生の 大學 落第の 年代 を大眞 面目で 考證 して、 先生 を 苦笑 させた もの だが、 それ も 八， は おの 一場 

の 思 ひ 出と なって、 感無量 だ。) 

二 

逍遙 先生と いへば、 まるで 對 句の やうに シヱ 1- タス ビヤと 來る のが、 今门多くの人々 ん^s^fi^^の极 

本 だが、 その シ - 1 タス ピャの 化物の やうに 考 へられて ゐる 先生が、 英詩 を 15 いたと か 英文の 曰 記 を 

つけたと かいふなら、 成る 程と 尤もが る 人が 多いだら う。 漢詩 を やった とい ふので は， へ え、 と^れ 

る 方が 多いだら うと 田し.^。 由來 逍遙 先生 は、 同じ 明治 文壇の 長老で も. 幸^露作先：^などに比して^*, 


詩 漢擧の 方の 素養が 少ない 人 だとされ てゐ る。 だから 逍遙 先生の 漢詩と いふと 妙な 顏 をされ る 力 然 

し 素養の 多少 は 程度問題で、 露 伴 先生の 如き、 支那 文擧 にかけ て は 超 専門家と もい ふべき 大 知識の 持 

主で あるから、 逍遙 先生の 素養が 露 伴 先生より 少ない とい ふこと が、 吾々 素人が 少ぃ とか 多い と 力い 

ふ 時の 意味と 大分 ケタが 遠って ゐる。 逍遙 先生 は" ，1 柄が さう 高く はない が 名古屋 藩の 武家の 出で あ 

り、 武家の 表面的 敎養 はとい へば、 武藝の 外 は漢學 とい ふこと になって ゐる わけ だから、 先生 も、 幼 

少時 分から * 漢詩 漢文に ついては 一通りの 修業 はされ たの だ。 

逍遙 先生の 傳記 研究の 上から は、 藝術的 血液 を 遣 傅して くれた 人と して、 母君 矢 野 氏 ミチ 女の 名 は 

勿論 忘れて はならぬ が、 同時に、 幼少 時の 先生の 藝術的 氣分を 助長して くれた 人と して、 先生の 第二 

兄 義衛の 名 も 逸して はならぬ。 先生の 敎 育の 初歩 は、 主として 第一 兄、 及び この 第二 兄の 手で 試みら 

比た もの だが、 この 第二 兄 は 武士と して 申 分の ない 人間で ある 上、 藝術家 的 口 マ ンチシ ズムを 多分に 

もちな 口して ゐた 人で、 漢詩な ども ひどく 好きだった。 此の 第二 兄義衞 氏が、 先生に 自分の 趣味 を移傳 

さして、 漢詩 をつ くる こと を敎 へて くれた。 これ は 先生が 十二 三の 時であった とい ふ。 先生の 書かれ 

た自傳 風の 『私の 寺子屋 時代』 とい ふのに かう ある。 

(前略) 『詩 韻 含英』 を ひねくって、 平仄 だけ を 並べる こと は此 兄が 敎 へて くれたので あつたが， や 

や 意味 だけ 通る のが 出來 ると， 頻りに 褒めて くれた。 云々 

逍遙 先生の 漢詩  三  一一 ニニ 
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先生の 此の頃の 漢詩の 習作な ど、 今日 眼に する こと は出來 ない が、 たピ その 時 兄；！？； につけて 預ぃた 

とい ふ號 だけが 傳 はって ゐる。 それ は藝 汀と いふの だ。 春の 屋朧 でも 何でもない。 何でも、 ，：：：，：^?の近 

く を 流れて ゐた 小川に なぞって、 つけた もの だとい ふ (先生 は、 明治 十六 年 その 『小說 祌髓」 の 1$ 一 

稿の 一部分 を 明治 協會雜 誌に 發 表した 時、 この 號を その ま i 用ゐら れてゐ る。) 

ミ 

大學へ 入って から は、 和漢 文學の 科が あって、 作文に 漢文が あるので 漢文 も 寄 かれた (現に^9^Kの 

倉庫 中には その 幾篇 が採點 のま- -殘 つて ゐる) 、又 時折 は 漢詩 も 作られた。 それ は、 先生が 神代 S- おお 

に 語った 直話 (昭和 三年 一月 號 太陽) にも 見えて ゐる。 大舉 卒業 前 • 明治 十五 年 S ；、 先生 は 木 鄕の池 

文擧 社の 敎師 として 學費を 稼がれる 傍ら、 神 田の 下宿に 自分 だけの 私塾 を 設けて ゐた。 ところが、 或 

る 日 「詩 韻含英 式の 哀れな 詩」 が 出来た ので、 折 柄 遊びに 來た高 十 氏に 見せて 得 总 がって ゐ たと 

ころ、 その 頃 塾に 弟子入りして ゐた朝 比 奈知泉 氏が ヒョ ッ コリ來 たので、 大に 狼狽した とい ふの だ。 

それ は 朝 比奈氏 は、 もう 此の 時 一 端の 漢文 家で も 漢詩 人で もあった からだ。 

だが 先生の 大學 時代の 漢詩の 作 は、 幼少 時分の ものと 遠って、 今：：： 幾分 その-:^、 跡 を效 ふこと が出來 


る" これ は 先生と 高 田 氏と 二人で 記された 『泰西 活劇. 春窓綺 話』 (明治 十七 年刊、 服部撫 松の 名 儀で) 

の 中に 殘っ てゐ るから だ. - この 書 は、 元來 スコットの 『ザ-レディ • ォヴ .ザ. レ I ク』 を 散文 譯 にした 

もので、 明治 十三 年 夏期休暇 中の 手す さびに 成る とい ふ。 これ を 後で 服部撫 松が 澤 山手 を 入れて 自分 

の 名 儀で 出版した の だ。 この 書に は、 原作の： song- 、と あると ころが 漢詩に 譯 されて ゐる。 かう いふ 

漢詩 は、 從來 は、 全部 天 野爲之 (後 博士) 氏の 手に 成る とい はれて 來 たもの だが、 事實は そのうちで 一 

番 整った 形の 古詩 三 首 だけが 天 野 氏の 手 傅った もので、 あと は 皆 逍遙 先生の 手に 成った ものだった" 

原作で Canto  I  XXXI  —  XXXII へ かけての H レ ンの歌 は、 譯 本の 七 回で かう 譯 されて ゐる (後半 

だけ 揭げ る)。 

胡 角 聲絕山 谷幽。 獵 士應， 息 君 事 休。 勿 m 復向， 曉理 n 弓箭 1。 鹿 兮遠去 不：， 可.' 求。 君 可 A 休矣君 可， 睡。 

愛 狗護レ 君 床 前 侍。 君 可， 睡矣君 可， 休。 君馬雖 A 逝 何 足, 惜。 君不, 知此地 由来 夢魂穩 ^ 絡 無 角聲促 n 

IP 裝ふ , 

これ は 何う も 逍遙 先生の 詩で あるら しい。 それから 長い もので は 第 十三 回 (原作 CantoIII の XXni 

の ノ *Song -、) の 如き も • 先生の 手に 成った もので あらう。 

1^ 頭 苔 滑 宜レ爲 A 枕。 草 蕪 深 處帶レ 露寢" 警レ夜 衛兵 崖 驚， *r 萬 里 割 レ愛孤 寂甚〕 豫期 明日 夢更 平。 戰 

場 爲ぃ閨 鮮血 酲。 晚歜 聲絕君 慟哭 U 千 呼 萬 喚叫不 レ醒" 忍, 想 {^-閨 千 斛悲， 黯 淡颦盡 遠山 眉 J 忍， 思當 
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年鴛鸯 契。 幽明 漠 々無二 逢 期-。 男兒 有. 時 命 如 i 土。 區々人情何^3ぃ顧" 心 腸爲， nr> 脚爲ん r 飛 人：； 虎 

穴】 襲，， 猛虎？ 雖 A 然ー 且 勝敗 分。 情緒 叉 應：： 亂紛々 1。 取， 敗 一身 路傍 斃、 殘喘如 ^ 縷穴. 一 垂 淚，^ お レ人若 

問レ 所， 欲レ芎 相思 情 長 萬 里 繋。 收： 凱歌 人， 1 鄕關 1。 悲喜 話 is ハ 開い 顏 J 洞 房 曰！ £2^ 如， 海。 紅雀， 

檐香夢 gso 

長いの も 短 いのも まだまだ あるが、 見本 だから 1 々擧げ るに も 及ぶまい。 

四 

大學を 卒業され てからの 逍遙 先生の 漢詩 を兑 たいと 思 ふなら、 『開 卷悲愤 • 慨世 土 傅』 广 明治 十 ノく 

刊) を繊 くがい、。 これ は 口 ー ド • リットンの 應^ 小說 『リエ ン ジィ』 の譯 だが、 "e- 作に 引用して あ 

る 古詩 は、 やはり 漢詩に 譯 して あるの だ.^ 例へば、 原作で 第二 Fw^,- 八な" の 「ロー マン. ヒム • ォヴ. リ 

パティ」 が 次の やうな 漢詩に なって ゐ る，. 

羅馬 自由 歌 

君不， 見 配 B 之 山 iu 一 il。 翠黛 依然 色 不レ替 J 义不 k な 發之水 江洋. r  ：= 夜 向. 海 小 レ滞リ 對- -ー此 

山， 兮臨 ニ此川 一つ 興亡 古今 己 幾年。， 一 5- 兒在レ 奮 進 須レ. ^興！；^ 「^呼 尸\發卞=0^伯" 巧 後人 


宜 m 須則 11 前哲 1。 

これ は 『舂 窓綺 話』 時代より は 若干の 進歩 を 示して ねる。 

『慨世 士傳』 以後、 私 は 先生の 手に 成る 長い 漢詩ら しい もの を 目に した こと はない が、 恐らく， 明 

治 二十 年 以後 は あるまい。 然し 老來、 時々 揮毫され たもの を拜 見す ると、 幾分 詩句ら しい ものが ある 

から、 やはり 漢詩と いふ ものが、 全然 先生の 記憶から 掃 出されて ゐ なかった ことが わかる リ 

以上の 漢詩 は、 専門的に 見たら 大方 あまり h 手な もので はなから う、 屹度 先生 御自身の 仰る やうに 

「た 下手 下手と 蹈 韻した」 位の ものに 過ぎない かも 知れない- J 然し かう いふ 風に 拉 ベて 見て， あの 

逍遙 先生 に 漢詩の 嗜 みがあった とい ふだけ でも、 可成り 意外な 發見だ とい ふ氣 がする。 

逍遙 先生と 漢詩、 これ は 恐らく 實に ふさ はしくない、 大抵の 人々 の 思 ひも かけぬ 題目 だと 思 ふが、 

然し 以上の 如く かう いふ 研究 (以上の 如き もの を も 研究と いひ 得べ くば) も 成り立た せようと 思へば 

成り立つ の だ。 何も 私の 好事 的 精神から 揑 造した ので も 何でもない。 だが かう いふ 主題の 研究 も 成り 

立つ ところに、 先生の 敎 養の 幅の 廣ぃ 一 面が あり、 叉 同時に 時代の 波と い ふ もの 、强 さも 看取され る 

ので ある。 先生 一代の 功業 は、 文學 革新の 大事 業 を 身 を 以て 成し遂げた 點 にある が， その 點 からせば 

漢詩よりも 新體 詩に 緣が ありさう なのに、 新體 詩と は 案外 緣が 遠く  (先生の 新體 詩論め くもの、 出た 

の はな ほ數 年後 だ) 漢詩と いふ 古典 詩形 を 利用して ゐる。 偉大な 改革 家 は、 同時に 偉大な 保守 家 だと 
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いふ パラドックス は- こ \ でも 效目を 見せて ゐる やうに 思 ふ。 

先生 今や 亡し、 敬 しんで 合掌す る" 

(十、 三、 二、  ^京 Oii 月報) 


嗟 蛾の 屋ぉ むろ 傳聞書 

こ.^ で 前半生と いふの は、 嵯 峨の屋 氏が 小說 家になる までとい ふ 程の 意味で、 何も 厳密に 前半生 を 

指して ゐ るので はない。 た 2^ 題目と しての 便宜上から いふので ある。 また この 傳 記の 資料 は、 主と し 

て 私が 自身 親しく 蝶峨 S 屋 氏と 交した 數 回の 談話から 出て ゐる。 

嵯 峨の屋 おむろ、 探 美、 潮 外な どの 號も あるが、 自ら 好んで 嵯 峨の屋 主人と 署名す る。 本名 は 矢 崎 

シ ン  カフ 

鎭四郞 氏。 舊下 總關宿 城主 久世 大和 守の 家 士矢崎 鉀八郞 勝 則の 二子で、 文久 三年 一 月 十 一 日江戶 日本 

橋 箱 崎 新 堀の 久世 .：_^ 邸內に 生れた。 この頃 は 幕府 も 末の ことで あり， 且つ 此の 年 三月 將軍家 茂が 入洛 

し、 四月 主上 石淸水 行幸と なって 攘夷 期が 五月 十日と 定められ， その 五月に はいよ いよ 長 州 藩が 外國 

船燒拂 ひを實 行す るな ど、 總體に 世間が 物騷 で、 今に 外國と 戰爭が 始まる とい ふ 風聞に、 江戶 生活 も 

一昔前の やうに 安穩な もので はなくな つたので， 久世 藩で も 江戶詰 勤番の 士の 家族 を、 藩 地に 歸すこ 

とに した。 それで 當 歳の 嵯 峨の屋 主人 も， 母に つれられて 關 宿に 歸り、 父 だけ は在番 として 江戶 邸に 

止って ゐた。 

嵯， 峨の屋 おむろ 傳聞書  iiini 九 
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闢宿 藩で はこれ 等 新 下りの 江戶詰 家士の 家族の ために、 新に 畑地 をなら して 下屋敷と いふ もの.^ a 

て、、 差 向き こ、 に 入れた。 明治 三年に 八 歳で 再び 出京す るまで は. 幼い 鎭 W 郞 氏の 生活 は 主として 

此の 畑 中の 下屋敷と いふ 區域を 中心に していと なまれて ゐ たので ある。 

夢の やうな 詩の やうな 子供の 生活、 それ は何處 だとて さう 變っ たもので はない。 幼い 鍋 叫，：： 氏 は 同 

じ 下屋敷の 子供達 を 相手に とんぼ さし、 用水の 目高 掬 ひ、 戰爭 ごっこ、 獨樂ま はし、 根つ 木う ちな ど 

をして、 樂 しく 面白く 無意識の 何年 か を 過した のであった J この頃の 記憶 は、 氏の いろいろの 作に 出 

てゐ るが、 特に 「我家」 (三十 二年士 一月 文 藝倶樂 部) のー篇 は、 この 關宿 時代の 生活の M 犯の 甘い 感 

激に みちて ゐ る。 

だが 間もなく、 仕切な く 打 寄せて 來る 時の 大渦 は、 無 邪 氣さ祌 に 近い とんぼ 刺しの 幼. 望て さへ、 そ 

の 犠牲に 捲き こます にゐ なかった。 幕" 肘 瓦解の 大蠻 動が、 漸く 五 歳の 鎭四郞 氏の 頭腦 に、 お • 接 どんな 

印象 を與 へた か、 それ は 窺知すべく もない つ その 餘 波が 渺 たる 關宿 城下に も乎强 く^って 來て. 幼い 

鎭四郞 氏 も 一 年餘の 間、 お預け 者と して 暗い 日 を 2- なければ ならなかった。 

父 鉀八郞 は、 同藩 軍 學者淺 ffl 唯藏の 子で、 剛毅な 古武士ら しい 人物であった ^ 慶應 明治 冗 ¥) 

の 五月 德川 家の 士が 上野に 立籠って 官軍と 戰 つたが、 あれ は 旗本ば かりで はなく 德川 譜代の 諸 涨の士 

も， 分 川. H つ C ゐた、 殊に 關宿 藩から は 二百 人も脫 走して 加 はり、 字隊を 組織して ゐた。 辨ァ 0 氏 


や 鎭四郞 氏の 叔父 玉 井 環な ど， 皆 その 中に あった.. 

藩 論は歸 順で あるので、 これ 等 脫走士 の 家族 は その ま-^ にして は 置かれす、 藩 命で 長屋 入りと いふ 

一種の 禁錮 刑 を 受けた、 矢 崎 家 も 勿論 その 數に もれなかった。 上野の 戰が運 拙く 一  日に して 敗れた の 

で、 鉀八郞 君 は 落ちの びて、 所 緣の小 日向 臺 町の 松 本と いふ 綿屋の 家に 匿 まって 貰った" が、 後 藩へ 

自首して 出た ところ、 藩で は 死罪に 定めて 新 政府に 上申した。 此の 時 同罪 者 は 十七 人あった とか。 新 

政^^.-では， 關 宿の やうな 小 藩で これ 程 多く 死刑囚 を 出す に 及ばぬ と、 つ ひに 助命の 恩典 を 下した。 此 

の 問- 藩 命で 一年ば かり， 入牢と なった。 これ は 明治 元年の ことで ある。 いよいよ 父が 入牢と 定 ると 共 

に、 家族 は 皆 親類 預けと なった、 鎭四郞 氏の 兄の 常 三郞と 祖母と は、 祖母の 實家淺 田家に、 それから 

鎭 四 郞 氏と 母と 妹と は， 母の 實家 平野 家に 預けられる こと、 なった。 (母 はもと もと 矢 崎 家の 若、 人 

久三郞 へ 同藩 平野 家から 嫁して 来たの だ、 だが 久三郞 は、 一子の、 常 三 郞を殘 して 夭死した、 その後 

へ 鉀八郞 君が、 更に 淺田 氏から 養子に なって 來 たので ある。 無 fn 鉀八郞 君の 次に は、 久 三 郞の實 子た 

る 常 三郞が 家督 をと る笞 なの だが、 この 人 も 十九 歳で 亡くなつ たので、 鎭叫郞 氏が 矢 崎 家の 當主 とな 

つたので ある y 

この 一年 餘の お預け 期間 は、 幼い 鎭叫郞 氏に とって 暗い 憂 ひの 曰であった と共に、 大切な 修養の 日 

でもあった。 初め 鎭四郞 氏 は、 五 歳の 頃 父から 四書の 素讀 をう けて ゐ たが、 父の 脫走後 は、 專ら兄 常 

曉 峨の屋 おむろ 傳聞書  三 四】 
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三郞 から 同じ 素讀 をう けた。 さう して いづれ も覺 えがい、 と ほめられ たとい ふ。 やがてお W けと なつ 

て 平野 家に 來 ると、 前から 氏 を 子の やうに 愛して ゐた 叔父の 平野 章七郞 (汎) とい ふ 人が 一斑に 素證 をひ椒 

けさせ、 又 叔父の 隣家 中 村 某氏の 宅 を 寺子屋の やうに して 手 習に 通 ひ、 叔父の 乎 寄した 千 { ケ乂. v^u 

づ i 熱心に 習った。 素 讀の方 は、 お預けの 終る までに 孟子の ニ卷 まで 上げた とい ふ。 

明治 二 年 鉀八郞 君 は 出牢を ゆるされ たが、 更に 一年間 藩 命で 實家淺 田家に 謹慎 を 命ぜられた， それ 

と 同時に 家族のお 預けが 許されて、 漸く 明るい 日の 下 を 歩く ことが 出來る やうに なった。 

三年の 五月に は、 謹愼も 許され、 健康 も 恢復した 鉀 八郞界 は、 新しぃ運命を開拓するっもりで^9^:::小 

と 名の 改まった 江戸に 出て 来た。 祖母、 母、 兄， 姉、 妹な ど は 連れて行かれ たが、 鍋 叫郞氏 だけ は 平 

野 家に 殘 つて ゐた。 が， 平野 家の 都合から * 同じ年 秋 十一月 頃、 母方の祖母にっれられて_£^:!:小に出ろ 

こと.^ なった。 この 時、 父君 は 四 谷 坂 町に 荒物 店を營 んでゐ た。 

士族の 商法で はあり、 家族が 多勢で はあり、 家 道の 逼迫 は常然 であった、 そこで 父 の懇 叙して ゐ 

た 田 端圓勝 寺の 住職 (後 小石 川 一行 院 住職) 早 川 本 信 師は鎭 w 郞氏を 世話して やらう とい ふので、 出 

京 後 二月ば かりで 圓勝 寺に 伴 はれ、 隣 寺の 忠臺 寺と いふと ころに 入れて もらった。 ところが そこ は 和 

尙 一 人 切で 子供に は 寂しくて 可哀 さう だとい ふので、 小石 川 一 行院の 住職 對 木木 英和 パ： i が. e: 分の 乎 許 

に 引取って くれ、 こ- -に九 歳の 月から W 月頃 迄ゐ た。 明治 b: 年の ことだった。 この本英和13:は叙，：^- 


の やうに 可愛がって くれたので、 子供の 鎭四郞 氏 はよ く懷 き、 同じ年 四月に 父が 迎 へに 来て、 連れて 

歸 らうと すると * お 寺の 方が よいと 駄々 を こねて、 父 を 困らした 事が あつたと いふ。 この頃の 逸話が 

一 つ ある。 或る時 近代の 傑 僧 福 田行誡 師が來 寺して、 說法か 何 かした ことがあった。 その 時 幼い 鎭四 

郞氏は 茶 や 菓子の 運び 役 をした。 この 時下げ て來た 菓子の 最中 を 子供心に 食 ひたくて たまらす 一 つ 取 

つてく つた。 が、 後に 和尙 がみる と 高 杯の もなかが 皆 失くな つて ゐる、 和尙 はきつ と 鎭四郞 氏が とつ 

たの だと 思って 呼んで 叱った。 鎭叫郞 氏 は 子供心に も、 あ、 それで は あの 世話人の 家の 子供が 皆と つ 

たの だとい ふこと が 思 ひ 浮んだ けれども • それ は默 つて、 『わたし は 一 つし か 取らなん だが な あ』 とば 

かり 言 ひ 張った。 子供の こと ゆ ゑ和尙 もさう 强くは 叱らす、 その 場 は それで 濟ん だが、 翌日から 和尙 

は、 掌に 菓子 を 握って 『どう だ、 鎭 四郞、 これ を あけて みろ』 など- - いって は、 それとなく 菓子 をく 

れ たとい ふ。 嵯 峨の屋 主人の 作品 中に 濃い 印影 を殘 して ゐる 佛敎的 厭世 觀の 第一印象が、 この頃から 

種子 まかれた とい つ てよ からう。 

九 歳の 四月 一行 院 から 歸 つて、 大叔父に 當る 人の 世話で (此の 人 はもと 人人 稼業、 維新 後、 西 丸の 

門番 をして ゐた) さる 公卿の 若黨 となった が、 これ は 七日 程ゐて 止めた。 五月から 十月まで 刀 鞘師の 

許に 丁稚奉公に やられた。 それ は 父の 荒物 店の 筋 向 ひに 當 つてる 家であった。 

九 歳の 十 一 月から 十 一 歳の 夏 頃まで は 同じ 坂 町の 煙草屋に 奉公した。 津の 守藝者 美代吉 のこと から 
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仕事師 や 若衆 連の 間に 大 喧嘩の 起った の を 見た の も、 この ころであった。 

十一 歳の 夏、 厂稚 奉公 を やめて 四 谷 仲 町の 某小學 校に 入った。 その後 問 もな く、 父が 荒物 A を 人手 

に 譲って 開拓 使の 役所に 出る こと & なった ので、 その 都合から 芝 口 三 T 目に 移轉 した。 ^叫 郞氏も 芝 

の 櫻 川小學 校に 轉擧 した。 その 頃 この 學 校の 下級に は、 山 田 美妙が 秀才の 名を馳 せて ゐ たとい ふ。 

此の 時から 十 W 歲迄足 かけ 四 年間 は、 鎭四郞 氏の 少年 生活 中 最も 平和な 時代で あつたと 思 はれる。 

氏 は 明治 八 年 六月の 地方 官會議 の 時に、 傳手を 求めて 雇 給仕と なった、 この ゆの 議. おは 木 戶求允 だ。 

ある 朝 木戸 は、 幼弱の 先生が 早くから 出て 來てゐ るの を 見て、 親しく これ を 慰撫し、 勉强 しろと 勵ま 

した ことがあった。 然し この 平和 は 永く 續 かす、 十四 歲卽ち 明治 九 年の 夏に 父が 死んだ J 後に つた 

の は 祖母に 母に 子供 七 人 だけ、 餘財 など ある わけはない。 そこで 鎭 S: 郞氏 は、 心ひそかに！^び丁她奉 

公に 出される 覺悟 をして ゐた。 ところが、 ふと 何處 かで 外 國語舉 校が 口 シャ語 科の 給^生 をつ のって 

ゐる 11" の揭示 をみ たので、 それに 應 募した。 何も a シャ 語が 熱心だった ので はない、 給 ゆで が 出 

來 ると いふ 點が心 を惹 いたので あるが、 試驗に 及第して、 その 九 川から 外 國語攀 校の.^ 徒と なった。 

語學校 時代の 生活の 片瞵は 『二葉 亭四 迷』 追悼 錄の上 編 五 〇 真 以下に 出て ゐ るから、 詳くは その 方 

を讀ん でいた^く。 たぐ 次の 二 事 は 書き もらす ことが 出来ない、 それ は ニ紫亭 叫 迷との 交^と， ツル 

、； 一一 H フ文學 の耽讀 であるつ 矢 崎鎭四 郞を嵯 峨の屋 おむろに 仕立てる に は、 二葉 やの 力が 與 かって 


ある。 それから 嵯 蛾の 屋 主人の 作物に 散文詩 主情的 傾向 を與 へて、 湖處 子、 文擧 界、 花 袋 氏： 派の 主 

情 的 作家の 先驅 たらしめ たに は、 ツル ゲ ー 一一 エフの 感化が 大きい ものが ある。 この 二つ は、 何 かにつ 

け 生涯に わたって 影響して ゐ ると 思 ふ。 

十五、 六 歳の 頃から 學 業の 餘暇 盛に 文舉書 を讀み 始め、 草紙 もの、 軍書 もの. 戯作 ものな ど を 盛に 

涉獵 した。 十七 歳 頃に は 大抵の 作者の もの は殆ん ど讀ん でし まった。 殊に 好んだ の は 江 戶文藝 物で、 

作者と して 好んだ の は 馬 琴と 三 馬の 二人であった。 その他 京傳， 一九、 春 水な ども 讀ん だが、 それ は 

愛 讀熟讀 とい ふ 程で はない、 唯一度、 素通りし ただけ、 た^ 馬 琴と 三 馬 は 繰返し 讀ん だ。 中に も 三 馬 

は、 自分で よむ だけで は滿 足が出 米す、 他人 を 集めて 朗讀 してき かせたり した" 未来の 三 馬， 若い 嵯 

峨の屋 氏が か、 る 理想 をた て&、 心 ひそかに 小說 家になる 志 を 起した の は、 この 際であった とい ふ。 

明治 十四 年、 鎭四郞 氏 十九 歳の 時、 子供の 時から 骨肉の やうに 愛して くれ、 語擧 校に 入って から も 

我家の やうに 出入して 親しんで ゐた 叔父 平野 汎 氏が 逝去した。 この 叔父 は 英擧者 尺 振 人 先生 を 崇拜し 

艾 先生から も 愛されて、 終生 出世 口に 奔走 もせす. 先生の 隣 地に 蟠 居して、 日夕 先生に 親炙して 終つ 

たとい ふ 一種の 人格者で あつたが、 此の 人が 死んで 家族が 多く、 而 かも 當然遣 族 抉 養に 當 るべき 鎭四 

：郞 氏が 未だ 若い 修業 中の 身な のに 同情して、 尺 先生 は、 叔母 ふ 息子 を 引取って 世話した。 鎭 w 郞氏は 

とれ 以来、 尺 先生の 義氣に 感じ、 天 下 無二の 心の 師 として 慕った。 曰 曜日な ど 先生の 宅に 祖母の 見舞 
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に 出かけて 行く 每に、 先生の 温容に 接する ことが 出来る 嬉し さに、 胸が 躍った もので あつたと いふ。 

而 かも 先生 は 決して 恩に きせると か 見下す とかい ふやうな 態度がない ばかり か、 5i 叫郞氏 を、 I まさん 

鎭 さんと よんで、 親身 もさな がらに 遇して くれたと いふ。 

明治 十六 年 夏 七月、 二十 一歳で 外 國語學 校 を 卒業した。 然し 折角 學ん だ！" シャ！ がその" ぬ e は 衣食 

の 助けと はならない。 止むな く 十月 統計 院 につと め、 算盤 をば ちば ち、 統計年鑑 編 P 、の 15^ 務を とり、 

月給 十 一 一圓 貰 ふこと になった。 (統計 院 などに 入った の は 何う いふ わけ かとい ふと、 氏の妹が院：；；^の^:! 

尾 得 庵の 女中 をして ゐ たので、 その 緣で 入れて もらった の だとい ふ。 氏の 怫敎 思想 はね：^ 氏から 出て 

ゐ ると いふ r 然し 小說を 書く 志 は 依然 棄 てす、 窃かに 草した もの もあった とい ふが、 今 は ほつ てん 

ない。 『二葉 亭』 浪悼錄 中の 記事に よると、 十七 年の 夏 二葉 亭の 訪れて 來た とき、 「小^ は 何う したと 

尊ね る。 小 說は相 變らす 好きだ、 此の頃 こんな 物 を 試みた と、 未完 結の ー册 を- つて 兑 せた。 ハ介川 

は.. てれ を！ II- てま だ これで は 飯が 食へ ない ねえと 言 ふ。 『勿論 だ、 徐々 にやる 積り だ』 と、. 北 〈の 時 は それ 

で 別れた」 とい ふ 記事が 見えて ゐる。 

十八 年の 暮に 官制 改革で 統計 院は廢 止と なり、 其處に 務めて ゐ た^は、 一時 $： 休職に なって しまつ 

た。 仕方なく 遊びながら 「、何でも 大藏 省の 收稅 吏歟、 海軍の 主計 歟、 孰れ 歟 の：^" 驗を tc^ けよう キ m 心つ 

て、 試驗 準備 をす る 傍、 日本 運輸 論と いふ 著作に 掛 つて ゐた。 何でも 第一 册をほ 終り， 册：： ： に 魅 


つて ゐ たので、 其 頃 は 自分 は經濟 學者氣 取であった から 恐ろしい。」 これ は 十九 年の 夏の こと だ. その 

頃 長 谷川 二葉 亭が 尋ねて 來 たので、 この 事 を 話した * 「長 谷川 は 自分の 腹案の 著書の 目錄を 兌て、 『大 

分 大物 だね え、 材料が ある 歟』 とい ふ。 r 材料 は 書籍 館と 猶だ 外に 或 人の 家に あるの だ』 と 首 ふと、 『廢 

した まへ、 君の 長所 は小說 だ， 此 様な 事に 骨 を 折った つて、 經濟擧 者で 世に は 立てない、 其より 素志 

の 小說を 貰き たまへ』 とい ふ、 『否、 僕 もこれ で 飯 を 食 はう とい ふので はない、 小 說は徐 々にやる、 何 

しろ 何歟 して 錢を 取らなくて は家內 中が 干物になる」 と 言へば、 『左 模歟， 夫で は 君に 話す が、 舂の屋 

朧、 あの人と 僕 は 知己に なった、 君 も 一 つ あの人に 遇って 見た まへ、 君 は 文章 は 未だ 下手 だが 小說の 

ネ は あるの だから 廻 道 をし ないで、 あの人と も 一 つ 相談して みたまへ、 實は僕 も 文學を やる 積り だ、 

左様 なれば ー緖 にやる』 と。 かう 云った、 『否、 僕 は 直ぐ 行けない、 僕 は 君と 違って、 祖母 も 有り、 母 

も 有り、 妹 も あり、 弟 も ある、 然も 家に は 一 文 も 無し、 僕 は 其 等 を i- はなければ ならぬ、 迚も 今の 力 

では 小 說で飯 は 食へ ない、 僕 は 矢 張 官吏になる * 而 して 徐々 に小說 家になる』 と 言った" 『左様 歟， 其 

では 無理に 勸 めない、 然し 春の 屋に會 ふだけ は會 つて 置いたら 直から う』 と、 自分 を坪內 博士の 許に 

連れて行つ たのが 長 谷川で ある」 云々。 坪內 先生の 自記に 六月 二十日 (日曜) 「冷々 亭主 人 矢 崎と 共に 

來る」 と あるの が この 時で あらう か (引用文 は 『二葉 亭四 迷』 上 篇の五 四 頁— 五 五 頁)。 

「遇って みると、 實に 話の 面白い、 陽氣な 明るみの 有る 人 だ。 春 酒屋と はよ く 名を附 けた もの だ。 
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名 は 體を現 はすと は 此の 人の 事 だ なぞと 思った" 私が 違い 將來に は小說 家になる 考 だと 言った 時 * 先 

生 は、 其 様な 事 を 言 はないで * 今 直な つたら 宜だ らう。 此樣な 事 は 若い 時に 限る なぞと 勸 めた。 先生 

は 私の 淺學 さの 如何 位 か を 知らない。 私 を 謙遜から いふと 考 へて ゐ るら しかった。 長 谷川 も 傍から 相 

槌を 打つ。 私の 心 は 大分に 搖ぎ 出した つ 出來 ない 所 は 互に 助け合 ふさ、 僕 も 助ける、 文 人尠 し、 

君 方が 躊路 して ゐては 困る。 共に 荊棘 を莉 つて 進まう なぞと 大分に 油 を 懸けられ、 私 もす つかり 北 〈氣 

になって 仕舞った。 老師 (尺 先生) が カを蓄 へてから とい ふ 戒めの 言葉 は 忘れられ、 若い 先^が 逃 ま 

ち 進まう とい ふ聲 のみが、 私 を 支配し 始めた。 其から 間もなく、 私 は坪內 先生の. W 關の 書生と なった 

ので ある。 斯 して 長 谷川 は 私 を 文 學界に 誘惑して しまった」 (十四 年 六月 早稻 田文舉 r  ^峨 の屋主 

人 『卷の 屋と其 周圍』 の 一節)。 

かくて 徐行 文壇 入りが 急行 文壇 入りと 變 つた、 此の 時 は 十九 年 十月であった" ^蛾の 1;^- おむろと い 

ふ號は 春の やの 弟分と いふ 意味で、 この 時坪內 先生が 選んで 下さった もの だとい ふ。 老^-. ム々 と は 尺 

先生が、 鎭四郞 氏が 小説家と なる に 不賛成だった 事 を 指す ので ある。 「馬 琴 は あれで 屮々 の^お だ， 

三 馬の 書いた ものな ど 見る と 誰に も出來 さう だが、 世の中 を 充分 知って 居なければ 出來 ない。 鎖さん 

なん ぞは學 校 を 出た 丈で 如何して 出来る もの か-一、 尺 氏 はかう いって 鎭叫郎 氏の 血 ハ湫を 戒めた， J 殊に 

. 手 强い反 對者は 母であった。 母 は (名 は慶 子)、 お 上の 金で 舉問 した^に、 お 上へ 奉公 もせす に 戯作 


者になる と は 何事 だとい つて 叱った。 母の 立腹 は 却々 許されす、 後年 小說を やめて 士官 舉校 敎授 とな 

つたと き、 始めて ゆるされ たとい ふ。 だから 坪內 先生と 二葉 亭 との 推 挽が なくば、 栗して 小說 家に な 

つた か 何う か * 疑問で あらう。 

處女作 『守錢 奴の 肚』 の出來 たの は、 明治 一 一十 年 一 月 (十九 年 十月 一  一士 一 曰 免許) である。 「あの 頃 

は 私の 三 馬心醉 時代で、 昔で は 三 馬、 當代 では 春の 屋と 此の 二人 を祟拜 して ゐ たのです から、 頻りに 

あ. - いふ 物 を 書いた のでした、 其の 頃の 私 は 全く 戯作者 氣 質の 人間だった，」 嵯 峨の屋 主人 は、 自ら 

その 初期の 作風 を 回顧して、 私に かう 語った もの だ。 

(大正 十五 年 十 1 月、 愛書 趣昧 ニノ 1 號) 
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露 伴硏究 (未定稿) 

一 方  ^ 

I  丄 raw  さ In 

幕府の 瓦解 も 愈よ 押迫って 明年が 明治と 改まる 箐 の慶應 三年 七月 一 一 十三 日 (或は 六 曰)、 わがい 

伴 氏 は 幕臣 幸 田 成 延の第 四 男と して , こ れも 明年 東京 と 改まる ベ き 江戶祌 田の 俗稱新 敷と いふ. V こ 

ろに 生れた (只今で 云へば 練 塀 町の 北部、 山 本 町の 近くに 當 ると いふ)。 名 は 成 行、 幼名 は 郎、 

し 四 男 だからで ある。 父 成延氏 は、 表 御坊 主と いふので、 表面の 家格 は 低かった が、 はこのお 坊 

主と いふの は なかなか 權カを もって ゐ た。 成延氏 は. 當 時として は相應 以上の 敎^ ある 3^ 〈而 = な 人物 

で、 文 箸の 才も あり、 後に キリスト 敎に歸 して 熱心な 信者と なり、 一時 下 谷 sl:!::^ など もつ- V めた。 は 

の 名 は i 子， 幸 田家 家附の 女であった。 〔成 延氏は 今 西 氏の 出、 今 西 氏 は 奥 坊主の (豕 だ〕。 

父 a- ともに さう であった が、 殊に 母 は 音樂の 趣味 を 多分に もって 居り、 また その 方 而の卞 能 も あつ 

たリ 露 伴 氏の 令妹に 名 ある 女流 音樂家 を 二人まで 出した の は、 此の 藝術 的ネ 分の？ 一 ポ傅 である" 令：： 儿の 

郡 司 大尉 も < ぼが 巧みで あり、 露 伴 氏の 亡 弟 も音樂 -18 を もって ゐ たとい ふ" その他 幸 s.ikA の 系統に は 或 


は 數學、 或は 儒學、 或は 音樂に 秀でた 人々 が * それぞれ 出て ゐ ると 聞く- 

露 伴 氏に ついて 語る 人 は、 皆 その 兄妹の ことに 言 ひ 及ぶ の を， つねと. る. 私 は、 左に その 一 を 引か 

う。 曰く  

〇 多幸なる は 幸 田 一 家に あらず や。 百年の 大計 を畫 して、 北の方 島 帝國盡 くる 處、 口 章 旗 を 守れる 郡 司 大尉 あ 

り (名 は 成忠、 成延 氏の 次男)、 纖手彈 じ 出す 嘵々 の 音 梁 上の 塵 を 飛ばす 延子 女史 あり (露 伴 氏 令妹)、 ^學に 造 

詣淺 からざる 成 友 文學士 あり (露 伴 氏の 令弟 )o 而 して 今學窓 にある 者 も 亦、 二葉の 馨已に 高し と 開く。 同胞 幾 

人、 皆嶄 として 他を拔 かざる はなし。 天の 寵光を 一 家に 收む、 榮 なる 哉。 (註 1 ) 

露 伴 氏の 生れた 慶應 三年が 歷 史的に いって 如何なる 年で あるか はいふまで もない が、 明治 文 學の硏 

究 者に とっても 注意すべき 年であった。 卽ち 明治 文 學界に 露 伴 氏と 並んで 紅 露と 難され 一 時の 瑜亮と 

なった 尾 崎 紅葉 は • 此の 年 十二月 芝 神明に 牙 彫の 名人 武田 谷齋を 父と して 生れ、 紅 露の 二 豪と 呼應し 

て 明治 文壇 掉 尾の 文運 を ふるった 夏 目漱石 は、 同じく 此の 年の 一 月 牛 込喜久 井町の 元 名主の 家に 生れ 

てゐ る。 冷嘲 善 罵， 明治 文壇に 奇才の 目 をの こした 齋藤綠 雨が、 伊勢の 藤 堂 家の 抱 醫師の 家に 生れた 

の も 同じく 此の 年で ある。 明治 俳 道 中興の祖 たる 正 岡 子規 も 亦、 此の 年の 生れで ある。 

ひるが へって、 幕末の 小 說界は 此の 年の すっと 以前から 甚だ 不振 を 極めて 來てゐ るが、 この 年に 至 

つて 時勢が 時勢 ゆ ゑ 寂寥が 特に 甚 しい。 二世 種 彥の高 橋仙果 (次年 歿)、 二世 春 水の 染崎延 房 (四十 五) 
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假名 坦魯文 (三十 八) などが 前年 來 出し 綾け て ゐる數 種の 草 雙紙類 を 出しつ にけ て， ト化 力に 一 縱の命 

を 維持して ゐる 有様で ある。 その他 常時 名 ある (多少 は觅も かく) 戯作者と して は i. 

爲永春 江 (五十 5) 万亭雲 (四十 九 S 柳 Is  S 十 S) 擎塞 (四十 S)  ^1  (7 五 

3 山閱 人交來 (四十 五歲) 山々 亭 有人 (三十 七 歳) 篠 田仙果 (三十 一鼓) 

などが 擧 げられ る。 

露 半 氏 は その 幼時に ついて 自ら 傅へ て かう いつて ゐる、 曰く 1  I 

其乳兒 たるに 當 つて や、 還 I、 死して 而 して 蘇る もの 數次。 雷く、 此兒憫 むべ し、 命の S ざら ば 則ち 

身 の療 せんこと 必 せりと。 父母 悲傷 し、 哀々 劬勞、 擁藝だ 力む、 而 して 後 f 言 を 得たり。 (註 二) 

や i ずるに 及んで f  s。 天 曰 を 仰 £s はざる も s 十 曰。 管枯 坐、 心 ひそか S ま 分と す。 幸に し 

て 癒る を 得た リと雖 も 目 力 遂に 人に 及ぶ 能 はず。 (註 三) 

露 伴 氏の 自ら 傅 ふる 言 は 更に 少時の 敎 養の ことに 及んで ゐる、 曰く i 

伊 波を關 女史に 受け 云々。 (註 四) 

露 伴 氏 は 七つの 頃から. ir 代 r いふ 女 先生の 塾に 通って いろは を 習った。 此 I へ は 一， 严す も 

通った が、 關 女史が 女子 師範の 敎師 となった ので 自然 閉鎖と なって 終った。 關 女史 は、 蒜 末にお 名な 

書家 且つ 漢詩 人で も ある assss り、 人物が 立派で、 if. 和 f も S にも 堪能で 


あつ i/。 だ 力ら 東京に 女子 師範が 出來 ると、 擧 げられ て 最初の 敎師の 一 人と なった。 『近世 偉人 傳』 の 

著者 蒲 生 軍： 章が 書い た關 女史 の傳が ある。 

此の頃の 露 伴 氏に ついて 次の やうな 逸話が 傳 はって ゐる、 曰く — 

幼時 犬 を懼る \ こと甚 しく、 腰邊 常に 頭 大の虎 皮の 巾着 を 着け、 犬 を 防ぐ 林 I 殿 i なす。 (註 五) 

腰 邊に頭 大の虎 皮 巾着 をつ けて ゐ たの は事實 であるが、 然し その他 は事實 相違で あり、 この 虎 皮の 巾 

着の ために 却って 犬に 吠えられ たので、 犬 ぎら ひどころ か 露 伴 氏 は大の 犬す きで あつたの だ。 

露 伴 氏 は 又 曰く 11 

九 歲黹 めて 小學に 入リ、 十 ni 業を卒 ふ。 (註 六) 

露 伴 氏は關 女史の 塾が 閉鎖され てから 暫時 家で 遊んで ゐ たが、 九つで お茶の水の 師範 學校附 屬小學 校 

に 入った。 年 もい つて ゐる だけ 背 も 大きく、 それにもう いろは を 知って ゐ ると いふ 觸込 なので， 直ち 

に 稍 や 卜-級に 編入され たが、 實 地に 試め される と： 何も 知らぬ のが わかった ので (露 伴 氏 は 笑って か 

ぅ謙邏 された： r 又 初級に 下げられた。 だが 間もなく 勉強して、 どしどし 舉級を 超えて 進級した ので、 

ょ較的 早く 卒業す る ことが 出来た。 當時宮 崎 三昧 は、 まだ 同 師範 S 舉 生であった かもう 卒業して ゐた 

力， らぬ 力、 附 屬小擧 の敎師 をして ゐて、 露 伴 氏な ども 敎 はった ことがあ つたと。 

露 伴 氏 は 又 曰く 11  . . 
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次で 或は 東京 府中 學に、 或は 菊 池 氏^ 塾に 學び しが、 故 有りて 業 を 終へ ずして 止む。 (註 七) 

東京 府中 學と いふのに は 一寸より ゐ なかった が、 文. iV に 敎師を 驚かした もの だ。 その. S 數學は 滿點だ 

つた。 その後 築地の 两洋 人の 舉 校で 英語 を 勉強した こと も ある。 それから 菊 池^だ。 菊 池 氏^ 熟と い 

ふ. の は、 當時 有名な 漢儒菊 池 松 軒の 塾の ことで ある。 露 伴 氏 自筆の 年譜に 曰く II 

明 台ト 五、 六 年、 夜々 菊 池 松 軒先 生に 就きて 聽講、 年少 無知と 雖も、 程 朱の 學の藩 籬を窺 ふ を 得たり。 

菊 池 松 軒 は、 幕末の 名 儒 流 安井 息 軒、 安積 艮齋、 鹽谷宕 陰な どと 友達だった 4^ 名な 畢 者で、 その 頃 

は. 時の 司法 卿 大木 喬 任と 何か緣 があった らしく、 司法 省の 囑託 をして ゐた。 眞の 好意 づ くから 夜^ 

だけ 塾 を 開いて 敎 へて ゐ たので、 從 つて 月謝な ど は 何う でもよ いとい ふ 風であった リ 

露 伴 氏 は、 こ- -で 漢學を 大分 鍛練され たもの らしい、 好んで 杪 書苦學 して、 一再なら す 松 ポ先^ 力 

. 嘉獎 された とい ふ。 

遲塚麗 水 氏 はこの 頃の 同門であった。 麗水氏 も 同じ 神 田に ゐ たので、 いつしか 露 伴 氏と 親しく 交 は 

る ことにな つたが、 露 伴 氏が 一時 芝に ゐる郡 司 氏の 宅に 預けられ たころ、 丁^ 麗水氏 も 芝に 來てゐ た 

ので、 二人で 種々 な 事 をして 遊んだ。 二人で 相談して、 紛.^ 鎔し、 新聞紙 を 糊で 張り ra: めて 火砲 を 造 

り、 火藥を 調き して、 それ を 芝 浦の 濱に 持ち出して 小 砂利 を彈 丸に して 試射して 兑た。 初め^ 火線 を 

つける に つたが、 つ ひに 弓形の 導 火 機 を 工夫し、 見事 isQ^ 火に 成功した ので、 大将 意であった。 "卞ぉ 伴 


氏 は 笑 ひながら、 ——- 

な. く 

それ； S 却々^ んな もので、 あんな 面白い ことはありませんで したな あ。 

と 語った。 二 少年の 心算で は- これが 巧く 行ったら、 小鳥で も 取る に 使 はう 位のと ころであった。 Jgg 

がー 日、 露 伴 氏が 兄の 宅の 二階で 火藥を 調合して ゐ ると き. 何う した § ずみ か 發.^ 爆發 して. 恐ろしい 

爆音と 共に、 夥 だしい 白煙 を 揚げた。 露 伴 氏 は 幸 ひ 怪我 はしなかった が、 その 爲 めに 大砲 一件が 郡 司 

氏に 見つかって • 大目玉 を 頂いた ので- それき り 取り止め になった とい ふ。 これ は 露 伴 氏の 十六 i 旦の 

時の ことで ある，^ 妖堂 居士 著 『文壇 風 閜錄』 (明治 三士 一 年刊) に はかう ある、 曰く —— 

〇 子 幼時 最も 軍事に 模 して 遊ぶ を 喜びぬ。 一 S 麗水 と共に 筆の 軸に 西洋紙 を 捲き つけ、 之 を 以て 大砲ら しき 物 

V を造リ 自ら 煙總を 製し、 蝦蟇 を If つて 樂み おた るに、 過って 側なる 藁の 積みた る. ものに 燃えつ きたれば 大に驚 

き， 麗水 と共に、 尿 を 以て 消さん とせし も 出で ず、 ™? 章 狼狃- 凝ぎ まはリ しこと ありし と いふ。 子 今に 至りて， 何 

ほ煙微 9 臭 を 好む。 

これ は、 以上の 事實を 誤聞して 潤飾した もので あらう。 

此處で 一寸 露 伴 氏の 讀書 について 一言す る。 當 時の 文字 ある 少年の 大抵の する やうに、 露 伴 氏 も 早 

くから 草雙紙 物合卷 物を讀 みあ さり * 家藏の もの は 勿論、 親類 中の もの を讀 みつくし たとい ふ j 
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支那 小說 は- 菊 池 氏の 塾に ゐる 頃から 分からぬ ながら 讀み 始めた、 十六 歳 位で あらう。 その 屮の分 

からぬ ことろ を 松 軒先 生に 質問して、 叱られた こと を覺 えて ゐ ると いふ J 

佛經 弗：^、 を賨み 出した の も、 大體 此の 塾に ゐる 頃からで ある" 露 伴 氏 はこの 頃す でに 哲 が あつ 

て、 卜 五、 六の 時好んで 老子 莊 子な どを讀 んでゐ た， 老子 を 先生に 質疑して 化ら れ たこん. も ある〕。 當 

時 ま 方に 講賀ゃ 帘へ說 の 流行って ゐる ときで、 都下の 怫 敎.； 達 も 集って 和敬會 七い ふの を 結び . ^も 

の 演說會 を 開いて 聽 衆に 怫敎 信心 を 鼓吹した。 露 伴 氏 はさう いふ 演說が 自分の 好む 老莊の 思想と 似. せ 

つて ゐる ところが あるのに 引かれて、 度々 此の 會の 講演 ゃ演 說を聽 いた、 その 結果 怫敎に 興味 を もち 

始め、 自分で 佛 書怫經 を涉獵 する に 至った ので ある。 さう して 北海道 時代に は、 旣に r 榜？ ぼ經』 なと を 

賓 むまで こなって ゐた。 因みに、 露 伴 氏を禪 家の 居士 ぐら ゐに考 へて ゐる人 も あるが、 -ぉ作 氏 は 特に 

一一 一一 口  ,  9  , 

のみ を 修めた とい ふので はない、 禪も 入室まで した こと は あるが、 氏の 3 呉の 立場 はい は ゆる .w:;^ 敎 

とい ふところに あると いふ， 

や、 長 じて 圖書館 を 知って から は， 露 伴 氏 は 好んで 圔書館 を 利用し、 圇窖 館で 籠せ U し、 岡 で 知 

己 を 造った J 

海道に 出かける 前に は、 狂歌、 戯作， 俳諧の 書物 を 遮二無二 讀 んでゐ た。 


さて、 露 伴 氏 自の傳 言葉に 返る、 曰く —— 

十七 歳よ リ 後世 路 に錄趁 として 云々 (註 八) 

自筆の 年譜、 明治 十六 年の 條 にかう ある、 曰く —— 

電信 修技 校に 入る。 給費生と なって 自ら 支へ たる 也。 

幸 田家の 近くに、 知合の 旗本で 可成り 大身の 稻 葉と いふ 士 があった、 その 人 は、 これからの 人間 は 何 

でも 實業 でなければ いけない、 手に 職 を もたなければ いけない と 云 ふ 持論で あつたが、 露 伴 氏の 父 成. 

延 氏は大 にこれ に 感心し， 露 伴 氏 を 大工の 弟子に しょうと された。 露 伴 氏 は 何 處か擧 校で- もっと 修 

業したい と 思った もの \、 肝心の 父が かう いふ 考へを もって ゐ るの だから、 相談す にば  一 i で If:- りに 

なること がわ かって ゐる、 そこで 一 人で 種々 考 へて、 官費と いふ 點を取 柄に、 電信 修技 校に 入 した 

ので ある" 

年譜に 又 曰く  -! 

明治 十七 年 同校 卒業、 貸務を 執る。 

東京 中央 局で 通信 事務 を 執った ので ある。 同じく 年譜に、 I , 

明治 十八 年 判 任に 捕せられ、 次で 北海 逍 後志 (餘巿 ) に 赴任す。 

此の 年 露 伴 氏 は 十九で ある。 何しろ 當 時の 北海道の ことで あるから、 流石 覺 悟の 露 伴 夭もハ つて 見て 
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驚いた ことで あらう。 僻地で ある は 可い としても、 周 園の 無敎養 なのに は、 何より 我 俊が ならな かつ 

た。 露 半 氏の 話 相手になる 人 11 は 全然ない、 舉問讀 書の 益 を 分け合 ふやうな 人 は 一人 もない。 露 作^ 

の 言葉 を かりて い へ ば、 「孤影 孑然 朋友 も 無く 交際 もせ まく 談話 を 交換し 知識 や 感情 を やりとり する 

者 もな く」 暮 したので あった。 若い 露 伴 氏の 心 は 犬に 不平で ある。 こんな 所に このま k 何時まで ゐて 

も 何う にもなら ぬ、 東京へ 出て 修業したい。 血 氣の時 だから、 不平 を 紛らす ために、 少々 は 遊んだ か 

も 知れない、 ^財 もした かも 知れない (直話 )o 任地の 戶長 である 須藤 某と いふ 人が、 犬に-お 作 氏に 1:!: 

情して、 束 京に 〔豕 があるなら 歸 つて 勉强 したが 可い とい ふ。 轉任を 頻りに 願った が聽 かれない つ そこ 

で斷ぉ 職^ を 抛擲して 出京す る ことに 決心し、 この 須 藤氏の 好意で 藏書を 典して 旅费を 調達す る。 乙 

れが 明治 一 一十 年、 一 一 十 一 の 時で ある。 年譜の 同年の 條 にかう ある、 — 

官を棄 て > 出京す。 乃ち 免官 せらる。 

露 伴 氏 は 此の 時の 紀行 「突赏 紀行」 の 劈頭に 記して 曰く —— 

身 こ. H 疾ぁ リ- 胸に は愁 あり、 惡 2 緣は逐 へど も 去らず 、未来に 樂 しき 到 や S 點の 認めら る. - なく、  n 前に •：ii き 

刺激物 ぁリ、 慾 あれ ども 錢 なく、 望み あれ ども 緣 遠し、 よし 突貫して 此 逆境 を 出で むと 決した リ、 五六 枚の 衣 

を 賣リ、 一 行李の 書 を 典し、，. 我 を 愛する 人 二三に のみ 別 を つげて 忽然 出發 す、 時 ま 一.」 に叨ほ 二十 年 八月 ニナ 五 

H 午前 九 時な リ。 


かくて 陸路 を、 靑森、 盛 岡， 仙 臺>  郡 山まで 歩み、 郡 山から 汽車で 東京に 歸 つた。 二 本 松から 郡 山 

までの 途中 は， 徹夜して 歩き 通した ので、 疲勞 困憊が その 極に 達した、 I . 

里 遠し いざ 露と 寢ん草 まくら 

と はこの 時の 實感 の吟 である。 露 伴の 號 はこの 句 を 出 所と して ゐ ると いふ。 つゆと いの 甚だ。 

露 伴 氏が 明治の 新 文學の 曙光に 觸れ • 思想 的に 一種の 文擧 革命の 洗禮を 0 けたの は、 この 北海道 時 

代で ぁづた J こ K で、 露 伴 氏 は坪內 先生の 「小 說神髓 一 を讀 み、 柴鬼海 散士の 「佳人 之 奇遇」 を讀 み、 

その他 明治 文學の 先驅的 著作 數 四に 接した ので ある。 露 伴 氏 は 「小說 祌髓」 を讀ん だとき の 印象 を 後 

で 人に 語って 曰く 11 

(前略) 先 づ在來 の 小 說家は 功利主義 であ つた、 ダイ ダク チックであった。 最も 世人に 敬愛き られて ゐた馬 琴 

を 始めと して、 皆 世の中の 訓へ の爲 めと 云 ふ 事 を 眼目に して， Q た。 近 松 以來、 さう である、 さうな つて ゐる。 

それ. を 覆 へされた の だから、 私に とっても ショックであった。 ^の 知人に もさう であった。 今 思 ひ 返して 見る 

と、 是れ程 大きな 動 搖を與 へ たもの は 他に なかった 云々。 (註 九) 

「小說 神 が文擧 革命の 曉鐘を 打った の は， 丁度 露 伴 氏が 電信 技手と して 北海道に 赴任した 明治 

十八 年で あるが、 同じ 十八 年に は、 明治 文學界 にと つて 今一 つ 重大な 出来事が 生じつ X あった。 
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こ、， 年 二  午. ま、 ^京大 擧豫備 門の 學生 であった 尾 崎 德太郞 (紅 紫)、 石橋 助 三 リぷ) ur^^^ 

郞 (美妙) の 三人が 首唱と なり、 當 時の 高等 商業 學 校の 擧生丸 岡 久之助 (九 華)、 外國. 力 m ゅ抆 のき.^ ク 

順 之 助 (龜. 心) など を 糾合して 視友 社と いふ 文事 結社 を 結んだ、 さう して 同年 五月、 その 機關の 笨寫回 

覽雜誌 「我 樂多 文庫 一 の 第一 號を 出した。 これが、 明治の 新 文 學界に 著 火な 寊獻 をした 硯灰社 文ゅ述 

動の 發 端であった。 

(註 一) 妖堂 1W  士 「文壇 風聞 記」 (明治 三十 二 年刊) 

(註 二) 「露 伴 叢書」 (明治 三十 二 年刊) の卷 頭の 自傳 より 

(註 三) 同 

(註 四) 同 

(註 五) 「文 風聞 記」 及び 「現代 文 藝百家 小傳」 (明治 四十 一二 年刊) 

(註 六) 「露 伴 叢書」 (明治 四十 二 年刊) の自傳 

(註 七) 同 

(註 八) 同 

(註 九) 雜誌 「太陽」 昭和 三年 一 月號 所載 「逍遙 先生の ことども」 (神代 精亮 氏) の 中、 露忭 氏^ 話 


二 準備 

以上の 如く 「突貫」 して 逆境 を 切り 拔 けた 一 不年 八月から 「露 圑々 J- を 公に した 明治 一 一士 一年 一 M 

まで を、 露 伴 氏が 文壇 生活に 入る 準備 期と する. - 此の 二 年間 は、 露 伴 氏 自身の 言葉で 概括 すれば， ー 

面白く 無くて 面白くなくて、 癇癀が 起って 癇癀が 起って、 何とも 彼と も 仕方の無い、 腹に 不平の リ絕 ゆる 間 

無く， 禍卷 ける 

頃であった，、 

北海道から 露 伴 氏が^ 京へ 歸 つて 來 たの は、 父に 願って 又擧校 へ でも 入れて 貰 ふつ もりから であつ 

た。 ところが 成延 氏の 機嫌 は 散々 で * 大目玉 を 喰った。 さう して 窮命 的に， 當 時成延 氏が 經營 して ゐ 

た 紙 店の 店 番をさせられた、 a 

當時幸 田家の 家 道 は、 さう 豐か ではなかった が、 紙 店 を 開かなければ ならない 程ではなかった。 だ 

が、 成延氏 は、 この頃 下 谷の 敎會 を預 つて ゐた 牧師 植村 正久 の說敎 に、 頗る 感心して 耳 を 傾けて ゐた 

が、 植村 氏が 勞 働の 福音と 遊食の 罪 惡を說 くと、 成延氏 はすつ かり 共鳴して、 たぐ 働く ことのた めに 

他所に 店 を かり， 紙 店 を 始めた ので ある。 自身 は 自宅から 店に 通 動し、 日曜 毎に 休み、 その 利益 は釆ゃ 
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皆敎. 4" へ 奉納 するとい ふ 熱心 さで ある。 從 つて 露 伴 氏の 文學 癖な ど は、 成延 氏の 犬に 忌む ところで あ 

り、 反 對に露 伴 氏に キリスト 敎を 信じさせ ようとし、 敎會に 行かせよう としても *  ^$作 氏 は  一 {!: 聞き 

入れない。 そこで 尙ほ Is^ 翁 命 的に 店 番をさせられ たので ある。 風聞 子 は 語って 曰く  ！ 

時に 淡 島 寒月 等來リ て、 屢々 店頭に 西 鶴 を 論じ、 口角 泡 を 飛ばして 相^ ふ。 是を 以て 客の 空しく 歸る もの 相^ 

^。 云々。 (註 一 ) 

淡 島 塞 n と 知り合つ たの は、 北海道 行の 前で、. 場處は 聖堂の 園 寄 館であった J  京 後 も^が あれば 

圜書館 通 ひ をした ので、 自然 塞 月 氏と も 懇親 を 重ねる ことにな り、 露 伴 氏が 馬 琴ば やりの 時代に .內 鶴 

とか 京傳、 三 馬と かいふ 作者の 作物 を あさって ゐ るのに 感心して、 自分の 手許に もさう いふ 木が， ゆ 山 

あるから 遊びに 來 ないかと いふ わけ、 全く 園 書 館が 緣で あった。 その後、 塞 ni: 氏の 宅で、 六ば m:: 珍籍の 

展覽會 めいた ものが あって、 その 席で 寒月 氏の 紹介で、 當時 知名の 文人と 知り合った。 足 崎 紅葉と 知 

り 合った の も 矢張り 此の間の ことで、 紅葉 は、 寒月 氏の 許で 露 伴 氏の m2 いた 文？： ：！. を 兄て 酷く 咸亇； "し、 

寒月 氏 を 仲介に 自然に 交際す る やうに なった。 

さて、 露 伴 氏 は 店番 をしたり、 叉 寫字ゃ 文章の 代作 をして 小 錢を 稼いだり する 一方. あ ひ 問 あ ひ 

間 を 見て 創作の 筆 を 執り 始めた。 別段 取り立て. - 動機と いふ 程の もの はない、 文み は而. els, 小一ぶ は 

面白い とい ふ 興味が 嵩 じた の に 、 常時 世間に 喧しく 持 離されて ゐ る 新し い 小^ 額 を いろいろ と む に 


つけ、 何やら 滿 足が出 來な いものが 胸に 頭 を 擡げて 來>  これで さう 有名に なれる ものなら 自分 だって 

出来ようと いふ 考 へが 手 傅って、 いっと はなく 小 說の筆 を 動かし 始めた ものである。 かくて 先づ 成つ 

たの は、 「風流 禪 天魔」 である。 これ を 露 伴 氏の 小 說の處 女 作と する。 大體 明治 二十 一年の 作と すべき 

であらう が、 遂に 公刊され すに 終った。 尾 崎 紅葉が 淡 島 寒月の 許で 見て 感心した 文章と は、 この 作 だ 

とは傳 はって ゐる。 「風流 禪 天魔」 について、 露 伴 氏 はかって かう 記した ことがある、 曰く —I 

1^ 篛 本の 洒脫 なる を愛讀 したる 折の 事と て、 たど 二三 友人間に 一 笑 を 博 せんが 爲め、 友人 某氏の 佛に 俊し、 禪 

. に 溺れた る 餘リ、 甚だ 人情に 遠き 振舞 ありし 實際を 誇張して、 描きた るに 過ぎず。 

右 は 糊 細工 をす る 折 下貼と なして 仕舞 たれば 尾 崎、 淡島兩 氏の 外見た る 人 無し。 (註 二) 

「禪 天魔」 の 內容は 簡單な ものであるが 三 段から 成り、 第一 段 は、 一風 變 つた 能 樂 者が 二三 人 連れ 

立って 遊びに 出かける とい ふ發 端， 第二 段 は 現代で 「何々 (露 伴 氏 も 失念の よし) の 潮煙り とい ふ 題 

で、 その 連中の 一 人が 夢に 北海道の 寶女 町の こと を 想 ふところ (これ は 作者 自身の こと)， 第三 段 は， y 

戶 時代で 「とろば (香の 名) のけむ り」 と 題し、 禪 にこりて、 女郎屋へ に 坐禪. を 始める たはけ 男の こと 

(友人 某氏) を 書いた ものであると いふ。 

同じ 二十 一年、 和 莊兵衞 めく 寓意 小說を 書き かけた が、 完成せ すに 止んだ。.  . 

ろ だんだん  - ■  ■ 

此の 年 最後に 成った のが 「露 圑々」 である。 この 作ケ 草して ゐ るの を 淡 島 寒月 氏が 聞いて、 何でも 
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面. S いもの を 書け. 面白く さ へ.. あれば 自分が 依田 舉 海に 紹介して 何處 かの 書肆に 出版 さして やる から 

とい ふ。 依田 學海 は當 時の 文壇の 長老， 硬軟 兩文 學の誉 宿で あり、 その 一顧 は 正に 文 埴の登 龍 門た る 

價値を もって ゐた。 かくてい よいよ 「露 團々」 が 成る や、 爽， 月 氏 は 一 讀 して 奇と稱 へ、 約束 通り 海に 

紹介して くれた。 舉海も 犬に 此の 作に 感服した ものと 見え (單行 「露 圑々」 の學 海の 序)、 この ハゃ？ 

の 小說雜 「都の 花」 の 編輯で ある 中 根 香亭に 推薦した つ かぐて 「露 團々」 は、 翌 明治 二十 二 年の 二 

月から 同誌に 連載され る ことにな り、 露 伴 子の 號が、 明治の 小 說界に 始めて 印され た， 「ャ S 幽々」 と 共 

に 露 伴 氏 は 長い 文壇 生活の 第 一 歩 を 踏み出し たので ある。 露 伴 氏 時に 年 一 一十一 一。 

この 年 (二十 一年) の 明治 文學 諸家と その 作物の 太簡な 覽表 をつ くって 參 照に 供す る U 牛お 順に 

よる)。 

依田 學 海 (五十六 歳) 脚本 「政黨 美談 淑女の 操」 (都の 花) 

福 地 櫻 痴 (四十 八 歳) 「小 說燈 芋の 煙」、 「もしゃ 草紙」 (共に 東京 日ロ 新聞) 

饗庭篁 村 (三十 四 歳) 次年よ リ文龜 「むら 竹」 

須藤南 翠 (三十 一歳) 「綠簑 談，」 、「照 日 葵」、 「雛 黄 翳」 (改進 新聞) 

坪內逍 遙 (三十 歳) 「外務大臣」 (讀賣 新聞)、 一 細君」 を 起稿。 文塽を かんと 決心す。 


宫 t- 三 昧( 

廣津柳 浪( 

矢 崎 幢峨の 屋( 

二葉 亭 四 迷 ( 

渡 邊 霞 亭( 

石橋 忍 月 ( 

尾 崎 紅葉 ( 

山 S 美妙 ( 


二 十 歳) 

一十 八 歳) 

一十 六 歳) 

一十 五 歳) 

一十 四 歳) 

一十 四 歳) 

壬 5) 

一十 i 


處 女小說 「嵯. 峨の尼 物語」 (都の 花) 

「二お もて」 (大和 錦)、 博 文 館 小 說雜誌 「大和 錦」 の 編輯 員。 

「初 戀」 (都の 花)、 「薄命の す 子」 (大和 綿) 

「浮 雲」 第二 編， 飜譯 「あ ひ V き」 (^民の 友) 

「三人 同胞」 (東京 朝日)、 「浮世」 (都の 花) 

處女作 ー捨 小舟」、 「^果 ，一 (都の 花) 

「風流 京人形」 (我 樂多文 靡)。 「我樂 多 文庫」 賨品 として 發刊 

「夏木立」 (短篇 藥 S 「花ぐ る ま」 (都の 花 )o 此の 年 新に 發 行した 小^ 雜誌 「都の 

花」 の 主筆 

處女作 「鼓の 鷥」 

處女作 「魂 膽祕蓽 枕」 我樂多 文雎) 

「言 問 だんご」、 「白糸」 など 

處 女小說 「五月 鯉」 (我樂 多 文庫) 

「雪裡 松」、 「中原の鹿」 

「藤の 一 本」 (都の 花) 

(註 一) 「文壇 風聞 記」 及び 「現代 文 藝百家 小傳」 

(註 二) 「文 藝俱樂 部」 第四卷 第五 編 (明治 三十 一年 四月) 所載 
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一十一 歳) 

一 十 歳) 

1 十 歳) 


田邀 (三 宅) 花 鬧( 

川上 眉 山 ( 

江 見 水 蔭 ( 

巖 谷 漣 山人 (十 九 歳) 

宇田川 文 海 (四十 二 歳) 

藤本 藤 蔭 (未 詳) 
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一二 露 伴 氏の 明治 文壇 生活 第 一 期 (明治 二十 二 年 I 明治 二十 五 年) 

滕手 至極ながら、 私の 記述の 便宜上から、 前後 二十 餘 年に 亙る 露 伴 氏の 長い 明治 文墙 生活 を、 §: 期 

乃至 五 期に 分けて 筆 を 進めたい。 そこで、 今、 私が 分した 第一 期と は、 明治 二十 二 年 「"お^々」 の 

發 表から、 同 二十 五 年まで を 含む もので、 小說 家と しての 露 伴 氏が、 最も 鮮やかな 天才 的 活躍 板り を 

示した 時期 を 指す。 

此の 期の 文壇 概景- 明治 二十 二 年から 二十 五 年に 至る ra: 年 問の 明治 文 iS  (小 說界) は、 所謂 Bwi 小 

說と いふ 新 文 寧 勃興 時代で あり • 時の 潮流の 先頭に 立って 潑刺 とした 活動 振り を兑 せた の は， ^崎 紅 

葉 を主盟 とす. る 視友社 派の 青年 作家 達であった" 今， 年代順に その 槪景を 述べよう。 

明治 二十 二 年 は、 批評家に 小說 全盛の 第一 期と いはれ たビ け、 概してい つて 菩ば しく 文、 述 の^んな 

年であった、 國會 招集の 前年で 政治 熱が 强く、 且つ 條約 改正な どの 大事 件が あつたが， 文 风. -の 携^に 

は 少しも 惡ぃ 影響 を 1^ さなかった。 

此の 年の 小 說界で 第一 に 注意すべき こと は、 册 子小說 (長 篇) が少 くな つて 所謂 端物 小 マお 

がすつ と 殖えた ことで ある。 これ は、 前々 年、 前年 來、 言文一致 問題 その他の 動機から、 ゆ 人の.； 識 


が 文章. の 方に 向けられ、 その 妍 醜が 見分けられ るに 至った i め、 文章の 彫 球 を說く 勢力が 强く、 自然 

單に 糊： CtS 爲 めに 書く 人々 が 抑 へられて、 名 を惜む 人々 が 苦心して 文章 を 推敲す る。 然るに 長 篇の彫 

琢 推敲の 困難な のに 引換べ、 短篇 は それが 樂 である、 これが 第一 の 理由。 社會 がた^ 長く ばかり あつ 

て」 向喻ひ 足りない やうな 小說 にあき、 反動と して 短篇の 實の ある もの を 喜ぶ に 至った こと、 これが 

理由の 第二。 小說雜 誌が 流行し 始めた こと、 これが 理由の 第三。 

次に 目立つ 特徵 は、 前年 迄 あれ 程 火の手の 強かった 言文一致の 勢が 少し 下火になって、 西 鶴 調， 元 

祿 調が 流行し 出した ことで ある。 それ は、 (一) 一般 古文 學の 復興 熱- (二) 寫實 小說の 勃興と- - もに 寫 

實家 たる， 西 鶴の 價 値の 認められ たこと。 (三) 言 文 一 致に も數派 ある 上、 何れも 一 長 一 短で 標準 的の そ 

れと はならぬ に 倦み、 西 鶴の 簡 勁で 含蓄 ある 筆に 理想 を 認めた こと、 などで ある。 此の 年の 秋、 西 鶴 

熱 は、 露 伴 氏の 「風流 怫」 が 出る に 及んで 白熱 度に 達した とい はれた。 言文一致 にも 勿論 進歩が ある 

に は ある、 此の 進歩 忙 最も 與 つたの は， 「文庫」 派 (級友 社) の 柳浪. 思案な どの 言 文 一 致で あらう J 

文章の 彫琉は 文壇の 大勢で あつたが、 それが 文章、 體裁、 題號、 趣向、 衣装、 人物な どに だけ 關す 

る もの；，， の を 察し、 內容が 浮華 虚飾に 流れ はせ ぬかと 心配す る 人が 多く 生じた。 二葉 亭、 嵯峨 の屋、 

不知 庵な ど 文擧の 本質 を 論じて 大に讀 者 警醒 さした。 就中 嵯峨の 氏の 「小說 家 責任 論」 (註 一) が 

最も 讀 むに 足る。 「眞 理の發 揮、 人生の 說明及 社 會の說 明 をせ ぬ は小說 にあら す」 云々 の 論旨で ある。 

零 伴 研究  三 六 七 


か. - る小說 論が、 意識的 無意識的に、 翌年 以後の 文壇に 影響して ゐる。 

文章 上 乃至 小說 批評 上の 進歩 は 著しい が、 思想 上內容 上の それ はさした る ことがない" 何れも セン 

チ メンタルな 所謂 局部 小說 C 註 二) で、 全局 卽ち 人間の 運命に 着想した もの はない、 この 後^に 娥分^ 

を 注いだ の は 「風流 怫」 あるの み、 とは當 時の 批評家 (逍遙) の 言葉で ある。 と は 言へ、 全然 進歩が 

なかった ので はない、 四 五 年 前に はた ビ 脚色 だけ を 生命と して これに 拘泥して ゐ たが、 此の^ あたり 

こ. Hl^  く 人間の 性情に 留意し、 朧ろ にも 個性 を 描く こと を 肝心と 考 へて 來た" 戀と淚 と 悲哀の 分子の 

多くな つたの も 一 特徵 であらう。 

r 國民之 友」 が 文 學附錄 を 掲げ 出した こと， 「新 小說」 が 新に 發刊 (次年 一先 づ倏 叫) された こと は 

明治 小 說界に 大きな 貢獻 となった、 殊に 前者に は、 大家 號授與 所と いはれ る だけの 横 威が あった。 「^ 

の 花」、 「文庫」 (我樂 多 文庫 改題) 「女 學雜 誌」 など 何れも この 年の 文 摩界の 花形と して 活躍した。 

旣 レ ていって、 小說 にも 批評に も. 戰國 時代で ある だけ、 銘々 勝 乎な 工夫 を 凝して 勝 乎な 作 を かく 

元氣も あり、 なかなか 面白い。 皮相 的 だが 嶄 新な 作が 多く、 長く 後年に 傳唱 される やうな ものが 多く 

出た。 演劇 協會が 活動し、 演劇 改良 熱も强 い，^ 

明治 1 1 十三 年に 入って 政治的に は 鬼に 角 一 種の 黄金時代が 實 現された が、 同じく 黄金時代に 入る や：： 

の文巢 方面で は. 何う した もの か、 四 五の 佳作が 出た に拘 はらす、 小說 不振の 聲が、 度々 繰り返され 


たつ これ を 政治の 爲 めと 兒 るか、 前年 來. 大きな 夢 をみ て 無理押しに 上って 來 たのが、 夢が 破れて 我 

に歸 ると 共に、 一休して 考 へて ゐる樣 子と 見る か、 何れも 點頭 かるべき 見方で あらう。 一 流の 名 ある 

小說 家で 餘り 新作 を 見せ なくなつ たの は 二三 あるが、 これ は 政治 熱に 壓 された のではなくて、 むしろ 

その 人々 の もつ 內的轉 向に よる 方が 多い。 た 然し 此の 年 以來、 客氣の 新作 者 や 戯れに 筆 を 弄する 彌 

次 小說家 は 書く こと を 封 じられ たこと * 所謂 明治 初期の 舊派 政治 小說 が、 やがて 跡 をた つに 至った こ 

と は， 注目すべき 事實 である。 若し それ 小 說の讀 者が、 露 伴 は 想念 高し とか、 湖 處子は 思念 純潔な り 

とか 論じて、 着想 第一、 文章 第二と いふ 進んだ 鑑賞 眼 を 示す に 至った 點 では、 これ は 批評家 逍遙、 鞾 

外、 不知 庵な どの 不斷の 努力に よる" 韻文の 論戰が 漸く 盛で ある。 

明治 一 一十 四 年に 至って、 不振 は 不振で も * 文事 界が 漸く 一  新し かけて ゐる 兆が 見える。 その 兆と は 

卅： 人が 两 鶴 文學に 漸く 倦んで 來 たこと、 前々 年 前年の たゾ 妖艷奇 巧を陳 ねたの みのものに 勝って、 抱 

一 庵、 湖處 子な どの、 質實な 重厚な 清純な 作が 好評 を 得た こと、 など をい ふ。 

明治 二十 五 年に も 依然 小說界 不振、 世人 は 漸く 從來 の戀愛 小說に 倦んで、 社 會小說 とか 歷史 小說を 

要求す る聲が 喧しい。 不振の 原因の 一 つ は、 小說 家が 生活 上に 小康 を 得た ことな ども 数 へられる。 探 

偵 小 說が眼 立って 流行した。 

この 年の ー者 大 な文學 現象と して は、 逍遙 (早稻 田 文學) み鷗外 (しがら み 草紙) とが 沒 理想の 大論 
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戰に 火花 を 散らした 事が 第 1 に 印象に 殘る。 究極の 勝敗 は 何れと もっかす に 終った が、 常時 文 I？ では 

鷗 外の 方に 歩， が あると 3- てゐ たらしい、 だが 今 曰から 公平に いって 何う であらう か。 何れにせよ 文壇 

が この 論戰 によって 啓蒙され たこと は 多かった。 

この 前年 あたりから 史學 研究 熱が 起り、 この 年に 入って、 讀寶 新聞 は、 歷史 批評、 「反古 しらべ」， 

「涉 史餘 錄」、 國民之 友 は 人物評 論を褐 載し 始めた。 世間の 歷史 小說を 要求す る^が 次 に强 くなる" 

子規の 「獺祭 書屋俳 話」 が 日本 新聞に 揭 げられ、 俳諧 道が 賑やかに なり 始める。 

以上 四 年間に 於け る 主要な 個々 作家の 消息 を、 極めて 簡單に 語る。 

文壇の 第一線に 立つ 青年 作家 側で は、 先 づ硯友 社の 總帥尾 崎 紅葉 は、 「文" S,H- 新 一 者 K::;^ を 左右の 手 

に 花々 しい 奮闘 振り を 見せた。 「色 懺悔」 (二十 二 年) の 雅俗 折衷 體で旣 に元綠 好み、 ゅ鹤 好み を 兄せ 

たが、 .「 伽羅 枕」 (二十 四 年) で 彼の 西 鶴 調が 絶頂に 達した とい はれる，^ 「色 懺悔」、 以後 「拈 i ，微笑」 

(二十 三年)、 「此 ぬし」 (同年). 「新 桃花 扇」 (同年)、 「巴 波 川」 (同年) で現"赏世ダルの描^:^にぉり、 「翻 

羅枕」 で 聊か 時代 味 を 見せた が、 又も 現實 界に歸 つて 「腱ろ 舟」 (二十 S 年)、 「むき： 十： 子.； (11: 年)、 「三 

人妻」 (二十 五 年) など、 主として 女性 を 描いた 傑作 を發 表して 文名が 隆々 と 上った。 

硯友 社に 異を 立て、 去った 山 田 美妙 は、 この 期の 初めに は 「都の 花」 の 主筆と して、 「蝴蝶」 (二十 


二 年： r 「いちご 姬」 (二十 二 年) の 作者と して， 一時 紅葉 を壓 する 程の 人氣 があった が、 間もなく 韻^ 

の 方に 身 を 入れて 「日本 韻文 論」 (二十 二 年) を 書き出したり、 その 問題で 論戰を 始めたり して 創作の 

方に たるみが 來、 「敎師 三昧」 (二十 三年)、 「葛の 裏 葉」、 「やたら じ ま」 (共に 二十 四 年) などに 餘裕 を. 

示し はした もの \、 遂に は 「曰 本 十、 辭典」 編 築に 隱れ てし まった。 

硯友 社中で、 紅葉に 次いで 一般的に 認められて ゐ たの は、 廣津柳 浪と巌 谷 漣 山人の 二人で ある。 柳 

浪は 「殘 菊」 (二十 二 年)、 「小舟 嵐」 (二十 三年)、 「いとの 亂れ」 (二十 四 年) などの 作で 旣に硯 友 社ら し. 

からぬ 別天地 を もち、 漣 山人 は 「妹脊 貝」 (二 トニ 年)、 「かた 糸」 (二十 四 年： r  r 綠 源氏」 (二十 五 年〕 な 

どで 相當に 知られ、 少年少女の 心情 を描寫 する に 特技が あると いはれ てゐ たが、 「こがね 丸」 (二十 三 

年) を 公に して 以來、 却って 少年 文舉 により 多く 與味を もつ 傾向 を 示す に 至った。 

江 見 水 蔭 は、 硯友 社の 遊軍と して、 「槍 木 笠」 (二十 三年)、 「劍 客」 (二十 三年)、 「花守」 (二十 四 年)、 

「船頭 大將」 (二十 五 年) などで 荒いながら 純な 作風 を 見せて ゐた。 . 

川上 眉 山、 大橋乙 羽、 中 村花瘦 など それぞれ 相 當の作 を 出した が， 未だ 一 般に 世間に 認められる ま 

でに は 至らない。 

石橋 忍 月 は 批評の 筆を揮 ふ 傍ら、 【お八 重」 (二十 二 年 y 【露 子姬」 (二十 二 年) など を 公に して 好評. 

を 得た が， 間もなく 娠 はす、 批評に 隱れ た. - 
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批評と 飜譯と 創作 を 同時に 試みて 成功した 人 は 森 it 外で ある。 「舞 姬」 (二十 三年)、 「うたかたの 記， I 

(二十 三年)、 「文つ かひ」 (二十 四 年) など、 流石に その 文章 は飜譯 じみて ゐ るが、 その ij^ 新な 抒情詩 的 

韻 致 は棄て 難い。 此 等の 作 は、 紅、 露 以外， 明治 文壇に なほ 拓 くべき) 大地の ある こと を 示して ゐる" 

飜譯 集に は 「水 沫集」 (一 一十 五 年刊) が ある" ハルト マ ンの 審美 論で 文壇に 敎 へたと ころが 少々 でない リ 

坪 I： 逍遙 は 此の 期の 小 說界に 於いて 「細君」 (， 二十 二 年) を發 表せる のみ、 その 門下 ニ紫卒 四 迷に 至 

つて はいふに 足る 活動 を 示して ゐ ない。 た^ 矢崎嵘 峨の屋 のみ は、 「野末の 菊」 (二十 二 年)， 「流 韓」 

(11 十二 年」、 「夢現 境」 (二十 叫 年)、 その他 を發 表して、 或は 藤 世 的な 或は 主情的な 倾 ，：！： の屮に .I.:.- かな 

詩趣 を 見せて ゐる。 

更に 新進作家 では、 村 上 浪六は 「三日月」 (二十 四 年)、 「井筒， < 之 助」 (二 ト五ハ 牛) などで、 村 井 弦. S 

は 「小說 家」 (二十 ra: 年)、 「大福帳」 (同年)、 「小猫」 (二十 五 年) などで 讀 者を樂 ませ， 迎 塚！^ 水 は 「^ 

流」 (二十 四 年)、 「餓鬼」 (二十 ra: 年)、 その他の 作に より、 宫崎湖 處子は 「歸ル V」 (二十 三^)， 「穴に/ fe- 

ci十四 年)、  その他の 作に より I 原 抱 一 庵 は 「闇 中 政治家， k 二十 §1 年) により、 それぞれお. まな 小：，^ 

家と 見られた。  - 

舊 派の 諸 文 星の 中、 この 期に 入って 猶ほ 相當の 勢望 を 文壇に 維持した の は 村、 须 南 翠のニ 

人で ある。 篁 村 は 一 時 我 を 忘れて 青年 作家と 伍 せんとし たが、 やがて 本然に 還って 依然 自.. し ハ^ 界を 


守つ ヒ、 南 翠はネ に ft せて 轉々 し 頻りに 青年 作家の 新作 風を模 さう としたが、 不自然に 墮 して 行 詰つ 

た。 1 1 入の 名聲は 大部分 その 舊作 による もので、 新作に よ る もの は 幾ば くもない。 篁 村に は 小說集 

「むら 竹」 二十 卷 (二十 二 年より) が あり、 南翠 にも 「こぼれ 松葉」 十數卷 (同年より) が ある。 篁 

村. H 別に、 元 祿文擧 熱 復興の 先驅 として * 江 戶文學 通と して、 その 功 を 認められて ゐる。 

前 田 香 雪 散 人 の 名 も、 此の 期の 文壇の 初めに はま だ 多少の 尊敬 を拂 はれて ゐた。 

綠雨 は舊派 中の 舊派 假名 垣魯文 門下から 出で、 彗星 的に 復活し 「かくれんぼ」 (二十 四 年)、 「油 

地獄 〈二十 四 年) などの 佳作 を 著して 一 時 紅葉 >  露 伴の 壘に 迫る 程の 盛名 を 得た が、 彼の 價値 は修辭 

的 苦心と 人情のう がちと に 止った。 

宫崎 三昧 も 一時 大家の m があった が、 それ は 全く 文章の 瑰 魔と 新聞 を 背景に して ゐた爲 めで、 小說 

家と して は舊 派と 見なされて 可い。 「松 花錄」 (二十 二 年)、 「かつら 姬」 (二十 三年) など は 好評 を 得た。 

「吾 亡妻」 (二十 四 年) は實錄 で小說 ではない が、 今日 讀んで 彼の 凡ての 小說 よりも 遙 かに 深い 感動 を 

與 へる。 「缟團 右衛門」 (二十 五 年 * 朝日) は 性 裕描寫 の藤史 小説と して 一 讀の價 値が ある。 (註 三) 

此の 期に 於け る 幸 田 露 伴 明治 一 一士 一 年、 露 伴 氏 一 一十三 歳、 此の 年 一 月 を 露 伴 氏 は 旅 中に 過した。 

〇 明治 二十 1 年の 冬 「露 團々」 の 一 篇を金 港 堂に 賣る や、 原稿 を 金に 代へ し は 始めての 事 なれば、 喜び 抑 ふる 
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能 はず。 <^マ日を限りぞと人々の足を空なる大晦日に1 友 を携へ て 野 州に 遊び、 更に 信 州に 赴き (補 一！ r 名 

に 出で 京洛に 入り *) 巡遊 幾日、 懷 中の 暖かさに 膚を 劈く 寒さ を 忘れ、 到る 所大 1^ 放 欲、 羽 あらば らんお の大 

El: 意と なりて 東京に 歸れ ば囊中 一 錢 をと めず。 自ら 曰く.！ 濟の妙 を 得た るに 感ぜり と。 (：s 四) 

r 醉輿 記」：^ 此の 時の 紀行で ある。 「露 團々」 は 二月、 「都の 花 一 の第九號から第ニぃ||に-^«-って祸^ 

された。 

一月の 旅 中、 木 曾で 得た 感興と 所 聞 を 材料と して 「風流 怫」 の 腹案 をつ けたの は 此の 後 11 もな くで 

あらう、 草し 了へ たの は 四月 末 か 五月 初めで ある (直話： T 發行 窨肆に 原稿 を 交付して、 .：il 料 二 卜 M を 

懷 にし、 房 州に 遊んで 鯛 釣りに 與 じた。 「風流 怫」 は、 九月 新著 百 種の 第五 號 として 刊； 仃 された" 

十 一 月讀寶 新聞に 「奇 男子 一 を 掲げ、 鑌 いて 同月 同 新聞に 「雪 紛々」 を报 げた (十： 一： 回に て屮絶 r 

十二月、 讀賣 新聞社から 聘 されて 客員と して 入社した。 尾 崎 紅葉 も 同時に 入った。 

この 年に 作に は 以上の 外、 「一刹那」 (五月、 文庫)、 r 是 はく」 (九月、 都の 花)、 「あやし やな」 (I 

月、 都の 花) が あり、 此の 年の 作で 次年 一月 發 表の ものに r 鐵 三鍛」 (少年 園) が ある。 

明治 二十 三年、 露 伴 氏 二十 四 歳。 此の 年 一月の 心事 は 「客 舍雜 筆」 の 初頭のと ころに 兄え る。 

二月， 箱 根 湯 本に 遊んだ、 「客 舍雜 筆」 が この 前後の 記 文で ある。 妖堂 ：15 士が 「文 風 間 記」 にい ふ 

ところの、 宿の 下婢が 客の 金 を盜ん だの を、 露 伴 氏が 易に よって 見-露 はした とい ふ i^. ぷは、 この 時の 


出来事 かも 知れない。 . . ： . .  ： 

四月より 六月に かけて 旅行した。 初め、 饗庭篁 村 • 高 橋 太 華、 中 西 梅花の 三人と 同道して 木 曾 道中 

から 出立した が、 寢覺の 床で 篁 村の 醉 狂から 分れ 分れに なり (註 五)、 露 伴 氏 は 太 華 山人と 二人で 京都 

に 出で、 有 馬に 浴し、 四國 より 九州に 入り 鹿 兒島を 見物して 引返した。 この 紀行 を r 乘興 記」、 「まき 

筆 日記」 とい ふ。 この 前後、 露 伴 氏 は 篁 村， 森 田 思 軒な どの 根 岸 派の 諸 文士と 親密な 交際 を 結び、 或 

は 詩 酒 徵逐の 遊び を 試み、 或は 相携 へて 旅行して 山水の 好 風景に 文 思 を 養った ことが 厦々 あった。 殊 

に 篁 村と は 莫逆の 間柄であった。 

此の間、 有 馬で 草した ものに 「井原西鶴」 (五月、 國民之 友) の 一篇が ある、 その 結尾に いふ、 —— 

去年 我坪內 逍遙 子と 初めて 逢 ふ、 子 我 を もつ て 西 鶴崇禅 者と 爲す もの 、ごとし、 我 卽ち云 ふ、 小子谩 りに 西 鶴 

を 奉ぜず と。 噫 明治の 聖代に 生れて 誰か 枯骨の 餘番を 一身の 生命と 賴むも のぞ、 今にも あれ 丈夫 奮然 蹶起して 

1 枝の 筆鋒に 眞の 血を瀝 らし 眞の 淚を瀝 らして 文 をな す もの あらば 西 鶴 素より 馬 前の 一 麈 のみ。 

露 俾氏は 重ねて 語って 曰く、 成る 程 自分 は 西 鶴 を 偉い と 思って、 馬 琴 流行の あの 頃、 讀み 辛い の を 我 

馒 して 熱心に 讀ん だ、 その 爲め 自分の 作に 無意識に その 痕跡 は殘 つて ゐる かも 知れない、 だが 特に 西 

鶴に のみ 私淑して これ を 模倣した こと は、 決してな いと。 紅. 奥 は 西 鶴の 文 を 得、 露 伴 は 西 鶴の 氣を得 

た (註 六) とい ふ もの、 や. 當れ るを覺 える。 
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六月 末から 七月 半に かけて 赤 城 山に 遊んだ、 「地獄 溪 日記」 はこの 時の 記で ある。 「一 ロ劍」 (八 リ、 

國民之 友) はこの 間の 執筆に 成る。 

此の 年 は、 小說界 不振との 聲 があった に 係らす、 叉 露 伴 氏 は 度々 病氣 をしたら しいに 係らす、 十 幾 

篇の 作品 を發 表した。 

一月 發 表された ものに は、 「緣 外緣」 (日本 之 文 華)、 「毒 朱唇」 (都の 花)、 「I 眞类 人」 (文 成、 

聞の 方が 先 か) 「みれん」 (讀賣 新聞)、 -妙七 情」 (文明の 母)、 r 醉鄕 記」 (讀賣 新聞)、 「和合 樂」 (同) が あ 

る 0 

二月に は 「冷于 氷」 (麗 水と 合作、 讀賣 新聞)、 四月に は 「日く らし 物語」 (讀齊 新聞) 」- 「伽. ■ 物.！ I^SJ 

(未詳〕 と ある。 六月に は 第 一 短篇 集 「葉末 集」 が 出版され た。 

七月、 「ひげ 男」 が讀賨 新聞に 紅葉の 「伽羅 枕」 と 同時に 揭載 されて 大人 氣で あった (四、 五 回で 中 

絕)、 赤 城で 病苦 を 押して 執筆し 鑌 けて ゐる (地獄 溪 日記)。 

この 作、 及び この頃の 紅葉、 露 伴の 人氣 について は、 田 山 花 袋 氏の 追憶.^ 兒 るが 可い (註 七)。 

八月に は 「  一 口 劍，、 【1 海水 滸 傅」、 九月に は 「大珍 話」 (讀寶 新聞 ン。 十月 「露 阁々」 出版 ン 

卜 一 月に は 「封 じ 文」 (都の 花)、 「好 因 栗」 未詳) が あり、 又 「 一 吨風」 (讀齊 新聞べ 7 混^ 魔風， 新 

聞ソ が ある。 これの 镜筆 として 見ら るべき ものに 「うらぐ ろ」 (十二 ：c:， 1： 民 之 友) が ある" 


さて 年譜、 此の 年の 條に —— 

國會 新聞社に 入る 

と ある。 國會は 十一月 發刊 であるから * この 年 十一月 前後の ことで あらう。 紹介 斡旋の 勞を 執った の 

は、 常時 朝日 新聞に 勢力の あった 宮崎 三昧と. この頃 新に 同 新聞の 客員と なって ゐた 饗庭隻 村と であ 

る。 入社 早々 「七變 化」 を 公に した。 

明治 二十 四 年、 露 伴 氏 二十 五 歳. 年譜の この 年の 條に ー— 

谷 中に 一 盧を購 ひ、 獨 居す 

と ある。 これ 迄 ゐた外 神 田から 移った ので ある。 この 年  一、 二月の 頃と いふ。 獨 居と S つても 居候 兼 

#1 生が ゐた、 それが 朗月亭 維文 (本名 瀧澤愼 八郞) である、 羅文 子に ついては 露 伴 氏の 書いた 傅が あ 

る (註 八)。 此の 谷 中の 家に 關 して は、 常時 妙な さが あつたと 見え、 II 

〇 谷 中天 王 寺畔、 It 籬低 垣、 數 畝の 地 一 茅屋 あり、 人 住せざる こと 多年。 蓋し 家中 一 箇 の佛脾 あり、 人 これに 

つ い て！！々 の 臆測 を 下して、 甲唱乙 和、 化物 屋敷の 名高き による。 露 伴 子 聞きて 好奇の 念 抑 ふる 能 はず、 直に 

これ を かる (註 九 )o 

此の 噂 さ を 露 伴 氏 は 一笑して 打消して いふ、 そんな こと はない、 佛牌 云々 は 全然 嘘です、 化物な ど は 

屮： なかった、 たぐ 如何にも 陰氣な 家で はあった、 化物 屋敷 云々 は 書生 (羅文 子) が 面白半分い ひふら 
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した もので あらう 云々。 

この 年發 表された 作物 は 約 十篇。 

浮 義」 (讀賣 新 閒附錄 )、 - 0 聖て ん さま . (新著 百 種 第 十一 一 號)、 「滿 壽姬 s$ は 一 月。 

ills 核  一服 1. せ 

「迁淨 瑶璃」 (國會 )、 「風流 艷 魔傳」 (しがら み 草紙) は 二 n。 

「寢 耳鐡 砲」 (同) は 三月からの 作。 「いさな とり」 (國會 ) は 五月より、 「血 紅 星」 は 夏 自. E 新聞に。 「風 

流 悟」 は 八月 (國民 之 1:30、 雷 音 洞 主の 假名 を ^ ゐてゐ る。 同じく 八月 「當世 外道の 面」 (l:<r>) 

發表。 

十 巧、 第二 短篇 集，.： 新 葉末 集」 及び 「二宮 尊德」 を 刊行した。 同じ 「七變 化」 が 聚^ 卜：^; 「.？ じに 

牧 めら れた 0 

十一月， 有名な 「五黄-塔」 が國 會に揭 載、 全く 局 を 結んだ の は 二十 年^ 月に 人って であろ。 

十一 一：！：、 「いさな とり」 刊行。 

明治 二十 五 年、 露 伴 氏 二十 六 歳、 谷 中 居住 (註 一 〇) 赏村、 &: 軒、 太 華な ど. V の 風流 遊びが， ハ化々 盛 

である， - 

夏 七月から 八月に かけて 獨り 旅に 奥 羽から 越後， 佐 渡に 眞野 陵を訪 ひ、 海岸 傅 ひに 越 中越 前 丹 後に 

出で 天 橋 立 を 見物し、 大阪で 關西諸 文士と 會飮 して 歸 つた" 此の 紀行 を 「易 心 後. 詰」 とい ふ。 


十 一月、 須 藤南翠 が大阪 朝日に 赴任す る 送別と して， 南 翠* 幸 堂 得 知、 關根只 好， 久保田 米 倦 富 

岡 永 洗， 及び 思 軒、 太 華な どと 共に 妙義 山に 遊んだ。 一行 合作の 「草鞋 記 程」. が ある。 ： 

： この 年の 作は少 い。 一月に 「當世 文 反古」 (國會 )、 五月に 「二日 ものがたり」 (同、 五 回に て 中 絕)、 九 

月に 「賓翁 奇譚一 (國會 )、 十二月に 「書生 商人 k 庚 寅 新 誌)、 「無 盡」 (國會 *  二回に て 中絶」 あるの み。 

, 刊行と して は、 七月 r 竇の くら，」， 十月 「尾花 集」。 

此の 期に 於け る 露 伴の 諸 作 以上に 擧 げた 作の 中、 中絶して 後に 完成され たもの (「ひげ 男」、 「二日 

ものがたり」)、 他 手に 鑌成 された もの (.「 雪 紛々」 ) は 後 廻し とし、 その他に 就いて 先づ 語らう 3 

明治 二十 二 年。 

「露 團々」 は 舞臺を アメリカと 支那に とった 奇趣異 構の 小說 である。 貧家に 生れ >  船乘 となり 捕鯨 事 

業に 着手して 成功した 一一 ュ I ョ I クの 富豪 ダラ ンド っフ ンセィ ムは淑 美の 令名 ある 一 女 ルビ ナの爲 め、 

求 婿： の 新聞 廣吿 をす る。 條件は 唯一 つ、 決して 不快の 感覺を 起さす 常に 愉快の 生活 を なすこと、 他 は 

敎育、 職業， 容貌 「財産、 人種、 宗敎 一 も 構 はない と ある。 此の 廣吿 はつ まケ 娘と その 戀人 モル ン • 

シン ジァ に對 する 試鍊と 察せられる。 數 ある 應募 者の 中、 支那 南京の 旧. I 几 龍と. いふの が ある、 實は充 

寵ぉ恩 を 受けた 日本人 吟！； 子が、 懇命 も だし 難く 替玉 となって 來 たので ある。 プンセ ィム， 及び ブ ン 
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セィム の 心事 を 知って ゐ る家宰 シンプル は、 共に 應募者 乞 故意に 怒らせて 皆 落第させる， た ビ吟船 >r 

だけ は、 替玉 だから、 いか 程 支那 人が 惡罵 されても 平氣 である" 何時も 愉快 を 失 はすに ゐる， 流石の 

ブ ン セィムも^55-を折って、 遂に これ を 婿に せんかと 惑 ふ。 すると 今度 は呤蜩 子の 方で 閉 n して 支那に 

兆) げ歸 る。 かくて ルビ ナと、 男子の 誇り を 持して 此の 廣吿 に應 募し なかった 戀人 シン ジァと は 結婚す 

る。 逃げ 歸 つた 吟蜩子 は， 呤！： 子に 從は せた 小者の 報知で それと 知った 几 龍に 捕まって W 却して ゐ 

る、 二人 i りに 爭 つて ゐ ると ころへ 縣 知事が 通り掛かり、 事情 を聽 いて、 」- 几 龍の 欺瞞に 明斷を 下す、 

呤蜩子 は 改めて ブンセ ィムの 賓客と して 迎 へられ、 共に 世界 漫遊の 途に のぼる. 

舞臺は アメリカ * 人物 も アメリカ人が 多く、 文章 會話 も飜譯 調な ので 讀者 によって は： s:^ 小 說の翻 

譯 ではない かと 疑 ふか も 知れない が， 露 伴 氏が 「都の 伥」 で斷 つて ゐる迪 り、 「全篇 飜， 譯 にも あらす 

著述に も あらす-」 「趣向 はりつ とん、 さっかれ い 何の そのと は 大きな 嘘に て資は 種の ある 手" 叫- であ 

り、 種 は 支那の 小說 「今古 奇觀」 中 「錢秀 ォ錯占 鳳凰 儔」 から 出て ゐる。 例-一一 一： 行 本) に 「卷屮 の 一 

人 をお セ 化が としたる は、 彼の 千 山 子の 豁達 を 慕 ひ 其 名の 響 を」 とって 食 はせ たと あるので、 ブ ンセィ 

ムの モデル は 紀國屋 文左衞 門な ことが 分かる.^ ルビ ナと シン ジァ の戀. 田 山 几 龍と ト 翁の 問， 乂：： など. 人 

面と もに 露 伴 氏の 創作に 成る もの も 固より 多い >  例 Inu 單行 本) に 叉、 「素より 遊戯： 一-味の^ なれ 

* ま^ 道 f ゆに 涉るも 世 を 醒 すの 力 もな く 意 卑劣 を 憎お ども 人を勵 ますの 勢 もな し-一 と あり ^お V  一  ^ 


に 「lp 人の 世に 誠 こそ 尊 けれ」 と あるので， 此の 作で 露 伴 氏の 意識が、 何の 邊を 動いて ゐ たかと いふ 

ことが 略 ぼ 知られる。 

趣向が 趣向 だから 隨分 無理が あり、 不自然が あり、 人物の 性格 描寫も 朦朧と して ゐ るが、 田. I 几 龍が 

寶ト 翁に かつがれて * 吟蜩 子に 替玉 になって くれと せがむ あたり は、 好 喜劇で 讀む 者に 一笑させる。 

「是 は是 は」 と 「あやし やな」 と は、 或は 外 國人を 出したり、 叉 は 外 國小說 の飜譯 めかした りした 點で 

「露 圑々」 に似て ゐる。 r 是は是 は」 の 方 は、 矢張り 支那 流の 「種の ある 手品」 らしく 受け とれる か 何 

うか、 此の 小說に 見る 騙 者が かたらう として 却って 裏を搔 かれる 話 は往々 聞く。 「あやし やな」 は篇中 

の 人物 も 地名 も 皆 外！； 風 だが、 ー篇の 創作 探偵 小說 である (直話 )o バァ ドルフと いふ 怪 老人が 頓死す 

る、 それに 毒殺の 嫌疑が あるが、 毒 藥を飮 まされた 形跡が なく、 毒殺 者 も 見出されない。 だが 探偵 ブ 

ライトが 苦心して 老人の 素性 を 洗 ひ 上げ、 犯人の 伯爵 シャイ & ッ クを發 見す る。 ニ篇 とも n 請んで 面白 

い。 「あやし やな」 は 漸く 探偵 小說 流行の 兆が あるの を 見て 戯れに 草した もので * 友人 達に 見せて 「種 

がわ かるなら 見つけて 冤ろ」 ふ 戯言った が、 流石に 見つけた 者がなかった とい ふ、 呵々。 

「一 那」 は， 讀 まぬ 人に は 一 つの 短篇と 思 はれて ゐ るら しいが、 實に 人生の 或る 一 刹那 を 輿 味の 中 

心に した 三つの 短篇 (第一 に 上下， 第三に も 上下が あるので、 嚴密に は 五つの 刹那が ある) が 集まつ 

たもので ある。 第一 は 道 樂大盡 が 零落して 羅宇 屋 となり 下り、 廓で 昔の 敵娼を 見る 一刹那 (上) と 敵娼 

露 伴 研究  三 八 一 


人物 篇  一 ェ-ノ 二 

の 心中の 一刹那 (下) を 書いた もの、 第二 は道樂 息子が 勘當 され 狎妓に 心中 を 迫って 跳ねつ けられ、 忍 

ひきって 飲んだ 藥が 毒で ない とわ かって 正 氣に歸 る 一刹那 を 書いた もの、 第三は蝶夷物^^^^で、 れ たり 

に、 ふ ケ^と いふ 一 一人に 想 はれて ゐ るが い^とい ふ 少女が、 內 心れ たり を 思うて ゐ るのに 不幸に もれた 

の 係 蹄で 食傷す る 一刹那 C 上： > と， 初めはが だい を 恨んで ふ、 うれに 心 を 傾けた る& かがれた りの 悔恨 

を 見て、 却って 同情す る、、 ふ；^ i が 男らしく 二人 を 夫婦に してやる 一刹那 (下 ^ を 描いた もので、 この 

第三が 一番 面白い。 

七の 作 は 元々 大した もので もな く 短いながら、 初めて 露 伴 氏 獨自の 世界へ の 道 を 開いた ものと して 

重視すべき ものである。 、ふ；^ かの やうな 意 氣劭烈 な 男性的 人物が 出る の はこれ が 初めで ある J 文ズに 

も 幾分 西 鶴 流の 句が する。 紅葉に 慫慂 され ■ 硯友 社の 機 關雜誌 「文 靡」 に褐 載した とい ふポ" れは、 露 

伴 氏の 小說 が、 具眼 者の 興味の 對象 とされて 來 たこと を 物語る。 

「寄 男子」 は 烈士 喜劍の 傳說を 扱った 歷史 物で ある。 元氣 のい.^, 誇張の 多い 作で、 やま は 一力 樓ヒ 

で 喜 劍が大 石に 酒の 飮み様 を講釋 すると ころに あらう つ 宾劍を かりて、 の 意 氣地. ^伴 氏の _i ^ハ m 地 

を 描いた ものである。 

「風流 佛 J 此の 作が 露 伴 氏の 出世作と して 所謂 洛 陽の 紙價を 高から しめた もので、 これが 出て 天才^ 

半の 名が 當 時の 文壇 を 動かし 、た。 國民之友の！i^^者 (第 七十 三 號，' は、 この 作 を 評して、 ^他に して 意 


高し とい ひ， 「材を 選ぶ こと 精に して 又た 想 を 構 ふること 美に 兼て 全篇の 意志に 注意す る 人 は 獨り露 伴 

子 あるの み」 と 賞め、 「小 說界に 超 出す る 傑作」 と 讃美した。 评內 逍遙 は、 「風流 怫を 著して 忽ち 英名 

を 知られた る露拌 子」 (註 一 一) 云々 と 評し、 「『風流 怫』 に 於いて 一種の 光明 を 認めた るの 外人 間の 運命 

を 語れる が 如き 作 は 殆んど 見當ら す」 (註  一 二) と 論じた，、 當 時の 印象 を 回想して、 內 ffl 魯庵氏 は、 「露 

伴の 『風流 佛』 は 千里 漠々 たる 曠野に 彷徨して 黄昏れ る 時、 忽然 薄 靄を排 して 一大 銀輪の ヌッ と出づ 

る を 望む が 如く」 (註 一三) とい ひ、 田 山 花 袋 氏 は、 「露 伴が 『露 團々』 の 原稿料 を 持って 野 州から 木 曾 

の 山中まで 旅行した とい ふ 話 は たまらなく 私達 を 羨し がらせた。 『鬼に 角 露 伴 は 天才 だ。 「風流 佛」 だ 

つて， とても 硯友 社の 人に は 書け ない。』 こんな こと を 私達 は 言った」 (註 一四) といって ゐる。 

珠運は 修業 專念、 藝術家 肌で 純情の 若い 彫刻師で ある。 奈 良へ 急ぐ 途中、 木 曾の 須 原の 宿で 花潰賫 

りの 少女お 辰の 薄命な 身の上 話 を 聞いて 犬に 同情し、 惡 者の 伯父の 手から 救って やりたい と 思 ふ、 そ 

して 朴實な 宿の 主人の 助け を 得て それに 成功す る。 かう して 心 置な く 宿 を 出立し かける 珠運は 不幸に 

も病氣 になる、 お 辰 は獻身 的に 介抱す る、 病氣は 間もなく 全快す る、 だが 今度 は 珠運は 却々 出立し な 

い。 同情と 感謝の 情が 絡み もつれて 若い 二人の 胸に は戀が 芽生えて ゐる。 宿の 主人 も 似合の 二人と 見 

て、 稍 や 編 動す る 傾きが ある。 日 を 定めて 自分で 媒妁 人と なって 二人 を 結婚 させよう とする。 だが 結 

婚の當 日に なって 意外の 出来事が 起り、 お 辰の 未知の 父の 使者が 來 てお 辰 を 連れて 去る， お 辰の 父 は 
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爵位 高い 顯官 であるが、 昔 勤王に 奔走した とき 京都で 藝妖に 生ませた その 娘 を • 永い 問密々 採し てん 

たので ある。 珠運 はお 辰の 薄情 を 怒って、 宿の 主人の 忠言 も 聞かす、 狂人の やうになる、 宿の 主人 は 

種々 工夫の 揚句、 慰みの 爲 めに 腕 一杯の もの を 彫って みよと 白木の 檢 板を與 へる。 珠述は その 拊 板に 

裸體の 女人 像 を 刻む、 お 辰 さながらの 女人 像で ある。 一日、 お 辰が 華族と 結婚した 報の ある 新^ を =.ル 

て、 稗び 怒りに 眼が 眩んだ 珠運 は、 裸怫 像を碎 かう とすると、 夢現の 問に 彫像 は 口 をき く、 迷 ひかと 

. ^して 再び 碎か うとす るが、 さて 思 ひ 切って それ も出來 す、 胸が 迫って 5- 泣きに 泣く、 すると— 

ガタリと 何 かの 倒る 4 して 天より 出で しか 地よ リ 湧きし か、 玉の 腕は溫 41 に t まリ て、 ^^i^ 

匂 やかに f 摩る を ハット 驚き、 急し く 見れば、 有し 昔に 其 儘の、 I かと i も 抱し めて 額に" 版 像が 秈 

いたの やら、 女が 來 たの やら、 問はビ 拙く 語らば 遲し、 玄の又 玄*  is 不思議。 (第 九 章) 

神韻 襟渺 として こ の 物語 は 終る" 

此の 作の 興味の 屮心は 女人 佛彫 刻のと ころに ある、 女人 怫、 風流 怫、 怫と いふが Is 彫.^ な I、 七 

の 化 現で ある。 この 作が 露 伴 氏の 新しい 戀愛折 =舉 を 籠め たもので ある こと は、 その 序の 風^お 緣 起と 

末 章の fflii むと f  i 取され る。 第 十回の 上、 宿の 主人が、 珠 運の 迷 ひ を 論す ところに も、 问 

じ 戀愛觀 が 見える。 

欲 を 云へば、 宿の 主人 吉兵衞 の 印象が はっきりして ゐる 割に、 珠運 とお 辰の 印^ 力， ゅリ はっきりと 


映らす、 筋に 作爲 の；^ が 見え、 背景が 朦朧と して ゐる など は、 缺點 であらう.，^ 

文章に ついては、 西 鶴の 影響が 强く 濃く 出て ゐ ると いふの が 一般の 評で ある。 國民之 友 記者 は、 「著 

者 は 西 鶴 を 愛し 西 鶴を學 ぶの 人な らん」 と 云 ひ (註 一 五)， 逍遙 氏 は、 「此の 作と 共に 西 鶴 熱 は 白熱 度に 

達す」 と 云 ひ C 註 一 六 y 山ロ剛 氏， は 「新しい 戀愛觀 を わざと 古い 西 鶴 調の 文章で 書き 現した」 (註 一 七) 

といって ゐ る。  - 

此の 作の 材料に ついては、 前節で 一 寸觸れ て 置いた が、 この 年 一 月 雪の 木 曾路に 遊んだ 際 得た 經驗 

と、 さる 身分 高い 華族の 令孃 にお 辰に 似た 境遇の 人が あり、 その 女性に 伴って 珠 運の やうな 男性の あ 

つた 話 を" 露 伴 氏が 兼々 聞いて ゐ たので、 それ これ 混合して、 一 篇に纒 めて 見た ので あると。 露俾氏 

は 自ら 語って 曰く、 —— 

冬でした、 私 は 東京 をた つて、 木 曾 街道 を 通った、 何です ね、 自分 は 其の 時分 は 小說の 書き 始め 

の 頃 だから、 小說 氣で滿 ちて、 ぼくく 歩いて 行き ましたよ、 木 曾. の 十三 驛と 云ゃァ 中々 風情の 

あると ころです がね、 其れで 須 原の 驛 の花漬 とい ふの は名產 で、 中々 風情の ある ものです から， 

彼れ へ 花賣女 をつ かってみ たので、 餘は假 想に 過ぎません。 詰り 旅行 をして 其 處邊で 見聞して 居 

た 材料 を、 殆んど 旅行記 を 書く やうに 彼 作に 傾注した のです ね。 (註】 八；, 

花漬賣 のこと、 及びお 辰の モデル かと 思 はれる 少女の こと、 その他の 點で。 紀行 「醉與 記」 はこの 
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小說の 婶妹篇 となる ものである 

因に、 この 作が 成った の は 矢張り 紅葉の 慫ー 想に よるとい ふ。 露怦 氏の 直話で ある。 

「鐵 一一 ー鍛」 此の 作の 發表年 時 は 正確に は 未詳で あるが、 內容が 正月 前後の 事ら しく 察せられ るのと、 

賨寶 新聞 在 社 時代の 起草に 成る とい ふ (直話) のとで 假 にこの 年の 末に 人れ る" 錢 造と いふ 竹へ.， 力. -少 

年が" H 父 を 助けて 一家の 窮を救 はんとし、 工夫つ きて 乞食に ならう とする の を、 舉 校友 に £1、 し， 

しめられて 豁然と さとり、 奮然 天に 誓って 我 を 使へ、 働かん と 呼ぶ、 短い が 冗^の みちた 1, つた e! い 

少年 物で ある。 〔二十 三年 一月、 少年 園〕 

明治 二十 三年。 

「綠 外緣」 は 初めの 名で、 「葉末 集」 に收 めら れた時 は 「磐 潤體」 と 改まって ゐる。 

此の 作の 作者 露 伴 氏、 卽ち ¥ なる 人物が 「明治ニ十ニ年四^：の^^禪寺の奥、 ，：！： 根が ほの 下、 ？ おの 

i の ほとりの 客舍 J に 病 を 養って ゐ たが， 病 癒えて 歸る さ、 元氣に まかせて 山越し、 途中^で H がく 

れ たので、 孤 家 を 見つけて 泊めて 貰 ふ。 此の 家に 住む 者 はお 妙と いふお い 女 一人き りで、 こえ 力 絶 =. 

の 美人で， 可 やら 悟りす ましたと ころが ある。 餘 りの 不 m 心議 さから、 作、 卽ち我 は その 身の 物 「山 をた 乙 

ふ。 お 妙 は その 身の 戀 語り をす る。 世に あった 頃、 彼の 女 はさる 華族の 若^に 想 はれ、 n 身 も 悄くは 


思はなかった が、 亡き母の 書 置で、 夫 を もたぬ と 心に 誓って ゐ たので、 その 若君が 自分 を 慕って 焦れ 

死に \ 死ぬ の を 何う にも 仕 かねた。 だが 心中 は 戀の惱 みに 狂 はんば かり、 その 七日 目に 幻に たつ 戀人 

の 面影 を 慕って こ.^ まで 狂って 來 たが、 こ、 で 或る 高 儈に會 つて 悟り を 開き， その ま 、今日まで 庵 を 

結んで ゐ ると。 露 伴 は、 その 母 様の 書 置の 內容 はと 問 ふ、 お 妙 は 笑って、 問 はすと も 分かって ゐ よう 

といって、 答へ ない。 その 內 夜が あけて みると、 泊った 笞の孤 家 もお 妙 も 「雲霧と 消え 枯れ 殘 りたる 

去 歳の 萱 薄の 中に 雪沓の 紐繽ぎ かけし ま& 我た^ 一人に して 足下に 白 髑髏 一 つ」 殘 つて ゐた。 これ か 

ら 人里に 下って 溫泉 宿の 主人の 話に、 去年 癩病の 女 乞食が、 その 山に 入った ま.^ 出て 來な いとい ふ 薄 

氣 味の 惡ぃ 物語 を 聞いた。 

此の 作の 跌文 (明治 三十 五 年刊 「露 伴 叢書」 中に 收 まって ゐる もの.^ 方) に 11 

强 ひて 我の 言 はんと 欲する ところの もの を 彼 の 知る こと 無き の 物 に 托し て 以て 意 を 叙べ 人 を 動か さんと 冀 ふの 

, み 

と あり、 本文 中 叉 「昨夜 は 法外の 想像 を 野宿の 伽と して」 云々 と あるので、 全篇 假 想に 成る ものである 

ことが 明らかで ある。 髑髏から 美人 を 想像し、 更に 美人の 薄命な 一 生を假 想し、 それに 他の 土地 他の 

時に 得た ヒ ント (直話) から 結婚 担 否の 悲劇 を 織り 交ぜた ので ある。 お 妙が 假 想の 女性た る は 勿論で あ 

る、 ところが 白 根が 嶽の 下の 溫泉 地に は、 このお 妙を實 在の 人物と し， 當時露 伴 氏が 宿った とい ふ 旅 

露 伴 研究  三仄七 


露 伴 研究  一一 一八 八 

佥の娘 を これに 引當 て、、 此の 娘が 若い 露 伴 氏と 假 りの 契 を 結んだ とい ふ 傅說を 生じて ゐ ると いふ。 

先年 (大正 十 年頃) その 事で 露 伴 氏が 雜誌 「日本 文化」 (か) で 辯 明した の を 讀んだ ことがある。 に 地 

の 人た ちが、 たと ひ 一 夜で も 情 を 交した 娘 を 癩病 やみに したの は 酷い と 云った とい ふ 評^に 劉し . お 

伴 氏 は、 とんでもない 話 だとい つて、 お 妙が 架空の 人物で あり、 ヒント をす つと 遠い 上 地から たこ 

と を 述べて、 その 事 實の遠 ふこと を證 して ゐ たと 思 ふ。 

これ は 後に 至って 一 ニニ 度 文章 を 訂正され てゐ るが、 その 度に 文章の 瑕疵が 無くなる 代りお々 しい 元 

氣好 さもなくなる-^ 花やかで 寂び があって、 全 體のム ー ドが 頗る 謠 曲の 一江 口」、 「山姥 一 あたり ぬむ 

氣 味が ある、 文章に 西 鶴 調 は 時々 見える が、 それ は 薄い。 露 俘が 美人に 迫られて 心中に 問答す ると こ 

ろ、 戀 人の 若君が 臨終のと ころ、 お 妙が 悟りす ましてからの 心境、 溫柬 宿の 亭主の 女 乞食 を. おる とこ 

ろ、 いづれ も 面白い.^ 露 伴 氏の 理想 小 說の妙 を 味 はう とする 人の 是非 ー讀 すべき 作で ある、 私倘 人と 

して、 露 伴 氏の 初期の 作で は 最も 此の 作 を 推す。 

世評 は、 「風流 佛」 程に は 行かなかった が、 相當 好かった。 一 此の 火膽 にして 高. W なる 觀念の 中には 

也日祌 能の 下り 宿らん も 亦 知る ベから す」 (國民 之 友) と 云 ふ 者、 「對 髑體 に-至りて は 乃ち- 作 f の 本 

色、 是れ俗 子なる も 亦 道心 を發 せし む」 (大阪 毎日) と 云 ふ 者、 「群小 說界 に^ 然 たる 名 付」 と する 

者 54 月) が ある。 「葉末 集」 第二 版に 附 載され てゐる 石橋 忍 H の 細 一 t は、 構想 を 論じた 點、 お 妙の は 


の 遣 書を假 作して 揭げて ゐる點 などで， よろしく 併讀 すべき ものである。 

「毒 朱 辱」、 後に 或は 「大 詩人」 とも 呼ばれて ゐる。 上 州 赤 城に 籠った 色氣 ない 大年 增の戀 ものがた 

り、 「願 はくば 一 斗の 酒 を 得て、 有緣の 山川 草木 禽獸蟲 魚 人間に 我が 戀の 惚恍 聞かせて 吳 れん」 とい ふ 

年增 が、 思 ひ 通り 斗酒 を 得て、 ぉ釋迦 様相 手の 戀を 語る。 女 主人公の 心理 は 移して 丁度 「緣 外緣」 の 

お 妙が 悟り 始めの 心境に 當て \ 可い。 (「おふみ 様 を 弔 ふ」 (讀竇 ) とい ふ 短 章が これ を證 して ゐる )o 釋 

迦は 「世界の 大歌 人、 天 暗 美しい 方 様、 たのもしい 男、 粹 なお 人、， 實の あるお 人」 であり、 一切 經は 

「精神の 外 は 文字 も 形容 も假 物の 詩歌」 とい ふ 露 伴 氏獨特 自在の 釋迴觀 怫敎觀 をのべ たもので ある。 

「封 じ 文」 も、 「毒 朱唇」 などに 似た もので、 悟りの 道程に ある 人間の 心的 苦惱を 描き、 人の 自ら 善惡 

とすると ころ 必す しも 善惡 ではなく、 その 爲す ところ 價 値の 轉倒を 免れない とい ふ 意思 を 含む。 遠 州 

大無間 山に 行ひ濟 して ゐる 幻鉤 居士なる 人物 を點 出し、 居士が 雪 裡坐禪 中 種々 な 想像に 驅 られ、 虚妄 

の 現象に 惱 まされ、 過去の 惡業を 思って 道心の 深き を 知る とい ふ、 通 篇殆ん ど 幻鉤の 心內の 出来事で 

あるつ 夜叉が 現れて 亡き 妻の 遣 書 を讀み 上げる ところ は、 「五重塔」 の 飛 天 夜叉 王の 段の H チュ， 'ドと 

も 見られる。 

「I 眞美 入」、 「大珍 話」、 ー默 |?5£義」、 0 一十 四 年： > 此の 三 篇は 自ら 相 通す ると ころが ある。 ■ 

あちらで も 美人 こちらで も 美人と 扨 も やかましい 美人 呼 はり、 浮世 は 美人で 持ち切った 様子 云々 
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(「浮世 談義」 冒頭) 

これで も 分かる やうに、 當時 美人 何々、 何々 美人 譜 とか、 美人と いふ 語 葉、 裸 美人の！^ ま 典、 縱 などが 

犬に 流行した もの だが、 三篇 何れも 此の 流行に 對 する 寓意 諷刺で ある。 「眞 美人」 は， 正 ぼ 〈の 1^ 人 を 兑 

出さう と 房 州め ぐり を 始めた 男が、 美人が 見つから ぬので 天帝と 觀 音に 眞 美人 請求の 決闘 狀を m して 

責める と、 その 御利益で 一人 見つかる。 見つかった 美人 は 「富 山の 奥 何が し 村 機 夫 何が しの 娘お 何， 

明治 十九 年生れ ：… ム、、 ナァ ー ル程、 それが 眞 美人、 其 程の 齢の 女が、 三 歳 か ra: 歳の 女が」。 これが 

落ちで ある。 「眞 美人」 の與味 は、 天帝への 決 鬪狀の 中の 眞 美人 請求 趣意書に ある、 3 れ  の效川 をと 

き、 眞 美人 は 怫と 同體 とのべ、 當 時の 女人 を 痛烈に 罵倒した あたり、 若い 頃の 著お ^伴 氏の 而= が鮮 

やかな ものが ある。 

これの 姉妹 篇に 「美 入譜」 とい ふ ものが あると いふが、 何に 褐 出された もの か、 私 は 未だ 兑 たこと 

ない。 

「大珍 話」 は、 I あまり 世間で 美人 美人と いふので、 男 も 女 も 美 美女に なりたが 7.-、 そこて 

奇術 を 看板に 男女 とも美 人に して 上げる とい ふ 山師 者が 出て 來る (當 時實際 かう いふ 評 * のソ" 帥 力 

あって 大 繁昌 をした 1- と 直話)、 そこで 餘篦 常人と いふ 片輪の 乞食が、 この 奇術に よって、 ^^5^にな 

らうと 大願 を^し * 久 米の 平內に 祈って 施術 券 を 手に入れて 見事 美 にして 贺ふ。 砍ぉ 肉欲 r 物！^ M ノ：^ 


成功、 不老不死， 何でも 思 ふ樣樂 しんだ が、 飽滿の 倦怠から 厭世 心 を 起し、 美人の 妻と 情死す る、 と 

腺が さめる と、 一場の 夢であった とい ふ 物語り。 例の 「枕 中 記」 あたりからの 奪胎 であら-うが、 大 ふ- 

ざけの 中に 諷刺が あって  面白い。 

「浮世 談義」 は r 大珍 話」 の 後編で、 心 は 相を變 へる から * 眞に 美人に なりたく ば 心 を 美しく せよ 

とい ふ 趣意 を、 諧 誰の 筆で 說ぃ たもので ある。 

同様に 流行 を諷戒 した 作に 「混 世 魔風」 が ある、 これに は 「一陣 風」 とい ふ 前置と 「うらぐ ろ」 とい ふ 

續 筆が 伴な つて ゐる。 「混 世 魔風」 は その 頃 貴紳 富豪に 大 流行であった (今と て 何う か 分からぬ が) 花 

札 合せの 賭博 を 叱した もので、 「大珍 話」 は、 問題が 問題 だけにた^ 笑って ゐる (時には 苦笑 ひだが) だ 

けで も濟 まう が、 「混 世 魔風」 に 至って は眞に 怒って 罵詈の 致 を 極めて ゐる。 語 氣の 痛烈 さは 到底 尋常 

諷刺の 作の 比で ない。 南京の 名妓 蔣纖々 は、 義母が 醜業 を 迫る の を 避け 投身して 死ぬ (「一陣 風」)、 そ 

の 魂が 龍王の 仁慈で 蘇生し * 摩訶 陀羅國 の妙曼 夫人と いふ 善女に 仕へ る ことにな つたが、 此の 國は表 

面 は 善良ら しく 見えて 裏 は 弊風 滔々、 貴紳 大官 富豪が 賭博に 耽り 花札 を 弄せぬ 者 はない。 妙曼 夫人の 

日夜の 心配 を： かね 纖々 は 此の 國の 警視 統監の 前に 出て、 闔國に 亡國の 魔風 混々 と 漲って ゐる こと 

を 嘆き、 宗敎 家、 擧者、 文人、 新聞記者が この 魔風 を拂除 せんと もせす 平然として ゐ るの を 怒 罵し、 

統監に 法律の 力で 取締 を 求める とい ふ 筋、 殊に 第 七 回の 文人 詞人を 罵り 飛ばす ところ は、 快 文字と 讀 
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まれる。 「うらぐ ろ」 は、 正面から 花札 賭博の 弊害 を列擧 して^ を 戒めた もので *  ^に 小說 とい ふべ 

きもので はない。 

以上 「眞 美人」 以下の 數篇は 或る 意味で 一 種の 際物 的 作物で あるが、 同じ 際物め くものに、 この 年 

三月の 內國勸 業 博覽會 をもぢ つた 「曰ぐ らし 物語」 が ある. - ^伴の 友 叫 雲 老人と いふ 人が： i::^ を 化め 

博覽會 にも ぢ. つて 小說博 閜會を 開く とい ふ 筋で、 ！ t 作が 叫 雪 老人、 繡蓮 女史、 パ角小 王、 阿い.^ の _ いい 

守- 脫 1K 子、 ゆかり 式部な どの 變 名で 書いた 「新 編い つけん 傳」 i 伴 氏：^ 取 初の 言文一致 小 說)、 「風前 

虹」. ー痴陳 平」、 r ねぢ くり 博士」、 「閨の 月」、 「新 九 想觀， T 「博 覽會 の博覽 會」 の 七篇を 並べて ある。 

大半 はュ ー モ ラスな 輕ぃ 作品ば かりで、 秀抜な もの はない が、 た^ 此の 期の.：， S 作 氏の 作の いろいろな 

分子が 盛られて ゐ る點、 藝 術の 威力 を說 いた 點 (「風前 虹」) など. 注意に 他 ひする.' 

「妙 七 情」. 「伽羅 物語」、 「好 因果」、 この 三篇は 何れも 構想に. „s: 鶴の 町人物 あたりから 影 をう け てん 

るかと 思 はれる もので、 世間に 往々 ある 出来事 を 正面から 直寫 して ゐる やうに 兑 せて、 褒に飄 論の。" 

因 栗の 理を 含めて ゐる。 「妙 七 情」 は それが 稍 や 露骨で ある。 「妙 七 情」 は學 おの 若 夫人が 夫が^に 凝り 

出して 宿志 を 忘れさう なの を 心配して 祕藏の 赛盤を 焚いて 諫める 話、 「伽 維 物-ぎ は、 物愁 一お お 屮くか 

日頃 愛した 一 人 娘の 死によ つて 金の 賴み にならぬ こと を 悟る 話、 「好 因 2^」 は 或る 商 〈#グ てむ 掛 よい 妒カ 

i 、いな 嫁 姑の こと を 聞いて それ を 助けた ところ、 自分 も それによ つて 良緣を 川む た 話で ある.^ 


「みれん」 になる とそ、 諷諭 寓意に 聊か 皮肉 を 交へ てゐ る。 天 王 寺の 墓地で 偶然 少年 時代.， 友人の 蓦 

を 見出し 「我」 露 伴 は 感慨に 堪 へす、 未練に も 墓の 傍 を 立ち去り かねつ- -ゐ る、 と、 一 人の 妙齢の 美 

人が 同じ 墓に 參 りに 來て、 同じく 未練の 物 思 ひに 沈んで ゐる、 だが その後 七 八日して、 或と 町で ふと 

支度 美 々しい 花嫁 御 を 見た ら、 思 ひがけな く 墓參り の 美人で あつたと。 

たみ ゐ あっし 

「Ae 于氷」 は 人間の 冷酷 さ、 狡猾 さ を 飽くまで 諷した 作で、 民井敦 とい ふ 氷よりも 冷やかな 當世ネ 子 

が、 打^的 狡智を 弄し、 戀煩 ひを扮 つて、 富 子と いふ 金滿 家の 一 人 娘 を 手に入れる 一方、 前々 から 關 

係の あつたお 妙と いふ 妾 を 如何に 冷酷に 見棄 てる かとい ふ 經路を 描いた ものである。 敦の仕 打が 如何 

にも 厭惡の K 見える 筆で 寫 されて ゐ るが、 お 妙が 一 度 絡 望に 陷 入りつ . ^も 悟り を 開いて 人間の 業苦に 

超然と して 生きる に 至る ところ は、 露 伴 氏 一流の 光明 的 解決の 見方で ある。 此のお 妙 は 何やら 「毒 米 

唇」 の 女 主人公の 前身 だ、 とで もい ふ氣 がする が 何う か。 

この 作 は 遲塌麗 水 氏との 合作に 成る、 單に 名を署 したば かりで はない、 眞の 意味の 合作で ある。 題. 

名と 構想の ヒ ント は、 或る 支那 小說に 出る 溫如 玉と いふ 人物から 思 ひついた ものと いふ。 

「一 口 翻」 は 露 伴 氏の 傑作と 許されて ゐる 作の 一つで ある、 「地獄 溪 日記」 (一 1 十三 年) の 一 節に かう 

ある、 —— 

f 七月 五日、 民 友 社に 送るべき もの 書かで はと 筆 を 取り、 憤發 して 原稿 を 書き 初む (中略) 頭 痛烈 
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敷して 泣きた き ほど なれ ど」 云々。 

, 「七月 十二 日、 一口 劍を 漸く 終 ふ 、十日の 夜脫稿 はせ しが 淸書 にか、 りて 百 枚 以上に もなる ベく 兄 

えし かば 驚きて 削減に か k り 十 語 を 抹殺して は 一語 をな す、 面倒 さ、 つまらな さ、 创 作より お 敷 

漸く 昨夜より 淸書 にか、 りて 三十 七 枚に 書き ち^む」 云々"  - 

「一 ロ劍」 が 傑作と いはれ る 割に 斧鑿の 痕が歷 々と 見える 理由 は、 以上に よって 說 明され よう。 

ぐうたら で 飲み助の 鍛冶 正藏 は、 一夜 戀 女房のお 蘭と 諍 ひ をした 揚句、 一つ は 一杯機嫌から、 乂 一 

つ は 女房の 機嫌 をと るつ もりで、 われ こそ 日本一 の 刀鍛冶と 自慢す る。 これが ふと 領主の に 人って 

公然 名刀 を鍛 へよ との 沙汰- 正 藏は當 惑の 餘り 女房に 自分の 無能 を 告白す る。 お 蘭 は 正藏を =„^K つて 

領主より 下賜の 金 を!^ つて 逃げる。 正藏は 一度 は 死なう とする が、 iH 屋に勵 まされて 猛^と.. 力.^ し、 

閉戶 して 刀を鍛 へる こと 三^、 天晴の 名刀 を 領主に 捧げる。 領主が 切れる かとの 問 ひに、 正^が 勃 5- 

として 座敷に 躍に 上り、 便々 たる 腹 を 出して 「切れ 是 を. たしかに 二つに なって せむ」 と 答へ た 結 

句 は、 有名な ものであった。 

主人公 正藏の モデル は.， 露 伴 氏の 談 によると、 講談に ある 赤 稼の 義僕^ 助で あると いふ、 ち 後の 

名 刀工 津田越 前 守 助 直で ある。 直 助 は 初め 赤 穂の 義士 小 野 寺十內 (或は 岡& 八十 右 衞門) の^で あつ 

たが、 主人が 佩刀の ことから 奸 人に 恥辱 をう けたのに 憤を發 して 刀工と なり、 數 年の^に 新刀 * ルソ バグ 一 


名 を 博す るまでに なった。 やがて 舊 主に 名刀 酬 つて 昔日の 恥辱 を 雪が しめたと レふ。 

お 蘭に も モデルが あった こと は、 露 伴 氏が 曾って 「新著 月刊」 の 記者に 語った ところで 知られる， 

「お 蘭と いふ 女 は、 雛 形 を 取って かいたの だが、 彼 作 を 書く 時分に は， あんな やうな 詰らん 者で あつ 

たが、 <f 「は餘 程え らい 者に なって ゐる。 殆んど あ \ いふ 者になる と は 思はなかった。 意外な 女で あつ 

た。 詰りえ らいと 云へば、 愁の 世界で 成功した に過ぎないの だが 彼れ の 後談を かいたら 餘程 面白から 

うと m3 ふ。 實際は 鍛冶屋の 女房で あつたと いふ 譯ぢゃ 決してない、 が 何しろ 今ぢゃ 中々 えらい 者に な 

つて ゐる。 當時は 私が 書いた よりもけ ちな 位の 女で あつたが、 實に 意外に 思って ゐる」 云々 (註 一 九)。 

正藏の 性格に 不自然な そぐ はない ところが あり、 お 蘭が 比較的 自然に 描かれて ゐ るの は 一 つ は その 爲 

めで あらう。 上半の 正藏- 優柔 不斷、 愚直、 軟骨 * 女房の 機嫌と りの 正藏と 下半の 正藏、 藝 道に 精進 

する 不惜 身命の 正 藏とは 性格 的に 甚 しい 不自然 さが ある、 だが この 不自然 さが 作者の 理想 を 描く ため 

に は 必要で ある こと、 此の 二つの 正藏の 間の 不 K 然が甚 しければ 甚 しい 程. 作者の 理想 卽ち 正藏の 一 

念發 起が. 强ぃ 光彩 を 放つ こと は 明らかで ある。 た^ 作者 は、 此の 急激な 心機 一 轉を說 くに 今少し 注 

意すべき であった と 思 ふ。 

お 蘭の 愛情の 醒め 方の 急激に すぎる こと、 殿様が 正藏の 繰言 を 信じて 直ちに 名人と 思 ひ 込む ことな 

ど、 他に 小 瑕疵 は少 くない。 文章の 點 では 誇張が すぎ、 銜 氣が强 すぎて、 「風流 怫」、 「葉末 集」 に 遜る 
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數 等と 批評家 (忍 月) はいって ゐる。 

此の 作が 一 度 公に される と毀譽 褒貶が 頗る 喧しかった。 視友社 派の 「江戶 紫」 はこれ を^して、 「KIr 

文字 中 九十 字の 多き は 全く 尋常 作者の 筆に して、 其 十字が 唯 僅かに 露 伴 子の 氣焰を 吐く のみ， 近 米の 

不出來 とい ふ も敢て 不可な かるべし、 就中 鍛工 夫婦 對 話の 狀の 如き は、 意 至らす 第 また 至らす、 此裡 

情な，、 景 なく 思な く 文な く」 云々。 石橋 忍 月 (國 ：！^ 之 友) はこれ を稱 して 大作と 呼び， 「本 篇は獨 立 心 

及び 專念は 人物 を 造る といへ る高尙 唯一 の眞 理を發 揮して 毫も 遺憾な し、 (中略) 露 伴 は 今い み じく も 

這 的 高大なる 眼 を 持って、 此 普通に して 且つ 微妙なる 眞 理を寫 せり、 之を稱 して 大作な りと いふ も.^ 

して 不可な かるべし」 云々。 兩端を 叩けば 自ら その 中が 知れるべき か。 

此の 年 一月の 作に、 「醉嫺 記， T 「和合； 架」 の ニ篇が ある， 前者 は 文字通り 醉鄕の 有様 * 酒客 氣： 灯 を 寫 

し 出した もの、 後者 は 正月の めでた さに 親子、 兄弟、 師弟、 夫婦が 平生 を わすれて 和合す る^し さ を 

うがって 見せた もので、 一時 遣 輿の 作、 改めて 語る ほどの もの はない 

明治 一 一十 四 年" 

「眞言 秘密. 聖 天樣」 と rti: 化」 と は、 共に 世 を 諷する ところの ある 如き 作で あるが， その 與へ る 印 

象に は 少異が ある。 前者 は文體 構想と もに 西 鶴の 句 ひが 强く 彼の 町人物の I 篇 でも 讀む氣 がする が、 


後者 は文體 にこ そ 幾分 その 句 ひがす る もの、、 構想 は遙 かに 現實 的で ある。 「聖天 様」 は、 金の ために 

は 世間 も 義理 も 顧みない 葦 沼？ i とい ふ 高利 貸が、 大聖 歡」" i 天 を 信じ" 1 法を修 して 大金 持と なる 話、 「七 

變ヒ 一は、 「昆世 魔風」 あたりの 外篇 とも 見ら るべき 作で、 紳士に 化けた 惡黨 連が 待合で 花札 合せ をし， 

八百長 勝負で 紳商 富豪 を 釣る 裏面 を 剔って、 惡黨 同志の 駔引を 描いた もの、 露 伴 氏が 實際傳 聞した 事 

實に 基いて ゐ ると. r ふ。 r 聖天 様」 の〃 は、 金貸氣 質と 世間の 迷信と を 一 一軍-に 笑った ものと 見る ベ きで 

あらう。 

他 こ， 此の 年の 諷刺 風の 作に t 當世 外道の 面」 が ある、 大通 外道、 風雅 外道、 獨善 外道と いふ やうな 十 

二 外道 を 穿った キャラクタ ァ • スケッチで、 處々 に當 時の 露 伴 氏の 周圍の 生活の 片 が 見えて ゐ るの 

で 面白い (例へば 大通 外道な ど)。  . 

「風流 艷 暨傳」 と 「風流 牾」 と は 相 表裏す る 作で、 露 伴 氏の 語る ところに 依る と共に 未完で ある。 此の 

ニ篇と 「風流 怫」 とに よって 若き 露 伴 氏の 戀愛觀 を 窺 ふこと が 出来る。 「難 魔傳」 (上) は、 老艷 魔が さ 

る 女性の 問 ひに 任せて 色道の 祕 訣を敎 へた 書翰の 體 となって ゐる、 形式、 文體 共に 西 鶴 張りで ある。 

露 伴 氏の 談 によると あと (中)、 (下) の ニ篇を 書いて、 この秘^？^をもとめる所以とこれを諷しこれを笑 

ふ. 者と を 明かに する つもりで あつたと いふ。 これで 此の 篇の 作意 は 分明す る。 だが 未完の ま& でも、 

作者の いふ 通り 放逸 不覊 な奇 文字で， 二十 七 條の祕 訣微に 人り 細 を 穿ち、 これ を讀む 者に 或は 「寫し 
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得て 刻 g 木 に 徹す」 (森 E 思 軒 序) とい ひ、 或は 「心 を 用 ゆる こと 深 酷に 過ぎて、 心 を荡ら か. -、 魂 を 

駭 かす」 (依田 學海 序) と 感嘆させる。 「艷魔 傅」 が 所謂 色道 卽ち 肉的 戀 愛に 關す るに 對し. 「風流^」 

は sig 的 戀愛を 述べた もので， 「我」 とい ふ 或 sf- が 亡き 戀人を 思 ふ 獨白體 になって ゐる。 これに も後談 

が あると いふ、 だが これ も 亦、 この 儘ー篇 として 兒られ ぬ こと はない。 田 山 花 袋 氏が この 篇 を- 卞が作 t 瓜 

人の 戀 愛に 對 する 「煩悶 錄」 といって ゐ るの はい さ k か當ら ない、 だが 「突 込んだ 面. a ぃ觀 察の ある」 

こと は事實 である。 (註 二 〇) 

「辻 淨 瑶 璃」 と 「寢 耳鐵 砲」 のニ篇 は、 內容 からせば 一作 品の 前篇 後篇と いふべ く、  ^尾 聯贯、 した：^ 一 

人物の 物語で ある。 此の 物語の 主人公の 签師西 村道 也は實 在の 人物で あり、 物. 認 のサ. ^も 火^け. K 際 

あった 出来事で あると いふ。 

文化 文政から 嘉永 安政 頃の 物語と 讀 まれる。 京都の 釜 帥 西 村 虎吉 (^也) は 才藝. 貌が 身.^ 仇と 

たり、 放蕩して 產を 破った 揚句、 老母と 娘を殘 して 蓮 定めに. 江戶に 下る" 江戶で仕^^^の取付に久保町 

の 原で 辻 淨瑶璃 語りになる。 蓮よ く 毛 利讃岐 守の 隱居 に兑 出され、 めいた 身分と なり、 y= ず t した 

故鄕の 母と 娘 を 呼び 下して 結構な 日 を 送る (「辻 浮 瑶璃」 )" 虎吉 改め 近 也 は、 v.^ 利 〔豕 の推舉 から 請 {氽 へ 

出入の 叶 ふ 身と なった が、 一 曰島津 公より 鐵砲鑄 造の 相談 をう け、 それ を 請負 ふつ さし：；； 一 つた 時勢が 

諸侯に か k る 用意 を 必要と させた ので ある J 此の 請負に 成功した ので、^ 也 は，： ：2f^ ク おの 御用 とたり. 


大した 立身 をす る。 やがて 義理 や 付合 やに 絡んで 舊 病が 發し、 頻りに 諸方の 花柳の 巷に 出入す る。 品 

川 相模屋 のお 萬との 意地 張り はこの 間に 始まる。 一方、 朱 座の 佐 藤の 娘お 柳が 道 也に 戀 して 家 を駔け 

出す 始末 • 道 也の 艷幅は 聞いて さへ 興が ある。 艷幅、 錢福を 一身に 集めた 道 也 は、 やがて 故 鄕に錦 を 

飾 K5。 昔 爪 はじきした 釜師 仲間 は 皆- 道 也の 成功に 眩惑され るが、 た 一人 大 西の 淨珠と いふ 老人 だ 

け は 古. 風な 職人 氣質を 凛と 持して、 道 也に 屈 下しない。 これで 此の 物語 は 終る (「寢 耳鐵 砲」)。 

此の ニ篇は r 奇男 兒」、 「一 ロ劍」 の 脈 をつ ぐ ものであるが、 この あたりから 露 伴 氏の 作風が 今迄と 

聊か 變 つて 來 るの を 示す 點で 注目すべき であらう。 此の 種の 人物 を 描く に當っ て 從來の 露 伴 氏なら、 

その 人物 を 存分 傀儡に 使って 自家の 理想 を冩す 害で ある。 人物が 從で 理想が 主で ある。 ところが この 

ニ篇に 至って は、 作者の 輿 味 は、 自家の 理想 をのべ る點 にで はなく， 主人公の 行藏 用捨 を寫實 的に 描 

く點 にある ことが 明白で ある。 露 伴 氏の 理想 は淨珠 老人の 意氣 であって、 道 也の 奇才 縱橫 ではない、 

た^ 露 伴 氏 は 道 也 その 人に 與味を 感じ、 道 也 その 人 を 如實に 描かう と 欲した ので ある、 こ- -に 於いて 

人物の 描冩が 主で 理想 を 語る のが 從 となる。 こ. -に露 伴 氏が、 從來の 空想的な 理想の 世界から 所謂 寫 

實の 世界に 一歩 蹈み 出した 姿が 見られる。 北 村 透 谷が、 道 也 を 紅葉の 遊女 佐 太夫 (「伽羅 枕」 の 女主 人 

公) に 比較して- 紅 露 相 近づけり と說 いたの は、 流石と いはざる を 得ない 3 

「辻 淨 瑶璃」 の 虎吉と 「寢 耳鐵 砲」 の 道 也と に 性格 上何處 かそぐ はす 様に よって は 別人とまで. 見 
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える の も、 この 想實ニ 世界の まだ 生々 しい 混合から 生じて ゐる。 「迁淨 瑠璃」 の 虎^に は， なほ. 作 氏 

が 好んで 描く 男  一 の 面影が 見える、 だが 「寢 耳鐵 砲」 の 道 也に 至って は、 お 萬と お 柳の 二.^ 性に 挾 

まれて * 鬼 も すれば 足 許の ふらつ く 様子 は、 紅葉 あたりの 好んで 描き さうな、 .： 儿祿. = ^りの 色^の 粹様 

と 化けたがる。 當年、 行け ゃ關 東、 巢 と江戶 へ 下る 途中， 路銀 を^ ひ #s して 「青天井に ぶ^ 

戶 障子な しの 大 世界、 御 見物 は 天下の 人々」 と 叫んだ 「心機 靈 沽の妖 物」 の 虎い n ではない。 「お 斗錢 

砲」 は 實に露 伴 氏 の もつ 元 祿文學 趣味 の 最後 の發 現で あると いって 巧い" 

「.g 紅 星」 は 寓言 諷刺の 作で あるが、 何れ かとい へば 「針 じ- ズ」 の 系統に 嵐すべく， 解し やうに よつ 

て は、 此の 篇の 主人公 皆 非 居士 は 「封 じ 文」 の幻鉤 居士の 前身と も 前生と も られ る" ^^'^f  I 

破し， 古人 今人 を 皆 非 也と して、 自ら 大 詩人の 才を 負む 皆 „ ^居士が 山 庵に it 遞 して 冲 お出 心 を 練って ゐた 

が、 一夜 嫦娥 の迎 へに よって 宫に 遊び、 嘯 傲 得意の 際に 題 詩 を 乞 はれ * 題 はと-!^ ねて. 题は人 ii と 

答 へられる や、 多年の 增上 慢心が 一時に はっと さめて、 痛恨の 一念が 血 紅の 星と なって.^ ぶと いぶ 

文人 詞 人の 自惚心 を. 自他 共に 嘲 殺した ものである。 

「いさな とり」、 この 作 は、 從來の 露 伴 氏 著作 年表で は 直ちに 單 行され たかの やうに 記して あるが， 實 

は 矢 弱り 此の 年 五月から 國會へ 連載され たもので ある.^ 

伊豆 下田 在の 百姓 彥 右衛門の 我が 子に 對 する 懺悔 物. ぶ S とで もい ふべき か。 ト 四の 年 大^に も 伊勢.^ 


りから 上方 見物 を 志して 故鄕を 飛び出した 彥 右衛門 は、 やがて 京都で 情 ある 人の 手に 拾 はれて 井筒屋 

とい ふ 染物屋に 丁稚奉公 する. 三年ば かり 忠實 につと めて ゐる うち、 持 前の きびきびした 氣 性と 美貌. 

と、 放埒な 亭主 もつ 女房に 對 する 同情が 仇と なって 主家の 女房に 不義 を 仕掛けられ、 その 罪の 空 恐ろ 

しさに、 ふとした 手蔓 を當 てに して 两國に 出奔す る。 途中 廣 島での たれ 死し かけ、 算盤 屋の 小僧と な 

つて 一時 を 凌いだ が、 こ \ も譯 あって さう 長居す るつ もり もな く、 九州に 下り、 平戶の 先の 生 月 島と 

い.. i 捕鯨 場に 迎 りつく。 さう して こ&で 一人前の 男に なり 鯨 捕りになる。 鯨 捕りの 壯 快な 生活に 平和 

な 幾年 を 過す。 だが 緣に 任せて 貰った 女房が 姦夫 を 引 入れた の を 見つけ、 姦婦 夫 は 勿論- 女房のお 

袋まで 斬り 殺し、 小舟で 萱岐を 指して 遁れ る。 それが 途中 暴風雨に あって 朝鮮に 流れつ き， 爱 岐に戾 + 

つて 進退に 窮 して ゐ ると ころ を、 生 月 島の 捕鯨 場の 舊 主人 松 富の 隱居 にあ ひ、 處 世の 心得 を藏 された 

上 その ま. -壹岐 の 捕鯨 場を預 る. - 意氣に 感じた 彥右衞 門 は、 こ-で 人が 變 つた 程實 直に 稼ぎた めて、 

故 鄕に歸 つて 田地 を かって 百姓になる J それが 娘 を 連れて、 撗濱に 軍艦 見物に 来、 ふと 見覺ぇ ある 顏 

立の 士官に 會 つて、 段々 探る と、 生 月 を 逃れる とき 邪魔物と ばかり 小舟に のせて 流して やった 一子 新 

太郞 である ことが わかり、 これに 會 つて 徵悔話 を するとい ふ 長物 語りで ある。 

此の 作 は、 大半 作者の 空想で、 主人公 彥 右衛門 も假 作の 人物で あるが、 鯨 捕りの 一段に 至って はも 

とづく ふ ころが あり、 聞く ところが あつ て 描いた ものであると い"。 
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「いさな とり」 の r4 すと ころ は、 人の 一生、 七顛八起の 運命で ある、 その 運命 を 支配す る もの は柯 

か r 嚴峻な 因 律で ある、 從 つて 「いさな とり」 に 表 はれた 人物と 事件 は、 殆んど 因 3^ 律 そのもの、 

具 體的說 明で あると も 兑られ る。 彥 右衛門 は 誤って 主人の 妻と 通す る、 やがて 己が 妻の 不" U を兑る こ 

とになる、 お 俊 は 狂氣の 夫に 酷く する、 彼の 女 自身 も 狂死す る、 皮兵衞 は、 自ら 播 いた 種子 を n ら刈 

る、 昭々 として 少しも 違 はない。 吾等 はこの 作に よって 露俾 氏の もつ 倫 现觀、 ^悪 觀 など を 一 化り^ 

ふこと が 出来る。 これ を 傑作と 推す 批評家 は 少ない が、 露 伴 氏 を 思想 的に 兄る とき 义 作 氏の 小説の 

作風の 上から 見る とき、 是非 ー讀 すべき 作で ある. - 「辻淨 if 璃」 のと ころで も 一寸の ベた が、 .S 作 氏が 

间人を かりて 我を寫 すの を やめ、 個人 を かりて 人生 を！： さう とする 客觀 的倾， M (幼 利..： ものにせよ) 力 

この 卞 あたりから 可成り 目立った ものに なって 來てゐ る、 ^ 彥右衞 門 は 勿論 * 副 人物の わ 格 も えづ，：：： 然 

に 出来て ゐる、 その 自然な 一貫した 性格から 展開され て 来る 事件 そのもの も. 無^が なく 諫 まれる。 

作 中の 人物の 性格と 事件と が これ 程 自然に 緊密に 連關 されて ゐる點 では、 明治 小說 史全體 からい つて 

も 注意 X 値 ひする ものである。 

描寫 にもす ぐれた ところが 多い、 殊に 鯨 捕リの 壯觀、 妻 を 斬った 彥 右衛門が 小舟で.^ パを のがれる 

途中 難.^ して、 さまざまな 幻怪 を 見る あたり、 我が 子 を 殺さん 七して、 因 B_ ^を 含める あたり やうし 

て 早く 批評家の 推讃 をう けなかった かが、 不思議に 思 はれる。  . 


「五重 sl。」、 これ も 從來の 年表で は、 二十 五 年 二月 發表 となって ゐ るが、 今國會 によって 明かに 二十 

四 年 十一月から 揭 載され 始めた ことが わかった ので， これ を 正しく 置く。 

此處に 大工の 4- 兵衞 とい ふが ある、 その 道の 技倆 は 遙に拔 群な ものが あるが、 才氣 がない ので、 の 

つ そりと 仇名され、 馬鹿 扱 ひに されて、 空しく 人の 役す るに 委して ゐる。 一年 谷 中感應 寺に 五重の塔 

を 建てる 計畫が あり、 彼の 親方 筋に 當る 江戸 名うての 棟梁 川 越の 源 太が それ を 請負 ふ。 十兵衞 はこれ 

を 聞いて 執着の 念 やます、 末代に 名を殘 すの はこの 時とば かり、 濟 まぬ 義理 は 知りつ-^ 意 を 決して 恩 

ある 親方の 向に 廻り、 自ら その 建立 を 引受けん とか- -る。 感應 寺の 大和 尙朗圓 上人の 暗示で、 源 太 は 

江戶子 腹の 淸ぃ 捌けた ところから、 初めは 自ら 主と なり、 十 兵衞を 副に して 仕事 せんとし、 果て は 十 

兵衞を 主として 自ら 副と ならん とまで 讓歩 する. だが 十 兵 衞は兩 立 を肯ん じない。 源 太は然 らばと 一 

切 を 擧げて 卜 兵衞に 委し、 自己の 考案な り 勢力な り を もって 助力 せんと 提議す る、 だが 十 兵衞は 自己 

の 技倆に 對 する 強い 確信から にべ もな くその 親切 ご 担む。 流石の 源 太 も 怒って、 塔の 成らぬ 曉思ひ 知 

れと言 ひきる。 十兵衞 はこの 恩 ある 源 太の 脅威に もお ぢす、 源 太の 子分 淸吉の 暗擊に 負傷した が 屈せ 

す、 のつ そり 奴と 嘲け る數 多の 工人 を督勵 して、 苦心 慘儋 遂に 「金剛 力士が 魔 軍 を 睥脫ん で 十六 丈の 

姿 を 現じ 坤軸 動かす 足ぶ みして 巖 上に 突立ち たる ごとき」 (其 三十 一 回) 五重の塔 を 造り 出した。 かく 

て 十兵衞 は、 人間の 試練に は堪 へたが、 まだ 大きな 大自然の 試 鍊に堪 へなければ ならなかった。 落成 
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式り あるべき 前日、 「夜半の 鐘の 昔の 曇って 平日に は 似つ かす 耳に きたなく 聞え たが、 滿 天の 夜叉 力 

一時に 荒れ 出し、 疾風 暴 雨、 天地 晦冥. 新築の 塔 も 今や 崩れん ばかりに 搖ぎ、 軌 り， 撓む. - n 兵 衞.^ 

めは^！！若として動かなかったが、 度々 寺からの 迎 へに、 決然 起つ。 源 太の 言葉 も ある、 あの 塔が 倒れ 

る は： 山-か 釘 一本ぬ け 板 一枚 動いても 生きて ゐ ようかと、 五重の塔の 頂に 上って、 手に 六 分 整を捉 つて 

黑暗 奥を脫 みつめて ゐる さまが 物凄い. - 試鍊 は濟ん だ、 風 も 雨 も 止んだ、 生 雷 五署の IP 一 塔 は、 些の拟 

所 もな く 々と屹 立して ゐる。 江戶 中の 堂塔 人家が 皆 損害を被 つたの を 見た 萬 衆 は， 初めて 此の 塔 を 

建てた 十 兵衞の 技倆の 非凡な の を稱讃 し、 川 越の 源 太 も 心 を 屈した とい ふ， 

「五東 塔」 を もって 露 伴 氏の 小說の 代表作の 一 と 見る の は、 今日で は 公論と なって ゐ るが、 發表常 

時す でに 傑作の 名が 高かった、 坪內 逍遙 は、 「本 著の 如き は、 所謂 新聞紙の 讀物 として、， U 然の 必要 

よ-り、 ， ^卒の 祭に 物 きられし にも 拘ら す、 首尾 秩 然と 結構 整 ひ、 已に 他の 人 も 評せし 如く， ヒ人 公の 

つ そり 十 兵衞が 建立せ し 五重塔の 巍然 たる 趣に 通 ひ 特に 著しく 作者の 特質 を 表現， 一 したと 褒め、 

忍 月 は 「近來 第一 の 小 說は露 伴の 五重塔 也、 蓋 人物 を 先にして 人事 を 後に し、 全篇 一 の 死人 物、 駄分 

tl- なければ 也」 云々 と 讃美した。 その他 露 伴 氏 を 論す る 人々 で、 此の 作 を その 傑作 代表作と して 及 

して ゐ ない 人 はない.^ 殊に 第三 十二 回の 飛 天 夜叉 王が 眷族 を率ゐ て^ 空に 荒れ 廻 はる 一段 は、 雄， ぱ跌 

宕、 痛 矢 淋^の 致 を； t め、 ひふ-り 露 伴 氏の 散文の 絡 妙 精 品た るの みならす、 _ぉく明ュ^小^?.^文ズの投^ 


としてつ ねに 言及され るで あらう c 當 年の 早稻 m 文 寧 記者 は 此の 一段 を 評して いふ、 「忽ち 怪風 吹き 

起つ て 土石 を 捲き 家 を 倒し 木 を 根 こぎに し 飛 天 夜叉の あれ 出で たる 光景 何等の 奇想 就中 夜叉が 怒號の 

聲 天を撼 かし 地 を 震 ふ 紙 裂けて 電火發 し 墨 滴つ て 腥血淋 滴たり」 云々。 (註 二 一 ) 

「五 审. 塔」 は 今日 これ を 平 心に 讀んで 露 伴 氏 此の 期の 傑作の 一 である こと は 勿論、 特異な 立場 を も 

っ點で 代表的と もい はれ 得る。 露 伴 氏の 世界が 最初の 主 觀我的 理想 一 點 張りから 脫 して 稍々 客 觀的傾 

向 を もち 始めた こと は 前に 說 いたと ころで ある、 「辻淨 瑠璃」， 「いさな とり」 の 諸篇に それが 見える、 

だが 以上の 諸篇 では まだ 此の 二分 子の 間の 調和に 生々 しい 痕跡 をの こして ゐ るが、 それが 「五重塔」 

に 至って 渾ー した 味 ひ を もって 来る、 この 意味で 「五重塔」 は 露 伴 氏 作風の 分水嶺と も兒 られ る。 の 

つ そり 十兵衞 は、 露 伴 氏の 理想、 卽ち藝 術 家が その 藝 術に 對 する 無限の 愛着と 自信、 人間の 一 念の こ 

もった 精神的 製作の、 自然界 人間界に 對 しても つ 至大な 權威を 具現した 理想的 人物で あると 共に、 一 

個の 大工 十兵衞 として 動いて ゐる。 殊に 十 兵衞の 性格に 注目すべき は、 幼稚ながら 又 幽微ながら 一切 

か 無 かて ふ 思想 を もった 近代的 超人の 面影の あると ころで ある、 逍遙 先生が この 點 に！^ か 眼して、 イブ 

センの 個人主義 を 引用して 評して ゐ るの は 炯眼で ある。 源 太、 ぉ吉 (源 太 妻)、 お 波 (十 兵衞 妻)、 淸吉 

(源 太子 分)、 朗關 上人、 何れも 「特性の 影 を もち、 勢餚 として 其の 人に 接する 感が ある」 と 云 はれる。 

「五重塔」 創作の 由来に ついては、 露 伴 氏 自身の 語る ところが 詳しい ので、 それ を 抄出しょう 。「彼 
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の 中に ある、 の、 つ； V いと 云 ふ 男 は、 本來 のつ ぼ r と 云った えらい 大工が あつたの を 取った の だが、 必す 

しも 五重塔 を 持へ たと 云ふ譯 でも 無い が、 方々 の 堂塔 を 建て、 ゐる。 此の 話 を； 1^ は 倉と いふ 大工から 

聞きました がね、 此の 倉と いふ 男 も 極めて 妙な 人物で、 無 撃の 聖人と でもい ふ 趣の ある、 愁 はなく、 

處 世の 才 はなく、 併し 技術に は 頗る 達して ゐる やうに、 私 等の 素人目に は 見えた。 (巾 略〕 其の いのき 

き やうな ども、 極の ろく、 ー體 S 擧 動が 浮薄で ない。 餘程 奥ゆかしい 所が あるから、 仕^の 叫な どに 

道具の 事に 就いて 話 を 聞いて 見る と、 此奴の もって ゐ るの はちび てはゐ るが 何れも 名作 だ、 (巾 略) 私 

の 「五重塔」 は 此の 話 をして 吳れた 倉と 云 ふ 男 を. 全然で はない が、 幾分 モデルに 使 ひ、 其れに はじめ 

に 話した、 の、 つ。 の 棹 名 を 少し 變 へて 用 ひ、 其の 外聞いた 話な ども 加味して、 慮ぐ 近所に あった 

時 露 伴 氏 は 谷 中天 王 寺 近傍に 住めり) 五秉 塔へ もって 行って 綜合した のです。 

「其れから、 越後の 入で 源 太と いった 名工が あった、 越後から 江戶 まで 來る ii に、 此の の排 へた 

堂塔な ど、 實際 今も殘 つて ゐる。 詰り 才物な 大工の 話 を 聞いた。 之れ を 十 丘 (衞 に對 して 船 太の 方の 型 

にっかった。 (下略) 

「斯う 色々 の 話 を 聞く 中に、 五 雷. 塔が 近所に あるから、 話の 題目に なったり して、 共の 講釋. い 

て、 中々 よく 出来て ゐ ると 云 ふこと も合點 しました ソ 自分で も 大工の 本な ども"： ぬんで、 解らない 所 は 

聞いたり しました が、 其の 中 源 太と このの つぼり とい ふ 人物 を對 照して， ほ を へて 兄る 氣 になって 來 


た。」 云 々o 

露 伴 氏 は 更に 語 をつ いで 曰く. 1  > 

一. 或 時 馬鹿々々 しい 大暴 風雨であった ことがあ るんだ、 丁度 『五重塔』 の 原稿 を 書いて、 半分まで 

も尙 ゆかない 頃だったです。 他所へ 用達 か 何 かにい つて、 何時もの 通り 五 甫塔を 眺めながら 歸 つて 來 

た。 非常の 暴風 だから 塔が ゆれで もしまい かな ど考 へて、 宅の 方へ は歸ら すに、 塔の 方へ 行って しま 

つて， 其の 下の 邊を めぐって あるいて、 色々 な 事を考 へながら うろついた ことがあった。 宅へ 歸 つて 

来ても 氣 にか- - つて 頭 を 出して 見る。 餘程 たって 午刻に も 出して 見る。 1^ 夕方に も 塔へ いって 見る と 

いふ やうな ことがあった。 そんな 事で 暴風雨 をと つて 来たので、 初めから 考 へて 置いた 着想 ぢゃ 決し 

てなかったです。」  , 

此處に 至って あの 一條の 描寫の 異常な 力が こもって ゐる のが わかる、 十 兵 衞が露 伴 氏で あり、 露 伴 

氏が 十兵衞 であり、 露 伴 氏が 源 太で あり、 源 太が 露 伴 氏であった ので ある。 

「其の 頃 私 は 宅 を 出て 毎 ：11、 新聞へ 送る 原稿 を 郵便箱に 入れに いくんだ ね、 さう すると、 五重塔が 

往には 左に 見え" 歸る 時には 右に 見え ましたが、 原稿 を 郵便箱に 入れて しまって 歸り がけに 右の 方に 

聳えて ゐる やつ を 33- ると、 實に 愉快な 感じが して ゐ たんだ，〕 (中略) 原稿 を 入れて 歸 りに 彼の 五重塔 を 

見る のが、 私 は 非常に 愉快な 感じが して 折々 立って 眺めて ゐる こと f ありました。 ー體が 風情の あ 
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る 塔 だ もんです からね OJ  (註 ニニ)  • 

この 年國 會に揭 げられ た 作に 「満 轟姬」 が ある， 而 かも 羅文 子の 加筆 一 二回 あると いふから に は、 ： 止 

に 八 =：: 以前の 事で なければ ならない (此の 年 八月 羅文子 歿す)、 〔卽ち この 年 一 月であった； T 形式 は 脚 

本で あるが 精神 は小說 にある らしい 點で、 脚本 體の 小說 ともい ふべ く、 村 料 は 「御伽 革 子」 中の 滿 い？，？ 

姬 によった ものであると いふ。 木 曾の 義仲 $ 遣 烈女 唐糸が 鎌 倉の 營 中に 賴朝を 刺さん として 捉 はれ 

たの を、 一 女 滿壽の 孝 志に よって 赦 される とい ふ 物語で ある。 

明治 一 一十 五 年に 發 表した 作品の 數の 少ない こと は 前に も 一 寸 のべた が、 それが 何に よる か .i  CHJW 

文學」 記者 は、 これ を 村 山 龍 平氏の 試みた 一流 小 說家買 占 策の 結 架で あると し、 ！ 

篁 村， 三昧、 浪六、 得 知、 露 伴. 綠 雨と 腕 を つらねながら 筆 を 執る こと は 絶々 なり、 朝 nl^,,t は 

文人の 小樂 園と もい ふべ し。 (註 二三) 

といって ゐる、 卽ち 厚遇に 甘んじて 冬眠 狀 態に 入った とい はんば かりで ある、 成る 程 生活が 安定した 

爲め とい ふこと も あらう、 然し 露 伴 氏の 場合、 次ハ牛に矢っぎ早ゃに「風流微顯藏」の諸篇を？|;^表したと 

ころから 見て * 一種の 中休み 的 現象と いひたい。 

「當せ 文 及 古」 は 西 鶴の 「萬の 文 反古」 あたりから 擧ん だら しい 酹翰體 の 作で、 様々 の假 想の 人物に 


書翰 を 贈答 往復 させて、 その 間に 當世 人情の 諸相 を うつさう と 試みた もの、 か&る 形式に よって 人物 

の 性格 を 見事に 浮彫に する の は、 露 伴 氏の 特技の 一 つで ある。 篇中、 荻原甚 兵衞、 守山寳 太郞、 甚兵 

衞 娘お 小夜との 間の 贈答 は、 好 筒の 短篇 小說を 成して ゐる。 

「五重塔」 は 二月 三月と 斷續 して s; 月に 入って r 餘意」 三回 を もって 終って ゐる。 

「一一 B ものがた リ」 は 五月 發 表され -—— 

蝸牛 庵が n 1 日 物語」， 國會 紙上に 其 緖を發 けりこの 顆 n はた 此の 作者なら すば 誰かよ く 料理 せん 

近年の 觀 物なる べしと 信す (註 二 四) 

と 期待 させた が、 五 回で 中絶した。 

r 寶窟 wr 譚」 は朗月 亭羅文 子との 合作に なって ゐ るが、 露 伴 氏 は 殆んど 手 を 加へ た 程度に 止る よし。 

これ は飜 案で、 原本 は サァ. ラィダ ァ • ハガ ー ドの 『キング *ソ & モンス • マ イン』 である. それ を、 時 

代 を 幕末と し、 舞臺を 蝦夷 十 勝 岳 あたりに とって、 極めて 自由に 興味 ふかく 飜 案した ものである。 羅 

文 子 は 明治 二十 四 年 八月 歿した とい ふから、 この 作 も 二十 四 年度 乃至 それ 以前の もので あらう か。 後 

に 合して 「文 藝俱樂 部」 第三 卷第十 編に 牧 めら れてゐ るから、 それに 就いて 見られる がい. -、 作者が 

羅文 子で ある 以上、 こ、 では 詳しく は 述べない。 

「お： 靈」、 これ も 二回 だけで 中絶した 作で あるが、 その 大體の 筋 は， はるか 後に なって、 「僥倖」 (明治 
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二十 九 年) の 中に 表 はれて ゐる。 これ は 讀んだ 人 もさう あるまい から、 どんな 風の もの 力-. t.^;::"! て 

置かう。 形式 は 主客 二人の 對話體 となる 害であった らしい、 內容は 露 伴 氏 自身の 言葉 を かりる ム」— 

譚は下 谷 仲 御徒 士 町に (中略) 住んで ゐた 靜岡縣 士族 近 藤 政 次と いふ^の 身の上と、 それに 關係 

ある 有 造 無 造の あれ や これ やとで、 開明の 代に は 如何な もの か 知らぬ が 稍 怪談に 涉る不 (め 味の 囚 

緣 f 語 なれ ど 云々 

主人が 『沈 靜錄』 裏んで ゐる ところへ、 廓から 薦 りの 客が 舞 ひ 込む、 酒の 出る 問に 二人で 讀 みさ 

しの 『沈 靜錄』 をよ む。 中に 「非 分の 福、 無 故の 獲物 は、 造 物の 釣お * に 非れば 卽ち人 低の 機 W たり」 

云々 の 語が あるのに、 客 は 愕然として、 最近 聞いた 一 話 を 話し 出す とい ふ 筋、 世に は ra 緣と いふ もの 

の ある 論 を 出した ばかりで 中絕 して ゐる、 まことに 惜しい 氣 がする。 

(註 一) 「しがら み 草紙」 第二 號。 

(註 二) 坪 内迫遙 「小羊 漫言」。 

£ 三) こ、 までの 叙述 は 主として 「早稻 田 文學」 の 時文 * 報 その他 • に據 る- 

(註 四) 「文壇 風聞 記」 の 一節。 

(註 五) 饗 篁 村 「むら 竹」 卷第 二十 「木 蘇 道中記」。 

(註 六) ；早稻 田 文學」 二十 九 年 五月 號 (三 四 一) 所 引 「明^ 評論」。 


(註 七) 田 山 花 袋 「東京 三十 年」 「近代の 小說」 「小說 作法」 など C 

. (註 八) 露 伴 氏 「讕 言」 に敉 まって ゐる。 

へ 註 九) 「文壇 風聞 記」 の 一 節。 

(註 一 〇) 「草鞋 記 程」 の 序文 その他で、 此の の 生活が 分かる。 

(註 一一) 坪 內迫遙 「小羊 谩 言」。 (註 ニー) 同。 

(註 一 三) 內田魯 庵 「思 ひ 出す 人々」 (きの ふけ ふ」)。 

(註 一 四) 田 山 花 袋 「小；^ 作法」。 

(許 一 五) 「國民 之 友」 第 六十 五號。 

(註 一 六； >  坪內 逍遙 「小羊 漫言」。 

(註 一七) 山ロ剛 校註 「風流 佛」 解題。 

(註 一 八) 「新著 月刊 一 (明治 三十 年) 八月 號 「ほ 作の 由來. r 

(註 一九) 「新著 月刊」 所載 「自 作の 由 來」。 

(註 二 〇) m 山 花 袋 「小！^ 作法」 の 中。 

(註 ニー) 「早 稻田 文學」 第 十二 號 (二十 五 年 三月)。 

(註 ニニ) 「新著 月刊」 所載 「自作の 由 來」。  . 

(註 二三) 「早稻 田 文學」 第二 十九 號 (二十 五 年 十二月)。 

< 註 二 四) ： 早稻田 文學」 第 十六 號 (二十 五 年 五月)。 
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四 第 一 期 露 伴 小說の 理想  喜劇の 精神 

以上、 私 は 第一 期の 露 伴 氏の 小說の 殆んど 全部に ついて 語った。 いさ &か過 に 失した 嫌 ひが ある 

かも 知れない が、 これな 私に 一種の 露 伴 癖が あるのと、 又 一つに は讀^ の 中に、 今=^^伴氏のこの.3- 

の^ 品を讀 まれて ゐる 方が 何れ だけ あるか、 恐らく さう 澤山 はなから うと 思 ふので、 私の^^.ァ^.,ィグ- 

便宜上. 又讀者 諸君 をして 知識 不足から 此の 文豪に 對 する 誤解 を 抱かし めまいとの W 心から、 さうな 

つたの だ。 諒 せられたい。 

此の 期の 露 伴 氏の 作品から うける 第一印象 は、 何で あるか。 此の 期の 文 ilS の 主潮 は、 ドム .^t.^ 說 ^ 

かも 主力 は 硯友社 張りの 寫 實小說 である、 これに 對 して 露 伴 氏の 小說 は江戶 時代の 小說に 比すれば 寫 

實味は 加 はって ゐる にせよ、 當 時の 文壇に 流行して ゐた寫 實小說 と は 違 ふ" 寫赏 以外の 何物 かケ もつ 

てゐ る、 さう いふ 印象が 第一 に殘 る。 その 寫實 以外の 何物 かと は 何 か、 明言せば 露 作 氏の 小.^ は， 

時の 所謂 世間 的 生活に 局限され た 尺 間 を 描いて ゐ すに、 全人 問 乃^ 人生 そのものに 關 すると ころが あ 

る。 姿態、 人情の 描寫 以外、 趣向、 穿ちの 妙味 以外に、 自家の もつ 理想、 哲學、 敎^、  S. さう い 

ふ ものが 濃く 强く 浸み！ i 一んで ゐる。 自分の 繊細 巧 織な 細工め 中味に 惚れて、 嬉し さう に 何時までも^ 


の 中で、 愛でく つがへ して ゐる氣 味で はない、 何 か 巨大な 對象を 睨んで- これ を 見ろ と 指さして ゐる 

やうな 勢 ひが ある。  、 

、 

露 伴 氏の 小說が 何れも 大體 以上の やうな 印象 を與 へる こと は、 否まれぬ が、 尙ほ r 大珍 話」 の 如き、 

「混 世 魔風」 の 如き、 「露 圑々」 の 如き 作 を 繰り返して 思 ひ 浮べら れ たなら、 當 時の 文壇 作家との 作風 

の 相違が 端的に 分かる。 畢竟 露 伴 氏に は 露 伴 氏 特異の 世界が あり、 獨自の 理想が あった。 それが 他と 

共有 を 許さない ものである こと は、 彼に 有力な 後繼 とか 門 生と かの 無い の を 見ても 分かる。 露 伴 氏 は 

此の世界に 他人の 入って 來 るの を 何も 担んだ ので はない が、 他人が 敢て 入り 得なかった ので ある。 霄 

伴 氏の 造った 世界 は、 露 伴 氏の 全 生活の 生んだ 獨自の ものである、 これ を 理想の 世界と いひ 得べ くん 

ば、 それ は 露 伴 氏 その 人の 腦裡に 燃えて ゐた 大きな 理想の 反映であった。 

露 俾氏は 「緣 外緣 J の 冒頭に 此の 理想の 一 端 を 漏した 11  、 

我元來 洒落と いふ 事 を 知らず 數 寄と 唱ふ る 者に も あらで 唯 ふらふらと 五 尺の 殼を負 ふ 蝸牛の 浮かれ 心 止み難く 

東西南北に 這 ひま は リて覺 束な き 角 頭の 眼に 力の 及ぶ だけの 世 を 見た く、 いざさら ば 當世江 口の 君の 宿假 さず 

字 治の 華族 樣香煎 湯 一 杯 を 惜み給 ふと も關 はじよ、 里 遠し いざ 露と 寢ん草 まくらと は 一 歳 陸 奧の獨 り 旅 夜 に 

野末に 疲れたる 時の 吟、 これより 露 伴と 戒名して 頓て 脆く も 下 枝 を 落な ば、 摺附 木と なりて 成佛 する 大木の 藤 

あ^り  ねごと  しづく 

小暗き 近邊に 何の 功 を も爲さ 2- る 苔の 碧み を 添 へ ん 丈の 願 ひに て、 囈 言にば かり 滴水と くく 試みに 浮世 そ 、 
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がば やと 果敢なき 僭上 • 是れ 無分別なる 妄想の 置 所。 

野郎. M 大、 自ら 嘲嗤の 語の 如くに 述べて はゐ るが、 その 志す ところ を 察し 難く はない 。「滴水 とくとく 

試 こ孚肚 そ.， がば や」 ii 五 濁の 惡世 を、 藝 術の 力に よって psrify し、 淸淨 化せん と 期す るので あ 

る。 i の 志 意 を 逆に 陳べ たものに 「混 世 魔風」 の 一 節が ある (第 七 回)、 ii 

され ども 今の 詞人 文人と いふ もの を 見る に 心 をい たづら に 高遠に 馳 せて 一 國を輕 んじ眼 を 没り に 一 "むに 注ぎて 

一世 を 見ず、 金 尾の 阿嬌に 媚びて 落花 流水の 情 を 歌 ひ 落魄の 書生が ために 西 贿好逑 の 趣 を^き 、(巾 略)、 .= 作 

の 文 詩に 一 罵を受 くれば 怒り ー讃を 得れば 喜ぶ ほどの 根性 を 持ちながら 一 世の 風 は 亂れて も 我知らず  一 ^の 俗 

は 類れ て も 我事に は 闘らず 我は樂 園の 鳥 天堂の 兒なリ とい ふやうな る 額色惯 くも ありまた 憐 むべ くも あり パリ 

略)、 妾 をして 若し 一枝の 筆を揮って 幾人の 心 を 制する の靈腕 あらしめば 魔風と 戰 つて  一 ，^|の文を紛リ太に^人 

を 警戒 せんなれ ども、 (云々)、 唯 恨む 世の 詞人 文人が 百怪滿 目の 此の 城屮 に^て 守 屍 の^の 如く； ^ 巾の 仙の 如 

く晏 然として 自ら 誇る の 色 ある こと を、 (屮 略)、 喷 彼等 は 其 頭の 天に 向へ る を 知って 共 足の 地に-める ものなる 

を 忘れた るに あら ずん ば 其 足の 地に ぎる を 知つ て 其 頭の 天に 向 へ る を 忘れた る痴 物の み、 頭. 钊 もちなら ずん ば 

脚氣セ 内の み、 彼等 は 寧 魔の 眷族た ると も 魔風に 抗 する なんどの 考も なく 力 もな く、 韓非子 出な ば ^ダ- 臨まば い，^ 

ふべ く 斬る？  く坑 にすべき の赞 物の み、 此の儘なら むに 摩 IE 剌陀^ の 水 をば 飲まし めず して 姊^ の 好める" &想 

國の 水を飮 ましめ 摩 IE 剌陀 國の稻 をば 食 はしめ ず 彼等が 好める 妄想^の 稍 を 食 はしむべき.^ のみ、 (巾 略、 彼 

等 は 閑 妄想 國に 住み、 妄想 時間に 生息す る 者の み、 (中略)、 何事 ぞゃ、 m 舍の 素人芝居に 櫬太助 十が M せの や k 


を爭ふ 如き 醜 を あら はして 得々 たる 彼等が 心事 は、 鳴 呼 やみな む。 統監 彼等 は 神人の 間に も 立たず 人々 の 間に 

も 立たず 人と 妄想 國の 間にた ちて 人 を 妄想 國に 導く のみ、 妄想 國に は無雜 作に 成る 戀、 忽ち 拾 ひ 得べき 千 萬 金 

ありて 魔風の 出 所 は 糙 に 其隣國 なリ、 鳴 呼 やみな む。 (云々)  、 

人生の 淸淨 化に 寄與 し貢獻 せぬ 文藝 は、 無き を 勝れり とする、 浮 文 遊詞， 人生に 實益 のない 徒輩 は- 

生存の 權無 くも 可也と いはんば かりの 勢 ひで 痛罵して ゐる。 以上の 理想が 露俾 氏の 胸に 燃えて、 折に 

觸れて 消息 を 漏らして ゐる こと は、 表裏 二つの 引用文 を讀 めば 分かる と 思 ふ。 

三界、 人生、 人間 世界に は 邪 惡が滿 ちて ゐる， 人間が 互により 良い 生活 を 送らう と 欲しても. 此の 

儘で は 出来ない、 此の 惡を 淸淨 化する か 乃至 掃除 拂拭 しなければ 出来ない。 此の 淸淨 化、 此の 掃除 拂 

拭の 役目が、 藝 術の 本分で ある。  . 

露 伴 氏の 觀 すると ころに 依れば、 凡そ 人間の もつ もの- - うちで 藝 術の 威力 程 偉大な もの はない、 藝 

術の カは大 とも 大、 廣 大無邊 である。 弱小 微力な 人間 も、 一度 此の 力 を 手に 握る や、 大自然の 造化と 

も競爭 し、 乃至 それ を 克服す る こと さへ 出来る。 例へば、 「五重塔」 の 大工の つ そり 十 兵衞の 心血 を 籠 

めて 築き 成した 大藝 術た る感應 寺の 生 雪 塔 は • 荒れ狂 ふ 大自然の 猛威、 飛 天 夜叉 王が 眷族 をつ くして 

の 活躍 も. 五 尺に 足らぬ 人間の 造った 此の 一 基の 五重塔 を 如何と もす る ことが 出來 す、 釘 一 本 ゆるが 

す ことが 出來 すに 終った。 實に眞 の 奇蹟 を、 藝術 によって 入が 成す。 「1 ロ劍」 の 正藏の 如きが これで 
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ある。 鍬 • 鎌が 手一杯の 無力な 鍛冶屋が、 如何にして 一圃の 大守 をして 感嘆せ しめる 程の 銘刀 を鍛へ 

たか * それ は不惜 身命の 決心 を 固めた 正藏の 腕に、 自づと 宿った 藝 術の 威力の 爲す 業で ある。 

か. -る 威力 を ぼす る藝 術に よって 人生 を淸淨 化せん とする、 それが 露 伴 氏の 理想で ある。 從來の 文 

寧 史家の ある 人々 が 露 俾氏を 雷同 的に 理想 小說 家で あると いふの は、 主として 自分の 好きな 人物に S 

分の 好きな 舞臺で 自分の 好きな 言行 を させて ゐ ると いふ 點 から 出發 して ゐる。 然し これ だけの S 度に 

止まるならば、 當 時の 所謂 寫實 小說 家と て 矢張り やって ゐ たので ある" 露 伴 氏 を 理想 小一お" 〔パ么 とい ひ、 

露 半 氏の 乍 口  W を證 S3 小說 なりと する 以上 は、 その 思想の 根柢に 橫 たはって ゐる 此の 救^の 人 悲願. は 

て、 此の 理想の 發現 であると いふ 强ぃ 根據 から 言 ひたい ものである。 

さて 以上の 辜 を 腦裡に 納めて、 再び 露 伴 氏の 諸 作 を 眺める と、 露 伴 氏が その 作 によって 人.^ -を沾 

淨匕 するとい ふ 理想 を 表すと きに 二様の 手段 を講 する。 第一 は、 正面から 敎へ ると i ろが あり、 ^竹 

に lliil 救の 意 を 示す ことで ある。 「眞 美人」， 「大珍 話」、 「七變 化」， 「混 世 魔風」 などの ¥S 作 はこれ にお 

する。 第二 は 自己の 理想の 發 露した 人事 を 描き 示して、 シ ンボ リックに 人生 を かく あれ 力し に リめカ 

し、 現世 をして 自ら 悟らし めんと する。 第 一 の 直接な のに 比して 問 接で ある。 「風流 怫：、 「 一 U 劍」， 

「五重塔」. 「いさな とり」 などの 諸 作 はこれ に屬 するとい つて 可い つ 露 伴 氏が 理想的の もの を 描く グ. 

は、 何も a 實を 逃避して 理想に 隱れ ると いふ 消極的で はない、 現實を it- 想の 如から しめんと. りゅ^^ 


な 意味が 含まれて ゐ る。 

露 伴 氏 は 以上の 態度で 人生に のぞむ が、 かく 態度の 異なる に從 つて、 その 理想 實 現の 爲 めに 用 ひる 

武器 も 相違す る。 

第一 の 直接の 態度のと きに 用 ふるもの は、 笑 ひで ある。 直接の 時は對 時事 的、 目前 見閒 すると ころ 

に 舞臺を 置かれて ある ことが 多い から、 笑 ひに よって 敎訓医 救 せんとす る。 「混 世 魔風」 の 如き、 口角 

沫を 飛ばして 怒 罵して ゐる 如く 見え、 叉事實 さう でも あるが、 然し 何とい つても 一脈の 笑 ひ は、 隱し 

了せ ないで 出て ゐる。 笑 ひとい つても、 惡意を 露骨に みせて 聞く 者 見る 者に 反感 を 起させる 笑 ひで は 

ない、 極めて 理智 的な、 純粹の 意味での 喜劇 的な 笑 ひで ある。 「眞 美人」 の 如き 作品 を讀み 返して みる 

とい &。 此の 笑 ひの 武器が 一 つ。 それから 第二の 間接の 態度のと き は、 舞臺 がすつ と廣 く、 人間と い 

ふ もの、 人生と いふと ころが 對象 となる ので、 武器 も 一 つで ない。 先づ第 一 が 人間の 意氣 である、 こ 

れが 重大な 役目 をす る。 意氣に 感じて 動き、 意 氣に應 じて 勵む 人間 を冩 して 人間 をして 意氣、 元氣、 

精神力、 精神 一到の 如何に 尊ぶべき もので あるか を喑示 する。 正藏， 十 兵衞， 珠運. その他 まだ 澤山 

ある。 一念 發 起して 不惜 身命の 意 氣地を 貫く ときには、 鬼神と いへ ども 當り 難い。 これ は 進む 道で あ 

る。 進んで 光明 を 見る ので ある。 その 反對に 退く 道が ある、 悟り、 これで ある、 これ は 退いて 光明に 

人る 道で ある。 人生 は惡 ばかり かと 思ったら、 かう いふ 一 面 も あるかと いふ 心境 を寫 して、 意氣、 進 
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- 出の-反面の^, を 漏らす。 惡、 艱難、 さう いふ もの を 踏み越えて 前進せ よ、 意氣の あらん 限り 挑め、 

あくまで 己れ を 立て通せ、 必. f 世界 は 我が ものである ぞ とい ふ敎 への 裏に. 我れ を 無くし t  ^無の 心 

に歸 つて 世界に 沒 してみ よ • 又 世界 は 我が 自由にな らんと いふ 敎へ を說 いて ゐる。 一は 我の 儿 • 他 

は 我の 否定であって、 然 かも 達する ところ は 同じ 光明 世界で ある。 「緣 外緣」 のお 妙、 「冷于 氷」 の 女 

主人公な ど は 悟" によって 光明に 入った ものである ^ 更に 第三の 武器、 これ は獨 立して 川せられ. る 

とき は、 江戸時代の 勸 善懲惡 その ま& になって しま ふが、 露 伴 氏の 場合に は、 すっと 高處 から， 以上 

二つの 武器 を 補助して 人生 を淸淨 化させる 理想の 達成に 與 かる ものと なって ゐる。 それ は 因^の 敎へ 

である。 惡 因に は 惡 揚が 生じ、 善 因に 善果が 生す る、 現在の 人生の 邪 は、 過去の 惡 梁の 結^で 止む 

を 得ない、 宽 しく 今 世で 善 を 行へ、 さらば 來世 はより 善き 世界と なって、 人生 S; 化の 效が弁 力る であ 

らう。 以上 は * 露 伴 氏が その 作品 中で 常用す る 三つの 武器で ある" 

尤も、 作品に よって は、 さう 判然たる 態度の 見えぬ もの も あり、 ^作 氏の 何の 作 も f の i^ni も悉 

く 第一 か 第二の 態度が 見える とい ふので はない、 それが 混雜 して 見える もの も ある。 その^ 雜 の^か 

又 1 様で はない。 それで 此の 三つの 武器 も * 單獨に 一 っ闲ゐ られる 場合ば かりと は K らな い。 一  第 

1 二 * 第二 第三. 若しくは 第一 第二と いふ 風に 併用され てゐる 場合 も ある。 いな、 むしろ 嚴， おにい つて 

さう いふ 募 合の 方が 多いで あらう。 創作と いふ こと は、 如何に 割引しても 一種の ぎ 造で あり、 创造は 


生命 を豫 想し、 生命 は複 雜を喑 示す る，^ 露 伴 氏 程の 內 的 生活 を もって ゐる 人の 作品で あれば、 さう 單 

純で ない のが 當然 である。 「いさな とり」 を 讀む人 は、 此の間の 消息に 接する であらう。 

さて、 人生 を淸淨 化する 理想 を もっとい ふこと に は、 大前提が 伴な つて ゐる笞 である。 それ は、 卽 

ち 人生 は淸淨 化され. 得る とい ふ 希望の ことで ある. - 從 つて か、 る 理想 を 有って ゐる人 は， 人生に 希望 

の ある 人、 卽ち樂 天 家た る 人で なければ ならない。 露 伴 氏の もつ 理想 は. 露 伴 氏の 樂： 大 論者た る こと 

を 示して 餘 りが あると 思 ふ。 露 伴 氏が 因果の 理を 信す る こと は、 露 伴 氏の 樂 天 論者た る こと k 矛盾し 

さう に 見える が、 矛盾す る もので はない。 いな、 露 伴 氏の 場合に は、 この 因果の 悟りの 上に 樂天觀 が 

打ち立てられて ゐ るので ある。 若し 惡因 惡果， 善因善果の 理法が 信じられす * 惡 WI 善果、 善 因 惡果と 

いふ 場合の 想像が 許される とせば、 樂天觀 の 確固不動の 基礎が 崩れて 來 るので はなから うか。 

今 こ- r で 特に * 露 伴 氏の 人生 觀を 述べて ゐる わけで はない、 從 つて 樂天觀 を 理論 づけて 語って ゐる 

ととが 出来ない から、 それ はせ ぬが、 露 伴 氏の 樂天 論を證 明す る 材料 は、 その 作品に 何程で も ある。 

第一 作品 全體 がその 有力な 材料で ある。 露 伴 氏の 作品に は 悲劇的な ものがない、 何れも 皆 喜劇 的で あ 

る。 喜劇 的と は その 解決が 光明 的な もの をい ふ， 他の 作家なら ば相應 悲劇的 解決に 終らし めたら うと 

思 ふ 作品で も、 光明 的に 終って ゐる。 例へば 「冷 于氷」 のお 妙、 彼の 女 は當然 悲劇に 終るべき 運命 を 

もつ 女性であった。 彼の 女 はもと 尼僧と して 佛に 仕へ てゐ た、 美貌が 仇と なって 民 井敦の 如き 輕薄才 
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子に 慕 はれ、 遂に 還俗して 民 井の 妾と なる。 遂に 民 井から 捨てられて 人情の^ 敢 なさ 辛 さ を 底の 底 ま 

で 味 はふ。 大抵の 作家なら この 女 主人公が こ.. -で民 井 を 怨んで 死ぬ か、 民 井 を 殺さう とする か、 さう 

いふ 細工 をした であらう。 だが 露 伴 氏 は心强 くもお 妙に この 苦 惱を堪 へさせて ゐる、 み S への 【1 とし 

てぢ つと 堪へ 難い もの を堪 へさして ゐる、 堪へ拔 かせて、 さう してお 妙の 心 をば 光明に si^ いて 來てゐ 

る。 叉 「緣 外緣」 の 中の 女 主人公が 悟りの 後の 心 持 を 語る ところ もさう である。 われ を 愛し、 われ も 

亦 憎から す 思 ふ 高貴の 人が、 われ を 思 ふ 一念から 死し、 それに 狂って (¥ 出した 女性で ある、 何 處か淵 

=r こ， でも 身 を 投げて オフ ヒリ ャ 的の 幻想 的な 最後 を とげて こそ 然るべき である、 それ を-お 作 氏 は 矢" =^ 

り 光明 的に 寫 して、 大 德に會 つて 大悟した と 語らし めて ゐる。 「いさな とり」 の.^ ぉ衞 門に 至って は， 

露 伴 氏の 樂天觀 を 最もよ く 表 はして ゐ ると 思 ふ。 殺人の 罪 を 犯した 者に さへ、 バ： 1： ほ 希^ を もって 人生 

に 奮闘す る こと を 許して ゐる。 「いさな とり」 の彥 右衛門に ついては、 後に 詳しく 語る ところが あるで 

あらう。 露俾 氏の 樂天觀 についても 更に 語る かも 知れない。 

以上、 私 は、 不完全ながら 第一 期の 露拌 氏の 作品 を 通して 視 かれる .ャ$ 伴 氏の 根本 现想を 述べたり . お 

伴 氏が 如何なる 特色の 作家で あり 當 時の 文壇に 對 して 如何なる 立場に あつたかと いふ ことが、 これで 

大體 推察が つく キ思 ふ。 以上 は 露 伴 氏の 第一 期の 作品 を 通して 論じて 來 たもので あ^が、 然し 此のお 

は 露 氏の：^ 家と しての 生涯 を 貫いて ゐる もので. 決して 瑜ら ない.^ ヶ ロと雖 も. .卞^作氏の胸^を 


叩けば、 まだ 同じ 理想の 火の 燃えさし が 赤々 と 潜んで ゐる こと だと 思 ふ。 こ \ を 握まなければ、 作家 

としての 露 伴 氏の 眞の姿 相 を 逸して、 見當遠 ひの 評價 をす る 恐れが ある. - 

翻が へって 思へば. - 此の 人生 淨 化の， 理想、 これに 臨む 態度、 これに 用 ひる 武器、 何れも 露 伴 氏 その 

人の 出身 * 敎養、 感化から 必然に 自然に 釀 されて、 何時と なく その 胸に 燃え 出して 来た ものであると 

思 ふ" 吾等 は、 小說 家と しての 露 伴 氏 を 見る に當 つて、 露 伴 氏が、 たと ひ 小身に せよ 武士の 出で ある 

とい ふこと、 幕府の 末に は士 風が 墜ち たといっても、 猶ほ 武士道なる ものが 存在して ゐ たこと * 第二 

に 露 伴 氏の 先づ 親しんだ ものが 程 朱の 敎へ、 卽ち 一般的に いふ 儒道の 精神であった こと、 第三に， 以 

上 二つ を囊 括して 練磨す るに. 通 怫敎の 哲理 を もってし たこと、 此の 三 箇條を 忘れて はならない。 環境 

を 離れて 人 は 生活す る ことが 出來 ない、 作家の 閲歷 は、 縦し、 その 閱歷を 意識的に 描寫 しない 場合に 

於いても その 作品、 その 作風、 その 思想の 何處 かに 浸み ついて、 鋭敏た 讀 者に は 感受され る もので あ 

る。 露 伴 氏の 现想、 露 伴 氏の 喜劇 的 光明 的 精神， 人間の 意氣. 悟り を 尊び、 因果の 敎へを 重ん する こ 

とが， 作家 露 伴 氏の 根本 を 形造る に は、 矢張り それ を 形造る だけの 原因が あつたの である。 

(昭和 三年 三月— 四 月、 新潮 社 版 「H 本文 學 講座」 第 十五 卷、 第 十六 卷) 
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d#  I 一一 一。 

此の 稀の * 頁 を 限った 研究に 於いて は、 主題に 關 する あらゆる 事栖を 何もかも 書きつ ける こと は、 勿論： 小. F 能 

なので、 常然 さう いふ 事柄のう ちで、 、王題の，仝貌を比較的髮||させ得るものにカ點を^ぃた方が^^者にも執^ 

者に も 便利で あらう。 それで 先づ これ だけの こと をい つて 置かう、 僕 は 今 露 伴 (先生と お びすべき だが^. &f 

的稱 呼に 依って 先生の 二字 を 省略す る) を W 究する (といへ るか 何う か) に當 つて. 露 作 個人 を 抽出して 扱 ふ 立 

51 からで はなしに、 出來る だけ 文學 史的 存在と いふ 立場に カ點を 置いて する。 さう して 露 作の 文^ 活^ は 永年 

の 間 多種 多 塗に わたって 爲 されて ゐ るが、 その 文學 史的 位地 を 決定す る 第一 耍素は 小 5t ば 家- i 踏 作で ある、 その 义 

學 史的 存在の 意義 も、 矢 張リ、 紅葉と 併稱 されて ゐた 明治 二十 年代が 最も 重い、 從っ て 此の^ 代の 小^家 紘件 

の研ダ 入に 主力 をつ くす ことにしたい。 


北海道 後志の 余 市の 町に、 若い 露 伴が 電信 技手と して 赴いた のが 明治 十八 年。 この 十八 年 は 自由 黨 

解黨の 翌年で ブル ジョァ 參政蓮 動から は 積極的に 獲物の なかった 年、 大衆の 政治 熱が さめ かけた 年 

とい はれて ゐ るが、 然し 今日 歷 史的に 考 へて みて 並々 ならす 意義の 深い 年であった、 『明治 政史』 の 

著者が 「維新の 美なる もの * 改革の 最大なる もの」 と 呼んだ 內閣 官制の 組織 もこの 年、 わが 國 財政の 

基礎 を 定めた 幣制 整理の 準備が 完了した の もこの 年、 更に 文學 上に は、 新興 明治 文擧の 經典視 される 

『小說 祌髓』 が 公に され、 同じ 明治 文學 活動の 中堅と なった 硯友 社の 結成され たの も * この 年 だから 

である。 

一 露 伴 は 北海道に ある こと 足 かけ 三年、 歸 京から 文壇に 出る までに 又 約 二 年 を 要した。 僕 はこの 五 年 

間の 文舉 4V 語って 露 伴 出現の 背景 を 一 寸描き たいの だが、 その 前に 背景の 又 背景た る 時代 的 條件を 一 

應 考察して みようつ 

この 五 年 を 一 期間と み、 この 期間の 國民 生活 を 遠くから 瞥 すると、 大抵、 封建 世界の 大こ はした 

る 明治維新の 跡片付け も濟 み、 ブル ジョァ 世界新 建の 材料 (西洋 物質文明) の 仕入れ も 略 ぼ 終って、 

いざ これから 建て直し にか- -ら うとい ふ、 若々 しい 意氣 込みと、 何やら 知れぬ 安心と、 希望- 不安、 

感情的 昂奮が 入れ 交った 時代の 印象が 浮ぶ，^ 
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だが 今少し 近よ つて 時代に 卽 して 觀 察する と， 國民 生活の 根幹た る 生産 能力の 狀態 はと 兑れ ば、 依 

然 農業 を 中心として 居り. ブル ジ ョ ァ 資本主義の 具現た る 商工 日 木を豫 想した 産業革命の 點 から はま 

だ 幼 i な眞の 準備 的な もので はあった が、 然し 必然的に そこまで 發展 すべ き 備的條 件 は 立派に^つ 

て Is た。 いな その 發展 準備の 整備 充實 から、 どうしても 發展 への 第一 ル- を蹈み 出さす には^け ぬ权に 

張りき つて ゐた。 此の頃の 國民 的經濟 生活 は、 農業 中心ながら、 開 國以來 の 企業 熱 を勃發 させる だけ 

の活氣 と元氣 があった。 この 餘裕の S 接の 现. E として、 幣制 整理、 公 r お 整理、 地惯修 ：.^、 お H 勿 好 ■ 等 

が數 へられる。 「此の 年 問 は實に 財政 上に 於いて は 最も 豐 かなる 時期な りと す」、 松 方正 確が 此" "5^ の 

帝國肘 政に ついて かう いって ゐ る" 

此の 產業的 資本主義への 發展の 前提が、 政治 上に は帝國 主義 國權 主義 確立の 前 となる。 これ はブ 

ルジ ョァ國 家の 自然の 趨勢で ある。 表面 は 封建主義の 殘 濘 たる 藩閥の 名 を 冠し つ" も、 は 新 Mr フ 

ルジ ョァと 妥協して 著しく ブル ジョァ 化した 明治 政府の 第一 の 政：？ &問 题は、 此の發展の^^大.は，めたる 

不平等 條約を 取りの けて、 その 進路 を 可及的 樂に する ことであった。 これ は、 多年い は ゆる 涨 il 政府 

と 政治 鬪爭 を鑌 けて 來た 民間 政治家 (インテリ ゲ ン チヤ 中心) も 望む ところであった。 不. 一 やにして： ゆ^ 

はこの nr 的 を 達成す る 手段 を 異にした。 當局者 は、 功 を 急ぐ 餘り、 日本 及び m 木 人 を 促成 的に- 化 

して、 不平等の よって 來る源 因 を 抹殺し にか k つた。 つまるところ、 衣食住-たけを 两洋 化して、 


い 顔の 西洋人 を 作り上げよ うとした。 然 かも か &る歐 化 政策が 餘り 極端に 赴いた ので 遂に 目的の 國權 

伸張 を 忘却して、 歐 化の ための 歐化 とならざる を 得ない。 その上、 此の 政策 は 失敗した。 これ は當然 

で、 かう いふ 間に合せの 猿芝居で ごま 化し 得る 相手ではなかった ので ある。 民間 政治家 は、 この 機會 

を捉へ て 猛然と 立ち.' 今まで も 自由 民權の 旗の 小 蔭に K めかして ゐ た！； 權 恢復の 旌を 表面に 押し出し 

て、 この 時とば かり 政府の 牙城に 肉薄した。 從來 政府に さう 惡意を 示さなかった 保守主義 者 達 も、 歐 

化 反對、 圃 粹 保存 を モット！ として、 國權 論者と 合流した。 政府 は 奥の手の 彈壓 (保安 條例、 明治 二 

十 年) によって、 表面 は その 運動 を 喰 ひ 止めた が、 結局 實 質的に は 敗北せ ざる を 得なかった。 此の 抗 

爭の 間に 國民は 自覺 した" 國 民の 自覺 は國權 主義、 國粹 思想の 勝利 を 意味す る" 

だが この 政治 鬪爭は 猛烈な 官民 軋櫟の 最後の ものであった" 少く とも 大衆に 關 する 限り さう であつ 

た。 これ 以後 國民は 政治的 小康 時代に 入った。 內閣は 旣に與 へられた、 憲法の 發布も 間がない、 一 

二 年のう ちに は、 十 年 待った 國會 も、 鬼 も かく も 開かれる であらう。 大衆に 關 する 限り、 萬 事 はこれ 

からだ、 とい ふ氣 もちが あつたに 違 ひない。 

歐化 主義 は 敗れて、 1: 粹、 王義が 勝った。 國粹 主義と いへば、 反動 排他の やうに 聞え るが、 一概に さ 

うで はなく、 あくまで 歐化 主義と も 提携す るが、 然し それ を、 日本と いふ 自主的 立場 を 離れす にす る 

とい ふこと である。 又 これ を 反動 現象と みれば、 それ は單に 十八 九 年来の 急進的 歐化 政策に だけ 對す 
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る もので はなく、 維新 以来の それに 對 する 反動の 總 決算と みたい。 從 つて 進的歐 化 政策が 行 はれす 

とも 此の 反動が 起る 機運に なって ゐ たらう が、 た^ 此の 政策の あった 爲め 促進され たに 遠 ひない。 又 

手段 を 目的に 顚 倒した 歐化 主義に も 若干の 取 柄がないでも なかった。 先づ 第一 に その i£ 接の アンチ • 

テ I ゼ として 國粹 主義 をよ び 起して、 國 民に 國家的 自負と 自 覺を與 へる に 至った こと、 次に は 社 \1: 生 

活の 各^に 百 一って、 鬼 も かく 一種の 改良 熱 を 起させた ことで ある。 か \ る 改良 熱の 結 ra^ のうちに は^ 

にもつかぬ もの もあった が、 然し 中には 今日から 感謝すべき もの も ある。 文學 改良 熱の 如き は、 その 

s も大 なる もので あらう。 

以上の 自主的 心理、 1： 家 的 自負の 精神 は、 若い 上部構造の 現勢の 凡てに 反映され る。 法 作， 敎汀、 

學 術の 如き 形而下の それから 文藝、 折" 學、 宗敎、 道德の 如き 形而上の それに 及ぶ まで、 然ら ざる はな 

い。 勿論 かう いふ 上部構造の 各々 は それ 自身と して 必然の 發 展性 を もって ゐ たに 逮 ひない ので、 その 

發展 かか- -ス- 社會 意識に 影響 もしたら うが、 叉 一面 か- -る 社會 意識に 動かされた ところ も兑 える。 法 

律 は條約 改正 を 機に 新に 日本的 立場から 編 蟇され る ことにな つたし、 敎育 卜： に は敎^ 制度の 的 統 

一 とい ふ大 改革が 行 はれた し、 科 舉现學 の 如き も. 大抵 二十 年 前後に 於いて、 それぞれ n 、王 的發 速の 

途に 上って 來る 「- 文學 のこと け 後に 述べる として、 哲學に 於いて は、 两洋 折：：， の 輸入から^ 洋竹ゃ 研 


究の 勃興と なり、 漢學 不可 廢論 となり、 道德 上に は 調和 的國粹 的な 日本 道德 論の 唱道と なり、 宗敎上 

では、 今まで 基督 敎の めざましい 活躍に 押されて ゐ た佛敎 が、 新しい 力で 立ち直った" さう して 獨自 

の 立場で 破邪 顯 正の 作用 を 示す 一方、 怫敎 思想の 普遍 化と 時代 政治への 調和と を 試み、 尊皇 奉佛 大同 

圑の 如き もの を 生じた。 (怫敎 思想 の 復 興 普及 の 點は露 伴の 小 說と關 連 し て 多少 の 注意 を 要 しょう。) 

かう いふ 諸 條件を 要素と した 此の 期間の 時代精神， 卽ち社 會的心 1. 狀態 は、 どうい ふ ものであった 

か.^ それ は 自負と 安心と 昂奮に みちて ゐ たこと は 推察され る。 自負に は 復古 的 分子 は あるが、 然し 育 

目的な 過去 崇拜 ではない。 基調の 東洋 的 理想主義が 西洋文明の 洗 禮を滿 喫して や \ 批判的に 覺醒 した 

ものである。 安心 はいふまで もな く 政治 上經濟 上の 小康から 來 るが、 その 一面に は國權 伸張、 國カ發 

展を豫 想した 情緖的 昂奮 をと もな ふ。 そこに は 若々 しい 元氣 よさが ある。 更に、 國民的 經驗の 未熟 か 

ら來る 幼稚 さ、 單純 さ、 素直 さ， 而 かも 國 家と しての 長い 歷史 の敎 へる 聰明 さが ある， - 若く、 や" 淺 

く， 而 かも 賢く、 國民的 誇り を 重んじ * 感情に 富み、 快活で 十分 伸びる 力 はもって ゐ るが、 雄大、 深 

刻、 複雜 な. 世界的 大藝術 を 生む 程の 底力 はない。 それが 此の 時期の 國 民の 心理的 狀 態であった。 

二 文  學 
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では、 この 期間の 文舉 はどうで あつたか。 これ も 又、 それ 自身の 理. S から 一種の 革命 期に お して 

ゐた。 さう して 結局 空前の 小說 流行 熱 を 生じた が * 生れ 出た 新文學 が、 ゃはり國：！！^的誇りをもった、 

槪 していって 若々 しい、 初々 しい、 ロマン チ ックな 分子の 多い、 幼稚 舉 純な、 {4! 想 的な ものであった 

の は、 以上の 如き 國民 的內面 生活に 照して 當然 のこと であった， ソ 

此の 新 文 學の發 生に は、 二つの 要因が ある。 第一 は 時代の 政治 熱と 文舉が 結びつい たこと 及び 歐化 

主義の 一 表現と しての 小說 改良 熱、 第二 は國粹 的文藝 復興で ある。 さう して 此の 二つの 要 囚は問 接^. 

接の 關係 を迪 つて 幾分の 連 契が ある。 政治 熱と 文學が 結びつい たの は小說 流行の：：^ 大！ W 因の 一 つで は 

あるが、 その 經緯は 鬼 も かくと して、 そのため 此の方 面から 一 の小說 改革 論が 出た.^ それ は、 わが 闘 

在來 の小說 はい は ゆる 婦女子の もて 遊び もので、 社會 改造， 政治 思想 #： 及の 如き 理想 を もった ものが 

ない、 よろしく 小說を か- -る ものに 改造し なくて はならぬ とい ふので ある。 いは ビ小說 を 全然 政ュ 山と 

いふ もの --宣 傳機關 にして しま はう とい ふ 目的 小說 論で ある。 同時に これに 反對の 立場 をと つた 改， M 

論が 今一 つ 出た が、 これ は评內 道遙の 『小說 祌髓』 によって 代表され る もので、 主として 两洋 义风， 及び. 

文學 論の 感化に 成る。 この 論 は歐化 熱の 最中に 唱 へられた ので、 改良 熱の 一 表現と 兑 られ、 乂 さう 

みてい i ものであるが、 然し 相當 長い 歷史が あり、 一朝 夕の 附燒刃 的な もので はない.' この 論 は 小：：^ • 

改造の 點 では 政治 小說 論と 同斷 であるが、 たビ 目的 小說 論を排 して 校ーバ  1 小說 論 を 唱 へた J  ？ 4、 解して は 


いけない、 『小說 神髓』 の 論 は、 小 說が必 す 目的 小說 として 意識的に 社會 奉仕し なければ ならぬ とレ 

ふ 見地 を排 したので * 小說が 目的 を もっとい ふこと を I 的に 排 したので はない。 又 I とい ふの は 

iltion の義 で、 今日から いふ リアリズムと は 勿論， 明治 末期の 自然 囊 なる ものと も 違 ふが、 然 

しこれ 等の 源泉が こ K から 出て ゐる こと は事實 である。 此の 改良 論で は、 封建時代の 小 說の大 偶像た 

る 曲亭馬 琴の 批評 を 中心に、 西洋 小說と 比較して 論 を 進めた ので、 封建的な 文 學觀念 を 打破す るに 大 

に 役立った。 殊に 形式の 點 では (模寫 主義) 新 輿 文學の 形式 を 決定した ものと いっても 可い。 政治 小 

說 論の 方 も， 封建的 文學觀 念の 打破に は 餘り效 はなかった もの」 * 小說 (一般 文學) の 觀念的 品位 を 

高め、 新人の 創作 熱 を 刺戟した。 

國粹 的文藝 復興 は、 文舉 史的 現象と して は、 歐化 政策の 失敗、 國粹 主義の 勃興と ともなって 現れて 

來 たに 遠 ひない が、 その 由來は 遠い。 明治 十 年に 東京 大學に 和漢 文學 科が 公然と 開設され たのが、 そ 

の 消息の もっとも 早い もので あらう。 だが 米 人の 大學 敎授 フェノロサが 日本 美術 を 讃美し、 閾粹 保存 

の 大切 を說 くに 及んで、 始めて 此の 思想が 社會 的に 認められた。 然し 當時は 官民と もに 政治問題の 抗 

爭で 白熱して ゐ たし、 政府の 方で は 西洋文明の 攝取 とその 模倣 的 施設に 急し く、 民間で はこれ 叉 西"？ 

直 譯の自 .S 民權 論が もっとも 勢力 を 得て ゐた 時代 だから、 國粹 主義 的 蓮 動が 國家 的圃民 的な ものと は 

なれ t たぐ ゎづ かに 神官 連の 11. が 制定 運動に その 面影 を 認めた のみで ある。 文學 方面の 消息と して 
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は、 明治の 柳 亭種彥 を 名のった 高 畠 藍 泉な どが 中心に なって Rirh 村 • 幸 堂 得 知、 前 m 香 雪な どの 友 

人數 輩と 會を 結んで 源氏物語 や 西 鶴、 近 松の 如き 古典 を玩ん だとい ふに 止まる。 十； A 年 帝政 {Mi の糾織 

は、 肉.£ 黨 人士から は 一 概に 反動 保守と して 嘲笑され、 さて は 政府から も 見離されて 遂に：： 十 死に 終つ 

たが、 然し この頃から 國粹 思想が や.、 運動め くものに 纏まって 來 たこと は 注 n すべく、  ^京大 g- で特 

に 古典 科 を 設けて 日本 古典の 復興に 力を入れ 出した の も 此の 年で ある。 だから 明 ：5mm 心 想史の 大勢から 

いへば、 十八 九 年の 歐化熱 はかう 盛り 上って 来た 阈粹 主義への 反動と も 見られよう。 かくて 政" M が條 

約 改正に 功 を 急ぐ 餘り 採った 急激な 歐化 政策が、 條約 改正の 不成功と 共に 非難の 的と なるや、 ： 時下 

押しに されて ゐ た國粹 主義 は 俄然 はね 返して、 お 榴黨と 合流し、 遂に 全 闽の舆 ii を n 分の もの と した 

こと は、 前述の通り である。 こ- -に 至って その 勢 ひが 文學界 にも 及び、 文 藝復與 的 現象 を： i^: する の は 

當然 であった。 大 學の國 文科 學 生や、 和漢 文、 江 戶文舉 等に 與味を もった 靑 年の 文 s-^ 體 たる 砥灰社 

が、 この 國粹 主義の 勃 輿 を 機と して 出現した の は 偶然で はない。 然し從來^:洋文81.ゃ政：^.^小說全盛の 

際に、 か&る ものに かぶれす、 江 戶文學 の 傳統を 持して ゐた變 庭 篁 村 等の s= 在と 勢力 も、 此の文^^..{^ 

輿に 若干の 力と なって ゐる。 

以上， 主として 二つの 要因が 入り 雜 つて 新 文 學の發 生と なった。 さう して：^ 化 校 倣に よる 社.. 父の 發 

達、 及び 一 般社 會の敎 育の 普及、 出版 技術の 進歩- ジャーナリズムへ の 述 絡. EE:^ の經^ 的餘裕 など 


と 相 まって- 1 1 十 年 前後の 小說 全盛時代 を もたらし たので ある。 

此の 文藝 復興 は 何 を寄與 した か. - それ は 表現 技術の 點か らも 促が された ところが ある。 明治の 文擧 

界は 十八 九 年頃から、 卽 ち小說 改良 熱の 問題 化して 来た 頃から 表現 技術に も 注意 を拂 はれる ことにな 

つた。 それ は、 勿論 小說に 於いて、 何時と て 形式と 內容と を 分離 させて 論す る ことか 出來 ない が、 殊 

に 此の 幼稚な 時代に 於いて は 文章 卽小說 ともい ふべき 程で、 小說を 改良 せんと すれば 勢 ひ 表現 技術の 

改良 問題に ふれざる を 得なかった ので ある。 それで 歐化 熱の 强ぃ 十八 九 年 時代に は、 この 問題解決の 

試みと して 言 文 一 致なる 新技術が 工夫され た。 これ は ブル ジ ョ アジ ィの 文學 を描冩 する に ブル ジ ョ ァ 

ジィの 言語 を もってせん とした もので * 誠に 適當な もので あつたが、 然し 中々 實績の あがらぬ うちに 

歐化 熱が さめた 爲め、 一時 ゃ& 勢力の 中心 を 離れ、 作家 は專ら 我が 國の舊 小說に その 表現 技術 を かり 

る ことにな つた； 時間 的に 接近して ゐ るので、 思想 感情の 時人に 近い、 さう して 表現 技術の 最も 發達 

した 江 戶文學 がその 模範と された こと は、 自然であった。 江 戶文學 (元祿 乃至 文化 文政 度) が 文藝復 

與の 中心と なった 理由 は、 こ.^ にある。 

この 時期の 文學 について 今一 つ 注意すべき 點は、 小說 改良 熱に よる 文 學觀の 改造が 試みられて、 作 

家 側に は相當 な效果 があった にせよ， 事 實に卽 していへば、 一般人の 文學觀 はま だ なかなか 低調な も 

ので あり，， 公に される 作物の 九分まで は作爲 的な 空想的 趣向 を もとと したた わい のない ものば かりで 
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あつたと いふ ことで ある。 若し それ、 模葛 主義が 小說 改良の 第一義と^ へられつ、、 新 文 が 依然" 

マンス 調を脫 しなかった の は、 多く 革新 主張の 不徹底に よる。 プル ジョァ 文學の 本色た る』 お. 锂 *^ 文 

擧の行 はれる 先行 條件 として、 封建 文學の 擬古主義， 古典主義 を掃淸 する ために、 マ ンチシ ズムの 

洗禮 をく^る 段階 を 必要と したから とする の は、 や \ 公式 過ぎる が、 新興ブルジ ョ ァの元ハ浙と好ひ..^を 

反映した ロマンチシズムが あるに はあった。 

次に 當 時の 現在 文壇に 卽 して 一 瞥 してみたい。 

明治 十八 年から 二十 二 年までの 小說界 を通觀 すると、 大勢 は * 飜 譯小說 政治 小說 全盛の 叱界 から 漸 

く 新作 小說 (創作 中舊 式の 戯作 小說 及び 政治 小說 以外の もの • 新時代の 內容を 盛った 小說) の それに 

動き かけて 來る。 新作 小說 中から、 次第に 國粹的 文藝復 典の 空氣が 動いて 來る。 須藤南 罕魏" 肚， な 付 は 

過渡期の ニ大 先輩と して 光って ゐる。 春の 屋 主人 坪 內 逍遙 は. 斬新な 小說 理論の 發^_ ^ト衬 及び 行-"^ と 

して 二十 年まで 華やかな 先輩 振り を 示す。 春の 屋の準 門下と いふべき 一 ー擊四 迷と^ 蛾の 小：： おむろが 

春の 屋の 理論 を 祖述した 態です ぐれた 作品 を發 表した が、 然し 文壇 的に 春の 屋の 華々 しい 位地 をう け 

ついだ もの は 山 田 美妙で ある。 美妙の 作 は、 ロマンチック • センチ メ ンタ リズムと 言 文 一 致. V いふ-新 

武器のお かげで 一時の 人氣を 集めた。 若い 野心の 强ぃ 性格 だけに、 文^ 上の 新しい 試み を M 々やった 

が、 後世へ の 影響 も相當 ある (新 體詩ゃ 辭典 編纂、 など )o 美妙 は 尾 崎 紅葉、 石橋 思案 等と^ 友 社の 幹部 


だった だけ、 同じく 國粹 的文擧 への 愛好から スタ I ト したので あるが、 時代の 歐化 熱に 迎合した 傾き 

があって、 數歩 先に 名 を 成した。 紅葉 は當 初の 態度 を 曲げす に， 隱忍 暫時に 及んだ が、 遂に 國粹的 文 

藝 復興の 機に 會 して、 「淚を 主眼 一とした n マ ン チックな 作品と 雅俗 折衷の 表現 技術に よって 見事 美妙 

の 座 を 奪 ひ、 砥友社 作家 圑を兩 翼と して 明治 中期の 文壇に 君臨す る概 をみ せた、 別に 此の 期の 終り ご 

ろ、 森 鷗外漁 史が豐 かな エキゾチック 情調 を 和文 風の 文章に 盛った 作品 を發 表して、 その 淸新 さに 讀 

書 界の眼 をみ はらした ものである。 森 田 思 軒 は飜譯 家と して、 末 廣鐵腸 は 政治 小說 家と して 各々 イン 

テリ ゲン チヤに ファン を もって ゐたリ 

一方 『小說 神髓』 や 『書生 氣質』 の 出現 前後から 萌芽した 文擧 批評が 漸を逐 うて 目鼻の ついた もの 

となり， 巖本善 治、 德富蘇 峰、 石橋 忍 月、 內田 不知 庵 等の 批評家の 出現と なった。 更に 小說 から 轉じ 

た 春の 屋 主人 や 鷗外 漁史が 蕴蓄を 傾けて 批評の 筆 をと るに 及んで、 犬に 權烕 ある ものと なった。 これ 

も 初めは 小說の 表現 趣向の 巧拙 を 論じて 能事 畢れ りと して ゐ たが、 次第に 內容 精神に 重點を 置いて 細 

微な 議論 をす るに 至り、 西洋 小說に 比して 我が 國の それが ぎ 想 的に 劣って ゐ ると いふ 立 前から、 小說 

界に對 して その 點を 反復 希望して ゐた。 

作家に ついても 批評家に  ついても 文攀 現象に ついても まだまだ 多くの 事 カレ ハ るし い はなく 

て はならぬ 點も あるが、 スぺ I スの 都合で、 先づ 此の程 度の 瞥見に 止めて 置かう" 
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此の 五 年間に 露 伴 は 何 をして ゐ たか。 北海道の 三年 間 は 淋しい つらい 一 人 ぼつち の 生活であった、 

友達の ない 露 伴 は、 酒 をのみ 書物 を 讀んで 鬱憤 を 慰めて ゐた。 歸京 後の 二 年間 も • 多少の 交友 は あつ 

たが、 不平の 絕問 のない 面白くない 生活であった ~ 露 伴 は 生活 上の 不滿 を， 遮二無二 讀 書と 文 とで 

壙 めた。 その 結 菜が 小說 『露 圑々』 の發 表と なった。 これが 明治 二十 二 年の ことで ある。 

. 三 露  伴 —— 人 

露 伴 小說の 生れた 時代 的 雰圍氣 及び 文壇 情勢 は 以上で 一通り 分かる と 思 ふが、 次に- S 作小ァ ばの 人的 

條件を 簡單に 述べて 置く。 露 伴の 如き 個性の 强烈な 作家の 作品 を 解す るに は、 人的 條件 を现 解す る こ 

とが もっとも 必要で ある。 

出身 や. - 小身ながら 德川 幕府 直屬の 封建 武士の 家に 生れた。 

遺 障 武士 的 血統の 外に、 代々 數寧、 儒學、 音樂に 秀でた 人々 が 出て をり、 父母， V も.. ズ她 _ 一. に 现^ 趣 

味 を もち、 殊に 母の 音 樂の嗜 みは 尋常に 越えて ゐ た." 露 伴の 妹 は 有名た 音 樂家 9 ポ出延 子、 (.^ 脉幸子 

兩 V, 史) であり、 兄の 郡 司 成 忠も吹 笛 を 能くし. 亡 弟 某氏 も 昔 樂癖を もって ゐ たとい ふ。 又史 の泰 

斗 幸 田 成 友 (文博) も 露 伴の 弟で ある.^ 文學藝 術の 嗜.^ は 十分 遣傳 されて ゐる。 


家庭 崩壞 期の 小身な 封建 武士の 家庭に して は 稀に 嚴 重な 庭訓が 行 はれて ゐた。 露 伴 は 自ら 語る リ 

元 來其頃 は 非常に 何か^ 嚴 重で， 何でも 復習 を 了らない うち は 一 寸も 遊ばせな いとい ふ 家の 淀で し 

たから、 每 日々々 朝喑 いうちに 起きて、 蠟燭を 小さな 本箱 兼見臺 といった やうな 箱の 上に 立て 

大聲を 揚げて 復讀 をして 仕舞 ひました。 (註 一 ) 

家庭の 筌氣で 今一 つ 特筆すべき もの は， 神 怫に對 する 信仰 祟 敬で ある。 さう して これ 等への 供物 その 

他の 世話 は、 少年 露 伴が その 衝に 立た された ものである。 家事の 手傳 ひその 他の 點で、 露 伴の 意力の 

鍛鍊 となった ものが 少 くない。  . 

教養 いは ゆる 學校敎 育の 點 では、 露 伴の 場合 はいふに 足りない、 小學 校から 中學 一年ば かり、 電 

信修技 校と いふのに 一 年 半ば かり ゐ たが この 方 は 普通教育の ための 學校 ではなく 職業 敎 育の 特殊 學校 

だから、 此の 場合 勘定に 入るまい。 その他 は 變則敎 育と 自己 敎 育に 依る ものである。 變則は 所謂 漢學 

塾の 事で- * 露 伴 は 七 歳から 會田 塾で 漢學 を让 込まれ、 暫時 中絕 して、 十六 歳から 菊 池 松 軒の 塾で 朱。 

擧 を學ん だ" これが 儒敎 思想の 洗禮 である。 別に 自力で 老莊 哲學の 書物 も 請んだ。 又當 時覺醒 した 怫 

• 敎家 達が 怫敎の 通俗化 社會 化に 力 をつ くし、 その 講談 演說が 方々 にあった (尙 和會、 和 敬會の 如き)、 

露 伴 はかう いふ 講話 を 聞いた のが 病み付きで、 自分で 佛經怫 書を讀 むに 至った" 

文擧の 方で は、 十一 歳ぐ らゐの 時から 草双紙 を讀み 初め、 自雷也 物語、 弓 張珂. 白 縫物 語. 田舍源 
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氏、 妙々 車な ど を愛讀 した。 ま 那小說 は 菊 池 塾で 始めて 讀み 出した。 鬪書館 を 知って から は • 關 館 

を 利用して 盛んに 讀 書した。 北海道へ 出かける 前に は、 戯作、 狂歌、 俳諧 等にまで 及んで ゐた。 

露， 半の 讀書癖 ま 天性と いってよ く、 少時 祖母が、 お前 は 何 をして ゐる のが 好き かと 問うた とき、 、i^ 

伴 は * 芋 を 喰って 本 を 讀んで ゐれば それで 澤山 だと 答へ たとい ふ" 

電言修 技 校に 入って、 技手と なった こと、 これ は 直接 文舉者 的敎養 上から は ると ころ 力な 

かったら うが、 露俾 をして 理工の 科 學に與 味 を もた しめる には與 つて ゐる" 新聞！^ 者と して 多ハ やっと 

めた こと、 これ はいろ いろの 點で露 伴の 小 說に關 係が ある。 殊に 永く ゐた 「國^ 」 がせ I 蹈 的な 非 大衆 

的な インテリゲンチャ 新閜 であった こと は、 露 伴小說 の 基調 に 多少 影響し てゐ よう.^ 

趣味 讀 書の 外に は、 旅行と 釣魚と である。 殊に 初期の 露 伴 は 旅行 癖が 多かった * 又 事 實露伴 小^ 

の 傑作で 旅 中に 靈感 をう けて 成った の も 少なくない。 工作の ことに も いろいろ S ハ味を もって ゐた" 

露 伴 小 說に關 係 を もつ 人的 條件 を數へ あげる と、 略 ぼ 以上の 如くなる。 

(註 一) 「少年の ころ」 (明治 三十 三年 十月、 今 世 少年^ 刊『^| 少年 時代』) 

. . 四 露  伴一小 說 (一) 


上の やうな 時代 的條 件と 人的 件條 との 交織から 生れた 露 伴の 小說 はどうい ふ ものである か" 本質 を 

1^1ゃるに先立って* その 史的 發展 を簡 單に迪 つてみ る。 史的 發展に 於いて 必然的に 主要な 要因と なる 

の は、 露 伴の 人的 條 件と 直接 環境 卽ち 文壇との 交渉で あるが、 その 背後に 國民 生活の 諸 分野 (經 濟、 

產業. 政治の 如き) の 大きな 動き を控 へて ゐる こと はいふまで もない。 た^ 此の 篇 では 簡約 を 皆と し 

なければ ならぬ ので. 文壇 乃至 社會の 一般 動向に ついては 以下 ゎづ かに 觸筆 する 程度に 止めよう。 

ある 作家の 作物の 發展 段階 をき める に は、 背景の 進展と 作風の 變 化の 一致 を考 へて なすべき である 

が、 然し これの 一 致 は大體 的に 解すべく、 文字通りに 受けと るべき ではない。 發展の 推移 は徐々 に 現 

れ るのに、 背景の 進展 はスピ イドが 早い、 それだけに その 一 致が 餘 計む づ かしくなる。 然し さう 段階 

を わけた 方が 記述に は 便利で あるから、 何としても わけざる を 得ぬ。 平凡 だが、 僕 は 露 伴小說 の發展 

段階 を (第一 期) 明治 二十 二 年から 二十 五 年 前後、 (第二 期) 二十 六 年 —— 三十 年 前後、 (第三 期) 三十 

年 II 三十 五 年 前後、 (第 四 期) 三十 六 年 以後と いふ 風に みたい。 若し これに 各 期の 作風の 特徴 を 示す 

文句 を 冠したい なら、 理想 期 (天ネ 期)、 妥協 期、 低迷 期、 自覺期 (復活 期) とで もよ ぶと 可い 3 

(第一 期) 此の 期に 於け る 露 伴の 活動 は 全く 天ネ 的であった といって 可い。 この 期の 初めに 忽然 無 

雜 作に 文壇に デビ ュ I した 露 伴 は、 この 期の 終りに はもう 堂々 たる 第一人者の 座 を 許されて ゐた。 そ 

れ程露 伴の 活動 は 端倪すべからざる ものに 見え、 又 今日 普通 佳作 傑作と いはれ る歷 史的 作品 は 殆んど 
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此の 期に 於いて 作られて ゐる。 若々 しい 強い 感情の こもった、 想像 八 分の、 理想的な 人物 を 相 化 的な 

シチュ HI ショ ンに 於いて その 性格 心理 を 描いた ものが 多い。 總體に 濃い Ef^ 性的、 王 觀に彩 へれた，， りの 

で、 概念的 誇張 的な 點も あるが a マ ン チックな 詩的 情調が 豐か であり、 東洋 的 理想主義の モ —ラル • 

ト ー ンが 底に 流れて ゐる。 その 放膽な 表現形式に 著しい 西 鶴 臭が 認められ るの は if 實 であらう， 

この 期の 露 伴の 代表的 作品 は * 『露 圑々 』、 『風流 怫 r 『奇與 子』 (以上 二十 二 年)， 『對 翻體； 「ま $ 朱 

唇』、 『眞 美人』、 『冷于 氷』、 『一 口 劍』、 『大珍 話 』• 『封 じ 文』、 『混 世 魔風』、 『七 變化」 (以上 二十 一一： 年)、 

『辻淨 瑶.！ f』- 『寢 耳鐵 砲』， 『風流 艷魔 傳』、 『血 紅 星 』• 『いさな とり』、 ：： 風流 悟 』• 『五重塔』 (以上 二十 

四 年 、 『當世 文 反古』、 『二日 ものがたり』 (以上 二十 五 年) 等。 就中 有名な もの 三 ra: 篇 について 乎 短 か 

に 語る ことにする" 

先づ 『露 圑々』 のこと を 一 言！ よう、 これ は 露 伴の 習作で 傑作. でも 何でもな いが、 舞|<1„^をァメリカ 

にと り、 捕鯨 業で 成功した 一一 ュ ー ョ I クの 富豪の 一人娘と 靑年傳 道 者との 戀 愛を极 つた もの、 出來^ 

も， 文章 も會話 も飜譯 調であった ので、 西洋 小 說の燒 直し かと 疑 はれた (然しい は ゆる 飜案 では 決し 

てない )o 卽ち 時代の 歐化 趣味と 阈粹 趣味との 交代 期が 反映 されて ゐる點 に 興味が ある。 

『風流 怫』 は 『露 圑々』 と 同年に 公に された もので、 出世作で あるが、 これに； チ： ると もつ (芥 表現 

ともに 純 日本的 國粹 的と なって ゐる。 若い 純情の 彫刻師 珠運は 藝術 修業-の 途 巾- 木 竹の^ や. W ひ 


花 漬賫の 少女お 辰の 薄命な 身の上 を 聞いて 犬に 同情し、 朴實な 旅 宿の 亭主の 助け を かりて 惡 者の 伯ハ乂 

の 手から 救って やる。 お 辰 は 恩返しの つもりで 珠 運の 病 氣を獻 身 的に 介抱す る。 若い 二人の 胸に は戀 

が 芽生えて 來る。 粹を きかした 宿の 亭主 は •  二人 を 一緒にさせ ようとす るが、 いよいよ 結婚と いふ 當 

曰、 お 辰の 未知の 父た る さる 顯官の 使が 來 てお 辰 を 伴れ て 去る。 お 辰の 母 は 此の 人が 勤王 志士の 時代 

に 情人と して 侍づ いて ゐ たので ある。 此の 邊に 流石 維新 を さう 離れぬ 時代の 面影が 見える。 珠 運は戀 

に 狂った 一心から， お 辰に なぞらへ て 裸體の 女人 佛を 彫る、 怫に 魂が 入って お 辰が 戾る。 わざと 舊ぃ 

形式 を かりて 一風 變 つた 新奇な 露 伴の 戀 愛哲 學を 盛った もので、 多少の 種 は あるが、 扱 ひ 方が あくま 

でも a マン チックで • 神 的な ところ さへ あり、 佛敎 思想の 旬 ひが 强く  * 露 伴 一流の 理想 派 的 作風が 

明らかで ある。 文章 は、 此の頃の 文壇の 西 鶴 熱 を 代表す る ものと いはれ てゐ る。 

われ 

『緣 外緣』 (後に 『對 髑髏』) は、 此の 篇の 作者 露 伴卽ち 「我」 なる 人が 「中禪 寺の 奧. 白 根が 霜の 

下、 湯の 湖の ほとりの 客舍」 からの 歸る さ、 元氣に 任せて 山越え をし、 思 はす 道に 曰を暮 した 一 夜の 

出来事と なって ゐ る、」 露 伴 卽ち我 は、 春の 山路に 行き くれた 揚句、 と ある 孤つ 家 を 見つけて 一宿 を 乞 

ふ j 家の 主人 はお 妙と いふ 若い 女 一人き りで、 それが 絶世の 美人な 上に、 男への 態度に 何やら 悟りす 

ましたと ころが ある。 露 伴 は 物 恐ろしい 氣 もした が、 うちとけた 女の 態に いつしか 道心 を 崩し かけ、 

心中 必死に 鬪ふ。 こ- r の 心理が 實に 面白い。 露 伴の 問 ひに 答へ て、 女 は その 身の 戀 語り をす る。 世に 
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あった 頃 さる 華族の 若君に 想 はれ， .0 身 も 憎く 思はなかった が、 亡き母の 遣 書に より 失 を もって はな 

らぬ 身と 知って ゐ たので、 若君の 情 をう けない。 若君 は 焦れ 死 をす る、 その 七日 E に 自分 も 亡き お 

の 面影 を戀ひ 狂うて、 此の 山の 中まで 來 たが、 さる 聖僧 にあって 悟り を 開き、 その ま、 こ、 に 庵 を：^ 

んでゐ ると いふ。 そのうち 夜が 明ける と、 その 孤つ 家 もお 妙 も 消え * 「枯れ 殘 りたる 萱. t の 中に 

の 紐 續ぎ かけし ま.^ 我た^ 1 人に して 足下に 白 髑髏 一 つ」 殘 つて ゐた J 人里に 下って 溫， 诚 おの. に 人に 

訊ねる と、 去年 癩病の 女 乞食が 山に 入った ま.. - 出て 来ない と 答へ た" これ は 露 伴 傑作の 一 つで、 神^ 

縹 0、  n マン チック • アイデア リズムの 頂點を 示す。 幽玄な 佛敎 思想と 高踏的な 詩情と が， が然 融和し 

て、 何ともい へぬ 藝術境 を 作って ゐる。 

『一 ロ劍』 は 露 伴 傑作の 一 とされて ゐ るが、 又事實 さう とい ひ 得よう が， 前 二 作に 劣る J ぐうたら 

で 飲み助の 田舍 鍛冶 正藏 は、 戀女 13$ お 蘭と 諍 ひ をした 一杯機嫌の 勢 ひで、 われ こそ n 本 一 の刀鍛 めだ 

と 茶 自慢す る。 それが 測らす 領主の 耳に 入って、 公然 銘刀 を鍛 へよ との 沙汰、 "n^ 藏は 今-.^ 常 ゆ-の^り 

自分の 無能 をお 蘭に 吿白 する。 お 蘭 は 呆れて、 領主よ リ 下賜の 金 を さらって 逃げる。 藏は 切羽：？ しつ 

て 死 を 決する が、 」il 屋の 一言に 猛然と 奮 ひ 起ち、 閉戶 して 刀を鍛 へる こと 三ハ 中、 IK^ の 名刀 を^ 主に 

棒げ た。 『辻 淨瑠 S ？』 と 『寢 耳鐵 砲』 と は績き 物で、 京都の 釜 師西村 虎吉が、 もって生れた.^^とぉ地 

を 元 乎に、 浮世 を 手玉にと り、 江戶の 天地に 立身出世 する こと を 書いた もの、 內 クオ 的に、 鶴の 影響 


はあって も、 文章に はもうな い。 その 點で 紅葉の 『伽羅 枕』 に 描かれた 世界と 近いと ころが ある だけ、 

後者が 西 鶴 的 文章の 一 模範と されて ゐ るのと 好い 對照 となる。 『いさな とり』 は膽 太い 少年 彥 右衛門が 

伊勢 參 りの 胃險に 始まる 生涯の 轉變を 描いた もの、 さすがに 中に 幾分 冩實 めく 手法 を 用 ゐてゐ ると こ 

ろが あるが、 因果の 理法が 全篇 を 貫 穿して ゐる。 捕鯨 漁 者の 生活 を寫 した 一段 は 男性的 豪 宕な好 文字 

である。 この 作 あたりから、 露 伴が 個人 を かりて 「我」 を冩 すので なく， 人生 を寫 さう とする 客觀的 

傾向 (幼稚な ものにせよ) めく ものが 目につく。 

. 『五重塔』 は 露 伴の 代表作と して 名高い。 人物 出来事と もに あくまで 露 伴の 理想主義 的 特色 を 見せ 

たもので ある。 此處に 大工の 十兵衞 とい ふの が ある、 並々 ならぬ 伎倆 は あるが、 小才が きかぬ ので、 

人から b クハ ていと 馬鹿にされて ゐる。 一年 谷 中感應 寺に 五重塔 建立の 計畫が あると 聞き、 十兵衞 一念 

發 起して この 時とば かり、 平生 恩 ある 棟梁 川 越の 源 太 を 向う に 廻し、 人から 身の程 知らぬ 奴と 罵られ 

つ &も、 此の 塔 S 建立 を 自分で 引う けようと か」 る" 感應 寺の 大和 尙朗圓 上人の 暗示で 源 太は讓 歩し 

て 共同で やらう とい ふが、 十 兵 衞は兩 立 を肯ん じない。 始めは 好意 を もって ゐた源 太 も 遂に は 怒って 

投げ出す。 十 兵 衞は恩 ある 源 太の 怒に も 怯す， その 乾 兒淸吉 の喑擊 にも 屈せす、 數 多の 工人の 嘲笑 を 

も 顧みす、 苦心 慘儋、 遂に 十六 丈の 生 雪 五重の塔 を 建立した。 だが、 T 兵衞は 人間の 試練に は堪 へた 

が、 まだ 大きな 自然の 試 鍊に堪 へなければ ならなかった。 五重塔 落成の 前日、 滿 天の 夜叉が 一時に 荒 
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れ 出した かと 思 はる. - 天地 晦 ハの大 暴風雨と なり、 新 建の 五重塔 も 今や 崩れん ばかりで ある。 十 正ハ銜 

は 死 を 決して 塔 を 護る。 やがて、 風雨 もやみ、 試鍊も すんだ。 江戶 中の 堂塔 人家 4： 破掼を 免れぬ に此 

の 塔の み 些の損 所 もない。 源 太 も 始めて 心 を 屈した。 この 作の 成功 は、 主として 十 丘 〈衞の 性格の 成功 

にある。 露 伴 は 此の頃 谷 中の 草庵に 獨 棲し， 朝夕 樹 間に 聲 える 九重 塔 を 仰ぎながら 藝 術の 永遠 性、 ^ 

術に 現れた 作者の 信念の 力の こと を考 へて ゐた， その 現れが 『五. 电塔』 である" 十 丘 ハ衞の 性格に、 幼 

稚 ながら 一切 か 無 か を 理想と した イプセンの 『ブランド』 めくと ころの ある は 注目され る。 

此の間、 文壇 及び 時代の 社會 生活の 動き はどうであった か。 明治 二 卜ニハ 牛から、 マ； 叫 を經て 一； 卜 

} ^年に 至る までの 文 舉界の 大勢 は 概してい つて 文藝復 與的氣 分が 强く . それが 文 iS の 鶴 熟 なる もの 

によつ て 代表され た、 根柢に 國民 的自覺 自負 を もち、 i 調に 於いて 若々 しい C マン チッ クな もので あ 

る點 はこれ 以前と 大體 同じで あるが， た^ 此の 期の 末顷 になって 多少の 變調を 兌せ た。 槪略 的に 魏歩 

か 退歩 かとい へば、 內容 的に は、 個人の 性情に 留意し、 個性 や 個人 情緒 を 描く こと を 試みる に 至った 

點で 進歩と いへ よう.^ 此の 期の 文學 活動の 中心と なった もの は 紅葉 を 中心とする^ 灰 社で あ "るが、 此 

の 派の 人々 は 普通 寫實 的と 呼ばれて はゐる もの k、 この頃 は、 寫實、 王^も 理想、 に 魂 も 分化せ ぬ 時代で 

あり、 口 マン チックな うちに も寫實 味が 勝って ゐ たと 解すべき で、 理想、 H.::srh 々の Slf ん门も W じ わけで 


ある。 だが 文壇の 大勢 を 支配して ゐた 此の 派の 作風が 冩實 的な ものから 次第に 戯作者 的 トリ ヴィ ァリ 

ズ ムに墮 する 弊 を 示して 来たので， 大衆 的 支持が 去った。 從 つて 此の 期の 初めに は 小說の 黄金時代と 

いはれ たもの が、 二十 三年 以後 漸く 不振 を 叫ばれる に 至り， 批評家 も、 作家に 對 して 眞 面目に、 人生 

及び 社 會に關 心 を もつべき こと を 再三 勸吿 した。 さう して 一 一 十五 年に は 早く も 社 會小說 への 要求 さ へ 

現れた。 同じ年から 讀 書社會 は藤史 物に 著しい 興味 を もち 始めた が， これ は 國粹的 回顧的 乃至 自國文 

化再撿 討的氣 持から も あるが * 小說へ の 興味 失墜 も その 一 因で ある。 此の頃から 又 探偵 物、 俠客 物が 

横行し 出した が、 これ も 本格 小說の 不振 を 語って ゐる。 此の 期の 終り、 西 鶴 熱が 下火と なり， 元祿文 

學熱も 去り かける や、 言文一致が 多少 勢 を もり 返し、 漸く 小 說界の 技術的 革命の 近づきつ & ある を 思 

はしめ る。 ブル ジョァ • リア リズ ム 確立の 前提と みるべき か。 

活動せ る 作家 は 紅 露と いはれ る だけに 紅葉と 露 伴が 拔群 である。 就中 紅葉 は 大衆 的 人氣に 於いて は 

露 伴 を遙か 凌いで ゐた。 硯友社 側で は 柳 浪と漣 山人が 認められた。 逍遙と 美妙 は 殆んど 小說圈 外に 去 

つた J 批評家から 創作 方面に 入った 人に 忍 月と 鷗 外と ある。 鷗外は その 藝 術の 香り 高い 措辭 文章と H 

キ ゾチッ ク な內容 によって 成功した が、 忍 月 は 結局 失敗し、 爲 めに 批評家と しての 權戚 まで 落した。 

嵯峨 の屋の 主情的な 淸 新な 作風 は 何となく 文學界 一 派の 先 驅を思 はせ る。 文壇の 新人と 認められ たも 

のに 抱 一 庵、 湖處 子、 麗水、 浪六、 弦齋 等が ある。 後の 二人 は 此の 時から 大衆 作家であった。 老大 { 次 
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では 篁 村が 文藝 復興 熱に 乘 じて 幾分 盛名 をと り 返した のに、 南翠は 完全に 第一線 を 引退した。 綠. 刚は 

作家と して 復活して、 一時 紅 露に 次ぐ 卞 筆と 稱 された が、 たぐ それだけに 止まった。 

批評 界は 小說 不振の 割合に 可成り 賑 はった。 さう して 大體の 主張 は、 此の 期 (殊に 初期) の 作 〔豕 の， 

文章 偏重 主義に 對 して 內容 尊重 主義 を唱 へ、 思想 笫 一 、 文章 第一 一 を、. 王 張した" 又 一 部文1"人^_^-の戯作 

者 的 雰圍氣 を 不快と して. 人生 及び 社 會に對 する 眞摯な 關心を 示した 文學を 要求した。 此の 點で. お 伴 

は 批評家に は 受けが かった" 二十 五 年の 一月から 始まった 逍遙 對鷗 外の 論戰、 所謂 沒现 想お は 明治 

評論 界 きっての 壯觀 で、 文壇で も啓發 される 所が 大 にあった， - 

轉 じて 此の 問の 社會 生活 如何 を 一 顧す ると、 生產諸 力の 態 は 産業革命への 準備 ケ-^ 極 的に へ、 

旣に 幾分 機械化し 近代化し かけて ゐた" その 證據は * 此の 期の 末 社會問 题の發 ^する のを兑 て.，， ^分 

る。 政治 界に 於いて * その 影響の 下に、 表面 種々 の 波満が あるに 係らす、 liii 々阔. ：！^、 に^ 進出の m 備を 

しつ、 ある。 表面 は 如何にも 藩閥 政府と ブル ジョ アジ ィ といが みあって ゐる 如き 印象.^^ ける が、 實 

際 大同 圑結ゃ 大隈條 約 改正案 を 利用して 政府に 喰って か」 つたの は、 -. モ， として インテリゲンチャ であ 

る。 政府 は ブル ジ ョ アジ ィと 協して * 先づ 憲法 を發 布し、 帝 國議會 を 開？ a し、 ，：：： 治 制. V 施行し など 

して、 國家 的發展 のた めの 道 をつ くった， ブル ジョ アジ ィも 政府と 妥協して せ， 5 々發： K の 策 をと つた 

二十 三年 國會 議員 選擧に は、 ブル ジョ 丁が 直接 進出 て來、 インテリゲンチャ を 押しの けて、 反感 を 


かひ、 インテリゲンチャが 時の 政治に 幻滅 を 感じる. この 幻滅が 文學 不振の 叫びに 反映して ゐる。 そ 

こで 文學 は、 安價に 自己満足 を こ- - ろみる" 人生への 關 心と いふ 批評家の 忠言 は、 こ- - から 出る ので 

ある。 ブル ジョァ 自身 は 元 來文學 を輕視 して ゐ たし、 政治的 產業的 經濟的 方面に 多事であった ので、 

文學を 顧慮す る 暇はなかった。 こ& から、 此の頃の 文學の 非社會 性が 出る。 

か&る 時代に 國 民の 思想が 益々 國家 主義 的で あるの は • 當然 であらう。 殊に 國民 にか &る 思想の 目 

標を與 へた もの は敎育 勅語で ある。 殊に 此の 期の 末 頃に は、 か- -る國 家 主義 的 思想が 上部構造の あら 

ゆる 分野に 入し、 遂に 宗敎 方面で は宗 敎對敎 育の 「衝突 問題」 を 生み、 擧術 方面で は 大學敎 授久米 

邦武の 追放 事件と なった。 

五 露  伴 —— 小說 (1 1) 

露 伴 小說の 第二 期 は大約 二十 六 年から 日淸戰 爭を經 て、 二十 九 年から 三十 年頃， 卽ち露 伴 一葉 時代 

の 終る まで を 含んで ゐる。 第一 期に は元氣 一杯の 新進作家だった 露 伴が、 四 五 年後の 此の 期で はもう 

大家 視 され 三十に もなら ぬのに 老成 人极ひ をされ てゐ る。 明治 文壇 へ從 つて 社會) に 特有な 超 スピィ 

ドの 現れで ある。 作風の 理想主義 は 根本に 於いて 變り はせ ぬが、 たビ 前期で は 大抵 自分で 想像した 個 
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我的现 想であった が、 それが 今 調子が 變 つて 現 實を觀 察した 結 rai- が 取り入れられ、 描 B にも 做から 

脫 化した 露你獨 自の渾 成した 味 ひが 出て 來る。 描 寫對象 は 個人の 性格で はなく * 人間の 運命で ある" 

忡 格と 運命の 交涉 である- 露 t: に與ふ 限り 客觀 された 現實の 人生で ある， - 詩人 的な お々 しい a マン チ 

シズム が 幾分 減じて. 幽玄な 哲學的 分子、 佛敎 思想が 益益 加 はり • 前の 華やかな 元氣 よさ 鋭 さが， く 

すんだ 落ちつい た^い 幅の 廣 いものと なる。 天才の 面影 は 漸く 哲人と 交る。 

第二 期の 代表的 作品 は、 『風流 微塵 藏』 に 包括され る もの、 『さ k 舟』、 『うすら ひ』、 『つゆくさ.：、 

『蹄 鐵』、 『荷葉 盃』、 『きくの 濱 Is- 後半 『ひとりね』)、 『さんな きぐる ま』 (以上 二十 六 年)、 『あ 力り 力 

ま j (二十 七 年)、 『みやこどり』 (後に 『川 舟』： K11 十八 年： T 凡て 九篇、 單行 叫册. (二 卜 八 I 九ハゃ * 「蹄 

鐵 r 『みやこどり』 は單 行に 入らぬ， 叉 『もつれ 絲』 は 大體松 魚の 作と みて 取らない)、 及び 『.^ 幅.^ 

人』、 『迷 霧』 (以上 二十 七 年)， 『新 浦 島/ 『自繩^^縛』(以上ニ十八年)、 『ひげ 二十 九ハ 巾)、 『新^ 衣 

物語』 (三十 年) 等が ある、 

『風流 微塵 藏』 は 人物と 事件が 連絡の ある 短篇 長篇 の連續 であり、 小 である。 發端は 明ュ屮 初め 

と は， える。 梗概 は 語り 惡 いが、 その 骨子と なって ゐる 物語の 一斑 を强 ひて Si らう。 

『さ、 舟』、 『荷葉 盃』、 『さんな きぐる ま』， それから 『みやこどり』、 此の5:篇は^?^件.„-人物もガひ 

に 連絡す る" 能の ない 士族の 父と 意地 わるの 繼母を もった 少年 新 三 郞の物 りで ある。 『さ k 舟』 は、 


此の 新 三郞と 少女お 小夜の： 牧歌的な 愛の 交ら ひ を 描いた もの、 場面 は ト-總 の 久留里 在で ある * 『荷葉 

盃』 も 同じ • 少年少女 同志の 性格 や 心理が よく 描かれて ゐる. 新 三郞が 東京に 奉公に やられる ことに 

なる、 『さんな きぐる ま』 では、 東京の 奉公先なる 一代 身上の 坂 本屋 某 方での 新 三郞の 生活の 面白から 

ぬ こと、 いぢめ られる こと、 『みやこどり』 では、 故あって 坂 本屋 を 去った 新 三郞が * お 小夜の 母の 世 

話で 眞里谷 某と いふ 學 者の 家に 仕へ て 幸福に 暮 して ゐる ことが、 述べられて ある。 

『うすら ひ』 『つゆくさ』、 『蹄 鐵』 の三篇 は、 お 小夜の 母お しづの 甥 遠 藤 雪 丸に 關 する もので， 『う 

すら ひ』 では 雪 丸が 叔母お しづに 支那 渡航の 別れに 来て、 その 客 氣を誡 しめられる、 然し 雪 丸 は斷然 

きかない、 『つゆくさ』 は 雪 丸が 横濱 から 支那へ 出發 する こと、 無名の 情人の 別離の 悲しみが ある、 『蹄 

鐵』 は 雪 丸 を 見送った 友人の 眼に ふれた 一 事件で、 西洋人と 日本 鍛冶との 間に 起った 一 種の 國粹 的揷 

話で ある。 

『きくの 濱松』 は、. 新 三 郞の血 緣の栽 松 道 人と いふ 畫 僧の 身 邊の 出來 事で、 場面 は * 九州 小 倉で あ 

る， - 此の 篇は 『微塵 藏』 中での 長篇 である だけ、 事件 的に は 一番 複雜 だが、 然し 整然と 語られて ゐる。 

大體三 段に 分 たれ、 第一 段 は 栽 松の 弟子 玉 山 少年の 畫ネ、 惡戯、 天眞 ：0 、ん； さなぶ が、 ュ I モ ラス 

な 筆で 明るく 描かれて ゐる。 第二 段 は 栽 松の 許へ 出入の 筆屋 正太郞 のこと で、 正 太 郞の嫁 貰 ひ、 新婦 

お 初の 身の 不祥から、 開き かけた 運が 横 逸れす る こと • . それにつ いての 露 伴の 結婚 觀處 世觀 などが 覼 
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i お 桂 婆さんと 玉 山のと り 合せが 面白い。 第 i は 正 森が 臨時 手 傅に 雇った 久^; ^い 

；ぉ初 i の 情人で 今 は 仇 敵視して ゐる人 I ことが わかる、 UH^ 

の 側の 辯 解 (初め 久叫郞 と 約した が、 後に 奉公先の 舊 爺の 暴力で 操 I られて クリ. ？-ろ 

なり、 會 ふまい とす， それが 久⑩郞 に は心變 りと 見えた こと)、 つまり はお 初の I となる I. 

山が 寺浣の 壁に 「會 者定 離の 圖」 の 落 書 は、， い、 趣向で ある。  力.. ，ク，0 き 

『！ 11  よきぐ る ま』 と 『あがりが ま』 は、 暫郞の 奉公先 坂 本 墨 S にから 意 I りで I 喜 

蔵の出身* 坂 本屋への 奉公、 主人が 見込んで 一人 f この 4 にしよう i;""^^:^":; 

なの を 嫌って 養の 手代 榮 I 選ぶ、 おこ？ 母が おこ？ f 人れ、 霞" けパ は：：：； け" ん 

. 貰って I 霞す る、 成功す る 等々。 『あがりが ま』 は十數 年後の 出來 奪、 I して..？ ur;^ 

羣の身 i しで 意。 藝警警 の II 霊 i て 苦しむ ^ 

れは 息子 榮 I が 偶 響った 義賊 i 十 郞に救 はれる が、 十郎 のた め i 森は賊 SMI けく 

ト郞 ま、 おこの を 苦しめた 惡 漢を替 玉に 遣って 榮太郞 を 助ける。  -., 一 . 

- 『^こどり』 は 暫郞の 新な 奮 先 II の 一子 霞が、 養に 連れられて 始め え.：；； 

と、 その 夜の 相 方お 文の 身の上- ナ まの 裏 北宗 とい ふ もの、 妹で 兄の 失收 より 身 を沈ダ し ,u 

霞の 人品に 心 ひかれる こと、 Isill  sm  そ 


^に 一 話頭 を 起す ものである。 

描く ところ は 有 爲轉變 の 人の 蓮で あるが、 起る もの 少なく、 零落す る 者 多く、 そこに 一抹の ぺシミ 

ズム が搖曳 せぬ でもない。 推栘の 激しい ブル ジョァ 勃興 期に ある 當 時の 社會 の空氣 が、 自づ とに じみ 

出て ゐる。 總體 として かう いふ 不卽 不離の 手法 は * 丙 鶴の 骨髓 をつ かんだ 者で ない と 出来ぬ。 此の^ 

に は 別に 主觀の 勝った 理想的な 作 —— 例へば 『新 浦 島』 の 如きが あり、 近来の 傑作と して 稱讃 された。 

これ は 露 伴 自家の 人生 觀を浦 島 太 郞の裔 浦 島次郞 なる もの k 一  生に 托した 象徵 詩め くもの、 『ひげ 男』 

は 武出勝 賴の沒 落に 伴 ふ 奇骨 ある 一 武士 を 描いた 歷 史小說 である。 

二十 六 年から 三十 年へ かけて、 文壇 及び 文壇 人 はどう 動いた か。 此の 期の 文壇で は、 あの 盲目的と 

いふに 近い 文 藝復與 熱が 漸く さめる ふ-共に- 舊文學 を 摸した 皮相 的寫實 の戀愛 小說、 文壇の 中心 勢力 

たる この ジャンルに 對 して 不滿の 叫びが 出、 作家 は 現 實社會 に接觸 して 人生 を觀 察する 必要が あると 

批評家が 註文した。 然し それが 俄に 滿 されぬ から. 一時 探偵 物、 俠客 物、 歷 史文擧 への 熱心が 强 まつ 

た。 そこへ n: 淸戰爭 が勃發 する に 及んで. 國 民的大 詩人 を 要求す る聲が 四方に 起った が。 出た もの は 

淺 薄な 戰 爭文學 で、 大 詩人 は 出ない。 蓋し 一代 を 代表す る大 詩人 はさう 急造され る もので はない、 そ 

れは 深い 國民 的內面 生活 を 要する。 彼等 は 此の 緊張した 時局に 壓 倒されて、 これに 取材して 自由に 歌 
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ひこな すだけ の i がなかった。 然し 此の I は 是が非でも llf  I に 謹：？： は。 あ 

つた。 彼等の 先 づ眼を ふれた の は、 ブル ジョ アジ ィの 進出と 共に 漸く 問題 化して 來た 肚# の裔. .活 

である。 戰 St 頃から、 小 說界が 漸く ill めて、. 同時に 新しい 方向 をと つて 寶 した。 

そかな 皮相 的囊を 去って 入 間 心理の 機 f つかまう とい ふ 主觀 。的 f ものであるが、 それ カー f 彻 

會中、 ：2 して 創作され、 而 tl の囊羅 t 生じる II なる もの I 調し まま T 

のが 多かった ので、 置 小說ま 呼ばれた。 此の 新 傾向が 文 ま 中樞 I つてき ま 相 的 SSI 

硯友 社の 新人 連 t 始まった の は 面 ま。 新人の 輩出に は、 文 置 誌の 雷も與 つて 力 力 ある。 力く 

新人の 輩出と 共に、 文壇で は、 次第に 舊新兩 派が 對抗 する まなく 對抗す I ひ 集し、 #1 に は 

新作 家 を 支持す I が 多かった ので、 舊 作家 は、 新作 家 は 愚か 批評家に ま I り 散らした。 f タ^ 

家 は 次，： 次第に 匿され て 支へ きれぬ I になった。 ，て かう I した ま、 dm ずに 人り 次ぬ 

/うつる 準備と なる。 さう して そろそろ 明治 小說が 分化し 始めて 來る。 これが 叫 治 三 4 き 3^ である。 

じれ を 作家の 側から いへば， 文壇 活動の 中心 は 何とい つても ま S 友 社で ある。 總 帥の i は 此の 

期の I は 多少 草臥れた 態で 冬眠 を 疑 はれた が. 批 I の 籠に 起 I つて、 『き 多恨』 に 新 何 1 も 

示し、 更に 『余色 夜叉』 Q 大作に 着手した j 水 蔭の 戰爭文 學に對 する 努力 は 量的に 凄まじき もので あ 

ゃヒ。 だが 此の 派で 最 II して 一時 裹人氣 の 中心き つた も s、  I 小難 慘小說 の 本 ま 


I 


された 鏡 花と 柳浪 である。 天外、 宙外も その 寫實的 手腕 を相當 認められた。 此の 期の 末期に 至って、 

從來 女流作家 として 多少 注目され て ゐた樋 口 一葉 は、 『たけくらべ』 の 傑作に よって 燦然と 彗星の やう 

に 光 を 放った、 批評家 は 二十 九 年 を 一葉 時代と 呼んだ。 此の頃 露 伴の 『微塵 藏』 の 諸 作が 鑌々 單 行に 

される や、 批評家 は 露 伴の 作風が 圓 熟し、 人生 觀察 にも 一進 歩した 點を大 に 賞揚し、 中には 一葉と 併 

せて 露 伴 一葉 時代と よぶ 人 もあった。 露 伴の 情熱と 氣魄と は 文壇 を壓 し， 喧 好きの 靑年 批評家 達 も 

その 大家た る を 否まなかった。 殊に 紅葉に 對 する 反感から 露 伴 を 持ち上げた 人々 も， ないで はな かつ 

たらう。 

批評 界 にも 新人が 輩出した" 殊に 赤門 派 及び 早稻田 派に 多かった。 此の 人々 の 活動 は 主として 創作 

界の 新人と 呼應 して 旣成 文壇 を 脅威し、 新人の 躍 出の 便 を はかる にあった。 然 かも その 多く は 旣成作 

象に 對 する 過當な 要求 ゃ惡意 ある 分析であった ので、 作家の 側で 批評家に 反抗し、 これ を輕視 無視す 

る 傾向 を 生じた。 然し 小說 分化の 原因 はこの 邊 からすで に 始まりつ.^ あつたの である。 その 問に も 有 

史 以来の 外戰に 逢って、 國家 意識の 昂揚と 共に 國 家と 文學の 問題が 新しく 論じられ たが、 國粹 派と 高 

蹈派 (文 學界の 如き) が 生じ、 露 伴の 如き は、 國粹 派の 主張 は 認めつ &も、 調和 的に 高蹈 派の 主義 を 

も s 冗と した。 

日 淸戰爭 は 我が 國 民の 國家的 自覺の 大試鍊 であった。 これ 以後、 我が 國は 始めて 近代的 國 家の 形態 
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を もつ に 至った。 その 极柢に は 産業界の 躍進が ある。 わが 諸 産業 はこの 戰役を 機と して 一躍 火膨 I を 

來し、 大規模に 機械化して、 工業 資本主義の 曰 本 を 現出し、 所謂 産業革命 期に 人る j 藩閥 政府と ブル 

ジ ョ ァは 完全に 提携して、 圃家的 經營に 努めた。 戰 後の 經濟界 の 好調から 產 業界に 一 段の 活ハ姒 の 出た 

の は當然 だが、 圖に のりす ぎて、 忽ち 恐慌 を 来した。 

圃民 思想の 极柢 が國家 的自覺 であり 國家 主義 的で ある こと は それに 遠 ひない。 この 期に 入って 竹 率 

精神が 益々 盛んになり、 哲學 研究が 眞劍に 行 はれた が、 その 刺戟で 東洋 哲學の 科 S. 的檢 討と なり、 哲 

舉 精神の 盛んになった 結 菜が 直ちに 文學 批評 界に 現れ、 一 隅に 美學を 準則と した 批評が 劍 まった。 

前期の 末 頃國家 主義と 大 衝突した キリスト教 は、 今や 妥協し、 且つ 他の 宗敎 との 調和 を も 試みた。 

國家的 自覺の 試練に 出會 つての 不安から と、 學問 的自. S 研究の 結 3^ たる 不可知的 懐^から、 安心 立， ゆ 

を 求む る聲が 多く、 宗 敎界， 殊に 佛敎界 は 大に活 氣を呈 した。 

二方 餘 りに 急激な 現實 世界の 躍進 變 化に a マン チックな 理想 を搜亂 されて、 靑年 インテリゲンチャ 

の 一角に 幻滅の 厭世 思想が 流れる。 透 谷の 死、 古白の 死の 如き は. その 最も 强ぃ 現れで ある。 

六 露  伴 11 小說 (三) 


以上の 二期 は、 露 伴の 小說 家と しての 生涯 中文擧 史的に 最も 重要な 有意義な 時期で ある C 明治 文學 

(こ.. - では 小 說) は 三十 年 前後で ー轉 進して、 分化 時代に 入り、 西洋の 近代 寫實 小說と 幾分 似通 ふ も 

のとなる。 爾後 日本 文 學は覺 束な くも 世界の 文 學に略 ぼ追隨 する 立場に たつ。 三十 年から 以後 四 五 年 

の 間 は此等 近代 小說の 陣痛 期で あり、 過渡期で あり、 準備 期で ある。 これ を經て 日露 戰爭 前後よりの 

自然主義の 開花 期と なる" 僕 は 此の間の 約 十 年に 於け る 露 伴 小說を 二期に 分ち、 第三 期 四 期 * 或は 低 

迷 期、 自覺 期と 呼んだ。 あり 體に いふと、 此の 二期に 於け る 露拌の 文壇 的 地歩 は、 早く も 老大家で あ 

る、 僅々 三十 有餘の 若年で 老を 冠され るの は、 日本 文擧界 にの み 見られる 珍現象で ある。 此の 老大家 

と は 客で あるか、 顧問で あるか、 隱居 であるか、 敬遠の 意 も ある、 何れにしても 文壇の 第一線に 立た 

ぬ こと を 意味す る。 紅葉 とても 同じ ことで ある。 彼等の 文壇 指導者た る光榮 ある 地位 は、 明治 二十 年 

代の 所謂 紅 露 時代 ふ 共に 去った ものと 見て 可い。 露 伴 個人 を 主としてい へば、， その 圓 熱せる 藝 術が 秋 

果の 如き 滋味 を與 へる の はこれ からで あり、 それだけ 彼 自身に ついては 語るべき ことが まだ 多い が， 

然し 明治 文藥史 の 大勢 上から いへば、 日 淸戰役 前後、 卽ち いは ゆる 露 伴 時代 を もって 紅 露 文壇 指導 時 

代が 移った ものと 見る 可き である。 よって 此の 1 1 期に ついてはた^ 作風 を略說 する のみに 止める。 

第三 期、 低迷 期に 於け る 露 伴の 問題 は 寫實的 作風と 表現 技術の 問題で ある。 先に 『風流 微塵 藏』 に 

於いて 客觀 的寫實 手法 を 取り入れた 際に、 一般から は 一進 歩と 見られ、 圓 熟と 稱讃 された。 然し 此の 
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時罕 くも これが 露 伴 將來の 岐路た るべき こと を 暗示した 批評家 もあった。 この 期に 入って^ 伴 は ハ鈦々 

寫實的 題材 を寫實 的に 扱って、 文壇の 大勢に 歩調 を 合せん とした。 然し 根本に 於いて 察 物の 觀念的 

方を變 へられない 露 伴が 寫實 家と して 成功す る笞 がない、 理想の 熱情 を 失った 彼 は、 直ちに 談 理的ト 

リ ヴィァ リズムに 墮 してし まった。 又 表現 技術の 點 でも 大きな 惱 みがあった。 紅 露 時代に 惯 川の 武器 

とした 雅俗 折衷 文章が、 漸く 文壇から 驅逐 され、 首 文 一致が これに 代らん として 来た。 紅葉 は 流石 才 

物 だけに、 前期に 於いて 言文一致 を 利用して 相當の 手腕 を 見せ、 紅葉 風の 一派 をつ くるまで になって 

ゐ たが、 露 伴 は天ネ にあり 勝ちな 自信の 强 さと 主觀的 趣味に 耽る 性向から * そこまで は w.^s:::- が 出來て 

ゐ なかった。 漸く この 期に 入って 言 文 一 致體を 試みた が、 古典的 マ ンネ リズムの 强ぃ 彼の 维 致が あく 

まで も 附き纒 つて、 この 方で もさう 成功 はしなかった (『太 郞 坊』、 『雁 坂 越』 など はや. -兑 るべき もの 

であらう、 然し これ も 一 つ は 內容に 抒情詩 的 閃め きがある ためで ある)。 此の 時代の t 路 作に は 1=：2： おの E 

鳥の 賦を m 心 ひ 出させる やうな、 時運と 諧和を 失した 巨人の 低迷の 姿が 見られる。 だが 伴 の剛 まな 

精神 を もった 人物が いつまでも 低迷 彷徨して ゐる わけはない。 彼 は、 此の 文 敏 の 本流に 沒入 する こと 

が 自分に 許されない こと だと 悟る や、 猛然と して 木 色の 理想 詩人た る マ ンチ シズム の 立場に 復し、 

その 立場から 文壇 新潮の 寫實 主義に 調和 を 試みる ことにした。 これが 第 期で、 ^：！^期とょぶ所以で 

ある。 此の 期の 代表作 を 『天う っ浪 K 三十 六 年)， 『土偶 木 偶』 (三 卜 八 年) 等と する" ^伴 は此 等の 作 


を 遣る に、 言文一致 體を もってせす * 新味 ある 文語 體を もってした。 結構 は 雄渾であって 然 かも 現 實 

を 離れす、 人物 も 理想に 鑄 成されて ゐ るが 寫實に 動く。 『天う っ浪』 は 露 伴 最後の 大作で あり， 往々 紅 

葉の 『金色 夜叉』 に 比せられ るが、 それと 同じく 未完の ま& になって ゐ るの は、 僕 等 露 伴 癖 ある 同士 

にと つて は 一 の 痛恨 事に 屬 する。 —— 

だが 此 等の 作品に ついて 書き出す と 際涯がない ので、 この 邊で筆 を 止めて、 次 を 急ぐ ことにする。 

七 露 伴 小說の 理想 

露 伴 は、 汎く文 學に對 して 乃至 狹 くして 小說 なる ものに 對 して、 如何なる 觀念を もって ゐ たか。 哀 

本 的に 彼の 腦底を 叩く と、 恐らく 文擧 方便 論に 違 ひない。 例へば 「混 世 魔風」 を讀 むと、 美人 Q  口 を 

かりて 世の 所謂 詞人 文人 を 痛罵した 一節が ある (第 七 回)。 これによ ると、 浮 文 遊 詞は露 伴の も Is む 

所で ある。 露 伴が 小說を 書く 理想 は、 藝術 によって 人生 を淨 化せん とする にある. - 彼 は 度々 此の 邊の 

消息 を傳 へて ゐる。 その 一 を 引かう か。 

我元來 洒落と いふ 事 を 知らず 數 寄と 唱 ふる 者に も あらで 唯 ふらく と 五 尺の 殻 を 負ふ蝸 れの孚 かれ、，， み 難く 

東西南北に 這 ひま はりて 覺束 なき 角 頭の 眼に 力の 及ぶ だけの 世 を 見た く  (屮 略) §rfg にば かリ とくく 試 
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みに 浮世 そ、 がば やと 果敢なき 潜 上、 是れ 無分別なる 妄想の 置 所。 (『緣 外緣』 の 0" 頭) 

その他、 『露 圑々』 以来の 諸 作、 何れ I ると して、 人生の ために 諷誡の 精祌甚 せぬ はな ヒ S 

啓 導して、 人生の 淨化を 志す、 これが 露 伴が その 小 說に寓 した 现想 であり、 小說は 根本 を 論す. -ば 

此の 救 濟の議 を 遂げる 一方 便た るの み。 此の 點 からい ふと、 露 伴 は、 世の I 藝靈上 主 清で は 

ない。 然し 藝術は 人の 。感 1^ によって 動かす を 本分と する、 小 說は旣 に小說 であって、 敎訓 i ぬの S で 

はない。 これによ つて 人の 感情 を 動かさん と 欲せば、 その 道に 於いて 優れた I 集さなくて はなら 

ぬ。 感 する ことが 卽ち敎 へる ことでなくて はならぬ。 、に 至って i は 方便であって 义 M 時に n 的 

でなければ ならぬ。 露 伴 は 夙に 此の間の 消息 を も 看破して ゐた。 彼 は、 小說に 「まこと」 の 多き を^ 

し、 「まこと 一 を 定義して、 (『新 小 說編轉 者と しての WM』 の 中) 

こ、 に 「まこと」 とい ふ は 作者が 擎を 執り 紙に 對 して 雜に管 ー眛 的に 怙悅 する f-f 

といって ゐる。 又 『風流 怫』、 『一口 劍』、 『五重塔』 の 諸 作 をよ めば、 露 伴が 藝 術に 對 して. - もに 牵に 夕- 

III いて ゐ たか、 わかる であらう。 fimftiai.  f0 

術觀 は、 思 ふに メリ ディ スの それに 近い、 精微 粗大の 差 は あるが * 大分 似て ゐる。 これ は 他 Ml 硏 

究 すると 興味 ある 問題で あらう。 つまり 露 伴の 對藝術 態度 を 簡約す ると、 彷彿と ながら 求^ 提-ィ 衆 

生の 二 句 に？る、 句 は 二つ だが 作用 は 一で ある。 これが 儒怫 S 神から 蒸溜され. 的藝 f の 


粹 である." かう 論じて 來 ると • 藝 術の 最も 偉大な 現れ は、 宗敎と 一致し なければ ならぬ。 露拌" 作品 

に は 明かに この 思想 を 示した ものが ある。 『毒 朱唇』 (一 に 『大 詩人』) の 一 篇を讀 めば、 思 ひ 半ばに 

過ぎる であらう。 

露 伴の 小說 は、 露 伴 自身 も 十分 自家の 理想 を發 露した ものと は 思 ふまい が、 幼稚 は 幼稚に せよ、 粗 

大は 粗大に せよ、 その 小說の 根柢に はかう いふ 理想が あった。 さて、 それで は 此の 人生 淨 化の 理想が 

何う 現れて ゐ るか を 一瞥しょう。  ， 

露 伴の 見た 人生 は 因 栗の 理法に よって 動いて ゐる。 將 來の淨 化に は、 現世の 惡 (廣義 での )• 卽ち邪 

魔物 を 滅却して 行く より 法がない。 而 かも 因果の 理法 は 人の 心 を 通して 動く、 心 を 正しく 動かす のが 

光 に 至る 第 一路で ある。 此の 路を 示す 爲め、 露 伴 小說は 二様の 手段 を 講じて ゐる、 第一 は a 降. 正面 か 

ら敎訓 を ふりかざして、 露骨に 矯正の 意 を 示す もので あり (『眞 美人』、 『混 世 魔風』、 『七變 化』、 『大珍 

話』 の 如き)、 第二 は 露 伴 自己の 理想と する 世界 (卽ち 人事 境地) を 描いて、 人生 を かく あれ かしに 仄 

めかし、 現世の 人々 をして 自ら 悟らし めんと する ものである (『風流 怫』、 『一 ロ劍 f 『いさな とり』、 

『五重塔』 の 如き)、 いは^ 第一 は 直接、 第二 は 間接で ある。 第一 の 手段に は 笑 ひ を 武器と する、 目前 

見聞す る 所に 舞臺を 置き， 笑 ひに よって 敎訓 し矯救 せんとす る。 笑 ひとい つても、 理智 的な、 純粹な 

意味での 喜劇 的 精神から 出る 笑 ひで ある。 第 1 1 の、 现想 世界 描出に 當っ そ. は 又 更に 二様の 態度が 見ら 
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れる、 ！ は 「我」 を 主張す るの 極 蓮 命 を 作る もの (『五重塔』 の 如き)、 二 は 「我」 を 否お する の 極光 明 

に 至る もの (『冷 于氷』 の 如き) である。 前者 は 男性的 意志の 讃美と なり、 後者 は 悟 達の 光明と なる。 

露 伴の 小說に は、 此の 男性的 意志の 讃美 を 描いた 理想 小說に 傑作が 多い ので、 この 點が S も 批評家に 

多く 識認 されて ゐる。 以上 は 論述の 便宜上 抽象しての 論で あるが、 この 三 様の 手段 は、 単獨に 川ゐら 

れす、 混用され てゐる ことが 多い。 

叉 以上 は 主として 初期の 作物 を 眼中に 於いての 論で あるが、 作風の 推移と 共に 人生 觀の變 化 も 窺 は 

れる、 從 つて 藝術 理想の 現れ も 多少の 差 を 示す わけで ある。 露 伴の 創作 態度に 客觀的 分子が 加味され 

ると、 彼 は 自己の 理想 世界の 描出 を 斟酌し、 因果の 大法に とら はれて 我 ま.^ に^ 動きなら ぬ 人 その 

もの、 姿 を や 、客観的に 示し、 自己の 理想 を 底に 潜めつ \、 讀者 をして 自ら^ 悟せ しめんと する J  ^ 

J 二期 第 四 期と もに それぞれの 變 化が 見られる。 然し これ は 現れ 方の 變 化であって * 露 作 その 人の 理想 

が變 化した のでない こと は、 勿論で あらう。 

八 露 伴 小說の 技巧 

露 伴 小說を 純然たる 近代 小說の 標準 技巧に よって 是非す る ことの 無理た る はいふまで もない。 然し 


露 伴 小 說の價 値 を眞に 理解す るに は、 技巧 方面の 分析 解剖が 犬に 必要. である。 細論 は 他日の 問題と レ 

て、 只今 はホ ー ン 氏の 分類に より、 左の 六 項に ついて • 露 伴 小說の 技巧的 一面に 少々 暗示 を 投げる に 

止める。  ■、 

構想 此の 點は、 日本 小說 家の 最も 短と すると ころで、 始終 支那 や 西洋の 小說 から 厄介に なって ゐ- 

る。 露 伴 も、 構想の 點 では 常に 優れて ゐる とはい ひ 難い。 又 さう 頓着して 工夫 をして ゐる とも 思へ な 

い。 舊來の 陳腐 平凡な 趣向 を 使って 平 氣でゐ る 時が 相當 多い。 あまり 重視せ す. - 力 を 費 さす、 文氣の 

趣く ま.^ に 任せて ゐる ものが 多い。 初期の 作で 成功して ゐる 構想 は、 多く 單 純な 卽與 詩的. の もので あ 

り、 西 鶴に 學ん でゐ る。 此の 種の 代表作 は 『緣 外緣』 である。 幾分 近代的 複雜さ を 示す の は、 『いさな 

とり』 以後、 『風流 微塵 藏』 に 至って 始めて 現れる、 就中 『きくの 濱松』 は その 最も 纒っ たもので あ 

る" 又 『微塵 藏』 それ 自身が、 一 の 構想と いひ 得べ くば t これ は 日本 文學に 於いて 最初の 連鎖 的な 試 

みとい ひ 得る。 最後の 大作 『天う っ浪』 に 於いて 東洋 的に 最も 雄大な もの を 見る ことが 出來 たので あ 

つたら う。 然し 露 伴小說 は、 大味な 東洋 的 古典 美 はもって ゐ るが、 構想の 點 では 最後まで 近代 小說と 

, はなって ゐ ない。 

眞實性 露 伴の 小說は 理想 小說 であり、 此の 點で單 に眞實 のために 眞 實を寫 すと いふ 近代 寫實 小說. 

に 比して 一 歷ハ ンディ キャップの ある こと 勿論で ある。 露 伴小說 第二 期 以後の 幾分 客觀 的寫實 手法.^ - 
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取り入れた 後の 作" i さへ もさう いふ 點が あるが、 殊に 初期の 主觀的 色彩の 濃い 作品に 至って は、 人事- 

境地と もに 描寫の 非凡 異常 を以 つて 人の 意表に 出る こと を 欲して ゐ るので、 誇張 不. S 然な點 も 可成り 

目立つ。 然し 讀者は その 爲 めに、 その 作の 眞實性 を 疑 ひ はしない。 これ は 露 仲の 藝術的 天分と fiiw と 

が、 此 等の 奇異 不自然な 事 を 露 伴の 祉界に 於いて は 眞實と 現れし めて ゐ るからで ある。 ^伴 は，：：：： D の 

寫す もの を 永久の 眞實と 信じ、 又 これ を讀 者に 眞實 として 傳 へる だけの 熱と IK 分 を もって ゐるリ -^^伴 

小說 がその 现 想小說 たるに 係らす. 《 尋常の 寫 實小說 以上に 眞實 性に 富む ：，， はこの ためで ある。 

性格 描寫 露 伴の 性格 描寫の 出發點 は， 露 伴の 理想 通りに 動いて 露 伴の 理想の 世界 を ^現させる-め 

要から 出て ゐる。 此の 點 からして、 表面的に は 露 伴 小說の 世界に は澤 山の 性格が 描かれて ゐ るが、 心 

理 的に 見れば、 根柢に は 共通な 露 伴 的、 王 觀を藏 して ゐる. - 一 つ 一 つと して 兑れ ば、 お 作 ； 流の H?: 性的 

な， 強烈な， 叉 は 人生の 表裏に 徹した 特異な 性格と して 現れ， これが 成功した 場合、 や. -超 時代 的な. 

近代的 性格 (のつ そり 十 兵衞の 如き-に 達する 時 も あるが、 總體 として 兑て、 或は 個性 描. n の 妙がない 

ともい へる、 これが 往々 千篇一律との 評 をう ける 以 である" 客觀的 手法 をと り 入れた 第二 期 以後に 於 

いても、 性格 描寫が 根本的に は 露 伴描寫 であるに 變り はない.^ 心理 分析 も 種々 試みて ゐ るが， ヤ齡作 

摩 の變 形た るに 變り はない。 露 伴 程の 個性の 强ぃ 作家に なると、 かう いふ 偏 {!: は 免れ 難いで あらう ^ 

たピ 前期 後期に よって かう いふ 差^ は ある， 卽ち 初めは 人間. V 擴 大的祌 人的に 理想化して、 奇^ ゲ々 収 


てし 得る 如き 力 を さへ 與 へたと 見られる が、 後に は 環境の 變化 と共に、 漸く 表面 平凡 化された 性格 を 

描 ハてゐ る ことで ある。 又 露 伴 は 男性 を 描く に 長 じ， 女性 を 描く に 短 だとい ふ 評 も 或る 點 では 當 つて 

ゐ よう j たぐ 認 むべき は、 露 伴が 少年少女の 性格 心理の 描寫に 秀で，^ ゐる點 である (『風流 微塵 藏』 の 

うちの 新 三郞、 お 小夜、 玉 山の 如き )0 露 伴 は 子供 を 好きな 人らしい。 然し 幾千の 缺點は あるに せよ、 

露 伴の 小 ^は、 性格 を 中心に 進んで 行く、 中心の 物語が 性格の 作用から 展開して 行く とい ふ點 で、 技 

巧 上から は、 幼稚ながら 近代 小說の 面影が 見られる。 こ- - にも 時代 を 拔く露 伴の 藝術的 天分の 現れ 力 

見える。 

f 緖的 刺戟 此の ー點に 於いて は、 露 伴 小說は 明治 小 說界の 如何なる 作品 をも壓 倒して 立つ。 殊に 

初 S の 純 主 な 小說程 さう である。 構想 を 展開せ しめる ものが 性格で ありと せば、 お 格 を 押し 節 力 

す もの (さう して 或る 場合に は 奇蹟 を さへ 成就させる もの) は 情緒の 力で ある。 『此の上 もない 鈍感な 

精神で も、 時として 情緒の 刺戟 を受 くれば、 よしんば 言語 は 流暢で なくても、 思想 は 天津 御 空に 呼吸 

して ゐる らしい ほど 流暢 雄大になる』 とい ふ バルザックの 語 (『ぺ ー ル .ゴ リオ』) は、 露 伴の 正藏、 十 

兵衞の 如き 性格の 情緒 的 飛躍のう ちに も 見られる。 露 伴 小說の 世界に は、 熱い 男性的 情緒が 凛々 とみ 

なぎって ゐる、 露 伴 小說が 多分の モ I ラル. ト ー ンをも ちながら、 藝 術の 香り (眞實 性) を 失 はす、 

平凡な 敎訓小 說と類 を 異にして ゐ るの は、 一 にこれ あるが 爲め ともい ひ 得よう。 情緒の 解放が、 明治 
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a マ ン チック 文學の 大きな 功績の 一 つで あるが、 露 伴 はこれ に 立派な 力強い 先驅的 寄與 をして ゐる。 

背景 露 伴 小說の 背景 は、 彼が 旅行に よって 經 過した 土地の 印象 を 利用して ゐる 限りに 於いて^ 感 

が 出て ゐ るが、 概してい つて、 寫實 的で はなく、 多く は觀念 的で ある、 殊に 時 的に 眯な ことが 多 

いひ これ は 理想家 露 伴と して 止む を 得ぬ 結银 かも 知れぬ が、 一 つ は 背景 そのものが、 口 本文 ゆで は獨 

立 的に 重視され てゐ ない ところから も 來てゐ る。 明治 以前 は、 背景の 如き、 趣向の 一部分と して 极は 

れてゐ たに 過ぎない。 『風流 微塵 藏』 の 如き、 _1 天う っ浪』 の 如き 大作で さへ が、 近代 小說 として は 背 

景の 描き 方が まだまだ 足りない。 殊に 『微塵 藏』 の 如き、 朦朧 茫乎 たる 印象 を さへ 與 へる" ^おの 比 

較的 成功した 例 は 『緣外 緣』、 『寢 耳鐵 砲』、 『いさな とり』 の 如き もので あらう。 

文章 明治 小 說界に 於け る 露 伴の 文章に ついては 定評が ある。 明治 以前の 小 一,1^ の耍索 は、 趣，：！：， 人 

物、 文章に 三分され、 文章が 甚だ 重く 視られ て、 或る 意味で は 文章 卽藝 術と 解され てゐ た。 作文^ 

の 持 味と して 論ぜられ たもの は、 男性的 豪 健、 幽 左な 詩 美、 神 来の 高 興、 奔放な 想像な どが^ げられ 

る。 要するに、 舊文學 の粹、 殊に 元 祿文學 の 骨髓に 和漢 古典 や 佛經の 妙味 を 交へ、 作の 熟 的な 豪 

宕な 性格で 陶 鑄した もので あり、 紅葉と共に明治の文章をニ分したとぃはれるのも溢^^ではなぃ。 

伴 も 文^の 修飾に 思 を 費さぬ ではない が、 紅葉と は 遠 ひ、 祌來 の逸與 の^くまで 苦 忍す るので、 M (が 

1 且 湧けば 一瀉千里に 揮灑 するとい ふ。 言文一致に ついては、 紅葉 は 早く 心 をつ け、 ，：：：{\A 流の 一派 を 


開いた が、 露 伴の 試み は 可成り 遲 かった。 此の 技術的 革命 を 取り上げる ことの 遲 かった 點が、 露 伴の 

後半の 文壇 生活に 相 當累を 及ぼした ことで あらう。 『五重塔』 の 一節 • 落成式の 前夜、 飛 IK 夜叉 王が 暴 

れ 出る ところ は、 よく 露 伴 散文の 好 模範と して 引 川され る ものであるから • 鬼に 角 それ を 引かう。 

長夜の 夢を覺 されて 江 戶四里 四方の 老若男女、 惡風來 りと 驚き 騷ぎ、 雨 戶の撗 抦子緊 乎と 揷せ辛 張 棒 を 强く張 

うろ あはれ  ひと 

れと 家々 ごとに 狼^ ゆる を、 可憨 とも 見ぬ 飛 天 夜叉 王 * 怒 號の聲 音た け，^ しく。 汝等人 を 憚るな、 汝 等人閒 

に 憚 かられよ、 人間 は 我等 を輕ん じたり 久しく 我等 を賤 しみたり 我等に 捧 ぐべき 善の 定めの 犧を 忘れたり、 這 

ふ 代りと して 立って 行く 狗、 驕奢の 塒に巢 作れる^、 尻尾な き 猿、 物言 ふ 蛇、 露誠赏 なき 狐の 子、 汚穢 を 知ら 

ざる 豕の 女、 彼等に 長く 侮られて 遂に 何時まで 忍び 得む。 我等 を 長く 侮らせて 彼等 を 何時まで 誇らすべき (中 

略) 汝等 暴れよ 今 こそ 暴れよ 云々。 

, 以上 六 項、 あまり 簡單 すぎた かも 知れない が、 技巧 上から 分析した 露 伴小說 の大體 はかうな つて ゐ 

る。 これによ つて 察する に、 露 伴小說 は、 技巧的に は 完全な 近代 小說 とはいへ ない、 東洋 的な 舊 型式 

舊 分子 を 多分に もって ゐ ると いひ 得る。 この 露 伴小說 の缺點 は、 當 時の 一般 明治 文學の 進度 を 語る 標 

準になる であらう。 同時に， 露 伴 個人に は 十分な 藝術的 天 分が あつたが、 早く 近代 小說の 技巧 を學ぶ 

機會を もたなかった 爲 めに、 その 天分 を 十分に 生かし かねた とい ふこと も わかる。 然し この 天分のお 

かげで、 露 伴小說 が、 鬼 も かく、 東洋 的小說 技巧の 粹を 集めた もの、 又 幼稚ながら 近代的 小說 技巧の 

先驅 となり 得た ものと して、 立派に 橋渡しの 役目 をつ とめた こと は 認めなくて はならぬ。 
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九 文學 史上の 露 伴 

此處 まで 來る 間、 僕は斷 えす 一 つの 問 ひに 答へ つ-. i 曰いて ゐた * それ は、 今日^^俘小說の文^-も的 

意義 は 何う か、 とい ふこと である。 以前 は 紅 露 二 { ゑ は 明治 文 學發展 上の 大立 物た る こと は 何人に も 承 

知され て文學 史上の 常識と なって ゐた。 だが 今日で は必 すし もさう ではない、 ひそかに^-ふに糸^,將と 

いはす、 どうも 一般 明治 文學 家の 再評價 時代が 來てゐ るら しい。 さう して E^e: 小說の ，％ 八"、 や k とも 

すると これ をが ^ 文 寧の 範疇に 押し こみたがる. - 若し これが 反動 文 たと すれば、 ^在 の^^が 甚だ 

消極的な ものに なって しま ふ。 僕 は 露 伴 小說を 初めから 單に 反動 視 する 考へ に は、 斷 然反對 である。 

露 伴 小說を 反動 視す るの は、 その 國粹的 形式 をと つて 世に 现れ た點が 主な 論據 とされて ゐる •  ^作 

その 人の イデ ォロ ギィを 封建 武士 族と 連絡 させられて、 それが t§ 二の 論 據 とされて ゐる。 然し これ は 

尙早 である。 第一に、 露 伴小說 がぁ& いふ 國粹的 形式 をと つて 現れた の は、 時代の 粹、 乂妆の 要求に 

よる、 國粹 的文藝 復興の 空氣 から 生れた ので ある" この 國粹 主義が „4 なる 反動ではなかった 如く. 

伴小說 もた とひ 外見 反動に 似て ゐて も、 決して 單 なる 反動 文學 ではない" 舉 なる 反動 文 风ハ であった な 

ら、 露 伴が 『風流 弗』 を 提げて 文壇に 登場した ときに、 何故 時の 批評家 は 口 を 揃へ て. 卞 ^ 作 S 出現 を^ 


美した であらう か。 僕 は それ 等の 讚美の 語 を 容易に 引く ことが 出来る、 さう して 彼等が 露 伴 を 天才？ i. 

して ゐた事 を明證 する ことが 出來 る。 坪內 逍遙 先生で さへ、 露 伴 を もって 正に レオナルド • ダ， ヴィ 

ンチ の再來 では ある ま s かと 畏敬した とい ふ。 か k る 讃美 は 何 を 意味す るか、 それ は 一部 時代 人の 感 

情、 文 擧的耍 求 を 最高 度に 滿 足させ 得た からに 遠 ひない。 國 カ發展 を背贵 にもった 社會 は、 平板な 擬 

寫實に 倦き て. - 0： (想 的 內容を もった 情緒の 文學を 欲して ゐ たので ある。 さて 叉單 なる 反動 文擧 でない 

こと は、 別に 露拌に 人生の 進歩 を 志す 理想が ある こと， 露 伴 小 說の內 容には 相當の 社會性 (， 例へば 主 

人 公に 職人 を々 y く 描いた 點で、 工業 日本が 豫 想され る 如き) が ある ことな ど を r 儿 ても會 得が 出来る。 

露 伴の 现想 は、 耍す るに 小 ブル ジ ョァ • ィ ン テリ ゲ ン チヤの 立場から ブル ジ ョ ァ社 會に對 して 道德的 

再教育 を 試みよう とした もので. 幾分 ブル ジョ アジ ィに對 して 否定的 態度 をと つたに せよ、 反動の た 

めで はない。 さう して 此の 理想が 又- 時代の インテリゲンチャの 對 ブル ジョァ 感情 を 具現した ものに 

外なら ない j 露 伴の 出現の 歡迎 された の は、 此の 點か らも 故 あるかな であった。 

i 以上 は 時代に 卽 しての 裹 であるが * 若し 日本 文 舉全體 の傳統 からい へば どうか。 露 伴 は 正に 馬 琴 を 

想起 させ- 紅葉 は 春 水 を先驅 とする。 紅が 時代の 描寫 者で あれば、 露 は國民 理想の 謳歌 者で ある。 紅 

葉 は 大衆 的な 讀賣 新聞に ゐ たが、 露 伴に 至って は 非 大衆 的高蹈 的な 國會 (新聞) にこ もった。 大衆 的 人 

氣 では、 露 は 決して 紅の 敵で はない が- 露に は インテリゲンチャが 全幅の 好意と 支持 を與 へて ゐ る。 
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こ. d を 世界的に 推し ひろめて い へ ば、 西洋人 は 露 伴 を も つ て 明治 文 舉界の 第 一 人お とする (『ァ ス トン 

n 木文舉 史』 の 如き )o 恐らく その 藝 術に 東洋 田 I 想の 粹を もり 上げて ゐる ためで あらう。 

明 台 文 直に 於け る 紅葉 は 周 圍に視 友 社 及び 門 生の 一 團を控 へ てゐ たが、 IS 伴 は 全く 投倣 者が なく ® - 

立獨 行に 斤 一かった。 强ぃ 個性と 主觀を 特色と する 藝術 では それ もやむ を 得な からう。 "お 伴の 作品 は 文 

擧界 一派に よって 大に推 重され たが、 それ は 情緒 解放の n マン チシ ズム と， 伴の 描く 純潔な 戀 

愛な どのた めで あらう。 一 葉 は 明らかに 露 伴 を崇拜 して ゐ たかに 見え、 文章 上に その 影 が兑 えて ゐ 

る。 子規に 至って は、 il^tis 、のず、 一お として 我から 模倣した。 遙か 下って、 歉 石と、 その モ ー ラ 

ル • ト ー ンの點 で 幾分 相 通す る ものが ある。 

*>.J が 畢竞露 伴の 藝術は その 時代から せば、 ブル ジョァ 日本の 國家 的自覺 を 象徴して 「我」 の 覺醍を 

齋 美した 詩であった。 露 伴の 強烈な 藝 術への 信仰 は、 取り も 直さす 產業 革命、 工業 的 曰 本への^:^ 的 

緊張 を 背景と しても つ。 表現形式 は 古典的な ものであるが、 そこに は 時代 を覺酲 せしめ 阔 の n 覺を 

强 めようと いふ 若々 しい 熟烈な 欲求が あった。 今 口 露 伴の 文舉 史上に 於け る 意義 を 要約して いへば、 

その 敎 養に 於いて 東洋 文擧の 精粹を 集大成した 最後の 古典 傳統繼 承 者で あり、 又 その 蘇 術 的 犬 分に よ 

つて 近代 小 說の發 達に 先驅 する ことが 出来た 點を 十分 强調 すべきで あらう， - ^,§作の薛術は時代.ぉ5^の 

表現で あるの みならす、 これ を 再教育し 指導しょう とした 點で 時代 意識の 發展 にも 與 かった。 その 現 


想 小說は 幼稚で もあった、 封建 武士 的觀 令； も殘 つて ゐ たに 違 ひない、 だが 何. といっても 逍遙 美妙に つ 

ぎ、 紅葉と 拉ん で- 明治 新 文擧を 日本的に 獨 立させる ために 與 つて 力の あった こと は、 如何に 再評價 

したと て 消え はしない. ン 此の 點 からして、 露 伴 は、 正宗 氏の 所謂 最後の 一人た るの みならす、 叉 最初. 

の 一 人で も ある、 その 天才 は ひとり 過去の 明治 文學に 生きて ゐ るに 止まらす、 現在 も， 將來 も、 大正 

昭和 文學 の汪洋 たる 流に 渾 和して 生きて 行く 運命 を惠 まれて ゐる わけで ある-。 

^,昭和七年十 一 月、 岩波 「日本 文學 講座」) 
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『一 一日 物語』 に 就いて . 

『二日 物語』 の 原型 

n 一日 物語』 とい ふの は、 『此 一 曰』 と 『彼 一 日』 とい ふ 各々 一 日の 物語が 二つ 维 つて ゐ るから さう 

名づ けられて ゐ るので、 それ 自身が 二日 間に 一 A る 物語 だとい ふので はない。 然し 二つの 物 •  おが^った 

とはい ふ もの 、、 何れも 西 行 法師の 生涯の 中の 『此 一 日』、 『彼 一 日』 の 出 來蔡を 描いた もので あるか 

ら、 二つの 物語と いっても • 所 誇 は 連絡 ある 一 つの 物語と 見て よく、 『ニ门物：^^1』とぃ ふ^名の 二：：^ の 

小說 だと もい へ るので ある." 

普通 知られて ゐる 『二日 物語』 は、 明治 三十 一 年！ 1=： の 文 藝俱樂 部 ra: 卷 1 1 號に r 此 一 日』 を、 明 

三十 四 年 一月の 文 藝俱樂 部 七 卷ー號 に 『彼 一日』 を發 表された ものであるが、 1|1^はそ5:^^仞の制作年 

代な り發表 年代な り は 今少し 古い。 最初の 發表 は、 明治 二十 五 年 五 月、 國會 とい ふ 新^  時^ 京^ 

日の 別働隊と なって ゐた 有力な 政治 新聞) に發 表された ものである。 然 かも 作^^ 作 先生が、 此の 作 

に 着手し ようとの 意圔を 起された の は， それより 更に 少々 古く. 實に明治ニ十g;^十ニ^I^-;s^吋にそ 


の 豫吿が 見える" ところで その 豫吿の 時の 題名が 面白い。 それ は 『二日 物語』 ではなくて、 『呵 風流』 

とい ふので あった。 『呵 風流』、 『風流 を呵 す』 なんて 變 妙な 題 だ、 それが 果して 『二日 物語』 と 同じ も 

のか しらと 疑問 を もたれる 方が あるか も 知れない が、 それに 間違 ひ はない、 豫吿の 文句 を 左に 少々 引 

用 ノ てお 目に かけよう。 二十 四 年 T.  二月 二十 七日 國會の 新年 小說揭 載豫吿 に、 露 伴 先生の 筆に 成る も 

のとして 『當世 文 反古』 と 『呵 風流』 の ニ篇が 載る こと を吹聽 して ゐ るが、 その 『呵 風流』 の 方の 文 

句に、 —— 

當世文 反古の を はり 次第 直に 揭 載すべき は 『呵 風流』 と 題す る 露 伴 子が 新年の 試筆な り篇中 笑って 

嘆す るの 詩 僧 あり 泣いて 罵る の 武士 あり 美人 は 忽然と して 頑 石と 化し 亡靈は 突如と して 暗 雪より 舞 

下る 變幻 怪奇の 自在 文字、 ァラ ビヤン ナイト 乎、 否、 鬼史 乎、 否、 劍俠傳 乎、 述異記 か、 否、 否、 

否、 Ka、 讀 者た^ 目を釗 して 待て 

と ある、 この 中の 詩儈の 文字で， 西 行の 出る ことの 推察が つくが、 三月 十三 日の 國會に 更に 次の 社吿 

が あるので 一 層 明白で ある。 

來る 火曜日より 露 伴 子が 水 年始め ての 構 思 執筆に か.^ る 『二日 ものがたり』 卽 ち呵展 流を褐 載す ベ 

し、 山と 雲と、 幽鬼と 詩 僧と 瀟洒た る 草屋と 明滅す る 孤燈と 解脫を 重んぜざる 猛士と 流轉を 免れむ 

とする 美人と は 一 日 一 日 紙上に 現 はれき たりて 將に讀 者に 相 見えん とす 

『二日 物語』 に 就いて  n 六， 
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卽 ちとれ によると 『二日 物語』 が 最初 ー呵 風流』 と 題 されん とした ものなる こと は、 明 由 だ。 

ところで、 何う して 若い 露 伴 先生が 『呵 風流』 などと いふ 題目で 西 行 を 描かう とした もので あらう 

か、 それに は 一寸 說明を 要する ことになる。 

『二日 物語』 の 意義 

元来、 露 伴 先生の 小說 はとい へば、 その 最も 有名な もの は 何れも 幽玄な 佛敎 3 わ 想 をと り 人れ た 神 155 

漂渺 たる ものであるが， 然し 最初の 出 發が紅 戶文舉 を 根底と して ゐる だけに、 初期 叫 五 年 問の 作.^ に 

は 江 戶文學 流の 氣 味の こもった ものが 多い。 江 戶文學 の 生命 はい は ゆる 風流で ある。 文 ゅ卽風 とい 

つても い- < 位の もの だ。 從 つて 先生の 諸 作 も、 處女作 『風流 禪 天魔』 以来、 『風流 佛』， 「風流 魔：：，^』、 

『風流 艷 魔傳』 等々、 風流と いふ こと を標 出した ものが 多い。 

此の 風流 を 旨と したの は、 當 時の 一流 文擧 者が 誰し もやった ことで、 獨り露 作 先生 だけに 限った こ 

とで はない。 ところが、 次第に 文舉 上の 經験 もつ み、 天. IV も 磨かれる につれ て、 此の 風流 卽 文が とい 

ふこと が、 露 伴 先生に とって 大きな 疑問と なって 来たので あるつ 風流 卽文ゅ は それでい..^ として、 所 

謂 風流の 文學 では 文學も 大した こと はないで はない か、 要するに 假 幻の 文^,  .^.^b の 文， だ、 然し 


自分 は眞 の文學 とい ふの はもつ と 深い 眞劍な ものでなくて はならぬ と 思 ふ、 大眞如 海の 表現、 卽ち自 

然と 人生の 眞の 姿を捉 へた もの、 それが 文學 でなければ ならぬ、 文學卽 風流と せば、 眞の 風流 も そ/^ 

になくて はならぬ。 若し さう とせば、 今の いままで 口癖に して 來た 風流の 二字 は眞の 風流で はない I 

いな、 事 實は大 無風 流の 極な の だ。 以上が、 露 伴 先生の 心中に 起った 一種の 文學的 覺醒の 大略で あつ 

た。 これ は、 # が 獨斷で 先生の 心理 を 推測して 述べた て、 ゐ るので はない、 歷 とした 文獻 がいろい ろ 

あるので、 例へば 明治 二十 三年 七月 一 一 十 一 日の 報知 新聞に 揭 載され てゐる 『造化と 文學』 とい ふー篇 

を讀ん でも、 その 邊の 消息が 早く も 出て ゐる。 此の 文章 は 元来が 知友 某氏 (森 田 思 軒 か) に文學 上の 煩 

悶を訴 へた 書翰で あるが、 露 伴 先^の 文擧を 語る 上から いって 可成り 重要な もの だから， 一 二 節揭げ 

る ことにする。 

元來 小^ は 其 前 は 鬼 も 角 文筆に たづ さはり し 此方 常に 一 心 風流 風流と 志 ざし 常に 又 愉快に 大 得意に 

細き おもしろみ を 抱へ 得て 嬉し 悅び 消光いた せし により 靑{ 仝 を 翔る 雲雀" やうと 自分ながら も 許し 

餓死 も 恐れす 凍死 も 恐れす 假 令ば 强盜に 野に 逢 ふと も 其 中 必す叉 一 路の 風流 鄕に 通す る ものあって 

我 は 悲しみ 惱 みながら も樂 しみ を 得べ しと 覺悟 致し 居りし が 段々 迪り 行く や 風流の 一 路も 渡し舟な 

き大 江の 爲 めに 遮ぎ られ 居る を發 見し 正 理に協 ふ 情 を 風流と いふ ものと 大安 心し 居た る も 畢竟 尙風 

流 を 見る こと 近から ざり し 故と 悟り 時時 無 礙三眛 も 最後の 時 一 つに 蹉躓 する ものと 考へ 自分の 情 も 

『二日 物語』 に 就いて  四 七」 
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無風 流に 働く 時 ある を 見付け 第 一 小說を 作りし 事の 今まで は淺ら す大 無風 流な りし を 自ら jjs; めて 悲 

しく 候 上尙此 後も大 無風 流 心 を もって 魔 作の 世界 を 小 說と名 づけべき かとお もへ ば 筆 を 取る も 

最年 無くなり 候 今までの 文字 は (中略) すべて 幻術 者が 作り出せ，， 舞 臺を假 りに 名 づけて 3 れ 〈世界と 

欺き 候 ものと 驚愕の 外な く 候 (中略) 是れ 詩人が 自 から 妄想 胡 思の 異形 怪物 か 左な くと も 無血 無：： 湫 

の 影像 を 紙上に 躍らせし のみに て 未だ 眞 風流の 眞小說 に は あらざる ベく と考 へられ 候 (屮 略) 到底 

妄想 撲滅に あら すん ば 無茶なら ざる 小說は 成らす 大眞 如界に 信ぜ すん ば 好 句 も 好 小^も 成らす 終に 

善人とならすんば詩人にはなれゃ學問勉强修辭苦勞は末の末と姑くなげゃり候3:;^:^に候風流ぉ 一 は 

生死 關 頭に 妄想 を 切る と 考へ候 

かくて 先生 は、 此の 文學的 覺酲を 作品の 上に. 現すべく、 久しく 機 を 狙って ゐ たが、 二 卜 叫3 ^の 冬に 

至ってい よいよ 西 行の 生涯 中の 揷， 話 幾つか を. 題に、 自家の 作風の  一^ 換を 計らう としたつ それが 卽 

ち 『呵 風流』、 卽ち 『風流 を呵 す』 とい ふ 題の 下に 書かれる ことにな つた もので. 以 h の ^叫 を ぬんで 來 

ると、 この 『呵 風流』 の 三 字に 露 伴 先生の 當 時の 創作 心理が よく 出て ゐる。 と：：！： 時に、 『1^ 風流 7 卽 

ち nicz 物語』 が、 露 伴 先生の 作品 中、 如何に 重要な 契機 を 成す もの かとい ふこと も 分かる ので ある リ 

然るに 此の 時の 『二日 物語』 (正しくば 『二日 ものがたり』) は. IE いかな. { 尤成 せす、 今 n 怖 はって ゐ 

る もの、 『此ー 曰』 其 五のと ころまで 中絶して ゐる (字句に 多少 出入 は あるが、 殆んど 今 口の /二 


日 物語』 と 同じで ある ).- これ は 恐らく 先生が 當時 新聞記者 として、 讀者を 限 中に 置くべき 小說を 書く 

こと を餘 儀な くされて ゐ たこと が、 最大 原因と なって ゐる こと- -思 ふ。 その後 『此 一 日』 は續 成され 

て 三十 一年 二月 發 表され、 更に 數 年の 苦吟 を 經て、 『彼 一 日』 が 三十 四 年 一月 發 表された こと は、 最初 

に 述べた 通りで ある，^ た^ 國會に 出た もの &豫吿 その他で 考へ ると、 此の 作の 原型 は大體 今日 傳 はつ 

てゐる 『二日 物語』 と 同じであった らうが、 內容に 多少の 相違が あり はしなかった か、 豫吿に 見える 

「泣いて 罵る 武士」 「解 脫を 重んぜざる 猛士」 と は 何人 か、 それ は 今日 0- 『二日 物語』 に， 出て 來 ない 

ので, . さう 察せられる。 

露 伴 先生と 西 行 

露 伴 先生が 西 行に 傾倒され てゐ るの は 一日の ことで はない。 西 行の 歌集の 『山家 集』 は n 十く から 先 

生の 愛讀 書の 一 であった ので、 現に 『二日 物語』 の 書かれる 數月 前の 國會 紙上に、 『夜半の 鐘』 と 題し 

て、 『山家 集』 の 歌 を主题 にした 感想 を 二十 七 條も發 表して ゐる。 これ も餘り 人の 知らぬ 文章で ある。 

が、 勿論 『二日 物語』 と 併せて 讀 むと 甚だ 面白い ものである。 尙ほ 先生 は 三十 六 年に は 富山房の 名著 

女 庫の 卷八 として 『山家 集』 を 校訂 刊行して 居り、 三十 九 年に は 藤 岡 作太郞 博士 校 刻の 『異本 山家 集』 

『二日 物 l^,i』 に 就いて  四， 七 一二 
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に 長編 序文 を 書いて ゐる。 叉 その他の 隨练 等に も、 西 行の 名が 屡： 散見して ゐる。 全く 先^が 两 行に 

倾 倒されて ゐる こと は * 1 日の 故で はない。 『二日 物語』 に 西 行 を 主人公と したの も、 偶然に 思 ひつい 

だもので はない ので ある。 

『二  B 物語』 の 骨 組 は、 大體 『撰 集抄』 によった ものと しても、 その他に も、 西 行の 傅 を 書いた 『圆 

位 上人 傳』 • 『西 行 一生涯 草紙』、 『西 行 物語』 等を讀 破され ての 上で ある こと はいふまで もなから う。 

さう して 西 行の 眞 面目 を寫す 材料と して は、 その 生涯の 心血の 結晶と もい ふべき r 山家 集』 によった こ 

とも 勿論で ある。 又 『此 一 曰』 の 其 一 其 一 一 あたり、 西 行が 柱 を 懷ひ今 を悅ぶ 一 段 は * 軍 にお 想に 任し 

て 筆を馳 せた ので はなく、 弘法 大師の 『十 住 心 論』 によって 敷衍した もの、 それから 崇德 卜：^ の 御 亡 

靈が西 行に 語る 御言 葉の 中、 保 元の 亂を 起された のを悔 んで怫 道に 入らう とする 御 志 を 立てられ たと 

いふ 一段 は、 上皇が 藤 原 俊 成に 與 へられた 長歌に よった ものと いふ こと は， 露 伴 先生が 此の 作の： S 釋 

奢 (沼田 額 川) に 輿へ た 書翰に 明らかで ある。 (沼田 氏の 註釋 11  二  n ものがたり』 は、 此の 作 を 味 はふ 

上に ついて： 恰好の 手引で ある、 おす- r めして 置く  J 三十 九 年 柬亞堂 刊行)。 

• 尙ほ 『此ー 日』 に 描かれた 事實 について いへば， 西 行が、 崇德 卜： 皇 崩御 後、 諧 岐に 渡って 松 山の 行 

宫跡を 尋ね、 白 峰の 御陵 を拜 した こと • 此の 前後 暫時 弘法 大師の 蹐 近くに^ 住した こと は、 『山.：1^- 


集， にも 和歌が あって- 疑 ひもない 事實 である。 白 峰 參拜の 一條 は， 『源平 盛衰 記』 にも 『撰 集抄』 に 

も 見えて ゐる。 そもそも 西 行 は、 崇德 上皇と は、 上皇 御 生前， 和歌の 道に 於て 深く 契合す ると ころが 

あつたば かりで はない、 上皇の 外戚の 關係を 尋ねる と、 密接な 主 從の關 係が あつたの である。 上皇の 

御 母 は 待 賢 門院 萆 子で、 門院 は 德大寺 家の 出、 左大臣 實 能の 妹で ある。 然るに 西 行 は 此の 實 能の 家人 

であって、 主人の 妹た る 門院の 知遇 を 受けた とい ふ。 『山家 集』 をよ むと、 待 賢 門院と いふ 語が 度々 出 

て 来る、 上皇と 西 行と は， 御 母の 時代から して 深い 主從關 係が あつたの である。 從 つて 西 行 は 在俗 時 

代 は 勿論、 出家して から も、 上皇の 御 運命に 深甚な 同情の 淚を 注いで ゐた。 現に、 西 行の 出家の 原因 

が- 上皇へ 御 同情した 餘り、 皇統の 亂れを 憂へ ての ことで はなから うかと いふ 考證說 さへ 出て ゐる位 

である (藤 岡 作太郞 博士 『異本 山家 集』 附錄西 行 論 )o 從 つて 『此ー 日』 に 見る 如く， 上皇の 御陵に 參 

拜 して、 その 餘 りの 荒れ果てた 有様に 熱淚を 垂れた の も， た^ 一片の 感傷から 出て ゐ るので はなく、 

全く 上皇の 御 境遇、 御 運命に 對 する 深い 同情から 湧いて 出て ゐ るので ある。 かくて こそ、 西 行の 熱、.， ？ 

な 回向に 感應 して 上皇の 御 亡靈が 出現され ると いふ こと も、 極めて 自然になる。. 『此ー 曰』 は、 祟德上 

皇と西 行との かう いふ 特殊な 關係を 知って 讀む 方が、 一段の 面白味 を 加へ る。 . 

IT 二日 物語』 に 就いて  四 七 五 
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空前 絕 後の 名作 

『二日 物語』 は 何れの 一 日 も， 比類 少ない 名文 章で あるが、 別して 『此ー 曰』 は、 これ を 遗んだ 入 

人で 讃 歎の 情 を 表さぬ はない。 K 山 花 袋， 大町 桂月の 如き 明治時代の 文毫 から、 谷 崎 潤 一郎， 菊 池. お 

の 如き 現代の E 匠に 至る まで 口 を 極めて 賞美して ゐる。 此の 白 峰 御陵の 一段 を 小： 説 化した の は、 みく 

は 上 W 秋 成の 『雨 H 物語』 (卷  一、 .En 峯) であるが、 その後 曲 亭馬琴 は、 此の 『： 刚パ 物. 認』 の. 21 降の 條 

を， 自作 『椿 說弓張 月』 の爲朝 白峰詣 での 條に そっくり 模倣して ゐる。 模倣して ゐ ると はいへ- 流石 iil 

琴で、 秋 成の 西 行 を、 爲 朝に 代へ て寫 して ゐ るの は、 機轉 とい ふべき ところで ある。 伴^ 生の 『此 

一 日』 は、 大體の 構想が 『雨 月 物語』 に 似た ものであるが • その 描 u: おの tKT 四 行の 風貌が パ物 

語』 に 比して 一段の 高 致 を 加へ、 この種の 文章と して は、 日 木 文學. 一 ^卜. 络前絕 後の 名篇 と稱躜 されて 

ゐ るので ある。 本文に ついて 讀 まれる と 分かる こと だが、 『此ー 曰』 は、 *c 行が！？ 岐に 假 化 をして ゐた 

ころ、 崇德 上皇の 御 命日に、 白 峰の 御陵に 詣 で- - 後世の 御 祈り をした ところ、 上 の 御. Lr 慰が 怪しい 

影に 現れ 出て、 世 を 惡み人 を怨む 御言 葉 を 出される ので、 西 行が 因 無常の 近 现を說 いて 御^めす る 

と、 上皇 はな ほな ほ 猛り立 たれ、 頻りに 世 を^ ふ 極 貢 激語 を 浴せられ た 卜： 火の. g く 怒り 立て， ー獗 


直ちに 世 を 減し * 人 を 屠らう とされる。 靑焰赤 光が 闇に 盤え て 虚空に 反響す る 物凄 さ。 實に 請んで 末 

段に 至る と、 鬼氣が ぞっと 身に 迫って、 風な きに 庭樹 自ら 動く といった 趣きが ある。 

本誌に は、 誌面の 都合で、 『二日 物語』 中 r 此ー 日』 だけし か揭戟 されない とい ふから、 序に 『彼 一 

日』 の 極概を 書き 添へ て 置かう。 『彼 一 曰』 の舞臺 は、 鋼燈影 淡き 冬の 長 谷 寺で ある" 觀音 堂の 中庭 

架く、 法 施 も 栗て 西 行 は 小暗い 燈 籠の 蔭に、 默 然と 坐って ゐる 折し も， 閽 にもし るき 人の け は ひ 

である。 西 行 は 同じ 菩提の 友よ と、 その 人の する 數珠の 音に かこつけて 歌 をよ みかける と、 その 人 は 

「こ は 如何に」 と 西 行の 袖に すがる。 よく 見れば、 これ こそ 都に のこした 舊緣の 妻だった ので ある。 

實に夢 かと 思へば 夢で なく、 現 かと 思へば 夢に 似た 一 夜で は ある。 妻 も 今 は 出家 僧形の 身ながら、 娘 

のた めの 妄執に 悟道に 入り かねて ゐて、 怨 むが 如く 泣く が 如く > 昔の 夫 西 行に 母性の 苦衷 を訴 へる。 

そこで 西 行 は 改めて 娘の 剃 度の こと を 物語る うち、 妻の 妄執 も， 法の 水に とけて、 冷々 たる 月光に 浮 

び 出た 合掌 二 體の淸 々しい 影の みが 淺る。 一 結 淸絕、 その 餘韻、 その 莊嚴、 實に 何ともい ひやう がな 

い。 これが 眞の 詩でなくて 何で あらう、 これ こそ 眞實 S 詩 中の 詩 だとい ふ氣 がする。 『此ー 日』 に 比較 

して、 文章に 幾分の 弱さが あると いはれ るが、. その 藝術的 效果に 於いて、 決して 『彼 一日』 は 『此ー 

日』 に 劣る もので はない。 矢張り 兩兩對 等に 見て、 對 照の 美を稱 へるべき もので あらう。 

私 は 【此 一 曰』 の藝術 美に うたれ た讀者 諸君が、 必すゃ 『彼 一 日』 を も併讀 して 『1 一日 物語』 が H 

『二日 物語』 に 就いて  四 七 七 


豳 
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本文 學 史上 比類な き名篇 とい はれる 所以 を味識 されん こと を、 望んで やまない。 

(昭和 十 年 四月、 現代 十六 ノ五號 ) 


「風流 微塵 蔵」 と 「天う っ浪」 について 

はしが 含 

本篇で 「自分」 の 語で 代表され てゐ るの は、 露 伴 先生 御自身で ある。 

本篇 の內容 は、 この度 r 國 語と 國 文學」 の囑 によって 新しく 先生に お 話 を 乞うた もの を 主と し、 かねて 私が 先 

生のお 話 を 隨聽隨 記して 置いた r 談叢」 とい ふ 大きな 囊 から 引出した もの も 多少 交って ゐる。 

露 伴 先生の 作品 を 語る に 際して は、 從來 「風流 佛」、 「五重塔」 等 を 中心とする 傾きが あつたが、 それだけ にか 

かる 作品に つ いて 語った 文献 は 可成り 多い、 それで 本篇 では、 わざと かう いふ 作品に 觸れ ず、 從來 比較的 語ら 

れ たことの ない 「風流 微 麈藏」 と 「天う っ浪」 の 二 大作に ついて お聞きした ところ を 中心とする。 

先生のお 話 は 元 來發表 を 目的と した 整然たる もので はない ので、 勢 ひ 或る 場合に は 語って 詳 ならぬ ところが あ 

るか も 知れない。 その 時には、 必要と 考 へられる 限り、 筆記者の 註 を もって 補 ふこと にす る。 從 つて 文責 は 全 

く 筆記者に ある。 

「風流 微塵 藏」 

とれ は、 明治 二 七 六 年から 二十 八 年まで 足 かけ 三年 間國會 (新聞) に §rt: たもので、 一見 それぞれ 

「風流 微塵 藏」 と 「天う っ浪」 について  四 七 九 
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連絡の ないやうな、 それで ゐ て何處 かに 伏線で 結ばれて ゐ る幾篇 かの 小說を 連鎖 的に &:2 いてみ たの 

だ。 もともと およそ 單行本 二十 册 位になる だけ 書かう としたの だが、 出版 上の 都合で さう 遂行し かね 

遂に 五册 (實際 自分の 書いた の は 四册分 だけ) で 中絶と いふ ことにな つた。 もっとも この 中絶と いふ 

點 からい ふと、 最初から 揭 載し つ^けた 國會 新聞の 廢刊 (二十 八 年 十二月) がその 最大！： をな した も 

ので ある。 その 五册 は、 「さ、 舟」、 「きくの 濱 松」、 「ひとり 寐」、 「雲の 袖」、 (少し を^て) 「もつれ 

絲」 であるが、 「もつれ 絲」 の 方 は 腹案 を 授けて 田 村 松 魚に 執筆 さした もので、 自分 はほんの  一二 回 加 

筆した に 過ぎなかった。 

この 連鎖 的、 或は 環聯的 小說で 自分が 意圖 した もの は、 まづ 種々 の 運命 を 迎る人 問の 生^の 或る 場 

合 場合 を、 個々 の それ を 主として 澤山 描いて、 そして それ 等が 或る 場合に ぶっかり 合って 行ったり 又 

幽に すれ 合って いったり する の ，ど、 人物な り 事件な りで 連 環 させて、 お 合 的に 小さいながら 俊雜 した 

人間 寧 象 を脊髴 させ やうと する にあった。 然し 何分 腹 構の 全 體が四 分の 一 なり 五分の 一 なりに ii めら 

れて しまったので、 序 品 だけし か 成就し なかった やうな 譯 だ。 新聞が 廢刊 になっても •  CI 分 だけで 遮 

二 無二 書けば よかった かも 知れない が、 書く 舞臺が 無くなったり、 その他の 裹情も ありで、 これにば 

かり か、 つて ゐる ことが 出来ない、 それでつ ひ 未完の ま、 今日に 及んで ゐる。 

(此の 梗概、 筆記者 補註) 第一 册の 「さ. - 舟， 一とい ふのに は、 「さ- - 舟」、 「うすら ひ」、 「つゆくさ/ 


「荷葉 f^」 と 短. 篇 四つが 入って ゐる， (明治 二十 八 年 十二 月刊)。 「さ &舟」 はこの 小 說の總 體の發 端と 

なって ゐ るが、 その 發端は 丁度 明治 七 年の 出来事 だ。 二十 何年 振りで、 ト； 總の 久留里 在の 青柳 村と い 

ふところに 叔母 を 訪ねて 来た 栽 松 道 人なる 僧と 叔母のお とわとの 今昔の 物語りが 經 となり、 少年 新 三 

M バン 女お 小夜 S 牧歌的な 愛の 交ら ひが 緯 となって、 その 間に 後篇 乃至 後 集に 出る 隨々 な 人々 や、 人 

人の 名前 や を 織り 交ぜて、 よく 微塵 藏總 序の 役目 をつ とめて ゐ る。 新 三郞は 境遇が 惡 いので (繼 母の 

ため) ひね こびた 片 いぢな 少年と なって ゐ るが、 心の 晴々 した 時には 「菩薩の 幼な 立ち」 にも 疑 ふ 程 

麗 はしい。 栽 松の 一一 一一 I： 語擧 動から、 その 若年の 時の 出家の 原因が、 お 小夜の 母のお しづに 關 係の ある こ 

とが 察せられる。 「うすら ひ」 はお しづと 兄の 子 遠 藤 雪 丸の 物語、 支那へ 渡って た 事業 をしょう とい ふ 

S 丸の 客氣 (勿論 此の 譚が 書かれた 時 は 曰 淸戰爭 の 未だ 起らぬ 前で ある) をお しづが 戒 しめる。 「つ 

ゆく さ」， 雪 丸が 横 濱出發 の 場面で. 雪 丸と その 無名の 情人と が 別れ を惜 む。 「荷葉 盃」、 再び 新三郞 

お 小夜の 睦 びから. 栽 松の 叔母お とわが 故あって お しづの 許に 引取られて 死ぬ こと、 九つの 新 三郞が 

遂に 東京に 丁稚奉公に 出る までの 物語で ある。 四篇中 最も 詩趣 豐 かな 一 篇で、 少年少女の 世界 を 描い 

て あると ころが 殊に 美しい。  . 

第二 册- 「きくの 濱松」 (明治 二十 九 年 二 月刊)、 これ は總て 九州 小 倉での 出来事と なって ゐ るが、 や 

はり 明治 七 八 年と 見て い-.。 內容 は大體 前後 三 段になる。 第 一 段 は 栽 松 道 人と その 弟子 玉 山 (本名 玉 

「風流 徵麈 蔵」 と 「天う っ浪」 について  aj,^1 
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之 助) の 金 仙 寺に 於け る 生活、 第二 段 は 栽 松， 玉 山に 因んで 出入の 肇屋正 太郞の 身上に 移り、 正太郞 

と 女房お 初. お 初に まつ はる 喜 悲劇が 中心と なる、 第三 段 はこのお 初に まつ はる 喜 悲劇 を、 お 初の 昔 

の 戀人久 四 郞のロ を かりて 說 明した もので、 これ は 第三 册の 「ひとり 寐」 に縯 く。 ー篇 通じての 立 役 

は^ 山で、 彼の 惡戯、 畫才、 天眞 爛漫の 性格な ど、 さもない み-陰 氣 臭い 害の この 物語が、 "玉 山 一人 出 

るお かげで、 何となく 明るく、 光明と 陽氣 さが ある。 

第三 册 「ひとり 寐」 (明治 二十 九 年 四月 刊行) これに は 「ひとり 寐」 の ほかに、 「さんな きぐる ま」、 

「あがりが ま」 の 二つが 人って ゐる。 「ひとり 寐」 に は 久四郞 の 物語りの 續 きと、 お 初 側の 辯 解めく も 

のとが あり、 正 太お 初の 離緣 となって 終る。 「さんな きぐる ま」 では、 w び 新三郞 のこと、 なる。 新 三 

郞の 出立、 お 小夜 母子の 見送り、 奉公先の 主人 坂 本屋 喜 藏の素 生から、 新 三郞の 奉公 生活に 雄 をつ け 

てゐ る。 喜藏 とい ふの は 先代 坂 本屋に 見込まれて 一 人 娘のお この.^ 養子と 定 つて ゐ たのが、 おこのに 

は 嫌 はれ、 坂 本屋から は體 よく 逐ひ 出されて、 却って 奮闘 勉強して 身代 を 起した つ おこの k 方 は^て 

通じて ゐた 手代 榮吉を 引 入れた が、 間もなく 零落して 田舍落 をした とい ふ" これが別に又  一 ^の物..^2 

と發展 して 來る。 「あがりが ま」 は 二 段に 別れ、 第一 段 は 昔の ことで、 おこの 榮. の 馴れ そめ， 立 逐 

出し、 榮吉が 坂 本屋の 暖簾 をつ ぐ 迄の 物語、 第二 段 は 今の ことで、 零落して 而 かも 榮. を 失った おこ 

の 母子の 身の上に、 成り 上り 者 勇 造の 暴 手が 迫って ゐ る.^ 


第四册 「雲の 袖」 (明治 二十 九 年 八月 刊行) は 「あがりが ま」 の繽 きで、 義賊 蠣崎 十郞が 出て おこの 

母子の 不幸 を 聞き- 母子 を 助ける。 然し 十 郞の押 込み 先のう ちに、 坂 本屋が あり， 而か もこの 時十郞 

に 同行した おこの i 子 榮太郞 が 落した 手紙から、 榮太郞 が 盗賊の 同類と 疑 はれ、 おこのと 喜藏は 更に 

恨 を 結ぶ。 

第五 册 目に 當る 「もつれ 絲」 (明治 三十 五 年刊 行) は、 「雪の 袖」 より 前、 むろし 「あがりが ま」 の 中 

の 一 揷話 ともなる ベ きもの だから、 後篇と. S はう よりも 拾 遣と いふ 方が 當 つて ゐ よう。 ^ この.，， 良^ 

すまが 千 住の 料理屋に 奉公して 苦勞 する ことから、 十郞の 義俠に 助けられ るまでの 物語で ある。 

(以下 先生のお 話) 第 四册の 「雲の 袖」 に續く 筋に 「みやこどり」 とい ふの が ある。 こ；^ よ. 後に 故 

あって 微塵 藏 中から 除いて 別に 改題して (「川 舟」) 三十 五 年刊の 『露 伴 叢書』 中に 收 めた。 これ はや は 

り 新 三郞の 方の 物語に 還る ので、 新 三 郞は坂 本屋の 盗難の 時の 手 落から 主人 喜藏に 迷惑 を かける こと 

になって 主人との 仲が 面白く なくなった ところへ * かけ 先から うけとった 金 を 落したり する のでい よ 

いよ 居に く& なり、 お 小夜の 母のお しづの 世話で 新しい 奉公口 を兑 つけても らふ。 「みやこどり」 はこ 

の S 三郞の 新しい 奉公先の 眞里谷 謙齋の 家の 出来事になる の だ。 謙齋の 息子の 雪 雄が ふとした 事で 廓 

に 足 を 入れた が、 こ.^ で 哀れな 身の上の 女に 會ふ、 その 女と 雪 雄との 交涉、 それ も 主として 手紙での 

交渉が この 物語の 本體 になって ゐる。 

「風流 徵 塵藏」 と 「天う っ浪」 について  四 八 三 
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かう いふ 風に 暫郞ぉ 小夜の 物語から 發 端して， 此の 二人の 物語から 離れて 別の I を S させ、 

1 わたり 發展 させて しま ふと 又 此の 二人の 物語に 還って 来る とい ふやうな 具合で 連環體 とか 何と カレ 

つても、 凡ての 物語が、 この 人の 物語に よって 墓され てゐる *  丁度 他の 凡ての I は數， 珠のゃ 

うな もの、 此の 二人の 物語 は その 珠を つなぐ 緒の やうな ものと もい へる。 從 つて 臭に この 二人の 物 

語が、 「風流 微議」 完成の あかつきに は • この 作の 中心的な 1」 を..：： める とい ふこと にな 翁 だつ 

た。 この 二人の 運命が この 後 何う もつれて 行く ことにな つて ゐ たか、 自分が 當時 腹稿 として 立てた も 

の、 記憶 をい ふと. 子ども 時代に 無 邪氣に 好き 合って ゐた 二人 は、 やがて 種々 な. m 命 を^て とし 

てめ ぐり 合 ふ、 さう して 二人の 間に 昔と は 遠 ふ 情緒の ものが 生す る、 そのために いは ゆる 人き 苦杯 

を敢て きめさせられ、 悲慘な經路を いろいろと？ わ. つかに 解脫 安住の 地に" ま *  .V いった ことにな 

るの だ。 それ だ tl 郞の 十八 九 t が 漸く SS 人る ので、 き 前 は f 品 だけ だ。 本 5> に 

人る と、 の 序 品でば らばら に 思 はれて ゐた 人物 も 出来事 も、 それぞれ 新 一一. 郞ぉ 小夜 二人 S 命に 絡 

らんで また 出て 來る ことになる。 此の 二人が 何う して S あ ふか、 叉 何の 爲 めに 苦杯 を f なくて は 

I ぬか、 マての 邊 のこと に 多少の 記憶 もないで はない が、 何しろ まだ f も 何もせ やに 抛げ たもの る 

ので、 それ を 今更 詳しく 話した とて 仕方が あるまい から、 それ はやめにしょう。 

暫郞 とい ふ 性格に は， 自分の 極く 遠い 知合の 或る 一人が I モデルみ たいに 借りられて ゐる、 然 


しこの 人 は その後 人生 を 悟って、 肉 分が 豫想 したやうな 波瀾の ある 生活 をせ すに、 無 章 凡て さ 

世 I つたので、 き は 小 說と は全然違 ひます。 その他の 性格 も、 乇， テルが あると いへ、 まあり、 ない 

といへば ない、 何れも 作者 胸中の 人物と 見て いえけ だが、 强 ていへば 無論 それぞれ 何處 かで モデル 

I ゐ てまて きわけ だ。 例へば 雪 丸と いふ 性格. これ は 何も かう ぶ 青年 支那 浪人 式な 人物 だつ 

たので， £.5。 欲 蒙强义 物であった が、 それ |き| 的 成功 熱 マ f  家の 重 0 

ための 捨石 とな f いふ f 人物ではなかった が、 他 まとた 調子 さて 一 季る 別人が あつたの 

で その 人の 仕事 を 借りて 此の 人の 事に した 。 又 「きくの 濱松」 の 玉 山、 これ も モデルが ある、 I. 

な洒脫 な、 これ を 雛 僧に したなら 正に t いふ 性格になる かと 思 はれる 人物で あつたが、 i0L 

，假 の姿| らせ たとい ふ 位の もので、 勿論 その まさ 寫眞 ではない， 第 I 年齢から して 大變な 違. 

ひで むしろ 自分な ど &は段 違 ひの 先 《 だった。 自分 は 他人の 事實 を直冩 したので はない。 ぉト 夜、 

お しづ、 栽 I 人から、 璧 正太郞 とかお 初と 久 g 郞 のこと、 喜藏 きの、 善の こと， 又 「みやこ 

どり」 の 震と お 文の ことな ども、 同様で、 何れも 現存した 事件 や 人物の 幾 片かを モデルに つかつ C 

は あるが、 纏と して I 分の 作った もの まふ 外 はな" 事件 まへば • 舊上總 にしたり、 或は 

t にしたり、 浦 和に したり 東京に しず、 いろいろに 動かして ゐ るが、 これ も必專 しも それぞれ 

の 土地に あった 事件で はない から (それぞれの 土地に もって 行った 理由はぁ るが)、 さ邊も そのつ 

「風流 微塵 蔵」 と 「天う っ浪」 について 
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もりで？ まんで 頂きたい。 

「微塵 藏」 の 中 f 共に、 自分 も 腹稿ヌ i をた、 み 込んだ ま \ その他の 作に 生かす とい ふこと 

はしなかった。 然した. - 一 つ、 明治 三十 年頃 (筆記者 註。 明治 三十 年 十二月) 圃民 新聞に 寄き 力け た 

「爆の 靈」 とい ふ もの、 あれに は、 M の I 中の ある 筋 を 使って 書いて みょうとい ふ氣 があった 

が， 輿が 乘ら ないで、 これ も 中 絕で實 現せす に 終った。 

(i 霞 二。 「風 i 顏」 とい ふ總 題の 意味 は、 國官 出た 「風流 微囊」 の 引と いふの I むと よく r 

る o(  二十 六 年 一 月 三日 國會) 

風流 微塵 fi 引  、 I. 

我 聞く。 文の もって 義を 載す る を、 脂那 には經 とい ひ、 西 天に は 線と いふ、 ggsf  S に取リ 線 は 

花 を 貫き 5 ま 作し 失墜せ ざるの 意に 取る と、 我が 心に 得 5 に？ る もの、 之 を 呼ん 5 となさん 力 . - 

ずし も 經緯 相 織き るな り、 之 を 名 づけて 線と せんか、 必ずしも 花 を 貫きて I を 作し 失墜せ ざるに あらぎ 

なり、 乃ち 之を稱 して 蔵と なす、 蓋し 我心に 得る ある 冉々 たる 雲の 如き もの、 我 I に？ る 5、 た， &の， ぶ 

きもで 中 S せられて 而 して 後？ 半 明 半 猿に 存す るの 意 £ るの み。 f 標す るに I を 以てす" 

ま、 其 極めて 小なる こと 猶ー Is  くなる と、 兼て は 置に 所謂|- 出 着の 義 とに f なり。 ^^1 

f の 人 こ あらず、 I 千 世界に 等しき の大. I を 一 微塵 中に 见る能 はず、 すな はち 風流の  一 え で て J ノレ 

大願の 諸 佛諸 聖が 見る ところの ものに 9 る 無く、 單 にも を 以て 微， § し 品花評月 の 小 文 ま-逢し リ 


すに 止まる ものなる こと を 明かに す。 

明治 二十 六 年 一 月 先づ藏 中の さ、 船 を 出す に 常つ て 豫め全 藏の引 をな すと 云爾 

癸 已元且  幸 田 露伴識 

なほ 此の 年 二月 十七 日 國會に 「さ、 舟う すら ひ を かねて 微塵 藏 について」 とい ふ 文章が ある、 これ も 上記の 

引と 表裏して 「徵 麈藏」 執筆の 精神 を 知る に は 肝要な ものである。 殊に 「微塵 藏」 中の 出來 事の 時間 的な 背景 

はこ の 文章の 方に 明記され てゐ る、 「さ.. -舟」 は 明治 七 年、 「うすら ひ」 は 同年 冬と いふ 如くで ある。 これ を 基礎 

として 類推 すれば、 「微塵 藏」 各篇の 時間 的 背景が 次第に 判然して 來る であらう。 

(筆記者 註) 二。 「微塵 藏」 の 國會に 出た 順序 は 次の やうに なつ てゐ る。 

1 明治 二十 六 年 一月 「さ >t 舟」  二 同  二月 「うすら ひ」 

三 同  三月 「つゆくさ」  四 同  三月 「蹄 鐵」 

五 同  四月 「荷葉 盃」  六 同  九月 「きくの 濱松」 

(第三 十七 回 以後 「ひとり 寢」 として 單行) 

セ 同  十二月 「さんな きぐる ま」  八 明治 二十 七 年 十月 「あがりが ま」 

(第 十二 回 以後 「雲の 袖」 として 單行) 

九 叨治 二十 八 年 二月 「みやこどり」 

(「あがりが ま 後譚」 と 添書 あり、 後 「川 舟」 と 改題す) 

右の 中、 「蹄 鐵」 は單 行書の 「風流 微塵 藏」 中には 入って ゐな いが 『露 伴 叢書』 の 中に 收 まって ゐ るから， それ 

「風流 微塵 藏」 と 「天う っ浪」 につい  一，  ST 八セ 
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で 見られる。 

「天う っ浪」 

題が 題 だけに、 何 か 海事 思想 養成の 目的で 書かれた の だとい ふ 風評 も傳 はって ゐ ると いふが、 決し 

て 直接 さう いふ ことから 書いた ので はない。 丁度新聞に出た時が曰露戰爭の^^前でぁったから (策 記 

者 註。 明 台 三十 六 年 九月 一 一十 一 日より 讀賣 新聞 祸載) 、さう 疑 はれた かも 知れない、 姝に^^：分の肉-ぉに 

海事 關 係の人 間 〔郡 司 大尉〕 がゐ たりした ので、 餘計 さう 思 はれた かも 知れない。 然し^ 赏は 今い. 

り 何も さう 意圖 はなかった。 といって、 題名が 「天う っ浪」 であり、 人物に 船乘 りが 出て 來、 又^ 險 

者 流の 遠洋漁業 めく 相談 話な ども 出て ゐ るの だから * 勿論 海に 緣 のない 筋で はない、 緣 のない どころ 

ではな ハ、 大て緣 が あるので、 た^ 海 は 海で も、 自分 をして、 さう 海 を 舞 にした 小.^ を ゆ" きたいと 

考 へさせた の は、 他に 譯 があった。 

それ はかう だ。 布哇の 今少し 北の方の 太平洋 上に パル ハム. リ ー フと いふ 無人 孤 a が ある。 リ ー フ 

とい ふので * ぃは^-洋上の巖礁、 人も居す水も無ぃ仕方のなぃものと見てもぃ "のでぁる。 = 木 人の 

水夫 漁夫な ど. 時折 風波の ために 此の 孤島に 漂着した 者 も かって 無かった の だが、 或る時 曰 本人が そ 

こに 難船し 漂着し、 非常な 困苦と 時日と を經た 後に 歸 つて 来た。 自分 は 前から それ 等の、 ほやか^.. ^にお 

きを も てゐ たので、 それ 等の 中の 頭分た る 人と 知合に なり、 從 つて 相 會ふハ 母に この リ I フ の-話 を閒 


レた。 それが いっとな く、 かう して 幾人 もの それぞれの 人から 聞き 集めた 知識 を 材料に して- この 太. 

平 洋上の 孤島 を舞臺 に、 急に 文明 社會を 離れて 原始 生活 をし なければ なら なくなった 人間の 複 .^ な、 や 

理を 描いて みたい とい ふ氣 になった。 これが そもそも 「天う っ浪」 の 現れる 原因に なった の だ。 

それにしても 七 人の 靑 年が 盟約して 立身出世 を 誓 ふとい ふ發 端が 馬鹿に 「八 犬傳」 や 「水 滸傳」 を 

思 ひ 出させる かも 知れない が、 この 七 人と いふの は 種々 な 人々 の 環境 を 描かう として 代表的に 選び出 

したから 出來 たこと で、 この 七 人と いふのに 何も さう 深い 意が あるので はない。 この 七 人 を 人生の sraf 

種ュ、 ，方面に 活躍 させ、 その 各方 面の 世界 を 描いて 社會の 諸方 面 を對照 的に 紹介し、 舞 臺を大 に 賑やか 

にして置く、 さう してから 急に その 中の 一 二人が 寂寥 極まる 孤島 生活と いふ ことに なれば、 孤島に 生 

活 する 人の 心理の 動きの 幅が あって、 强く 且つ 大きく 書け る わけ だ。 ところが これ も 序 品 だけで 中止 

に 終り 一向 术體に 入らぬ ので、 今の だけで は 題意の わからぬ 妙な 作物と なって ゐる。 然し 以上の 說明 

を 聞けば、 合點 される ところが あるで あらう。 

「天う っ浪」 の 今迄 出た 分の 筋 は 何う いふの かとい ふと 11  . -. 

(以下 筆記者 註)、 宇都 宮のニ 荒神 社の 廣 前で * 互 ひに 助け合って 立身し ようと 誓った 野 州 生れの 七靑 年- 何れ 

も 東京へ 出て 七 年後 は 各々 志す 道に 進んだ。 羽 勝 千 造 は 船員 ノ島木 萬 五郎 は ー權萬 金の 相場師. 日 方 八 郎は陸 

軍 少尉、 山 瀨荒吉 は 新聞記者、 檢井 某、 名倉某もそれ，^志す道にっ ぃてゐたが， 只 一 人 水 野 十郎 だけ は K. 

「風流 微塵 藏. 一 と 「天う っ浪」 について  四 八 九 


人物 篇  四 九 〇 

地 間に 一 篇の詩 を 留めん が爲 めに 生きて ゐ ると いふ、 その 水 野の 生活 煩悶ず リ藤を 中心に して * つ .r^- うつ 浪」 の 力 

舞毫は 廻る の だ。 こ、 にこの 作が 初めから 「水 滸傳」 や 「八 犬傳」 の やうな 構想 を もった もので ない ことが 明 

ら かに 出て ゐ る。 つまり 水 野が 中心で 他の 六 人が 添 役と なる ので 七人銘 々傅で はない ことが 注. = される 點だ。 

水 野 は四ッ 木の 小學 教員と して 苦學 しつ k 他日の 傑作 を 準備して ゐる、 そこへ 同じ 學 校へ 女 敎 a のお 峰 五十 干 

とい ふの が來 る。 水 野 はこの 女性 を 何 かしら 好 もしく 思 ふ、 然し 岩 崎は蟲 のせ ゐ か 水 野が 縱 ひだ。 ところが、 

岩 崎の 母親のお 關と いふの が ィャな 婆で、 五十子が 水 野 を 嫌って ゐ るの を 知りつ"、 水 野に 無心 を 吹き かけた 

り 艽十子 を 許す やうな 話 をしたり して 水 野の 方 を 煽る。 水 野 は そろく 水火の 苦痛 を昧ひ 出す。 然るに..^. T 子 

が 端な く チブスで 倒れる、 水 野 は 勿論 死 身に なって 介抱に つくす、 それ も 五十子に 敏 はれて ゐ るので^ 接に つ 

くす の だ。 友人に は 背く、 忠告され る、 叱陀 される、 だが 何う も 仕方がない。 た^^^^-木だけは情を知って佥錢 

で 水 野 を 助ける。 老練な 羽 勝 は、 それとなく 自分の 計畫 して ゐる 遠洋漁業に 同行せ よと す、 め、 水， 野 を か、 る 

水火の 天地から 救 ひ 出さう とする。 水 野の 献身的 努力に は 勿論 同情者 も ある。 巾で も 五十子の 母お 園の M とさ 

れてゐ るお 龍と いふ 娘が それ だ。 お 龍 は 最初 は その 輕 侠な 氣 質から 水 野の 五十子に 對 する 態度に 感心して ゐる 

が、 いつしか 自分の 心が 水 野に 傾いて 行く の を 如何と もし 難い。 こ& にお 龍の 姊分 ともい ふべき， 付^^ ましい 

女生に お 彫と いふの が ある、 これ は 素敵な 美人で 物質的に も惠 まれた (人の 妾の 身 だが) 女 だが 恐ろしく 劫 

を經た 女性 だ。 これが、 お 龍の 心の 動き を 知って 最初 はとめ やうと する が、 それが 止まらぬ の を.^ ると、 反對 

に 軍師と なって 水 野 をお 龍の ものと すべく、 種々 策 をつ くす (まだ こ、 まで はっきり 番き现 はされ て ゐなレ 力 

1S> う もさうな リさ うだと 思 ふ )o 水 野の 五十子に 對 する 振舞が 敎員 として 評判よ からう や" はなく  ( 一  つ は 水 S 力 


五十子の恢復を念ずるぁまリ神佛信、.^を始めた の を 迷信と 怒られた の も ある〕 * 敎 員の 職 を 止めさせら， r- る、 然 

し 島 木の 義俠も あり、 何う やら 五十子の 生命 を 取り もどす こと だけ は出來 た。 ぉ關は 又お 關で、 お 龍が お^の 

方に 行って から も、 ぉ彤を 到底 及ばぬ 對 手と 思 ひつ 、もお 龍 を 噴 物にしようと いふ 氣を すてず、 狼の やうに 執 

念く 祖 つて ゐる。 こ、 で 「天う っ浪」 の 大作が 中絶して ゐる。 (以下 先生のお 話) 

この 先 何うな るかと い はれても、 何分 永い 以前の ことで あり、 當時考 へて ゐた 種々 細かい 機構の こ 

と は 一 々思 ひ 出し もしない が、 お 形 は 水 野 をお 龍の 夫と する ことが お 龍の 幸になる とし、 その 思 をと 

げ させて やらう とい ふので、 いろいろた 策 を 用 ゐて水 野の 心 をお 龍に 引きつけ ようとす る。 然し 世の 

中にはい くら 智慧 者が 智慧 を 絞っても 何う にも 思 ふやう にならぬ こと はいくら も ある もので、 この Si 

合 も 正に その 通り、 水 野 はお 龍の 非常な 同情者に はなって ゐ るが 吾が 心臓 を 何う しても お 龍に は與へ 

かねて ゐる。 だからと て 水 野 はお 龍に 惡意を もつ わけはない、 お 形の 細工と 知る や 知らす や， お 龍の 

身近に 接近 はする。 接近した 結 ST 不圖 した 事で お 龍の ために 殺人の 罪 を 犯す ことになる 。水 野と て 

元來血 性の 男子で、 殊に 詩人 肌と て 感情の 低昂が はげしい たちだ。 お 龍は爲 人輕俠 だと はいへ、 境遇 

をい へば 一 個 不幸な 可憐の 女兒 であり、 その 美貌の 故に これ を 取って 哈 はう とする 餓狼が 四方 を取卷 

いて ゐる。 これ を 見て 水 野が 或る 場合の 切逼 した 時， 氣 激して 遂に 自分の 十二分に 同情して ゐる 者、 

且つ. {n! 分に 愛 を 寄せて ゐ ると いふ ことが 潜 かに 感知され たと ころの 者の 最大 仇敵 を、 堪へ 難き 事情の 

「風流 微塵 蔵」 と 「天う っ浪」 について  四 九 j 
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爲 めに 營 懷爆發 して 遂に 殺して 仕舞 ふ j で， 大罪 を 犯した 水 野 は 尋常に 自首す るか、 いや *  . 彼 は n 首 

をす る 前に、 まだ 爲し栗 さう と 2 心 ふこと があった。 それ は 自己 一切 を (せみて、 これに 峻厳な 批評と 精 

細な 解釋 とを與 へて、 そして 自ら 殺人の 報 をう けて 自らの 死 を 遂げる こと だ. その 爲 めに 水 野 は 逃げ 

て 逃げて 遂に 羽 勝の 船に 身を隱 し、 遠洋に 向 ふ" ところが 洋上 難 風に あって、 水 野 は 彼の パ ル ハム • 

リ ー フの 無人島に 漂着す る。 かくて 水 野 及び 人々 の 急激な 原人 生活が この 無人， おで 始まる の だが、 つ 

まりこれ からが、 「天 うつ 浪」 の 本舞臺 となる わけだった。 水 野 及び 他の 人々 の 生活 は is 始 的な ものに 

なって 全然 文明 社會と 遮 斷 される が、 いづれ も 頭の 中には 種々 複雜な ものが ある， それが 酸， おして 人 

人種々 別な 心理 狀態を 生む に 違 ひない、 その 孤島 生活の 心理、 言 換れば 現代人の 现 代の 批評と 解釋と 

に ほかならぬ もの を 描いて みたい と 思った の だ.^ これが、 自分が 「天う っ浪」 に： S をつ けた のと 

ころ だとい へよう。 この 生活と この 心理 だけ は、 形を變 へて でも 今な ほ 描いて みたい と 思って ゐる。 

この 孤島 生活 を 描かう として， 自分が 一 番 困った の は、 孤島に 於け る C 然 風物、 植物と か 動物. V か 

に關 する、 漂流者の 觀察ゃ 談話が 詳細 を 缺き又 明瞭 を缺 いて ゐ たこと、 そんな 無人.^ に關 す. つけ H 物な ど 

の いこと であった。 これに は 自分 もい さ 、か 苦心して いろいろ 調べ てみ たりした.' 

モデルで すか。 「風流 微塵 藏」 との 場合と 同じ やうに、 勿論 あると いへば あり、 無い といへば 無い。 

決して 合成 モデルで もない. - 難船 漂着と いふ 事實 はあった の だから、 それなら 羽 勝が その 時の 船" お 


自分 i 知合の 何人 かの 中の 一 人が 水 野と いふ ことに もなる ので あるが， 斷 じて そんな こと は 無い。 擧 

校 生徒が 手本の 文字 をな でつ.^ 字 を かく やうに * 叉寫眞 機が 人物 をう つす やうに、 或 人 或 事を寫 すと 

いふ こと を 自分 は 試みて はゐな い。 然し その 中で も 羽 勝、 水 野、 女で はお 9 &、 お 龍な ど- - いふのに 比 

較的 多く 或る 實在 的の もの \ エキスが 這 入って ゐる かも 知れない が、 その 通りの 人 や 事が あって、 そ 

れを その ま.^ 冩 したので はない。 先づ 自分の 創作と いって 可い。 五十子の 描寫 について は、 少々 工夫 

があった、 あの 女性 は通篇 影の 人物と なって ゐて、 一寸 も 正面から 描寫 されて ゐ ない、 又 終りまで 然 

樣 する つもりで ゐた. - あそこに 自分の 試みた 工夫 を 出した つもりだった。 

「天う っ浪」 の 中で は、 水 野に ついで 投機 師 たる 島 木の 生活が 詳しく 描寫 されて ゐる、 これ は 時代 

の 投機熱 を 暴露した とか 何とか 云 はれる が、 それ も、 必ら すし も 何も そんな 意識が 自分の 方に あった 

ので はない。 けれど 當 時の 社會的 背景と 作 中の 人物の 種々 な 環境 を 描かう とした 結果. 自然に あ-' い 

ふ 風な 人物の 點出 ともなり 投機熱の 描寫 ともなつ たので、 そこ を 今日から 時代に 對 する 諷剌 となって 

ゐる とか 何とか 買へば、 さう もい へやう。 然し 自分と して は 全く 自然に 出た ことで、 意識的に あ- -ぃ 

ふ 世界に のみ 特に 着眼して これ を 諷する とか 何とかい ふつ もりではなかった。 た e 水 野の 非 物質 崇拜 

的 生活と 島 木の 物質 崇拜的 生活 を對 照す る 心 構へ は、 少し あつたに 違 ひない と 思 ふ。 

(筆記者 註) 一 。 「天う っ浪」 を 初めて 讀寳 新聞に 揭載 する 時 (明治 三十 六 年 九月 四日) の 豫告は 右の通り である、 

「風流 微塵 蔵」 と 「天う っ浪」 について  四 九コ！ 
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如 に. 新聞社 及び 讀 者の 期待が 大きかった か、 これでその 一 斑が知られ.るでぁらぅo 

幸田露^!^氏が？€代=^  一  の 大作 家に して、 斯壇 獨步の 地位 を 占む る は 今更に 言 ふまで も 無し、 氏 や 故 ありて ゆ を 

長篇の 創.， P に^つ こと 鼓に 八 年、 其の 間 深く 自ら 蕴蓄 したる 處の もの を 用 ひ、 今回 我 社の ぺ 4 めに 明抬文 i^.^^^ 

有の 大篇を 草し 題して 『天う っ浪』 とい ふ、 其の 構想の 雄大なる は 其の 題名の 示せる が 如く * 其の 行文の 巧妙 

にして、 神來の 筆も啻 ならざる は、 應に 何ん の 辭を以 つて 之 を 形容 せんか、 お J 『天う っ浪』 其の 內. I げや. WM、 

英雄 あり、 豪傑 あり、 才子 あり、 佳人 あり、 大惡人 あり、 大 善人 あり、 新く の 如くに して 鉛 $1* 浙 くの 如くに 

して 縱廣. 而 して 這の 光焰萬 丈の 一大 維篇は 成るな り、 獅子の 眠れる 靜 なること 死せ るが 如き も. 一度 起って 

高ぐ 吼 ゆる や、 山 谷 震 勤して 百 獸© 伏す、 露 伴 氏が 今回の 大作 は 文 境に 於け る 獅子の 吼. 慼に 比すべ きもの あら 

んか、 近時 文 境 沈滞の 聲 恐らく. はこれ に 依つ て 消滅 せん 也。 

(筆記者 註) 二。 明治 三十 七 年 三月 一 日讀賣 新聞 所載 「天う っ浪」 中止の 辭 

「天う っ浪」 愛讀者 諸君に  作 者 

拜啓 

拙著 「天う っ浪」 が 幸に して 讀賣 新聞 讀者諸 彥の住 良なる 感情の 下に 數 月に 亘 りて瀏 ^せらる、 の榮を £た る 

は、 作者の 心 窃に悅 び 喜びて 深謝す ると ころに 御座 候。 然 なきだに  一！ H 一端 を發 したる 物？ 5 の^を 巾ゾ. ^にて 擱く 

べきに は あらぬ 害に て 候、 まして 溢る  >- ばかりの 同情 を 讀て讀 者 彥に 我が 「天う っ浪」 を迎 へらる、 のお^ 

を 荷 ひたる 作者 は、 腹案の 有る限り を盡 して 十分に 描かん と 欲する ところの もの を 描き 成し 述べん と 欲する と 

ころの もの を 述べ 終らん と 望み 居り 候 ひし 事、 勿論の 義に 候。 


然るに 作者 不幸に して 本 月 初旬 流行性感冒 にか、 りした め、 巳む を 得ず 筆硯に 遠ざかりて 藥爐に 親しみし こと 

十餘 日な りし かば、 讀者諸 逢 の 優渥なる 好意 に酬 ひる 能 はざる をば 心苦しく 思 ふと 同時に 、 事と 自己の 期す る 

ところと 違 ひ 行く をば 憾みつ  > -、 空しく 病 褥に悶 臥 致し 候 ひき。 され ど 幾 干 日 も あらず して 病 はお こたり 身 は 

斬く にして 舊の 如くに なりし かば、 肇を 執りて 腹 稿を續 かんとしたり しが、 時 恰も 曰 露の間の 平和 破れて、 我 

と 彼と は 砲火 相 見 ゆるに 至り、 我が 神州 は 前古 未曾有の 大 活動 を 世界の 上に 開始す るに 際し 申 候。 

蠱夫は 耕耝を 手より 放たず して 耕 転の 事に 從 ふが 自己に 忠 にして 且つ 國 家に 忠なる 所以に 候。 工人 は 錐 を 手 

より 放たず して 製作に 營々 たるが 自己に 忠 にして =: っ國 家に 忠なる 所以に 御座 候。 此 道理に よりて 予の 如き も 

のに ありて は、 號外寳 りの 鈴の 音 は 如何に 窓に 騷 しくと も、 靜に句 を 練り 字を鍛 ひて、 我が 本務と すると ころ 

の 事に 從 ふべき は 勿論の 義と考 へ 候。 卽ち戰 t- の 有無に 關 せず、 自己の 天職と 思考す ると ころの 事に 忠なる は 

間接に は國 家に 忠なるに も當 りて、 更に 疑 ふべ くも 無き 義 なりと 信じ 申 候。 此 故に 予は戰 雲 世 を 蓋 ひ、 殺氣天 

に冲 する の 時なる にも 關 せず、 猶 我が 文 を もって 我が 讀 者に 見えん と 欲し、 新聞社 もまた 予が 其の 稿を績 かん 

* を 懲慂し 致し 吳れ 申し 候。 

然 りながら 予の 腹中の 秘を 打明けて 申せば 「天う っ浪」 の是ょ リ描寫 せんとす る 一大 段 は、 彼の 「お 龍」 とい 

へる 一 婦人の 上に 涉 りて、 比較的に 脂粉の 氣 甚だ 多き 文字 を爲さ るべ からざる ところに 臨み 居り 候。 か 、る 

有事の 日に 當 りて、 然る 長閑なる 文 を 作る 事 も" • 他に 何事 も爲 すべく も あらず 生れつ いたる 我が身 なれば * こ 

れを爲 し 能 はずと いふに は 更に あらね ど、 薪 伐る 童 も 我が 軍の 勝利 を 聞きて は 萬 歳 を 思 はず 知らず 山の 中に 唱 

ベ、 磯 菜 摘む 蟹が 兒も敵 艦 沈みぬ と 聞きて は、 軍歌の 聲 潔く 浪の 音の. 敷く 濱 にも 謠ひ 出す 今の 時に、 甚 しく 媚 

「風流 微塵 藏」 と 「天う っ浪」 について  四 九 五 
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めかし き 物語 を强 ひて 作リ 出して * 某 甲 は 一 昨日 婚禮 を濟 ましたる ばかりの 妻 を 後に して？；；： a;^ せられ 某 乙は老 

いたる 母と 幼き 兒とを 親戚に 托して 軍に 從 へりと いふ やうなる 態の 世の 巾に、 此を みそな はせ * 此の 物語 を见 

たまへ や、 と 日日に 新聞紙 上に て 示さん 事 は. 予の 聊か 以て 好ましと する 能 はざる ところに 攸。 予の 小^の 愛 

IS を 辱う する 方々 の屮 にも、 或は 自身に 軍務に 服し 居らる、 もの あるべく、 又 或は 其の 六親 一族の 巾に 將校兵 

士等を 有して、 朝に 說 くに 其の 忠武 勇健に して 國 家の 爲に功 を 立てん 事 を 祈らる  >- の 人に も^だ 多 かるべ きを 

疑 はず 候。 予 は维硯 にさ へ從事 すれば、 それにて 宜き身 なれば とて、 か、 る 人々 に對 しても、 餘 りに 其の；：：： ド 

の狀 態と 不 釣合なる 銷 めかし き 物語な ど を、 此讀み 玉へ と 示さん こと は， これ もまた 聊か 以て 好まし か、 しずと 

思 ふところ の 事に 御座 候。 

要するに 予は 一予の 製作に 從事 する 上の 自由に 就て は、 亳髮も 世間の 狀 態の 爲 めに 如何と もさるべき にあら ざ 

る」 を 信ずる と 同時に * 他の 一 而に 於て は 「人に 示すべき 讀 物の 種類に 就て は 時に 應 じて 餅^す rOj を 予の至 

當の 感情な リと 信ずる にて 候。 卽ち 今日の 場合に、 比較的に甚だ媚めかしき 一 段の文.}^を*  ：：： 々に 江湖に；： 小さ 

ん こ と は予の 最も 胸苦しく 感ずる こ と に 御座 候。 

是の 如き 諍 合に て 「夭 うつ 浪」 の 第 百 〇 一 団 以下 新に 描寫し 始めん とする お 龍 及び の. にして 富 人の 妾た る 

容貌 自慢 智禁 自慢 俠氣 自慢の 一佳 人お とし (モト ノマ ゝ) といへ る もの  >- 上に 就て の^は 旣に 其の 幾分 を 成し 

あるに も iE らず、 恰も 滿 一 百 回に して 談話の 一 大段を 五十子の 回復と いふに 卒れる を 機と して、 分^^の 巾 

止 を 乞 ひ 申 候。 但し 予が飽 迄 も予の 作の 完結 を 期すべき は 素より 勿論の 事に 屬 する を 以て- や は 決して 「； 人う 

っ浪 j を 半途に して 拋徵 せず。 されば 戰爭 の狀況 愈々 佳良に して、 の 心 や、 忡々. たらざる を る あるの 時 


に 至らば、 直に また 本紙に 褐 載して 讀 者の 瀏 .3 爲を乞 はんと 存じ 居る 事 K 御座 候 間、 右樣御 承知 相 成りて 「天う 

っ浪」 の 褐載を 聊か 繰リ延 ぶる に 過ぎぬ 暂 時の 問 を 作者に 與 へ 、 作者 をして また 自ら 悅んで 筆 を 執る に 至らし 

めら れん 事 を 希望 致し 候。 

日 戰^ の當時 もまた 予に此 情ぁリ しが、 不幸に して？ お 時の 或 事情 は予の 情を遂 ぐる を 得 ざら しめたる に も 似 

ず、 今 は 幸に して 人 を 待つ 寬 厚なる 讀寳新 問-社が 予の 請 を 容れら る、 の 幸 を 得た るに 會し、 一 應讀奔 諸君に 此 

事 を 吿げ、 併せて 「天う っ浪」 休載 中予が 本紙に 時々 寄す ると ころの 「心の あと」 に 寓目の 榮を賜 ひて、 予が 

此の！： 家 有事の 時に 當 りて * 薪 伐る 童、 磯 菜 摘む 蟹が 兒等 と共に、 獨 みたる 聲の 中に も 聊か 我 は 吾が 胸の 響 を 

傳 へて、 唱ひ 出す もの 、如何なる か を 玉 はんこと を 乞 ひ 申 候。 

終りに 臨んで 予は 誠心誠意 を 以て 阔 家の 祥蓮を 祈り、 H: つ 又 「天う っ浪」 を 以て 又 諸君に 見 ゆる 日の 一 日 も 早 

からん 事 を 祈り 申 候。 匇々 敬具 

附記 「天う っ浪」 にっきて 批評 を 賜 はり、 又は 所感の 記事 を 寄せられ、 又は 種々 の 物品 を 寄贈して 芳情 を與へ 

られし 住所氏名 不明の 諸君に 對 して 報復の 路無 きを 以て 乍 略儀 こ  >- に 謹んで 其の 誠意 を 鳴 謝 致 候。 

二月 二十 九日 

(筆記者 註) 三。 此の 篇中、 相場師 鳥 木と、 露 伴 先生の 示せる 相場に 關 する 知識に ついては、 明治 三十 八 年 五月 

十三 曰讀寶 新聞に 岡 野 知 十 氏の 「小 說 中の 相場師」 とい ふ 談話が ある。 參考 になる ものである" 

(昭和 九 年 八月、 國 語と 阈 文學、 「明治 大正の 文學を 語る」) 

「風流 徵 麋藏」 と 「天 うつ 浪」 について  四 九 七 
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『風流 微塵 蔵』 手引 草 

露 伴の 明治 小說 壇に 於け る文學 活動 を 一 一十 一 1 1 年頃から 四十 年頃に わたる 約 一 一十 年 として、 これ 

を假に 初、 中、 晩の 三 期に 分ける と、 『風流 怫』 『一 ロ劍』 『對 髑髏』 【五重塔』 がその 初期た る 二十 i: 

五 年 迄 を 代表し、 未芫の 傑作 t, 天う っ浪』 が 晩期の 三十 年 以後， 四十 年頃まで を 代表す るに 對 して、 

巾 期なる 二十 五六 年より 三十 年 前後 を 代表す る もの は、 『露 伴 叢書』 巾の Si 作よりも、 寧ろ 『風流 微 

塵藏』 の 五 集でなくて はなるまい。 一風 流 微塵 藏』 は、 未完ながら 伴 小說屮 無二の 大作で あるの み 

ならす、 二十 五六 年より 三十 年 前後へ かけての 明治 小說 壇に 於け る 第一 の收穫 であると わたし は， Z ノ、 

る。 『風流 微塵 藏』 と は、 『さ &舟』 『きくの 濱松』 『ひとり 寢』 『雪の 袖』 『もつれ 絲』 の 五篇に 作^が 

冠した 總名 である。 

此の 期の 露 伴 S 作風な り 特色な り を、 『風流 微塵 藏』 を 通じてい さ. -か うか へば、 巾 期に 於け る！^ 

伴のう つす 世界 は 前期に 好んで 描いた 神韻！！ 渺 といった やうな^ 的な 架空 的た^ 人特 おの 世界で は 


なく、 大抵 日常茶飯、 現實 凡俗の 世界で ある。 前期に は 自己の 創造の 狹ぃ 人生から 殆んど 出て ゐ ると 

ころがな いが、 此の 期で は あるが ま」 の 人生 を觀 察し 描寫 する 方に 犬に 近づいて ゐる。 描く 人物 も， 

前期の 作品の 如く、 その 悉くが 意氣の 烈しい 露 伴の 分身で はなく、 客觀 性の ある、 在る がま \ の 人間 

に 近い もの を 描いて ゐる。 理想 小說は 理想 小說 でも、 その 理想 は 現實を 抽象した 理想で ある" 此の 傾 

向 は、 旣に 『いさな とり』 に は 見えて ゐた とはいへ * 他の 前期の 諸 作に は 殆んど 見えなかった 一新 轉 

向で ある。 特有な 怫敎の 知識な り 思想な り も、 よくこな されて 生の ま& では 出て 來す、 世間の 觀察も 

豐富 になり、 文章の 西 鶴ば りの 圭 角が とれて、 漸く 露 伴 式の せ 味が 出、 以前に は 好く あった 筆致の 重 

苦し さが、 圓 やかな 輕妙さ を 添へ て 來てゐ る。 例 をと らう か、 ー— 

元氣 よか リし 雲雀の 聲 入り相の 鐘に 收まリ て、 春の 日の 暮れ方 しづかに、 柳の 蔭より 段々 喑 うなり ゆけば、 頓 

て は 小 流の 傍の 白 躑躅ば かり を 染め 拔 いて、 地の 塵 は 見せぬ ほどの 日の 光り 柔 かに 世界 を罩 め、 霞み わたる 鎭 

守の 杉の 森" 庄屋 殿が 背戸の 竹敍 * そより ともせで 諸 鳥 夢に あた、 まる 夕べの 景色。 

これ は 『一 ロ劍』 の 書 出しの 數句 である。 更に、 —.ー 

春 や 、過ぎて 小山の 間 やら 流れの 傍 やらに 一 抹の霞 一 装の 雪と ゆかしく 眺められし 祧 櫻の 花 は名殘 少なくな り 

たれ ど、 日顷は 趣き 無 かりし 雜樹も 枝 頭の 嫩 芽に 姿 色 をつ くる 卯月の 中旬。 

これ は 『さ-. -舟』 の 書 出しで ある。 引用 簡に すぎて 瞹 昧の氣 味が あるに せよ， 一 は突兀 嵯峨、 天ネ的 

『風流 微塵 藏』 手引 草  四 九九 
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な銳 さが あら はに 兒ぇ、 他 は 平明 坦夷、 圓 熟の 自然 さがう か^はれ る こと は、 何人で も 否まない とこ 

ろ だと 思 ふ。 天ネの 若々 しい 元氣が ひそんだ かも 知れない が， 代りに どっしり 落つ いた 大家の 風格が 

出て ゐる。 

旣讀の 人た ちからせば、 此の わたくしの 文字な ど， いは ゆる 馬 枯箕を 蟣んで 午 枕に 喧しき もので あ 

らうが、 偏へ に 未 讀の人 たちのた めに こ、 に 大作 『微 藤藏』 の 一斑 を模 する。 

二 

『微塵 藏』 の 第一集た る 『さ、 舟』 (明治 二十 八 年刊) は、 獨立 せりと も 見え、 述絡 せりと も 見える 

四篇の 短篇 を 綴り 合 はして 成る。 「さ &舟」 「うすら ひ」 「つゆくさ」 「荷葉 盃」 これで ある， 

「さ. -舟」 は 一 一十 幾年 振りに て 叔母のお とわ を 訪ねて 来た 栽 松 道 人なる 倂と叔 « との 今や 昔し の 

物語が 經 となり * 少年 新 三郎、 少女お 小夜の 牧歌的な 愛の 交ら ひが 緯 となって， その に 後篇 乃 "十_ 後 

集に 出る 様々 な 人物 や. 人々 の 名 や を 織り 交ぜ 自ら 發端 となって ゐる。 所々 の 卷の叙 ュゾバ も やかに 笑 

しい。 新， 三郞が 境遇の ために ひね こびた 子供ら しからぬ 剛情 者で ありながら 而 かも 1^ 情 を 引く の は. 

、いの 晴々 した 時々 菩薩の 幼 立」 とも 擬ふ 本來の 彼の 麗は しさが 兑ぇ るからで ある 新；；： 郞 をして こ 


■ の晴々 しい 心の 瞬間 を もた しめる の はお 小夜で ある。 お 小夜の 描寫 は、 新 三 郞程詳 かで ない が實 に鮮 

やかに 出て ゐる。 遊びたい 心 を 抑へ て 女 今 川 を 復習す る あたりな ど、 何人に も溫 やかに 微笑させる。 

お しづ (お 小夜の 母) は 直接に はさまで 出ない が、 おとわの 物語で 賢明な 男 まさりの 而 かも 優しい 女性 

な とが 印象され る、 栽 松が 若年の 時 出家した の はお しづに 關係 ある ことが、 栽 松の 態度 顔色で 暗示 

されて ゐる。 新三郞 がお 小夜が あって 同情 を ひくのに 對し、 父の 新 右衛門 はお 力が あるので 同情 を 失 

ふ。 これ は 好い 對照 である. - なほ 栽 松の 物語りに 出る 繪の すきな 玉 之 助 (後に 玉 山) は、 後に 關 係が 

深い。 篇 中の 文に より、 發端は 明治 六 七 年の こと、 みて 可い." 

.■ 「うすら ひ」 は、 「さ > 舟」 に 名の 見えた お しづの 兄の 子の 遠 藤 雪 丸の 物語が 主と なって ゐる、 雪 丸 

が 突然 東京から 歸り、 退學 して 支那に 渡る つもりと 叔母に つげる。 原因 は 情人の ゆ ゑと 暗示され てゐ 

る。 お しづ は客氣 をい ましめ て、 功 を 焦るな とさと す、 末 段 自ら 雪 丸を激 せしめ、 而 かも 激して 去ら 

ん とする 雪 丸 を はっと 驚いて 止める あたり は、 長 說敎に 浮世の 酸 さ 甘 さ をき かされた 讀 者に とって 一 

抹の 人間味 * 女性 氣を與 へる。 お 力が おとわと 新 三 郞に對 する 非道 無情に 切齒 させる。 尤も、 お しづ 

の 靑年客 氣を誡 める 長 說敎に は、 當 時日 清 役 前後の 渡淸 熱に 對 する 寓意が ふくまれて ゐ はしなかった 

らう か。 「『忠義 水 滸傳』 や 『三國 志』 を よんで 豪傑が る やうに 弱い 了見の 人間で は、 先が 知れて ある 

云々」 など， 雪 丸の 情事 を 暗示す る 皮肉 は、 日頃のお しづと して は 少し 冷やかす ぎる 氣 味が ある。 
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「つゆくさ」 全篇 雪 丸が 支那に 出發の 場の 出来事で ある。 木工 助が お しづの 命令で 三 Ril 横 頭 

に 雪 丸 を 見張る 朴直 さ、 雪 丸の 後 を 追 ふて 來た 無名の 情人の 泣き ぬれて 刖れを 惜しむ 悲しみ、 共に 申 

分がない。 た 前後 何となく 茫乎 として 印象の 分明し ない うらみが ある。 雪 丸の こと は、 以下の 各^ 

に 出ない。 

「荷葉！^ 一  は、 新三郞 とお 小夜の 睦 びを經 に、 おとわが お しづの 許に 引取られての 臨終から 九^の 

新 三郞が 東京に 丁稚奉公に 出される までの 物語で ある。 「さ &舟」 は 少年の 遊びが 緯 となって ゐ たが、 

此の 篇 では 反 對に經 となって 中心 を 占める" 新 三郞ぉ 小夜との 睦び、 お 春と 新三郞 との 哈： 啼、 HkT 鹿の 

三 太の こ， V など、 少年少女の 生活 を寫 せる 箇所 は 皆 その ま-. -詩 である。 お 春 も 馬鹿の 三 太 も 何れも 面 

白く 描き出されて ゐる。 蜘蛛の 巢 にか-^ つた 蜻蛉 を 種子に して、 これ を 憐れむ お 小夜の： 大使の 如き 心 

とこれ を 喜ぶ 新 三郞の 天の邪鬼の 旋渦毛 曲り を 描き わけ. それ を緣 にして 蜘蛛 を 殺せし お _ ^と、 その 

仕返しに 蜻蛤を 殺せし 新三郞 との 喧嘩 を寫し * 新三郞 のお 小夜に 對 する 感情の 疎隔と なり、 終に^ 鹿 

の 三 太の 馬鹿 氣 さから 一 一人の 交情が 舊に復 する に 至る までが、 細やかに 而かも 簡潔に 描かれて ある。 

馬鹿の 三 太が お 小夜 新 三郞に 拍子 を とらせ、 奇妙な 唄 をうた つて 踊る あたり は、 3n に^ 蝴の 妙味が あ 

る。 此の 一篇は* 四篇中 最も 詩的で ある。 おとわの 死、 お しづの 親切、 お 力 新；；^ 衞 門の ng-i$ などが 

その に點 綴され て 淚と溫 さと 腹 立し さ を 添 へ る。 


ミ 

『きくの 濱松』 (明治 二十 九 年) 前 集 『さ \ 舟』 が 上 總久留 里 在の 靑柳 村の 出来事な のに 對し (「つゆ 

くさ」 の 場面 を 省いて)、 これ は通篇 九州 小 倉の 出来事で ある。 

此の ー篇 の內容 は大體 前後 三 段に 分 たれる。 第一 段 は、 栽 松 道 人に からんで 『さ &舟』 に 名の 見え 

た 少年 玉 之 助 卽ち本 篇の雛 僧 玉 山の 金 仙 寺に 於け る 生活の 一般 を 描いた ものである。 栽 松が 靑柳村 か 

ら小 倉へ 歸 つたこと、 玉 之 助が 栽 松の 許に 引取らる \ こと、 彼の 惡戯 と天眞 らんまん • 彼の 畫才、 栽 

松の 畫へ落 書して 却って 師を嘆 服せ しめる ことな どが、 極めて 明るい ュ I モ ラスな 筆で 輕々 と 書いて 

ある。 全篇 凡て 玉 山の 出る 場面 は 皆 明るく、 光明と 陽氣 さに みちて ゐる 趣が ある。 これ は その 性格の 

ためで ある。 

第二 段 は， 栽 松、 玉 山に 因んで 出入の 筆屋 正太郞 のこと にう つる。 正太郞 がお 桂 老婆に 獨身 者の 不 

自由 を說 得され、 友人の 傳吉 に妻帶 生活の みじめ さ をカ說 されて 迷 ひ 迷 ふた 揚句、 老婆の 姪の 娘のお 

初 を 押 付 女房に もた される こと、 始めて 知る 世帶 の苦勞 * 栽 松の 智慧 を かりて 筆屋の 傍ら 刷毛 屋を始 

めて 稍 や 成功し • 不運 ー轉 して 幸運と ならん とする 刹那、 女房お 初に 關 連して 不祥な 事件が 湧いて 禍 
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幅の 權衡 が. ゆび ー轉 する ことが 語られて ある。 お 桂 老婆の 獨身 不便 論 * 理 髮師傳 士！1 の獨身 便利：^、 何 

れも處 恥 祈：： 學 として 傾 聽の價 値が ある。 殊に 正 太郞の 結婚 前後の 心理、 結婚の 夜 花嫁お 初の 身 體に妙 

な ことの あつたの を • 「此 年此月 此夜正 太 郞が腑 に 落ちざる こと 一 つ ありたり」 の 一 句で. ト= 示して ゐる 

の や、 女房 三 入 もった 傳吉が 新婚の 正 太郞に 結婚 生活の 表裏 をう がって 聞かせる ところが 面.； ：！ い。 そ 

れ よい-何より 面白 いのは， 玉 山が 正 太郞に 加勢して お 桂 老婆 を說 破す る條と • 玉 山の 無 邪：： 湫な 珍無频 

な 女性 觀 である。 だが 正 太郞が 迷ひ拔 いて 易者の 蠱齋 にかけ つける ところ 及び 金 仙 寺に て觀 化：： 様の 御 

みく じ を 受けて 凶と 出る ところな ど は、 舞臺 が、 劇から 悲劇へ 推移し かける 前兆 を 示し てんる， 

第三 段 は、 正 太郞の 女房お 初に まつ はる 事件 を * お 初に 裏切られ 惡 魔の 如く 恨んで ゐる 手代 久叫郞 

の 昔語り を かりて 說 明した ものである， お 初が 正 太郞に 嫁ぐ 前、 奉公先で 久 叫 郞と戀 を 一語った ことが 

あった こと、 やがて 隱 居の 情 をう けて 久四郞 *v 袖に した こと、 (少 くと も 久叫郞 に はさ-つ m 心 はれた r 

久四郞 がお 初 を 思 ひ 切れす 狂氣の やうに なって お 初 を 追つ かけ、 文ゃら直談判ゃでぉ初に^|::3めぃた 

事 をした こと- 主人 夫婦の 留守に 隱 居の 詐 略で 放逐され る こと、 木賃宿で rtl 分 を W 心って くれる 乳母の 

ぉ大 からお 初が 隱 居と 關係 ある こと、 隱 居の 巧ら み を 聞かされて， 愤 恨の 餘 り：； m 絶し、 蘇生 はした が 

熱病に とりつかれて • 宿の 主人 夫婦 (已之 助、 ぉ淺) の 義俠に 生命 をつな いで ゐる 迄で^ をと めて あ 

る。 これ は 更に 直接に 第三 集 『ひとり 寢』 につ ビく。 此の 第三 段 は 趣向の 變化 乏しく、 いさ k か；^ ：5 


を感 する が、 これ は 久四郞 が 恩人 卯 平 次 (お 初の 仲人) に述懷 めかし く 語る 獨 白と 見るべき もので あ 

るから. か- -る 結果になる の は 止む を 得ない。 慾に は、 お 初が 心變 りが した こと を 描く 段 取 を， もう 

少し 細かに して 欲しい と 思 ふ。 又 人事 を冩 すに 偏して、 說敎 めいた 物語が 多すぎ、 背景の 描寫 がお ろ 

tV かにな つて ゐる點 も， 批 をうて ばうて る。 然し 次の 『ひとり 寢』 の 前半と 相俟って、 露 伴 作品 中 稀 

に 見る 好 箇の喜 悲劇と して 纏つ て ゐる。 

四 

第三 集 『ひとり 寢』 (明治 二十 九 年) は、 『きくの 濱松』 にす ぐ 物語の 績く 「ひとり 寢」 の ー篇と • 

もれと は 直接の 連絡な き 「さんな きぐる ま」 「あがりが ま」 の 一 ー篇 から 成って ゐる。 

「ひとり 寢」 は 彼の 「きくの 濱松」 の 後半に 見える 手代 久四郞 の 物語の っビ きと これに 因由して お 

初の 離緣 のこと が 述べられて ある。 宿主 已之 助の 女房お 淺は、 久四郞 に諦ら めさせる ために 主家 京屋 

の 消 息をつげ、 お 初の 恬然た る 根性の 賤しむべき を敎 へる。 久叫郞 はこれ を 聞いて 却って 憤怨し • 深 

夜京屋 にしの び 込んで お 初 を 斬らう とする が、 無論 失敗して、 再び 巳 之 助の 俠氣 にす がる。 それから 

暫時して 筆屋 に手傳 ひに 来て、 前 集お 初と 會ふ 段と 照應 する。 正 太 郞は卯 平 次から 久四郞 の 告白 を 聞 
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い て 一 溉 にお 初 を 夫ら うみす る、 が 老巧なる 卯 平 次 は 正 太 郞に勸 めて 一 應ぉ 初の 懺悔 を M かせる。 お 

初 は 一度 は隱 すが 終に 懺悔す る。 此のお 初 S 懺悔で、 今迄 小面憎い 氣 のした お 初が、 却って 可憐^ 命 

の 女性と して 一掬 同情の 淚を そ、 がしめ る、 久四郞 を 憎から. f 思った こと は眞實 なること *  grig の 口 

說の 辛ら さも 久四郞 と 相 見ん ことの 嬉し さを樂 として 堪 へた こと、 遂に 隱 居の 暴力 を 受けてから 久 W 

郞が 恐ろしくな つたこと など • お 初の 側の 心理が よく 寫し 出されて ゐる。 懺悔の 結^ は、 遂に 離緣と 

なる つ 中で 久四郞 が、 ぉ淺 からお 初の 消息 を 聞かされて、 狂人の 如く 自分 を 嘲け る 一段が 姝に すぐれ 

てゐ る。 正 太が お 初に 白狀 させる ために 無理に 工夫 を 弄する ところ は、 いさ k か 取って 附 けた 嫌が あ 

る" 結末に 出る 金 仙 寺の 庫裡の 壁に 落 書され た r 會者定 離の 圖」 云々 前後 は、 一 結 千 釣の 趣 致と もい 

ふべき であらう。 落 書に 始まり、 落 書に 終る。 玉 山の； €戯 で 始まり 玉 山の 惡戯に 終る、 首： 照 應の妙 

に 何ともい へない ところが ある。 

.「 さんな きぐる ま」 これ は 『さ.^ 舟』 の 集中の 「荷葉 1^」 にと 直ちに 接 緩す る 物語で ある。 ^京に 

亇稚 奉公と 定 つた 新三郞 をお しづ 母子が 送る、 J お 小夜の 可憐、 情をかくす新三郞のねぢi^た性格がそ 

の 間に も 見える。 だが 別れ 際に 今 を 最後と 一 1 人が あやとりの 遊びに 與 する 一 段に は淚を そ、 る 哀愁が 

ある。 それから 木 更津の 勝 浦屋の 有様 (こ &の 主人が 新三郞 をお 京に 迚れ 出す V  ^出. ^京 兄 物、 奉 

公 先へ 目見え， 主人 坂 本 岸： 喜 藏の素 生、 一家の 人々 の 性格、 難物の， 王 (糸 i^sc:_i-.f::: のこと、 奉公：："々 の 


新 三郞の 生活の ことに 筆 をつ けて 終る。 主人 喜藏の 出身 は 後の 物語の 楔 子と なって ゐる、 卽ち坂 本屋 

の 先代に 見込まれて、 遣 言で 一人娘お この k 養子と 定まった ものが、 おこの- - 母が 娘の 我儘 を 許して 

醜男の 喜 藏を體 よく 追 ひ 出し、 おこのと 通ぜし 手代 榮吉を 入婿に した こと * 喜藏は 男らしく 屋號 のみ 

を もらって、 手 切 金 を 却け て獨立 奮闘した こと、 おこの.^ 方 は 間もなく 零落して 田舍 落せし ことで あ 

る。 短い が 入 組んだ ー篇 である。 

「あがりが ま」， 發端 があって、 おこのと 榮吉 との 馴れ そめ. 父の 遣 言 * 喜藏逐 出しの 前後、 おこ 

の 榮吉坂 本屋 を つぐこと 迄が 述べて ある。 それから 直下して、 筆が、 今 は 零落して 浦 和 在 (榮吉 の 故 

鄕) に 佗住居せ るお この、 凶夢に うつる。 突兀の 妙味 は あるが、 聊か 筋が 瞹眛 たる を 免れない。 一 微 

塵藏』 第五 集 『もつれ 絲』 は 蓋し この間の 消息 を 補 ふために 書かれた とみて よろしい。 

無頼漢の 村 醫者宗 安が 近頃 死んだ 榮吉 の藥代 をお このに 催促して ゐる" 成 上り 者の 勇 造が 来て おこ 

の を 助ける。 これ は 勇 造の えせ 慈悲で、 おこの を 恩に 絡んで 手に入れる ために 宗 安と 組んで 仕 かけた 

芝居で ある。 これから 勇 造 は、 榮吉が 生前の 不始末の 相談に かこつけて、 村の 端れ の 小 料理に よび 出 

す。 おこのと 宗 安の 掛 合の 間に * 長女お すまが 千 住に 出 奉公して ゐる こと， 長男 榮太郞 が 母の 手助け 

に n: 傭 稼ぎに 出て ゐる こと なぞが 分かる。 よく 讀 めば、 此の 趣向に 一脈の 舊ぃ 世話 劇め いたと ころが 

着 取され なく もない。  - 
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五 

『雲の 袖』 (二十 九 年刊) は 『微 If 藏』 第 四 集に 當る。 叙述の 筆 は 直ちに 第一. 集^の 「あがりが ま」 

に續 く。 

rn 储 から 歸 つた 榮太郞 は 母の 不在に 驚く。 おこの は 勇 造の 無禮を やっと 免れて おって 來 るが、 ^の 

無味 氣 さに 榮太郞 を 喜藏に 托して、 自ら 死 を も. V 一 めんと する. - 榮太郞 も 子供心に ゆ.：^ はかなんで と 

共に とい ふ。 死 を 求めた 母が 却って 死 を 止める 始末、 榮太郞 の發議 で、 榮太郞 が r::^ のおす まの 許に 

余 策に 出かける ことになる。 千 住で 姉に 會 はれす 落膽 して 歸る 途中、 不圖 した ^ ^件で、 ^贼顿 崎. I 郞 

とい ふ 人物に あ ふ。 これからが 趣向が 變 化に 富んで 來 るが、 情味が 簿く なって、 駄足 的に なって、 そ 

れ 面白く もない。. 却って 前段の 榮太郞 の述懷 のと ころな どが * しみじみと；^ は 、れ る。 

十 郞は榮 太郞の 物語 を 聞いて、 おこの 母子 を 助けて やる と 誓 ふ、 その 资を 5^ ん とて^ 京に 引返して 

仕事 をす る、 それに 榮太郞 を手傳 はせ るの は 感心し ない。 此の 時賊に 入った 中の ー軒が坂本：！^^威の 

家で ある。 十郞 はおす ま を 助けに とて 榮太郞 と 分れて 行く、 榮太郞 は 母の 許 を 指して 歸 るへ：^ ー屮、 捕へ 

られ る、 遣留 品の 榮太郞 の 名 ある 書面 を、 小僧 新 三郞が 拾って： S けたから である >  ： おお このは 榮太 


郞の歸 りが 三日間に 亙っても ない の を 心配して ゐる ところへ、 勇 造が 來て、 御託 をなら ベて 苦め かけ 

る。 そこへ 意外に も- おすまが 十郞に 伴な はれて 歸 つて 来る。 おこの は、 おすまの 口から 助けられた 

仔細 をき く、 此の 物語 は 『もつれ 絲』 の 次に 来るべき である。 十 郞は策 を 設けて、 仕返しに、 勇 造 を 

自分の 案山子に つかって 捕へ させる。 

喜藏 は、 おこの- i 曰 面が 遣書體 になって ゐ るので、 驚いて 死んだ つもりで 種々 盡す。 榮太郞 は 無事 

歸 される が、 おこの は 此の 時の 行 違 ひから * 喜藏に 再び 恨み を 結ぶ ことになる。 末 段の 十郞が 警察 屯 

署に當 てた 書面 は 面白い。 

筋 は 「あがりが ま」 と 同じく * 世話 狂言からの 脫 化と 見られる ところが ある、 ト郞が 榮吉の 昔の 兄 

弟分 鎌 九郞と 名の つ てお この 母子 をす く ふところ、 捕 はれん として 巡亮を 投げ 殺す あたりが さう であ 

る。 おすま をす く ふところ は眞に 面白い が、 勇 造 を 退治る ところ は、 些と 小細工 を 弄しす ぎる。 尤も 

元 來が賊 といへば 奇手 百出 もやむ を 得ない ことで あらう か。 た^ 何う しても 俯に 落ちな いのは、 おこ 

の. -遣 書に とて 認めた 手紙が 坂 本屋の 傍に 落ちて ゐ たとい ふ、 その 理由で ある.。 榮太郞 の 外に は 落し 

手はゐ ない ので あるが、 榮太郞 は 元々 千 住の 姉に あ ひに 行った ので、 出立の 時に 自分に 用の ない 此の 

手紙 を もって 出 はしない、 ー乂 おこの が 無理に 榮太郞 の 知らぬ 間に 懐中に でも 入れた 風 もない。 郵便で 

やった としても、 榮太郞 の 歸らぬ 中に さう いふ こと をす る 理由 もない。 此の 件 だけ は 幾度よ み 返して 
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みても、 說明 がっかない。 總 じて 此の 篇は 作者の 興味が 乘 つて ゐ ない とい ふ 感じが する。 十郞は 或は 

作者 得意の 人物 か はしらな いが、 昔の 鼠 小僧 張の 義賊に tfK として、 却って 興味 を 殺ぐ 恐れが ある。 

六 

第五 集 『もつれ 絲』 は (明治 三十 五 年刊) は、 後篇と 銘 うって、 露 伴と 門下の 松 魚との 合作で ある，^ 

何回が 露拌 で、 何回が 松 魚 か 分からない、 後篇と はい ひ條， 『雲の 袖』 より 前の 事件の 物. おであるか 

ら、 本來拾 遣と でもい ふべき ものである。 『もつれ 絲』 は通篇 おすまが 女 主人公で ある。 それ は 『雷 

の 袖』 が 榮太郞 が 主人公に なって ゐ るのと 似て ゐる。 おこの & 夫榮吉 が？ <F 落して 浦 和 在で". に 臥し. 

おこの .^18 縫と 一 一人の 子供の日 储 稼ぎの 眞似 によって その 曰 を 過して ゐる 際の ことで ある。 干仆 から 

來た 平九郞 とい ふ 男 は、 宿で 聞いて 義俠 心に かられた とかいって、 おこの、 許 を 訪れ、 おため ごんし 

に 千 住の 扇面亭 とい ふ 小 料理屋に おすま を 奉公に 出して は 何う かとい ふ。 おこの ふ榮. fu は * 平 九郎の 

口ぶりに 欺かれ、 扇 面亭が 堅氣の 料理屋と いふに つられて、 金の 欲し さに (，：-: 小 安への 藥禮 や：^ 造への 

借金 を拂 ひたさに) それ を 承知す る。 おすまが 奉公に 行く 前後 は 一 の 家庭 悲劇、 むしろ 一 の心现 悲劇 

である。 おすま は 家 を 離れて 第一 に 平九郞 なる 人物に 幻滅 を覺 え、 旣に千 住に 來て は！ ：|而<, なる もの 


に大に 幻滅 を感 する. それが 私 窩子屋 兼帶の 貧弱な 小 料理屋 だからで ある. >  然し 病 父と 母の こと を考 

へ、 辛ら さを堪 へて、 漸く 操 を 守って 暮 して ゐる 中に、 草 加大盡 とかい ふ 六 4. 爺の 好色漢が、 おすま 

を 手 折らう としてうる さくつけ 廻 はす。 主人 夫婦 は 勿論 これ を 助成す る氣 で、 おすまに いふ 裹を 蘭け 

と 迫る。 おすま は 凛 乎と して それ を 聞き 人れ ない、 その 爲 めに 物置に 押込められたり いろいろ 套 遇さ 

れ るが、 何う にもなら ぬので 扇面亭 でも 平 九郞に 返す。 平 九郞は 前借 を 返す のに 困って 辨ニ郞 なる 仲 

間に 相談す る。 辨ニ郞 は 更にお 勘なる 惡 婆に たのんで 折檻して 貰 ふ。 そこへ 鎌九郞 (嗨崎 十郎變 名) 

なる 人物が 出て、 おすま を 救って 母の 許に 連れて行く。 『雲の 袖』 の 記事と 二三 筋が 相應 しない 所が あ 

るが、 合作と て 止む を 得まい。 例へば、 『雲の 袖』 ではお すまが 辨次郞 の 妾の 家に 隠されて ゐる となつ 

てゐ るのに、 此の 『もつれ 絲』 ではお 勘 婆の 許で 折檻され てゐ ると いふ 如くで ある。 一 體に調 が 保 

く 情 奥が なく， 文章 も 露 伴の 平生と 違って 力が 弱い、， 『微塵 藏』 中の 劣 作で ある。 

七 

『屈 流 微塵 藏』 の 描かん としたと ころ は何處 にある か、 作者の 眞意 は、 未完 だから それと 指し 難い 

やうで も あるが、 然し 現に 描かれて ある もの を 言 ふの は 難く はない。 卽ち 人生 そのもの、 種々 相で あ 
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る 。此の 作 を讀ん で、 第一 に 心 をう つもの は、 運命に とら はれて 遣る 瀨 のない 人間の 姿で ある。 ぉづ 

夜、 新 三郞， 筆屋正 太郞、 女房お 初、 手代 久四 郞、 坂 本屋、 おこの、 榮 太郞、 おすま 等， 以上に 出る 

一 として 神様に もて あそばれて 足搔 きのとれ ない 人間で ない もの はない。 神の 悪戯 述 命の 皮肉 力 人 

生 到る ところに 事件 を かもして、 それが 或る 者に は 悲劇と なり、 或る 者に は甚 劇と なる。 此の 作に は 

その 悲劇的な 悪戯が 多い、 作者 は 微笑して 書いて はゐ るが、 見様に よって は 悲劇の 述統 である。 

『きくの 濱松』 の筆屋 正太郞 は， 別にお 初に 戀 したので もない、 お 初 も 正 太郞が 好きで 一 絡に なつ 

たので もない、 が、 鬼に 角 一緒になら なければ ならない 羽目に なって 夫^生活に 入る、 食 ふ 口が.^ ゑ 

て 仕事が 不景氣 になる、 正太郞 は、 知己の 栽 松 道 人の 智慧 を かりて 刷毛の 製造 を 始める、 不^ぐ. - カー 

轉 して 大景氣 となり かける、 自分と 丁稚の 乙吉 のみで は 手が足りない、 そこで 雇人 をた のむ。 紐んだ 

先から 来た 雇人 は、 女房お 初の 昔の 戀 人で 今 は 仇敵の 手代 久叫郞 である。 そのために、 妙な^ 件が き 

じ、 お 初 は離緣 され、 正 太郞は 折角 芽の 出た 仕事 を 抛擲し、 自暴自棄 となって 酒.^ にみ だれる。 久 P 

^は 死んだ と嗨 される。 お 初にしても、 久四郞 にしても、 か. -る 場合に， か k る m 心 ひがけな いところ 

でき はなければ ならなくなる の は、 皆 運命の 皮肉で ある。 お 初久叫 郎の關 係が、 先に 好く 後に 惡 いの 

も^さう である。 

お？ おが 久 ra^ に、 男らしく 諦めさ せんとの 親切心から、 友達のお 金に 賴ん で京屋 のお 様 やお 初の 本 


I 


心 を 探って 貰 ひ、 それ を 久四郞 に 取りつ ぐ。 お 初が 久 郞の 去った の を 喜び、 恬然と して 曰 を 送って 

ゐる とい へ ば、 如何に 意氣 地な しの 久四郞 も諫ら めて 考 へ を もち 變 へ る だら うと 推測した ので ある。 

ところが 人の 心 は 分からない、 そのために 久四郞 の 愤怨は 益々 激 されて、 寒夜 京屋 にしの び 込み、 お 

初の 小用 を 足して 洗 手 せんとす る 刹那 を ねら つ て 斬りつ ける。 親切が 仇と な つ て 却って 未， 竦な 振舞に 

出で させた.^ 叉お 初が 久四郞 に 憎まれる に 至る の も、 お 初が 告白に 、「此の 事 を 久四郞 様に 云 ひもな 

ら ねば、 隠して ゐ る底氣 味の 惡さ、 胸の 苦し さ" 顏を みるたびに 恐ろしい 神様の 前に ひも 出た やうな 

心地して 我 を 責めら る-^ 憂さ 辛 さに， 自然と 思 ひの 色に 出で \歟， 心變 りと 勘 違 ひして： で VJ につ ナ VJ 

は 厭味 をい はれ >  云 ひ 解く こと は 知らぬ にあら ね ど， 暗い ことの あるに 舌 も^って 口 も利ナ すそれ を 

又 わざと 口 さへ 利かぬ 歟と久 様 は合點 する やうな 調子に、 彼方此方が 段々 と 『ぐり はま』 になって (中 

略) 終に は ほと ほと 眞實 に. 執念く 思 はる \が 却って 厭に なった ころ 不圖久 様の 恐ろしい 文 を」 云々 

と あるの.： -讀 めば、 お 初の 罪 だけで はなく、 蓮 命の 惡戯 である ことが 察せられる。 

. 更に 叉 「さんな きぐる ま」 「あがりが ま」 に 見える 喜藏 とお この k 重 命 は 何う か 。喜 藏が舊 主.，. MJ 

見出されて 一人娘の 婿と 遣 言され るの は、 福で ある。 然るにお このが 喜 藏を嫌 ひ、 叉榮吉 とい ふ 情人 

の あるの が 原因と なって、 罪 もない のに 遣 言 を 反古に される のみなら す， 坂 本屋 を體 よく 遂ひ 出さ 匕， 

る、 とれ は 福が 轉 じて 禍 となった ものである。 而 かも 遂に 屈せす 撓 ますに 奪鬪 して 一本 立の 商人に な 
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り、 坂 本屋の 屋號を 失 はぬ の は、 禍が轉 じて 福と なった ものである。 おこの は 何う か。 これお 杯な 招 

親の 卯き によって 情人 榮吉と 坂 本屋の 後 を 取る、 これ は 福で ある。 然 かも 榮吉の 媒介 人の 鈴 鹿お に 欺 

かれて 时產を 失 ひ、 柳 島に 落ち、 遂に 浦 和 在に 落ちの びて 貧苦 を 嘗める、 これ は 福が 轉 じて 禍 となつ 

たもので ある。 然 かも 困難の 頂點に 至る や、 却って 天佑 か 人 助か、 窮 して 通す る 道理から 前途に ー總 

の 光明 をみ とめる に 至る、 禍が轉 じて 福と なった ものである。 禍福 は糾 へる 繩の 如しで、 運命の 網の 

自は 何處で 何う 落ち か，， つて 來 るか、 人間に は 分からない。 た^ 痛感され るの は、 人事 一切 その ^節 

を脫 する ことが 出来ない ことで ある。 

かく 運命が 盲目的に 一切 萬靠を 決する 如く 見える 中に も. 自ら 凛然たる 正義の 應 報が 行 はれて ゐる 

ことが、 陰然 看取され る。 必然の 中に 自由意志 を 認め、 自由意志に 必然 を 認める 手法で ある。 例へば 

『さ、 舟』 の 中の 新 右衛門が お 力の ために 次第に 零落す る こと、 お しづ 母子が 無 寧 平和の 生.. = を つに 

ける こと を 見よ。 又 罪 もな き 喜 藏を逐 ひ 出さ しめたお この i 子の 榮太郞 が、 喜藏 によって 知らす 識ら 

十の 中に 盗まの 汚名 をき せられる ことになる。 おこの が 勇 造に 苦しめられ、 その 勇 造が 蠏崎十 郞に苦 

しめられる 如き は • 最も 顯 著な 例で ある。 かく 觀じ 来れば、 運命の 神 は、 盲目的な るが 如くして、 終 

に 盲目で はない。 


翻って 見る に、 露 伴の 作品 中で、 此の 篇程 多くの 少年少女が これ 程 見事に 書き分けられ • これ 程 重 

大な役 を もって 上場 させられて ゐる もの はない。 今此 等の 少年少女の 性格 を、 いさ i か通觀 してみ よ 

う。 

『さ.. -舟』 の 新 三郞は 剛情な 探け 者で ある。 幼い 頭 を 早くから 人生の 惡に鍛 はれた ので 少年の 純 實マ 

さの なくなった 最も 少年ら しくない 少年で ある。 可憐と はい ひ 難い、 場合によって は隨分 憎らしく さ 

ハ なる。 ^力 も 何人も 『さ、 舟』 を よんで 新 三郞に 同情せ すに 居れな いのは、 この 摸け た 性分が 本来 

の 彼で はなく、 祖母 おとわやお しづ 母子に 對 する 時の 柔順な， 淚 もろい、 弱々 しい 心の 持主が、 本當 

の 彼 だとい ふ點 からで ある。 お 小夜 は淸 く- 美しく、 優しく- 邪氣 なく、 可憐の 小 天使と もい ふべき 

で、 新 三 郞に對 する 吾等の 同情 も- 大部分お 小夜に 對 する 最 負から 生れて 来る。 お 小夜の 愛する 新 三 

郞に 同情す るので ある。 新三郞 とお 小夜の 性格の 對 照して 描き出されて ゐ るの は、 二人が 蜘蛛の 巢に 

からんだ 蜻餘 をみ ると ころで ある、 —— 

T 見れば 顿 蚣- の 小さき が、 いと 大きなる 網 を 張り 居し 色 美しき 女郎 蜘珠に 得られて、 今や 露の命の 絕々 に 羽 を 
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i き fllk けど 斷っ こと SSI の絲 S を搦 めえ 脚 を 縛られ、 ？ 果てつべき I なり。 あれ S 

さうな、 蟠 給が 死ぬ 新ち やん あれ を 助けてと お 小夜 は 空 を 指さし 示す に、 同じく 稍 は 眺めながら 新 二 郞は笑 を 

含みて、 や あ 面白い、 蜘蛛め が 勝つ、 嚣が 負ける か、 で氣 味い i 昧、 小夜ち やん 默っ 5 てお 出で、 今 

一 Jt?:^ がき はれて 終 ふと さも 而 白げ に 云 ひなせば」 云々 (「さ V 舟」) 

同じ 「荷葉 1^」 中に 出る 與 助の 子お 春 も * 氣 丈な 自然の 子と して 面白い 性格 を 示して ゐる。 殊に 面白 

いのは、 馬鹿の 三 太 だ。 

「心 足らずの 三 太、 蓮の 葉 I 上に 被りて 太腿の 出.， つる を關 はず 衣据 高く 褐げ、 何 か は 知らず 跳ねて ず仫に 

は、 お 小夜 掌を拍 ちて 歌 ひ 離し、 お 勘 新 三 は 腹 突き出して 太鼓 拍 つやう に 打敲き 拍子 取りながら. いづす も- - 

しれぬ 鄙 俗歌 を 興に 乘 じて 歌 ふ 態 (屮 略) 三 太 高く 躍り 低く 舞 ふ 身 振と いひ、 或は 開き 或は 蓋 づる手 付と い.， ン 

馬鹿々々 しく もまた 可笑しければ、 いづれ も 其 を 打 笑 ふに 加へ て 三 太 自ら も 嬉しがりて 腮も脫 しかれ まじく 哈 

々と 笑 ひ 騒げるな り。 「我等が 家のお 背戶を 出て 見れば、 松の 樹 三本に S 本、 合せて 六本、 极を みれば おさ 

は 根 草が 生 ひかき、 i さは 鴨め が巢を かける、 昨夕 生れた 鴨？ が、 今朝 S ひ 出て ちょち よ」 と i に 

つれて、 お 小夜 は 掌 を 拍ち新 三 は 腹 を f> き、 三 太 は 無茶苦茶に 踏る こと 蛙兒の 如し 云々」 (「さ、 舟」) 

『きくの 濱松』 の 玉 山の 玉 之 助 は 叉 以上と 變 つて 腕白で、 ^がで， 小癥 でい たづら で それで 無 邪 

氣で拾 利で 憎まれぬ 德な 性格の 持主で ある， 本文 を 引用 すれば、 「實に 玉 山 は 未だ 十二の 兒 まなれ ど不 

思議な 性に て * 自己が 師の 他の 者と いへば 大人お 童の 別ちな く * 頭から 愚人と 見 侮りてか^.^ も (还， は 


の擧動 無く、 饒舌り たければ 饒舌り、 騷ぎ たければ 騷ぎ • 能く 笑 ひ 能く 戯れて、 如何なる 氣むづ かし 

き 男、 位高き 人の 前 を もつ ゆ 憚らす、 日々 自己が 氣 ま.^ 氣隨に 飛び跳ね 遊び 廻る 程に、 初めは 誰し も 

驟ひ 嫌へ ど、 此方 さへ 馴染みて 見れば 無毒 無 邪 氣の憶 面な しにて、」 却って 可愛らしく こそ あれ 憎みた 

くても 憎まれぬ、 愛嬌 ある 兒 である。 玉 山の 性格 中 注意すべき は、 天 品と もい ふべき ュ ！• モア を 持ち 

合 はして ゐる ところで ある。 例へば、 正太郞 が、 お 桂 婆に 獨身 主義 不便 論を說 かれて、 老婆の 雄 辯に 

閉口して ゐ ると、 「始終 を 聞 きゐた 玉 山 は 笑 ひながら 水口より 首 さし 出して、 ャィャ ィ饒苦 婆の 世話 

燒 婆め、 紫色の 齒ぐ きを 出して K へ、 H へ、 と 笑 ふ 奴 ャィ、 老耄 婆の 銷 婆め、 汝は說 法 上手 だが 『會 

者定 離』 とい ふこと を 知るまい、 正さん、 我が 加勢 をして 其 婆 を 一寸 負かして 遣らう か」 とい ふ あた 

り、 又は 顚 倒の 迷 ひを說 いて 老婆 を やり 込める あたり、 正太郞 がお 初 を 去った と 聞いて、 —— 

「金 仙 寺の 庫裏の 白壁に 得 知れぬ 異樣 の畫は 描かれぬ。 (屮略 )o 惡戯 せし は 何奴と 紅す まで もな く赏 人の 玉 山 

揚々 として 「ゑし ゃぢ やうり の 圖玉山 ゑが く」 と稚き 文字 もて 決め 置ければ、 散々 に 師の栽 松 を はじめ 皆の 者 

に 罵り 懲らされ しが、 大相尙 の 海 音 禪師は 衆徒の 噂に 知り 玉 ひて、 一 覽し玉 ひしの ち、 笑つ て 玉 山が 頂 を 摩し 

玉 ひしぎ り、 何とも 叱リ もし 玉 は ざり ければ- 玉 山い よいよ 增 長して えらい か 此の 寺 中に 乃公の 綺の 解った は 

大和^ 樣 ばかり、 他の 奴： 等 は 何の 畫と さへ 知れぬ ので あらう に、 消すな 消すな と 呼 はりて 舞 ふやら 跳ねる やら. 

大 得意な り 云々 
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と ある あたりが それで ある。 且つ 叉 少年 玉 山に は 面 い 女性 觀が ある" 曰く  n 

「第一 女 は 意地が 惡 くて、 吝嗇で、 世話 燒で * 喧しくて、 直に 乃公の こと をお^ 匠樣に 告げ口し たりなん ぞし 

て、 頭髮が 臭くて * 母 か. k ぶつ て、 高慢で、 赤坊 なん ぞ 生みく さつ て、 ぎ や あぎ や あと 泣かせく さって、 惡ぃ 

ことば かり 渾山 ある、 それ だに よって 此の 乃公 は 女の しなくな 氣取 くさって^ 行く に 町で 出會 ふとき は 何時で 

も 唾液 を 足の 前の 三尺ば かりのと ころに 向つ て 必ずぶ いと 噴き かける」 云々 

『雲の 袖』 の榮 太郞. 『もつれ 絲』 のおす まに 至って は、 何と 評する より 先に、 いたいたし いとい 

ふ 感じで 心が 一杯になる。 共に 孝子で あり 孝女で ある。 然 かもよ く 物の 本に ある めそめそ した^ぐ 4 地 

のない 孝子 孝女で はない， 凛と した 心の 張りの ある 孝子 孝女で ある。 榮太 郞が蠣 崎十郞 に^ 然 りか 

, ^らんと する 如き- おすまが 扇面亭 夫婦と 草 加の 狒沸 爺の 迫害に 操 を 曲げない 如き、 この 例と みて よ 

、 % 

ろしい。 ；土 山 を 光明の 兒 とすれば、 新 三 郞と榮 太 郞は暗 黑の兒 である。 だが 榮太郞 に は 新 一二郎の ひね 

い i と 剛情がない、 それ は 未だ 幸 ひに 母の愛が あるから である、 此の 點で 榮太郞 は、 新三郞 より. _ 卞ぽ 

であると いへ る。 而 かも その 厭世 觀を きけ、 — 

「畜生- 惡徒、 無益 だく、 自己 は活 きて ゐても 窘められ るば かりだ、 母樣も 窘められて ゐるぱ かり. 姊樣も 

左樣 だ、 お 〔又樣 も 窘められて 死んで 仕舞った の だ、 あ、 一 自己 はい、 が 母樣が 愍然 だ. 姊 おか^ あ" た 水の.^ 

う ち 

は^ 惡 徒で • 人 を 窘めて、 而 して 美い 衣服 を 着て、 美い もの を 食って、 吾 家の もの は^ 善い 人で 人 に^めら 


れて、 而 して 加 之に 自己なん ぞは惡 徒の 兒 童にまで 襟褸を 着て ゐ るから 污 いだの、 雜食 だから 力が 無から うだ 

のと 笑 はれる、 詰らない、 生て ゐ C も、 何うな る、 死んだら ば、 死んだ 先に は 何も 無から う、 睡 たや ゥ なら 死 

ん だが 可い。 自己 は 死なう、 母檬は 何うな さる、 母樣も 死ぬ がよ い、 姉樣も 死ぬ がよ い」 云々 

これ を 吐く もの は 僅か 十四の 少年で ある。 わたし は餘 りの いたいた しさに、 これ 以上 此の 兄弟の こと 

は 述べぬ ことにする。 

『風流 微塵 藏』 S 集、 『さ、 舟』 より 讀み 始めて、 『きくの 濱松』 に 及び 『ひとり 寢』 に 及べば、 わた 

しが 此の 作 を 大作 だと 斷 じた ことが、 決して 不思議と は 思 はれなくなる であらう。 描寫 されて ゐる世 

界は、 爛れた やうな 近代 人の 世界で はない、 活動す る 人物 も神經 病的な 近代 人で はない、 だが 此の 作 

は、 人間 そのもの、 姿の 一 相を捉 へて ゐる。 小說は 「人生の 批評」 で、 やがて は 人生 そのもの である 

とい ふ 『近代 小說』 の 著者 フォ ー レツの 語が わたし を 欺かぬ とせば * 露 伴の 『風流 微塵 藏』 は、 未完 

のま & でも 明治 小說 壇に 永久に 殘 るべき 記念 塔の 大きな 一 つと ならざる を 得ない。  . 

(大正 十五 年 w 月 一日、 早稻田 文學， 二 〇 一一 一 號) 
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內田魯 庵 氏の こと 

昭和 四 年 六月 二十 九日、 文 學界の 長老 內田魯 庵 氏 逝く。 

越えて 七月 一 一日 靑山齋 場で 友人 葬 を もって 內 田さん. ^ る。 友人 葬と いふ 名 はいかに も^ 新で^ 力 

賑やかな 親しみ 深い やうな 印象 を與 へる が、 列席の 一人た る 私に とって は， 何だかお 茶^じみ た、 あ 

つけな (、 そつ 何處 から ともなく 淋し さの こみ上げて くる やうな ものであった。 〕 お^の 港 を 二つ „p 

いたが、 お 座な りめ いた 印象が 何う しても 消えない、 ii よし、 自分で 自分の 兌た. M: 田さん を m2 いて 

みょう、 こんな 氣 になって、 歸 つて 筆 をと り 上げた が、 さて 書かう とい ふ 段に なって、 自分が 內田さ 

ん について もって ゐる 知識の いかに 少ない かに 驚いた。 

こ. -に 至って、 これ はし まった、 もっと いろんな 事 を 早く 聞いて 置く のだった にと 怖んだ 力 迫 や 

かない。  、 

尤も 內 m さんの 病氣 のこと は 前から きいて ゐ たが、 こんなに 早く 亡くなら うと は m わはなかった。 そ 


こに 油斷 があった わけで ある。 去年お 目に か、 つたと きに、 舌が わるい とい ふやうな お 話 を 一寸 伺つ 

たが、 その 時 は 御自身で もさう 大して 問題に して ゐられ なかった から、 私 も 輕ぃ氣 持で きいて ゐ た。 

それに 田さん が 御自身で 自傳を かく  (乃至 口授す る) 氣 もち を もって ゐ たこと をお 見せ 下す つた Q 

で、 それ を當 てに して 待って ゐた氣 味 もあった リ それ もこれ も 自分の 油斷 からだと 今更の やうに 悔し 

く  £3 ふ。 

それで 私の 今の 知識で は、 內 田さん の傳 記の 大略と 明治 文壇に 於け る 地位 功績と い つた やうな こと- 

を 書けば お 仕舞 ひになる. - 平生 內 K さんの 知り合 ひだと 口 幅たい こと をい つて ゐた 手前、 それで はい 

さ \ か 恥 かしい 自分で は あるが、 それだけ でも 書いた 方が、 默 つて ゐ るより 荷が 下りた やうな 氣 もち 

になる。 

二 

その 前に、 忘れない うちに 先づ 片付けて 置きたい ことが 二つ 三つ ある。 — 

內 田さん は旣 成宗敎 のどれ にも 關 心せす 信仰 を もたなかった とい ふ。 これ は眞實 であらう。 だが 私 

は 何 か を 信仰して ゐ たこと はあり 得る と 思 ふ。 例 へ ば 東洋風な 天と いふ やうな もの を 信じて はゐ はし 

•r 田^?|"庵氏の こと  .  五  一二 
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なかった かと 私に は 思 はれる。 現に 私 は、 內. 田さん 御自身の 口から、 お 天道が 知って ゐ ると 力 ま 天 

道に は 分って ゐる さとい ふやうな 言葉 を數度 かされて ゐ る。： ， . 

又 平^よ くい はれた、 自分 は ー錢も 貯金 なぞない， 人間 は 生きて ゐる問 は 何とかな ると 

だが、 その 一面 御 家族の 多い 一家の 經濟 のこと では いろいろと 心配され たこと が 多かった らしい 

內 田さん の 御 病氣は 精神 過勞が 原因 だとい ふ。 過去 數十 年に わたるべ ン勞 働の 疲努の 聚 のために 倒 

れ たとい ふ 意味に とれぬ こと はない。 紅葉の 時 もさう だったら しいが、 實 際文舉 者の い 後 は悲壯 なの 

が 多い。 最後のお 末に 就かれてから も、 內 田さん の 念頭から は 御 家族の 將來 とい ふこと が 離れな 力つ 

たらしい。 

奥さんに 向って、 おれが 死んでも， 後 は 何とかなら うから、 害 物な ど寶 るん ぢ やない よと いはれ た 

とい ふ。 こんな ことにな つてお 前に は濟 まない、 とよく 奥さんに おわび をされ たと レ 

いづか、 奥さんが、 ぉ孃 さんの 外出 衣. V 簞笥 からお 出しに なった とき、 內 田さん のお パ M 物が h にあ 

つたので それ を先づ 外に 出した なり、 その ま- - 用事に 立 たれる と、 內 田さん は、 床の 上から これ を =^ 

て、 お前 は 情ない こと をして くれる といって、 ハラハラと 淚を こぼされ たとい ふ、 それ はもう 门 分の 

.1.- 勿が 生活の資に 代 へられる 時に なった と 思 ひ 誤って、 悲し さ 情な さが こみ上げて 来た ものであった 

の だ。 


又 山 谷へ お越しに なった ころ、 奥さんに 向って、 しきりに こんな 汚い 家に 越して 來て といって、 泣 

かれた とい ふ。 つまり 御自身の 病氣 から、 經濟 的に 一家に こんな 情ない 目 をみ せた とい ふこと を 心配 

して ゐられ て、 いったの であらう。 奥さんが 決して、 そんな ことがありません と 取りな されたら、 此レ 

の 天井 を御覽 といって、 叉 泣かれた とい ふ。 

臨終 前の 四 五 曰、 もう とても 駄目 だとな つてから は、 食物 も藥も 一切 とらなかった。 口に 兩 手の 蓋ハ 

をして、 誰に も 入れさせなかった。 そして 奥さんが 言葉 をつ くして す、 める と、 藥を 少しば かりとる. 

が、 すぐ プッと 叶-いて しま はれた とい ふ。 こんな 役に立たない 身に なって 長く 生きる の は 氣の毒 だと 

いふので、 覺悟 をされ たもの らしい。 

明治から 大正に かけて， 魯庵內 田 貢の 名が いかに 日本の 文 舉界に 大きな 貢獻 をして ゐ るか、 わが 內 

田さん は實に 一 代の 文勳 といって い.. -。 だが その 大きな 功の 割合に 報 ひられる ことが そんなに も 薄い- 

かと 思って、 私 は、 悲壯の 思 ひに 骨 動き、 毛の 逆立つ 感じ を 禁じ 得なかった 。奥さんのお 話 を 私 は 他， 

人事で ないやう に 身にしみて 聞いた の だ。 

ミ 
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明治 元年^ 月 五日、 內 田さん は 下 谷 舉坂三 問 町、 に 生れた J 紅葉 露 伴より 一 歳 F、 突 妙^ 花と 伺 年で 

あった。 家は舊 幕の 御家人で、 お父さん は、 維新 前の 名 を 何とい つた か、 明治に なって. S 田 正と いつ 

た。 お a- さん は 柳 子。 內 田さん は その 長男で ある、 兄弟の こと はよ く 分からな レカ、 のあった こと 

は 知られて ゐる。 オイケン 舉者三 並 良 氏の 夫人が さう だとい ふ。 私が 直接 内 田さん から 伺った ところ 

では、 お父さん は 仲々 折花樊 柳の 遊び を やった 人で、 遊 藝の嗜 み も あり、 酒を飮 まない と 好い人 だつ 

たが、 酒 を飮ん だが 最後、 槍 だと か拔 身な ど を 振り 廻して 酒亂に 近い こと を 仕出来し、 いつも 二 を 

困らせた ものだった とい ふ。 そんな 時に 正 氏 を 和めて 獲物 をと り 上げる 役 は、 定 つて 失 人の たつ 

た。. 內田 さん は 子供心に も、 放蕩と か道樂 とかい ふ ものが 如何に 恐い ィケ ナイ もの かとい ふこと を、 

浸々 と 見せられ たので、 一生 それに 反抗 を 感じた。 後年 文壇で、 1 友 社 一派の 不 口た ぶ 3 樂クゃ 分 を-抓 

擊 したの も、 この 氣 持ちの 一 つの 表 はれであった。 その 一 方 叉. かう いふ 家庭の 額廢 的-穴" ^(湫 から-^ 

れ たい.. 結 架の 一 つと して、 江戶 文化に 對 する 繊細な 趣味 を 養 はれ もしたら しい。 趣味 人と しての 人 N 

田さん の 芽 生が こ」 から 出た ものであると いっても 可から う。 五つの 時に お母さん を 失く してから は 

自分で 家庭 を もつ まで、 親身の 溫 情に はさう 惠 まれなかった らしい。 內 K さんの 皮肉 はお 名な もので 

あつたが、 或は そんな ことが 性格の 一部に 潜んで ゐた かも 知れない。 だが それが^ 骨な、 下品な 意地 

悪さと ならす に濟ん だの は、 一 に敎 養のお かげであった らう，^  . 


明 台 七 年 • 七 歳の ときに 柳 原の 和 泉 橋 傍に あ つ た 育英 小擧校 (初め 松葉 小學 校) とい ふのに 入った。 

その 時の 同窓に ffi 川 臨 風 博士. 三 田 村鳶魚 氏な どが ゐた。 然しす つと 後になる までお 互に それと 知ら 

なかった。 此の 小學 校の こと は、 『明治 十 年 前後の 小學 校』 とい ふ 題で、 內 田さん 御自身で 詳しく 書い 

て ゐられ る (太陽 增刊 『明治 大正の 文化』 四 一 五 頁)" 

此の 小學校 卒業後、 築地の 立敎學 校に 入って 西洋人から 英語 を學 び、 叉 東 京大 舉豫備 門、 東京 專門 

擧校 英語 科な どに も 一寸 づっ籍 を 置いた ことがあ つたが、 何れも 卒業まで 行かす、 十八 九 以後 は、 す 

つと 獨學で 通した ものである。 

此の頃 は 丁度、 明治 初期の 飜譯 家と して 有名な 井上勤 氏の 全盛時代であった。 井上 氏 は、 知らぬ 人 

も 多い が、 內 田さん の 叔母 婿に 當る。 いっと はなく 內 田さん は 井上 氏の 書齋に 出入して、 その 飜譯^ 

手の 格で 働いて ゐた。 ゲ H テの 『狐 之 裁判』 (明治 十七 年刊) など は 大分 手 傅った ものであった。 その 

他 英和 辭書バ I テル 會話 書と い ふやうな 編纂 物に も手傳 つ て ゐ たとい ふ。 これが 抑 も そ も 筆で 衣食す 

る 一生の 振出しだった わけ だが、 當時 大實業 家になる つもりだった 內 田さん に は 「勉強の 片手間に 小 

遣錢が とれて 重 寶な もの だ」 と 思 はれた だけであった。 初め 內 田さん は 政治家になる つもりだった。 

だが 轉 じて 建築家と いふ もっと 着實な 方面に 目 をつ け、 多少 修養す ると ころがあった。 だが その後 更 

に 一歩 進めて 實業家 を 志し、 專 心經濟 書な ど を 研究した ものであった。 英語 を學ん だの も * 一  つ は そ 
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のた めであった。 眞僞は 知らす、 一時 は 某 商會に 入って、 そこに 立身の 素地 を 作らう とさへ したと い 

ふ。 それが 飛んだ 横 逸れ をして、 文 學界の 人と なって しまった。 機緣 はわから ぬ ものである。 

讀書 熱は內 田さん の 天性であった。 幼時から 漢籍 は 勿論、 小說、 草双紙な ど を愛讀 し、 殊に 八 犬 傅 

など は 七つ 八つの 頃から 十六 七になる 迄に 三回 通讀 したと いふ。 貸本屋： 迎ひ のために 學 校の 成^に 影 

響した とい はれた くら ゐで あつたから、 江戶 戯作者の 小說 から 當 時の 譯物 創作な ども、 く ん だに 

遠 ひない。 文學 好きで はあった が、 初めは 勿論 娛樂 的に 文學 をお もちやに して ゐた つもりだった。 勿 

論 井上 氏のと ころで 西洋の 新しい 小說も いろいろ 讀ん だ。 ゾラの 名な どに も 年く から 接して ゐ たとい 

ふ。 然し 英語 勉強と いふ 實際的 目的 を あくまでも 表面に たて.^ ゐて、 いは ゆる 文藝鑑 (C; など を li^ 二お 

的 以下に 考 へて ゐた。 時の 文 舉界は 逍遙， 美妙、 紅葉な ど靑 年の 手に 覇權が 移って ゐた" それでも 文 

學 好きの 靑年內 田さん はこれ とい ふ 野心 を 燃やさなかった。 ところが である。 一 日ふと突妙の作(『：^:5!{ 

木立』) を よんで 感心した 餘り、 私信に 精 評 を 認めて 美妙に 送った、 ところが 意外に も 突 妙が それ を 常 

時相 當文藝 的に 重視され て ゐた巖 本 善 治の 「女 舉雜 誌」 に褐 げた。 それが 緣 となって 「女 雜誌」 の 

常 寄稿 家のう ちに、 內田 不知 庵の 名が 始終 出る やうに なった。 かう して 此の 時の 一片の 私 借から *  ^ 

田さん は、 終生 文壇 人た るべき 運命の 絲に 結ばれる ことにな つたので ある。 これが 明：！ せ 一 十一 年の こ 

とであった。 


批評家と して 內田 不知 庵の 名は績 いて 「國民 之 友」 に 絡え す 見える やうに なった。 當時 批評家の 數 

は 甚だ 少なく、 多 士濟々 の 「國民 之 友」 の 紙上で も， 文學 方面 專 門の 批評家と して は、 內 ffl さんと 石 

橋 忍 月 居士ぐ らゐの ものであった。 r 國民之 友」 に 寄稿し 出した ころの 內 田さん は、 もう 立派な 一 かど 

の 文人で あり 論客で もあった。 山 田 美妙との 詩論 や、 現代 文學を 論じた もの、 變庭篁 村 論な どが すぐ 

れ たもので あった。  . 

文壇の 交友 も 漸く 多くな つた。 紅葉 その他の 硯友社 一派、 綠雨、 逍遙 • 露 俘な どが その 交友の 中に 

數 へられる。 綠 雨と は 殊に 仲が 好かった らしが、 これ は 二人とも 江戶 ツ子 通有の 皮肉 や 嗜好 を もって 

ゐ たから も あらう (綠雨 は純粹 の江戶 人で はない が、 先づ準 江戸 人と いってよ からう)。 二葉 亭と はこ 

れ等 交友の 中で もや、 遲く相 知ったら しいが、 思想 的に 大きな 影響 を與 へられた。 さう して n シャ文 

擧に 趣味 を もち、 人生 を 論じ、 社會を 語る につれ て、 紅葉 一派から は 異端視され、 內 田さん 自身の 方 

でも 公然と、 紅葉 一派の 文 學に不 滿の言 を もらす に 至った。 だが 內 田さん の 文學觀 なり 文壇 的 地位な 

り は、 この 時から 屹と 定まった。 - 
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かう 文 舉の方 こ 足 を 深入り さして は、 もう 拔 きさし がなら ない とい ふこと を覺 悟したら しい。 それ 

で 一 つ 此の 邊で 文學 者と して 出直さう と考 へて、 田舍 に！ 時 引 込んで 文人と して 火に 修 ^ を^ まう と 

した。 だが お父さんの 死去に あって、 志 を 遂げる ことが 出来なかった。 

もう 少し 前に 書くべき だった が、 二十 三年に 國民 新聞が 出る と 同時に 內 田さん は、 蘇峯 氏に 懇. W ふさ 

れて民 友 社の 編輯 員と なり、 新聞 編輯に 關係 する こと、 足 かけ 二 年に 及んだ。 内田さんが.|=^£^の新即 

ins 輯こ關 係され たの は、 この 時 だけであった。 後に 國會に 入る 話 もあった が、 纏ら な 力った。 

なほ 二 卜 五 年の 著述に は 『文學 一斑』 が ある。 日本人が 文 學漑論 を まとめた ものと して は， この 本 

あたりが 最初で はなから うか。 i つ 私の 記憶に して 誤って ゐ なければ、 文章の 引例 ゃ議ム 豪の 极據を 日 

本の 文學 にと つて ゐ たやう に 思 ふ。 好い 著作だった に 違 ひない。 あの 餘 りに^ 名に された 『文 ゆ^と 

なる 法』 (二十 六 年の 作) について は、 今更 かれこれ 語る こと もなから う。 

五 

お父さんの 亡くなられてから 以後の 內 田さん は， 一 家扶 養と いふ 義務 を.？^ はされ る ことにな つたら 

しい。 そ， -で &ふ听 をのみ 語る とい ふやうな 批評の 筆を轉 じて、 飜譯界 に 入った， 『罪と！^  ニー 卷" め 


をと』 一卷* 『鳥留 好 語』 ー卷 は. - 二十 五 年から 七 年へ かけて ひ勞 作の 結 栗で ある。 その他 一 册にま 4 

まらぬ ものに、 トルストイ、 ヴォ ルテ I ル、 その他の 人々 の 短篇が 幾つか あつたと 思 ふ。 (『復活』 は 

よく. 『罪と 罰』 と併稱 される ので、 同じ ころの 譯と思 ふ 人が 多い， が、 『復活』 は 三十 年代の 末にな つて 

から 出た もので、 十五 六 年の 隔たりが ある。) 

それから^ 川 臨 風 博士が 讀寶 にの せた 文章に よると、 これより 先に 小說 「腐れ 玉子」 とい ふ もの を 

書いて 「都の 花」 にの せた 云々 といって ゐられ るが、 あれ は 全く 間違 ひで ある。 「都の 花」 に 出た 「腐 

れ 玉子」 とい ふ小說 は、 矢 崎 嵯峨の 家主 人の 作で、 內 田さん の小說 ではない。 のみなら す內 田さん 自 

身が、 r 暮の 二十 八日」 を 作る 以前に 發 表した 小說 のない こと を斷 はって ゐられ る。 (早稻 田文擧 二百 

四 〇 號 「明治 文學 興隆 期硏 究號」 一 〇ー 一 頁 を 見よ。) 

飜譯 家、 外 國文學 者と しての 內 田さん の 功績 は. - 誰し もがい ふところで、 今更 私が 何もい ふこと は 

ない が、 紹介の 範 圍の廣 いこと、 譯 文の 暢 明な こと、 擧殖の 深い ことな どひ 當時 飜譯 王と いはれ てゐ 

た 森 田 思 軒の 壘を 摩す ほどの 勢であった。 『罪と 罰』 は 最も 苦心した 譯 であった が、 c シャ 物であった 

0 と 時人の 讀書 程度の 低かった 爲め とから- 一般人に は あまり 受けなかった。 だが 少數の 識者に は、 

とても 深刻な 影響 を與 へたら しい。 此の 譯書を 讀んで 感激に 堪えなかった 一人に、 北 村 透 谷が ゐたリ 
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.5^ 田さん の ト^と しての 薩女乍 は 「暮の 1 1 十八 日」 から 始まる。 これ は內 田さん 自身のお 詰で ある"" 

それ は 三十 一年 二月の 「新 奢 月刊」 にの つた。 同じ 二十 九 年 七月に 文 藝仍樂 部で 發 表した 『しき 浪』 

とい ふ もの を 創作の 最初と いふ 人 も あるが、 これ は飜譯 であって 創作で はない。 同年八巧1:1雜；！^|に出 

た 「雨の 日ぐ らし」 とい ふ もの は、 雜 筆と でもい ふべき 文章で、 やはり 小説で はない。 

內 田さん は 小說を 書く やうに なった 動機 を かう いって ゐる。 I 

『どうして 小說を 書く 氣に なった？』 

「暮の 二十 八日 を」 f 發 表した 當時 能く 人に 訊かれた もんだ が、 ドウ もコゥ もない、 小說を くより 

外に 生活す る 道が 無かった からだ。 (前 出早稻 K 文學ー 一 百 四 〇 號) 

卽ち小 說に指 を そめた の も 喰 ふためから だとい ふの だが、 成る 程、 第一 原因 は そこにあった であら 

う。 だが 暗々 裡に、 當 時の 創作 界に對 する 不滿 から 新しい 作品の 見本 を 示して やらう とい ふやうな 抱 

負 もない ことはなかった らう。 r 暮の 二十 八日」 は內 田さん の 最初の 小說 でも あり、 又 最も 傑れた ー篇 

でも ある。 以 マ凌 小說 家と しての 內 田さん のこと は 御自身で かう いって ゐる — 「之が 皮 切と なって 未 


から 諸方の 雜 誌に ボッボ ッボッ 小說を 書く やうに なった。 格別 傑作 も 無い し， 世間の 褒^ は 別と して 

自信の ある 作と いふ もの も 無かった が、 多少 は 批評家の 月旦に も 上った し、 發賣 禁止に もな つたし、 

モデル 問題で 攻擊 された 事 もあって、 小 說家ー と 通りの 修行 を 積んで、 四 五 年間 は 小說家 生活 を績し 

た。」 (前 出 早 稻田文 •) 

內 田さん のかいた 小說で 人が よく 知って ゐ るの は、 此の r 暮の 一 一十 八日」 と 「破 垣」 (三十 四 年 一 月 

文 藝俱樂 部) であらう。 「破 垣」 は 時の 內務 大臣 末 松 謙 澄の 家庭の 內祕を あばいた との 疑 ひから 〔事實 

は 違って ゐた〕 禁止に なった ものである。 此の 時內 田さん が 憤然 起って 痛烈な 筆で 抗議 を發 表した。 

此の 文章 は 今日で は 「社 會 百面相」 の 附錄に 出て ゐ るから 一 讀 される がい i。 

社會的 諷刺が あって、 淸 新で 宗敎的 光明が あって， 時代の 精神 を摑 まう とする 努力が ある、 とい ふ 

のが 內 田さん の 小 說に對 する 大體の 批評で ある。 今 曰 當然讀 み 直さるべき ものであると 思 ふ。 

以上の 外の 内 田さん の小說 のお もな 作に は， r 老 車夫」 、「うき 枕」、 「かた 鶉」 、「落 紅/ 「霜く づ れ」、 

「血 ざ くら」、 「電 影」， 「靑 理想/ 「夜汽車」 * 「破調」， 「社會 詩人 一、 その他が ある。 た ビ小說 集と して 

は澤山 はない。 『血 ざ くら』、 『霜く づ れ』、 『文藝 小品』、 『社會 百面相』、 など (全部 小說 集で ない も Q 

も あるが) が擧 げられ る。 

もっとも. 此の間 も、 小說を かく 一方、 批評家と しても. 「新 小 說」、 「太陽」 などに 活動して ゐ た。 

內 田魯卷 氏の こと  五三 一 


それで 或る人々 から は、 不知 啦は 自分の 議論の 見本に 小說を かくの だとい ふやうな 意味の こと をい は 

れ たりした。 これ も 然し 或る 程度まで は當 つて ゐる かも 知れない。 

內 田さん が 丸 善に 入られた の は、 何年 かよく わからない。 三十 二 年と もい ふし 三十 三年と もい ふ。 

とにかく その 邊 であらう。 丸 善 株式 會 社の 顧問と して 會 社に 何れ だけ 儲けさせ たか、 それ は 火き な も 

ので あつたと 思 ふが、 直接 間接に 日本の 讀書界 をうる ほした 功績に 至って は 更に 大きな ものである， 

プリ ター 一 カゃセ ンチ ュ リイの 豫約 販賣の 如き. その 內 でも 尤も 大きな もので あらう j 

善に しっかり 落ちつい てし まふと. 小說 はか- - なくなる、 評論 も あまりし なくなる j 自分の 趣 叶 

を.！！ L> こ 〕 た H ッセィ めいた もの. -外は あまり 筆 を とら なくなった J 號も #： 庵と いつのまにか 代へ て 

ゐ た。 然 か 問題で も 出して 問 はれで もす ると、 皮肉な、 辛糾 な、 侃愕の 議論 を 吐いた つ と M 時に 

昔 やった 飜譯の 仕事 を 今度 は 幾分 趣味 的に やる やうに なった。 『復活』 (ra: 十一 年)、 『二人 赘ェ』 (シ ェ 

ン キウイ ツチ) などが その 所產 である。 

ェ ッ セィゃ 追憶 文章の 集 は 比較的 最近 出た ものが 多い から 知って ゐる 人が 多い-^ これ 等 は- 钌レて 


そのほか、 內 田さん は 人の 需 めに まかせて 文人の 傳記も 書いて ゐる。 『ジ ョ ンソ ン』 (十二 文豪の 內) 

『获生 徂徠』 (少年 讀 本の 內)、 『芭蕉 傳』 (俳諧 文庫、 笆蕉集 附錄、 後半 は 太陽に 連載) などが ある。 

面白い ものである。 

龟 年の 愛書 癖から 大きな 得物が ある 箸であった らしい が、 それ はたう とう 私 等の 眼. に はふれ ない こ 

とに なった。 惜ん でもな ほ餘り ある ことで ある。 

八 

肇  • 

以上 內 田さん の 追憶の 大體 であるが、 こ& まで 來た 以上 人物. t 性格 論まで 行く のが 本當 かも 知れな 

い。 だが それ は 今少し 經 つて、 嚴 正に 內田魯 庵なる 人の 存在に 批判的 意義 を與 へようと 試みる 時で も 

遲く はない つ 今はホ ンの內 田さん に關 する 手記め いた もの だから、 左に 一 寸 結語 を 添へ て、 筆 を 止め 

て 置く。 

概括し ていって 明治 文壇 に 於け る內 田さん の 功績 は、 硯友 社風 の 戯作者 氣分を 排擊し て 社會人 生 と 

相涉 ると ころの ある 文學を 提唱した ところに ある。 これ を詳 くい はう とする に は硯友 社なる 文 學團體 

內田魯 庵 氏の こと  五一 二三 
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の 功罪から 論じない とわから ない が、 先づ 大勢から いふと， 春の や 氏が 寫實 主義 を 唱 へてから、 明治 

の 文學が 漸く 幕末の 戯作 氣分 を脫 し、 や、 西 歐文學 に 近い ものと な.^ かけ、 蝶 蛾の や、 二葉 一" K 鵰外 

などの 力で 社會 人生に 相涉 ると ころの ある 眞 面目の 文 學が發 達し かけた。 ところが この 寫實 主義 を は 

き 違へ た 硬 友 社 一派の 人々 (例外 は ある、 柳浪、 水 蔭. 後に は 眉 山) は 新しい 寫實 主義 を 三 馬 ゃ爲永 

流の 作風に 引戾 してし まった 傾きが ある。 硯友 社に もい、 方面 も あり、 明治の 文壇 を娠 やかに した 功 

はいろ いろ あるが、 大勢と して は、 さう いふ 譯で、 折角 發達 しかけて 來た 新しい 文 學に舊 い 風 を あて 

て、 その 發達 を阻碍 した 傾きが ある。 こ- -は 私の 獨斷 かも 知れない が. 明ュ か文學 なる もの を いぢって 

ゐる うちに、 何う しても 私の 腦裡に はかう いふ 結論が 生れて 來な いわけに は 行かなかった ので ある。 

ところで、 此の 硯友 社の 惡ぃ 方面 を 極力 排擊 し、 幾分で も その 毒の 及ぶ ところ を 少なから しめて， 社 

會 人生に 相涉る 文擧を 復興させる 連 契と なった ところに、 わが 內 K さんの 功績 は あると 思 ふ。 而 かも 

とれ は 明治 文學 にと つて は 忘るべからざる 不朽の 功績の 一 つで ある。 此の 點で、 私 は 内 田さん の^さ 

を 認める に M せぬ ものである。 

(昭和 四 年 八月 ー 九月、 明^ 文化 研究 五ノ 八、 九號) 


これ は魯庵 氏から 聞いた 話で ある。 , 聞き違 ひや 記憶 違 ひ はない 害. たが、 何分 相當 前に 聞いた 話 

だから、 絕對に 間違 ひがない と、 今 保證は 出来ない。 だから 間違 ひが あったら 全文 取消しの 申出に 應： 

するとして、 聞いた ま > 語って 見る。 

魯庵 氏が 一 と 頃硯友 社なる 文 擧圑體 に 痛烈な 批評 を 加へ た爲 め、 紅葉 その他の 人々 から 氣嫌 ひされ 

てゐ たこと は 誰も 知って ゐ る事實 であるが (もっと 氣嫌 ひの 理由 は 外に も いろいろあった らしい)、 こ 

こに 面白い 逸話が 一 つ ある。 

三文 字舍金 平 著と 署名した 奇書 r 文擧 者と なる 法』 が魯 庵氏壯 時の 戯著 である こと は、 今日で はもう 

公然の秘密 となって ゐる。 此の 本の 七十 九 頁 あたりから 九十 頁 あたり までが 當 時の 文 擧 者の 書 齋の有 

樣を 穿った ものであるが、 一寸 一二 節 左に 借用して みる。 11 

むかし 烏 丸 光廣 卿 は 扇子 箱を硯 箱に 代用し、 山 東京 傳は 生涯 天神 机 を用ゐ たりと 聞く。 今の 人 II 

明ら さまに 云へば 曾て 我 樂多連 三人 男の 一 人と 仰がれし 某 先生 は婦多 川の 妓 女の 化粧 臺を文 机と な 
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して 引出に 白粉の 香 ある を 誇り、 卷 煙草の 箱に 硯を 人れ て 「マ 一一 ラ」 の 筆に 薰 する を 樂み給 ふ。 古 

人の 心 を 得た る もの、 豈に 夫れ 恐る 感心と 云 はざる ベ けんや。 (八十 一 頁) 

要するに 西洋風に しろ E 本 風に しろ 部屋の 狼籍 したる を 趣味 多し と考 ふるが 故に 煙草屋の 店と 同じ 

く、 壁 は 本より 天井まで 看板 緒ビ ラ 小說 の 揷繪舉 校 の 卒業 證書女 の 文 殼見世 開き の 引 札 等 を 隙 問な 

く 張け ナ、 疊には 雑誌 赤本の 散然 たる 間に 人形 轉 がり 陣笠 投 出され 瓶 は 倒れ 签 チンと すまし 殆んど 

足 ウ^ 所な きまでに ちらかり 柱に は 偽作の 假面避 乎と して 睨まへ 天井より は華鬉 ユラ リと ブラ 下が 

る 意匠 を もて 珍の 义珍 馬鹿 不思議と 中す。 (八十 九 頁) 

『文學 者と なる 法』 は 勿論 ー黨 一派の 文 擧者を 目標と した もので はなく、 當 時の 文廢、 文 界 その 

もの を 罵倒し 警醒す るの が 目的であった とはいへ、 冥々 の裡 に、 常時 文壇の 顋權を 握って ゐた硯 友^ 

一氏が 主として 狙 はれて ゐ たこと は、 ー讀 した 者の 直に 氣 がっくと ころで ある。 從って此の？^.1|の 一 

節に も 無意識的が 有 意識に その 邊 から モデル を かりて 來てゐ るので はない かとい ふ见當 がっく， 舰友 

社 Q 方に も、 勿論 これ を讀ん で、 おれの こと を 甚く 書いた な あぐらい に 感じた 人 は、 二三 人 ゐたカ も 

知れない。 いな、 たった 一人 だけれ ども、 これ はおれの 書齋 のこと をす つば 拔 いたの だ、 內 W の野郞 

見つけ 次第、 足腰の きかなくなる ほど 打ちのめ してやる から、 と 叫び 立てた 人が ゐた。 それ は卽 ち. 江 

見.^ 蔭 氏：， J」 つたと いふ。 水 蔭 氏 は、 人に 語って  >  内 田の 野郞、 卑怯な 奴 だ， スパイなん ぞ使 ひや 力つ 


て、 おれの 書齋の 様子 を 探偵 させ やが つて、 あの 本の 中に そっくり 書き出して おれ をい- - おもちゃに 

したと いふ やうな 意味の こと を 憤慨し つ- T 洩らした とい ふ。 魯庵 氏に 聞く と、 水 蔭 君 は スパイ を 使つ 

たと かい つて ゐる さう だが 決して スパイな ど 使った わけで はない。 初め 水 蔭 君の 書齋 によく 出入り を 

して ゐた 或る 青年が ふとした 事から 水 蔭 君のと ころ を 去って、 自分の 書 齋に 出入す る ことにな つた。 

此の 靑年 がい つと はなく 彼 自身の 見て 來た 水薩 君の 書 齋 のこと を 自分に いろいろと 話して 聞かした。 

自分 は それ を 聞いた とき、 何氣 なく 聞き流して ゐ たが、 その後 此の 本 を 書く ことにな つたと きに、 此 

の靑 年から 聞いた 話が、 いっと はなく 記憶から 流れ出して 來て あんな 物 を 書いた ので、 水 藤 君の 書齋 

を 意識して 書いた ではない と。 魯庵 氏の 友人の 巾に は、 水 蔭 氏の 此の 一一 一一：： 葉 を 聞いて 心配して、 わざ 

わざ 魯庵 氏に 忠告して くれた 人な どもあった。 だが その後. 長い間、 何う した もの か 一度 も 水 蔭 氏と 

會 つたこと がなかった ので * 魯庵氏 も 鐵拳を 御馳走になる 機會 はなかった。 しかも 魯庵氏 はかう いは 

れ た. 「いっか 機 を 見て、 水 蔭 君と もあって みたい と 思って ゐる。 そして 古い 事 だが、 /J の 本の こと は 

辯 解して 置きたい ふ-思って ゐる。 スパイ を 使って 材料 を 集めた なん ぞと いはれ ると、 江戶 ツ子の 顔に 

か.. - はるから ね。」 それ か あらぬ か、 水 蔭 氏 は晚年 もな ほ魯庵 氏に 對 して あまりい- - 感情 を もたれな か 

つたら しい。 水 蔭 氏の 昨年 著された 『自己中心 明治 文壇 史』 を よんで みても、 ところどころ、 嫌惡に 

みちた やうな 言葉の 征箭で 魯庵氏 を 射す くめて ゐる ことが わかる。 然し 楣の兩 面と いふ AJ とも ある。 
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賴手 方の 云 ひ 分 も 聞いて みると、 なるほど. V 頷け る やうな 誤解 も 多い。 此の 打ち明け話 を 問いた の は 

私ば かりで はない かも 知れない が、 丁度 此の 追悼 號 がい. -場處 だと 思 ふので 故人に 代って、 本意 を 表 

明して 置きます。 尤も 旋渦毛 曲り の魯 庵さん のこと だから 若造が 餘 計な こと を， と 顔をしかめる かも 

知れない。 內 田さん は 平生 坪內 先生と 幸 田 先生の こと を 追憶 記の 『思 出す 人々』 の 中に 入れる ことの 

出來 ぬの.^ ひどく 遺憾に 思って ゐ たらしい、 兩 先生に は失禮 だが、 私な ど 度々 內 田さん がかう いって 

歎息され るの を閜 いて ゐる、 「どうも 坪 內と幸 田が 死んでくれ なけり や あね、 書きたい と 思 ふこと は 

ゥン トコ サ あるんだ が 書け やしないよ」 云々。 それが アベ コ べに^！？身の方で先きに立っことになった 

しだから、 比の  一 B について は、 浮ばう にも 浮ばれない かも 知れない。 尤も 江戶 ツ子の 內 田さん だ 

案外 樂々 と 諦めて、 苦笑して ゐる かも 知れない。 內 田さん は 諦めた としても あきらめ かねる の は、 私 

逹 明治 文 J^ff の橫 好き 連中で ある。 だが 揃 ひも 揃つ て兩 先生と も自傳 をお 書きになる おつもり もない や 

うだし、 御自身 達の 經歷 のこと を 進んで お話しようと もな さらない し、 ともかく 內 田さん の兑 問して 

おた 材料 ま.、 內 田さん と 一， 緒に あの世へ 逝った ものと あきらめる 方が よから う。 

(昭和 四 年 九月、 愛書 趣 昧四ノ 四 號* 翁 庵 翁 ポー 悼 欲) 


小說 「酒 鬼」 について 

,,, .  Ill 內 田巖 氏に 贈 る —— ,  * 

巖 さん、 その後 は 失禮. 大奥様 はじめ 皆様お 元氣の 事と 存じます。 私の 方 も 相變ら す、 殊に 私は餘 

り 相變ら ぬので 自分 乍ら 少し 呆れて 居ります 次第、 御 一 笑 下さい。 

今度 又 岩 本 君のと ころから 魯庵 先生の 文集が 出ます よし， まことに 結構な ことで、 およろこび 申 上 

ます。 ところで 先日 岩 本 君が 來 てこのお 話 をして 歸 つた 後で、 フト考 へつ いて 此のお 手紙 を 差 上げる 

ことにいた しました ：o 忘れない うちに 書いて 置かう と考へ もた のです から。 それ は 先生の 小 說の處 女 

作の ことなの です。 

先生の 處女作 は 「新著 月刊」 に 出た 「募の 二十 八日」 となって ゐる こと は 周知の 事實 です。 今まで 

は 私 ども、 さう 思って ゐ ましたし、 先生から もさう いふ 意味のお 言葉 を 伺った 事が あります。 今でも 

普通の 方々 はさう 考 へて ゐ るで せう と 存じます。 そこで、 この 處女 作と いふ 事 を 「世間に 發 表して 有 

名に なった 小說」 とい ふ 意味に とる のでしたら. 正に 「暮の 二十 八日」 に 違 ひありません が 若し さう 
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でな しに、 初めて 書いた 小說 乃至 初めて 發 表した 小說 とい ふ 風に 解す るので したら、 「暮の 二十 八日； 

は 先生の 處女 作で はない のです。 

これ は、 今日で は 齋藤少 雨 莊老の 『文 擧大 年表』 (改造 社) にも チャンと 出て ゐる ことで 珍ら しく も 

何ともな いのです が、 何う も氣づ かぬ 人々 が 多い らしい ので. かう いふ もの も 書く やうに なりました 

わけ J 右の 文 舉 年表の 二十 二 年 六月の 條 を御覽 下さい" そこに、 藤 庵と いふ 名の 小說 がニ篇 ありませ 

う T 都の 花」 に r 當世 文學： i」、 「女 學雜 誌」 に 「酒 鬼」 です ね、 この 藤 庵が、 實は 先生の 匿名な ので 

す。 この頃 は 勿論 不知 庵が 正しい 號 なのです が、 時に 藤の 屋 主人と か 藤 庵と かいって ゐ るので す、 フ 

；;, とで、； 1, とのし やれから 來てゐ るので せう ね。 かう いふ こと は、 大奥様が とっくに 御^じ かも 知れ ま 

せんが、 まづ 話の 順序です から、 我慢して 下さい。 

そこで 此の 二つの 小說は 何方が 先 かとい ふ 問題になります が これ は 「洒 鬼」 の 方が 先で せう 。- 都の 

花」 の 方 は 二 十二 年 六月 十六 曰發 行の 第 十七 號で すが、 「女 學雜 誌」 の 方 は 實はニ ± 一 年 五パ十 H 發行 

の 1 六 一 號 から 連載され てゐ て、 發 表が 一 月 早い のです から、 何う しても、 特別な のない 限り、 

先に 出た ものが 先に 書かれた とい ふ 事に なり ませう。 それで、 私 は 只今の 處* 此の 「酒 鬼」 が 先生の 

ト說 では 處女 作で あらう と考 へて ゐ るので す。 

勿ム 1 先生 は、 二 卜 歳 前から 井上勤 氏の 助手 をして 飜譯を やって ゐ たとい ひます から、 并.. ^氏の n し 


た 飜譯雜 誌 「文學 之 花，， ：( 明治 二十 年) などに も、 先生が 譯 したの が ありさう に 思へ ます (現に 比の 雜 

誌に 載って ゐる、 ヂスレ ー リの 政治 小說 「大膽 書生」 など は、 何う も 先生の 筆く さいと にらんで ゐる 

のです が)， 然し 恐らく 創作 小說の 執筆 は、 この 「酒 鬼」 あたりが、 矢張り、 最初ではなかったです 

か。 どうも さう だら うと 田 i3 ひます。 

「酒 鬼 一 は 今 申し上げる やうに- 「女 擧雜 誌」 の 二 ハー 號 から 一 七 一 號 まで 連載され ました もので 

(中間 少しぬ けます が) 明治 二十 二 年 五月 十日から 七月 二十日まで 亙る のです。 執筆の 動機 は * 恐ら 

く 自動的な ものでなくて. 他動 的な もので ありませ う、 卽ち 「酒」 の 鬼と なった 人間 を 描いて 酒の 力 

の 恐ろし さを誡 める 諷刺 的 意味が 澤 山に こもって ゐる もので せう、 丁度 此の頃 婦人で 嬌風會 が 中、 レで 

禁酒 運動、 廢娼 運動な ど を 熱心に やって ゐ ますが、 この 「女 學雜 誌」 も その 運動の 機閼 誌の 一 つと な 

つて ゐ ましたので、 恐らく この 運動 を 助ける つもり か、 叉 は、 此の 運動に 役立つ やうな こと をと 賴ま 

れ るかして、 書かれた ものです ね。 

そこで、 此の 小說 「酒 鬼」 は 何ん な もの を i! いて あると 申します と、 山澤作 次と いふ 中年 男が 先づ 

主人公の 格、 これが 生来の 酒好きで 犬の 弱志、 母 や 妻の 諫めに 幾度 禁酒 を 誓っても、 久保 村と いふ 惡 

友に そ \ のかされて 破って しま ふ. - 初め 某 省 出仕で 月給 を 貰って ゐ たが、 今 は 零落して 砲 工廠の 雇め 

くものと なって ゐ るが、 その 手に入る 僅かば かりの 給料 を 皆飮ん でし まって 家族 を 顧みない。 家族と 

小說 ー洒 鬼」 について  五 


人物 篇  rp^  土 

いふの は、 父 はもう 亡く、 母と 妻と 娘 一人、 この 娘が 舊 同僚で 今 は 立身した 某 省 局長の 邸に 小間使 ひ 

に： て. n る。 丁度 今日 も 今日と て * 父の 命日に * 母が 心當 てに して ゐた 給料の 前借 を 皆 のんで しまつ 

てトポ つたの び、 母が 泣いて 意見す る。 妻 はどうで 夫が 當て にならぬ と 思 ふから、 お 邸の 娘のと ころへ 

鉦"、、. -こ」 了き、 幾 干 か 小 遣の もら ひため を もって 歸る。 老母：^ 酒 をのみ なら はせ た. U き 未 (作 次の 父) 

を 恨む， - 

折 巧、 近くに 火事 あり、 皆 無事にの がれた が、 老母 は 驚きの 餘り * 倒れる 拍子に 身 をう つて 死ぬ。 

作 次 は 火事 をの がれた が、 酒の 醉も さめて 心配して ゐ ると、 飮 友達の 久保 村に あ ひ、 誘 はれて その 下 

宿に 行き、 二人で 又 飲んで 妻子 も 何も 忘れる。 翌日 娘が 尋ねて 來て 老母の 死 を 告げる。 それで 眼が さ 

6 たが、 眞 直に 家に 歸られ ぬので 方々 まごまごして ゐ るう ち又惡 友の 久保 村と あ ふ。 久 保.^ -は 山澤に 

借した 十錢を 返して 賀 ふために 彼 を 探して ゐ たのであった。 そこで 遂に 返せ 返さぬ で 一 一人が 啤を始 

め、 山澤は 砲兵 工廠 前の 川に 突 落されて 死んで しま ふ。 それでお しま ひとな つて ゐる。 

先生 もま だお 若かった ころの ものであるし、 殊に 處女 作と いひ、 敎訓 的な 動機と いひ、 いろいろな 

點で、 決して この 小說は 立派な もので はない のです。 それで 先生 もつ い 「おれの 作 だ」 と 口にされな 

かった のか も 知れません. - いかにも 素人ら しい もので、 先つ 拙作と いへば 拙作に 違 ひない のです が、 

そ でも 時代の こと を考 へる と、 二十 ニーの 青年で は先づ この 邊が 普通の 出来ではなかった のでせ う 


力。 殊に 敎 i 的な もの を、 ありふれた メデ たし メデ たしに しないで、 どこまでも 悲^で 行った ところ 

に、 一 曆敎訓 の 深い 印象が 出て ゐる わけです。 それに 會話 なり、 地の文な りに どこまでも 先生ら しい 

ところが 見えて ゐて、 その 點 だけ は 面白い ものです し、 又 先生の 小說を 調べる 人達 はー讀 しなくて は 

ならぬ と考 へます。 

「當 世文學 通」 これ は 矢張り、 當 時ゥハ さの あった 女流作家 代作 問題 をつ かまへ て、 文壇の 裏面 を 

諷刺した もので、 先づ 早い話が 『文學 者と なる 法』 の 一場面 を拔 いて 來た やうな ものです。 この 方が 

すっと 出來 はよ ろしい やうです。 そこが、 先づ それ は 又、 そのうち 申 上げる ことにして、 今度 は • こ 

の 「酒 鬼」 だけで 失禮 申します。 

いづれ 春に でもな りましたら、 叉 一度お 邪魔に 參上. 大奥様から 昔話し を拜聽 致し 度 く^じて 居り 

ます。 皆様に よろしく 申 上げて 下さい。 

(昭和 十 一 年 四月、 讀書 感興 第二 號) 


小！^ 「酒 鬼」 について    五， g5】 
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ま 

此處數 年間 は 「學 燈」 の 常得意で なくなって ゐ るので、 時々 何 かの 機會に 目に ふれる にすぎない か 

ら、 「寧 镫」 の 今昔 比較と いふ 様な こと は、 本當 にい ふと 書け ない わけ だ。 だが 昔 はこれ でも， 「I」 

讓 者の 一人で あり， 寄稿 家の 端くれに も 連なって ゐ たの だから、 今の 「I」 を 時々 のぞ くにすぎ 

ない 程で あっても、 その 變 つてき た I が 直 I について ざっとした 佳が 何時と はなしに 頭の え 

出 來てゐ る、 と 言へば 大げさ だが、 ほんの ぼんやりした 概念、 概念とまで も ゆかない、 モ I ャト 

雪の 様な ものが ある。 それ を i に 比較と I 風な ものに まとめて、 その上に 私の 寄讓 時代の f 

ど を まぜて、 書いて みょう。  、 

ほんの 大體 だが、 只今の 「學 燈」 は、 先づ 純然たる 丸 善 株式 會 社の 宜傳雜 誌. 乃至 鹿齿雜 となつ 

たかの 如き 感じが ある。 尤も 今日で は 圖書雜 誌- 讀書雜 誌も澤 山出來 てきた ので， 何も 「舉 燈」 力 一 

人で いろんな 役目 を はたさなくて はならん と 言 ふ 必要 はない が、 どうも この の 「舉 燈」 に は、 丸"^" 


と 言 ふ もの. >t 商寳 意識が、 いささか 出過ぎて ゐる 様に 思 ふ。 元来が 丸 善の 宣傳雜 誌に 違 ひない の だか 

らと言 はれれば、 御尤もで、 二目 もない ので あるが、 同じ 商賣 意識 を 見せる にしても、 いま 少し 大き 

く、 上手に (といって は失禮 だが) フハリ と 出来たら と 思 ふ。 其處 へいく となくな つた 內 田さん は 確 

にうまかった o( 本當 なら 內田 先生と 一一 一一 n ふところ だが、 どうも 先生で は 改まり 過ぎて、 どうも あの 二 コ 

一一 コ した 溫顏に ふさわしくな いから、 やつば り內 田さん とよば していた くこと にす る )o 

內 田さん が r 學镫」 の 編輯 を 始めた のが 何年 頃の 事 だか、 今 はっきり 記憶して ゐな いが 大 かた 三十 

主 四 年の 事ではなかった かと 思 ふ。 尤も 此處で r 舉燈」 の 歷史を 書く わけで はない の だから • さう 古 

、い 事 を 持ち出さなくても よいが、 その 頃から 明治の 末 近く 迄の 間の 「舉 镫」 と 言 ふ もの は *  ^^こそ，：！， 

さかった が、 その 內容に 於て 立派な 獨 立した ー雜誌 をな して ゐ たかの 觀が ある。 決して 只の 宣傳雜 誌 

と 言 ふだけ の ものではなかった。 丁度 その 頃 は 日本の 文壇 は、 日 淸戰爭 後 新たに 世界的 舞臺 にの り 出 

して 来ようと 言 ふ 準備の 爲に、 鋭意 西洋 文學 をと り 入れて ゐ たもの だ。 その 西洋 文擧 紹介の 機關 とな 

つた ものに は、 「帝國 文學」 が あり、 「大 平洋」 が あり * 「太陽」 が あり、 「學 镫」 も その 一 つであった。 

「帝國 文學」 の 海外 騷壇 では、 上 阳敏" 登 張 信 一郎 等の 諸氏が、 或は 飜譯 によって 或は 評傳 によって 

歐洲 大陸の 新しい 文學を 紹介し、 r 大 平洋」 の 西花餘 香で は、 田 山 花 袋が よく 西洋 小 說の讀 後 感想 をの 

せた。 これに 對 して r 擧镫」 は、 內 田さん が、 よく 善 六と 言 ふ 名， によって 西洋 文舉 書の 新刊紹介， 名 

r 學燈」 今む かし  五 四 五 
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著 紹介 を やった もの だ。 その他 勿論 「太陽」 や 「新 小說」 等で も 海外 文藝 を、 それぞれ 紹介した。 ゾ 

一-、 ド ー デ ー、 フロ  I ベル、 バルザック、 イプセン、 トルストイ、 ツル ゲ I ネフ 等々 は 勿論、 一一 イチ 

H、 ハウプトマン、 ズ ー デルマン、 モ.. パッ サン、 シェ ン キウイ ツチ、 ョ ー カイ、 ダン ヌン チヨ、 少 

し 後れて、、 コル キイ、 メ丄 アル リンク、 等が この頃から 紹介され て來 た。 この 海外 文舉 紹介の 際に S 

澄」 は實に 大きな 水先 案內の 一 役 を はたした ので ある。 勿論 この頃 は 圖書雜 誌、 讀書雜 誌の 類が 少な 

かった ので 自然 r 舉燈」 が この 方面に 乘り 出して 来たと 言 ふ 事情 も あらう、 叉 その 編 者が 内 m 不.. - 

庵と 言 ふ 横 f る批 I であった から、 人が 喜んで その 言 ふところに I したと いふ 事情 も あらう。 

ともかく 「霊」 I 外 塞 紹介の 一 權 威であった。 si 「霊」 £ 介す る、 f 本 は、 文藝 

家. 讀 書家の 必らす 手に すべき もので あり、 何人で も內 田さん の 紹介 を 讀んだ 人 は、 その 原本 を 乎に 

する 事の 一 曰 も 早 からん こと を 欲して、 爭 うて 丸 善に 注文 を するとい ふ^ 様であった。 だから 內 W さ 

ん は^に 本 を 買へ 買へ と は 言はなかった けれども. 何時の 問に か 立派に 宜傳 廣吿の 役. = をい 取 も 有効に 

某して ゐ たと 言 ふわけ だ。 

內 田さん が 生前よ く 手柄 話の 様に 話された こと だが、 例の トルストイの フリ 1*ヱー ザ. プレス 木の 

ことな ど， その 最もい &實 例の 一 つ だら う。 內 田さん が トルストイ のこの 小型 假綴本 を 読みたくて. - 

國へ 一 揃 ひ 注文した ところ、 注文 係の 問 違 ひか 何 かで その 幾 害 本が 何千 何离と 一一 n ふ^ 丸お" に來 た。 內 


田さん も 大いに 驚き， 丸 善で も 荷が 着いて 見て 一寸 心配した と 言 ふが、 その 本の 事が 内 田さん によつ 

て 「寧 鏺」 に 紹介され てゐ たか、 される かした ので、 その 何千 何 萬の トルストイが 皆な 賫 りきれ たと 

いふ ことで ある。 

大正 年代に 入って からの 「舉 镫」 は、 少し 性質が 遠って きたらし い。 此 頃も內 田さん の 主宰と 言 ふ 

點 には變 りはなかった が、 內 田さん 自身が 「舉 镫」 で 西洋の 名著 や 新刊 を 紹介 するとい ふよりも、 む 

しろこれ を讀 書家の 機關雜 誌に 提 a- した 形が あり、 どちら かと 言へば、 若い 讀書 子の 筆戰 場たら しめ 

た。 この頃で も まだまだ 圖書雜 誌 や 讀書雜 誌が さう 澤 山はなかった ので、 r 學鑀」 の 何十 頁 か は 實に貴 

重な 役 わり を はたした ものである。 その 頃 我々 の 間で は、 內 田さん から 「學 镫」 へ 原稿 を 頼まれる こ 

とが、 一 種の 登 龍 門と みられて 居り、 「あい つも 『學 證』 に 出たん だから、 一 人前の 本讀 みだ」 等と 蟫 

をした もの だ。 然しよ く考 へて みると、 これ は 天下の 讀書 子が うまく 內 田さん に 使 はれて ゐた點 も あ 

るので、 內 田さん は 「擧 镫」 を讀書 子の 機關に 開放した 代りに、 如才なく 天下の 讀書 子に 丸 善の 提灯 

もち を させて ゐ たの だ。 だが その 提灯 もち をして ゐ ながら も 惡ぃ氣 持 は 少しもし なかった。 あれ は、 

內 田さん が 偉かった からで も あらう が- 一 っは內 田さん の 頭の 中に、 單に 自分の 會 社の 利害と 言 ふ 事 

だけで なしに、 一 國の 文化の 增 進と 言ふ考 へが 絕ぇ すあった からで も あらう 0 

「學 燈」 今む かし  £gr セ 
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二 

私自身が 「學 镫」 の 厄. 介に なった の は • 勿論 大正時代 だ。 大正時代の 大正 何年で あつたか 今 記憶が 

な < -。 然し 大正 七 年 以後で ある こと は、 明らかで ある。 それから 內 田さん とどう いふ 機會で 知り合つ 

たの か， これ も 不思議に 記憶が はっきり しないが * どうも その 頃隆々 たる 勢で 頭 を もたげて 來てゐ た 

書肆 赛秋 社と いふ ものが 間に 入って ゐた 様に 思 はれる。 內 田さん は その 頃 春秋 社の 正式な 顧問と いふ 

のではなかった かも 知れん が、 かな". 親密な 關係 にあった。 ィャ、 思 ひ 出した 事が ある、 すっかり 忘 

れて 居た が、 大正 七 年の 夏に 春秋 社が、 その 創業 第一 着手の 大事 業と して 『トルストイ 全 築』 を やつ 

た。 確か その 時 私も譯 者の 一人と して 丸の 內の永 樂俱樂 部で 開かれた 譯者顏 合せ 會に 招待され たポが 

ある。 確か その 時が 內 田さん と 逢った 最初だった かと 思 ふ。 (或は その 前に 私の その 頃の 仕事 先で あつ 

た 大日 本文 明 協 會の關 係で、 大久 保の 內田 さんの 御宅へ 伺った 事が あつたか も 知れない が 1 ) 

さう 言ふ緣 でと にかく 內 田さん と 知り合つ たの だが， 間もなく 私 は、 春秋 社主の 神 Kl> -稳 や 常時 

編 輯 をして ゐた 木村毅 君な どと 度々 お宅に 上った もの だ。 その後， 內 田さん から 「君 は 本が 好きだ さ 

うだが 『擧 鏺』 に 何 か 書け」 と 言 はれて、 大變 嬉しかった こと を覺 えて ゐ るが、 「寧 镫」 へ 寄稿した 最 


初の 原稿が 何 を 書いた もので あつたか、 どうしても 思 ひ 出せない。 これ を 口 切と して 大-モ 十二 年. V 震 

災の時 迄 約 十篇位 「學 鑀」 に 原稿 を 書いた 記憶が ある。 或はもう 少し 少なかった かも 知れない。 その 

中で 今 記憶して ゐる 一 つ 二つ を 申し上げ ると、 ェ ドヮ I ド • ト ー マス の 書いた 『英文 學巡禮 記』 によ 

つて、 例の 自然 文擧 者の ハドソン を 紹介した ことがあった。 これ は 勿論 飜譯 そのまま だが- 日本で ハ 

ド ソン を 紹介した 最初 ぢ やない かと 思 ふ。 それから 震災の 年の 八月 號 かに は、 例の 詩人 戯曲 家ド リン 

クウ ォ I タ I の 「戯曲 論」 と 言 ふ もの を 紹介して ゐる笞 だ。 これ は 全部で 原稿紙 三十 何枚 かにな つた 

の を、 內 田さん が 半分 は 來月號 にしようと いふので、 その 前半 だけ 出した もの だ。 後 半分 は 勿論 印 

Iffi 所 か 丸 善の 編輯 窒 かで 燒 けて しまった ものと E 、ャ AJ れを 最後に" 私 は 先 づ先づ 「擧 镫」 と橡が 

れた 形に なって、 今日に 及んで 居る。 

ミ 

大震災の 事が 出た ので， 一 寸思ひ 出した が 私 は その 頃 丸 善に は 毎月 相 當に御 奉公して ゐ たもので、 

多い 月 は 何十 圓と言 ふ程拂 つた。 もともと 貧乏 書生 だのに、 無理 をして 本を賈 ひこむ の だからな かな 

か 苦しかった もの だ。 それで 震災の 年の 七月 か 八月 かに かねて 欲しがって ゐた 『スゥ キンバ I ン 全集， 
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を 三 四十 圓で 5 込み その他 いろいろ 買った ものが あった？、 確か 八月の 末 頃 六十 何 管 洋書 部に 

支郎 つた。 ところが あの 震災が あって 一月 位してから、 5 つも 私のと ころへ 本 や 他の f きけ てく 

れる 小島と 言 ふ 人が 金 を 取りに 来たので びっくりした。 びっくりし たとい ふよりも • 正直に 言へば 少 

しムッ としたの だ。 一度 拂 つた 金 を 二度 取りに くると は 失敬な やつ だと 思った に 違 ひない。 それで 丁 

擊ー兀 にあった ま をつ きつける と、 小島さん ssi した ff して、 「やつば り， で ござい 

ました か、 いや 實は そんな 事と 存じ ましたが、 養で 雷が 一切 燒 けました ので、 私 ども だけの 心覺 

え をた どって、 寶 かけのお 拂ひを 願って ゐる やうな わけです、 どうも 御 氣の囊 でした」 とさう 5 

て. 丁寧に 詩び て歸 つた。 その後 この 人に も 逢 はない が、 まだ 達者で 丸 善に 居る かしらん。 然し 私 は 

その 時. 實に 大きな 損 をした と 思った。 その 六十 何圓 をもう 一月 延ばして ゐ たらな あと、 苦笑し なが 

ら考 へた こと だ。  I 

私が 「學 燈」 に 書いた もの は一篇 十二 枚から 十七 八 枚が とまりであった やうに m 心ふリ 內 m さんから 

貰った 原稿料 はこの 頃と して は先づ 上等の 方で 一枚 一圓であった。 これ はかけ 出しの 吾々 として は 

この頃で は 法外な 高い 稿料であった かも 知れない。 確か 『トルストイ 全集』 の菌で 私が §n つた 

稿料 は、 一枚 十五 錢か 二十 錢 かだった 様に 思 ふ、 尤も この 方 は 叉. 普通より 安かった ことが 確 だ。 

「sy と內 田さん について は、 まだいろ いろな 事 を 書け るが、 只 一つ 私が 內 S さんの 翁 


廳へ ばれた 事 を 話して、 お 終 ひに しょう。 これ も實は 「學 燈」 に關 係が あるの だ。 大正 何年 か 忘れ 

たが、 何でも 十二月 か 一月 頃の、 極寒い * みぞれの 降る 口だった と 思 ふ J 私の 住居 (當時 は 牛 込 若松 

町 百 十二 番地) の 直ぐ 近くに あった 早稻田 警察から、 一寸 來 いと 言 ふので、 內心 不思議に 思 ひ 乍ら、 

行って みた。 するとお 前 は ガマ 口 を 落し，： らうと、 いきなり 言 ふ。 私 は 落した 事がない ので、 ？處に 

この 通り 持って ゐ ると 答へ ると、 それ はお かしい、 何でもお 前が 落した に 違 ひない から 警視 廳へ 行け 

と 一一 一一 〔ふの だ。 それで 私 は， 仕方なく； -寒 いのに ノコ ノコと、 若松 町から 警視 廳迄 出かけて 来て、 廳 2: 

の 遺失物 係の 所へ 行く と * やつば り 同じ 事 をき く。 私が 落さない と 言 ふと * それで はこの ガマ 口 をよ 

く 見ろ と 言って、 ； |# の 鼻先に 一 つの 見た 事 もない 型の ガマ 口 を 持ち出した。 だが 見た 事の ない もの は 

どこまでも 見た 事がない ので、 さう 言 ふと、 だってお 前の 名前が 書いて あるで はない かと 言 ふ。 それ 

で 私 は どこに 書いて あるかと 聞いたら * 係の人 は ガマ 口の 中 を 開けて みせた。 中 を 開ける と、 クチャ 

クチャに なった 紙 切に 確に 私の 住所 姓名が 書いて ある。 薄晴ぃ 光の 中で その 紙 切 を 見直す と、 その 紙 

切が 爲替の 受取 票で ある 事に 氣 がつ いた。 さう 思って 見る と- そこに 書いて ある 金額 は 私が 二三 日 1 

に內 田さん から 送って いた，. いた 「擧 镫」 の 原稿料と 同じ 額な の だ。 そこで 私 は 係の人に とれ はきつ 

と內 招さん だら うと 言って、 內 田さん の 宿所 書 を 渡した。 

二三 日經 つて 力ら、 內 田さん から、 どうもす まなかつ たと 言 ふお 詫びの 手紙 を 貰った。 

「學 燈」 今む かし 


五 五ニ 

どうも- いろいろと とりとめのない 事 を 漫談 式に ならべる と、 後から後からと いろいろの 事が 出て 

るが、 t-i^tut, 今 iK^ の 位で 御免 まう むります。 

.  (诏和 十一 年 四月、 學镫 i め 四十 年 四號) 


女性 作家 七 人語 

湘烟 女史 中島 俊 子 

湘烟 女史 は、 必す しも 作家と いふ 分類に ピッ タリと 納まる 人で はない が、 明治 及び それ 以後の 女性 

に 就いて 語る ときには、 政治で あらう と、 婦人運動で あらう と， 社會蓮 動で あらう と、 文藝 であらう 

と 第一 に 出される 大きな 名 だ。 それだけ 偉い 女性 だ、 偉い とい ふ點 では 明治 以後、 下田 歌 子 を 除け た 

ら、 これ 程 偉い 女性 はゐ なかった らう。 人 眞似も かう いふ 眞似 はい  と 思 ふから、 も湘烟 女史のお 

話から 始める。 

女史の 傳記 はいつ か 詳しく 紹介して もい.. r と考 へて ゐ るが、 此の 號 では いづれ 誰か ビ 書かれる かと 

も 思 ふから 傳記は 避けて 逸話と いふ 側面 だけから 話さう。 

湘烟 女史の 本姓 は 岸 田 氏、 俊 子と いふの が 名 だ。 お父さんの 藤兵衞 とい ふ 人 は 大して 偉い人で もな 

かったら しいが、 お母さんの 多 可 子が 偉い 女性で、 俊 子の 才分 は 町 成りお 母さんの 薰陶 にもよ つて ゐ 

る。 俊 子 は 小さい 時から 非常な 秀才で， 九つで 京都 十五 番組 小學 校の 試 驗に應 じて 第一 等 特等 生に な 

女性 作家 七 人語 .  >  五 五 三 


り、 十で 京都 第一 俊秀 生と いふのに 及第した？ (こんな 事 は I の 新聞に 度々 見えて ゐる) 府知事 

は裹 で S 校に 人ら せ 01 高等 豪 校な どな かつ まだ) 更に 蒙 校で 舊を I させた、 ルの 

時 から 名 i 甚と いふ 風であった。 當時 京都に は その 秀ォに 人 を 驚かした 少年 男女が 二人 ゐた。 一人 

はせ. ^ただが、 今一 人 は 戦 あらう、 後の 法學 博士 添田壽 一だった。 

十五で 新設の 女子 師囊 校に 入った が、 間もなく 餘り證 したので 病氣 となり、 一年 S で靈し 

てゐ た。 ところが、 昭畫 后の 思 召と かで、 十七の！ § 出仕に 召 出され， 皇后陛下に 和漢の S 

その 也 を 御 巡 講中 上げる ことにな つた。 陛下 は、 俊 子の 御 講義 申す 事に はよ く 御 耳 を 傾けさせられた 

が， 持に 「孟子」 の 講義の 時な ど は、 御感 これ を久 うされ たとい ふこと、/  1 1 

v-a. 奉仕が、 足 かけ 三年、 明治 十四 年の 秋 十九の 時辭 退した 自由の 身に 歸 つた。 表面の p.^ は病氣 

とい ふの だが、 然し これ は 誰」 mt それば かりで もなから う (殊 11 後 ，共 に来 

しゅな ゥ 4- 歩曼 遊な ど を やって ゐる ところ を 見ても 普通の 病氣 だった と は 思へ ない)。 俊 子の 胸中 何 

か f ると こ 翁 ふるところが あつたかなかった か、 それ は 今 曰で は、 ま I 文字と なって ゐ るの 

で、 わからな いが、 た 上篇の 詩が、 そ の邊5 消息 をい さ、 か f して ゐる。 「宫屮 新聞 を讀 んで感 

宮中 無 一事 終 曰 笑語頻 錦 衣 滿殿女 窃究麗 於 春 公 お 宛 仙 境 


齊々 遠 世 塵 幸 有 日報 在 世事 棋局新 一 讀愁忽 至 再 讀 淚霑巾 

廉士 化爲盜 富 民 變作貧 貧 極 還 願 死 臨 死 又 思 親 盛衰 雖在 命 

誰 能 不酸辛 請 看 明治 世 不讓 堯 舜仁 怪此 堯 舜政 未 出 堯舜民 

詩め 末 二 句 を 誦した のみで も， 俊 子の 胸中に 何が あつたか、 察しが つく。 十四 年 冬 土 佐に 遊んで、 

自由の 志士 坂 崎 紫瀾. 宫崎夢 柳 等と 交った の は 有名な 話 だ、 殊に 夢 柳と はよ く 詩の 應酬 をした。 今日 

でも さう いふ 詩が 澤山殘 つて ゐる。 俊 子 妙齢 十九， いは ゆる 明眸 皓齒， 風姿 楚々 たる 佳人で あつたの 

で、 「明眸 罪 あり」 を 様々 な 場合に 實演 したら しい。 その 事 も、 さう いふ 詩で わかる。 

土 佐 は 自由 民 權發祥 の 地 だ、 俊 子の 土 佐 行が た^ 病身. V 養 ふための みで あつたか 何う か、 此の頃の 

交通 不便な 時代に、 京都から 高 知まで、 更に 九州 地方まで 轉地 療養 をした など &は、 ^£，^-は考へら 

かない。 恐らく は 一 種 政治 熱の 洗禮 をう ける ための 巡禮 行であった らう。 明治 十五 年 四月 一 日- 俊 子 

は、 日本 立憲 政 黨の客 負と して、 始めて 演壇に 立って. 覺醒 せる 「婦 女ノ 道」 について 雄 辯 を 振った。 

ゎづカ 一年 だが、 何とい ふ 急 變化ぞ • 前の 宮中 女官が 今度 は 女民權 家と して 自. S 民權、 Ki- 女 同權， 女 

性の 自覺 を高唱 しゃう とい ふのお。 この 始めての 演說の 時の 新聞記事 によると、 滿場 全く 艷 殺され、 

た^お： として 俊 子の 雄 辯に 聞き とれ、 俊 子が 壇 を 下っても 醉へ るが 如く、 夢み るが 如くであった： と 

いふ。 

女性 作家 七 人語  五 五 五 
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これ 以後 俊： たは 火阪を 中心に 諸方へ 遊說 した。 さう して 同志 を 起して 女子 敎 育の 大學校 を 作り 女 

き 進歩 を 計る こと を 畢生の 目的と した。 景山英 子の 如き も、 俊 子の 演 f 聞いて 霞した 一 

人 だ。 俊 子の 人氣 は素晴 しい もので あつたが、 荊棘の 道 は 闘士の つね だ。 そのために 入獄 もした i 

六 年 十月、 大津で 「函人 娘」 の 題で 長講 一席 を やった ところ、 舉術 演說が 政談に わたった とい ふので， 

すぐ 拘引 人 I。 そのお かげで 今 曰 此の 演說の 全文が 傳 はって ゐ るの だから、 何が 幸 ひになる か 分か 

ら ない。 この 時 俊 子の 弟子で 八つになる じ 子と いふの が， 警察へ 俊 子 を もら ひ 下げの 談判に 行 

つて、 警官 を 閉口 させた もの だ。  . 

俊 子が 舊立 憲政 黨總理 中島 信 行の 繼窒 となった の は、 明治 十九 年 二十 四の 時と いふ。 中^につ いて 

は 知る 人が 多い から 略す、 この頃 * 今の 久萬吉 氏が いくつ 位であった らう か。 

俊 子 は 詩が 上手で あつたし、 和歌 も相當 うまかった し、 文章 も 達者な もの、 『湘烟 H 記』 で その 見本 

に 接する ことが 出來 る。 小說 として は 『善惡 の岐』 (女 學雜 誌) 「山間の 名花」 (都の 花) の ニ篇發 表さ 

れてゐ るが、 前者 は、 リットン 卿の 『ュ ー ジ イン. ァ ラム』 を 作り 替へ たもの だ。 

番雪 女史 下田 歌 子 


女性と しての 偉 さの 點で 中島 湘烟 と對 立出來 るの は、 香 雪下 田 歌 子 だ。 

歌 子 女史 は 八十 近い 高齢で 健在だが、 もう 大體 女史 一生の 事業 は 終った と 見て よから うから、 歷史 

的 人物と して 語らう。 

歌 子 女史 は從來 英雄 型 女性の 一典 型に され、 それだけに 毀譽 粉々 たる ものが ある。 鹿 鳴 館 華やかな 

りし ころ は、 よく 新聞 沙汰に 出た つ 廟堂の 有力 家 某々 大臣 等と 醜關 係が あつたと かなかった とか、 さ 

て は須藤 南翠の 『新 被 之 佳人』 などに は その 嚼を 取り入れて 場當 りの 趣向と して ある。 歌 子 女史が ま 

た. その 持 前の 事業 慾 權カ愁 といった もの を滿 足させた さに、 好んで さう いふ 大臣 達に 近づいた こと 

は事實 だら うが、 一 つ は 利かぬ 氣の 彼女が、 さう いふ 新聞の 磚を 物と もせす、 少し はしょげ る どころ 

か 傲然と して 濟 して ゐ るので 餘計 憎まれた。 その 惰力が 今日まで 及んで ゐ る。 

歌 子 女史 は元來 逆境で 鍛 はれた 人 だけに 性格 上强ぃ 烈しい ところが ある。 宮中 奉仕の 前に は 全く 苦 

擧の 生涯と いっても よかった らう。 和歌 文學に 堪能と いふ 名が 世に 聞え て、 初めて 宫 中に 召された こ 

ろ、 それが 歌 子 女史と して は 一番 生々 とした 生活の 時代だった" 宮中 奉仕 數年、 退 下して、 下田 猛雄 

氏と 結婚した。 然し 夫が 病氣 がちだった から、 普通の 幸福な 生活ではなかった。 夫の 死後 又 宮中に 仕 

へ、 洋行して 華族 女 擧校を 監督 するとい ふ 順序になる。 女史の ことが， よく 彼れ これと 新聞に 出た の 

は、 この 再 奉仕 以後の こと だ。 

女性 作家 セ 人語  •  五 五 七 
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女史 は昭憲 皇后の 御 信任が とても あっかった、 その 爲 めか 宮中での 羽振りが もちろん よく、 延 いて 

(當時 まだ 宮中と 政府の 別が 今 曰 ほど 厳重. に 分けられて ゐ なかった ので)， 政府 大官の 問に も  一 はか 

せる 勢力が あつたの は、. 事實 らしい。 昭憲， M 后の 御 信任が 何う して さう あっかつ たかに ついては. こ 

こで 說明 する 限りで ない が、 或る 事で 歌 子 女史が 特に 身命 を 投げう つて 皇后の 宫に 奉仕した ことがあ 

つたから だとい ふ。 强ぃ 烈しい、 それで ゐて 明朗な 性格の ある 歌 子 女史 は， 求められる ま、 に 常時の 

政府 大官逹 と 平氣で 交際 をす る、 懇意 づ くから 我儘 もい ふ、 それが 然し 外に 俾 はると、 誇大に された 

り をつ けられたり して まれ 口の 材料に なった わけ だら う。 女史の 敎科 害の 强制 使用 察 件な どが 

著しい 例 だ。 

^女が 世^に 考 へられて ゐ たやう に、 果して 私行 上淑 德を缺 いて ゐた 女性で あるか 何う か、 それ は 

知らぬ が、 た. > ^彼女 を もって、 その 勢力に 安住して 自分 一身の 榮 達に のみ せんじた 人 ^ だった と^へ 

るなら， それ は 問 違 はう。 彼女 は 彼女 一流の 立場な り考へ 方な りで、 女性の 向上、 社會の 將來、 政治 

の 良否と いふ やうな 問題に 注意して、 自分の 勢力 を それ 等に 役立つ やうに 利 S しもした の だ。 いは^ 

湘烟 女史が 下からの 女性 改革 を 主張した とせば、 歌 子 女史 は、 上からの 同じ 改革 を 試みた ものと いへ 

る。 大臣 大官 との 交際 も、 女 同權を 不言 實 行に うつした ものと もい へ るの だ。 

女史 一 代の 著：^ 集 を 『香 雪 叢書』. とい ふ。 昭和 七 年から 刊行され てゐ るが、 その 眼 C1 だと レ.. I 『源 


氏 物語 講義』 はま だ 完成され てゐ ない らしい。 〔もう 完成され たとい ふ： P 然し 源氏物語 講義よりも 吾 

等に は その 第一 卷の 日記の 方が 面白い。 そこに は 所々 に 彼女の 社 會的關 心、 勞働 女性への 同情、 勞資 

問題の 憂慮が 見えて ゐ るから だ。 例へば 明治 二十 九 年の 日記 (浦づ た ひ) の 八月 三日の 條に福 井の 羽 

二重 織 場 を 視察した ところに、 —— 

この ェ女 等が 業 を 執る 時間 を 問へば 一 日 十六 時 賃銀 を 問へば 多き も 一 ヶ月 僅かに 六七圆 少なき は 

四圓 にも 至らす とぞ 泰西 各國に 在りて は 諸 職工 等の 諸 料 甚だ 高價 なる にも か、 はらす 彼の 英京 倫敦 

などに て は 勞動者 八 時間 問題と い ふこと いと かまびすしく 成 もて 來ぬ。 其 風潮 は 海 を へだてた る わ 

が 浦 安の 國 にも 早晚 漲り 入る こと あるべき を、 慵主 たち は 能く 心 を用ゐ てよ きに 勞 はり 使 はすば つ 

ひに は 恐るべき 同盟 罷ェ などい ふ騷 ぎの 起ら す や は。 

と ある。 その 三十 二 年の 日記、 信越 紀行、 須 坂の 條を兑 ると、 彼女 はェ女 等の 境遇に 同情し、 慨然と 

して 救 濟の志 を さへ 起して ゐる 、「ェ 女 等 道に 立ち並み て 手 合せつ. -を がみ 頭 は 垂れて かしこまり 居た 

る さま 言 ひが ひ 無き 我 を 頼もしき ものにして、 己れ を 水火の 中より 救 はれ やせんと 思 ふらん。 さる を 

若し 我が 志なら すして 中空に なり もて はてた らんに はこの あはれ なる 姉妹に むくべき 面 こそ 無 けれ」 

云 々o 

歌 子の 名 は、 彼の 作歌 技能の 優秀 を ほめて 昭憲 皇后の つけて 賜 はった ものと いふ。 宮^ 歌人と して 

. ^性 作家 七 人語  五 五 九  j 
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は、 又 和文 家と して は、 相當 認められて 然るべき だら う。 たビ 作家 的 技能に 至って は (作品がない の 

で) 論外 だが 然し 偉大な 女性と して、 代表的な 一 典型な ので、 湘烟 女史と 對照 的に 語って 置く。 

曙 女史 木 村 築 子 

女性 作家と いふ 點 からせば、 先驅 的な 一 人 は、 曙 女史 木 村榮子 だ。 

曙 女史 は 淺草廣 小路の 有名な 牛肉 店 いろは (木 村莊 平) の 娘だった。 畫 家の 木 村 莊八氏 等と 兄.^ に 

ならう かと 思 ふ。 、ぃゲ か は 牛肉の 本場 神 戸から 移って 來 たので、 曙 女史の 榮子 も、 祌戶で 生れた の だ 

(栗 本 鋤 雪の 落胤 だとい ふ 話が ある、 話と して は 面白い。) 子供の 時から 賢い 子で あつたが、 女の子 

の 癖に 外遊び が 好きで、 山 や 海岸で、 男の子 達と 一緒にな つて 遊んだ ので、 すいぶん 活 澄な もの だつ 

た。 鬼 京へ 来てから、 三 田の 南海 小舉 に入學 し、 十四で 卒業す ると 東京 高等 女學 校に 人った。 突 人で 

はあり、 學問は 出来 (英 怫ニ國 語に 通じ、 音 樂手藝 など も 人並 以上に よくした)、 態度 も活澄 だし， 言 

葉 も 爽やかだった ので、 人氣 者の 一 人だった らしい。 明治 十七 八 年頃から 婦人の 洋装が 大 流行 を 極め 

たが， 榮子は 卒先して 洋装 黨に なった、 だが、 當 時の 舶来品 崇拜と は反對 に、 その 洋装に は 國鹿品 を 

£=ゐ』^-ので， 敎師も 同窓 も 感心した とい ふ。 榮子は 更に 我が 國の 織物 ゃ鏠取 物な ど 女子 一般の 乎藝品 


に 改良 を 加へ て、 これ を 輸出品と して 盛に 外國に 出さう とい ふ 志 を 起した。 一つ はこれ が 女子に ふさ 

はしい 國益を 計る 道で あり、 一 つ は 女子の 家庭 內職 として 恰好の もの だからと いふの だ。 ところで 丁 

度 女 學校も 卒業と いふ ことにな つたので、 榮子は 先生の 丸 橋 光子 等と 計り、 先 づ實地 修業 且つ 下見 分 

として 外國 に留擧 する 計畫を 立てた. 然し かよわい 少女の 一人旅 を、 兩 親が 許す わけで はない。 いろ 

いろと 言葉 をつ くして 留めた ので、 一 時 延期と いふ こふ になった。 

洋行 を 思 ひ 切った 榮子 は、 まるで 考へを 入れ かへ たもの、 やうに 家業の 手助け をし、 急がし い 客の 

出 人り、 店の 帳簿の 調べな どから * 自身で 前掛垂 をして 女中の 代りまで したと いふ。 (間もなく 結婚) Q 

かう して 我に もな く忙 がしい 日 を 送って ゐる うち、 ある 時 ふと かう 感じた、 文學の 中で も 物語 や 小 

說を書 緩る ことが 本來 女子に ふさ はしい 仕事な の だ、 一 つ 文學を やらう、 殊に 明治 文明の 聖代に 女 文 

學 者の 一人 もな いのは 遣憾 至極 だと、 それで 店の 暇 を 盗んで 小 說ー篇 を 作り、 饗庭篁 村の 紹介で 讀寶 

新聞に 出した。 これが 曙 女史の 處女作 「婦女の 鑑」 で、 作った の は 明治 二十 一年、 新聞に は 二十 二 年 

一月 三日から 二月 二十 八日 迄 連載され、 十八の 少女の 作と して 一寸 人 を 驚かした もの だ。 

r, 婦女の 鑑」 以後、 一年 餘 りの 間に、 彼女の 筆に なった 作品 は ざっと かう いふ もの だ。 

「勇み肌」 江戸 新聞 (二十 二 年 五月) 

『曙染 梅 新型」 貴女の 友 0 一十一 一年 七月より) 
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「操 くらべ」 讀寶 新聞 (二十 一 一年 十月) 

「わか 松」 讀賫 新聞 (二士 一一 年 一 月) 

その他 まだ あらう も 知れない。 そのうち 「曙 染」 は 脚本であって 小說 ではない。 

二十 三年 五月 流行 感胃 にか i り、 それから は 何う も 健康 を 恢復せ す、 結核 性 腹膜炎で 十月 十九 日， 

年 十九で、 母の 手 を 枕と した ま、 死んだ。 實に 美人 薄命と いふ 文字 を現實 にした もの だ。 

何分に も.^ が 若い ので あり、 經驗も 文章 も 不十分 だらけで、 先づ 纏った もの は 「婦女の 鑑」 ぐら ゐ 

の もの だ。 これと て小說 として は、 今日から いへば、 先驅的 作品と いふ 以外に 何れ 程の 意味 もなから 

う。 た ピ文畢 史的に いふと き、 時代の 理想 を 反映して ゐる點 で、 又 その 中に 自傳的 要素 を 織り込んで 

ある 點で、 注意され るに 足りる. - 

候 爵吉川 義國の 妹娘 秀子 (實は 弟の 一 人 娘な の だ) は 外 國留學 の 間際に、 自分の 知らぬ 戀敵 (淸と 

いふ 青年が ひそかに 秀子を 思って ゐ るので) から 陷 入られ、 父の 不興 を かひ、 家出す る。 姉の 闽子 

友人 小ゼ ット、 H ヂス などが 秀 子の 味方と なり、 殊に かって 秀 子の 世話になった 卷 子が 身 齊り 1^ 様に 

して 金 をつ くり、 秀子を 外國に 送る。 秀子 は苦學 して ケンブ リツ ヂ大學 女子 部 を 優等で 卒業す る。 彼 

女 は 在學中 工夫し、 婦人の 手藝を 盛大に して 國 家に 貢 獻 しょうと し、 米國に 渡って 工場で 赏地 練^ を 

する、 この間 英國 にゐて も、 米 國にゐ て も 日本 女性の 名 譽を發 揮す る を 忘れない。 やがて 彼女 は 父 


侯爵の 密 命で それとなく 彼女 を 監護して ゐた 義兄と あ ひ， 義兄に 伴 はれて 歸朝 する。 さう して 父の 喜 

びと 許諾 を 得て、 手藝の 工場 を 造り、 貧民 救 濟に當 らうと する。 これが 「婦女の 鑑」 の 大筋 だ。 全篇 

殆ん ど會話 だらけで、 趣向 もまと まら や、 何の 爲 めに 枝葉 をのば すか わからぬ ところが 多く. 人物の 

描寫 もまる でな つて ゐ ない。 實 に先驅 的と いふ 取 柄 以外に は、 缺點 だらけな 稚拙 極まる 作物 だが、 此 

の 時代の 社會 改良 理想、 實業萬 能 主義 を 反映して ゐる點 で (明治の 開明 的 女子 敎 育の 成果と もい ひ 得 

やうが). 記憶され るべき もの だ。 

若松 しづ子 (巖木 かし 子) 

明治 十六 年の こと だ。 撗 濱山ノ 手の フ H リス 女學 校に 英語の 演習 會 があった。 これ は 語學の 練習と 

娱樂を かねた 催しで、 敎員ゃ 生徒 は、 或は 朗讀、 或は 對話， 或は 吟誦 或は 演說 とい ふ 風に、 各々 その 

得意と すると ころ を 来賓の 前で やる の だ。 来賓と いっても 單に 父兄と いふので はない、 歐化萬 能 思想 

の當時 だから、 當 代の 名士 方が わざわざ 招かれて 來 たもの だ。 プ n グラム も 大方 すんで * 會も 終り 方 

になった ころ、 二十 前後と 晃 える 一 婦人が、 質素な 何の 飾 もない 通常の 服 を 着け、 演壇に 上って シ - 

1 タス ピャの 詞曲を 暗誦した。 清んだ 高らかな 聲で、 語調 もよ く 節に 協 ひ、 目 をと ぢて閒 いて ゐ ると 
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n 本人が 外 國語を 話して ゐる やうで はなく、 英國 人が 自分の 國の大 詩人の 詞を滔 々と 愛誦して ゐるも 

の、 やうに a はれた。 滿 堂の 人々 は感に 堪えて、 これが この度の きの 白眉 だと 賞讃 した。 聞けば、 こ 

の婦人は1:1:學校の助敎^^5田かし子だとぃふ3 来賓の 人々 は 何れも この 婦人の 才の 非凡な のに 驚いた。 

その 來賓の 中には 沼 南 は？ W 三 郞もゐ た。  . 

この，：^ 田 かし 子が 卽ち、 後の 若松 しづ子だった の だ。 しづ子に は 創作 も あるが、 その 方 は餘り 知ら 

れす 『小 公子』 その他の 飜譯 家と しての み 有名 だ。 これ は 一 つ は 彼女の 語 學的ネ 能が すばぬ けて すぐ 

れてゐ たので、 主に 创作 同様に 立派な 飜譯 文學を 提供した からだ。 

父 はへ n 律 若松の 藩士。 彼女 の^れた のが 元 治 元年 甲子 だから かしと 名 をつ けたの だとい ふ。 ペンネ 

1- ム 若松 は その 生地に 因んだ の だ。 戊辰の 亂に父 を 失 ひ、 間もなく 母 も 歿した ので、 その後 は 米！： 詩 

人 ミス.、、、 ラァ. の 情で 生長した。 八つから 橫濱野 毛の ミス • キダァ の女學 校に 通 ひ、 後ち フ エリス 女 

校こ轉 じ- 明^ 十 年 十九で そこの 高等科 を 卒業して、 すぐ 助敎 となった の だ。 明： _m 女 ゆ 校長 兼 

女 舉雜誌 社長 巖木善 治と 結婚した の は、 二十 六 (二十 二 年 夏) であった。 

米 51 人の 許で 生長して 米 婦人の 學 校に 入った の だから * 語學的 天才な の ももつ ともなわ けだ。 

だが 彼女 は 結婚 前から 肺 患だった から、 結婚 後 は 全く 半病人だった。 平生 床に つく ことが 多かった 

ので、 退 H しのぎに よく 英詩 英小說 の 類 を よんだ 。( 勿論 その 前から 英文 學に 深い 造詣 を もって ゐた： 


で I 退屈し のぎに よ く 英詩 英小說 の 類.. VJ^JS ん だ- U  (勿， « 阈ュ、 の AM から 英文 舉 に 深い 5sa~ss を も つ 一」， c-ics^  、 、 


と は、 前記の きりだ) 。その 揚句 ふと 病餘 のす さびと いふつ もりで 『小 公子』 を譯 して、 女學雜 誌に 

揭 げたの..^。 寝た ま、 譯文 のこと を考 へ. 考 へがつ くと 起きて ス ラスラと 原稿 一 回 分 を 書き、 終る と 

叉ね ると いった 鹽 梅だった。 これが 原本 六 回 分た まった ので、 巖本 氏が 二十 四 年 十月、 試に 出版して 

知己 諸 友に くばって 批評 を 乞 ふたと ころ、 その 賞讃は 大變な もので， この ー篇で 文名が 定まった。 

彼女 は 文學的 趣味が 深かった が、 多年 敎師 として 敎化的 方面に 沒 頭して 來 たぐけ に その 理想 は 家庭 

改良、 社會の 改良と いふ やうな ことにあって、 佝も 意識的に 文學で 名を殘 すな ど k いふ 考へ はな かつ 

たらしい。 むしろ 本來 を 執り 始めた の も、 この 理想の 實 現に 幾分で も貢獻 しょうと いふつ もりから 

だったらう。 彼女が 『小 公子』 以後 方々 の雜 誌に 載せた 飜譯 なり 作品な りが 數十篇 に 及んで ゐ るが、 

もれ 等に は、 いづ. d もい.^ 意味で、 この 理想 を 具現 させたい とい ふ 心く ばりが 見えて ゐる。 だ カ徵女 

の 異常な 文 學者的 天分が、 彼女 自身の 意識 無意識の 如何に か- - はらす、 いつの 間に か 彼女の 名 を 明治 

時代 第 一 流の 閨秀 文學 者のう ちに 入れて しまった。 

彼女 は巖本 氏に 嫁して 三兒を 得た。 だが 巖本 氏との 間に はこれ とい ふ 溝渠が 穿 たれた ので はな かつ 

たが、 內心何 か あきたらぬ もの を 秘めて ゐ たかに 思 はれる。 ともかく あまり 幸福な 結婚 生活と はいへ 

なかった らしい。 

二十 九 年 二日 五日、 明治 女學 校が 燒 亡した、 彼女 は 此の 時 はもう 重態で あつたの だが、 學校燒 亡の 
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打耀が 致命傷と なった か、 十日に 急逝した。 年 三十 三と いふ。 

彼女の 死が いかに 人々 から 惜 まれた か、 全く 樋 口 一葉 を のぞけば， 明治 文學 KT; 前の ものと いっても 

よかった。 その 顷の 女學雜 誌に は、 數號 にわた つて 追悼 詩歌 や 記事が 出て ゐ るが、 これ は單に 彼女の 

作家と しての 才能 だけで はなく、 女性と しての 德 望の 然 らしめ たと ころで あらう。 

一 葉 女史 樋 口 夏 子 

一 葉に つ いて は專 門の 研究 書 も ある 位で、 今更 偉い 偉い とほめ 直す まで もない。 

一 葉の 全集 を 讀んで 見る と 誰に でも わかる こと だと 思 ふの だが、 恐ろしく 急に 大人に なって 行く の 

が K につく。 大人に なった 原因 はもち ろん 女性と しての 自覺 で、 內外兩 面から ゥンと 一時に 苦 をな 

めさせられた からだ、 外面 的、 卽ち 物質 方面、 生活 方面の 苦勞 のこと は、 今 何もい はない ことにする 

が、 內面 的の 苦勞 について 一寸 言 はう。 內面 的の 苦勞と は、 小說 道の 師と 頼んだ 半 井 桃 水との 戀愛問 

題 だ。 

一 葉 は 一 面 古い 女の くせに 恐ろしい までに 勝氣 なと ころが あり、 桃 水に 對 する 感情な ども n 分グ 

敗北 を 意識したくない からか、 戀 でない 戀 でない といって ゐ るが、 そんな こと はない、 戀 も戀. 執お 


な戀 なの だ。 この 遂げられぬ 戀の 心が， 一葉の 藝術を どれ だけ 急速に 進歩 させた か 知れない。 一葉 は 

死ぬ まで 桃 水の こと を內心 あきらめ きれす にゐ たらしい。 

此の 戀愛 問題 を 皆が 不思議が つて ゐる >  桃 水 は 何う 最晨 服に 見ても 一流と はい へない 新 閜小說 家な 

のに、 一葉 ほどの 天才が 何う して あれ 程 迷 ひ 込んだ の だら う 云々。 これ は 不思議と いへば いへ るが、 

然し 一 葉 は小說 家と しての 桃 水に 迷 ひ 込んだ ので はない の だ。 桃 水の 小說の 如何なる もの か は、 一 葉 

がよく 知って 居り， 日記の 中に 批判して ゐる。 又 桃 水 {n: 身、 自分の 小說が 仕方のない もの だとい ふこ 

と を 知って 居り、 自分 は 衣食の ために 仕方なく 小說を 書く の だと 一 葉に 公言して ゐる。 だから 一葉 は 

小 說家桃 水に 戀し たので はない。 恐らく 小 說家を 離れた 人間 桃 水、 與 性 桃 水に、 何等か 甚く 心 を ひく 

もの を 見出した の だ。 

今日 桃 水 を 研究す るな ど- - いったら、 若い 文學 愛好家 諸君の い- -笑ひ 物にされて しま ふだら う。 然 

し 桃 水の 人物 は、 その 小說 からだけ で 钊 斷 されたら、 何 かひ どく 不公平な ことの やうに 思 はれる。 桃 

水 は 對州嚴 原の 人、 宗家の 家臣で 武士 だ。 朝鮮に 近いだ けに 早くから 海外に 奇功 をた てようと いふ 志 

を 起し、. 度々 朝鮮へ も 渡った。 だが 事 志と 違って 功 を 成さす、 却って 家族の 衣食の ために 小說を 書か 

なければ ならぬ ことにな つた。 いは ビ 志士く づれ だ。 一葉のう けた 印象 を 綜合して いふと、 不遇の 美 

丈夫と いふ わけ だ。 それに、 最初から 一葉 を 尋常の 女性と して 見す に、 異常に 優遇して ゐる。 此の 情 
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が、 身にしみ たに 違 ひない。 桃 水 は 酒 ものみ、 女 も かふ、 品行が 修まらぬ ので、 一葉の 周圍の 人々 力 

用心し ろと いふ、 然し かう いふ 點が 却って 一葉の 心 を 桃 水の 方に 引きつけ、 あ \ ぉ氣の 毒な と 思 はせ 

たで あらう J 殊に 一葉 も 武家 出の 娘 だ、 不遇の 武家に 同情す る、 それだけ でも 戀は 成り立ち 得る。 此 

の戀愛 は、 少し ほり 下げて 考へ ると 少しも 不思議で はない の だ。 

一 葉 を 桃 水から 遠ざけた の は、 恐らく 競 爭者を もって 自任して ゐた 一 女性の 流言 や 中傷な ども あつ 

たらしい、 曰 記に 片鱗が 見えて ゐ る" 

私 は 一葉と 桃 水の 戀 愛に は 同情す る。 だが、 これが 圆滿に 進行して、 樋 口 夏 子が 半 井 夏 子に なって 

ゐ たら、 明治 文學 史上の 一 大 問題 だ。 桃 水 は 好 家 妻 を 得て、 半生の 幸福に 醉 ふこと が出來 たか も 知れ 

ない。 然し 今日 吾等の 手に 『一葉 全集』 が殘 されて ゐ たか 何う か、 疑問で あらう。 慘酷 だが、 一葉の 

失戀が 吾等 の 文學的 幸福と な つて ゐ るの だ。 

一葉が 名 を 成してから、 いろいろな 男性と 知り合った。 作家 も あるし、 書生 も ある、 同情者 も 理解 

者 も あるし、 娘 達 もあった らう (日記で わかる )o 1 番 よく 出入した の は 「文 學界」 の 連中、 平田秀 木、 

3  n^t. 馬場 孤蝶な ど.. いふ 連中で、 この 人々 と は 一葉 も隨分 うちとけた 話 もしたら しい。 面白い 

の は、 一葉の 「日記」 を 見る と、 自分の 周圍に 寄って 來る 男性が 皆 自分に 野心が ある もの" やうに 書 

C て ある。 いっか この 事 を 馬場 孤蝶 氏に うか. - つてみ たら、 孤蝶 氏 は 笑って かう いった、 「ィャ 僕達 は 


I  7.* い, メカ こ c  I  tM,^  I  m  ffn にう かぐ つ てみ たら、 孤蝶 氏 は 笑 つて かう い つた、 「ィャ 僕達 は 


あの 頃 一葉が 女 だとい ふこと を 忘れて 話して ゐ たんだが， 今から 考へ ると、 一葉 はやつ ばり 女だった 

んで すね」 云々。 この 言葉 は 面白い。 桃 水 一件の 失敗で * 男性に 對 して 逆に 極度に 用心深く ならされ 

てゐた 一葉の 女性 心理が、 そこに チャンと 出て ゐ るの だ。 

1 葉が 和歌 和文の 師と仰いだ 中島 歌 子 は. 水戶 浪人 林 某の 寡婦 だが、 これ は 準 江戸 子で、 派手 好きな 

素行の 修まらぬ、 世間 人であった とい ふ。 一葉 は 世間 的 知識の 豐富 なと ころから、 よく その virginity 

を 疑 はれる が、 その. 世間 的 知識 は 一 つ は 環境と、 一 つ は 此の世 間 人のお 師匠 様の 話から 綜合した とこ 

ろが 大分あった らうと 思 ふ。 孤蝶 氏 もこの 點 はさう 言って ゐるリ 

一葉 は 素直な 女性で はない、 明朗な 女性で もない。 少し 激した、 ひがんだ、 つむじの 曲った ところ 

が 見える 人 だ。 こ-. r ら にも 遂げられぬ 戀の餘 波が 出て ゐる。 

稻舟 女史 田 澤錦子 

ネ人 美妙 を社會 的に 葬る 契機と なった 稻舟 事件の 主人公 田 澤錦子 は、 今日で いふと、 惡ぃ 意味での 

文擧 少女の 典型的 存在 だ。 文學 にあ こがれて、 美妙に 接近し、 その 妻と なり、 家庭 不和から 家出して 

自殺した 云々 とい ふの が、 いは ゆる 稻舟 事件の 概要 だ。 

女性 作家 七 人語  五六 九 


人敉篇  五 七 〇 

だが 今日で は、 稻 舟の 死 は 自殺で なく 過失 だとい ふこと に 定まって 來 たらしい から、 この 點 だけ 

妙 は 罪が 輕く なった ものと いひ 得 やう。 

然し 別 様の 點で 美妙の 罪 を 重く する 材料が 出て 來 たらしい。 それ は、 從 米は稻 舟の 方から 美妙の 名 

聲に あこがれ vjiy づ いて 行った となって ゐ るが、 何う も いろいろな 材料 力ら へて みると 美.^ びブ 

が、 その 名 ihj., 一利 用して あどけない 程 若い 稻舟を "educe した ものら しい。 稻舟 事件の 世 に 現れた 

の は 明治 一 一十 八 九 年の こと だが、 美妙と 稻 舟との は 一 一十 四 年頃から あつたの だ。 一 一十 叫 年と い へ 

ば、 稻 舟が まだ 女學 校の 生徒 時代 だら う" 我樂多 文庫に 出た 「情 詩人」 とい ふ 美妙の 小說 をよ む々、 

いかにも ネ人 くさい にやけ 小說 家が、 女學 生や その他 幾人 かの 女性に やい や いいはれて ャ 二 下って ゐ 

ると ころが あるが、 あれ は 美妙の 空想の 所産ではなくて、 恐らく 人氣者 美妙の 實 驗を寫 した もの だつ 

たの だら う。 さう して 稻 舟の 件 も， 恐らく さう いふ 美妙の 數々 の 女性 征服のう ちの one  case に當る 

ものだった I だら う。 

稻 舟の 創作に は 11 

「获の 花 妻 操の 一本」  (二十 七 年) 

「淸 少納首 名譽廣 詩」  (同 ) 

「醫 舉修 業」  (二十 八 年) 


「し ろばら」  (同) 

「峰 の淺 月」  (二十 九 年) 

「小 町 湯」  (同 ) 

「殘 怨 曰 高 夜嵐」  . (同 ) 

「五 大 堂」  (同 ) 

「月に うた ふ ざんげの ひとふし」 (同  ) 

等 も あるが、 初めの 方の は 美妙の 手傳が あると かいふ。 然し 「しろ ばら」 その他、 當 時の 若い 女性の 

作と して は、 一寸 有望と 思 はせ る ものが ある。 一 應は讀 み 返されて 可い 作家 かも 知れない。 

花圃 女史 田邊 (H 宅) 龍 子 

• 本當 をい へば、 新しい 女性 作家の 開山、 つまり 女性 作家の 「春の やお ぼろ」 は、 花圃 女史な の だ。 

女史が 明治 二十 一年に 小說 『簸 の鶯』 を もって 文壇に 出た のが、 丁度 舂の やの 『當世 書生 氣質』 に 

相當 する。 然 かも 創作の 動機が 『書生 氣質』 を よんで 動いた もので、 春の やの 閲を乞 ひ、 その 世話で 

金 港 堂から 出た とい ふの だから、 何から 何まで 緣が 深い 0  . 
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人物 篇  ⑩ー 

花圃 女史が 一 葉と 併稱 される の は、 中島 歌 子の 同門だった からで， 實は薩 の 方が 先輩になる。 

一葉の，； 說に 入った のが、 金の 必要から である やうに、 花圃 もさう だった。 この 點 では 曙 女史 や 若 

松し づチな fl ふ。 花圃は 名家の 出で、 i 舟 (太 一 ) 氏は棄 名士の 一 人 だが、 薄 は 時勢に 

對 する 不平 ti 酒に 曰 I して 詳が 傾いて ゐた、 それ を 助けようと ェ ので 小說に 深入りす る 

やう こなった の だ、 とい ふ。 處女 作の 『藪の 驚』 も、 矢張り さう で、 これ は 兄 君の 一周忌 をす る 必要 力 

ら 急いで 認められ たもので きとい ふ。 花圃 女史 自ら 語って いふ、 き 原稿料 三十 舊 二十 錢 云々。 

1 枚 イクラと いふので あったらう。  . 

.51 は 一葉と 遠 ひ、 語學 が出來 たので 飜譯 もやった。 文 藝倶樂 部の 第二 回 閨秀 小 說號に 出た 「蛇 物 

語」 などが それ だ〕 もっと 外に も あらう。 だが 彼女 は小說 家に なりきつ てし まふつ もり はなく、 書く 

とき は 狂氣の やうに 書いても、 書いた もの は 二度 讀み 直さぬ とい ふ 程 文章に は 熟 心でなかった。 それ 

でい つと はなく 家庭 婦人と なって しまったが、 然し 『管 鶯』 は、 處女 作と して は、 案外 老練な とこ 

ろが ある 纏った 作 だ。 作者 は 東京 高等 女學 校に 學ん だので、 よく 女學 生の 生活な ど を 描いて ある、 い 

は.. 『當世 女 性氣 質』 とい ふべき もの だ 。r 社會の 利益」、 「健全な家 庭」、 「勞働 神聖」、 「華族 St 想 

の 打破」 など & いふ 理想主義 は、 やはり 女子 敎 育の 進歩に よる 時代への 目 醒め を 語る もので あらう。 

^台. i.^ 流 文學^ では 花 圃の名 はもつ と 重き をな さなくて はならぬ 


明治 女流 文學$ で は 花 固 の 名 は. i つ と 重き をな さ &  /\  t はならぬ 0 


花圃 女史の 偉 いのは， 一代の 萄人三 宅 雪嶺 を 夫と して 選んだ こと だ。 女史 は 才色 双 美、 おまけに 田 

邊家は 名家と 來てゐ るから、 貰 ひ 手 も 望み 手 も 隨分澤 山あった らうが、 その 数多い ハイカラ 紳士、 ブ 

ル ジ ョァ 子弟の 中から 蓬 頭 面、 冬 は 單衣を 五 枚 も 重ねて 着て ゐ ると いふ 仙人 じみた 咄 辯の 哲學者 を 

選んだ。 而 かも 見事に 選び あてた の だ。 この 眼識 だけ は、 彼女の 最大 傑作 だと 思 ふ。 

語るべき 人、 語らなくて はならぬ 女性 も まだまだ ある、 小金 井 きみ子、 北 田 薄氷、 田 村 とし子、 長 

谷川し ぐれ、 平 塚 明 子な ど澤山 あるが、 何う も 種々 な 故障で 書け ない。 中で 北 田 薄氷 だけ は 是非 書か 

うと 思った が 紙數が なくなつ たので やめた。 他の 人々 に ついて も 種々 傳聞は あるが、 女性 を 語る に 

(歷 史的 存在に なって ゐれば 格別) あまりな 無遠慮 も 何う かと 思 はれる から、 一 應 やめて 置く ことに 

した。 紫 琴 女史の 古在 豐子 夫人の 如き も 是非 語らるべき 人だった らう。 大 塚楠緖 子に ついては、 本誌 

十一月 號 〔物故 文人 獨談 議參 照〕 で 語った ことがあ るので、 今度 はわ ざと 省いた が、 まだ 彼女の 話 は 

つきない。 

(昭和 十 年 一 月、 傳記 ニノ 一 號) 
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小 杉 天外の こ と 

、！ I 昭和 九 年 十 一 月 「オアシス」 四ノ十 一 號 I 

(及 = ^道 子 嬢 「はつ 姿」 を 撮影す る 際の こと、 但し この 撮影 實 現せず) 

『はつ 姿』 の 作者 小 杉 天外の こと を * 御 依頼で ホンの いさ」 か 書く。 1K 外 は 現^の 人で あるが、 今 

會 つて 一 々事霣 I ねて ゐ I 問がない ので、 二三の 文獻 によって 書く ことにする。 問 まも あらう 

が、 恕 していた. - きたい。 多少の 間違 ひが あっても、 道 子さん の映畫 『はつ 姿』 を御覽 になる 方々 の 

參考に は 大丈夫なる 苦 だ。 

天外 はもち ろん 號で (その 號 が何處 から 來 たか 何ぞと 詮索され る 方が ミツカ 會 の會. ^に は あるまい 

と 思 ふが、 その 號の出 所 は 私 もよ く 知らない、 多分 支那の 廢 時代の 詩人 李 白の 「全 陵の 鳳 風^に 登る」 

とい ふ 詩に、 「三 山 半落靑 s<i」 とい ふ 句が ある、 此の 邊 がその 出 所 かも 知れない、 H< 外が 一時 先生と 

顿んだ 齋藤綠 雨が 選んで くれたの だと)、 木 名 は 小 杉爲藏 とい ふ， 如何にも 田舍 くさい 手 K さうな 名 だ 


I んた S^MH 雨が 選ん ノビ /-\ れたり だ 1; ) - 木 名 は 小：： 爲藏 LC い >  y  I 如何 も 田舍 /、 ->さ い 手 e^i  うな 名 だ 


力 田舍 くさい も 道理で、 天外の 生れた の は 羽 後 i  (秋 田縣) 仙 北 郡六鄕 町と いふの だ。 父は豐 冶， 

母 は 園. 子と いった。 父の 家業 は 絞 油、 醬油讓 造に、 吳服ゃ 古着な どの 商店 經營を 兼ねて ゐた。 丁度 明 

治 維新の 頃、 秋 田 藩が 佐幕 論で 動いて ゐ たに か& はらす、 豐治は 勤王に 傾き、 官軍 東征の 際に は、 土 

地の 靑年數 十 人 を 集めて 有志 隊を 組織し c、 いろいろ 官軍 方に 盡 した。 それで 後年. 明治 大帝が 東北 

御 巡行の 際， 豐治は 御前に 召されて 拜謁を 賜 はった とい.^。 鬼 も かく も- 天外の 父 は、 たぶ 商人で 

も 醬油屋 の 親父で もな く、 きかぬ 氣で 骨の ある 漢 子であった ことが わかる。 この 氣 性が 長男の 天外に 

も 大方 遣傳 とな つて ゐる と S3 ふ。 

天 外 はこの 六鄕の 町の、 かう いふ 父母の 家で、 慶應 元年 九月 十九 日の 曉 方に 生れた。 今年 數へ 年で 

丁度 七十で あらう。 この 六鄕 町の 近くから、 小說家 後藤 宙外も 出て ゐ る。 

天外の 幼少の ころの こと は、 極々 少しし かわからない。 身體の 弱かった こと、 鄕 里の 漢擧者 岩 谷 順 

太郞 先生に ついて 漢舉を やった こと- 更に 大 曲の 町へ 出て 岡 田 好 成と いふ 先生の 塾で、 英語の 初歩と 

普通 學を 修めた ことぐ らゐの もの だ。 

明治 十 丸 年と いへば、 天外が 二十 二の 時 だが、 この 時 天外 は 初めて 東京へ 出た。 今日と 遠って この 

頃の 二十 一 一 とい へ ば- もう 立派に 一 人前の 男子と して 通用した の だから、 二 一十 二の 上京 修業 は 少し 遍 

すぎる。 これ はきつ と 天外の 家庭の 事情から、 彼の 上京 修業が なかなか 許されす、 のびのびになって 

小 杉 天外の こと  零 五. . 


. I  ^  五 七 六 

ゐ たもの あへ てよ からう。 由 轰北人 は 保守的 だが、 殊に 秋 田の is 田舍町 あたりで、 而 かも 商 

家の 雷の ことで あるから、 簡簾を いらぬ こと、 して 兩親 も あまり 贊 成しなかった としても そ 

れは 無理で はない の だ。 そ I 今まで 我慢し ぬいた 天外が、 何 か S 會で もう 何う しても 我慢が 出來 

す、 a ひきって 逃げ 屮 I す やうに して 上京した ので あるら しい。 

上京 爱. 天外 は 英吉利 法律 學 校と 國民 英學會 に通學 した。 無論 文擧者 ゃ小說 家になる つもりで はな 

い、 豫を 研究して 政治家になる つもりであった、 英語 § 時文 明 政治 需 資格と して 必須の もので 

あつたの だ。 彼 は 一 年餘4 校へ 通った が、 病氣と 雲が 繁な いのと、 肝心の 法律 研究が 案外つ ま 

らな いの S. 想が つきて 蜃 してし まった。 天外 自身 はこの 法 8 校 It 何の 得る ところがな 力 

つた かの 如くい ひ、 叉 天外の こと を 書く 人々 もさう 受けと つて ゐる、 然し これ は考 へなくて はなら.^ 

きろで、 一年 餘も鬼 も 角 講義 I いて、 頭に 何の 印象 も 管ぬな どと いふ こと は 有り得ない。 面白 

い 面白くな いは 別と して、 私 は 恐らく、 此の 問に 天外の 頭 は、 何もの か を 吸收し 得た にまない と 思 

例へば、 後年 寫實小 說を唱 へた 時に 冷 靜な客 觀的熊 度の 必要 を 述べた が、 あの 社 會に對 する 客 

公平な 態度な ども 法律 霞に f きろが ある、 又 天外 ゅる囊 小 i 骨子 Q ことなって ゐる 

一種 社會的 S の强 ぃ槪 念、 これ もこの 法律 簾の おかげで 得られた ものと 見て よ" 

法律 舉 校の 方の 舉課 はさう いふ わけで、 夭 外に は 面白くな いものと 思 はれた が、 國民英 學會の 方 ー 


面白くな くはなかった らしい。 こ \ では ィ.. 'ス トレ，' キ、 高 橋 五郞. 磯野 德三郞 • 井上 十吉 などが 敎 

鞭 をと つて ゐて、 ラム ゃァ I ヴ イング や， シェ ー タス ピャの 戯曲 3 ヂッ ケンズ の小說 など を 講義して 

ゐ たとい ふが、 英語 を學 ぶつ もりで 入った 天外 は、 思 ひがけな くこ、 で 近代 英文 擧の 修業 をした。 殊 

に 井上 十吉の ヂッケ ンズ の小說 (『クリスマス. カロル』) などの 講義に 一 番 感心 もし- 從っ て 感化 も 

强 くう けたら しく、 若し 書け たら かう いふ 小說を 書いて みたい、 とい ふ氣も 起した とい ふ。 

勿論 『クリス マス. カロル』 だけで 天外の 心 を小說 創作と いふ 新しい 希望に 向けた ので はない- 彼 

の 友人の 後藤 宙外ゃ 安藤 和風な ど は、 もう 政治的 野心から 文擧 的に 轉 向して ゐ たから， その 邊 からの 

影響 もあった。 且つ、 學 校の 法律 講義が 面白くな いので、 その 精神的 補 ひの つもりで 頻りに 神 田本鄕 

邊の 貸本屋 を あさり * 文化 文政 度 以後の 戯作 文擧、 馬 琴、 春 水な どの 小說を 貪って 讀ん だもので あつ 

た。 勿論 古い 文擧 ばかりでなく、 當時 盛に 流行し 出した 新作 小說、 『書生 氣質』 とか 『雪中 梅』 とか 

いふ もの を讀ん だ。 殊に 『雪中 梅』 の 如き は- まだ 全然 政治 熱の さめき つて ゐ ない 天外に は、 愛讀書 

の 一 つであった とい ふ。 か. -る 政治 小 說の繽 出、 素人 小說 家の 輩出と いふ 事實 も、 天外の 文學的 誘惑 

の 一つに はなった と 見られぬ こと はない。 

明治 新 文學の 經典視 されて ゐ る坪內 先生の 『小說 神髓』 も讀ん だが、 これ を 讀んで 文學者 志望が は 

づきり 固まった ともい ふ。 この頃の 青年が 政治家から 文 擧へ志 を 移す 社會的 理由が あるの だが、 これ 
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は 今の ベす に^かう。 

墓 i 化 を- II げ るた めか 他の 理由から か 天外 は 二十 一年 頃 一先 づ六鄕 町に 歸 つた。 天外 は 一 

その S 震が 豪 11 つたこと を 1 親に 話した ところ、 兩親は 勿論 反對 した、 古い 意味の 文舉ー 

現 念が とれて ゐな いの だ f 新しい 意味で S 豪が 理解 出來る わけはな いの だ。 だが 天外 はいろ い 一 

ろ 懇願した 結 そんなら 一つ 書いて 見せろ とい ふこと になった ので、 天外 は、 政治に 幻滅 を 感じて - 

自殺す る靑 年 を 主人公に して 短篇 を 書いた。 の 作 は、 今 曰で は 題名 も 何も 分からぬ が、 これが 见も 

かく 夭 外^ 說 S 女 作で、 天外が 二十 困の 時で あつ. た。 .-の 點で 天外 は晚 成の 人 だとい つてい、。 

この I の 佳 否が、 勿 I 親-たけで きめられる わけがない ので， 天外 は、 二三の 先擎 にこれ を兑せ 

た。 する. V その 人々 はおぎ か 何う か. この 小 ff て くれた。 天外 はこれ で， H 分の 文 S 卞 能に 

臭 を も？ とが 出來 たし、 同時に 兩親 も、 そんなら と 5 ふので、 天外の 豪蹇を i とい ふ 形に 

なったら しい。  、 

或る 文献に よると- 天外 は自， B 民權 運動に 奔走した と 書いて ある， 自由 民權 運動と いふと、 サち 虹^ 

台. S 五 年 を 中、：. にした III: の 政 if いふの だが、 、では さう いふ 意味で はなから 

う。 殊に 政 is めた I に 運動で 115。 これ は 天外が 恩人の 爲 めに 

i に 奔走した こと を 指す もので あらう。 天外の 轰時 代に 雲 を 補助して くれた 業に ず， ブ まと 一 


いふ 人が ゐた この 人が 第一 期 總選擧 (二十 三年) に 候補者に 立った の だ。 その 爲 めに 天外 は 運動員 

の 一人と して 犬に 奔走 もし、 心配 もした ものであった。 (武石 氏 は 秋田縣 笫叫區 から 無事 當 選した)。 

演說 もしたら うし. 文章 も 書いたら うし • 壯士も 指揮した らうし、 全く 自由 民權 運^者の やうに 見え 

る 行動が あつたに 遠 ひない。 これが 恐らく 天外の 自由 民權 運動 云々 の正體 であらう。 

天外 は 恩人の 當選を 見て 間もなく 叉 上京した 0 1 十四 年と いふ )o 今度 はいよ いよ 本氣 で文學 修業 だ。 

前の 阈. 民 英學會 に 英語 英文 舉を、 又進德 館に 漢學を 修める 傍ら、 コッ コッと 小說の 原稿 を 書いた、 さ 

うして 出来た 原稿 を懷 中に して は、 文壇 進出の 捷徑 として 大家 歷訪を やった もの だ。 天外 は、 當 時の 

文學靑 年の 例に もれす 森鷗 外が 崇拜 だった から * 先 づ千駄 木の 鷗 外の 家 を 訪ねた。 鶫外 は、 小 說は見 

て くれたが、 然し これに 臨む に 批評家の 態度 を もってし たので、 天外の のぞんだ やうに 先生と か 親分 

の 態度 を もってして くれなかった" 君の 小說 はま づ いから、 止めて 別の 事 を やったら 何う か、 小說は 

IK 分の ない 人間に は 出来る ことで はない、 とい ふ 忠告 だけ を 餞別に 天外 を 突き放して しまった。 天外 

は 犬に 不平であった。 天外 は 次に 紅葉 を 訪ねた。 紅葉 は、 親分 氣質を もって 聞え た 人で ある だけに、 

鷗 外の やうに 批評家 的 態度で 突き放し はしなかった が、 然し あまり 厚遇 はして くれなかった。 天外 は 

こ でも 失望した o( 然し 絕緣と はならなかった と 見える )o 天外 は 今度、 齋藤綠 雨 を 尋ねた ノ すると、 

皮肉 家で 聞え た綠雨 は、 意外に もこの 中年 (といっても 可から う) の小說 志願者 を 拾 ひ 上げた、 さう 
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して 先生と いふよりも、 小說 道の 先輩と して、 親切に 天外の 小說 技術の 指導に 當 つて くれ、 且つ 國會 

(新^) とい ふ 常時と して は 第 一 流と い つ て もい k 位の 作品 發表 機關を 紹介し さ へして くれた。 

天外が明：^^^文瘦へ進出の路はこ^に拓けたのだ。 これが 明治 二十 五 年で 天外が 二十 八の こと だ。 

こ k で 天外の 傳記 は、 その 作家 生活の 第一 期に 入る の だが、 私 は 此の 第一 期 を 略叙して、 天外 紹介 

の 维を撊 きたい。 

^一  S といっても 明治 二十 五 年から 一 一三 年の 間 をい ふので、 つまり 寫實 小說 家と して H< ^力 立つ に 

至る 前 をい ふの だ。 この間の 作品に は (發 表された 順序と して)、 — 

二十 五 年 r 改 良 若 旦 那」 (國會 ) 

r 當 世 志士 傳」 (同 ) 

二十 六 年 「狂 菩 薩」 (同 )  . 

「醉骨 鎌」 「五つ 紋」 『哲學 者』 (綠 雨との 合著 『反古 袋』 中に ある) 

「孕 辨 天」 (未完) (明治 新聞？ と あり) 

】 一 十七 年 「ど ろ く 姬」 (小 曰 本)  • 


r 不 具 者」 (博 文 館の 「春夏秋冬」 のうち 秋の 部 「はつ 雁」 に 入る) 

r 改 良 若 殿」 (讀賣 ) . 

此の 前後まで は、 天外の 小說 は、 一種の 政治 趣味 を もった 社會的 諷刺と いった やうな ものが 基調と 

なって ゐる。 これ は必 すし も綠 雨の 影響との み 判すべき ではなく、 綠 雨と 相 知る 前の 天外の 敎養 (卽 

ち ヂッケ ンズ など) と、 體驗 (政治への 幻滅) などから も 自然 覺ぇ 込んで 書いた もので あらう。 然し 

此の頃 を 過る と、 天外の 小說 は、 漸く 所謂 寫實小 說に向 ふ 勢 を 示して 來る。 然し、 眞に寫 實小說 家と 

して 立つ に は、 まだ 三 五 年の 苦勞 を必耍 とした。 

明治 三十 1 1 年に 『蛇い ちご』 が 出て、 寫 實小說 家と しての 天外の 名が 定まった やうに もい はれる が、 

翌年 『はつ 姿』 が 出 * 三十 五 年 『はやり 唄』 が 出る に 及んで、 寫 實小說 家と しての 3 具 面目が 見られる 

に 至った。 

さて その 『はつ 姿』 が 如何なる もの か、 明治 小說 史上 如何に 重要な もので あるか は、 その 方の 專鬥 

家 祌崎淸 君が 詳しく 語る であらう" 

以上 を もって 『はつ 姿』 の 前記と する。 
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I 

少祠 主人、 靑 山^と 相 計って 今度の 「愛書 趣味」 を 逸文 號 とすると いふ。 わたし は、 王 人に-い 小 稿- ョゅ 

むべ I」 の 兼 約が して あるので、 何か此 S 號に ふさ はしい もの もがな と 襲から 押入まで 靈 してみ 

たが はしい ものがない 。考 へて みると、 何も 無理に 種子の ない のに 書かす ともでの だが、 など、 

横着 をき め 込まう として ゐる ところへ、 家兄から 小包 11 來、 開けて みると 『手む け 草』 とい オ 

册 ずが 入って 意。 何 か 珍 物が 來 たなと 直感して、 拾ひ讀 みする と 翁だ。 『手む け 草』 と は II 

の 七々 曰の ：| 豪で ある。 此の頃 は 「我 樂多 文庫 一 も 複刻 された こと だから、 香夢| といへば す 

ぐ t と 頷く 人 も 多から う。 初 I 友 社 同人の 一 人で 「議 多」 にも 彼の 名が 兑 えて ゐ る. S 媒 

拾號の 有名な 同人の 纏の 中に、 どてら を 着て 後 向に 坐り込んで ゐる、 その 彼で ある。 同人と してや 

れ だけ 重き をな し たかは 疑問 だが、 流石に 『手む け 草』 に は、 紅葉、 小波. 九 華な ど I 悼 文が n ルぇ 

る、 見様に よって はい， かながら 逸文 ぞろ ひと も 見られる ので、 これ を 景物に fi 綠 のな 上， 


語って， 少雨莊 への 責 をふさぐ ことにする" 

二 

香 夢樓綠 が、 わたしの 鄕入 だとい ふの は 初耳で ある。 

香 夢 樓綠は 本名 を 松 野德之 助と いふ、 陸 奥の 國弘 前の 生れ、 その 逝く や 享年 二十 五と いふから 正し 

く慶應 元年の 生れで あらう (明治 二十 ニ年歿 r 此の 本名の 點 では、 かって 「早稻 田 文學」 の 明治 文學 

號に 出た 丸 岡 九 華氏の 追悼 記 も 誤って ゐ たやう に 思 ふ。 父 は 松 野 幹. 幕： 木の 鴻儒佐 藤 一 齋の 血統に 當 

ると いふが、 よく は 分からない。 或は 父祖 は 土着の 弘 前人ではなかった のか。 

幼 一 1 シテ 鄕黌ー 1 在 ルャ、 頗ル 氣節ヲ 尙ヒ、 研磨 砥礦 嶄然 頭角 ヲ露 ス、 閭人皆 謂フ、 後 來必ス 爲ス所 

, アラント、 (友人 安田 一 松 追悼 文) 

とい ひ、 又 11 

君 は， いとけ なき 時より、 一 をき、 て、 能く 十 を 知る とい ふ、 いと 怜俐なる 性に て 云々 (はしがき) 

と あるから、 子供の 時から 人目 を ひく 勉强 家讀 書家で、 所謂 頭の い \兒 であった ので あらう。 や- r 長 

じて 東 奥義 塾に 學 ぶこと になった が、 こ.^ でも 相應の 勉強家であった らしい。 
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鄕 里なる i 義塾に いませる ころ、 旣に 唐土 日本の 文 は 云 ふ もさら なり、 海原 遠く 隔た、 る、 英吉 

利の 文學 さへ、 能く 讀み てければ 父母の 喜び 云 はんかた なく 云々 (はしがき) 

月 台 十五 年、 S 十八、 いよいよ 東京に 蒙す る ことにな つた。 秀才 秀 t もてはやされる 世間の 少 

年が 主々 夢想して ゐる やうに、 此の頃の 彼 も 何 か、 大きな 漠然とした 出世、 成功と いふ やうな もの を 

夢み てゐ たこと であらう、 いっか、 「凡ソ 大丈夫 世 一一 處ス ル、 一世 ノ 牡丹 タル ヨリ ハ寧 S 世ノ 松柏 

トナル ベ シ」 と 誦した ことがあ つたと いふ。 

明治 十五 年 s、 猶も爵 If  is みさせん とて、 はき 吾 害 みやこ E5 ける 云々 (は 

しがき) 

友人 成^ 氏 鐵叫郎 が、 此の上 京の 時の 事 を 記して かう 追懐して ゐ る。 

sa. 兄將 さに 東京に 遊ばん とする に當り ■ を 吾 故山なる 陸 奥弘前 大行院 (宇 庭 氏) 

の 座 ト-老 樹 下に 開けり、 垂 櫻花將 さに 開かん として. 紅蕾觀 客の 肩を壓 し、 杯 中の 綠 酒に 掩 おし 

て 逸 興 斬く 酣 なり、 俯して 岩 水 (岩 太 川) の 長く 流る、 を 下瞰し、 仰いで 岩山 (岩 木 山) の 高く 秀 

る を繁、 舂風 夕陽. 少年の 豪 激昂し、 相 共に 臂を 把り、 太白 を滿 引して、 偉功の 高き は 岩山の 

如く 芳名の 長き は 岩 水の 如くなる こと を 期したり、 兄の 功名 讓に 上れる を祝 して， 曾て 別離の 淚 

を S がす、 唯樓 花の 春に 背きて 去る を惜 み、 送る に 


滿樹楼 花 經雨新 傳杯且 送 遠 遊 人 自今 探 討 唯應好 別 様洛陽 城裡春 

の 一 詩 を 以てせり、 云々。 

いかにも 感傷的な、 少年に ふさ はしい 別離の 宴で ある。 かくして 希， 1 滿々 上京した 彼 は、 111 

しばし の 問に， 東 京大 舉豫儲 門に 入り、 いよいよ みがきて 光ります ます あら はれ、 學識 文才と もに 

大に 進みて けり (はしがき) 

と あるので 察しが つく 通り、 r 切 礎 吃々、 眠食兩 廢スル 二 至ル」 程で はなった にせよ， 犬に 勉强讀 書し 

たこと は事實 であらう) その 勉强 は相應 猛烈な もので あつたと 見えて、 二三 年 もた つた かた. - ぬに 彼 

は 肺病に 惱む 身と なった。 成 田 氏 は 此の間の 消息 を傳へ て かう いって ゐる。 

明治 十八 年、 兄 は 頻りに 書 を 寄せて、 僻陬の 地に 屈 居す るの 不可なる を 痛論し、 予 をして 遂に 東京 

に 至らし めたり、 別後 年、 相 見て 一 笑 昨夜 來の 事を述 ぶる が 如し、 時に 兄は祌 田猿樂 街に 寓し、 

予も亦 共に 居れり、 旣 にして 予は本 鄕龍岡 街に 移り 兄 も 駒 込 西 片町阿 姉の 家に 寓 せり、 朝夕 相 見て 

相 語らざる の 日な し、 幾何な く 兄 は 肺病に 罹り、 帝 國大擧 第一 醫院に 入りて 治療 を 受けたり、 予の 

寓 ra^I 取 も 近き を 以て、 慰問 を 日課の 一 業と なせり、 兄の 病 稍々 癒へ、 予の 寓に來 りて 餘讓を 養 ふ、 

時に 予は 脚疾に 罹り、 兄の 病 枕と 相 臨みて 相 臥し、 苦み 来れば、 相 f. 吟 して 相 慰め、 間 を 得て は、 

相 笑 ふて 小 說を讀 み、 詩歌 を 評せり、 兄の 宿 1E は、 屡々 危く、 疆々 癒へ て、 二 年に 涉れ り、 枕頭 共 
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に 新刊 小說を 評する は 兄の 最も 病苦 憂鬆を 慰す るの 樂 事たり き 

叉 『乎向^^.」 の はしがきの 筆者 は、 優婉な 文で、 —  J 

いかなる 闪 3^ にゃあらん、 不幸に も、 肺の 病に なやまされ 學 びの 道 もえと げす、 剩 さへ、 日日に 瘦 

せ さら f ひて、 或はよ く • 或は あしく、 露の命の 消なん とせし こと、 あまたた び ありて、 殆んど 一二 

とせに わたりし が 云々 

と 語って ゐる。 だが 彼の 運が つよかった もの か、 二十 一 年の 夏 秋の 頃に は 流石の 道 病が 拭 ふやう に 癒 

へた、 乃 i へる やうに 見えた といった 方が よから う。 わたし は 彼の 死因が 矢張りず にあった こと 

を 疑 はない からで ある。 

此の 後の 消息に つ いて は、 わたし は 更に 成 田 氏の 追懷 文に 依らう。 — 

m. 故山に 歸り、 兄 は 漸く 癒へ て 麴町飯 田 街 阿兄 S に f、 礙相 別れて 共に 

病 餘を養 ふ、 明ュ玍 一十一 年 夏 七月、 兄 は 全く 癒へ て 故山に 歸 省し、 予も亦 癒へ て弘 前に あり 利 

て g 兀然 兄の 七た 牛 故 園の 好 山河に 反け るを嗤 へり。 兄 は 再び 予の 年少に して 在鄕の 不可なる を 論じ、 

頻りに 遊舉の 良策 を說 けり。 然れ ども 身 累猶ほ 去らす、 未だ 志を恣 にす る を 得 ざり き、 共 年 十二月 

遂に 東京に 至り、 兄の 曾て 編輯 良たり し is^ 京 電報 社に 入れり、 然 ども 兄 は 時に 去りて 出版..^" a の..^ 

轔 を 司りたり、 翌年 二月、 束 京 電報 社 を 去り、 兄に 從 ひて 出版 月評の 編輯 を 助く、 往年 病 を 慰め 


きを 遣る に 相 戯れて 相 評論した るの 新刊 諸 書 は 社務 を 以て 眞 面目に 相 評し、 意見 を. 戰 はしむ るの 耍 

あるに 至れり、 其 快 知るべき のみ。 時： に 兄 は 更に 我樂多 文庫の 編輯 を 助け、 秀才 文豪の 交 廣く， 古 

籍 珍書 S 識加 りて、 又 昔時の 病 客に あらす、 犬に 予の陋 を 破り 新 智を與 へたる 其德ゃ 深し。 昨年 

(二十 二 年) 七月な りき、 兄 は 飄然 歸 省の 途に 上れり、 早歸の 約、 猶 耳に 在りて、 兄 は 遂に 歸り 來ら 

す、 予も 八月 房 州に 炎暑 を 避け、 月末に 至りて 東京に 歸り 来れる も、 兄 は 未だ 歸り 來ら ざり き、 九 

n、 予の常 陽 (水 戶) に 遊ばん とする に 至りても • 兄猶歸 り來ら す、 相 見す して 東京 を 去れり。 遣憾 

知るべし、 早歸 一語の 短 離別、 變 して 幽明 隔世の 永訣た らんと は、 

歸 り來ら ぬの も 道理で ある、 彼 はこの 時、 かりそめの つもりで 歸 省した 故鄕で 病んで ゐた" 恐らく 宿 

病の 再起で あらう、 「手 向 草』 の はしがきに もさう ある。 さう して その ま、 再び 癒へ す、 此の 年 十二 月 

十六 E 遂に 弘 前で 死んだ。 享年 二十 五. 法名， 梅園 香 夢 居士、 彼の 號 からと つた もので あらう が、 若 

くして 此の世 を 早くした 才人に は * いかにも 似つ か はしい 好い 名で はない か。 

彼の 「我樂 多」 系の 所謂 秀才 連と 交 ¥.」 もつ やうに なった の は" 何う いふ 手蔓から かよく は 分から 

ない" 「出版 月評」 に は 杉 浦重剛 その他が 關係 があった ので、 その 方面から した もの か、 それとも 大學 

豫備門 時代から 早く 知って ゐ たもの か。 〔再考、 彼の 兄貞 一 郞は杉 浦 重剛の 友人であった〕。 

「我 樂多」 誌上に 見える 彼の 文章 は、 「作者 身の上 話」 とい ふ スコットの 傳記、 シェ， 'タス ピャの 傳 

香 夢樓綠 のこ 丄  五. 八 七 
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記 を i^:: いた もの 一 ー篇 だけより ない。  . 

U ム" 二十 三年 ニパニ U の 彼の 四十九日、 命日に、 生前の 知友 や 親戚が 淺 草の 菩提 崇福 寺に ffi^ まって 

良^.^: を 催した" 『乎 向 Af』 はこの 時の 手 向けの 詩文 集で ある。 

終りに つ,^ 樂多文 扉」 同 人の 追悼 文で 『手 向 草』 に 見える もの を揭げ よう。 順序 は 原本の ま &を追 

ふこと にす る。 

石橋  忍  月 

甫來 せノ無 因" 一 夜 西窓络 憶舂。 湖上 滿樓多 月色 J 笛 邊不見 倚 欄 人。 

多 田 漁 山 

讀書 窓外 一 株 梅。 復見淸 花幾箇 開" 黄鳥 不知 人 巳 逝。 啼將 春色 過 ii 來" 

窟 (巌 谷)  漣 

無 の 風の 出逢 かしら 有情の 人 は 誘 はれし か。 

無常の 風^ 情の 人 無 も 有 も ゆめの 世 や.. 镜。 

又 

松 折れて 千歳 空しく、 ゆめ さめて 1 1 十 年 速し。 

綠りは 夢の 二十 年 短く， 香り はまつ の 千歳 久し 


春 亭 九 華 

なれし 俤、 いつしか 變り、 閉ぢ し唇聲 いま 漏れす。 書 遺す ふみ、 嬉しき 言葉、 今 は 幻、 うつ &と 

なりて、 

悲しき は、 悲しき はげに、 友 もな く • 獨 眠れる 君が 身ぞ かし。 散 敷く 紅葉 秋を殘 して、 初 賴の聲 

冥土に 聞く も、 など か 心の 悲さ 消えん。 

わびしき は、 わびしき はげに、 殘る 身ぞ。 八千代 迄 もと 契し 人 は、 つれな く 行て 唯獨り 今、 庭の 

白梅 誰が 爲に 折り、 藪の 鷲 たがために まつ。 

戀 しき は、 戀 しき はげに、 わが 淚。 眠る 君が 骨にまで しみ， 埋る 君が 骨にまで しみ、 いさを をし 

るす 碑の 下、 斯も殘 らん。 斯も朽 なん。 

殘 月の、 光 寒け き， あかつきに， 植木の 枝に 鳴く 鴻 一羽。 夢にも あらで おぼろに 見し、 君が 姿 は 

…… それ か あらぬ か。 枕に 通 ふ あけぼの" 鐘。 

尾 崎 紅葉 

無 殘&、 かれ 旅に 病みたり ける を 知らす、 古里に 仆れ たるり ける 亦 知らす、 文 反古 引出して 遣 墨 

の 殘翰を 得たり ければ、 これに 對 して 一 性の 香 を 焚き 一句の 志 を 歌 ふ。 

しらぬ 間に 松 は 折れけ り-よるの 雪  (昭和 二 年 七月、 愛書 趣味 ニノ 五號) 

香 夢樓綠 のこと  S 八フ 
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野 崎 左 文 翁自傳 

.cb  .來 

昭和 十 年 六月 十 R 午後 • 私 は 左の 死亡 通知 を 手に した。 

父 城 雄 (號左 文) 儀 豫而病 氣之處 昨 八日 午後 十 一 時 七 分 永眠 致 候 間 此段御 通知 申 上 候 

男 野 崎 文 雄 

私 は 此の 通知 を 手に して、 到頭 「来る 時が 来たな」 と 感じた。 さう いふ 感じが、 #:! 通の 場合なら T 左 

文 翁 もた うとう なくなつ たか」 とい ふ 憾慨の 意味に だけ 受 取られる であらう。 ところが、 私が さう 感 

じたの は、 特別な 譯 があった の だ。 これ は、 言葉 を 代へ ていへば、 「死者への 約束が されなければ な 

らぬ 時が 來た」 とい ふこと だった からだ。 

「死者への 約束」！ 甚だ § な、 然し！ 1 マ ン チックな 語 葉で は ある。 確か ュ I ゴ I の 『レ. ミゼラ 

プル』 の 中に かう いふ 一 言が あった 笞だ。 さう して その 語 葉 は， ジ ヤン • ヴ アル ジ ヤンが コ セットの 

母ファ ン ティ ヌと、 彼女の 死 際に 爲 した 約束 を 意味して ゐた。 だが 左 文 翁と 私との の 約^ は それ 稅 


口 マン チックな， 叉 重大な もので はない。 簡單 にい ふと、 私 は 左 文 翁から 翁 自筆の 「自 傳」 と 辭世を 

委 托され、 それ を 翁の 死後に 發 表する こと を 約束して ゐ たの だ。 

遣 族の 方に は 或は 御存知 かも 知れない、 或は 御存知ない かも 知れない。 然し 私 は 今 こ&に 翁との 約 

束を果 すつ もりで ある。 翁から 委 托された 正確な 日附 は、 大分 長くなる ので 忘れて ゐ たが、 今 こ&に 

r 自傳」 を 入れた 上 封 を 出して みると， 昭和 二 年 十二月 二十 七日と ある。 歳末 少閑の 際、 急いで 認め 

られ たもので あらう。 

私が 左 文 翁と 知った の は、 明治 文化 研究 會の 例會の 席上であった。 私 は 確か そこで 明治 初期 戯作者 

の 生活 か 何 かに 關 する 翁の 講話 を 聞いた。 當時 明治 文學 研究 熱で 夢中に なって ゐた私 は， 爾後 熱心に 

翁の 知識 見聞の 傳受 につと めた。 翁 も 快く 後進の 强請を 入れて. 蘊蓄 を 傾けられた" 一方 私 は 當時飜 

譯 家の 傳記 調べ を も 熱心に やって ゐ たので、 それが 一 寸纏 ると 「明治 文化 研究」 その他に 投 寄して は， 

、江湖 博識の 是正 を 仰いで ゐた。 左 文 翁 もよ く 明治 初期 戯作者の 事蹟 を 調べたり、 投書した りして ゐた 

もの だ。 

その 頃. 或る時、 私 は不镁 に、 今日は 一 つ 翁 自身の 經歷を 聞かして いた^けまい かとせ がんだ。 と 

ころが、 これに は 流石の 翁 も 一寸 澀 つた。 それ は， かう いふ 場合に 誰し もが 先づ感 する ことで、 自分 

に は 何も 話す ことがない とい ふので あった。 そこ を 私 は 押し返した。 一 二度 押 問答の 後、 それで は、 

野 崎 左 文 翁 自爆  五 九 一 
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自分が 書いて 上げよう， この 方が 話より 樂 だとい ふこと になり、 私 も その 方が 無論 有難かった ので 

さう 約束した。 ところが 數曰後 私のと ころに 來 たのが、 此の 「自 傳」 である。 その 時の 御手 紙に かう 

あった 11 

拜啓 先日 は 突然 參上御 執筆 中 を 妨げ 恐縮々 々其 節 御 はなしの 老生の 傳 …… とい ふ ほどの もの もな け 

れど …… ひまに まかせて 書な ぐり^ 封 を 以て 御 送り 致して 置きます から 死後 御 編 蟇 中の 諸家 掷記中 

へ 御 加へ 下さらば 幸： B に 存じます 

辭世 (後出) 是も早 手 廻し に 仕込んで 置きました から 御 追 錄を願 ひます 

.g. 日 は 近傍の 矢 崎 暖峨の 屋氏を 訪ひ懷 舊談に 時 を 移しました 老生 も 來年は 七十 一 歳になります 力ら 

春暖の 候を俟 つて 七十 歳 前後の 老友を 拙宅に 招き 昔の 文 學談を 催す つもりです 十一 一 0- 一 一十 七 I 

此の 手紙 は、 翁自 畫の繪 ハガキ で、 木 葉 悉く 脫 した 小山に 雪が つもって 居り、 その 頂きに 鹿が 立って 

ゐる ところ だ。 

そこで、 左 文 翁の 「自 傳」 本文 を揭げ よう。 全文 翁の 書いた ま X、 句讀も わざと その ま& にして 罱 

いた。 

野 崎 左 文 (本文) 


本姓 布掛 氏、 幼名 新 次郞、 安政 五 年 九月 二十 六日 土 佐 國高知 七 軒 町に 產れ、 生後 一 百日に して 同藩 

士野 崎傳太 (後權 治) に 養 はれ 城 雄と 改む、 母 は 馬場 來 八の 妹し か 子で、 氏 は 文士 馬場 孤蝶 氏と は從兄 

弟の 間柄で ある。 慶應ー 一 年 (時に 八 歳) 長 崎に 遊 學し吉 井 某に 就て 始めて 英書 を學び 維新 後 一 日 一 歸國、 

更に 明治 一 一年 藩 費 生と して 上京し 大學南 校に 入って 正則 英語 を學 ぶこと 一 ーケ年 半， 其 頃 同級に は 後に 

大家と なった 大澤謙 次， ， 長 谷川 辰 (芳 力) 之 助. 神 田乃武 等の 諸氏が 居た が 氏 は 級 中での 最 年少者で あ 

つた. - 同 四 年の 春 高 知の 吸 江に 藩 立の 英學 校が 出来て 夫れ へ 入學 する 爲め 歸國を 命ぜられ たが 舉 科の 

適する ものが 無かった ので 更に 大阪に 出で 開 成學校 (今の 三 高 前身) に 入った。 時に 父君が 所謂 士族 

の 商法で 一 收窮困 を 極め 銘々 自活の 途を 講ぜねば ならぬ 事と なり、 氏 は 翌六年 祌戶鐵 寮の 外國 技師 

附 きの 雇と なり 始めは 曰 給 三十 錢、 翌年 は 月給 十二 圓に 進み、 測量に 出て は 鎖 を引ッ 張り 內に 居て は 

製 園の 助手な ど をして 居た が、 明治 七 年の 末 東京に 歸り (此 時籍を 東京に 移す) ェ部省 工作 局の 八 等 

技手に 補せられ た。 ところで 當時 東京に 讀寶， 繪入、 假名 讀 等の 小 新聞が 發 行せられ 少しく 文才 ある 

者 は 之に 投書す る 事が 流行した が， 氏 は 南 校 在學の 頃から 貸本屋の 常得意と なって 學 科の いとま 洒落 

本 滑稽本 等 を耽讀 して 居た ので、 好きの 道と て此 投書家の 仲間に 入り 其 頃 名高かった 中 坂 まとき 高 

島屋 塘爾、 南 新 二， 伊東 橋塘、 山 田 風 外 等の 諸氏と 交 はり、 又 鐵道寮 在職の 頃 同僚であった 河原 英吉 

氏 (岡 丈紀 後ち 三世 風來 山人) の 紹介 マ 假名 垣魯 文の 門に 入って 蟹 垣 左 文ふ號 する 事と なった が、 此 

野 崎 左 文翁自 it  五 九 三 
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號は 氏が 性來の 左利きで 和文 はすべ て 左筆橫 書き (歐文 は 縦書き) の 癖が あった ゆ ゑ魯文 翁が 夫れ に 

闪んで 銜く名 づけた のであった。 

出 十三 年に は^ 文 翁の n 入れで 假名 讀 新聞の 見習 記者と して 月俸 十五 圓を 受ける 窜 となった が、 

此：：：：：額は新|1記^<;として何等の素養もなぃ黄吻の 一 靑 年に は 法外の 高給 だとあって 他の 編 おから 苦 

情が 出た の を、 氏 は 給 一 一十 圆を 抛って 入社した の だから 伎倆の 點は Is- も 角 も 前 給に 對し て是 だけ や 

ら ねば； S の 毒 だ キ^ 文 翁が さまざま. W めて ャッ と 他の 不平 を鎭 めた との 事で ある。 其翌十^.^?^^^山》^ 

樂 氏が {：： 植 e^i の 一枚 1$； 板 を 出して 忠愛 社から 明治 日報 を發 行す る裹 となった 時、 氏 は 招かれて 冋 社に 

人り  一^して 川 5^ 六十 圆 外に 交際費 を も 給せられ る 事と なった が、 此 高給が 却て 身の 仇と なり 懷の裕 

かなのと 共、 に 血：！^ に まかせて 新 柳 一 一橋の 花柳界 を 浮かれ 廻り 手の 着けられぬ 放蕩 兒 となり 僅か 二 ケハ牛 

足らす の. 2： に 忠愛 社へ ra: 五千圆 の連帶 借用 證書 を殘 して 退社し 家屋 は 抵當に 取られ 家^も 賽盡 して 芝 

片 E:^ の 棟割長屋に 楚： lis する 事と なった. -  . 

後ち 少しく 怖いて II： 十五 年 又も^ 文 翁に 拾 はれて いろは 新聞に 入り 翌年 緻入 朝野 新 問の 創業から 同 

社に 入って 雜報、 王 任と なり 次で 東京 綺 入、 今 H: 新聞、 自由 燈の 各社 を轉々 し、 十九 年に は 大阪で 岡 崎 

高！^^氏の创立した浪華新聞に聘せられ主筆坂崎紫瀾氏と共に同地に赴き翌年退社、 一 一 十 一 年に は屮江 . 

兆 尺 翁の 主宰す る 東-富 新聞に 人り 次で 關西 日報に 移り 一 一 十一 一年歸京して^£-京公論に入ったが翌年^^新 


聞が 大同 新聞と 合併して 「國 會」 を發 行す るに 當 つて 同社に 入り、 專 ら社會 記事 を檐 常して 居た" 

二十 五 年 氏 は 『日本 名勝 地誌』 の 編 築 を 思 ひ 立ち 國會 を辭 して 其 著作に 從 事し 同年から 五 年間に 涉 

つて 同地 誌 十二 卷 (末の 二 卷は田 山 花 袋 氏 編 を 次ぐ) を 完成し、 其 編 募 中 萬 朝 報に 入社した が 之 を 氏 

が 記者 生活の 打 止めと して 二十 八年辭 して 日本 鐵道會 社の ま 曰 記と なり、 次で 北海道 官設 鐵道， 九州 鐵 

道會 社に 轉じ九 鐵が國 有と なった 時 引 績き鐵 道 院副參 事 (從六 位 高等官 五 等) に 任ぜられ 嚴 めしい 制 

服 制帽で 腰に 短劎を ぶら 付かせる 身分と なった が、 放縦 磊落に 育った 氏が お 役人になる 杯は變 れば變 

る もの だと 舊友 中には 眉を颦 める 者 もあった、 併し 夫れ でも 九 年間 勤續し 老朽 淘汰の 爲め 大正 三年 罷 

めら れて歸 京した 後 は 天竺浪人 となり 以て 今 口に 及んで 居る。 

氏に は是れ とい ふ 深い 學藝は 無い が魯文 翁の 仕込み だけに 一 種の 滑稽 文に 長 じ 狂詩 狂. 歌 は 自ら 大得 

意で、 狂詩に は 愛 蟹 子. 無 腸 翁， 里 山人、 狂歌に は蟹廼 家、 長屋 奥 住、 坂 上 神樂麿 等の 別號が ある、 

殊に 狂歌 は 唯一 の 宗匠 株で 氏 在る が爲 めに 衰 へた 狂歌 界が やっと 維持され て 居る 有様で ある、 別に 吳 

園 情史の 變名を 以て 新橋 藝妓 評判記な ど を 著した 事 も あるが 重なる 著書と して は 前記の 『日本 名勝 地 

誌』 のみで、 小 新聞の 記者であった 頃績き 物の 小說を 綴り 夫れ が單行 本と して 出版され たの も 二三 部 

はあった さう だが 當人 すら 其 表題 を も 忘れて をった との 事で ある。 

亡友 饗庭篁 村翁 は 氏 を 目して 一 奇人と し 僕が 奇人 傳を 書くなら 第一 に 君 を 推す よと 言 はれて 居た さ 
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、物篇  五 力 六 

うだが 业 U は どんな 奇行が あつたか を 知らす 今では 毒に もなら， ぬ 好々 爺と しか 見られぬ ので ある (畢 )" 

以上に 對 して、 「昭和 十 年 六月 八日^, 年 七十 八」 と 加筆し、 辭世 として .！ 

後の世 は どんなに 生れ か はるかと 思 へ ば 死ぬ も樂 しみな もの 

の 一 竹 を： 壯錄 して 置く。 

翁の 免 年の 生活、 私 個 八の 翁の 印象、 翁の 戯作 小說 など、 いろいろ まだ 書きたい ことがあ るが.' 急 

に 編輯 子 へ^み 込んでの ことで あり、 此の上 時日の 引延し は 不可能で あるから、 それ 等の こと は、 

號 かその 次 かで お 目に かけよう。 

(昭和 十 年 七月、 書物 展望 五ノ 七號) 
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一 日本 立憲 政 黨 

前に 小窒信 介の こと を 書いた ときに、 十 W 年 東京の 自由 黨 よりも 先に、 大阪を 中心に 近畿 自由 黨な 

る ものが 起った こと を說 き、 その 決議と いふ もの を 得た ので、 これ を附 載して 置いた。 自由 黨 より 先 

とい ふの は、 自由 黨が 十四 年 十月の 結成な のに、 近畿 自由 黨の方 は 九月に もう 出 來てゐ るから だ。 

ところで、 此の 近畿 自由 黨が、 日本 立憲 政黨の 前身で ある こと， いふまで もない の だが、 私が 小窒 

の傳を 調べた ときには、 まだいつ から 日本 立憲 政黨 となった か 判明し なかった。 然るに、 最近. 日本 

立憲 政黨 議決 錄を讀 む. に 及んで、 それが わかった。 卽ち、 明治 十四 年 十一月 二十日 夜、 近畿 自由 黨の 

連中が、 大阪中 ノ島自 ，3亭 に會 合した 時に かう 議決して ゐ るの だ、 ， I 

我黨 ハ 從前 近畿 .E 由黨ノ 稱ヲ廢 シ 立憲 政黨 ト稱ス 可 シ 

卽ち 十一月 二十日 以後、 近畿 自由 黨が 日本 立憲 政黨 と改稱 した ものである。 さう して これ は改稱 であ 

つて、 改組で ない ことに 注意し なければ ならぬ" 丁度 此の 前日、 卽ち 十九 日、 中島 信 行が 東京から 下 
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阪し、 此の 9.5 亭 で歡迎 懇親 會が 開かれた わけで ある、 恐らく その 會の前 か 後に かう いふ 議決が 行 は 

れ たもので あらう。 

比の 寺の た 議に今 一 つ 面白く 思 はれる の は 「 一 、 立憲 政黨ハ 決シテ 自由 黨中ノ 一  地方 部ナル コ ト無 

ル 可シ」 とい ふ 一項で ある。 吾々 は 普通、 立憲 政黨を 自由 黨の 別働隊と いひ もし 書き もし、 名 は 違つ 

て ゐても 同じ ものと いふ やうに 考 へて ゐ るが、 この 決議で みると * 立憲 政黨の 連中 は、 必ら すし も自 

由黨と 同一視 される こと を 好ます、 同じ 自由 論者で はあって も、 た^ 同志と いふに 止まり、 一緒 クタ 

にされ る こと を 欲しない とい ふ意氣 があった の だ。 これ は 成立 當 初の 事情から いへば、 さも あるべき 

で、 つまり 黨 首と 決定して 內諾を 得て ゐた板 垣 を 東京の 自ぬ黨 に とられた の だから、 主義の 上で は 反 

撥 くても、 感隋上 は. 可う しても 何か殘 る。 それで は、 立憲 政黨を 自由 黨と 同一 體視 する 意 兌が 何 

處 から 來 たかと いふと、 私 は、 根源が 『自由 黨史』 にあり とい ひたい。 あの 本 は 好い 本で は あるが、 

元来が 自由 黨雪 寃史、 辯 護史、 賞讃史 であって、 厳正な 第三者の 立場から 書かれた もので なく、 いは 

ば &r であるから， 天下の 善 を 自由 黨に歸 し、 天下の 惡を他 政 黨に歸 して ゐる ところが 頗る 多い。 

对ま、 その 翌十 一 月 二十 一 日に、 板 垣に 對 してもう 一 人、 下阪 催促の 委員 を 出す こと を 決議して ゐ 

る。 委員 は 一人、 小島 忠 里が 出京して ゐ るの * かが、 それだけ では 心 もとない から、 もう 一人 やって 板 

Ml に 催促させる とい ふの だ J 卽 ち、  


た 一 」 板 垣 氏 は 自由 黨の 總理 となった のなら 止む を 得ぬ が、 それなら 約束 通り 立憲 政黨の 總理も 兼任 

して もら ひたい。  • 

(一 一) 板 垣が 急に 来られぬなら. 中島 信 行 を 板 垣の 來 るまでの 假總理 として 寄越して 吳れる やうに。 

(三) 以上の ( 一 ) も (一 1)^ 出來 なかったら、 止む を 得ん から 河 野 敏鎌を つれて 來て 總理 にする。 

とい ふ 運動 コ. J スを 決議し • 古澤 滋が 委員と なって 出かける 笞 だった U 然るに、 中島が 總理役 を 承諾 

したので、 第一 と 第三の コ ー スは 取り やめと なり、 今日 政 黨史に 知られて ゐる やうに、 總理 中島 信 行 

云々 となった の だ. - これが 若し 第三 コ ー ス によって 實 現されたら、 何ん な ものに なった か、 河 野 も 相 

當の 野心と 橫着 味と 辯 舌と あり、 或は 中島より もい、 總理 となった かも 知れない。 

.  (昭和 十 一 年 四月、 明治 文化 九ノ 四號) 

二 「板 垣死ス トモ 自由 ハ亡 ビズ」 (死 セズ) 

比の 語 は 明治 民 權史に 於け る 自由 熱の 絕頂を 飾る 名 セリフ として 何人も 知らぬ 人の ない 程 有名な も 

ので あるが、 これが 果して 板 垣の 口から 出た もの かいな かに ついては 多大な 疑問が あり、 尾 佐 竹 先生 

は 『明治 秘史. 疑獄 難獄』 中の 板 垣 岐阜 遭難の 條で 詳しい 考證を 試みて ゐられ る。 尾 佐 竹 先生の 結論 
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では、 板 a はこれ に 類す る 內容の 語 を 少し 長く 側近者に 述懐した が、 然し この 語 その ま、 は 口にしな 

かったら しいと いふ ことにな つて ゐ る.' さう して 異說 として 內籐魯 一 がいった とか 他の 某々 がいった 

とかい ふ <说 まで 詳しく 說 いて ゐられ て、 全く 權威的 文献た るに 相違ない。 ところが、 僕 は 最近 小，：^ 信 

介傳を 帝： 2 くにつ けて、 新 間 方面の 材料 を 漁って ゐる うちに、 一寸 妙な ことに 打ち 當 つた。 それ は、 此 

のき 板 匿のお なに ゐて板 S を 介抱した 小 室が、 板 垣が 岐阜 を出發 する 前夜 (四月 卜 三日) の 岐阜 末 廣屋の 

大： 你說會 で、 表題の 如き 題 (板 垣死ス トモ 自由 ハ亡 ビズ) で演說 して、 大喝 采を 得て ゐる こと を见出 

した。 そこで 考 へたの だが • 小 は政黨 人と しても 可成り 動した が、 ジャ ー ナ リストと して 特殊の 

ォ 能が あつたので， 板 垣の 傍で 板 垣の いった 事 を 聞いて、 すぐ その 內容を 表题の 如き 貢 葉で まとめて 

大衆 宜傳に 利 川した ので はなから うか。 さう すると， 「板 S 死 スト モ自. H ハ亡 ビズ」 とい ふ 語 は、 容 

は 板き 一により、 語 は ト窒 によって 生れた もので はない かとい ふ 風に 考 へられる。 勿論 これ だけで は 決 

定 りな 斷定 は出來 ない にせよ、 小 窒のは 公に された 言葉で、 而 かも 最も 早い もので あり、 接 的に 板 

！ a に 接近して ゐ たもので ある だけに、 どうも 此の 名 セリフの 發表者 は * 小 {至 信 介で あると 兑 てい、 の 

ではない か。 ともあれ、 從來 知られて ねない 事實 だけに、 大方 諸賢の 參考に はなら う。 

.  r 昭和 九 年 六月、 明治 文化 七ノ 六) 


三 板 垣 後藤の 洋行 i 題 

前輯の 明治 文化 研究お 尾 佐 竹 先生が 發 表された 文献 は、 正に この 問題に と.^ め を 刺す もので、 地下 

の 扳ぼー サン、 後藤 サン も 頭 を 撥いて ゐる だら うと 思 ふ。 然るに 最近、 『大江 天 也傳』 をよ むと、 矢張り 

此の 洋行 費の 問題に 關 する 一條の 追憶 談が のって ゐる。 勿論 この 問題の 出た ときには 大江 はま だ 牢獄 

に ゐ.. < ^の だから、 直接 自分で 見た ことで はない ので、 聞 書で は あらう、 然し それにしても、 明治 十四 

年に もう 彼等の 耳に 板 垣 後藤 を 洋行させる とい ふ 政府の プログラムが 入って ゐ ると いふの は、 如何に 

政府の 手口が 裏面に 周到に 動いて ゐ たかを 語って ゐる。 大 江の 話に よると、 板 垣 は 洋行 費の 出 所 を あ 

やぶんで. 中々， といはなかった ので、 後藤が ヒ ドク 腹 を 立て、 板 垣 を 罵倒した やうに も 書いて あ 

る。 その 結 衆、 土 倉への 無心と なり， 土 倉から 三千 兩 支出と なった とも 書いて ある" 洋行 中 後藤 はゼ 

ィ タクに 旅行した が、.， 板 垣 はこれ に比べる とヒ ドク 貧乏した 生活 をして ゐ たとい ふし、 歸 つてから も 

中が 一時 わるかった とい ふから， 或は、 板 垣 は 三千 圓の 別會 計で 細々 と暮 して ゐ たの かも 知れない。 

然し^れ にしても、 政府が 板 垣 後藤に 洋行 させようと 案 を 立て、 金 も 出して やった こと は、 犬ね など 

に は 早くから 分って ゐ たわけで あらう。 十四 年と いふの が眞實 とすれば、 自由 黨の 出来る 前 だ。 或は 
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餘り 火の手の 盛に ならぬ うちに、 火元 を 遠ざけろ とい ふやうな ことで ビ もあった のか も 矢れ ない 

, (昭和 九 年 十月、 明治 文化 七ノ 十號) 

四 學 堂と デス レ r リ 

舉 堂が ヂス レ，' リ評傳 たる 『經世 偉勳』 を 著してから、 よく 擧 堂と ヂスレ ー リを 並べて いは"^ 禾製ヂ 

スレ ー リ を氣， ^つて ゐ るかの 如くう はさ、 れ たもの だ。 然るに 此の頃 必要あって 學 堂の 政治 小說 『新 

曰 本』 をよ み、 且つ それに 關 する もの を いろいろと 漁った が、 成る 程學 堂と ヂス レ ー リは 似た ところ 

が 多い と 知った。 必ら すし も學 堂が ヂスレ ー リを まねた とか 何とかい ふば かりで も あるまい が、 赏に 

よく はたと ころが ある。 中で も 肝心な ところ を 一 つ だけい はうなら、 ヂスレ ー リが 保守 黨な 力.. - 保 

守 黨の页 生 を 策して 自由 黨の 急進 政策 を そっくり その ま" 失敬して 實 行した。 それと 同じ やうに 撃 堂 

も、 改進 黨にゐ ながら、 いは^ 改進 黨のだ k として 自由 黨の 過激派に 接近し， 改進 黨の^ 在に 一脈の 

新しい 血 を 注入 せんとした。 これな ど は實に 相談した やうに よく 似て ゐる。 學 堂の 處女作 『新 口木 J 

が、 その 大 3 曰 を ヂスレ I リの處 女 作 『ヴ イヴ ィァ ン • グレイ』 からかり てゐ ると いはれ て ゐるカ そ 

こはま だ それ 程 港 かと はい へない。 然 ；チス レ I リが 好んで 身邊を 修飾した のと 同じく、  ^堂 も (^ 


遊 氏 や 何 かの 追憶に よると) なかなかの 身 逢 修飾 家であった とい ふ。 擧 堂の 修飾が いは ゆる 紳士の 身 

だしな みとい ふ 程度の もの か * それ以上の もの か、 その 邊は 知らぬ が、 この 點も 似て ゐる といへば い 

へやう つ 『新 日本』 について は、 いづれ 別に 詳しく 書く つもりで ある。 

(昭和 九 年 七月、 明治 文化 七ノ 七號) 

五 政治と 宗敎 

明治 宗敎史 の 方の 仕事 は それぞれの 宗教の 方々 が相當 やって ゐられ る やうで、 新聞 雜誌 などに もよ 

く 消息 を 見る が、 追って 佳い ものが 出來 るで あらう と樂 しんで ゐる。 然し これ は考 へて みると、 宗敎 

關 係が ウル サイから なかなか 簡單に は片づ かないで あらう。 材料の 探索な どに も 感情 問題が 絡む だら 

うし、 素直に はいかぬ と 思 ふ。 やはり 文部省 あたりが 中心で、 官費で 十分に やる のでない と. - うまく 

行かない かも 知れない。 さもなければ、 怫敎 なら 佛敎、 キリスト 敎 なら キリスト 敎の 方面で 十分い、 

歷史 をつ くって 下さる こと だ。 さう すると *  "その 出來 たもの がい- f もので あれば、 それ を總 合して 宗 

敎史 とする ことが 出来よう" 然し そこまで 行く の は、 まだまだ 遠い ことで あらう。  . 

材料から いへば、 西洋 文化に 園 係 ある だけに、 キリスト 敎の 方が 比較的よ く 調べられて ゐる" 怫敎 
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の 方 も 七の-ぬ，；^ げ硏ぼ 〈氏 あたりが 中心で 盛に やり 出して ゐ るので、 追って 結構な ものが 出來 やう。 

そこで 私の 一言した いのは、 明治 初期の 宗敎 運動に は 政治 蓮 動が 密接に 伴な つて ゐ ると いふ ことで 

ある。 樱井 B とい ふ 方の 『明治 宗敎 運動 史』 いふ 本 は、 奪 門 的に は 何れ だけの 價 値が あるの か 知ら 

ぬが、 吾々 素人に は 簡明で あり 難い 本 だ。 ところで この 本 も、 やはり 明治 初期の 宗敎と 政治の 關 係の 

こと は 一一 百 も ふれて ゐな いといつ てい、。 外 來敎と 自由 民 權の關 係、 怫敎 ゃ祌道 (かりに 宗敎 として) 

の 保守的 色彩、 怫敎 巾の 新派と 民權論 * 神道の 國敎 制定 運動と 反民權 論、 怫敎 再組織 運動と 政^ 論、 

^：ポ^^ ぎの 出現な ど、 幾多の 點で 政治. と 宗敎は 握手したり、 喧嘩 をしたり、 壯觀を 極めて ゐる。 政 沿 

家の 方で も、 宗敎の 力 を 知って これ を 利 m しょうと し、 新聞 雜 誌等で 度々 宗敎論 をして ゐる。 (體的 

の 例 をい ふなら 自巾黨 志士に キリスト 敎 主義が 多く、 保守 黨に怫 敎ゃ祌 道が 多かった (ひ！ 尾 得 庵 や 千 

家 尊 福な ど )。 殊に lis とい ふ宗敎 政黨の 出現 は、 時勢の 刺戟から とはいへ 實に 面白い。 敎 凝の 創立者 

はお H 水 梁 山と いふ 人であった。 此の 人 は自. e 黨 方面に も關 係が あつたと かいふが、 後に 駒澤 大^の I 

生に なって、 一二 年 前 死去した とか 聞いた。 いや 忘れて ゐ たが、 生證 人が ゐる、 それ は 三 田 村 や， -.^i 氏 

だ、 氏 は 木名玄 龍で 4^ 籍にゐ たんだが、 同時に 自， £ 黨 の壯士 として 暴れ 廻った ものであった とい 

それ は戯謔 だが、 宗敎史 の 研究家に、 以上 政治との 關係を 一顧 されん こと をお す" めしたい 

(昭和 九 年 九月、 明治 文化 七ノ 九號) 


六 自由 民權と 愛蘭 自治 運動 

政治 史の 知識が 少ない ので、 愛蘭 自治 蓮 動と いふ 呼稱 が、 パ I ネルに よって 指導され た あの 猛烈な 

自治 要求 運動 をのみ いふ ことにな つて ゐ るか 何う か、 その 邊は 知らないが、 私が いふの は 上記の 如き 

意味で だ。 

自由 民權 を聲援 する 世界史 上の 出来事と して、 よく 史家に 引かれる の は、 米國獨 立、 怫蘭 西 革命， 

近代で は n シャの 虚無 黨の 活動で あるが、 當 時の 民權 志士が 怫蘭西 革命 や 虚無 黨に 劣らす 愛蘭 自治 運 

動に も 關心を もって ゐ たこと が 何う も 看過され がちで ある。 もっとも 明治 七 年頃 迄 は、 米國獨 立、 怫 

蘭 西 革命 一 點 張りの 論が 多い が、 十 一 一 一年から 虚無 黨の 活動が 注意 を ひき、 十四 五 年頃から は 更に 愛 

蘭 借地 黨の 活動への 關 心が 目立って 來てゐ る。 かう いふ 順序 だから、 一番 遲ぃ 愛蘭 自治 運動が 研究家 

の 注意 を ひかな いのも 無理がない。. 然し 事 實は當 時の 民權 志士 は、 此の 愛蘭 運動に 對 して 虚無 黨の活 

動に 劣らぬ 位の 深い 興味 を もって ゐ たもので、 當 時の 民黨の 新聞に は 愛蘭 借地 黨ゃ パ ー ネルの 行動が 

詳しく 報 導され てゐる のみでな く、 社說 その他に も 度々 此の 運動が 取り上げられ、 中に もフ H  二 ァ ン 

黨 の歷史 から 說き 起した 數 回に 亙る 堂々 たる 大 論文 も ある。 これ は 一つ は、 この 問題が 英國 改進 黨內 

閣と 保守 黨 との 政 爭の 具にな つて ゐ たので、 餘計關 心 を もたれた のか も 知れない。 ともかく かう いふ 
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六 〇 八 

繁  If  篇 

讓 inis から 關心を もたれて ゐ たこと は、 『佳人 之 奇遇』 の 紅蓮 女舉巴 寧流杳 など 

こも 出て ゐる。 紅 連 や 巴 寧 流 女史 は、 何 も東海散 士が 勝手に もち 出した 人形で はない ので f U 

志士の 關 き S にして みて 意味が わかる の だ。 殊に 次の 文獻 など かお 關 心の 反映と して f も 5 

が 深い、 卽ち土 佐 高 知の 立志社謹傑 達が 霤 人民への 同 i 金 を 置す る廣吿 である。 

世界中 最 モ 不幸 ナル 愛蘭 人民 H 寄贈 義金 募集 ノ 廣吿 

ま  -  北 =7 貞彥 

I 人  波 越四郞 

四海 兄弟 一視同仁 ノ大 I 因 リ蒙藝 人民 力 慘狀-ー對シテ 袖 手 スルま ^ き^ 

ノ  I ナル 一部分 ヲ靈ハ シ以テ 一片 ノ 熱血 腸ヲ 表 セン トス 古語 一一 曰 ク義ヲ 見 s ザ 

我 M ハ諸 先ノ 良心 之ヲ記 憶スル ヲ信ズ 勉 旃勉旃 

旦 同志 ノ 諸先ハ 金額 ノ 多少 ヲ論セ ス高知 新聞 マテ 御 寄送ァ レ  _  — 

これ は 明治 十四 年 一月 三十 曰の 高 知 龍に 出て ゐる (宫武 外 骨翁秦 明治 新聞 雜誌 文 ぼ』 

諸 先と I 先輩と S ふ 意味 S 佐 流の 寵だ。  、 1 

(昭和 丸 年 十二月 明治 文化 七ノ 十二 號〕 


七 戯作者の 政治に 舞す る 態度 

いろいろと 明治 初期の 戯作者の こと を 調べる ついでに、 彼等が 時代の 政治 運動に 對 して 何う いふ 態 

虔を とって ゐ るか を 出来るだけ 拾 ひ あげてみ たが、 面白い ことに は、 全然 政治に 興味がない とい ふの 

が 少なく、 何等かの つながりで 多少の 關心を 示して ゐる。 

春 水、 應賀の 如き 連中 は 別 扱 ひとして、 中老 どころ の 魯文藍 泉 あたり はとい へば、 魯文は あ 化で 改 

進黨 員であった ので * これ は 成 嶋柳北 や 藤 田 鳴 鶴な どとの 因緣 からで も あらう。 藍 泉 は 犬の 政黨 ぎら 

ひ、 政； 的 立場 は現献 維持、 といって 惡 くば、 帝政 黨 側に 傾いて ゐた。 更に 若手に なると、 大抵 は自 

由 主義 賛成で あるが、 實行 運動と しての 現狀 は、 改進 黨の 同情者が 斷然 多い。 土屋 南翠、 雜賀柳 香- 

伊東 橋塘、 三 品 蘭溪、 皆然 り. - 自由 黨に 近いの は浪六 まが ひの 渡邊文 京が あるの み， 然し. これと てた 

だ 文事 上の 交りが ある 位ゐ で、 心中 はや はり 改進 主義であった らう。 その 中で 古川 魁 蕾が 一人、 政府 

の 提灯持ち をして ゐる のが 眼に つく。 

文人の リベラリズム は、 今に 始まった ことで はない、 昔から 文人に は リベラリスト 多し。 戯 者 を 

、この 方向から もう 少し 調べて みたら、 案外 面白い ものに なり はしない か。 勿論 隗 から 始めはす るが、 
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叢 話. 篇  六 一 〇 

^^>： . こ、，， き tco  (昭和 九 年 五月、 明治 文化 七ノ 五號) 

魄 ならぬ 諸君 も 始めて いた. - きたい 

八 樱痴 居士と 英文 學 移入 

ぃっか^%物展望で蛭原氏が樱痴居士の文學論にっぃて紹介されたが、 明治 文學 史上から いふと， 樱 

.痴 の 存在 をもう 少し ハツ キリ させても 可い。 櫻痴は 明治 初期に 東京 曰々 S 說 あたり S りに 沙翁を 

IB して ゐる。 それに 感心して ゐ たが、 最近 調べる と、 彼 は 文 久ニ年 かに 公用で 洋行した 時に 旣に沙 

/ム 刻と シ ルレ ルとシ H リ ダンの 脚本 を讀ん だもの だとい ふ。 その 最初 は、 先方の 接待 官が 一 行 を 演釗に 

招待した ところが、 奉行 達が 一向 わからす、 居眠りば かりして ゐた、 それで 先方の 人が 本 を くれて こ 

れを よんでから 見ろ といった。 それで 櫻痴が これ を讀む 役目に あつたので、 S つの まに か 沙翁 もシル 

レ ルもシ エリ ダン も讀む やうに なった とい ふ。 彼 は その後 も 度々 外遊して ゐて その 度に 當 時の 英佛文 

まに 親しんだ。 彼が 圓 朝に 怫 國小說 などの 梗概 を 話して 飜案 さして ゐる こと はよ く 知られて ゐ る.^ 何 

れ にしても 樱痴の 存在 を、 僕 は 今少し ハツ キリ させたい と 思って ゐる。 

筆つ いでに 謝意 を 表した いのは、 少雨莊 主人が その 曝 富な 所藏を 開放して 展覽 # 〔物故 文人 展^ 合〕 

こ拨 功され たこと であった。 少雨莊 は 主として 書籍 雜誌| 儲に 富んで ゐ るの だが、 世に は 稀-々 の-. 


集 家が 多い から • 書翰 蒐集 家、 名刺 直 集 家、 古幢子 t 鬼 集 家 • 古 ステッキ 宽集 家と いふ やうな のが あつ 

たなら と 感じた。 揷総 蒐集 家と いふ もの も 有って 欲しい と 思 ふ。 (昭和 九 年 十一月- 明治 文化 七ノ十 一 號) 

九 岡 本 純の M と 

半 溪老漁 岡 本 純 のこと が 解かった。 

明治 文化 全集 を 同人の 手で 編輯した とき、 時事 小說篇 に、 『保安 條例 • 後日 夢』 を 入れる ときに * 解 

題の 必要から 著者 半 溪老漁 岡 本 純の 傳記 について いろいろ 調べた が、 誰も 知って ゐる 人はなかった、 

當時、 解かった の は 同人に 同じ やうな 雜著 とも 目すべき ものが 三 四 種 あると いふ こと だけだった。 そ 

れで 解題 者 も 仕方なく、 著者 傳記拔 きとい ふ 異例に 從 つた。 

その後、 私 は 政治 小 說硏究 を やった とき も、 又 此の 名に 二三 度出會 つて、 この 人の こと. を 多少 調べ 

たこと もあった が、 勿論 手元の 材料で は 解ら す、 その ま- - になって ゐた。 

ところがつ ひ 最近 それが 解か つ た。 而 かも 極く 簡單に 何の 苦 もな く 解か つ た。 

一 言で いふと、 此の 岡 本 純 は 岡 本綺堂 氏のお 父さんだった の だ。 

一 月の 初めから 東京 日日に 藝術 家の 出世 話め く 座談 會 記事が 連載され てゐ たこと は、 誰でも 知って 
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六 一 二 

ゐ やう。 きろが あの 中で 皆が 長 i 害 「零落」 を ほめて ゐ たので、 昔 Q 糧を 呼び 起し、 フトも 

う 一： きん.^ みやう かとい ふ氣 になった j 「お前 も幹彥 ファンだった のか」 と 訊かれる と、 ノウと いふ 

外 はない が、 私の ネ大豫 科 同窓の 友人に 奥山 某と いふ 豪 韋がゐ て、 これが 潤 ー郞、 舊の 徹底し 

た ファンであった。 終 ひに は I の 「I 者の 手記」 に眞 似て 梟した 程であった。 is こと は ほ 

ん とう so この 奥山が、 私が 古詩 だの、 二十 四史 だの、 メレ、 チス だの、 ギッシング だのみ 夢屮に IIP 

てゐる 傍から、 これ 墓め、 あれ を讀 めと、 大 I 制 的に 潤 ー郞、 I 熱 をお 祸分 けして くれた i 

落」 も re£」 も 「木屋 町 夜話」 もこの 頃讀ん だ。 

ところで、 只今 ^雲に は、 幹資 の小說 乃至 小 霞と いった もの は、 改 11 代 曰 本 豪 U 

集ぶ の ものお 寸 しかない ので、 それ を 引出して 讀んで 見た。 さう して 昔と は 違った 意味で だ 力 鬼 

も 角 面白く 讀ん だ。 『I 集』 中の もの は讓ん だ。 が、 今 は 『I 集』 のこと は 別に 關 係がない のた 力 

ら、 その f こと は先づ 何う でもい 、として、 さて、 『I 集』 を讀ん だ 後で 卷 末の 年譜 を讀ん だら、 

いろいろな f 知って S だった ので、 序 だかき 思って、 『1 集』 の 前に ある 『岡 11」 & 

んだ。 大抵 は前 に何處 かで 奮に ヤっ たもの だが、 面白く 讀み 通して さて、 これ も 年譜 になった 

その 年譜で 私 は!： 本 純の 發見 をした の だ。 

あの 集 四十 ーニ卷) を 開けて 御覽 なさ、 明治 Iscl 


「父の 通 稱は敬 之 助- 維新 後に 純と あらたむ」 と ある。 姓 は 岡 本. 名 は 純、 卽ち 0岡0 本 0 純と なる。 私 

が氣 がつ いて、 少々 驚いた。 岡 本 純と いへば、 多年の 懸案た る 半溪老 漁の ことで はない か。 

私 は 早速 手紙で 綺堂 氏のと ころへ お尋ねい たした ところ、 かう いふ 御 返事 だ。 

御手 紙拜 見、 御 たづね にあ づ かり 恐縮に 存じます。 

岡 本 純 は 私の 父で ございます。 雅號を 半溪と 申しました 云々 

私 は 大抵 さう だと は 思って ゐ たが、 然し 御 返事の 來 るまで は少々 不安であった。 

かう して 一 つ 一 つ 明治 初期 文化 乃至 文 學の謎 を 解いて ゆく、 それ は なかなか 樂 しい 仕事 だ。 半溪老 

漁の 發 見で、 私 は數日 ひどく 上機嫌で ゐる ことが 出来た 0 綺堂 氏の 御手 紙に よると (年譜に も あるが) 

舊 幕臣で 英 一語が 少 々出来ます ために 明治 三年より 在日 本の 英國 公使館の 書記 生と して 雇 入れられ 終 

生勤續 して 明治 三十 五 年 七月 セ日 六十 九 歳で 歿しました。 

と ある、 『保安 條例 • 後 曰 夢』 の 外 三 四の 著書の ある こと は 上に いふ 通り だが、 何よりも 微笑まし いの 

は、 半溪 翁が 犬の 演劇 愛好者で、 三人 笑 語』 の 著者 松風 道 人 も半溪 翁で ある こと だ。 これ は綺堂 

先生の 今日と 對 照して 實に 面白い。 

雜著の 方 は、 そのうち 調べて 紹介しても 可い、 この 方 は 手元の 分で も 何とかな らうから。 

(昭和 十 1 年 二月、 明； 冶 文化 九ノ  ニ號) 

「明治 文化」 より  "、一 三 


一 〇 木戶正 ニ郞と 『& ビンソン. ク〃， 'ソ r』 

昨年の いつ 顷 だった か、 n 比 谷の 圖書マ ー ケット で 一 寸 面白い もの を 見つけた。 

本 はさう 珍ら しく もない (とい ふよりも、 有り ふれた) ビィ トン 版の 『ロビンソン • クル ー ソ ー』 で 

， 一 八 六 であるから、 年代が 少し 古いと いへば いへ る もで， えとて 大した こと はない。 

，その 所有者が 面白い の だ。 タイトル マジに sd。  Oct.  29  72 と ある 42 は 一八 七 二 年で 卽 

ち 明治 五 年の こと だ、 明治 五 年に エス .キド が もって ゐ たわけ だ、 キド といっても、 必す しも 木戶孝 

允の 一 家に もって 行かな くと もい \ わけ だが、 然し この 持主の ヱ ス • キドは 何う しても 孝 允の 一 家の 

人 問で なければ ならない。 とい ふの は、 本文 始めの 扉に 。松 1- 舍木戶 氏藏書 印と よめる 藏書 印が あるか 

らだ。 その 印の 下に 妻木藏 書と いふ 印 も ある。 妻 木 氏 は 恐らく 松 菊傳を 書いた 妻 木忠太 氏で あらう。 

その 案 氏が 木 5 から 貰った ものが、 何 かの 都合で 了 ケット へ 流れ込ん だので あらう。 さう する 

と、 エス. キド は、 孝 允の 養嗣子 正 ニ郞と 斷定， が出來 やう。 正 ニ郞は 明治の 初め 洋行し、 歸朝 後餘り 

活動 もしない うちに 歿した とい ふが、 此の 本 は、 或は 正 二 郞が彼 地で 買って 愛讀 した もの かも，. -れな 

い、 今 座右の 资料 では、 正 ニ郞が 渡航 留學の 年月 を 知る ことが 出來 ない が、 恐らく 五 年に は 彼 地に 渡 


つて ゐ たこと であらう と 思 ふ。 

五十 錢の 代價は 廉の廉 なる ものであった „ 


(昭和 十 一 三月 * 明治 文化 九ノ 三！ D 


一一 「春の 屋」 考 

明治 十五 年 九月， 當時大 舉の學 生だった 坪內 先生が、 「東京 繪人 新聞」 に 一 種の 政治的 戯文と もい ふ 

べき 「淸治 湯 講釋」 とい ふ もの を 寄稿した。 この 時 先生 は 初めて 「春の 屋朧」 叉 は 「春の やお ぼろ」 

とい ふ號 を： W ゐた、 この 時が 始めだった とい ふこと は、 先生 自身が 度々 何 かに 書いて ゐ るから、 今. 史 

詮索 立てせ す ともよろ しからう。 

ところで、 先生 は 何う いふ わけで かう いふ 號を 用ゐ たの か。 いっか、 亡くなった 神代 種亮 君が 此の 

號 の由來 について、 坪內 先生に 尋ねたら、 かう いふお 答が あつたと いふ。 

「ー體 私 はお ぼろ 11 朦朧 —— ッ ワイ ライトが 好きで、 それで 春の やの や も 夜に 掛けて (多少 戯作 

味 を も 持たせて) 附 けたので す， - それにの 舍 とい ふの は、 國學 者が 舊 くから 用 ゐてゐ て (俳諧師に 

春の 屋と いふの があった けれども、 此 號を附 けた 當時は 知らなかった)、 戯作者に は 無い。 戯作者 は 

大抵 亭 であった。」 云々 
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これで 春の 屋の 由來 は、 分かった わけ だが、 問題 は、 「俳諧師に 春の 屋と いふの があった」 云々 とい ふ 

ヤン， t  、ャ けで いふと、 明 冶 前に も、 春の 震久 などと いふ 大 通が ゐ たし、 外に も 春の， ノ I 

つた 入々， 山あった らう。 先生が いった 「俳諧師」 と は S ことか、 正確に 分からぬ が、 先生と 同 

時て、 1屋靜 霞」 とい ふ 俳 菌がゐ たこと は囊 である。 S 屋霞 は、 明治 十 I 年の 雷に 時 

き 物 を 書いて きので、 そ S の 新聞 を披 マ、 りかへ す 人が 時々 出 あ ふ 名 だ。 

^の as は秦の 方 だが、 當時、 先生よりも 少し 早く 大阪 にも 「春の や」 と名 乘 つた ものが ある;^ 

_  .  .  P  -；  £al ズ ハ.^ 己^が、 領 りに 镇き物 か 何 か を 書いて ゐる。 これ 

^台 十三^ 頃 魁 新聞 をみ てね ると 春廼， 琴と いさ 一目 矛 力 步 £ 

は、 者 だから、 その 新聞に はもう 每日 でも 出て ゐる名 だ  0  0  0 

？ いふと- 先生の 籠と いふ 號* これ も當 時 他に 用 ゐてゐ る。 人。 が。 ィ。 クラ も ある。 十五 年 i 變 

f いふ 新聞 響 家が ゐ るが、 これ は 先生と は 違 ふ、 先生の は 「I 遊 人」 だ。 それ も 明治 十七 f 

i 川て ま、 此の IT 人 I ゐた 文章 を 見た ことがない。 探せば まだまだ 例が 出て 來 やう。 

だから (敢て 結論す る わけで はない)、 どうも， 號が 似て ゐ るから とて、 同じ 入に する のは危 I。 書 

C たもの は、 署名が 似て ゐて も、 本文の 感じ 具合に よって 判斷 しなくて はならない 

一 寸 付いた ので、 「春の 屋」 考 一 管つ くる。 (昭和 十 一 年 五月、 文化 九ノ 五號) 


一二 經濟 小說、 

. .「 經濟 小說」 など- - 題目 を 付けて 何 か 書き出す と、 經 濟に關 する 誰かの 著書に ついて 議論が ましい 

事 を 並べる のかと 思ふ讀 者がない と は 限らぬ が、 いくら 何でも 經濟學 の 素人で ある 私が、 さう いふ 亂 

暴な こと をす る譯 がない。 これ は 文字通りに、 經濟の 事 を 題材に した 小說 とい ふ 意味 だ。 

文舉が 社會の 反映 だとよ く 言 はれる が、 それ は 色々 な點 から 證據 立てる ことが 出来る だら う。 一番 

簡 な證據 は、 文學 の. S 容 がその 文學の 書かれた 時代な り社會 なりの 風潮 を 露骨に 反映して ゐる 場合 

で、 それ は 多く は、 時事 小說 とか 目的 小說 とか 問題 小說 とかい はれる ものに 多い。 

明治の 十 年代から 二 卜 年代に かけて は 政治 小說が 流行った。 この 政治 小說 は、 言 ふまで もな くその 

社會、 その 時代の 政治 熱から 出た もので あり、 それ を その 儘 露骨に 反映して ゐる。 これ は 今日で はも 

う 誰でも 知って ゐる事 だ。 ところで、 明治の 經濟史 の 知識が 少しで も ある 人なら、 明治 二十 年頃から 

日本人の 關 心が、 政治問題に 向けられ ると 同時に、 經濟 問題に 向けられて 來た、 とい ふ 事 を 知って ゐ 

る笞 だ。 その 原因 は、 私な どが 事.々 しく 說 明す るまで もない ので、 又說 明しょう としても 十分 出来る 

わけの もので ないから やめる が、 兎に角 日本 は 富國强 兵の 必耍 から すさまじい 實業 熟の 勃興と なり、 

「明治 文化」 より  六 一 七 


六 一 八 

叢 話篇 

それに 講の I 的 I も t、  a.  s ま 震と 善 ふ 方 f 向いて 來 たこと 

は、 g^へなぃ事實だ。  >o  .£1 も、、 二 又 吸 

そこで さう いふ 風に 盛に なった 霞的關 心が、 豪に 反映して ゐ ない もの 力とう 力 f  # 力 反お 

してきなら だって 反映して ゐ さうな もので あり、 反映す るの が當然 ではな からう 力 從 

來 i 厶" が 種々 やかましく 一  1 れても 「i 小說」 など は考 へられた 事 もなかった。 然し 力 力ら 

であれ sgil 熱が 豪に 反映され てき さらば、 il-i な f いふ 定 

則め いた 批評が 下せない 事に ならう。  し f;^^^  . 

だが 大丈夫 だ。 その 顷の經 濟熱 を 反映す る 經濟 小說 は、 ちゃんと ある。 私 も、 それ を fit 

たゎナ ではな ハ から、 どの位 澤山 あるか は I 出来ない が、 ，今 私 I 兀に 臭に 集って 來 たもの 

だけで も、 約 二十 は あらう。 の 理論 を I 化して 大衆 S きま f 爲 に小說 にした もの や 

この I の 雷的關 心の 极本 をな して ゐた靈 熱 を 描いた もの、 それから 靈の紅 乃至 は雲關 f 

に 迄 及ん if 試みた ものな ど、 その 種類 はいろ いろに 渡って ゐる。 その他 一般的に 靈のカ 直 

.  >  ,,。 ヒ ご く 裒んで 纏めて みたら、 何か而 由 い 結 栗 を兑せ はし- 

美す る もの、 呢ふ ものな ど 色々 ある。 此等を 翻 力く 讀んて i^y-  f 

ないだら うかと、 今から 樂 しんで 居る 次第 だ。 

とも あ. - 私の 考へ ると ころで は、 以上の やう I 第で、 經濟 小 說と言 ふ もの もこれ から は 明 ま 


學の， 一分 野と なっても 可い やうに 思 ふ，^  (昭和 十一 年 六月. 明治 文化 九ノ 六號) - 

一 三 祭 中 村 太八郞 先生 文 

我ガ 明治 文化 研究 會 同人 ノ相會 集 スル、 毎月 二次 ヲ以テ 定常 トス。 一次 ヲ 編輯 會ト 曰フ、 同人 相會 

シ テ以テ 「明治 文化」 誌ノ 編輯 ヲ議 スル 也" 一次 ヲ例 會ト 曰フ、 同人 ノ外 一般人 ノ 來會ヲ 許シ、 朝野 

名士 ノ講說 ヲ聽ク ヲ以テ 主 ト爲ス 也、 毎月 二次 ノ會 集ヲ必 スル、 毎年 二十 有 四回ヲ 必ス、 而シ テ我ガ 

會既 一一 數年ノ 沿革 有リ、 同人 ノ會 集旣 一一 百回ヲ 超 ュルャ 遠シ。 是 一一 於テカ 同人 輯睦 スルノ 深キ、 各人 

他ヲ俟 ツー 一 皆 親 朋ヲ以 テス。 同人 ノ間 吉事 禍事有 レバ、 必 ズ相傳 フル 所有 リ、 置郵 一一 異ナラ ザ ラント 

スル 也。」 中 村 太八郞 先生 ハ我ガ 同人 ノ 長老 タリ、 同人 先生 ヲ待 スルー 一別 格ヲ以 テス。 先生 年 高 ノ故ヲ 

以テ編 1: ノ會 一一 ハ席ヲ 缺クト 雖モ、 例會毎 一一 必ズ出 會シ、 好ンデ 後進 ヲ提嘶 スル所 ァリ。 同人 亦 先生 

ノ 風采 謦咳 一一 接スル ヲ以テ 外ノ 至幸ト 爲ス。 先生 出會ス ル每ー 1、 同人 嬉々 春 席-一 滿ッ、 先生 出會ス 

ルナ キヤ、 盛餐大 饗ノ後 茶菓 ノ 風味 ヲ 缺クガ 如ク、 同人 ノ胸 次、 頓 二 索漠 ヲ覺 ュ。」 今兹 一月 先生 例會 

-席ヲ 缺ク、 同人 以テ他 異有リ トセ ズ、 只ダ 洽寒ト 高年 トヲ 以テ 云々 セリ。 二月 例會 先生 復見 H ズ、 

同人 稍 T 異 トス。 三月 復々 見 ェズ、 同人 大 一一 異 トス。 旣 ニシテ 四月 一一 及 ンデ、 同人 二三 子 傳へテ 曰ク. 
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先 k_: お メリ 突 o」 先生： お メルカ、 先生 夫レ病 メル. 力、 {几 ナル哉 先生 ノ病 ムコ トャ。 若 冠、 時事 ヲ慨 シテ 

奔定寧 口 照シ、 何 ゾ-炳 マザラン。 中年， 國家ヲ 憂 ヒ身軀 一 モ顧 ミズ、 何ゾ病 マザラン。 老來意 激品 

千せ ヲ 3- シテ， 44 マズ、 何ゾ病 マザラ ンャ。 先生 ノ今 一一 於テ 病ムヲ 聞キ、 寧ロソ ノ遲キ -1 驚 カザ ラ ント 

スル乇 川む ザル 也。」 

五..， 恭 謝シ、 八月 ー复 祖キ、 十月 秋老 ヒテ、 而シテ 先生 尙起 タズ、 同人 亦 先生 ヲ見ル 無シ。 相， &スル 

毎 一一、 語 次 先生 一一 及べ バ、 憂心 忡々、 祈ルニ 快癒 ノ語ヲ 以テセ ザル莫 シ。」 越 ヱテ十 十 有 八日、 一新 

^先 ノ訃ヲ ^フ、 同人 之ヲ 耳- シテ、 驚 駭ヲ新 一一 シ、 聲ヲ吞 ンデ 哭ス。 旣 一一 哭 シ了ッ テ之ヲ fJ? ス。 

R? スル 辭-ー 臼 ク、 鳴 呼 先生 逝ケ ルカ、 先生 ノ 奮起 スル ャ何ゾ 夫レ壯 一一、 先生 ノ逝 クャ何 ゾ夫レ 寂^ タ 

ル。 命ュ 齊リ 不遇！^ リ、 以テ逝 者ノ功 德ヲ累 スルー 一足 ラズ。 孺子モ 志ヲ得 レバ 廟堂 一一 跳梁 シ、 你人 

モき ヲ寻ズ ンパ蓬 蒿ノ下 一 1 朽ッ。 先生 ノ遇ト 不遇 ト、 ゾノ 高亮ノ 心事-一 ァリテ 何 力 1^ ラ ン。 然 レドモ 

先生 ノ  一  ヲ追 懷シ、 世 報ノ薄 キヲ思 へ バ、 同人 俯 首靑衿 -1 淚痕ノ 新ナル モノ ァリ。 先生 ハ自 .HA:^ 

ノ 闘士 也、 產ヲ倾 ケテ士 一一  結ビ、 以テ 民人 ノ 福利 ヲ謀 レリ、 而シテ 世、 先生 一一 何ヲカ 報へ ル。 先生 ハ 

擧 ノ创唱 也. 或ハ^5-西ーニー且傳シ、 或 ハ議會 一一 勸說 シ、 日 モ是レ 足 ラズ。 而 シテ、 ^、 先生 一一 何 

ヲカ報 ヘル。 先^ ハ社八 rr 政策 ノ 先達 也、 社ヲ結 ンデソ ノ理ヲ 講ジ、 ソ ノ實粱 ノ好ク 民心 ヲ安ン ズルノ 

ヤヲ 一せ フ。 而 シテ^、 先生 一一 何ヲカ 報へ ル。 世、 先生 ノ惠 ヲ荷フ コ ト 多シ、 然 リ而シ テ未ダ  一 ノ先 


生ュ報 ズル有 ルヲ聞 カザル 也。 先驅 ノ士ノ 否運 ハ世 一一 ソノ 例多シ * 然 レドモ 先生 ノ 如キハ 齢シ。 我等 

同人、 豈ー 1 慷慨 ノ淚無 キヲ得 ンャ。 而シテ 先生 爲シ テ恃 マズ、 愛 シテ有 タズ、 功 有リテ 恬然 忘ル 、ガ 

如、 ン。 是 ヲ以テ ソノ德 益々 大 ナルヲ 覺ュ。 世知 ル無シ トス ルモ、 報ュ ルナ シ トス ルモ、 同人 何ゾ 先生 

ヲ忘レ ンャ。 維時 昭和 十 年 十二月 某 RT 先生 五 旬ノ期 一一 當リ、 同人 數輩、 淸酌 ヲ備へ 招魂 ヲ詠 ジテ以 

テ 先生 ヲ 祭ル、 同人 微力、 祭ル 一 一大 牢ノ饌 無ク、 慰ムル 一一 笙殼 ノ音ヲ 缺ク。 然 レド乇 古人 言 有リ、 祭 

ル コト衷 ヨリ スト。 靈 11 シテ 知ル有 ラバ、 庶ク 〈誠心 ヲ饗 ケョ。 嗚呼 哀シィ 哉つ 

(昭和 十 一 年 一月、 明治 文化 九ノ 一 號). 

タ *、 カク 

一四 水 蔭 江 見忠功 先生 

先生 ノ逝 クャ十 一 月 三日 伊豫 ノ松山 一一 於テ セリ、 今日 旣 一一 早ク五 七ノ忌 一一 及バ ン トス 1 逝ク 者水ノ 

如ク、 往ク 者還ル 無シ。 嗚呼 哀シィ 哉。 後生 柳 E 泉、 一杯 ノ 薄茶、 一 盆ノ 粗菓 ヲ 供へ、 謹 ン、、 テ 淸酌庶 

羞ノ典 一 1 代へ テ 先生 ノ靈ヲ 弔 セン トス、 尙ク ハ饗ケ ョ。」 先生 ノ 明治 文壇 ノ 長者 タル ハ世皆 知ル、 而シ 

テ獨リ 文壇 ノ 長者 ヲ以テ 呼 バズ、 砥友 社ノ遣 老ヲ以 テス ルハ何 ゾャ。 蓋シ 先生 ノ 文壇-出 ルノ 初メ硯 

友 社 一一 依ルノ ミナ ラズ、 ソノ 文壇 二 活動 スル ャ、 硯友社 諸氏 ト歩ヲ 共 一丁 ン、 殊 一一 ソノ 文壇 ヲ退 タノ 後 
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ト雖 モ舰友 社ノ造 老ヲ以 テ自ラ 任ジ、 硯友社 ノ爲メ _-1 辨寃回 護 スルコ ト甚 ダ至レ ルガ 爲 メナ ラズ ンバ 

ァラ ザル也 J 然リ 而シテ コレ、 先生 ガ當初 結盟 ノ誼ヲ 重 ンズル ノ致ス 所、 ソノ情 一一 篤 キ感ズ ベ シト雖 

モ、 先生 ノ諸作 ヲ以テ 猶ホ硯 友 社 ノ庇陰 二 在ル乇 ノト ナス ハ、 先生 ヲ知ラ ザルノ 甚シキ モノ 也" 文藝 

ノゅ讥 一一 於テ 先生 ノ得ル 所 ヲ考フ ル 一一 、 硯友社 諸氏 ト相 距ル コ ト遠キ 者 有リト 謂フ可 シ。」 硯友 社ノ 明治 

文 史上 一一 於 ケル、 ソノ 功自ラ 定評 有リ、 復蝥ス ルヲ須 ヒズ。 巧 ミー 1 江戸 文學ノ 粹ヲ捉 へ、 盛 ルー ー寫 

實ノ觀 察ヲ以 テシ、 艷情 麗句， 淸 新人 ヲ驚 カス 者、 コレ 其ノ長 ズル所 也。 而シテ 長ノ在 ル所ハ 亦短ノ 

伏ス 所、 艷ノ 極ハ骨 カ弱ク * 麗 ノ極ハ 實感签 也， 況ンャ 通粹ヲ ロー 1 シ、 寫實ヲ 名 トス ルノ 極-一至 リテ 

へ， 折^ 攀卯、 好ンデ 流連 荒 亡シテ 風流 自ラ喜 プノ 人 タラン トス ル在ル ヲャ。 先生 * 亓ト Ik 家 ノ=^ 

嘗テ稱 好 塾 一一 在リテ 天台 杉 浦 先生 ノ薰 陶ヲ 受ク、 氣 禀自ラ 他ト異 ナリ。 生 平 意 氣ヲ重 ンジ、 節 溉商ラ 

持シ、 詞客ヲ 以テ居 ラズ、 稜々 ノ鋒^ 人ヲ 凌ギ、 古 俠者ノ 風有リ 矣。」 先生 ノ文 一一  於 ケル、 ソノ初 

時ノ 乍、 詩情 高 超. 氣格 俊邁、 九天 一一 冲セ ン トス ル者 有リ、 而カモ 人 ノ之ヲ 知 ルナ ク、 „^ダ 時-一遇 《 

リ トセ ザル也 J 落柘數 年、 日淸ノ 役-一至 ルャ、 慨然 奮起、 一管 ノ筆、 銃後 ノ士 氣ヲ 鼓舞 セン トシ、 軍 

15^ 小說 ヲ著ス コト數 十 篇- 大 -1 時好-一 投ジ、 水 蔭 ノ名俄 一一 シ テ喧然 タリ。 而シテ 別-一佳 作ノ核 出スル 

有リ、 「殺 妻」 (女房 殺)， 「濁淸 記」 (泥水 淸水) ノ 如キ、 批評家 噴々 トシ テロ 一一 絕 タザ ル也。 此ノ時 一一 當 

リテ 人々 謂へ ラタ、 文壇 ノ覇 隨、 手 一一 唾シテ 取ル可 シト。 然リ 而シテ 先生 或 〈演劇 二 熱シ、 角 抵ヲ愛 


シ、 縱酒高 興， 得 ル所從 テ散ジ テ敢テ 文壇 ヲ以テ 意 トセ ザ ルガ 如シ、 友 僚 苦諫ス ルモ亦 * 如何 トモ ス 

ぺ カラ ザ ル也。 爲メ 一一  久シ カラ ズ シテ 文壇 二 失脚 シ、 先 ヅ片瀨 一一 匿レ、 次デ 神戶！ 1 奔ル。 後年 緩 二 探 

險小說 大衆 小說等 ヲ以テ 文壇 一一 復活 セリト 雖モ、 風潮 一 變， 時勢 轉換 シテ、 先生 ノ爭 覇ノ 如キ、 旣-ー 

一 夢 一一 屬セ リ。 然 レドモ 詩情 涸 レズ、 時 一一 「水 錶」 ノ如キ 傑作 ヲ見 ル。 先生 晚年 一一， 文壇 ヲ退 キ、 專ラ 

講演 ヲ以テ 事 トス、 老 脚蹉跎 タルモ 意氣 衰へズ * 足跡 本土 一 一遍 ネシ。 先生 ソノ 末路 蕭條 タル ヲ諷 シ、 

「老 文士 ノ泣 行脚」 ヲ 以テ自 ラ嘲ル II 至ル。 然 レドモ 內實國 士ヲ以 テ自ラ 持シ、 人ノ侮 ルヲ許 サズト 

云 フ。」 先生 人 ト爲リ 長身 痩軀、 人 表 一一 亭々 タリ、 巨 眼白暂 、常人 ノ相 一一 ァラ ズ。 直情 忌 マズ、 胸次洒 

然 タリ。 人 一一 對シテ 能ク怒 ル乇、 退 テ後言 ナシ、 故ヲ以 テロ 禍ヲ獲 ルコト 寡 シ。」 今年 六月 逍遙 坪內先 

生 肺炎 ヲ患ヒ * 疾 重シ、 吾人 憂慮 措ク所 ナク、 En 夕ソノ 快癒 ヲ祈 ル。 幸 一一 シテ驗 有リ、 數旬ュ シテ蓐 

ヲ起 ッヲ得 タリ。 旣ニ シテ天 忽チ水 蔭 先生 ヲ奪 フ， 何 ゾソノ 不仁 ナル。 先生 旣ニ 文勳 顯レ、 文壇 ノ事 

成ス 可キヲ 了レル モノ 有 ラン。 是レ 先生 11 於テ以 テ瞑ス 可シ、 余輩 後生， 先生 ノ指敎 一一 於テ未 ダ盡セ 

リ トセ ズ、 豈 一一 先生 ノ 急逝 ヲ悼マ ザ ルヲ得 ンャ。 悲ヲ呑 ミ膺ヲ 拊ッテ 「蒼天」 ヲ 歌へ バ、 涕淚双 把ュ 

溢ル 、ヲ覺 へズ。 嗚呼 • 式-一典 ナク、 羞ムル ニ禮 ヲ以テ セズ、 先生 粗薄ヲ 嫌フナ クンバ 旁鬆 トシ テ大 

荒 ヨリ 來リ 降レ、 嗚呼 哀シィ 哉。  (維時 昭和 九 年 十二月 六 曰、 明治 文化 八ノ 一  號) 
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一 鷗外、 天外、 花 外 

き々 若い 明 冶 豪硏讓 諸氏から、 鷗外 Q 外 は 何う い 4 味 か、 花 外の 外 は 何う いふ 意味 かと 聞か 

れて、 閉口 すきと がま。 外 は ソトと ヱ だけの 霞し かないと 心得て ゐる 私な どに は、 

場合 何とも 答へ やうが な^だ。 だが それが 議 になって 窗讀 したと X わけで もない が、 その 

後 3 か讀む 度に 少 しづ、 さう いふ 事柄に も 注意 を 向ける やうに なった ので、 少し はわ かって 來た。 

一番 分かり易 いのは 天外で、 これ は 例の 李 白の 登 金 陵 鳳凰 臺 にある 三 山 半落靑 天外の 末 二字 をと つ 

たもので あらう が、 そんな T こし S こと をい はすと も • 昔から 奇想 犬 外より 落つ とい ふ 句で よく 馴 

染みに なって ゐ るの だから、 これ を 流用した の だとしても 可い。 

花 外になる と 少し 難しくなる。 然し 花 外と 文 文字 SIQ 句 は I 澤山 あるら し、 私が 偶然 

拾った ので さへ が 四つ 五つ ある。 杜甫の 曲江對 酒と いふ 詩の 冒頭に、 II 

。花。 外 江 頭 坐不歸 水精 春 殿 祷菲微 


と ある。 叉錢 起の 闕下 贈裴舍 人と いふ 詩に- i 

鐘 聲花外 盡龍地 柳 色 雨中 深 陽 和 

とい ふの が ある。 外に もま だ 二三 あるが 一 々擧げ るまで もなから う。 何れも ソト卽 ち 彼方と 解して 差 

支へ がない。 だが、 花 外 氏の 號が、 上記の 詩句から 出て ゐる にせよ、 出て ゐ ない にせよ， 花 外の 意味 

は、 花の 彼方の 意と いふ 程の ことで あると 考へ てよ からう。 (杜甫 の 詩句 は 本に よって 花 外が 苑 外にな 

つて ゐ るの も ある。 本 來は苑 外 かも 知れない。 然し 吾等の 想像に は 花 外の 方が 可い やう だ。) 

. 鵡外 S 號の出 所に ついては，^ 小島 政ニ郞 氏の 書いた ものな ど を 見る と、 格^ やかまし いものが ある 

らしい。 鷗 外の 親友の 齋藤 茶と かいふ 人が 確かに 知って ゐ ると いふが、 何う しても 發 表出 来ない 云々 

さう して 「お 安くない もの ださう だ」 とい ふ 意 を 述べて ゐる。 

私 は、 何も 鷗 外の 此の 號の出 所に さう いふ 發 表の 出来ない やうな 理由が あらう と は 信じられない。 

尤も 文字の 出 所以 外 特別な 寓意が あれば、 それ は 別で ある。 然し 發表 していけ ない とい ふの は、 多く 

男女 關係 の唔示 を ふくむ 場合が 多い と 思 ふから、 鷗 外の 號 にも さう いふ 理由が あると し、 さて あの 謹 

嚴 くさい 鷗 外が、 そんな 昔の 戀の スゥヴ 一一 1 'ル めく 維號を 一 生涯 使って ゐ たと は 一 寸考へ かねる。 若 

しそれ が si- 女關係 以外の 特別な 寓意が あると したなら、 それが ra^ して 發表を 担む 程の もので あるか 何 

うか。 それ は 何れで も 他 曰 明らかになる かも 知れない から、 他日の ことにし、 私は鷗 外の 文字の 出 所 
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らしい もの を 指摘して © かう。 それ は 杜甫の 詩 だ" 杜甫の 船下變 州 郭宿雨 濕不得 上 岸 別 王 十二 判官と 

いふ だ 0 長く もない から 全 詩 を 出して 置く。 —— 

依 沙宿舸 船 石瀨 月娟々 風 起 春燈亂 江 鳴 夜雨 藤 晨鐘 雲岸濕 

勝地 石 堂 煙 柔櫓 輕鷗外 含 僂 覺汝賢 

恐らく 文舉 上の S.Z 所 は 此の 邊 にあり はせ ぬか。 柔 櫓が 輕鷗の ソバを 通って 彼方に 去る。 此 外の 意味 も 

ソト、 お 方た るに 變り はない。 〔或はい ふ、 これ は 元 來齋藤 某氏の 號 なの を、 鶴 外が 惜 りたの だと〕。 

攀 

二 逍遙 先生 

近遙 先生 も 一 時 餘りジ ャ ー ナ リズム から 持ち上げられた 反動 氣 味で、 こ の 頃 は 出る もの 出る もの に 

多少の 惡ロ らしい ものが 見える。 それが 一身上の 事 を 別にせば， 先生の 凡才だった とい ふこと. -、 戯 ， 

作 趣味がぬ けなかった とい ふことの 二つに 歸 する らしい。 さう して 此の 二つと も、 或る ^鹿まで は 事 

寶 であらう。 だが 先生 は元來 凡才だった とい ふこと は、 一 面、 先生の 意志 力の 堅固 を 示す に 足る もの- 

で、  決して 先生の 累を 成す もので はない。 凡才が 努力して あの 位の 業績 を 成した、 凡才が あの 位の 業 

セ肩を 次 就した こと は， 偉大と も 驚異と もい へる であらう。 先生 を 凡才と いって、 先生 を 貶した つもり 


でゐ たら、 それ は 間遠 ひで、 それ は 却って 先生の 偉大 さの 承認に 外なら ない。 . 

だが 戯作者 趣味 云々 は、 終生 先生の 邪魔に なった と 思 ふ。 その 小說 方面の こと は、 今までに いろい. 

ろな 人が 述べて ゐる ことで も あり、 今更 私が 繰り返す にも 當 るまい から、 それ は 止める が、 これ は 芝" 

居 方面で も 同じ ことで あらう。 先生 は 芝居の 改革 家と して は、 餘 りに 多く 古い 芝居に 親しみ を もち 過" 

ぎて ゐ たらしい。 そのために 十分 古い 芝 lis の 長短 を 知る こと も出來 たらう が、 また 同時に 思 ひきって 

外科 療治 を 加へ かねた こと もあった らう。 その上 私が 恐れる の は 改革 家た る 先生が、 餘 りに 多く 古い 

芝 315 に 執着 を もち 過ぎた 結 架、 あべこべに 種々 な點で 古い 芝居の 影響 をう けて 來た ところが ないか 何 ■ 

うか。 例へば 趣味に しても、 可成り 强く 古い 歌舞伎 劇のに ほひが あり はせ ぬか。 それから シェ I クス 

ピャ は 勿論の こと、 近代劇 を やる にしても、 その 研究の 際、 豐 富な 歌舞伎の 知識が、 その 研究 を 助け 

たこと は事實 であらう。 然し 一面に は * そのために 研究が 無意識的に まげられ たやうな ところが 見え- 

ぬ か 何う か。 

今度 n 十 犬の 演劇 博物館で 逍遙 展覽會 があった ので、 先生の 趣味 や 日常生活 などに ついても いろいろ 

な 想像 を馳 せる ことが 出來 たが、 ふと 上の やうな こと を 思 ひついた" 日常つ かふ 机 を 近 松の 眞似 をし 

たり、 おぼろ 月 を 配して 箸箱 をつ くったり、 羊の 年生れ とい ふので 小羊のお もちや を 集めたり、 さう 

いふと ころに も 芝居 趣味、 戯作 趣味が 見える。 確かに 若い 頃の 先生に は 何やら 强ぃ 戯作の 臭 ひが あつ- 
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たらしい。 

だが 晚ハ 牛の 先生 は 何う か。 それ は 私に は 疑問で あるが、 恐らく さう いふ 執着 を. 脱した 悟りの 境に ス 

つて ゐ たらしい。 双柳院 始終 逍遙 居士と いふ 先生の 戒名 はいろ いろな 人々 が 不滿を もって ゐる もので 

あるら しいが、 一部の 人々 は、 あの 戒名 を もって、 先生の 戯作者 臭の 最もい \ 現 はれと 見て ゐる らし 

い、 だが ii くが 如くば、 あの 戒名 は 先生が た.^ 平生 坐 興までに 口にして ゐ たもので、 あれ を 露の 戒名 

にす るつ もり はなく、 先生の 眞意 はむしろ 浑內 雄藏の 文字 を擇 んでゐ たの だとい ふ J 何う も それが 

麓 lli らしい。 何も あの 戒名 は晚ハ 牛の 先生の 本 志 をつ くした もので は あるまい 。私 は、 こ-^ に 全日 本の 

$3 逸 ファン を 代表して 抗議の 意 を 示して 置く。 戒名と いふ もの は 一 つ は 死者の 爲 めの ものであるが、 

一 つ は 生者の 爲 めの もので も ある。 愼重を 要する 所以で ある。 双柿院 始終 逍遙 居士で は 三代 を 蔽ふ大 

ぇ勳の 面影が 何處に 現れて ゐ やう。 逍遙の 二字に してから が これで は 「一世に 逍遙す」 とい ふ 总 味が 

也んで しま ふ。 ^遙の 二字 をた.^ ブラ ブラして ゐ たと 解す るの は 先生の 謙辭 として はい i が、 ュ-^ 力 

らいって 先生の 本意 I ら かにす る 所以で はま。 それ も あ Q 怖 Q 老樹が 半 ま S してきう ち は 何 

等 か 意味 も あるが 百年の 後、 あの ま樹も 枯れて 痕 も殘ら なくなったら、 § ナン r ノスになる 恐れ 

が ある。 他日. 後生が 先生 一代の 襄歷 を讀ん で、 最後に、 r 謚 して 曰 ふ 双姉院 始終 逍 逸，.^ 士」 と 結んで 

あると ころに 至ったら 何う いふ 印象 をう ける であらう。 まるで 血のに じむやうな 窗 闘の 生涯 も、 一場 


の 茶番狂言 化して しま ふ 恐れが あり はせ ぬか. - 一 逍遙 评內 雄藏 墓」 の 七 字 S 簡素 莊 重で 意義深い のに 及 

ぶ ものがない と 思 ふ。 〔これ は その後 この 通り 實現 した〕。 

一一 一 芥川 氏の 讀書カ 

文豪の 讀 書と いふ ことが 問題に なると、 露 伴.' 鷗外、 芥川 などい ふ 人々 が 五指に 上る。 さう して 老 

人 連 は 鬼に 角と して、 若手で は芥川 氏が 先づ 第一と される。 芥川 氏の 博涉 とい ふ 事 は、 もう 生前から 

1 の傳說 になって ゐ たらしい。 東京から 京都へ 行く 汽車 中で、 部厚な 洋書 を 五六 册も讀 破した とか、 

一 日に 幾 部の 割で 西洋 文擧 を讀ん だと かいろい ろい はれて ゐる。 然し かう いふ 事 は 矢張眞 の傳說 たる 

に 止まって ゐ たらしい。 芥川 氏の 博涉も 年の 割合にと か 文壇のう ちで はと か， 勿論 制限の つくべき と 

とろで. 決して 無制限な ものではなかった と 思 ふ。 

寺 で 計って 見る とい、。 部厚な 洋書と いふの を假に ra 五 百 頁の ものと する。 一 頁の 紙 方に もよ る 

が、 普通の 組 方なら 一 頁よ むに 五分 はか 、らう。 さう すると、 一時間で 十二 頁、 十 時間で 百 二十 頁、 

四 五 百 頁の 本が 半分 もよ めぬ うちに 東京から 京都に ついて しま ふ。 假に芥 川 氏の 場合、 普通人より 病 

的に 速かった としても、 倍と して 二百 四十 頁、 三倍と して 三百 六十 頁に 過ぎない。 然し 讀 むと いふ 以 
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上、 三な：： の^さと いふの は先づ 不可能で あらう。 それ も 會話體 の 脚本と か 何. かなら * 可成り 速くな 

らうが- 如何にしても 四 五 百 頁の もの 五六 册も 東京 京都 間で 讀 むこと は 不可能お と斷ー 百出 米 やう。 尤 

も ひっくり返して みたり 飛びよ み 拾 ひよ み をした とい ふの なら、 それ は 論外 だ 

芥 U 氏 は 三十 六 かで 死んだ と 思 ふが、 三十 六 歳の 中、 十歲 迄の 讀書量 は 知れた もので あらう から 先 

づ 1  せく として、 殘 つた 一 一十 六 年の 中 三分の 一 は 睡眠 食 車 等に とられる と 見、 叉 他 2 三分の 一 は创 .5= に 

取られる と ると、 讀 書に 當 てられる 時間 は 先 づ約九 年で ある。 此の 九 年間、 毎日 平均 一 册苑讀 害し 

たと したら * 一年 三百 六十 五册. 九 年で 三千 二百 九十 五册 となる 。然し 專實 は、 一 册にー n 以 h か& 

る 本 も あり、 又 一部で 何册 もから 成って ゐる本 も あるから • 部數 にしたら 半減して 約 千 五百部 位と 見 

てい. -0 此のう ちで 日本の ものが 恐らく 約 千 部、 漢書 洋書が 約 五六 百 部で あらう。 卽ち 漢書が 二三 百 

部、 洋書 三 四百 部と いふと ころで あらう。 これ を 二十 六 年に 引 直す と、 約 六日 强に 一部 宛と なる。 恐 

らく 丁度い k ところで あらう。 

本は讀 めさう で 案外 讀 めない もの だ。 讀 書家な どと いはれ てゐる 人に も、 意外な 非讀 書家が 多い。 

だから 芥川 氏の 讀書 量の 如き も、 約 千 五百部 內外 とせば、 案外 少 いやうな 氣 がする が、 實際 はこれ で 

も、 g 書家と して 偉大な ものであると 思 ふ。 芥川氏 だとて、 神業の 出来る わけが ないから、 さう 無 制 

限 の 讀書量 は もたなかった に 違 ひない。 


因みに、 文豪 中での 讀 書家 は， 東洋 物で は 露 伴 先生に 叶 ふ 人が あるまい が、 西洋 物で は淚香 ^石 

などが 第一 に 指 を 折られる 人々 ではなから うか。 

もっとも、 問題 はた^ 部數を 多く ひっくり返し たとい ふので なく、 眞 に讀ん だか 何う かに ある こと 

いふまで もない。 

四 押 川 春浪の こ 

今日の 大學生 程度の 青年で さへ も、 押 川春浪 等と いふ 名 は 知つ ちゃ ゐ まいつ 況ん ゃ中學 生小學 生に 

於 C て を や だ。 だが 私 どもが 小學 から 中學へ 入る 頃に は、 靑 少年の 讀書 子の 間に 壓倒 的な 人氣を 持て 

ゐ たもの だ。 春浪は 普通 少年 小說. 冒 險小說 などの 作者と されて、 文學 史家な どで はてんで 問題に さ 

れてゐ ない らしい が、 然し 今日から 振り返って みて 決して それだけの 小說 家で はない。 日露 戰爭 前後 

の 日本 は、 進歩の 絶頂に あつたと よくい はれる が、 さう いふ 勃興の 極點 にあって 日本と いふ 空氣 を. 

この f ョ 良の 小說程 よく 示して ゐる もの はない つ 一 面で は 勿論 自然主義 文學が 文壇 を 代表して ゐ るが * 

その 一 面に 叉、 春浪 などの 文擧が 一 代 を風薛 して ゐ たの だとい ふこと を 忘れて はならない。 かく レふ 

半面 を 忘れたら 完全な 文 擧史が 書け ないで あらう。 大衆 社 會の讀 書 趣味、 さう いふ もの 力 國民 E あ 
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想、 社會 思潮 を 知る に 犬に 必要で ある。 さう いふ 點 から， 古くば 淚香、 浪六、 弦齋、 新しくば 卷浪の 

如き、 十分； 冉檢 討され てい k 人々 であらう. - 私に もう 少し 暇が あったら、 必す やる つもり だ。 

春： 故の 小說で 誰でも 一^ 夢中で 讀ん だもの は 例の 五部 作 (とい はう か、 六部 作と いはう か)、 『海底 

軍艦』 『武俠 の 日本』 『新造 軍艦』 『武俠 艦隊』 『新 曰 本島』 『東洋 武 俠圑』 である。 軍艦う ねび の 失踪 を 

骨子と し、 新興 日本の 海外 發展を 中心に、 现 想の 英雄 西 鄕南洲 を 蘇生 させ、 フヒ リツ ピン 獨立述 動の 

好 題目 を とらへ、 ^迫った E 露 戰争を 暗示し、 東洋 モン n 1 主義の 確立に 終る、 あの 雄大な 複雜な 結 

構 もさる 車 だが • 資は 著者 春浪の 熱情に 醉 はされ たの だ。 春浪 は、 實に マン チックな 熱血漢で あつ 

た。 この 熱血 は、 乃父の 押 川方義 から ゆ づられ たものに 遠 ひない。 方義 も、 基督 敎徒中 稀に 見る 熱血 

漢 子であった" 

私が 上京した の は * 大正 三年 春で あるが、 この 時赛浪 はたし か 「武俠 世界」 を 主宰して ゐ たらしい。 

然し もな く 死んだ やうに 思 ふ。 當時 死因 は 過度の 飮酒 による ものと 聞いて ゐ たが、 此の 顷 いたと 

ころに よると、 その 過度の 飲酒に は 又 それだけの 原因が あるので、 ま づ形を 代へ た 自殺で あつたとの 

こと。 つまり 何 か武俠 世界 經營者 某との 間に 面白から ぬ 事情が 生じ、 間もなく 正直な 养 浪は激 の餘 

り、 わざん 酒で 死んだ ものであると いふ 3 如何にも 春浪 らしい 最後で あるが、 同情に 値する。 

遣 著が 『春： W 决著 集』 とかい ふ 名で ニ册か 出た やうに 記憶して ゐ るが， 此の頃 は餘り 見かけな いや 


うだ . 

春浪の 前記の 五部 作で は、 ァギナ ルド 將軍 以下が 重要な 役割 をつ とめて ゐ るが、 彼 逝いて 二十 年の 

今日. いよいよ 曲り なりに もフヒ リツ ピンが 獨 立し、 ァギナ ルドが 大統領の 候補に 立つ とい ふ。 彼に 

して 靈 あらば、 地下で 何とい ふか。 生きて ゐ たら、 恐らく 應援 演說に 行く と 頑張って きかな からう に 

違 ひない。 

(以上 昭和 十 年 七月、 我觀 十三 ノ八號 ) 

五 明治 文學 の硏究 

K 證 的と いふ 語が、 必 すし もコ ントの ポジ チヴ イズム を 意味す る ものと 解せ すと もい --と 思 ふが * 

この 語が 問題になる 度に コ ントが 引合に 出される の は 可笑しい。 實證 は、 事實 によって 考證 するとい 

ふ 際に も 吏 用され て 一 向 さし 支 へ のない 文字で あり、 必 すし もコ ントと 緣を牽 かなくて はならぬ 文字 

. と は 思へ ない。 然し 此の 語の 用 ゐられ る 度に、 妙な 眼で 見られる ことが 多い。 

それ は それと して、 明治 文學， て實證 的に 研究 するとい ふこと がー 時の 流行で あつたし、 今でも それ 

.が七 の 方面で 强ぃカ を もって ゐる。 實證 的に 研究 するとい ふこと が、 結局 どうい ふこと になる のか、 
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叢. 話 篇  六 三 匹 

今のところ は 可成り 明瞭で ない ところが 伴な つて ゐる とし、 その 研究方法に 發生學 的 研究の 態度が 可 

成り 多く 取り入れられて ゐる こと は事實 である o( 此の 點 からして、 今の 實證的 研究なる もの は、 コン 

トに緣 を牽 くと か 何とかい ふよりも 寧し ろラ ンソ ン敎授 の 科擧的 研究 法に 近い ものと いった 方が よか 

らう)。 作品、 作家 を 發生舉 的に 扱って、 そこから 出た 結論 をつ かみ 出す、 それが 實證的 研究方法 とい 

ふ もので はなから うかと 思って ゐる。 從 つて 私 どもから いふと * 作家、 作品 を 發生舉 的に 調べる こと 

が、 何よりも 寶證的 研究の 第一義 だとい ふ 風に 考 へられる。 

かう いふ 發生學 的 研究が 明治 文 舉には まだまだ 少ない。 かう いふ 研究の 少な いのは、 一般に 明治 文 

^硏究 熱の 徹底し ないた め も あり、 眞面 in な 研究家の 少ない 爲めも あるが、 總體が 日本人 特有の 簡-堪 

巧 利 主 纏が 此の方 面に も 及んで、 何でも 手早く 一家の 昆識 とい ふの を 出したがる 結^  (その 實は 兑識 

でも 何でもない ことが 多い) である。、 王觀的 オナー 1 ズムを やって ゐ たので は、 いつまで たっても 明治 

文 舉の眞 の 姿なん て 分かる もので はない。 

今 n 誰に 聞いても， 硯友社 以後の 文擧 は相當 分かる やうに なりました とい ふ。 して さう であらう 

か。 私 は その 逆で は あるまい かと 思 ふ， - 私の場合で いへば、 硯友 社までの 文學が 多少 分かる やうに な 

つたと いふべき である。 硯友社 以後の 文學 の相當 分かる やうになる の は、 これから であらう 3 私 ども 

から 兑 ると、 硯友社 乃至 それ 以後の 文學は 研究 問題の 連績 である * 分かる どころではない" 此のと こ 


ち、 分る とい ふ 語の意味に 可成り 大きな 相違が ある やうに 思 はれる。 從來、 明治 二十 年 前後までの 文 

舉は、 黎明期と か 何とかい はれ、 文學 史上で はた^ 新舊 つなぎの 意味で 數頁 乃至 二三 十 頁 だけ 記載す 

るの がつ ねで ある。 ところが、 私の 『明治 文舉 叢刊』 は大體 その 時代 を 扱った ものであるが、 六 百 頁の 

. 大册七 八册を 重ねても 研究し 足らぬ やうに 思 はれる。 此の 時代 は 私から いへば、 つなぎで はなしに、 

明治 文擧 一切の 本源 だ。 かう いふ 見方で か& ると. 私の 研究 位で はま だ 不足な のが 當然 だと 思 ふ。 

硯友社 以後 は. 人に よれば 全く 耕されつ くした 畑地の 様に 見える かも 知れない が、 私から いへば、 

何う して 何う して 遣利澤 山、 言 を 少し 誇大に していへば、 未開拓の 處女 地が 眼に つき 過ぎる 程つ く。 

かう いふ 見方と、 發生學 的 方法と 多少 關 連して ゐる こと は. いふまで もない。 

六 紅葉 山人の 父 

明治 文舉 華やかな りし ころの 花形 中の 花形 (Q れョ e  la  cr6me とい ふや ッだ) はとい へば、 紅 露 

逍鷗 とい ふ。 今日 逍遙. 鷗外 のこと は 比較的 明白に されて ゐ るが、 眞に 花形と いふ 稱 呼に 相 應 はしい 

紅 露 二 家に ついて、 吾々 の 知る ところが 何れ 程で あるか， よく 考 へて みると その 極めて 少ない のに 呆 

れ ざる を 得な， 5。 露 伴 氏 はま だ 現存で あるから、 傳記的 研究の 發表 その他の 上に ついて 種々 不便が あ 
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叢 話 篇  六 三，？ 

ると しても、 紅 紫 は 明治 三十 六 年に 死んだ ので ある、 死んで から 三十 何年 經 つのに、 あれ だけの 名 を 

負って 死んだ 文壇の E 匠が た.. 一部の 權威 的傳記 ももたない。 この 點で いっても、 從來の 明治 文擧研 

究の K に 好ハ. ^減の ものだった とい ふこと が、 察せられ るので ある。 これが 外國 だったら、 殊に 傳記 

^きの 英 Is たり だったら、 もう 立派な 單 行の 傳 記が 十册 以上 出て ゐ るに 違 ひない。 單 なる 研究 書 も 

毎お  一二 部 は 出て ゐ ると 思 ふ。 さう 考 へた ビ けで も、 私 ども は、 明治 文擧 研究者で 候と 濟 した 顔 をし 

てゐ るの が 恥 かしい 氣 がする。 

總體の 見方に してから が、 從來の 見方 は、 完成した 巨匠と して 紅葉 を 見る。 私 どもから いふと， 紅 

葉 は 未完成の 作家で ある。 成る 程 文章 家と して は 一種 完成の 域に 達して はゐ たらう。 然し 眞の 意味で 

のト説 家と して は、 紅葉 は 未完成の 青年であった。 自分の 未〕 兀成を 紅葉 は 意識しても ゐ たらう が、 周 

圍ゃ 弟子 ゃジャ ー ナ リズムが 承知せ す、 完成 性の 假面を もって 紅葉 を 窒息 させて しまった.^ 紅葉 は、 

一生^ 屈で 苦しかった らうと 思 ふ。 はたで うるさく 奉り 上げなければ、 今少し 靑年 らしく 素直に のび 

られた 人 だら う。 先生 先生と 四角張られた 紅葉よりも、 佐 渡 漫遊の 浴衣 姿に、 紅葉の 本然の 姿が 出て 

ゐ はしない か、 少く とも 今日 吾々 に傳 はって ゐる 紅葉 は、 假面を かぶされ た 紅葉で ある。 この 假面を 

打ち破らなくて は、 眞實 のこと が 分かる もので はない。 

明治の 文豪 中で は 紅葉な ど 比較的 研究家の 多い 方で ある， - それで ゐて 此の 態たら くだから、 自餘の 


人々 の 場合 推して 知られ やう。 然し その 紅葉に してから が， 作家と して 立つ までの 傳記 など、 まるで 

調べ も 何もされ てゐ ない。 紅葉の 父 は谷齋 とい ふ。 谷 齋は牙 彫の 名人と して 名 を 得て ゐ るが、 一面に 

は 甚だ ノト— リアスな 人物で、 赤 羽織の 谷齋 などとう たはれ、 封. B 間 同様な 眞似 もして ゐた" 花柳の 遊 

び も 好み、 酒に 耽り、 女郞を 落籍す る、 品行の 點 では 何う にもなら ぬ 人物で はあった とい ふ。 紅葉 は 

この 谷齋の 子で あると いふが * 谷 齋は武 を 姓と し、 尾 崎と はいって ゐ ない。 尾 崎 は 母方の 姓と かい 

ふ。 かって 少年 紅葉が 仙臺 1, 敷の 岡 千仞の 塾へ 入った 時の 届書 を晃た ことがあ るが、 それに は 確か 尾 

崎 惣五郞 の 子と かいふ ことにな つて ゐ たみ-思 ふ。 此の 惣 五郎と いふの は、 谷齋 では あるまい。 谷齋は 

何故に 武田氏 を 名のって ゐる のか、 紅葉が 何故に 武田 氏と いはす に 尾 崎 を名乘 つて ゐる. のか。 紅葉の 

母 は 何う したの か。 母と 谷齋 との 關係は 如何。 さう いふ 變態 的な 父母 關 係が 幼い 紅葉に 何う いふ 影響 

を與 へた か。 かう いふ いろいろな 問題が、 作家と しての 紅葉 を 形づくる に 或る 根 强ぃカ を もった 要素 

として 動いて ゐ はしない か。 作家と しての 彼の 思想、 殊に 彼の 女性 觀 など を 形づくる 上に、 何等かの 

强ぃ 感化 を與 へて ゐ はしない か。 彼 は 少年 時代 可成り 苦勞 して 生長した らうと 思 ふ。 此の 苦勞 が、 硯 

友 社で も 彼 を 兄 分 株に した ものであると 思 ふ。 彼の 可成り 强 ぃ道德 意識、 これ は 父の 所行に 反撥した 

のでな からう か。 名人肌の 遣 傅、 これ はいふまで もなから う。 

紅葉の 傳記 は、 此の 谷齋 問題の 撿 討から 始められなければ ならぬ。 自分が 谷齋の 子と いふ こと は、 
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叢話篇  ーさノ 

紅葉 も 生前 殆んど 隠し 通して ゐ たとい ふ。 今日 尾 崎 氏の 遣 族で も あまり 觸れ たくない 問題 力 も 知れな 

い。 然 ノ 研究^と して は、 さう いふ 私情 を 或る 點 まで 克服して 進まなくて はならない。 

谷齋對 紅葉の 問題の 如き は、 露の 一例と いって 可い。 かう いふ 問題が まだまだ ある。 

七 中 西 梅花 

詩人 梅花の 如き も、 明治 文舉 家の 今少し 研究して 可い 人物で あらう。 

梅花 は 二十 叫 年 『新 體梅化 詩集』 を 出して 間もなく 狂死した とい ふ 事に なって ゐる。 然し これ は 一.. - 

ん でもない 間違 ひで、 私 ども は 機會の ある 毎に 訂正 を こ k ろみて ゐ るが、 なかなか 訂正し 切れす 4 

曰で も 二- SI と 書いて ゐる 人が なくない。 それと いふの も、 一 つ は、 此の 說が曰 憂の 『明治 大 

正 詩史』 の 如き 有力な 著作に 載錄 された からな ども あらう。 

ま— E が 二十 g:f こ. 死んだ のでない こと は、 內田魯 庵の 日記に 明證が ある。 一度 發 おして 奥 力，^ 

處 かの 顚狂院 に 入れられた 梅花 は、 二十 八 年 六月 癒って 退院し、 內田 氏の 許に 本 を 借りに 來てゐ る。 

さう して 『沈 靜錄』 とい ふ もの を 借りて 行って ゐる。 それから 確か 二十 九 年に なって、 梅花が 叉 入院 

したと いふ I が ある。 この， こと は 私 も 詳しく 調べて I いが、 須藤秦 SSI 氏の f よ 


ると 三十 五六 年頃まで 生きて ゐた笞 とい ふ。 何う も 三十 年 以後 死んだ こと は、 確かで あるら しい。 

此の 梅花の こと も 疑問 だらけで ある。 露 伴 氏の 談 によると、 父は淺 草で 醫者 をして ゐ たとい ふ。 私 

が複雜 な手繽 をつ くして、 松澤 Q 果 鴨の 後身) の 病院 日誌 を 少し 見せて もらった ところに よると、 原籍 

は 淺草千 束 町、 出生地 は 千 住 小 塚 原と なって ゐる。 生れた の は、 慶應ニ 年 三月で、 紅 露より 一歳 年長 

である。 若い 頃の こと は 格別 分らぬ が、 任 天 居士 田 島 象 二に 師事した ものと いふ。 それが 何う いふ 傳 

手に よるの かわからない。 さう して 一 一十 歳に もなら ぬう ちに 大きな 塾め くもの を 開いて 生： を 養 45^ し 

たりした とい ふ。 そこで 何を敎 へた もの かも 亦、 わからない。 任 天が 十七 年頃 讀 新聞に 人 社した が、 

それが 緣 となった か、 任 天の 紹介で 響 庭 篁 村と 知り、 篁 村に 兄事して 種々 文藝 上の 敎へを 仰いだ 0 幾 

ば くもなく 篁 村の 推 挽で 讀寶に 入社した とい ふが、 それが いつ 頃の ことで あるか、 紅 露 入社の 時 はも 

う 入って ゐ たとい ふから、 二十 一 年頃の ことで は あるまい か。 梅花 は その 才、 紅 露の 比で なく， 义擧 

問 もさうな かった ので. 社內の 下端 連中から 馬鹿にされて ゐた。 自分で も それ を 知って ゐ たので， 平 

生で も大 にこれ を氣 にし、 新 閬小說 の 執筆の 如き.， 惡く いはれ まいと て 大變な 苦心 をした もので あつ • 

た。 それに も 係らす、 これと いふ 當り 作がなかった ので、 今に 見ろ 今に 見ろ とい ふ 念が 絕 すいきり 立 

つて ゐ たとい ふ、 - かう いふ 過激の 心的 緊張 も， その 狂疾を 煽る 一因と なった もので あらう。 

然し 狂疾は 何う も遣傳 であった らしい。 梅花の 姉 某 も 狂疾で 歿した とのこと. - 梅花 は 平生で も 幾分 
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狂 IP 物で、 II.  011 10、  ^^^^^^ 

， . 、こ 二，、 1 レ e,o/J。  .siiJQ  一  二 をい ふと 威る 時の^ tfe: 針 Ts^ 

b.co 义 から の 藥かを 盗んで たえす のん てゐた ず， ィ r  一二  V 

ゐナ 夂の藥 f 力  -b.^b^l 义、 友人な どと 散歩して ゐる 途中. 突然 

の 奪で、 何事 かに 興奮して 晉 かみ 碎 いた こと 力あった 又 友人  し ゥ 

骨 P に 入り、 陳列して ある 大瓶 を とりあげ、 値 をき くな り、 大地に 打ちつ けて それ を碎き まの 

呆然た るを 見て、 呵々 大笑して 去った ことな どもあった。  . ズ。 f: 

J が、 梅花 の狂疾| し た直擦 因の 第一 は、 

is ふの は、 當時紅葉 館で は、 先づ 二枚目 看板と いふと ころであった。 きの 舊？ 連の 紅 

s、  10 『明 冶 文寶』 などに も 見えて ゐ るから、 別に 詳し： -說< まで もな. >  力 l^c 

手の hr で、 f 銘々、 美人 liii のま。 IIJ 

が1梅花は、眼も大きく鼻も 高く，なかなか好ぃ男振りでぁったが 今 もい ふ々 擧 

動^ 菅 逸して ゐ るので、 何處 かしら 霞 味 I ところが あり、 梅 1" ド问 ま了る つに て、 つ" い 梅：： 

まさの 方で 退り 込み を するとい ふ 始末、 梅花 先生の 焦心 一方で ない。 そこへ もつ い" 

I つて ゐる 連中 はこれ は 面白い とば かりで、 傍から しきりに 梅花 をけ しかける 梅花 は f U せ 

る 1 ふ 次第で ある。 だが たうとう ものに ならす、 梅花が 見 囊戀 した。 inf. 

痛い、 レ 的 打撃と なった。 それから 間もなく 藝を 飛び出し、 國民 に 人 社した が、 


でなかった らしい。 二十 四 年の 暮に * 新年 小說 起草の つもりで 伊豆 伊東に 赴いた が、 旅 宿の 喧騷 のた 

あ、 期日までに 起草 出来す、 これ を氣 にして その ま.^ 發 狂した とい ふこと になって ゐ るが、 然し その 

前、.. 出家して 美 濃邊の 寺に 入ったり、 露 伴、 太 華.， 篁 村と 木 曾から 上方 旅行. を 試みた 時， 途中で 酒の 

上から 篁 村と 大 喧嘩 をして 仲間割れ をしたり、 先づ 詩集の 出た 前後が、 相 當甚ぃ 狂態であった らしい 

ので ある。 かう して、 遂に 約 十 年^、 世間から 忘れられて、 三十 年 以後 狂死した こと は、 前に 書いた 

通りで あるが、 たど 梅花が 讀寶に 入らない 前、 . 田 島 任 天との 關係、 その 頃の 敎養， 文學 思想- さう い 

ふ もの を 今少し 知る ことが、 『梅花 詩集』 を解釋 する 上に 於いて * 何う しても 必要で ある。 外的の 梅花 

は 以上で 一 通り 分かる にしても、 內 的の 梅花 を、 今少し 何とか 工夫して 調べられぬ もの か 何う か。 詩 

人 梅花 を 知る に は、 此の 內 的の 梅花 を もっと 調べなくて はならぬ と 思 ふ。 

八 學 堂と 政治 小說 

擧堂は 現に 代議士の 職に あるのに、 その 政治家と しての 使命 を 終った かの やうな 口吻で 彼を議 する 

の は、 不遍 であらう 3 然し 多くの 新聞 雜誌は 表面 さう とい はぬ まで も 皆 さう いふ 口吻 を 示して ゐ るの 

は、 事實 である。 私 は、 政治家と しての 擧 堂の 使命が もうこれ で 終結した もの か 何う か、. それ は 知ら 
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ない。 然し 叢 上し. ト らいって、 I に 是非 やって もら ひたいと 思 ふ 仕事が-一 っ殘っ てゐ る。 

ない t 私と もび さい  一大 さ 口，， ，作って 置いて くれる こと だ。 三宅 雪嶺 先生 

よ、 お ド i.- の夂冶 マリ 經歷を 織り込ん て 一大 政 ュ/,  一.^ を， 1  了， 一一 

は ， リのビ ま そ.^ で 4 く はない が、 何う で 先生 はやられ ないだら う。 これ は 何う して 

あとり が やって 下されば それても？^5^"く^.? レカ 1 

あると ふ。 寧 堂なら 此の 點て チスレ i^at  ：  ？  f»  f  .3 

これと て- 靈が 昔し 政治 小說 『新 曰 本』 を， たこと を想 ひ S は 昔き 

uui 外，. 1 片 づける t 知れな、 iiilii 

た杵 柄と やらた 案外- - まく 片 力 .  is 

ら、 を,, li- が |な政 冶 II つた ものになる であらう と f  fin  sf 

^^u^t.  11  i 界 illi,- て ラン ビキに 

:t  r れ ^模廣大_ よ 小說的 形式！ 々急 I したら 、大衆 的 I としても ら！ rr れ- 

vs. 生半可 If  く s™.f  f 出す よりも > 

J"  、/--、、  r.?s ヒ、 召 stii^.! '月 翁觀， t "三 , -, a* ゝ 

寶の側 面觀 として. 世界的 寶行 集す と 置 力！"  S 上 ；十， 


物故 文人 獨談議 

I 

十月 〔九 年〕 特别號 の 「文藝春秋」 に 物故 文人 を^ぶ 座談 會と いふの が 載って ゐ るが、 座談 者の 顏ぶ 

れが顏 ぶれ だけに、 近頃に ない 面白い 讀 物であった。 物故 文人と いっても、 大體は 今度の 文藝 懇話 會 

主催の 文人 祭りに 加 へられた 約 五十人の 人達 を 中心に しての 逸話 を ひろった ものであるが、 丁度 それ 

を讀み 了って 面白い なと 思って ゐる ところへ 「傳 記」 の 伊藤 氏が お出で^、 あの 座談の 眞 似と いふの 

ではない が、 矢 張 あ.^ いふ 明治 文人の 逸話 拾 ひ をして みて 貰へ まい かとの ことで ある。 よろしい と 承 

知した が、 あまりに 書く ことが 多い ので、 一寸 緖ロ をつ かむ に 苦しむ やうな わけ だ、 そこで 面白い な 

と 思 ひついで に先づ 右の 座談 會の 記事 を 1 1 つ 三つ 追 補 するとい ふやうな ことから 始める。 

齋籐綠 雨 
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.  六 四 四  _ 

If のきろ で 佐々 木 I 博士 は 「本 所綠町 S 屋に 住んで をった ので、 綠 雨と S たんです」. ： 

と 意が、 本人の 德が號 について 何も 言 はすに 死んで ゐ たら、 立派に これで 通る であらう し、 叉 僕 一 

等に してから が、 必 I うだと 思ったら う。 然し 雷 自身が 「日 I」 (『みだれ 箱』 の 中) でち やん， と ： 

,s う f して ゐる 以上、 佐々 木 博士のお 說は、 その f では 通らない。  - 一 

二 主 年、 三年の g るべ し。 今 t へば いらぬ 謹 も、 5 曼 似に ほしくな つて I る讓 j 

の Hn、  il とかき て 送られし に、 前者 は 其 こま 盛る文壇 の 花形と もい ふべき 作家の 

頭字 一つ宛 寄せた るに ひとしければ、 避けて 後者を擇 みし は、 是亦德 に 因み ありければ なり。 綠 

，ま 若紫の しづく を 謂 ふと ぞ。  一 

U,  |ゃ今曰 新聞 ilf し 11  (『汗血 千晨』 I  ？  I  ： 

佐 I 木 博 志 S ふの は... 初めの， 「江 東み どり」 の 方で あらう。 それ は， 確に 本 所綠 町に ゐた 力ら- 

に 違 ひない。  •  .  (  1 

大標楠 緒 子  - 

大塚 直に f る， 木 博士のお 話 は 非常に 面白かった 、「非常に 直 I の 人で、 姿 の魔 


I 


した」 云々、 いかにも 才色兼備の 佳人であった らしい。 

大塚 女史に ついて * 僕が 一 寸 聞いた 或る 老 博士の 談話が あるの だが、 これ を このま- -信 すると • 女 

史は 全く 一種 コケット かヴァ ムプ 型の 女性と なって しま ふ。 僕 は 勿論 大塚 女史の こと は 知らぬ し、 老 

博士の 談話の 眞否は 保さぬ が、 その 談話 を その ま.^ 出す と • 女史 は 元來、 虚榮 心の つよい 人で、 將來 

の 夫と 白羽の 矢 を 立てた 男性が、 後の 保 治 博士の 外に 今 一 人あった、 その 一 人が 夏 目漱石 だとい ふの 

だ。 而 かも 女史 は 此の 二人の 何れに 向っても、 その 人 一人に のみ 意が ある やうに 見せて、 うまく あや 

つ &てゐ た。 それで 保 治 は 勿論、 漱石も 女史と 結婚 出来る ものと 思って ゐた。 漱石は 保 治と 科が 遠 ふ 

が、 これ もヂ クソン 敎授 門下の 秀才で 有名であった。 初めは 保 治 も 漱石も 女史に あやつられて ゐ ると 

いふ こと は 知らなかった らしい。 それでい よいよ 卒業と なると、 女史 は 漱石を 斥けて 保 治 をと つたと 

いふの だ。 漱 石の 失 戀の苦 は 可 1^ り 深刻な ものが あった。 鎌 倉へ 參 ft に 行った の も • 東京 を 去って 松 

山に 行った の も、 これが 原因 だとい ふ。 保 治 博士 は、 後で 夫人から その 漱 石の 一件 を 聞いた かして、 

種々 漱石引 立 役と して 働いて ゐる。 漱石 を大學 によんで 來 たの も、 保 治 博士 ださう だ。 これ は 話と し 

てはい かに も 面白い し、 又漱 石が、 その 小說に 『虞美人草』 以後 好んで 三角 關 係め くもの を テ ー マと 

して 取り上げて ゐる 一 つの 傾向が 見える とい ふ 事 實の說 明と しても 役立つ と 思 ふが、 然し 肝心 S 漱石 

側か 女史の 遣 文 かに この 關係 をヴ H リファイ する 材料が 出て 來 ない ことに は、 傳記 資料な どと はい へ 
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ない。 だが 種々 の點で 一 考に價 ひする 話で は ある。 漱 石が、 大塚 女史 を § た 「ある 程の 菊 なげ 入れ 

ょ宫の 中」 とい ふ 句 も、 若し かって さう いふ 關係 があった ものと 考へ てよ むと、 何 かしら 「これで 何 

も かも 淸管れ たの だ」 とい ふやう I 石の ホットした 氣 持が 感じられ はしない か。 もっとも 此の 時 

は淑石 自身 修善 寺で 病んで ゐた 時だった かと 思 ふが。. 

長 田秋濤 

長 田 秋窗 項で、 霞さん は舊を 三 高 出です、 樗 牛と 同じ 位」 といって ゐられ るが、 秋 管 二 

高に ゐ たこと はゐ ま、 出す に 洋行した ものら ヒ。 秋 管 洋行 は 明 沿 二十 二 年 音で ある。 f は 

二十 一年 一月から 二 高 生活 をして ゐる。 而か もこの 時 は豫科 ださう だから、 若し 藝も樗 牛と 略 ぼ 同 

時に 入學 した ものと せば、 秋 濤の方 は 豫科を 半分ば かりで やめた ものら しい。 

それから 千 葉さん の眷 葉と して 「何處 の 人です か、 長 田 氏 は ：.：. ぢゃ 岐阜 かね」 となって ゐ ると 

ころが あるが、 これが 他の 人々 の 墓なら ともかく、 千 葉さん の I 葉 だけに 少し 困る。 斯 si 

の 言と して 皆が 信用す るから だ、 もっとも 英雄 人 を 欺く とい ふこと も あるから、 或は 他の 人々 に調予 

を 合せて ゐられ たの かも 知れない が， これ は 訂正 をして 置き ませう。 


長 田秋濤 (名 は忠 一、 タ，、 イチ) は 生地 は靜岡 だが、 お父さん は舊 幕臣の 長 田 鲑太郞 とい ふ 人 だ、 だ 

からま づ 準江戶 子と いってい \ わ けだ。 フランス語 は 父親の 代から 達者だった J 鲑太郞 は沼津 の兵學 

校で フランス語の 先生 をして ゐ たが、 明治 政府に 徵 出されて 外交官と なって 諸 外國に 出かけ * 晩年 は 

宮內 省の 式部官 か 何 か をして 明治 一 一十三 年の 四月 なくなった。 さう して この 翌月 秋 SI がすぐ 洋行した 

わけ だ。 これ は 父親の 遣 志で あると も閜 いた。 さう して 足 かけ 五 年 目の 二十 六年歸 期した" 五 年の 大 

部 は英怫 殊に フランスで 過され た。 それからの 履歷は 詳しく 書けば 際限がない が、 大體 あの 座談 會で 

でも 知られる から 止めて 置く。 然し 著作の こと だけ は 一 言して 置かう J  , 

秋濤の 最初の 譯物は 何が 一 番 最初 かとい ふこと が 問題と なって ゐ るが、 江 見さん は 「三 恐悅 だら う」 

とおつ しゃって、 先づ さう 落ちついた 形に なって ゐる。 然し 文壇で 認められた 最初と いふなら これで 

もい.. T だら うが、 た 最初の 譯か 作と いふ ことになると、 今少し 前になる。 作に は、 二十 七 年に 發表 

した 「菊 水」 とい ふ 二 幕 物が ある (十月 三日 以後、 報知)。 又譯 では それより 更にす つと 前、 洋行す る 

より まだ 前， 恐らく 高等 學校 以前の 學習院 時代 かも 知れない、 明治 二十 年 二月に 『當世 二人 婿』 とい 

ふ ものが^て ゐる。 これ は 秋濤の 原譯を 依田 擧 海が 推敲した ものである。 原作 は ドクトル • シュ I プ 

レと いふ 人の 佛國 文範と いふ ものから 出て ゐ ると いふが、 シ H  I クス ピャの 『リャ 王』 を 下手に 模败 

したやうな 大して 面白く もない もの だ。 然し これが ともかく 秋濤の 「最初の 譯」 たるに 違 ひない。 
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高山 樗牛 

の， 力の 秀拔 とい ふこと が、 登 張 氏の 談 として、 同じ 囊會で 保管れ てゐ る。 これ は 一寸 

ま 物であった。 何故と いふと、 從奪々 の 問で は、 樗 牛が そんな if 本が よめない と.^. - こと 

に傳 はって ゐた。 の 文科で 先生して ゐた とき、 英詩の 麗 をした が、 豪資 氏な どに 始終 ト 

ツチ メられ てば かり ゐ たとい ふやうな 話に なって ゐる。 これ は 或は 當時 S ァシチ 高山の ゴシッ フカ 

その ま k 今日に 及んで ゐ るの かも.^ れなレ 

尙ほ 同じ 文藝春秋の 「話の I」 とい ふ もの、 中で 菊 池 裏が、 二 輩と 紅葉の 创作舊 について 

書いて ゐ るが、 短い けれど クッキ リ としたい、 もの だ， たさ 輩の 「豪 は 男子 一生の 事業で ない」 

云々 に は、 今少し ニ擊の 當時の 文壇 的 位地と いふか、 時代の 待遇と いふた さう いふ ものから き 

ノ. H くて はわから ぬと ころが ある こと を、 注意して 置きたい。 

それから 前記 座 響の 記事 中に 「寡 分に して」 とか 「i」 とかい ふ 語が あるが、 これ は 「蒲に 

モ」、 「I」 と あるべき であらう。 霞 は 漢壽亭 魏羽を 縮めた ので は あるまい。 fyf 


識は、 今少した てば 日本の 文章 界 からの けられて しま はう から 佝ぅ でもよ く は あらう が、 使 はれて ゐ 

る 現在 だけ は 正しく 使って いた^きたい。 

一一 

そこで 今度 祭られた 文人 達 約 五十 名のう ちで、 右の 座談 會に 名の 出て ゐ ない 人々 が 一 寸 十五 人位 あ 

る。 篁 村、 南翠、 淚香、 思 軒、 霞亭、 春浪 など だが、 そのうち でも 比較的 近い 作家 や 若い 年輩の 人達 

のこと は， 割に 知られて ゐ るので、. それ はやめて * 上に 名を擧 げたやうな 人々 のこと を 少し 語らう。 

それに は 以上 七 家に 右の 座談 會で 比較的 冷淡に 扱 はれて ゐる らしく 見える 美妙、 一 一葉 亭のニ 家と 三 遊 

亭圓朝 を 加 へ 都合 十 家と した い 。 

. 饗庭篁 村 

篁 村 は あの 「むら 竹」 に收 まって ゐ る小說 を讀ん でも 想像され る やうに、 いかにも 輕妙 洒脫、 世間 

の 酢い も 甘い も かみわけた 大 通の やうに 感じられ るが、 然し 實 際の 人間 篁 村 は 決して さう した 大 通人 
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ではなかった とい ふ。 酒 こそ 飮ん だが、 大 通に つきもの、 女 買 ひの 味な ど 殆んど 知らす、 この バ說に 

見る 通人の 面影な ど は、 全く 讀 書と 觀 察から 學ん だものと いふ。 割に 神經 質的で、 物事 を氣 にかけ 易 

く、 平日 腹に 思 ふこと をい はぬ 代り、 醉ふ とそれ をち くりち くりと 皮肉に 出して、 よく 傍人が 困った 

とい ふ。 

文壇で は、 同輩と して は 幸 堂 得 知、 右田 寅 が 最も 親しく  * 後輩で は 幸 田 露 伴が 氣に 入りで あり、 

刖の 意味で 坪內 逍遙に は 推服して ゐ たらしい。 最も 嫌 ひなの は， 齋藤綠 雨であった。 

普： S の 文學史 などに は、 篁 村で も南翠 でも 春の や 興起 以後の 人の やうに 書いて あるが、 これ は 間違 

ひで、 篁 村 は 早くから (明治 十 年 前から) 讀賣に 筆 をと り、 十四 五 年 は その 績物 ゃ雜 報の 文^が い 力 

にも 洒落たい- - ものな ので、 岡 本 起 泉、 古川 魁 蕾と、 三才 子の 評判が あった。 篁 村の 先 蒙と して 敎を 

仰いだ 人に は、 高 畠 藍 泉、 前 田 香 雪な ど、 いふ 人が ある。 だから 春の やの 文壇に 出た 十八 年に はもう 

記者 中の 古參 で、 文壇の 大家で、 いは 篁 村の 全盛時代と いっても よい ころ だ。 小說集 『むら 竹』 も、 

十七 八 年頃から 讀寶へ 書いた もの を、 二十 二 年に なつてから 雜誌 風に 刊行した もの だ、 此の頃 出た 力 

ら、 丁度 この頃 文壇へ 出た 人の やうで 考 へて ゐる人 も あるら しい 力 以ての外 だ。 

篁 村 研究な ど. - いふ もの もま だ 見えない が、 佐 藤 春 夫 氏が 篁 村に 興味 を もって ゐ ると いふから、 そ 

のうち によって 立派な ものに 纏められる ことで あらう。 


晚年德 川 時代の 文 擧史を かくと いふので、 妙に 學究 的な 仕事 を 始めた が、 そのために 小說の 方の 筆 

がた るみ、 それなり になって、 自然 文壇から 退く ことにな つた。 

酒の 好きな 人で、 機嫌が よく 醉 ふと， その 獨 得の 警句 や 洒落が ロを衝 いて 出る とい ふ 風であった。 

往々、 晚 酌の 膳に 向 ふ 時に 一 卷の本 を 手に して、 且つ 讀み 且つ 飮む やうな こと もあった。 さう して 醉 

眼 朦朧と なる うちに も、 讀んで 住所 妙所に 至る と、 家人に 說 いて 聞かせた ものである。 然し 膳の 看に 

は 箸 をつ けない ので * よく 「書物 を 看に して ゐる」 とい ふ 話が あった。 

新體 詩人 中 西 梅花が 一時 篁 村の 門弟 格に なって ゐた。 

須 籐南翠 

篁 村 全盛時代、 矢張り 一方に 雄視 した 人で、 紅 露 以前に 紅 露みたい な 位地に あった。 篁 村 は、 商家 

の 出 だからと いふので もなから うが， 好んで スケ ツチ 風の 世話物 を 書いた。 南翠は 武家の 出で • その 

趣味 か 何う か 知らぬ が、 これ は 篁 村と 反對 の、 馬 琴 張りの、 ヤー 一の 多い、 大道具 を 並べた てた 時代 小 

説で 賣り 出した もの だ。 南翠 が、 もっとも 膏の のった 創作 時代と いへば 明治 十八 年頃から 二十 年頃 ま 

で だが、 この間、 改進 新聞に 據 つて 「照 日奏 r  r 綠蓑 談」、 「新粧 之 佳人」 等の 作を發 表した 時 は、 め 
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六 五 二 

叢 話^ 

ざまし いものであった。 一般の 人氣 からい つたら、 篁 村より すっと 上であった かも 知れない。 

. 書く ものが ァ クが拔 けない 割に、 遊びの 劇しい 人であった らしい。 それ も 主として 小 新聞の 有喜 世 

や 開花の 記者 時代で あらう。 

新 If なる 前 は、 矢張り 眞曹に I 問題 か 何 かに 奔走して、 當時 蒙に あった 露 父々 を 

救濟 する つもりで • 圑直樹 に 謀って 舉校を こしら へようと したりし たとい ふ 

南翠 も、 綠雨 などに 揚げ足 を とられてから 漸く 名が 傾いて 來た。 元來 が獨學 といって い &經歷 の 人 

であった から、 裏の 文章な どの ァラ さがし をす るの はわけ のない ことであった。 而 かも その. ず 

小說の 生命 はま だ 文章に ありと されて ゐ たから， その 文章の ァラ をで きま はされ る こと は、 作 S 

致命傷と なるやうな ことが 少 くなかった。 明治 亍五年 大阪へ 下って 朝 曰に 入った が、 これが $ の 

名 を 中央 文壇から 遠の ける 第 一歩であった。 

然し 小說 はかく、 論文 はかく、 雜報は 勿論よ し、 需速 いし、 新聞記者 として i 寶な 人であった 

らう、 4 冊 文と いへば、 啓蒙 的 だが、 ほんと に 政治 論 や 憲法 論な ど を 書いた もの だ。 

南翠は 目先が きいて ゐ たので、 新しい も Q が 好きで、 豪 上で も 新しが つた 方. た。 作 中に 舊 など 

を 盛んに 人れ たの も、 春の やの 眞似 だ。 『小說 神髓』 が 出る と 直に 賛成した の も南翠 だが、 然し、 こお 

ど は 折衷 的な 意見 を もち 出して、 自分の 從來の 立場 をキ 張して みせた。 


大阪 時代 は 殆んど 冬眠 狀 態に あつたが、 晚年歸 京 後、 名僧 傳 『空 海』、 『法 然』 『天 海』 などに 着手 

して、 その 生涯に， 一新 境地 を拓 いた。 

森 田 思 軒 

思 軒の 學問 は漢七 * 英三 とい はれた、 英 111 か 何う か 知らぬ が、 思 軒が 漢學に 深入りし 過ぎて、 文人 

として は 損 をした ところが ある。 

矢 野龍溪 門下で、 初めは 政治家になる つもりで ゐた。 ところが 龍溪 の手傳 ひに 渡英して 本場の 實際 

政治 を 見聞して ゐる 中に、 政治と いふ ものが 案外 ク ダラない もの だと 覺 つて、 文 學に轉 じた。 何でも 

この 轉 向の 裏に は 親分 矢 野から、 何 かさと された か， 又は 思 軒 自身 何 か 自分が 政治 界に 入る ことの 許 

されぬ 形勢に 氣づ いたやうな ことが、 あるら しい。 親分の 矢 野 は、 間もなく 政治 界に 愛想 づ かし をし 

て宫內 省 入り をして しまった からだ。 

思 軒が 文學の 方面に 出た 時代 は、 飜譯も 創作 もさう 嚴 重な 區^ がな く、 普通に は 皆 小 說小說 とい は 

れてゐ た 。それで 飜譯 家の 思 軒が いきなり 小 說家扱 ひ をされ、 且つ その 漢舉の 力が 重き をな して、 二 

兰 年のう ちに 文壇 一 方の 大家に なった。 
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飜譯 王な f ほめ 上げられ たもの だが、 然し その 反動で、 二十 五 年報 f 退いて から は 次第に 不遇 

になり、 死後 全然 不當の 冷遇 をう ける ことにな つた" 

思 ぼり 昔聲 がいかに も 美しい もので、 幸 S 露 伴が 思 軒の 聲を 聞く 度に、 あれ はネ 人の 聲だナ と嘆稱 

して 措かなかった とい ふ。 

It, 妙に 西洋人に 似て ゐ たので、 外 入 さへ 「何 處の國 の 人 だ」 ときいた ことがあ ると いふ 

§ も 酒が 好きであった。 © によれば、 朝から 酒び たしと いふ ことであった。 客が 來 ると 茶の 代り 

に 酒 を 出した ものであると いふ。 

m む 軒が 文章 上の 苦心 は、 自分で も 語って ゐ るが、 大變な ものであった らしい、 この 點は 新聞記者に 

似合 はぬ。 さう 苦心した だけ 自分の 文章 を 重視す る こと も 尋常で なく、 或る 一部の 人々 から 反感 姜 

つたり した。 

原 抱 一 庵 は 思 軒の 衣鉢 をつ いだ もの だ。 浪六も 思 軒の ィキ がか \ つて ゐる 

渡邊霞 享 

恐ろしく 多作な 人で、 いかにも 通俗 作家 大衆 作家ら しい 人 だ。 小說 だけで も、 何百と ある やうに 思 


ふ。 これ は 始終 新聞 小說 家と しての 分 を 守って、 新聞と 歩調 を 合せて 來 たから だら う。 

霞亭は 比較的 近い ころ 死んだ ので、 何 かさう 老人の やうな 感じが しないが、 明治 十六 七 年頃もう 岐 

阜で 新聞記者 をして 小說を 書いて ゐる。 僕の もって ゐる ものに、 明治 十七 年の 日記が あるが、 それに 

は 實に澤 山 小說の ブラ ンを 認めて ゐる。 薄い 册子 だが、 此の 一 册 だけで も 六部 位の 新聞 小說の ブラ ン 

があった 害 だ、 それに 面白 いのは 此の頃 からして 霞 亭は女 好ら しく、 殆んど 毎夜の 藝妓 遊びで、 それ 

が 日記に 一 々書いて あるの だ。 實に 精力の 絕倫、 驚くべき ものが ある。 あの 勢 ひで、 六十 幾つの 晩年 

まで 漕ぎつ けたの は、 呆れざる を 得ない。 

僕が 大阪に 遊んだ の は、 大正の 初め 頃 だが、 その 頃 は、 何でも 霞亭は 愛妾が 五 人 あると いふ 噂で、 

その 五 入の 許 を 交番に 泊り 歩きつ- 1 一  日 も 小 說の筆 を 休めない とい ふこと であった。 

霞亭が 女性に 創作の ィ ン スビレ I ショ ンを もとめた の は、 一 生 を 通じてであった らしい。 そのせ ゐ 

であるか ないか、 霞 亭には 妙に 女の 讀 者が 多かった。 何 か 女性の 描寫に 特殊の 技能 を もって ゐ たもの 

かも 知れない。 

碧瑶璃 園と しての 歷 史小說 も、 相當 見られる ものが 多い- 漉 柿な どと は 違った 味で 人情の 方から 掘 

り 下げて みせる やり方 だが これ はこれ で 面白い。 『渡邊 華 山」 は あの 種の もので はす ぐれた 作で ある。 

霧 
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^話 探 


黑 岩涙番 

I について は、 立派な 單 行の 本 も あり 扉が 別にい はなくても まだ 人の 記憶に 接って ゐ るし、 小 

說も 今日な ほ愛讀 されて ゐる程 だ" 

小著譯 したので 小 纏に されて ゐ るが、 然し 淚香 は、 小靈 にされ る こと は 好きで はな 力ったら 

う。 皮の いふ は 何： M まで も 經世濟 民の 眞 面目な 方に あつたので、 小說家 はい はに 餘 興であった /  J^/ 

家と して 文〕 g 人から 祭られて 何とい ふか、 恐らく 苦笑 もので は あるまい か。 

H. おれの 小說は スト 1 リイで ノべ. -ぢ やない と 威張って ゐた。 時の 產も そのつ もり で淚 

香な ど を、 外 I して ゐ たもの だ。 文 ま 疎外」 たとい ふよりも、 淚 f 方で 文澳、 loi 

り を 敬遠して ゐ たらしい。 

淚 f 說の勇 は 何れも その 原作の 不明と いふ 點 にある。 原作が 何の 小說 かわから ぬが 誠に 面， U 

くよ ませて くれる とい ふきろ に 魅力が ある、 これが 今の やうに 皆 ハツ キリして、 その 原作者 は 彼 地 

ぢゃ 下らん 作家と なって ゐる とか、 あの 作 は t いふ、 i で 書いた んぢ やない などと 一々 いはれ たら 

折角の 淚 ぶ：： の飜 譯小說 も、 その 面白味が 大分 減ったら う； 


淚 香の 小說の 人氣が 立った ころ は 凄い 程で あ つた。 三十 年 以後 彼が 政治問題 か 何 かで 奔走して よく 

小說の 休載 をした が、 さう いふ 時には 讀 者が 連名で 抗議 を 申込む のが 繽 出した。 又 主人公の 蓮 命を氣 

にす る讀者 は、 電話 を かけて あの 主人公 は 明日 は 何うな るかと 訊いて よこした りした。 賞讃の 手紙が 

机上に 山の やうに なった 位 はいふまで もなかった。 

もっとも 淚香 がその 小 說を譯 載す るまでの 苦心 は 大變な もので、 先づ幾 十册の 小說を 自分で よんで 

そ. の 中で 一番 面白い もの を 選み 出し、 それ を 再 して 要所に 朱 線 を 引き、 新聞 小說 になる やうに i5i 分 

をし、 いよいよ 筆 を 執る とい ふ 段に なって、 又 一度よ み 直し、 すっか.=^頭にぃれてから、 原書 を 離れ 

て 筆 をと つた もの だとい ふ。 これ だけ 骨 を 折ったなら 創作で も相當 い- - ものが 出 來 やう。 

大衆の 興味と 終始した ところに、 非常に、 淚香小 說の强 味が ある。 

村 井弦齋 

弦齋 が、 舊外 國語學 校の 出身で、 而 かも a シャ語 を やった の だとい つたら、 今の 讀者は 驚 くだらう 

が、 それが 眞. 實 なの だ。 初期の 記者 時代に は 「村 井寬」 の 本名で よく 飜譯物 をして ゐる。 

文名 を 揚げた の は 報知へ 來 てからで、 一種 獨特の 歷史小 說が當 つたの だ。 弦 齋の歷 史物は 考證も 時 
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叢話篇  .  、 V  g ミ 

代 も 風俗 I はぬ が、 S く、 人 を 泣かせる。 これが 受けた の だ、 鍵の センチ メンタ リズム を S 

i ヽ もち 込んで 成功した の だ。 『冲の 小島』 『櫻の 御所』 など を よんで み 玉へ。 それが よく わかる。 

かう いふ 歷 I で 名 i 買って 置いて、 諷刺 物の 『日の出 島』 に轉 じたと ころが、 こす 力 叉 大變な 人氣 

であった。 これ は 今讀ん でも、 ともかく 讀 める。 因に 弦齋の 『小猫』 を大 if いふ ふれ 込みで 何 

か < ま 勿て 入れて あるが、 大 悲劇 どころ か、 めでたし めでたしの 大甘 物な の だ。 

i が 『日の出 S で 全盛時代- 紅葉 館の 一議が 彼の 小 說を讓 して ゐた。 さう して 屹度 かう い 

ふ く 位の 方 だから 溝と したい、 I らうと、 內心 あこがれて ゐた。 すると 或る 曰 M 館に 文 

士述の 奪が あり、 舊も 列席した。 それと 知らぬ その 霞 は、 客の 一人に 向って 頻りに、 弦齋 さん 

が 好きだ わ を 列べ 立てた。 客 は 徐ろに、 そら あれが 舊君 だよ と敎 へた。 美妓 は そっと 振り向い 5 

齋の方 を つくづく 見て ゐ たが、 「へえ、 あれが ねえ、 あれが 藝 さんです か、 小 說と小 霞」 お 全 

く 遠った ものね え」。 I の藝 は、 彼女が 想像 して ゐた あこがれの 對 象と はおよ そ緣の 遠い 面相 を 

して ゐ たの だとい ふ。  -.  - 


此の頃 は 大分 晃 直されて 来たが、 妙に 人氣 のない 人 だ。 而 かも 明治の 文壇で 天ネ兒 らしい 面影の あ 

る 人と いへば、 さしむ き 美妙， など 第二の 候補に 上る の だが、 どうも 總體の 感じが 女性的で 男性的な 意 

氣、 熱烈な 氣魄 とかいった ものが 少ない。 妙に うちとけない、 よそよそしい、 取り 澄した * それで ゐ 

て淺 い、 薄っぺらな 感じ を與 へる。. 性格 的に 非常に 損な 人 だ。 これ は 然し 女手に 育てられた からで、 

蓋し その 女手が、 何 かひ どい 缺點の ある 女の手だった からな の だら う。 同情すべき ところが ある。 

美妙 程 あざやかに 時代の 兒と いふ 感じ を 示す 文 擧者も 少ない、 歐化 主義の 浪に のって 出て 來 たもの 

の、 間もなく 浪が ひいて 今度 は國粹 主義の 波が 來た、 てもなく オイ テケ ぼり をく つたと いふ 淋しい 感 

じがす る。 こ. -で 彼に、 露 伴みたい な 剛毅な 心が あったら、 と 思 はざる を 得ない。 彼の 努力 精進 如何 

で、. ともかく 反動的な 風潮と 戰ひ、 言 文 一 致に よる 新しい 近代 小說を 作り出す ことが 出来た かも 知れ 

す、 明治の 文學史 がー 寸變 つた ものに なって ゐた かも 知れない。 

たど 美妙 は、 形勢 不可 を 見て 逃避して、 演劇に 向った。 叉 家庭の 事情 もあった かも 知れない が、 辭 

書 編 蟇と い ふやうな 事務的な 仕事に 沒 頭して、 益々 文學界 から 忘れられ 取り 殘 される ことにな つた。 

今一 つ、 彼 は ギッシングの やうに、 女性の 魅力に 對 して、 異常に 弱い 人だった らしい。 もっとも こ 

れは 文壇の 人氣 者と して 一時うた はれた 彼の 環境から 自然に 生じて 来た 副產物 かも 知れない が、 元來 

が 意志の 强ぃ 性格ではなかった らうから、 さう いふ 周圍の 誘惑 ゃチ ヤンス の 手に も餘 計の つたので あ 
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彼 は 一時 は 確に い、 氣 になった， 努力 もせす 刻苦 もせす、 臆面もなく 大讓 をした。 つまり 彼の 天 

ホは、 誰でもない、 彼 自身が 殺した やうな もの だ。 

一 - i6 「I 野」、 「胡蝶」 の 短篇が 有名な だけで、 これと いふ 力作、 代表作がない。 寧ろ 詩人と 

) しての 方が 足跡が 大きく はない 力， -  C  Ei 

.  一： i 研究の 方面の 功績 は、 從來 閑却され てゐ るが、 それ は眞 裏べ たら、 豪の 方よりも 大き 妾 

默を して ゐる かも 知れない。 

一言で いふと、 美妙 は 天才であった が、 それに は IKt 十 先 S せし むる 必須條件 たる S の 力 を 

うたので、 その 天才 は 集中 統一され す、 散漫な、 謹な 弱い ものに なった。 さう してす つ 力り 成長 

せぬ うち 枯れて しまったの だ。 さう いへ る だら う。 

二 葉 事 四 迷 

四 迷 は 明治 文贊 上の 菌。 何で 豪 を やった か、 叉 何で 豪 を やめた か、 蜃は裹 を 何う 考へ 

てゐ たの か、 わからない。 


この 謎と いふと ころが、 明治 文學 研究家 を惹 きつける 最大 原因で あらう、 皆 我も我もと 二葉 亭 解剖 

にか-つて、 幾多の 我流の 解釋を 出して ゐる。 然し 何う もま だ 謎た る を 免れない やう だ。 

二葉 亭 といへば、 すぐ 例の 「文擧 は 男子 一生の 事業に あらす」 とい ふこと が 第一 の 公案と して 研究 

家の 前に 投げ出される。 これ を 解して 菊池寬 氏の やうに 「人生に 意味の ない 文學」 とい ふ 風に 註釋を 

つけて しま ふと 分かる こと はわ かるが、 然し 二葉 亭の 口から 出た のと 少し 遠 ふ。 二葉 亭は • ハツ キリ 

「文 擧」 は 云々 といって ゐ るの だから、 矢張り そのつ もりで 政治、 實業 などと 對立 する ものと して 解 さ 

ない といけ ない。 

二葉 亭は 比較的 晚牛 何故かう いふ 語 を 口に 出した か， それ は、 その 當 時の 彼の 心理に 入って みない 

とわから ない が、 彼 は 恐らく 當 時の 文壇な り 新聞社な りの 彼 を 遇する 點に 何等か 遣憾を 感じ" 幾分 激 

して ゐる ところが あつたので はない か。 その 揚句、 自分の 文 學に對 して 自分で 愛想 をつ かして ゐ たの 

ではなかったら うか.^ この 愛想 づ かしが 文學 云々 とい ふやうな 公理 或は 文句と 固定して 傳 はるに 至つ 

たので は あるまい か， - 文壇に 於け る 晩年の 二葉 亭は、 どうも 可成り 不得意の 時代であった やうに 思 は 

れる。 かう いふ 想像 も 「文學 は 云々」 とい ふ 彼の 言葉の もつ 眞意 を說 明す る 役に はたつ であらう。 

魯庵 「一 一葉 亭四 迷」 (『思 ひ 出す 人々』) の 一 節 11 

「此 時代に (青年時代) に は 單に讀 書した ばかりでなく、 實際的 方面に も 幾多の 經驗を 味 はった。 
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へ. M. 略) 妙な 扮裝 をして S 舍の逹 磨 茶屋 を 遊び 廻ったり、 印胖 纏に 彌藏 をき め 込んで 職人の 仲 問 入 を 

して 兑 たり、 かと 恐 ふと 洋服に 高 帽子で 居酒屋に 飛込んで 見たり、 汚ない 木綿 衣 物の 尻から げか 何 

かで 立派な 茶屋へ 泣まして 入って 見たり。 こんな 眞似 をして、 之が ジ I ズー 1( 人生) だよ と 一 々其 經 

驗を味 はって ゐ た。」 . 

いっか 松 二十 三階 堂 氏から、 矢張り この. 頃の ことに 係る 話 を 聞いた ことがある。 或る 夜、 二葉 亭 

は P 終 纏 姿で- 友人の 橫山 天涯と 二人 松原 氏の 勤 先た る國民 新聞社 を 訪ねた。 二人とも 醉拂 つて 暴 亂- 

な 口調で，.^ かわめいて ゐる。 松原 氏 は 急いで 出て 行って 會 ふと 「おい 松原！」 などと 大變な 元氣だ ■ 

だが 松 11=- 氏が ふと 二葉 亭の顏 をみ ると、 思 はす ハツと した、 特徵の ある 二葉 亭の眼 だ、 その 眼が 醉っ 

てゐ ない。 苦し さう に 正氣で まばたい てゐ る。 これ は 如何にも 二葉 亭 らしい と 感心した。 云々。 醉っ 

た 二葉 亭の 眼が 醉 つて ゐ ない、 これ を 見と めた 松原 氏の 觀察 は實に 面白い と 思った。  ： 

此の 人生 研究の 實驗 で、 いろいろ 面白い 逸話 も あるが、 旣に 追憶 錄ゃ 諸家の 隨筆 などに 散兑 して.^ 

るから 繰 返さない。 

押 川舂浪 


春 浪は冒 險小說 家と して 傳 はって ゐ るが、 春 浪の冒 險小說 とい ふ もの は、 あれ は 政治 小 說の變 態 な- 

の だ。  春浪の 代表作と いへば、 例の 『武俠 の 日本』 『新 日本 島』 の 五部 作 だが、 あれ は 白人の 横暴 を 制 

し、 東洋人の 自由 を 恢復 させて 東洋 をして 東洋人の 天地たら しめ、 日本 を その 新 東洋の 救世主たら レ 

める とい ふ 理想から 來てゐ るの だが、 この 同じ 理想が 又、 明治 二十 年 前後に 大 流行 を： 米した 政治 小說 

なる もの 理想で もあった の だ 

春 浪の諸 作の 先驅 として、 二十 三年の 『浮城 物語』 (矢 野 龍 溪)， 二十 一年の 『旭 章 旗』 (須藤 南 翠)、 

『聯島 大王』 (小 宫山天 香) •  二十 年の 『南. 溟 偉蹟』 (久 松義 典) など を 擧げる ことが 出来る。 これ 等が 

叉 一面 皆 政治 小說の 特色 を もって ゐる。 

春浪は 生前 文壇と いふ もの を 冷眼 視し、 文壇で も. 靑年 作家の 人氣 取り 位に しか 考 へて ゐ なかった 

が、 矢張り 今日で は 立派に 彼 だけの 文學 史的 地位 を もって ゐる。 

明治 文學 も、 よく 調べて みると、 今迄 僕 等まで が 文壇 作家の 自家 防衛の 目 かくしに ごまかされ てな 

たこと がわ かる" 文壇 文學 なる もの は、 よく 見る， M 案外つ まらなくて、 文壇から 邪道 扱 ひに された 文 

舉に思 ひの 外な 時代 的 意義の ある ことが 往々 ある。 
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物故 文人 展 Qis め 朝 も 人って ゐた。 ところが お祭りの 間際にな つて I が はぶかれ ？ 

九 人に なった。 g 朝 を はぶいた の は、 聞く きろに よれば、 泉 纏の 主張で、 t いふ 藝 人き 分 等 

の 先生た る 文豪 紅葉と 一緒にするなら、 自分 は 紅葉の 遣 品 を 出さぬ とい ふ 立て前から、 I に 突 張つ 

たの だとい ふ。  し t ト 

. 観が 文人で ない こと は 誰も 知って ゐ るから、 文人で ない とい ふ I で 省く とい ふの ならこれ は 分 

かって ゐる。 然し 紅葉と 並べる といかぬ とい ふの は、 それ は 鏡 花の 私情が 何う あらう とも、 お祭りの 

委 の 方で 巧と か 頑張って 斷 はるべき であった らう。 ー虔^ 定し たこと を かう いふ^ 的 理由で 改める 

など は、 f たる I 會の 方々 の？ ところと も考 へられない。 (もっと 4 初 入れた のが I つて ゐ 

ると いふの なら、 それ は 別の 話 だ。) 

ft と 並べる といかぬ といった とて、 何も あ I 響 は價篇 f やきで はない。 ，故人と し 

ての 管 祭る とい ふので ある 以上 t 優劣 を もち 出して、 騷 ぐに は當 るまい。 顆は 文人で は&レ 力 

大きい 眼から いふと、 その 靈 上の 一 宗師 たる 點 では、 紅葉に 較べて ま 意と も 劣らぬ き じられ る 


ところが あらう。 た^ 道が 違って ゐ たの だ。 鏡 花の 師匠 聶 属は恕 すべき だが、 聶属 もい & 加減に せん 

と 引き倒す 恐れが ある。 

紅葉 自身 は 祭壇 上で 圓 朝と 並んで ゐても 案外 悠然- コ  >1 コ 笑って 參拜 者の 敬意 をう けたで あらう ノ 

圓朝 は， 文士で はない が、 明治 文學と 可成り な緣 がないで はない、 圓 朝の 人情話が 小說に 化されて 

ゐる ものが イク ッも あり、 叉 西洋 文 學を幾 種か傳 へて ゐる、 又 その 話が 言文一致に. 對 して 影響 を與へ 

てゐ るの は、 美妙 や 二葉 亭の吿 {II でも わかって ゐる。 又 その 話の 筆記が 大衆 文擧の 元祖 格に なっても 

ゐる わけ だ。 

最後に 一言す ると、 文人 祭め 人員 選定 は往々 何 を 標準に した かと， 訝 かられる ところが ある。 背後に 

何等か 懇話 會 のお 獻立を 制 肘して ゐる ものが ある やに 聞かされても ゐ るが、 然し それにしても 懇話 會 

の 方々 からい へば、 いは^ 自分 達の 父祖 兄弟 を 祭る の だ、 他人から その 人選 を指圖 されんで もい &ゃ 

うに 思 ふ。 例へば だ、 明治 二十 年 以前に 小 說界を 代表す る もの は、 春 水、 魯文、 藍 泉、 これ は 三 元老 

で、 これ 等の 名がない、 それから 篁 村、 南翠を あげるなら、 これと 併行す る 小 宫山天 香、 宇 ffl 川 文 海 

がなくて はならぬ。 これ は 一 二の 例 だ。 叉 近いと ころで も 死者 を 祭る とい ふ點に 於て， 左翼 方面の 作 

家 を も 祭られる 人々 の 中に 入れても 然るべきであった らう。 生きて ゐる うち は 鬼 も かく、 旣に 死者と 

なった 以上、 同じ 道に 生きて 来た 人々 の 義務と して、 かう いふ 時に かう いふ 人々 の靈も 祭った とて 何 
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う， て 違 ふ ことがあらう。 尤も この 次と いふ こと も あるから、 その 邊は追 々満足すべき ものになる か 

も 知れない。 

,  (昭和 九 年 十 一 月、 傳記  一 ノ ニ號) 
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本 叢書 は 明治 文 學硏究 の 第 一 人 者 柳 田 泉 氏 十 年 研鑽の 成果で ある 

、二. If 菊判 各 上製 六 百頁餘 
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第一 卷. 明治 初期の 飜 譯文學 

飜譯 文擧の 研究 書と して 本書 は隨 一の もの。 特に 組織 體 系の 精 刻、 周密 さは 飜譯文 學の金 宇 

塔と して 後世に 及ぼす 影饗 甚大なる ものが あらう。 

第二き 政 治 小說研 究 3 

研究 前記と して、 政治 小說 研究の 必要、 發展の 背景、 同 槪觀。 政治 小說 以前の 政^ 文 學を牧 

め 研究 後記と して 戶田欽 堂、 櫻 田 百衞、 宮崎夢 柳、 坂 崎 紫攔等 を輯む 

第三 ？ 政 治 小 說硏究 i 

春の 屋 主人の 政治 小 說* 政治 小說と 「小說 神 髓」。 ヂスレ レリの 政治 小說 (春 驚轉、 昆太利 

物， 末 廣鐵攥 (鐵 腸傳、 同 政治 思想、 同 政治 小說) を收 む。 


